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情報 処理 技術 を 学ぶ うえ で も 、 

語る うえ で も 

技術 用 語 を 正しく 

理解 し て お く こ と は 大 切な こと で す 。 
情報 処理 用 語 は 

簡単 な 語 で も 日 常 語 と は 異な り 、 
特定 の 意味 で 用 いら れ た り 、 
特殊 な 使わ れ 方 を する こと が あり ます 。 
これ ら を 正しく 知る こと は 、 
勉強 の た め に も 、 将 来 の 仕事 の た め に も 
必要 な こと で す 。 
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文 本 辞典 は 、 第 二 種 ・ 第 一 種 共通 カリ キュ ラム 、 シ ス ア ドカ リキ ュ ラ ム に 示 
され た 、 シ ステ ム 開 発 と プロ グラ ミン グ 、 フ ァイル と デー タベース 、 アル 
ゴリ ズム と デー タ 構 造 、 情 報 処 理 シ ステ ム の 重要 用 語 を 中 心 に 、 そ の 周辺 
の 用 語 ま で を 収録 し た も の で す 。 

六 合格 情報 処理 」 別 冊 付 録 の 「 情 報 処 理 基 本 用 語 辞典 ] (ハー ド プ ソフ トン 
情報 処理 一 般 )、「 パ ソコ ン ・ シ ス ア ド 用 語 辞 典 ]、「 通 信 ネ ットワーク 用 
語 辞 典 ] と と も に ご 利用 くだ さい 。 重複 を 極力 抑え まし た の で 、 併 用 し て 
いた だ く と 便利 に 使え ます 。 





盗 見 出し 語 の 表記 、 訳 語 は 一 定 し て いな い 現 状 で す が 、 カ リキ ュ ラ ム の 表 
記 、 ま た は 共通 テキ スト の 表記 に 準じ まし た 。 な お 不 十 分 と 思わ れる 語 
は 、 慣 用 の 語 や 別 の 見 出し 語 と し て 収録 し まし た 。 

六 用 語 は 五 十 音 順に 配列 し まし た 。 片仮名 の 長音 は 前 の 字 の 母音 と みな し ます 
(つま じ り 長 音符 号 を 無視 し な い )。 国 語 辞 典 の 標準 的 な 配列 法 に 準じ まし た 。 

また 、 半 音 、 促 音 、 濁 音 、 半 濁音 は 清音 と 見 な し ます 。 
( 例 : 「 モ ジュ ー ル 」 は 「 も し ゆう る 」 、「 バ ー チ ャ ル 」 は 「 は あ ち や る 」 ) 

盗 英語 ・ 英 略語 は 混在 させ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に 配列 し て いま す 。 大 文字 と 
小文字 は 区 別 し ま せん 。 

護 見 出し 語 に 続く ( ) は 、 そ の 項目 に 解説 が あめ る こと を 示し ます 。 解説 未 尾 の 
( ) は 、 そ の 項目 を あわ せ て 参照 する と 理解 が 深め られ る こと を 示し ます 。 
( 同 ) ニ 同義 語 、 言 い 換え 語 ( 類 ) ニ 類義語 、 ほ ば ぼ 同 義 語 
( 対 )= 反 対語 、 対 照 語 、 対 語  ( 参 ) ニ 参照 項 目 、 参 考 項目 

( 関 ) ニ 関連 語 、 同 族 語 ( 例 ) ニ 例示 項目 
盗 見 出し 語 中 の や : は 、 言 い 換え 、 ま た は 略語 で ある こと を 示し ます 。 
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あい まい 検索 [ambiguous searchin] 
デー タベース や 文書 中 の 文字 列 デ ー タ の 検索 を 行う と き 、 文 字 コ ー ド の 
一 致 を 前 提 と し な いで 許容 範囲 を 広げ て 文字 列 を 検索 する こと 。 例 えば 、 
英字 の 大 文字 と 小文字 、 全 角 文 字 と 半角 文字 、 ひ ら が な と カタ カナ の 区 別 
を し な い 検 索 を さす 。 
さら に 許容 範囲 を た 広げ た 類義語 検索 、 具 体 的 な 文字 列 を 指定 し な い ワ イ 
ルド カー ド 検 索 、 文 字 の 位置 な ど が 指定 で きる 正規 表現 検索 な ど が ある 。 
(参り 類義語 検索 、 ワ イル ドカ ー ド 
アク セス [accesg] 
ユー ザ が デー タベース や コン ピュ ー タ シス テム 中 の プロ グラ ム や ファ 
イル に 到達 する こと 、 ま た そこ に 至る 経路 の こと 。 こ れ に と も な う コ ン 
ピュ ー タ や 通信 装置 の 動作 な ど を 含む 。 一 般 に 、 次 の よう な プロ グラ ム 
処理 や ファ イル 操作 、 シ ステ ム 利 用 を 単に 「 ア クセ ス 」「 ア クセ ス す る 」 な 
ど と いう 。 
(1) プロ グラ ム が 、 主 記憶 装置 や 外部 記憶 装置 な どの デー タ を 読み 出し た 
り 、 デ ー タ を 書き 込ん だ りす る こと 。 
(2) ユー ザ が ファ イル や デー タベース の 情報 を 読み 書き する こと 。 
(3) 端末 が ネッ トワ ー ク を 介し て 、 ホ スト コン ピュ ー タ の シス テム を 利用 
する こと 。 
アク セス 管理 [access right mana 呈 Bment プ acceSS Control] 
共用 可能 な 情報 資源 を 管理 、 制 御 す る こと 。 具体 的 に は 、 ア クセ ス の 
ログ を 残し 、 利 用 者 の アク セス 要求 と アク セス 権 を 検証 し 、 不 当 な アク 
セス を 制限 し 、 警 告発 する な どの 処理 を 行う 。 複 数 の ユー ザ が 同時 に 
ファ イル に アク セス する こと で 混乱 や 誤 赤 が 生じ な いよ うに 管理 し た 
り 、 ユ ー ザ に 課金 する 場合 は 課金 情報 を 管理 する こと も 含む お 。 ア クセ ス 
制御 は デー タ 破 壊 や シス テム の 不正 利用 を 防ぐ た め だ け で な く 、 障 害 の 
復旧 、 ユ ー ザ へ の 情報 提供 に 重要 な 役割 を 担っ て いる 。 
( 関 ) 排 他 制 御 、 ア クセ ス 権 
アク セス 権 [access right] 
広義 に は 、 シ ステ ム の 共有 資源 を 一 時 的 に 独占 し て 利用 する 権利 。 利 用 
権 、 参 照 権 と も いう 。 端末 利用 権 、CPU 利 用 権 、 デ ー タ 利用 権 、OS 利 用 
権 、 回 線 利用 権 な ど が ある 。 特 に 利用 者 また は 作業 工程 に 対し て 与え られ 
た ファ イル の 利用 権 を さす こと が ある 。 ア クセ ス 権 を 与え る る こと を アク セ 
ス 許 可 (access permission) と いう 。 こ れ に は 、 読 取り 許可 、 書 込み 許 
可 、 読 取り 書込み 許可 が ある 。( 参 ) パ スワ ー ド 








アク セス 方 式 [access method] 
プロ グラ ム に よる デー タ や レコ ー ド の 読込 み 、 書 出し 、 お よび デー タ や 
レコ ー ド の 取扱 い 方 法 。 ア クセ ス 法 と も いう 。 レ コー ド の 集合 で ある ファ 
イル は 、 記憶 媒 体 に 記録 され る と き 各 種 の 編成 方 法 (論理 構造 ) が 与え られ 
る が 、 そ れ ぞ れ に 応じ て 適切 な アク セス を 行う アク セス 法 が オペ レー ティ 
ング シス テム に より 提供 され る 。 順 次 アク セス (SAM)、 ラ ンダ ム ア ク セ 
ス (DAM)、 索 引 順次 アク セス (ISAM)、 仮 想 記憶 に お ける 索引 順次 アク セ 
ス (VSAM) な ど に 分 ける こと が で きる 。 
アサ イン [assign] 
ひと つの ジョ ブ を 実行 する 際 に 必要 と な る 装置 や ファ イル を 実行 に 先 
立っ つて 確保 する こと 。 ジ ョ ブ は 通常 、 磁 気 デ ィ ス ク 記 憶 装置 、 プ リン タ 
な どの 周辺 装置 や さま ざま な ファ イル を 使用 する が 、 こ れ ら は ハー ド 的 
に 接続 され て さえ いれ ば いつ で も 使用 で きる わけ で は な く 、 そ の つど 必 
要 な も の を 確保 する 。 汎用 コン ピュ ー タ の 0S で は 、 通 常 ジ ョ ブ 制 御 言 語 
(JCL) に より 、 装 置 名 、 ボ リュ ユー ム 名 、 フ ァイル 名 な ど を 指定 し て この 
処理 を 行う 。( 関 )JCL、( 参 ) ア ロケ ーション 
アス キー コー ド [ASCIl code] ( 同 )ASCI| 
アス キー セー ブ [ASCII codle save] ( 関 ) セ ー ブ 
アセ ン ブ ラ [assembler] 
アセ ン ブ ラ 言語 で 書か れ た ソー スプ ログ ラム を 機械 語 の オブ ジェ クト プ 
ログ ラム に 翻訳 する 言語 処理 プロ グラ ム 。 ア セン ブラ の 命令 語 に は 、 
(1) 実行 時 の 命令 コー ド と 1 対 1 に 対応 する 命令 語 
(2) アセ ン ブ ル 過 程 に 指示 を 与え る アセ ン ブ リ 命令 
(3) アセ ン ブ ル 過 程 で 一 連 の 機械 語 に 置換 える マク ロ 命 令 な ど が ある 。 
( 二 ) マ クロ 選 ル ジラ ペア セツ ブラ 衣 調 





アセ ン ブ ラ 言語 [assembly language] 
ら 進 数 に よる 機械 語 の 命令 を 書く わずらわし さ を 解 消す る た め に 作ら れ 
た 言語 。 例 えば 、 加 算 は A、 ロ ー ド は L と いう よう に 表意 コー ド を 用 いて 書 
き 表 す 。 記 号 言語 と も いう 。 高 水準 言語 と 異な り 、 コ ンピュータ の 機種 に 
依存 し た 記述 に な る 。 コ ンピュータ 資源 を 効率 よく 使用 する プロ グラ ム が 
組め る 。 プ ログ ラム の ステ ッ プ を 短く で きる 。 し か し 、 機 械 に 依存 し た 
言語 で あり 、 ハ ー ド ウェ ア を 熟知 し て いな いと 効率 の よい プロ グラ ミン グ 





が で き な い 。 また プロ グラ ミン グ の 時 間 も コ ン パ イラ 言語 を 用 いる より 多 凍 


く 必 要 と する な どの 難点 が あっ て 、 使 用 する 局面 は 少な く な っ て いる 。 
ハー ドウ ェ ア を 直接 制御 する 場合 や 制御 系 の プロ グラ ミン グ に 使用 する こ 
と が 多い 。( 類 ) 機 械 向き 言語 
アセ ン ブ ル [assemble] 
アセ ン ブ ゴブ ララ 言語 で 書か れ た ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ラ に より オブ 
ジェ クト プロ グラ ム ( 機 械 語 コ ー ド ) に 翻訳 する 作業 。 
(1) セ ルフ アセ ン ブ ル : 実行 用 の 計算 機 で 、 ソ ー ス プロ グラ ム を アセ ン ブ 
ル す る こと 。 通常 の アセ ン ブ ル 法 で 、 自 機種 用 の アセ ン ブ ラ が ある 機 
種 で 可能 。 ク ロス アセ ン ブ ル と 特に 区 別 す る と き の 用 語 。 
(2) ク ロス アセ ン ブ ル : ある 計算 機 用 の プロ グラ ム を 、 そ れ と は 異な る 
アー キテ クチ ャ を も つ 別 の 計算 機 上 で アセ ン ブ ル す る こと 。 こ の 結 
果 、 あ る 計算 機 上 で 働く 機械 語 を 別 の 計算 機 上 で 生成 で きる 。 生 成 し 
た オブ ジェ クト プロ グラ ム を 実行 する コン ピュ ー タ を オブ ジェ クト コ 
ンピュータ 、 ま た は ター ゲッ トコ ンピュータ と いう 。 実行 用 コロ ン 
ピュ ー タ が プロ グラ ム 開 発 に 自由 に 使用 で き な い と き 、 実 行 用 コン 
ピュ ー タ を 使用 する より 開発 の 効率 が 良い 場合 な ど に 行う 。 
値 呼出 し [call by value] 
手続 き や 関 数 を 呼び 出し て 使用 する と き 、 パ ラメ タ の 引き 渡し を 仮 引数 
と 実 引数 の 対応 で 行う こと 。 こ の 場合 、 値 を 渡さ れ た 手続 き や 関 数 の 中 で 
値 を 書き 換え て も 、 呼 び 出し た 側 の 値 に 影響 は な い 。 C で は 値 渡 し 、CO- 
BOL で は 値 引 渡し と いう 。 ( 関 ) 引 数 、( 対 ) ア ドレ ス 渡 し 
圧縮 [compression ン compaction] ( 参 ) デ ー タ 圧縮 
アッ プ グ レー ド [upgrade] 
ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア を 増強 し た り 拡 張 し た りす る こと 。 強 力 な 
マイ クロ プロ セッ サ や 周辺 機器 を 加え た り 、 新 し い プ ログ ラム を 入れ る こ 
と で 、 シ ステ ム を 高 機能 化 、 高 性 能 す る こと 。 特 に 、 全 部 の ハー ドウ ェ ア 
を 入れ 換え る と き は リプ レー ス 、 一 部 の ファ イル の 置き 換え に つい て は 
アッ プ デ ー ト 、 プ ログ ラム を 新しい バー ジョ ン に 代え る こと は バー ジョ ン 
アッ プ と いう 。 
アッ プ デ ー ト [update] 
プロ グラ ム や ファ イル を 最新 の も の に 置き 換え る こと 。( 同 ) 更 新 
後 入 れ 先 出し 方 式 [last in first out : LIFO] ( 同 )LIFO 
アト リ ビ ュ ー ト [attribute] 
コン ピュ ー タ で 扱う デー タ や ファ イル が も つづ 性質 の こと 。 属 性 と も い 
う 。 例 えば 、 次 の よう な 性 質 を 属性 と いう 。 
(1) デ ィ ス プレ イ に 表示 する デー タ は 、 対 応 する 属性 に よっ て 高 輝 度 、 反 








転 、 明 減 な ど を する 。 印 字 す る 字体 や 大 き さ 、 表 示 色 な ども 属性 で 
ある 。 画像 処理 で は 、 図 形 の 解像度 、 座 標 の 表し 方 、 色 な どの 情報 を 
ざす 。 
(2) レコ ー ド の 場合 に は 、 レ コー ド 長 、 レ コー ド 形 式 、 デ ー タ セッ ト 名 、 
ボリ ュー ム 識 別 番号 、 用 途 、 作 成 日 な ど が 属性 で ある 。 
(3) ファ イル アク セス の 場合 に は 、 読 出し 専用 、 シス テム 専用 、 秘 匿 な ど 
の 性 格 づ けが 属性 と な る 。 
(4) デー タベース の 関係 モデ ル を 表現 し た 二 次 元 表 の 列 の こと 。 こ の と き 
行 は 組 (tuple) と いう 。( 参 ) 関 係 デ ー タ ベー ス 、( 対 ) 組 
(5) デー タモ デル の ひと つ で ある E-H モ デル で 、 実体 と 結び 付く (関連 づけ 
る ) 値 を 定義 する 性 質 。 例 えば 、 あ る 人 物 A( 実 体 ) を 記述 する デー タ は 
無数 に ある が 、 そ の 中 か ら ( 性 別 、 生 年 月 日 、 身 長 、 体 重 ) と いう 属性 
に 注目 する と 、 人 物 A に 関連 づけ た 値 (実現 値 ) は ( 男 、19741 103、 
171、63) な ど と な る 。 ( 関 )E-H モ デル 
アド レス [address] 
広義 に は 情報 の 読込 み 先 、 転 送 先 を 指定 する た め の 識 別 文字 列 。 あ る 場 
所 と 別 の 場所 を 区 別 す る た め に シス テム が 付け た 地名 、 番 地 な どの 名 前 の 
集まり 。 広 く 次 の よう な 名 前 を さす 。 
① レ ジス タ 、 主 記憶 装置 、 補 助 記憶 装置 な どの 中 の 記憶 場所 を 示す た め 
の 識別 文字 の 集まり 。 番 地 と も いう 。 記憶 装置 を 多数 の 電子 的 な 記憶 
単位 の 集合 と し て 扱い 、 各 単位 を 識別 する た め に 一 連 の 番号 (絶対 アド 
レス ) を 付け て お き 、 読 み 取 っ た り 書 き 込ん だ りす る 際 に は この 番地 を 
使っ て 記憶 装置 内 の プロ グラ ム や デー タ を 指定 する 。 主 記憶 装置 内 で 
は 、 通 常 1 ワー ド 分 が 1] 番地 分 に な る 。 
( 関 ) 実 効 ア ドレ ス 、 相 対 ア ドレ ス 
ソー スプ ログ ラム 内 で は 変数 や 構造 体 な どの オブ ジェ クト の メモ リ 上 の 
位置 を 志 が す 。 プ ログ ラム 言語 に よっ て は 絶対 アド レス の ほか 、 ラ ベル 
名 、 記 号 ア ドレ ス で 表現 する こと も で きる 。 
アド レス カウ ンタ [address counter] ( 同 ) 命 令 ア ドレ スレ ジス タ 
アド レス 指定 [addressing] 
① コ ンピュータ の 機械 語 レ ベル で 、 命令 を どの デー タ に 作用 (オペ レー ト ) 
させ る か 決定 する こと 。 機械 語 の 命令 よ 、 コ ンピュータ に デー タ 処 理 の 
種類 を 指定 する 命令 部 と 処理 対象 の デー タ の 所 在 を 指定 する アド レス 部 
と か ら な っ て いる 。 ア ドレ ス 指 定 の 方 式 に は 、(1 ) 直 接 アド レス 指定 、 
(@) 間 接 ア ドレ ス 指 定 、(3) 即 値 ア ドレ ス 指 定 な ど が ある 。 
⑧ フ ァイル 編成 の 分 野 で は 、 直 接 編成 ファ イル の ア ドレ ス 生 成 の 意味 で ア 
ドレ ス 指 定 と いう 語 を 使う こと が ある 。 


アド レス 修飾 [address modification] 
アド レス 指定 の 方 式 の ひと つ 。 命令 語 の アド レス 部 の 内 容 を 一 定 の 規則 
の も と に 変更 し 命令 の 作用 対象 と な る 絶対 アド レス を 決定 する こと 。 命令 
自体 を 変え ず に 処理 対象 と な る デー タ の ある アド レス を 変え る こと が で き 
る の で 、 記憶 装置 の 融通 性 の ある 利用 が 可能 に な る 。 
次 の よう な 方 式 が ある 。 
(1) イ ン デ ックス レジ スタ 修飾 (イン デック ス ア ドレ ス 指 定 ) 
(2) ベ ー ス レジ スタ 修飾 (バー ス ア ドレ ス 指 定 ) 
(3) 相対 アド レス 方 式 (相対 アド レス 指定 ) な ど が ある 。 
アド レス 生成 [address eneration] 
直接 編成 ファ イル の レコ ー ド を 記憶 装置 に 書き 込む 物理 アド レス を 算出 
する こと 。 直接 編成 ファ イル で は ある レコ ー ド は 、 他 の レコ ー ド と 区 別 で 
きる キー 項目 を 備え て いる 。 こ の 項目 の 値 か ら 直 接 ア クセ ス 記 憶 装 軒 
(DASD) 上 の 相対 レコ ー ド 番号 を 求め 、 そ の 位置 に レコ ー ド を 記録 する 。 
相対 レコ ー ド 番号 と は 、 フ ァイル の 先頭 の レコ ー ド を 0 と し て 、 先 頭 か ら 
数 えた 番号 の こと で ある 。 実際 の 入出 力 は 、OS の デー タ 管 理 機能 に より 
相対 レコ ー ド 番号 を 直接 アク セス 記憶 装置 の 物理 アド レス に 変換 し 、 そ の 
位置 に レコ ー ド を 記憶 する 。 こ の よう な 手順 で アド レス を 作り だ すこ と を 
アド レス 生成 と いう 。(] ) 直接 アド レス 方 式 と (2) 間 接 ア ドレ ス 方 式 が あ 
る 。 ( 関 ) 直 接 ア ドレ ス 方 式 、 間 接 ア ドレ ス 方 式 
アド レス 部 [address part] 
① コ ンピュータ の 命令 語 の 構成 要素 で 、 命 令 を 働き か ける アド レス を 決定 
する た め の 部 分 。( 関 ) 命 令 
⑧ フ ァイル 編成 の 分 野 で は 、 カ ウン ト 部 を さす こと が ある 。( 同 ) カ ウン ト 部 
アド レス 変換 [address translation] 
① 仮 想 記憶 方 式 に お いて 、 仮 想 ア ドレス で 示さ れ て いる アド レス を 実 記 憶 
装置 の アド レス に 変換 する こと 。 実際 に は プロ グラ ム の 実行 時 に 先 だ 
ち 、 ま ず 仮 想 アド レス を 作り 、 こ れ を セグ メン ト 番 号 や ペー ジ 番 号 、 変 
位 を 考慮 の うえ 、 実 行 時 に は じ め て 実 記憶 空間 の アド レス に 変換 する 。 
この 変換 を 行う 機構 を 動 的 アド レス 変換 機構 (DAT) と いう 。 
( 参 ) 仮 想 記憶 、 セ グ メ ント 
ファ イル 編成 の 分 野 で は 、 ア ドレ ス 生 成 の 意味 で 、 ア ドレ ス 変 換 、 ア ド 
レス 変更 と いう 語 を 使う こと が ある 。 
アド レス レジ スタ [address register] 
CPU の 制御 部 分 に ある レジ スタ 。 命令 実行 段階 に お いて 頻繁 に 用 いる 主 
記憶 アド レス 情報 を 一 時 的 に 保存 し て お く た め の レジ スタ 。 メ モリ アド レ 


スレ ジス タ と も いう 。 








アド レス 渡し [call by reference プ call by address] 
手続 き や 関 数 を 呼び 出し て 使用 する と き 、 パ ラメ タ の 引き 渡し を 仮 引 数 
の アド レス や ポイ ンタ で 与え て 、 実 引数 と の 対応 を と る こと 。 仮 引数 で 値 
を 変更 し た 結果 が 実 引数 に 反映 され る の で 、 値 の 変更 結果 を 呼出 し 元 の 関 
数 側 で 参照 で きる 。 ( 対 ) 値 呼出 し 、( 関 ) 引 数 
アプ リケーション ソフ ト [applicatian saftware] 
業務 で 扱う デー タ を 処理 する プロ グラ ム 。 シ ステ ム プ ログ ラム (OS)、 
ミド ルウ ェ ア ( サ ービス プロ グラ ム や プロ グラ ム 言 語 な ど )、 共 通 ソ フト 
ウェ ア (日 本 語 FEP や 通信 ソフ トウ ェ ア な ど ) に 対比 する 用 語 。 応用 プロ 
グラ ム 、 あ る い は 適用 業務 プロ グラ ム と も いう 。 
ユー ザ が 自分 の 業務 の た め に 作成 する プロ グラ ム 、 あ る い は ソフ ト 
ウェ アハ ウス に 委託 し て 作成 する プロ グラ ム で ある 。 具体 的 に は 、 在 庫 
管理 、 工 程 管理 、 販 売 予測 な ど 特 定 の 目的 で デー タ 処 理 す る プロ グラ ム 
を さす 。 パ ソコ ン の 場合 、 コ ンピュータ メー カ や ソフ トウ ェ ア ハ ウス が 
作成 し 、 マ ニュ アル (取扱 い 説 明 書 ) と と も に 販売 し て いる 。 こ の よう に 
既製 品 化 し た プロ グラ ム の こと を 、 特 に アプ リケーション パッ ケー ジ 、 
また は 略し て アプ リケーション と いう 。 
( 参 ) カ スタ マイ ズ 、 ソ フト ウェ アパ ッ ケ ー ジ 
あふ れ [overflow] ( 同 ) オ ー バ フロ ー 
あふ ぶれ 域 [overflow area] ( 関 ) 索 引 順次 編成 
あふれ 検査 [overflow check] ( 同 ) オ ー バ フロ ー 検 査 
アベ ンド [abend プ abnormal end of task] 
タス ク の 異常 終了 。 タス ク が エラ ー を 起こ し て 処 理 を 続け られ な く な り 
終了 する こと 。 ま た は 、 他 の タス ク や ジョ ブフ 等 に 悪影響 を 与え る た め 、 制 
御 プ ログ ラム に よっ て 異常 終了 させ られ る こと 。 ( 類 ) ア ボー ト 
アポ ボー ト [abort/abnormal termination] 
コン ピュ ー タ で 実行 中 の 処理 が 、 ハ ー ド ウェ ア の 異常 や プロ グラ ム の 
エラ ー に より 、 続 行 が 不可 能 、 ま た は 望ま し く な い 状 態 に な っ た と き 、 
OS また は オペ レー タ に より 処理 を 中 断 す る こと 。 異常 終了 、 停 止 と も 
いう 。 プ ログ ラム が 異常 終了 する と 、 一 般 的 な プロ グラ ム の 後 処理 (オー 
プン 中 の ファ イル の クロ ー ズ 、 出 力 中 の デー タ の フラ ッシュ 等 ) は 行わ れ 
な い 。 
誤り 回 復 [error recovery] 
ハード ウェ ア や ソフ トウ ェ ア に 誤り が 発生 し た と き 、 所 定 の 状態 に 復帰 
させ る た め 、 誤 り を 解析 し 、 回 復 さ せる こと 。 例 えば 、 中 断 さ れ た ジョ ブ 
を 再 試行 し た り 、 伝 送 中 に エラ ー が 発生 し た デー タ の 再送 要求 を 行う こと 
を いう 。 ( 参 ) 障 害 回 復 











アル ゴリ ズム [algorithm1] 
与え られ た 問題 を 機械 的 に 解く た め に 組み 立て る 、 あ いま いさ の な い 解 
法 。 算法 と も いう 。 アル ゴリ ズム は 、 順 序 、 分 岐 、 繰 返し の ある 有限 個 の 
操作 (命令 の 組合 せ ) で 定義 し ゎ て あり 、 文 や 流れ 図 で も 表現 で きる 。 計算 機 
で 解く た め に プロ グラ ム 言 語 で 表現 する と プロ グラ ム に な る 。 プ ログ ラム 
は 、 有 限 回 の 適用 (必ず 実行 が 終了 する ) に よっ て 所 定 の 解答 を 得る 。 広 義 
に は 処理 手順 (手続 き ) 一 般 を さす 。 ( 類 ) 段 階 的 詳細 化 
アル ファ ニュ ー メ リッ ク [alphanumeric] 
英 数 字 。 こ れ に 制御 文字 、 特 殊 文字 、 間 隔 文字 (空白 文字 ) を 加え た 1 バ 
イト (半角 ) の 文字 集合 を さす こと も ある 。 事実 上 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 記 
述 す る と き に 使用 で きる 文字 で ある 。 ( 関 )ASCIIl、EBCDIC 
アル ファ ニュ ー メ リッ クチ ェ ッ ク [alphanumeric check] 
入力 デー タ の チェ ッ ク の 一 手法 。 デ ー タ は 英 数 字 と 規定 し た 項目 に 、 
誤っ て 英 数 字 以外 の 文字 が 混入 する の を 防ぐ た め に 行う 。 
アロ ケー ショ ン [allacation] 
プロ グラ ム を な 実行 する 際 、 処 理 の 必要 に 応じ て ファ イル や 記憶 領域 を 割 
り 当 て る こと 。 マル チ プ ログ ラミ ング で は 、 い つ 、 ど の 番地 に プロ グラ ム 
を 格納 する か 、 実行 時 に な ら な いと 決ま ら な い の で 、 プ ログ ラム は 相対 番 
地 で 作成 する 。O0S は 実行 時 に 主 記憶 上 の 空き 領域 欠 に プロ グラ ム を 格納 
する 。( 参 ) ア サイ ン 
アン イン スト ー ル 【uninstall] 
使 有 中 の ハー ド デ ィ スク 装置 か ら 不 要 に な っ た ソフ ト や デー タ を 削除 す 
る と と も に 、 初 期 化 ファ イル や ショ ー ト カッ ト 、 メ ニュ ー な どの 内 容 を イ 
ンス トー ル 前 の 状態 に 戻す こと 。 アン イン ス トー ラ と いう ソフ ト に より 処 
理 す る 。GUI の ソフ トウ ェ ア は 多数 の ファ イル か ら 構 成 さ れ て お り 、 使 用 
の つど シス テム 用 の ファ イル が 書き 換え られ て いる こと も ある 。 手 作 業 で 
イン スト ー ル 前 の 状態 に 戻す の は 容易 で は な く 、 こ の 作業 の 自動 化 機能 を 
有する アン イン ス トー ラ を 使用 し て 行う の が 通例 で ある 。 
( 対 ) う イン スト ー ル 
暗号 [cryptography プ cipher/cypher] 
デー タ の 内 容 を 第 三 者 が 判読 で き な い よう に 組織 的 に 変換 する 方 法 、 ま 
た は 変換 し た デー タ 。 情 報 セ キュ リティ の た め の 重 要 な 技術 の ひと つ で あ 
る 。 暗 号 デ ー タ に する こと を 暗号 化 と 呼び 、 暗 号 デ ー タ を 元 の デー タ に 戻 
すこ と を 復号 と 呼ぶ 。 個 人 の プラ イ バ シ に 関わ る デー タ 、 競 争 相手 に 知ら 
れる と 自分 の 優位 性 が 保 こ な く な る よう な デー タ 、 有 料 デ ー タ な ど に つい 
て 行わ れる 。 通信 回 線 (特に 無線 ) は 傍受 が 容易 な た め 、 機 密度 の 高い デー 
タタ は 暗号 化し て 送信 する 。 送信 側 は 暗号 か ざ に よ っ て 暗号 化し 、 受 信 側 は 























復号 か ぎ で 復号 する 。( 対 ) 復 号 

[暗号 化 か ぎ 】 情報 を 暗号 化 お よび 復号 する 際 、 そ れ ぞ れ の 変換 に 使用 す 
る パラ メタ 。 暗 号 化 か ぎ (encryption key) と 復号 か ぎ (decryption key) 
が ある 。 


暗号 化 か ぎ 





【 暗 号 化 方 式 】 暗号 化 方 式 に は 大 きく 二 つ の 系 統 が ある 。 
(1) 慣用 暗号 系 (秘密 か ぎ 暗 号 方 式 ) : 暗号 化 キー と 復号 キ ー が 同一 の 方 式 
(キー の 秘密 性 が 重要 な 課題 ) ( 同 ) 慣 用 暗号 系 、( 例 )DES 
(②) 公開 か ぎ 暗号 系 : 暗号 化 か ぎ と 復号 か ぎ が 異な り 、 前 者 を 公開 、 後 者 
を 秘密 に する 方 式 。 ( 同 ) 公 開か ぎ 暗 号 系 、( 例 )RSA 
安全 性 [security] ( 類 ) セ キュ リティ 
安全 対策 基準 ( 同 ) 情 報 シ ステ ム 安 全 対策 基準 
アン ダフ ロー[underflow] 
下位 桁 あ ふれ 。 演算 を 行っ た と き 、 そ の 結果 が 処理 装置 の レジ スタ が 取 
り 扱 える 最小 値 ( 絶 対 値 で ) よ り も 小さ く な っ た 状態 。 浮 動 小 数 点 の 演算 に 
お いて 、 許 され た 範 囲 に 入ら な い 負 の 指数 が 発生 し た と き に 、 ア ンダ フロ ー 
と な る 。 ア ンダ フロ ー に な る と 内 部 割込み が 発生 する 。( 対 ) オ ー バ フロ ー 
アン チ ウ ィ ル スプ ログ ラム [anti-virus pro 互 ram] 
シス テム の メモ リ や ディ スク に 侵入 し て いる コン ピュ ー タ ウィ ルス を 検 
査 し 、 も し 感染 し て いた な ら ば ウィ ルス を 除去 する と と も に 、 損害 を 受け 
た ファ イル な どの 復旧 作業 を 支援 する ユー ティ リティ プロ グラ ム 。 知 ら 
れ て いる ウィ ルス の コー ド を 検出 し た り 、 フ ァイル の チェ ッ ク サ ム を 計 
算 し て 、 前 回 記憶 し た チェ ッ ク サ ム と 照合 し た り し て 、 異 状 を 検出 す 
る 。 一 般 に は ワク チン と も 呼び 。 
( 参 ) コ ンピュータ ウィ ルス 
安定 な 整列 アル ゴリ ズム [stable sort al 所 orithm] 
整列 アル ゴリ ズム の 呼称 で 、 同 じ キー 値 を も つ デ ー タ が 二 つ 以 上 あっ た 
と き 、 そ れ ら の デー タ は 、 整 列 後 も 整列 前 の 順序 の 通り に 並べ る アル ゴリ 
ズム 。 例 えば 、 氏 名 の 五 十 音 順に 並ん だ 名 簿 フ ァイル を 生年 月 日 で 並び か 
えた と き 、 生 年 月 日 の 同じ 人 が 6 人 いた と すれ ば 、 そ の 6 人 の 並び の 部 
分 は や は り 氏 名 の 五 十 音 順 に 整列 させ る アル ゴリ ズム 。 具体 的 に は ビン 
ソー ト (bin sort) と いう アル ゴリ ズム が ある 。 
アン パッ ク 【[unpack] 
パッ ク 形 式 の 10 進 数 値 を ゾー ン 形 式 に 変換 する こと 。( 対 ) パ ッ ク 


ツー 完 光 052 符号 


0011'D101 に 00110910|1100!0011 

10 進 数 

Ky ケ (アン パッ ク 10 進 数 ) NN 2 
スコ 了 人 3 i0101|00010010|0011i110d| 


10 進 数 
アン パッ ク 10 進 数 [unpack format] 
コン ピュ ー タ 内 の 数 値 の 表し 方 の ひと つ 。 1 バイ ト で 1 桁 の 数 字 を 表 
し 、 小 数 点 の 位置 を LSB の 右 と 想定 し 、 符 号 は 最 下 位 バ イト の 上 位 4 ビッ 
ト に お く 。 ア ン パ ッ ク 形 式 、 ゾ ー ン 形式 と も いう 。 
( 同 ) ゾ ー ン 10 進 数 、( 対 ) パ ッ ク 10 進 数 
アン バン ドリ ング [unbundlin] 
ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア の 価格 を 分 離し て 販売 する こと 。 コ ン 
ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 、 教 育 、 保 守 サ ービス な ど そ れ ぞ 
れ を 別 建て の 価格 で 販売 する 方 式 。 両 者 を まとめ て 提供 する バン ドリ ング 
は 、 主 に パソ コン の 分 野 で 、 初 心 者 向け に イン スト ー ル 作業 の 省略 、 不 法 
な 複製 を 防止 する 方 法 と し て 行わ れ て いる 。 
暗黙 の 型 宣言 [default declaration ノ implicit typing] 
プロ グラ ム の 中 に デー タ の 型 や 長 さ な どの 属性 を 明示 的 に 指定 し な か つっ 
た と き 、 シ ステ ム ( コ ン パ イラ 等 ) が 自動 的 に デー タ の 型 や 長 さ を 選択 する 
こと 。 例え ば 、Fortran の 場合 、 何 も 宣言 し な いと き に は 、 変 数 名 の 最初 
の ] 文字 で 定め る 。 As PE そ 
れ 以 外 の 文字 の 場合 は 実数 型 と 定義 せ する 。 暗 示 的 宣言 と も いう 。 
( 参 ) 型 、 デ フォ ルト 
暗黙 の 型 変換 [implicit type conversion] 
型 変換 の 関数 を 使わ な いで 行わ れる 型 変換 。 計 算式 の 代入 の 際 に 異な る 
型 の 変数 を 用 いる と 、 処 理系 の 解釈 で 作用 対象 の 型 を 変更 する 。 
アン ロー ド [unload1] 
仮想 記憶 上 、 ま た は 主 記憶 上 に 常駐 し て いる ファ イル が 更新 処理 を 受 
けた と き に 、 そ の 内 容 を 外部 の 記憶 媒体 上 に 書き 戻す こと 。 
( 対 ) ロ ー ド 






ツー ツジ 









em ンー 
移行 [systems conversion] 


従来 の 業務 シス テム を 新規 の 業務 シス テム に 変更 、 切 り 換え する 工程 を 
広く 移行 と いう 。 移 行 は 、 次 の 4 つの 領域 で 考え る 。 








(1) 業 務 の 移行 (業務 手順 や ルー ル の 変更 、 新 帳票 、 稼 働 後 の 運 用 教育 な 
ど ) 
(2) シス テム の 移行 (トード や 回 線 の 設置 、 旧 シス テム か ら の 連続 性 確保 ) 
(3) デー タ の 移行 (| 昌 シ ステ ム か ら 新 シス テム へ の 切り 換え な ど ) 
(4) 運 用 移行 (シス テム 運用 要員 の 教育 、 保 守 ル ー ル の 確定 な ど ) 
移植 [port プ porting] 

ある ハー ドウ ェ ア や 0S の も と で 利用 で きる ソフ トウ ェ ア を 手直し し 
て 、 別 の ハー ドウ ェ ア や OS で 利用 で きる よう に 修正 する こと 。 ソ フト 
ウェ ア 開 発 の 効率 を 高め る た め に 、 既 存 ソ フト ウェ ア を 活用 し よう と い 
う 考 え 方 か ら 生ま れ た 。 ソ ー ス プロ グラ ム を コン パイ ル し 直せ ば その ま 
ま 別 機種 で 実行 で きる 場合 、 デ ー タ 媒体 、 デ ー タ が 他 機 種 で 利用 で きる 
場合 は 、「 互 換 性 が ある 」 と いう 。 

( 参 ) 互 換 性 
移植 性 [portability] 

プロ グラ ム の 移植 作業 の し や すさ 。 移植 性 を 高め る た め に は も と に な る 

ソフ トウ ェ ア の 作成 段階 か ら 次 の よう な 配慮 が 必要 で ある 。 

(] ) 標準 的 な 高 水 準 言語 を 使用 する 

(8) 特定 の 機種 に 依存 する 機能 を 、 限 られ た 数 の モジ ュー ル に 限定 する 
一 意 [uniqueness ン identify] 

プロ グラ ム 中 で 、 あ る デー タ が 他 の デー タ と 区 別 で き 、 特 定 の デー タ 
を 指定 で きる こと 。 フ ァイル 名 、 項 目 名 、 キ ー 値 、 修 飾 語 、 添 字 な どの 
綴り や 扱い に よっ て 唯一 の デー タ を 指定 する こと 。 ブ プロ グラ ム 言 語 の 種 
類 や 指定 の 方 式 に より 、 あ る 名 前 の 手続 き や 変数 が 一 意 に 定まる 範囲 は 
異な る 。 

ー 時 ファ イル [temporary file プ transaction file] 
永 ス ファ イル (マス タフ ァイル ) に 対比 し た 語 で 、 短 期間 使用 する ファ イ 
ル 。( 例 ) トラ ン ザ クシ ョ ン フ ァイル 、 テ ン ポ ラリ ファ イル 
1 バイ ト 文 字 コ ー ド [one-byte character code] 
( 同 )ANK、( 関 )2 バ イト 文字 コー ド 
ー 括 コン バ パイル [one-pass compile] ( 参 ) コ ン パ イラ 
ー 括 処理 方 式 [batch processing system] ( 同 ) バ ッ チ 処理 
ー 括 翻訳 [one-pass compile] ( 参 ) コ ン パ イラ 
一 斉 テ スト [whole test] 

小 規模 な シス テム の テス ト 法 で 、 モ ジュ ー ル テス ト ( 単 体 テ スト ) や 結合 
テス ト を 省略 し て 、 各 モジ ュー ル の 開発 が 終わ っ た 時 点 で すべ て の モ 
ジュ ー ル を 結合 し て 行う テス ト 。 エラ ー が 存在 し た 場合 、 原 因 の 特定 が 困 
難 な 手 法 で 、 大 規模 な シス テム の テス ト に は 適し て いな い 。 














イニ シャ ライ ズ [initialize] 


シス テム 利用 に 先だって 行う 処理 一 般 。( 同 ) 初 期 化 イ 
イニ シャ ルプ ログ ラム ロー ダ [initial program loader : IPL] 
( 関 ) 制 御 プ ログ ラム 
イベ ント 駆動 [event driven] 


イベ ント が 発生 し た 時 点 で 、 対 応 す る 処理 が 実行 され る よう に プロ グラ 
ム 内 の 制御 を 書い て お く こ と 。 イベ ント と は 、 プ ログ ラム 実行 中 に 生ずる 
マウ ス の クリ ッ ク や キー 入力 な ど 、 外 部 か ら の 介入 の こと 。 対話 型 の OS 
や アプ リケーション で は 、 処 理 の 流れ は 定型 化 さ れ て お ら ず 、 操 作 中 の 
ユー ザ の 要求 次 第 で シス テム の 対応 を 変え る 必要 が ある 。 イ ベン ト 単 位 で 
独自 に 動作 する 多数 の 小 プ ログ ラム を 作っ て お き 、 シ ステ ム 全 体 と し て 矛 
盾 な く 、 ス ムー ズ に 動作 する アプ リケーション プロ グラ ム の 作成 方 法 を イ 
ベン ト 駆 動 型 プロ グラ ミン グ と いう 。 
意味 解析 [semantic analysis] 
翻訳 プ ブログ ラム の 処理 は 、 字 句 解析 と 構文 解析 を 行い 、 そ の 後 、 意 味 
解析 を 行う 。 例 えば 型 の 概 肪 の ある 言語 で は 、 変 数 が 整数 型 、 実 数 型 な 
どの 型 を も つが 、 各 変数 が も っ て いる 型 の 意味 を 解析 し 、 変 数 名 と 型 の 
一 覧 表 を 作成 する こと な ど が これ に 相当 する 。 
( 参 ) 構 文 解析 、 字 句 解 析 、 コ ン パ イル 
イメ ー ジ デー タ [image data] 
画像 デー タ の こと 。 普通 、 イ メー ジ デ ー タ は 画像 を ご く 小さ な 領域 ( ピ 
クセ ル ) に 細分 化し 、 白 黒 の 場合 そこ が 白 か 黒 か の いずれ か 近い ほう の 
デー タ に する 。 ま た 、 カ ラー の 場合 は 、 そ の 領域 の 色 に 最も 近い 色素 の 組 
合せ の デー タ に な る 。 細分 化 の 度合 い を 細か くす れ ば する ほど 、 実際 の 画 
像 に 近く 見 える 。 こ の 細分 化 の 度合 い を 画像 の 解像度 、 ま た は 画像 品質 と 
呼び 、dpi(dot per inch) の 単位 で 表す 。( 対 ) テ キス ト 、( 参 )JPEG 
イメ ー ジ プロ セッ シン グ [image information proceSSin 巨 ] 
画像 、 映 像 を 構成 する 情報 を 処理 する こと 。 画 像 、 映 像 情報 の 入出 力 ・ 
加工 ・ 処 理 だ け で な く 、 画 像 の 認識 等 も 含む 。 医 学 用 の CT スキ ャ ン や ラ 
ンド サッ ト 、 ノ ア 等 の 人 工 衛星 か ら の 地理 情報 処理 な ど が 実用 化 さ れ て い 
る 。 画 像 情報 処理 と も いう 。 
入口 点 lentry プ entry point] 
プロ グラ ム 中 の 特定 の 場所 で 、 他 の プロ グラ ム や ルー チン か と 実行 の 制 
御 が 渡さ れる 場所 の こと 。 例 えば サブ プロ グラ ム の 先頭 、 サ ブル ー チ ン の 
最初 の アド レス な どか が 入口 点 に な る 。 プ ログ ラム 中 に 複数 の 入口 点 が ある 
場合 も ある 。 入 口 点 に 対応 する 語 が 出口 (exit) ま た は 出口 点 (exit point) 
で 、 実行 中 の プロ グラ ム や ルー チン か ら 抜 け 出る 場所 を さ し 、 そ の 命令 の 








実行 後 は 制御 が 他 の 場所 に 移る 。 
入れ 子 [nest プ nesting] 
ある 種 の 構造 を 、 同 じ 種 類 の 構造 の 中 に ひと つま た は いく つか 組み 入れ 
る こと 。 入 れ 子 の 内 部 の 処理 が 終了 する と 、 ひ と つつ 外側 へ 制御 が 戻る 。 プ 
ログ ラム 言語 の 処理 系 に より 、 入 れ 子 の 記法 、 限 界 値 が 定め られ て いる 。 
入れ 子 の 構造 に は 次 の よう な 例 が ある 。 
(1 ) 再帰 的 な アル ゴリ ズム は 入れ 子 の 構造 を も っ て いる 。 また プロ グラ ミ 
ング で も 再帰 的 な 構造 用 いる こと は 多い 。 ( 関 ) 再 帰 
(@) 繰返し 処理 の 中 に 同一 形式 の 繰返し 処理 が 入る こと 。 ( 関 ) 繰 返し 
(3) サブ ルー チン が サブ ルー チン を 呼ぶ こと 。 関 数 が 関数 を 呼ぶ こと 。 
(4) if 文 の 構造 の 中 に 、if 文 が 入る こと 。 
(5) 割込み 処理 プロ グラ ム が 、 さ ら に 優先 度 の 高い 割込み 要因 に よる 割 込 
み を 受け 、 そ の 処理 プロ グラ ム を 起動 する こと 。 
イン クリ メン タル サー チ [incremental search] 
読み の 順に 並ん だ 文字 列 の テー ブル を キー ワー ド で 探索 する 手法 。 キー 
ワー ド の すべ て の 文字 が 入力 され て か ら 探 索 す る の で は な く 、 キ ー ワ ー ド 
の 一 文字 入力 の つど 、 探 索 範囲 を せ ば め 、 頭 出し を する 方 式 。 辞典 ソフ ト 
な どの 見 出し 語 検 索 に 応用 する 。 
イン クリ メン ト [increment ン incremental ン incrementation 
parameter] 
① 増 分 の こと 。 一 定 回 数 の 繰り 返し な ど を 制御 する 文 (Fortran の DO 文 、 
BASIC の FOR-…NEXT 文 な ど ) で は 、 繰り返す た びに 回 数 を 制御 する 変 
数 や ポイ ンタ に 加算 する 一 定 の 値 。 き ざ み と も いう 。 増分 の 値 が 負 の 場 
合 、 特 に 減 分 と いう 。( 対 ) デ クリ メン ト 
レジ スタ や 特定 の 記憶 領域 の 値 に 一 定 の 値 を 加え る こと 、 ま た は その 加 
える 値 。 カウ ンタ や スタ ッ ク ポ イン タ な ど に 用 いる 。 
イン サー ト [insert] ( 同 ) 挿 入 
印字 コー ド 【[print codle] 
コン ピュ ー タ か ら プ リン タ に 送ら れる 文字 出力 の た め の 情 報 。 通常 に 
印字 され る 文字 の 情報 交換 用 コー ド の ほか 、 プ リン タ を 制御 する 情報 も 
含む お 。 
印字 速度 [printing speed] 
印刷 装置 が 印字 可 能 な 単位 時 間 当 た り の 文字 数 。 通常 は 1 秒 当 た り の 文 
字数 (CPS) で 表す が 、 ペ ー ジ プリ ンタ で は よし 実際 的 な 、1 分 当たり の 平 
均 出力 ペー ジ 数 (PPM) で 表す こと が 多い 。 
イン スト ー ル [installl 
シス テム プロ グラ ム や アプ リケーション プロ グラ ム を 記憶 装置 に 格納 し 


た り 、 環境 を 設定 し て 、 そ の プロ グラ ム が 動作 可能 に する こと 。 プ ログ 
ラム の 一 部 分 を 変更 し た り 、 実行 の た め に 他 の プロ グラ ム を 導入 する よ 
うな 場合 も 含 お 。 パ ソコ ン の アプ リケーション プロ グラ ム は 、 フ ロッ 
ピー ディ スク や CD-ROM で 提供 され 、 そ の まま の 状態 で は 使用 で き な い 

合 が 多い 。 イ ンス トー ル に 際 し て は ディ レク トリ の 作成 や 圧縮 ブロ グ 
ラム の 展開 、 プ ログ ラム の コピ ー、 環 境 設定 が 必要 で ある 。 こ れ ら の 作 
業 の 負担 を 軽減 する 自動 処理 プロ グラ ム に セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム 、 イ 
ンス トー ラ (installer プ install program) な ど が ある 。 

イン スト ラク ショ ン 【instruction] ( 同 ) 命 令 
イン スト ラク ショ ン ミ ックス [instruction mix] 

コン ピュ ー タ の 命令 の 実行 速度 を 評価 する 方 法 。 命 令 ミ ックス と も い 
う 。 コ ンピュータ の 処理 能力 を 評価 する た め に 用 いる 。 命令 ご と の 実行 時 
間 に そ れ ぞ れ の 重み (ウェ イト ) を 掛け た 数 値 の 和 で 表す 。 和 の 値 が 小さ い 
程 内 部 処理 能力 が 高い 。 そ れ ぞ れ の 命令 は 、 使 用 する 頻度 に よっ て 重み 
(ウェ イト ) を 付け る 。 例 えば 、 科 学 技術 計算 を 意識 し て ウェ イト 付け を 
行っ た ギブ ソン ミッ クス が ある 。( 参 ) ギ ブ ソ ン ミ ックス 

イン スペ クシ ョ ン [inspection] 

も と は 品質 管理 の 用 語 で 、 製 品 を 検査 し 、 不 良品 の 判定 を 下す こと 。 シ 
ステ ム 開 発 で は 、 レ ビュ ー の 場 で の 批評 を さす 。 特 に 、 後 工程 で ソフ ト 
ウェ ア に 欠陥 が 発見 され た 場合 、 前 工程 の どの 段階 で 織り 込ま れ た か 調査 
し 、 そ の 部 分 の 担当 者 に 説明 させ 、 担 当 者 の 誤解 や 思い 違い を 明らか に す 
る こと 。 再度 の 誤り を 防止 する こと の ほか 、 技 量 の 向上 を 図る ね らい も あ 
る 。 ソ フト ウェ ア の 品質 向上 の 手法 で ある と 同時 に DJT に よる エン ジニ ア 
の 教育 の 場 で も ある 。( 関 ) レ ビュ ー 

イン ター ネッ ト [INTERNET ン Internet] 

世界 各国 の 複数 の コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク を 相互 に 接続 し た 、 国 際 規 
模 の コン ピュ ー タ 通信 ネッ トワ ー ク 。 研究 ネッ トワ ー ク ARPANET に 端 を 
発し 、 米 国 の 民間 研究 団体 な どの ネッ トワーク を 吸収 し 巨大 化し て きた 。 

標準 プロ トコ ル は 、AHPANET か ら 生 まれ た TCP ノ IP。 日 本 で も 研究 
機関 を 中 心 と し た いく つか の 国内 ネッ トワ ー ク が イン ター ネッ ト と 接続 
し て いた が 、 イ ンタ ーネット の 商用 利用 が 解禁 され 、I993 年 秋 か ら 付 加 
価値 通信 網 (VAN) 会 社 が 、I994 年 か ら は パソ コン 通信 会 社 が イン ター 
ネッ ト へ の 接続 サー ビス を 開始 し 、 ま た 便利 な ブラ ウザ や メー ラ が 普及 
し た た め 、 急 速 に 利用 ユー ザ が 増え て いる 。 

( 関 )WWW、Web 
イン タフ ェ ー ス [interface] 
① 広 義 に は 、 独 立 し た 二 つ 以 上 の シス テム を 接続 し 、 効 率 よ く 動作 させ る 








た め に 種々 の 調整 を 行う サブ シス テム 。 非常 に 幅広 く 使用 され る 用 語 で 
「 仲 介 ]、「 橋 渡し 」 な ど に 相当 する 。 人 間 と コン ピュ ー タ の イン タフ ェ ー 
ス を ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス 、 コ ンピュータ シス テム 間 の イン タ 
フェ ー ス を 通信 イン タフ ェ ー ス 、 コ ンピュータ と ネッ トワーク 間 の イン 
タフ ェ ー ス を ユー ザ ・ 綱 イン タフ ェ ー ス 、 ネ ットワーク の 交換 機 問 の イ 
ンタ フェ ー ス を 局 間 イ ンタ フェ ー ス な ど と 呼応 。 
@ ず 狭義 に は 、 装 置 間 で の デー タ の や り と り を 正確 に 行う ハー ドウ ェ ア や ソ 
フト ウェ ア 、 ま た は その 規格 を さす 。 
(1 ) 二 つの 装置 を 連結 する ハー ドウ ェ ア 構 成 要 素 。 二 つ 以 上 の ブロ グラ 
ム に よっ て 共用 する 主 記憶 装置 の 一 部 、 ま た は レジ スタ 。 
(2) ソフ トウ ェ ア 間 の 規約 。 モ ジュ ー ル 化し た プロ グラ ム に お いて プロ 
グラ ム 間 イン タフ ェ ー ス 、 モ ジュ ー ル 間 イ ンタ フェ ー ス と は 、 あ る 
プロ グラ ム が 別 の プロ グラ ム を 呼び 出し て 利用 する 際 に 、 デ ー タ や 
パラ メタ を 正しく 授受 し 、 他 の プロ グラ ム や デー タ 領 域 に 副作用 
(悪影響 ) を 及ぼ さ な い よう に 定義 する こと で ある 。 
( 参 ) モ ジュ ー ル 間 イ ンタ フェ ー ス 
イン タプ リタ [interpreter] 
プロ グラ ム 言 語 で 記述 し た ソー スプ ログ ラム の 命令 また は 中 間 コ ー ド 
を 1 命令 ご と に 機械 語 に 翻訳 し な が ら 実 行 す る プロ グラ ム 。 ソース ブロ グ 
ラム を いち ど に 翻訳 する コン パイ ラ に 対比 し て 、 解 釈 プ ログ ラム 、 通 訳 ブ 
ログ ラム と も いう 。 一 般 に 、 ひ と つの 命令 に 対し て 複数 の 機械 語 の 命令 を 
サブ ルー チン と し て 対応 させ て いる 。 イン タプ リタ は 少な い 記 憶 容 量 で も 
動作 する が 、 コ ン パ イル され た プロ グラ ム に 比べ 処理 速度 が 遅い 。 反 
面 、 未 完成 で も 実行 で きる 、 実行 し な が ら エ ラー を 発見 し その 場 で 直せ る 
と いう デバ ッ グ 上 の 利点 が ある 。 初期 の パソ コン が 装備 し て いた BASIC 
は 、 ほ と ん ど が イン タプ リタ 形式 で あっ た 。Java ア プレ ッ ト ( 中 間 コ ー ド ) 
を 実行 する ソフ ト も 広義 の イン タプ リタ と いえ る 。 





ソー 実行 可能 
ブロ グラ ム トコ 
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イン タラ クティ ブ [interactive] 
対話 型 、 会 話 型 。 キー ボー ド や マウ ス 、 デ ィ ス プレ イ 等 を 介し て 人 間 と 
シス テム が 情報 を 交換 し な が ら 情 報 処理 を 進め る 方 式 。 典 型 的 な 例 と し て 
は 、 ワ ー プ ロ 操 作 、 パ ソコ ン の 表 計 算 ソ フト の 操作 が ある 。 
機能 の 選択 、 デ ー タ の 入力 、 結 果 の 出力 な ど 、 人 間 の 判断 と 操作 を 加え 





な が ら 逐 次 に 処理 が 進展 する 点 で 、 あ ら か じ め 処 理 手順 を 定め デー タフ ァ 壮 


イル を 用 意 す る バッ チ 処 理 と は 異な る 。 な お 、 こ の 用 語 は 広く 、 ネ ッ ト 
ワー ク で 結ば れ た コン ピュ ー タ 間 の 情報 交換 、 コ ンピュータ の 制御 下 に あ 
る 機械 装置 と コン ピュ ー タ の 情報 交換 に 使用 する 場合 も わる 。 

イン タリ ー ブ [interleave ノ address interleave] 

主 記憶 装置 へ の アク セス 時 間 を 短く する 方 式 の ひと つ 。 主 記憶 装置 を 複 
数 の バン ク に 分 け て 使用 し 、CPU は 複数 の バン ク に 接続 し 、 隣 合う アド レ 
ス を 別々 の バン ク に 割り 当て て お く 方 式 。 先 回 り 制御 や マル チ プ ロ セ ッ シ 
ング に 向い て いる 。 

イン タロ ッ ク [interlock] 

複数 の 要求 に 対し て 同時 に 応え られ な い 装 置 で 、 ひ と つの 動作 中 に 別 の 
箇所 か ら 動 作 の 要求 が ちあ っ た 時 に 、 後 か ら の 要求 に は 応じ し な いよ うに する 
こと 、 ま た は その 機構 。 例 えば 、 複 数 の タス ク が メモ リ 等 の 共用 資源 を 使 
用 する 場合 に 、 イ ンタ ロッ ク は タス ク の 優先 順位 に し た が っ て 、 一 時 に ひ 
と つの 要求 し か 受け 付け な いよ うに する 。( 参 ) 排 他 制 御 

イン デック ス [【[index] 
デー タ の 所 在 する 位置 を 示す 数 字 (例え ば アド レス ) に つい て 、 別 の デー 
タ を 関連 させ て これ を 変更 (修飾 ) す る た め の 値 。 指標 、 修 飾 子 と もい う 。 
(1) インデ ックス アド レス 指定 で は 、 オ ペラ ンド の 示す 値 に イン デック 
スレ ジス タ の 保持 する 値 を 加算 し て 、 デ ー タ の ある 主 記憶 の アド レ 
ス を 示す 。 イ ン デ ックス レジ スタ の 保持 し て いる 値 を イン デック ス 
と いう 。 

(2) フ ァイル 中 の 特定 の レコ ー ド や 文書 中 の 特定 の 項目 の 所 在 を 早く 知 
る た め の キ ー。 索引 と も いう 。 一 般 に は キー と 参照 デー タ の テー ブル 
の 形式 に な っ て いる 特定 の デー タ に アク セス する と き は 、 ま ず イ ン 
デック ス を 探索 し 、 そ こ か ら 目 的 と する デー タ の 位置 を 得 て デ ー タ を 
アク セス する 。( 参 ) 索 引 順 次 編成 

(3) Windows で は 、 フ ォ ル ダ の 上 部 に は み 出 し て 、 標 題 な ど を 書き 込む 
領域 。 ア イコ ン の カー ド 、 ノ ー ト な ど に 貼る 「 つ まみ 」 に 類似 する 。 


ブ と も いう 。 
イン デック ス ( タ ブ ) 





イン デック ス ア ドレ ス 指 定 [indexed addressin] 
命令 の 処理 の 対象 と な る アド レス を 指定 する 手法 の ひと つ 。 命 令 の アド 
レス 部 は 、(1) 基準 アド レス を 保持 する イン デック ス ( 指 標 ) レジ スタ 番号 


を 指定 する レジ スタ 部 、(2) そ こ か ら の 変位 を 指定 する 定数 部 の ふた つか 
ら な る 。 処 理 対象 と な る デー タ の 番地 を (m 番 レジ スタ の 内 容 n サ アド レス 
部 の 数 部 |) で 指定 する 方 式 で ある 。 こ の 方 式 を 指標 アド レス 方 式 、 イ ン 
デック スレ ジス タ 修 飾 と も いう 。( 参 ) ア ドレ ス 指 定 











イン デック スコ ン ポ ー ネ ン ト 【[index component] 
索引 は 高速 な 検索 を 行う た め 階層 構造 を も つ 。 最 下層 の 索引 と し て 、 
レコ ー ド を 記録 し た 加 CI( 制 御 イ ンタ バル ) の 情報 を 管理 する 順序 セッ ト 
が 作ら れる 。 順 序 セ ッ ト は それ ぞ れ の CI の 最後 の レコ ー ド の キー 値 が 記 
録 さ れ て いる 。 順 序 セ ッ ト も また 、CI に 記録 され る が 、 こ の 順序 セッ ト 
の 索引 CI の 最後 の キー 値 を 記録 する 。 こ れ が 索引 セッ ト で ある 。 索引 
セッ ト は KSDS の レコ ー ド が 多く な っ た 場合 は 、 索 引 セ ッ ト の OI の 最後 
の キー を 記録 する 索引 セッ ト を 作成 する 。 こ の よう に レコ ー ド 数 が 膨大 
に な っ た 場合 は 複数 の 階層 を も つこ と が ある 。 
( 関 ) 制 御 イ ンタ バル 、 制 御 エ リア 
イン デック ス 谷 域 [indexed area] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
イン デック スレ ジス タ [index register] 
中 央 処理 装置 内 の レジ スタ の 一 種 。 主 と し て アド レス 指定 を 行い 、 と き 
に は カウ ンタ と し て 使用 する レジ スタ 。 指標 レシ ジス タ と も いう 。 命令 の ア 
ドレ ス 部 の 定数 に イン デック スレ ジス タ の 内 容 を 加え 実効 アド レス と す 
る 。 ア ドレ ス 指 定 に 用 いな い 場 合 は 、 レ ジス タ の 値 に 加算 、 減 算 を 行う こ 
と で カウ ンタ と し て 使用 で きる 。( 関 ) イ ン デ ックス アド レス 指定 
イン デック スレ ジス タ 修 飾 [indexed register modification] 
( 同 ) イ ン デ ックス アド レス 指定 
イン トラ ネッ ト [intranet] 
イン ター ネッ ト 技 術 を 利用 し た 企業 内 や 学校 内 の 情報 シス テム 。 
WWW サ ー バ を 社内 ネッ トワ ー ク の 中 心 に お いて 業務 上 の 情報 を 交換 す 
る 。 外 部 か ら の アク セス は 一 般 向 け WWW サ ー バ まで に と ど め 、 構 内 用 
サー ババ に は 及ば な いよ うに し て いる 。 企業 で 独自 の プロ トコ ル や ソフ ト 


を 開発 し な く て も 市 場 に 供給 され て いる 経済 的 で 安定 し た 製品 が 利用 で 
き 、 統 一 され た 仕様 で 外部 と の 連携 も 管理 も 容易 で ある 。LAN に 比べ 柔 
軟 性 が あり 、 管 理 も 容易 で 、1985 年 ころ か ら 日 米 の 企業 で 導入 、 構 築 
する よう に な っ て いる 。 イ ンタ ーネット 事業 を 展開 する ベン ダ も 、 イ ン 
トラ ネッ ト を 支援 する 技術 を 積極 的 に 開発 中 で ある 。Java や ActiveX な 
ども イン トラ ネッ ト を 意識 し た 実行 環境 の 例 と いえ る 。 
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イン ハウ ス デ ー タ ベー ス [in-house database] 

第 三 者 に 提供 ・ 販 売 す る 目的 で は な く 、 企 業 な ど が 組織 の 内 部 で 利用 す 
る た め に 作っ た デー タベース 、 あ る い は 、 商 用 デー タベース か ら 社 内 利用 
の た め に LAN に 取り 込ん だ デー タベース 。 自社 の 資料 セン ター が 所 蔵 す る 
業務 関連 の 新聞 や 雑誌 、 図 書 な どの 資料 を デー タベース 化し 、 利 用 要求 に 
即応 で きる よう に し た り 、 商 用 デー タベース の 頻 用 の 情報 を 取り 込み 、 専 
用 端末 を 用 いな いで も 社内 LAN や イン トラ ネッ ト で すぐ に 使用 で きる よう 
に し た シス テム が 多い 。 

引用 符 [quotation ノ literals quotationquotation mark] 

文字 定数 を 設定 する た め に 文字 列 の 前 後に つけ る 区 切り 文字 。 シ ング ル 
( ) と ダブ ル (" ) が ある 。 数 値 と 数 字 を 区 別 す る シス テム で は 、 数 字 に 引用 
符 を つけ る 場合 も わる 。 く くる 記号 が 引用 符 で 、 く くら れ た 文字 列 が 文字 
定数 に な る 。 

例え ば 、COBOL や BASIC で は "COBOL'" の よう に ダブ ルコ ー テ ー 
ショ ンマ ー ク で 、Fortran で は Fortran' の よう に シン グル コー テー ショ 

マー ク で 、 文 字 列 の 両端 を くく る 。 ま た C で は 双方 を 使い 分 ける 。 
( 参 )CSV 
イン ライ ン イ メー ジ [inline image] 

HTML で 書い た ペー ジ に 直ちに 表示 する イメ ー ジ デー タ の こと 。 比較 的 
デー タ が 小さ く 、 多 く の 人 に 見 せ た い イメ ー ジ は イン ライ ン イ メー ジ に す 
る 。 逆 に 、 タ イト ル を 表示 し て お き 、 利 用 者 が 見 た いと クリ ッ ク し た と き 
に 表示 する イメ ー ジ デー タ を 外部 イメ ー ジ と いう 。 デ ー タ が 大 きく 、 必 要 
な 人 に だ け 見 せ た い も の は 外部 イメ ー ジ に する 。 


NS 


ウィ ルス [virus] ( 同 ) コ ンピュータ ウィ ルス 
ウォ ー ク スル ー[walkthraugh] 
各 モ ジュ ー ル の プロ グラ マ が 同僚 の 助言 を 仰ぐ こと に より 、 自 分 が 作成 
し た プロ グラ ム の 仕様 や 記述 の 欠陥 を さぐる こと 。 も と は 演劇 用 語 で 、 役 
者 が 監督 、 演 出家 に 助言 を 仰ぐ [立ち 稽古 、 リ ハー サル 」 の 意味 で ある 。 こ 
の 場 で は 能力 の 評価 が 目的 で は な い の で 欠陥 を 隠す 気持 ち を 起こ させ な い 
よう に 管理 者 を 含め な い の が 通常 で ある 。 
ウォ ー タ フォ ー ル モデ ル [waterfall model] 
ン ソフトウェア 開発 の 諸 作 業 を 、 基 本 的 に 上 位 工程 (上 流 工 程 ) か ら 下位 工 
程 (下流 工程 ) へ の 流れ と 見 な し 、 各 段階 で は 上 位 工 程 の 成果 に より 作業 を 
進め 、 下 位 工程 に 渡す と 考え る モデ ル 。 シ ステ ム 規 模 や 特性 に よっ て 異な 
る が 、 一 般 的 に は 、 下 表 の よう に 区 分 し 、 上 位 か ら 作業 を 進め る 。 技 術 的 
な 課題 解決 は 各 段 階 の 責任 で 負う 。 従 来 か ら の 主流 の 開発 技法 で ある 。 問 
題 点 と し て 、 上 位 工 程 で 方 針 を 誤っ た り ミ ス を 犯し た りす る と 、 下 位 工 程 
の 作業 が 難航 し た り 、 矛 盾 が 生じ た りす る 。 こ の よう な 事態 で は 上 位 に 
フィ ー ド バッ ク し て 上 位 工 程 の 設計 か ら や り 直 す 。 ま た 最終 的 な 段階 に な 
ら な いと 、 ユ ー ザ が 直接 に 目 に する シス テム の イン タフ ェ ー ス 部 分 の 姿 が 
見 えな いと いう 問題 が あめ る 。( 参 ) プ ロト タイ ピン グ 
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受入 れ テ スト [acceptance test] 

人 ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア の 受入 れ に と も な う 最 終 の 検査 納入 側 か 
ら は 、 ユ ー ザ の 承認 を 得る た め の テ スト で 引き 渡し テス ト と いう 。 要求 事 
項 を 満た し て いる か どう か を ユー ザ 側 の マシ ン や テス ト デ ー タ で 確認 する 
検査 で 、 設 置 後 、 ユ ー ザ 側 の 構内 で 納入 側 も 参加 し て 行う 。 フ ィ ー ル ド テ 
スト と も いう 。 

打 切 り 誤差 [truncation error] 

与え られ た 数 式 に 実際 の 数 値 を 代入 し て 計算 し た 値 と その 数 式 の 真 の 値 
と の 誤差 。 例え ば 、(1 ン 3)*3 の 真 の 値 は 1] で ある が 、 有 効 桁 が 8 桁 の 浮 
動 小数 点数 で 計算 する と 、(1 プ 3)=0.33333333 と な り 、 こ れ を 9 倍 
し て も 、0.99999999 が 得 ら れ 、 真 の 値 1.0 は 得 ら れ な い 。 何 桁 ま で 正 
し く 計 算 で きる か は コン ピュ ー タ の も っ て いる 計算 領域 の 桁 数 に よっ て 決 


まる 。 この 桁 数 より 計算 精度 を 必要 と する 場合 は 、 プ ログ ラム 上 で の く ふ ふ 
う が 必 要 で ある 。 ( 関 ) 誤 差 
埋込み 型 言語 [embedded lan 号 ua 巨 @] 
言語 に よる 適用 業務 プロ グラ ム 内 の 手続 き を を デー タベース 操作 言語 
(DML) で 記述 し 、 デ ー タ ベー ス 操 作 を 実行 で きる 言語 処理 系 。 従 来 の レ 
コー ド 処 理 に 似 た 感覚 で デー タベース の レコ ー ド 処理 が で きる よう に し 
た も の 。 親 言語 の デー タベース 処理 機能 の 拡張 と も いえ る 。 埋 込み 型 
SQL は 、 既 存 の コン パイ ラ 言 語 の 中 に SQL-DML を 埋め 込ん で SQL の 機 
能 を 利用 し た い 場 合 に 使用 する タイ プ の SQL で ある 。 
( 参 ) 埋 込み 型 言語 、SQL 
運用 [operation] 
シス テム の ユー ザ に よる シス テム の 稼働 、 シ ステ ム 資 源 の 管理 。 運 用 中 
は 、 次 の よう な 事項 を 考え る 必要 が ある 。 
(1) 性 能 管理 (規定 の 処理 能力 の 維持 ・ 性 能 の 測定 や 評価 ) 
(8) 障害 管理 (障害 の 監視 ・ 検 知 ・ 原 因 や 影響 の 把握 ・ 回 復 や 保守 ) 
(3) 運 用 管理 (運用 の 合理 化 や 自動 化 ・ 運 用 経費 の 算出 や 課金 ) 
(2) 機密 管理 (シス テム の 情報 資源 の 悪用 や 盗用 の 防止) 
運用 テス ト [operatinns test ノ field test] 
開発 し た シス テム が 、 要求 定義 の 仕様 を 満た し て いる か 、 実際 の ユー ザ 
の 運用 体制 の も と で 検査 する こと 。 開 発 用 コン ピュ ー タ と 本 稼働 用 コン 
ピュ ー タ が 異な る 場合 な ど に は 必須 の 検査 で ある 。 シ ステ ム を ユー ザ の 環 
境 に 移行 し た 後 、 移 行 に よる 障害 が な いか を テス ト す る 。 通常 、 従 来 の シ 
ステ ム 作 業 と 並行 し て 運用 し 、 互 い の 結果 を 照合 し な が ら 行 う 。 





ーー room 
永 ス ファ イル [permanent file] 
比較 的 長期 間 に わ た っ て 保存 し 、 し ば し ば 参照 する ファ イル で 、 更 新 し 
な が ら 継 続 的 に 使用 する 。 マ スタ ファ イル 、 其 本 ファ イル 、 保 存 フ ァイル 
と も 呼 避 。( 対 ) 一 時 ファ イル 
永 ス ルー プ [permanent Ioop] ( 参 ) ル ー プ 
エー ジェ ント [agent] 
ユー ザ か ら の 直接 的 な 指示 に よら ず 、 環境 や 他 の プロ グラ ム と 連携 を 
と り 自 動 的 に や る べき 処理 を 判断 し て 行う プロ グラ ム 。 ユ ー ザ に 代わ 
り 、 実 行 に 必要 な ソフ ト や ファ イル の 情報 を 収集 し 他 の シス テム と の 情 


報 交 換 を 行う 。 





エク ステ ント [extent] 

ファ イル (デー タ セ ッ ト ) に 割当 て られ た DASD ボ リュ ー ム 上 の 連続 し た 
領域 、 ま た は 未 割当 て の 連続 し た 領域 。 すなわち 、 磁 気 デ ィ ス ク に ファ イ 
ル を 記憶 させ る 前 に 、 そ の ボリ ュー ム に 確保 し た 必要 な 大 き さ の 領域 で あ 
り 、 確 保 し た エク ステ ント は VTOC に 登録 し て お く 必 要 が ある 。 登録 は オ 
ペレ ー テ ィング シス テム の 仕様 に し た が っ て 行う 。 エ クス テン ト が 存在 す 
る 物理 的 な 位置 を 示す 情報 を エク ステ ント 情報 と いう 。 

エコ ー[echo] 

キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 を 入力 者 に 確認 させ る た め に 、 画 面 に 表 

示す る こと 。 

エス ケー プ コ ー ド [escape code/escape character : ESC] 

伝送 制御 文字 の ひと つ 。 あ る 装置 間 で 情報 を 転送 する 場合 、 こ の コー 

ド ( キ ャ ラク タ ) の 次 に 続く コー ド の 意味 を 変更 する 。 コ ー ド の 標準 キャ 
ラク タ セ ッ ト を 拡張 する と き に 用 いる 。 主 に 2 進 コ ー ド の デー タ を 転送 
する 場合 、 転 送 デ ー タ を 制御 用 文字 に 拡張 する 。 例 えば 、「 エ スケ ー プ 
コー ド の あと に 続く 2 バイ ト ず つの デー タ を 漢字 コー ド と 見 な す 」 の よ 
うに 使う 。 

エス ケー プシ ー ケ ンス [escape Sequence] 

エス ケー プ コ ー ド で 始ま る 文字 列 。 一 連 の エス ケー プシ ー ケ ンス は 、 通 
信 制 御 、 画 面 出 力 制御 、 プ リン タタ 出力 制御 、 グ ラフ ィ ッ ク 制 御 な ど 、 そ れ 
ぞ れ 独自 の 体系 で 特殊 な 制御 に 使用 する 。 例 えば 、 画 面 上 で は カー ソル を 
コン トロ ー ル する 、 文 字 の 色 を 変え る 、 文 字 を 反転 させ る こと な ど が で き 
る 。 ま た 、 プ リン タ で は 文字 の 大 き さ を 変え る 、 ア ンダ ー ラ イン を 引く な 
ご ど 多 く の 機 能 が ある 。 

枝 [branch] 

木 構造 で 、 節 (node) と 節 を 結 避 線 を いう 。 枝 は 、 節 と 節 の つなが り を 
示す ほか 、 問 題 の 図式 表現 と し て は 方 向 を も っ て 、 因 果 関 係 や 時 間 的 順序 
を 表し た り 、 大 き さ ( 重 み プ weight) を も っ て 、 節 問 を 結ぶ (また は 移動 す 
る ) 時 間 や 費用 を 表す こと も で きる 。 ( 関 ) 木 構造 

エディ タ [editor] 
① 広 義 に は 文章 、 画 像 、 音 楽 な どの デー タ 作 成 の た め に 入力 、 挿入 、 消 

去 、 移 動 、 複 写 な どの 編集 処理 を 行う ソフ トウ ェ ア 。 編集 プロ グラ ム と 

も いう 。 
⑧ 狭 義 に は 、 ソ ー ス プロ グラ ム や 文字 デー タ な どの 文書 を 編集 する エディ 

を さす 。 次 の よう な 呼び 方 を する 。 

(1) テ キス ト エ ディ タ (text editor) 

プロ グラ ム や テキ スト 形式 の 文章 を 編集 する プロ グラ ム 。 ワー ド プ 








ロ セ ッ サ に 似 た 文字 列 の 挿入 、 複 写 、 移 動 な ど 機能 を も つ 。 ディ スプ 
レイ 画面 全体 を 使用 し て 編集 する スク リー ン エ ディ タ が 主流 で ある 。 

(2) ス クリ ー ン エディ タ (Screen editor) 

カー ソル 移動 キー や マウ ス 、 キ ー ボ ー ド な ど を 使用 し て 、 画 面 上 
に 表示 し た プロ グラ ム や 文書 を 編集 し 、 レ コー ド や ファ イル を 作成 
する プロ グラ ム 。 編集 機能 た シ ンプ ル で 、 ワ ー プ ロ ソ フト と 異な り 
文字 の 修飾 的 機能 よ な い も の が 多い 、。 日 本 語 処理 は エディ タ に 入力 
用 フロ ント エン ド プ ロ セ ッ サ を 組み 込ん で 利用 する 。 
エミ ュ レ ー タ [emulator] 

ある シス テム が 、 別 の シス テム と 同じ デー タ を 受け 入れ 、 同 じ シ ステ ム 
の プロ グラ ム を 実行 し 同じ 結果 が 得 ら れる よう に 、 他 の シス テム を 模 信 す 
る 装置 また は プロ グラ ム の こと 。 例え ば 、 パ ソコ ン や ワー クス テー ショ ン 
な どの イン テリ ジェ ント ター ミナ ル は 、 複 数 の エミ ュ レ ー タ を 利用 する こ 
と で 種類 の 異な る ホス トコ ンピュータ の 端末 と し て 利用 する こと が で き 
る 。( 参 ) シ ミュ レー タ 

エラ ー メ ッ セ ー ジ [error mesSg 互 ] 

シス テム に 与え た コマ ンド 、 プ ログ ラム 、 デ ー タ な ど に 誤り が あっ て 実 
行 不能 の 場合 シス テム が 返す メッ セー ジ 。 誤り の 可能 性 が ある 場合 に 出 
され る メッ セー ジ は 警告 (warning) メ ッ セ ー ジ と いう 。 

(1) 入出 力 や 操作 に 関す る エラ ー は 、 プ ログ ラム 実行 中 に オペ レー ティ ン 
グ シ ステ ム が 知ら せる 。Windows な どの GUI 環 境 で は 、 異 常 が 発生 
する と ダイ アロ グ ボ ックス が 開き 、 状 況 を 報告 し 、 応 答 を 要求 する 。 
( 類 ) ア ラー ム 、 ワ ー ニ ング メッ セー ジ 

(2) ソー スプ ログ ラム を 機械 語 の オブ ジェ クト プロ グラ ム に 翻訳 また は 通 
訳す る 過程 で 、 文 法 上 の 誤り が ある 場合 に 、 そ の 誤り の 種類 や 原因 な 
ど を 表現 する 短い 文章 の こと 。( 類 ) シ ンタ ックス エラ ー 

エレ クト ロニ ッ ク コ マー ス [electronic commerce : EC] 

通信 ネッ トワ ー ク を 利用 し た 商取引 。 商品 や サー ビス の 紹介 、 受 注 か ら 
決済 まで の 一 連 の 手続 き 全体 を 含む 形態 を さす 。 
( 参 ) 電 子 デ ー タ 交換 、 電 子 決済 、 電 子 マ ネー 

演算 子 [operator] 

表 計算 ソフ ト で 数 式 を 定義 する と き や 高 水準 言語 で プロ グラ ム を 書く と 
き に 、 演 算 や 条件 を 記述 する 式 の 中 に 使う こと の で きる 演算 の 動作 を 表す 
記号 。 オペ レー タ と も いう 。 演算 子 は ひと つ ( 単 項 ) ま た は 二 つ ( 二 項 ) の 
作用 対象 (オペ ラン ド ) を も つ 。 シ ステ ム や 言語 に よっ て 形式 は 異な る が 、 
算術 演算 子 、 文 字 演算 子 、 比 較 演算 子 (関係 演算 子 )、 論 理 演算 子 、 代 入 演 
算 子 、 条 件 演算 子 な ど が ある 。 





演算 装置 [arithmetic unit] 
中 央 処理 装置 の 一 部 分 で 、 演 算 レ ジス タ を も ち 、 算 術 演算 (四則 演 
算 )、 比 較 演算 、 論 理 演算 な ど を 行う 算術 論理 演算 装置 の 略称 。 複 数 の レ 
ジス タ と 演算 機構 か ら な る 。 演 算 機構 は 、AND 回 路 、OR 回 路 、NOT 回 
路 な どの 多数 の 回 路 を 組み 合わ せ た LSI で 構成 する 。 コ ンピュータ の 演算 
に は さま ざま な 方 式 が あり 、 演 算命 令 の 種類 も デー タ の 型 も 多様 で ある 
た め 、 算 術 論理 演算 装置 に は 、 そ れ ぞ れ の 型 に 応じ た 演算 機構 や レジ ス 
タ を 使う 。 算術 演算 で も 固定 小数 点 演算 の 他 、 浮 動 小数 点 演算 、 可 変 長 
演算 、10 進 演算 と て それぞれ の 演算 装置 を も つも の も ある 。 
演算 の 順序 [Sequence of operation] ( 関 ) 算 術 演算 子 
エン ティ ティ [entity] 
①OSI 参 照 モ デル で は 各層 に ひと つま た は 複数 存在 する 機能 モジ ュー ル 。 
デー タベース の 分 野 で は 、 デ ー タ の 実体 の こと 。 リ レー ショ ナル デー タ 
ベー ス を 理論 的 に 扱う た め に 必要 な 概念 。 
エン ド ユ ー ザ [end user] 
直接 的 、 間 接 的 を 問わ ず 、 最 終 的 な 位置 で コン ピュ ー タ シス テム を 利用 
する 利用 者 、 利 用 部 門 の こと 。 
エン ド ユ ー ザ 言語 [end user language : EUL] 
エン ド ユ ー ザ が 容易 に 扱え る よう に 作ら れ た プロ グラ ム 言 語 や 対話 型 の 
ソフ トウ ェ ア 。 メ ニュ ー、 ア イコ ン な ど で 操 作 で き 、 デ ー タ 処理 を マク ロ 
命令 な ど に より 指定 で きる こと が 特徴 で ちる 。( 参 ) 表 計算 ソフ ト 
エン ド ユ ー ザ コン ピュ ー テ ィング [end user computing : EUC] 
情報 シス テム の 現実 の 利用 者 自身 が 、 自 分 た ちの 必要 と する シス テム を 
自発 的 、 積 極 的 に 構築 し て 利用 する こと 。 パソ コン 上 の 表 計 算 ソ フト 、 関 
係 デ ー タ ベー スソ フト な ど を 利用 する こと が 多い 。EUC が 注目 され る 背景 
に は 、 分 散 処 理 シ ステ ム 、 ダ ウン サイ ジン グ 、 使 いや すい パッ ケー ジ ソ フ 
トウ ェ ア の 発達 な ど に より エン ド ユ ー ザ で も 開発 可能 な 環境 が 整っ て きた 
こと が ある 。 
エン ド ユ ー ザ デベ ロッ プ メ ント [end user development : EUD] 
エン ド ユ ー ザ 自身 に よる シス テム 開発 や 保守 作業 。 通常 は 、 ア プリ 
ケー ショ ンプ ログ ラム の マク ロロ 機能 や エン ド ユ ー ザ 言語 を 駆使 し て 、 個 
人 や 所 属 部 門 内 の 小 規模 シス テム を 開発 し た り 、 既 成 シ ステ ム を 改造 し 
た りす る こと を さす 。 ア プリ ケー ショ ン パ ッ ケ ー ジ を カス タマ イズ (帳票 
形式 な ど 機 能 の 一 部 を ユー ザ 部 門 の 要求 仕様 に 合わ せる な ど ) す る こと を 
含 お 。 





応答 時 間 [response time] 
端末 か ら シ ステ ム に 要求 を 送信 し 、 そ の 要求 に 対す る 応答 デー タ が 端末 
に 戻っ て くる まで の 時 間 。 ネ ットワーク を 利用 する シス テム で は 、 コ ン 
ピュ ー タ に 直結 する シス テム に 比べ 、 応 答 時 間 に 影 響 する 要素 が 多く 複雑 
と な る 。 そ の よう な シス テム を 開発 する 場合 、 回 線 保留 時 間 、 伝 送 速 度 、 
回 線 待ち 時 間 な ど 、 考 えら れる 要素 を 洗い 出し 応答 時 間 を 予測 する こと が 
重要 な 設計 課題 と な る 。( 参 ) り ター ン ア ラウ ンド タイ ム 


esa aeyo ーー 


開始 


終了 
ーー [応答 時 間 | 一 = | Sie 
| ターン ア ラウ ンド タイ ム | 


応用 ソフ トウ ェ ア [application software プ application program] 
コン ピュ ー タ シス テム の ユー ザ の デー タ を 直接 的 に 処理 する プロ グラ 
ム 。 応 用 プロ グラ ム 、 あ る い は 適用 業務 プロ グラ ム と も いう 。OS な どの 
基本 ソフ トウ ェ ア 、 日 本 語 入 力 FEP な どの ミド ルウ ェ ア に 対比 する 語 。 
の 機能 か ら 大 きく (1 ) 共通 応用 ソフ トウ ェ ア 、( ら ) 個 別 応用 ソフ トウ ェ ア 
に 分 けら れる 。 
オー ダ [order of complexity] 
アル ゴリ ズム の 評価 に 用 いる 計算 量 を 表す 方 法 の ひと つ で 、 問 題 の 大 き 
さ ( 例 えば 処理 する デー タ 件 数 、 解 く 方 程 式 の 次 数 な どの パラ メタ ) に よっ 
て 計算 量 が どう 増減 する か を 示す 式 。 通 常 は 0( オ ー) 記 法 に よっ て 、 問 題 
の 大 き さ を n で 表し た と き の 増 加 の 度合 で 表す 。 


(19 53 机 A n が 増加 し て も 計算 量 は 不変 

0(og n) …… n が 10 倍 に 増加 する と 、 計 算 量 が ら 倍 に な る 

(9(0 reedss n が 10 倍 に 増加 する と 、 計 算 量 も 10 倍 に な る 
0(n log n) … n が 10 倍 に 増加 する と 、 計 算 量 が 約 15 倍 に な る 
(9)009 貞 42 n が 10 倍 に 増加 する と 、 計 算 量 が 約 100 倍 に な る 
(89) ご * 才 員 器 n が 10 倍 に 増加 する と 、 計 算 量 が 約 1000 倍 に な る 


オー バフ ロー[overflow ノ size error] 
① 演 算 結 果 が 正しく 扱い 得る 量 の 範囲 を 超え る 状態 。 通常 は 算術 演算 に お 
いて 計算 結果 の 値 が 大 きす ぎ て 規定 の 記憶 領域 に 入ら な い 状 態 を いう 。 
文字 列 演算 で は 、 は み 出 し た 語 長 の 部 分 を さす こと も ある 。 あ ぶれ 、 桁 
あぶ ふれ と も いう 。 こ の 状態 で お る こと を 示す た め に オー バフ ロー 用 の 条 
件 コー ド を 設定 し 、 内 部 割込み が 発生 する 。 





0 ( 対 ) ア ンダ フロ ー、( 参 ) 倍 精度 
オ @ 直 接 編 成 フ ァイル で 、 ハ ッシュ 法 に より ある レコ ー ド (A) の キー か ら ア 


ドレ ス を 算出 し た と き 、 そ の アド レス が すでに 別 の レコ ー ド (B) に 占有 
され て いる 場合 、 格 納 場所 の な い レ コー ド (A) を オー バフ ロー と いう 。 
⑧ 索 引 順次 編成 に お いて 、 レ コー ド 追 加 に より 基本 デー タ 領 域 か ら レ コー 
ド が は み 出 すこ と 。 
オー バフ ロー 検査 [overflow check] 
演算 や デー タ 転 送 の 処理 を 行っ た 結果 が 、 レ ジス タ や 記憶 領域 の 扱え る 
値 の 範囲 を 超え て いる か どう か を 調べ る た め の ハ ー ド ウェ ア に よる 検査 。 
( 関 ) オ ー バ フロ ー、( 参 ) 条 件 コー ド 
オー バフ ロー 領域 [overflow area] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
オー バレ イプ リン ト [overlay print] 
レー ザビ ー ム 方 式 の 日 本 語 プ リン タ な ど で 、 緒 線 や 見 出し な どの フォ ー 
ム を あら か じ め 登 録 し て お き 、 出 力 デ ー タ と と も に 印刷 する 方 式 。 こ れ に 
より 、 あ ら か じ め 用 紙 に 様式 を 印刷 し て お く プ レプ リン ト が 不要 に な る 。 
用 紙 の 交換 問 度 が 少な く な る ほか 、 用 紙 在 庫 の 管理 も 軽減 で きる 。 ま た 複 
雑 な 帳票 類 を 毎回 作成 する 手間 が 省け る 。( 対 ) プ レプ リン ト 
オー プン シス テム [open systemg] 
オー プン は 、 メ ー カ が 製品 の 仕様 や 規格 を 広く 一 般 に 公開 する こと 。 仕 
様 を 公開 し た 0S、 基 本 機能 、 操 作手 順 、 接 続 法 な どの 標準 仕様 を 公開 し 
て いる コン ピュ ー タ シス テム 全般 を さす 。 
(1) 特定 の 機種 や メー カカ に こだわ ら ず 、 仕 様 さえ 合致 すれ ば 、 異 な る メー 
カカ の 情報 機器 、 通 信 機 器 を 接続 で きる 環境 。 反対 に 、 同 一 メー カ 、 系 
列 メ ー カ の 製品 間 で し か が 共通 性 の な い シ ステ ム を 独自 (プロ プラ イエ 
タリ ) シ ステ ム 、 ク ロー ズ ド シス テム と 呼ぶ 。 メ ー カ ご と に アー キテ 
クチ ャ が 異な る と 、 接 続 で きる 機種 は 一 定 の メー カ 製 品 に 限ら れ 、 安 
価 で 目的 に マッ チ し た 製品 、 既 得 の 製品 が あっ て も 接続 で きず 、 異 機 
種 を 混在 し た シス テム 構築 は 極め て 困難 だ っ た 。 
(8) 移植 性 や 相互 運用 性 に 優れ た シス テム 。UNIX が 業界 標準 の オペ レー 
ティ ング シス テム と し て 人 速 に 普及 する 、OSI の 標準 化 が 順調 に 進 
む お など 、 メ ー カ を 越え た シス テム 間接 続 の 土壌 が 育っ つて いる 。 特 
に 、 通 信 プ ロト コル 、API|、 ヒ ュー マン イン タフ ェ ー ス の 公開 や 共 
通化 が 進ん で いる ネッ トワ ー ク は 、 オ ー プ ン ネ ットワーク と も 呼ば 
れる 。 
(3) 異 機種 コン ピュ ー タ 間 通 信 を 実現 する OSI( 開 放 型 シス テム 間 相 互 接 
続 ) の 環境 で 定義 し て いる 開放 型 シ ステ ム 。 情報 処 理 と 情報 転送 の 両 





方 また は 一 方 を 実行 で き 、 コ ンピュータ 、 関 連 ツ ソフトウェア 、 周 辺 


装置 、 端 末 、 操 作 員 、 情 報 転送 手段 な どか ら 構 成 さ れる 独立 し た シ 
ステ ム 。O08I 参 照 モ デル で は 開放 型 シ ステ ム の 中 を 7 階層 に 階層 化 
し て いる 。 
オフ ィ ス オー トメ ーション シス テム [office automation system : 
OA system] 
オフ ィ ス 内 の 情報 処理 機器 を 機能 的 に 結び つけ 、 オ フィ スズ 業務 の 合理 
化 、 省 力 化 を 図り 、 生 産 性 の 向上 や 経営 の 改善 を 目指 す シ ステ ム 。 パ ソ 
コン を 端末 と し 、 プ リン タ 、 電 子 フ ァイル 、 フ ァ ク シミ リ な ど 、 各 種 OA 
機器 を LAN で 結び 、 情 報 を 総合 的 に 管理 する 統合 0A シ ステ ム が 増え て 
いる 。 
オブ ジェ クト 指向 [object oriented] 
処理 の 手順 (制御 構造 ) と デー タ 構 造 を 中 心 と し た 手続 き 型 手法 と は 異な 
り 、 処 理 対象 (オブ ジェ クト ) そ の も の を 中 心 に 展開 する 情報 処理 の 考え 
方 。 GUI 環 境 は 、 オ ブ ジ ェクト 指向 の 考え 方 か ら 生 まれ た 。 データ と それ 
に 関す る 操作 や 手続 き ( メ ソ ッ ド ) を ひと まとめ に し て オブ ジェ クト と いう 
形式 の 単位 に まとめ 、 多 数 の オブ ジェ クト 間 で メッ セー ジ を や り と り し な 
が ら 全 体 の 処理 を 進め る 。 処理 は オブ ジェ クト へ の 要求 と いう 形 で 表現 す 
る 。 オ ブ ジ ェクト は 他 の オブ ジェ クト に 関知 し な いた め 、 オ ブ ジ ェクト の 
独立 性 が 高まり 、 プ ログ ラム が 単純 化 で きる 。 
オブ ジェ クト 指向 言語 [object oriented languagel 
処理 する デー タ を 重視 し 、 プ ログ ラム 中 で 積極 的 に デー タ を 中 心 に 記述 で 
きる タイ プ の プロ グラ ム 言 語 。 こ の よう な 言語 の 例 と し て Smalltalk や 
C++、Object C な ど が ある 。 従来 の 手続 き 型 言語 に よる プロ グラ ミン グ で 
は 、 も と に な る デー タ を 、 手順 を 追っ て 処理 し 、 目 的 の 結果 (出力 ) を 得る た 
め 、 プ ログ ラミ ング の 中 核 は デー タ を 処理 する 手順 を 考え る こと に あっ た 。 
また ハー ドウ ェ ア の 実行 順序 も プロ グラ ム の 記述 順に 密着 し て いる 。 また 、 
デー タ は ファ イル と いう 概念 で プロ グラ ム と は 別物 と 意識 する こと が 多い 。 
これ に 対し 、 デ ー タ と 手続 き に 相当 する オブ ジェ クト は 物 、 目 的 、 対 象 
で あり 、 処 理 は オブ ジェ クト に メッ セー ジ を 送り 、 オ ブ ジ ェクト は 返事 
( 値 ) を 返す と いう 形 で 進行 する 。 返事 は 他 の オブ ジェ クト へ の メッ セー ジ 
に な り 得 る 。 
オブ ジェ クト 指向 プロ グラ ミン グ [object oriented pro 嘆 rammin 互 ] 
モジ ュー ル の 階層 化 と 独立 化 、 部 品 化 を 積極 的 に 意識 し て 、 オ ブ ジ ェ ク 
ト 指向 言語 を 利用 し て 行う プロ グラ ミン グ の 思想 、 ま た は その 工程 、 作 
業 。 手続 き 型 の プロ グラ ム 言 語 に よる プロ グラ ミン グ が 、 デ ー タ 処理 の 手 
順 を 考え る こと を 中 心 に し た の に 対比 し 、 処 理 す る デー タ を 重視 し 、 プ ロ 
グラ ム 中 で 積極 的 に デー タ を 中 心 に 記述 で きる タイ プ の プロ グラ ミン グ 手 














法 で ある 。 イベ ント 駆動 の ウィ ンド ウシ ステ ム は 、 オ ブ ジ ェクト 指向 プロ 
グラ ミン グ に よく あう 応用 分 野 で あめ る 。 オブ ジェ クト 指向 の 考え 方 は クラ 
イア ント サー バシ ステ ム 、 分 散 オ ペレ ー テ ィング シス テム に も 適用 され て 
いる 。( 参 ) オ ブ ジ ェクト 指向 
オブ ジェ クト プロ グラ ム [abject proggram] 
ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ラ や コン パイ ラ で 翻訳 し 、 生 成 し た 機械 語 
コー ド の プロ グラ ム 。 目的 プロ グラ ム 、 タ ー ゲ ッ ト プ ログ ラム と も いう 。 
オブ ジェ クト プロ グラ ム は 、 リ ン ケ ー ジ エディ タ を 介し て 実行 可能 な プロ 
グラ ム に する 。( 参 ) コ ン パ イル 
オフ ライ ン [offline] 
周辺 装置 な ど が CPU と 論理 的 に 直接 に は 結ば れ て いな い 状 態 。 通信 回 線 
な ご ど を 利用 し て 得 た デー タ や プロ グラ ム を いっ た ん 磁気 ディ スク な どの 記 
憶 媒 体 に 記録 し てこ か ら 、 あ ら た め て コン ピュ ー タ に 入力 し た り 出力 し た り 
する シス テム 。 オ ン ラ イン シス テム の 普及 以前 の 一 般 的 な シス テム 。 オ ン 
ライ ン に 対比 し て オフ ライ ン と いう 。( 対 ) オ ン ラ イン 
オペ ラン ド [operand] 
① コ ンピュータ の 命令 語 の 構成 要素 で 、 命 令 の 対象 と な る デー タ を 指定 す 
る 部 分 を いう 。 通常 は 処理 する デー タ の 位置 を 指定 する レジ スタ の 番号 
や 主 記憶 装置 の 番地 を 指定 する が 、 デ ー タ その も の の 場合 も ある 。 例 え 
ば 、A 番 地 の メ モリ に 記憶 せよ と いう 命令 で は 、 ア ドレ ス A が オペ ラン 
ド と な る 。 ( 関 ) 命 令 、( 参 ) ア ドレ ス 部 
②⑧ 広 く は 演算 (operation) の 対象 と な る デー タ ( 被 演算 数 と も いう )。 単項 
演算 子 は ひと つ 、 二 項 演算 子 は ふた つ 、 三 項 演算 子 は は つの オペ ラン ド 
を も つ 。 x 十 y と いう 二 項 演算 で は 、 十 が 演算 子 ( オ ペレ ー タ ) で 、x と y が 
オペ ラン ド で ある 。 オ ペラ ンド は 変数 名 だ け で な く 、 表 計算 ソフ ト で は 
セル 番地 な ど で 指 定 す る こと も で きる 。( 参 ) 演 算 子 、 項 ⑧ 
オペ レー ショ ン [operation] 
① コ ンピュータ の 1 命令 で 規定 する 1 動作 また は 1 演算 。 計算 機 に よる 1] オ 
ペレ ーション の 実行 を 1 ステ ッ プ (step) と も いう 。 
⑧ コ ンピュータ の 操作 。 計算機 に 処理 させ る ひと まとまり の 処理 過程 
を ジョ ブ と 呼び 、 ジ ョ ブ の スケ ジュ ー ル を 行い 、 計 算 機 を 操作 し な 
が ら 、 ジ ョ ブ を 実行 し て いく こと 。 こ れ ら の 大 部 分 が 自動 化 さ れ て 
た め 、 狭 義 に は 、 記 憶 媒 体 の セッ ト 、 プ リン タ へ の 用 紙 の セッ ト 、 
それ ら の 機器 を 起動 する た め の コ マン ド の 投入 な どの マニ ュ ア ル 操 作 
を さす 。 
オペ レー ティ ング シス テム [operating system : OS] 
コン ピュ ー タ 資源 、 ネ ットワーク 資源 を 管理 し 、 効 率 よ く 働か せる た め 












の ソフ トウ ェ ア の 集まり 。 ユ ー ザ の 処理 プロ グラ ム の 実行 中 に も 必要 な 
種々 の サー ビス や 状態 監視 を 常時 行う 。 狭 義 に は 制御 プロ グラ ム を さす 。 オ 







COBOL コ ン パ バ イラ 
FORTHAN コ ン パ イラ 
PL/1 コン パイ ラ 


(の OS 計 財 ) HMI に 状 剛 


コー ティ リティ ブロ グラ ム 
上 連係 編集 コグ ラム 
り 分 類 ・ 併 合 ブ ログ ラム 

ァ レ ラ ヲ ッ クツ ー ル 


【 オ ペレ ー テ ィング シス テム の 機能 と ね らい 】 
コン ピュ ー タ が 処理 プロ グラ ム を 実行 する た め に は 、 そ の 前 後 の た め の 
作業 が 必要 と な る 。 ま た 、 処 理 プ ログ ラム の 実行 中 に も 種々 の 処理 が 必要 
で ある が 、 こ れ ら の サー ビス や 監視 を 行う 。 シ ステ ム の 処理 能力 (スル ー 
ブッ ト ) の 向上 、 応 答 時 間 の 短縮 、 信 頼 性 ・ 可 用 性 の 向上 、 ヒ ュー マン イ 
ンタ フェ ー ス の 向上 な ど が 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム の ね らい で ある 。 
この た め 基 本 ソフ トウ ェ ア と いう こと が ある 。 
【 代 表 的 な オペ レー ティ ング シス テム 】 
従来 か ら 大 型 汎 用 コン ピュ ー タ に つい て は 、 各 コン ピュ ー タ メー が 独 
自 の 0S を 開発 し て いた た め 、OS の 互換 性 は と ぼ し か っ た 。 し か し 、 ワ ー 
クス テー ショ ン や パソ コン に つい て は 、 ど の メー カ の 機種 で も 使用 で きる 
標準 OS が 出現 する よう に な っ た 。 そ の 代表 的 な も の に 、MS-DOS、 
Windows、UNIX、08 プ ら な ど が ある 。 ま た 、 分 散 処 理 シ ステ ム の 普及 
と と も に 、NetWare、Windows NT な ど 通 信 ネ ットワーク を 強く 意識 し 
た ネッ トワ ー ク OS(NOS) も 現われ て いる 。 
重み [weight] 
① 位 取り 記 数 法 の 各 桁 に 掛け る 係数 。( 参 ) 基 数 記 数 法 
⑧ 複 数 の 要素 を も つ シ ステ ム を 評価 する と き 、 各 要素 の 影響 力 や 効果 を 考 
えて その 要素 の 値 に 掛け る 係数 。 重 み 係 数 と も いう 。 
親 [parent/owner] 
① 木 構造 に お ける 上 位 の 節 。 下 位 に 対し て は 複数 の ポイ ンタ が あり 得る 。 
下位 の 節 を 子 (child) と 呼ぶ 。 





@ 親 子 集合 型 (set type) の デー タベース で 、 相 対 的 に 上 位 の レコ ー ド を 
親 レ コー ド 、 下 位 の も の を 子 レ コー ド と いう 。 こ の 呼び 方 は シス テム で 
異な る こと が ある 。 階 層 型 の 代表 的 な DBMS で ある IMS(IBM) で は 、 レ 
コー ド を セグ メン ト (segment) と いい 、 親 を ペア レン ト (parent)、 子 
を チャ イル ド (child) と いう 。 また 、CODASYL の DBTG で は 、 親 を 
オー ナ (owner)、 子 を メン バ (member) と いう 。 

親 言 語 方 式 Ihost language system] 
汎用 の プロ グラ ム 言 語 の 拡張 機能 こし て 、 デ ー タ ベー ス 操 作 言 語 

(DML) を 利用 で きる よう に し た 方 式 。 既 存 の プロ グラ ム 言 語 と と も に 

DML が 使用 で きる 。 例 えば 、COBDUL の プロ グラ ム か ら DBMS を 呼び 出 

し て 、CODASYL 方 式 の デー タベース シス テム や 関係 デー タベース シス 

テム を 利用 し て 、 デ ー タ ベー ス か ら 読 み 出し た デー タ を COBOL ブ プロ グ 

ラム で 処理 し 、 再 び デ ー タ ベー ス に 書き 戻す こと が で きる 。 こ の よう に 

汎用 プロ グラ ム 言 語 ( デ ー タ ベー ス 言 語 か ら は 親 言語 と いう ) と デー タ 

ベー ス 言 語 を 併用 する 方 式 を 親 言 語 方 式 と いう 。NDL で は 、 親 言語 と し 

て 、COBOL、Fortran、PL プ |、Pascal を 指定 し て いる 。 親 言語 方 式 

に は 、(1) モ ジュ ー ル 言語 を 利用 する 方 式 、( ら ) 埋め 込み 言語 を 利用 する 

方 式 が ある 。 
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親子 集合 型 [set type] 
デー タ や デー タ セ ッ ト の ネッ トワ ー ク 構造 で 、 一 方 が 他方 の 従属 関係 に 
ある と き 、 そ の 組 を 親子 集合 型 と いう 。 親 子 集合 型 の レコ ー ド の 集まり を 
親子 集合 と いう 。 相 対 的 に 上 位 の レコ ー ド を 親 レ コー ド 、 下 位 の も の を 子 
レコ ー ド 、 最 上 位 の も の を 根 レ コー ド (root record) と いう 。 
音声 デー タ [audio data] 
人 の 声 、 音 楽 、 自 然 の 音 な ど を ディ ジタル 化し た デー タ 。 デ ィ ジ タル 化 
に より 合成 ・ 加 工 ・ 募 積 ・ 圧 縮 ・ 伝 送 な ど が コン ピュ ー タ に より 処理 で き 
る よう な る 。Windows 95 プ 38 で は WAV ファ イル が 標準 と な っ て い 


る 。 アナ ログ デー タ の 処理 過程 で 発生 し や すい 雑音 の 混入 や 音 品質 の 劣化 
に 対し て 非常 に 強い 性 質 を も つ 。 デ ィ ジ タル 化 技術 の 発達 に よっ て 、 よ り 
自然 に 近い 音声 を 再現 で きる よう に な っ た 。 音声 デー タ の 圧縮 は ADPCM 
方 式 で 行う の が 一 般 的 で ある 。 
オン デマ ンド サー ビス [on demand service] 
端末 か ら ユ ー ザ が 要求 し た 情報 を シス テム が 即座 に 提供 する サー ビス 。 
マル チ メ デ ィ ア を 前 提 に 、 ビ デオ を ネッ トワ ー ク を 通じ て 送り 出す ビデ オ 
オン デマ ンド 、 必 要 な ニュ ー ス だ け を ネッ トワ ー ク を 通じ て 提供 する 
ニュ ー ス オン デマ ンド 、 オ ン ラ イン ショ ッ ピ ング な ど が オン デマ ンド サー 
ビス に 含ま れる 。 シ ステ ム が あら か じ め 決 め ら れ た 情報 を 繰り 返し て 提供 
する の で は な く 、 ユ ー ザ の その 場 そ の 場 の さま ざま な 求め に 柔軟 か つ 容 易 
に 応じ る こと が 、 こ の サー ビス に 欠か せな い 考 え 方 で ある 。 
オン デマ ンド 処理 [on demand proceSSin 互 ] 
要求 時 点 で 即時 に 行う 処理 。( 同 ) リ アル タイ ム 処 理 
オン ライ ン [online] 
周辺 装置 や 端末 が コン ピュ ー タ に 直接 電気 的 に 結び つい て 、 デ ー タ の 
や り と り が で きる 状態 (無線 通信 も 含む )。 こ れ に 対し 、 デ ー タ を 一 方 か 
ら 他 方 へ 送る 途中 で 人 間 の 操作 が 必要 な 状態 を オフ ライ ン と いう 。 
( 対 ) オ フラ イン 
オン ライ ン シ ス テム [online system] 
ホス トコ ンピュータ と 遠隔 地 に ある 端末 装置 (リモ ー ト 端末 ) と が 通信 回 
線 で 結ば れ 、 両 者 間 で デー タ の 交換 を 行う シス テム 。 
オン ライ ン 処 理 [online data procesSin 互 ] 
オン ライ ン シ ス テム で 、 デ ー タ の 収集 や 処理 、 交 換 を 行う こと 。 オン ラ 
イン シス テム の 処理 形態 と し て 、 大 きく ふた つ に 分 けら れる 。 
(1) デ ー タ を 一 定時 に 処理 する オン ライ ン バ ッ チ 処 理 
(2) デー タ が 発生 し た 時 点 で 即座 に 処理 する オン ライ ン リ アル タイ ム 処 理 
また その 利用 形態 に は 、 デ ー タ 収集 、 メ ッ セ ー ジ 交換 、 照 会 、 応 答 、 遠 
隔 ジ ョ ブ 入 力 、 タ イム シェ アリ ング な ど が ある 。 
オン ライ ント ラン ザク ショ ン 処 理 [online transaction DrOCBSSin 巨 : 
OLTP1] 
端末 か ら 頻 繁 に 発生 する 処理 要求 ( トラ ン ザ クション) に 対し 、 あ る 一 定 
時 間 内 に 処理 (デー タベース アク セス を 含 お ) を 完了 し 、 応 答 す る 処理 を オ 
ン ラ イン で 行う こと 。OLTP は 非常 に 信頼 性 と 性 能 が 高い シス テム を 必要 
と する た め 、 フ ォ ー ル トト レラ ント 型 の コン ピュ ー タ を FEP に 使用 し て 処 
理 す る シス テム が 増え て いる 。 ト ラン ザク ショ ン が 通信 設備 や 通信 処理 に 
影響 を 与え る 要素 に は 、 ま す 入 出力 メッ セー ジ の 種類 、 長 さ 、 量 、 分 布 な 








ど が あげ られ る 。 ひと つの トラ ン ザ クシ ョ ン は 処理 の 途中 の まま 放置 し て 
お く こ と が で き な い 性 質 の も の で ある 。 その た め 、 ト ラン ザク ショ ン 処 理 
で は 、 通 信 障 害 に 対す る 万 全 の 対策 が 必要 と な る 。 
オン ライ ン バ ッ チ 処 理 [online batch processing] 
基本 的 に 一 定時 に 行う バッ チ 処 理 で ある が 、 デ ー タ の 収集 は 通信 回 線 を - 
利用 し 、 処 理 結果 も 通信 で 行う 処理 形態 。 
オン ライ ンプ ログ ラム [online program] 
オン ライ ン で 結ば れ た コン ピュ ー タ と 上 端末 装置 と の 間 で 、 デ ー タ の や り 
と り を 行い 、 ひ と つの 処理 が 比較 的 短 時 間 で 終わ る よう に 作成 し た 応用 プ 
ログ ラム 。 いっ ぽう 、 さ ま ざ ま な 如 理 を ひと まとめ に し て 処理 する よう に 
作っ た 応用 プロ グラ ム を バッ チ プ ログ ラム と いう 。 
オン ライ ンマ ニュ アル [built-in documents] 
電子 化 マニ ュ アル 。 操作 説明 書 に 相当 する 情報 を シス テム の 内 部 に 組み 
込み 、 利 用 者 が 必要 に な っ た 場合 、 ヘ ルプ 機能 と し て 画面 上 に 提供 し た 
り 、 ガ イダ ンス 情報 と し て 参照 で きる よう に し た マニ ュ ア ル 。 目次 検索 、 
キー ワー ド 検 索 な ども で きる 。 印刷 物 と し て 膨大 な マニ ュ ア ル を 作成 する 
経費 や 資源 を 節約 する と 同時 に 、 ユ ー ザ が 必要 な つど 必要 な 部 分 だ け を 参 
照 で きれ ば 十分 と いう 考え 方 に 基づい て いる 。 な お 、 初 期 設定 、 基 本 機 
能 、 基 本 操作 に つい て は 印刷 物 の マニ ュ ア ル が 添付 され る 場合 が 多い 。 
オン ライ ン リ アル タイ ム 処 理 シ ステ ム [online real time proceSSin 巨 
SysStem] 
通信 回 線 を 利用 し て 、 遠 隔 地 に ある 複数 の 端末 (ユー ザ ) か ら ホ スト コン 
ピュ ー タ に アク セス で き 、 ホ ス トコ ンピュータ は 、 端 末 の 要求 を 即時 に 
(厳密 に は 短 時 間 に ) 処 理 し て 端末 側 に 返送 する シス テム 。 対話 型 シ ステ ム 
が 多い 。 オン ライ ン リ アル タイ ム 処 理 で は 、 端 末 か ら 対 話 式 で 応答 を 行う 
方 式 が 多く 、 代 表 例 に は 、 列 車 や 飛行 機 な どの 座席 予約 シス テム 、 銀 行 の 
CD や ATM 制 御 シ ステ ム 、 送 電線 や 変電 設備 の 障害 を 監視 する 電力 系 統制 
御 シス テム 、 交 通 量 か ら 信 号機 や 道路 表示 板 の 制 御 を する 交通 管制 シス テ 
ム 、 デ ー タ ベー ス 検 索 シ ステ ム な ど が ある 。 





カー ソル [cursor] 


① 適 用 業務 プロ グラ ム か ら デ ー タ ベー ス の デー タ を アク セス する 場合 の 


デー タベース 操作 言語 の 概 菅 。 1 個 の キー の 値 ( あ る い は その キー を も 
つ タ プル の 番地 ) を 茜 え る こと が で きる 一 時 記憶 装置 。 プ ログ ラム と 
デー タベース の 間 で デー タ 引 | 寺 き 渡 し を する 抽出 条件 付き の 行 で ある 。 
カー ソル を 含 お む プ ログ ラム を 実行 する と 、 リ レー ショ ナル DBMS に よ 

り 一 時 的 に 結果 の 表 が 作ら れ 、 こ の 表 が 順 編成 ファ イル に 相当 する の 

で 、 適 用 業務 プロ グラ ム 側 か ら は 、 順 編成 ファ イル を オー プン し た と み 

な すこ と が で きる 。 
シス テム が 次 の 文字 入力 を 受け つけ る と き に ディ スプ レイ 画面 に その 位 

置 を 示す 可視 の 記号 。 文 字 を 入力 する と 、 カ ー ソ ル の 位置 に その 文字 を 

表示 する 。 
③ デ ィ ジ タイ ザ や タブ レッ ト な どの 座標 入力 装置 の 板 面 上 で 座標 指定 の た 

め に 用 いる 補助 具 。 

カー ド 型 デー タベース [card type database] 

1 レコー ド の デー タ を 1 枚 の カー ド 、 ま た は シー ト に 見 立て て 記録 し た 
ファ イル を 扱う デー タベース 。 単 一 構造 の ファ イル し か 扱わ な いた め 、 小 
規模 で 単純 な 構造 の デー タ 管 理 に 向い て いる 。 い くつ か の 項目 で の 検索 、 
項目 間 の 計算 、 条 件 抽出 、 集 計 、 分 類 、 並 べ 換え な どの 機能 を も つ 。 リ 
レー ショ ナル デー タベース ソフ ト の 中 に は 、1 レコ ー ド を 1 画面 に カー ド 
形式 で 表示 する 機能 を も つも の も ある 。( 参 ) リ レー ショ ナル デー タベース 

ガー ベイ ジコ レク ショ ン [garbage collection] 

ガー ベイ ジ ( 使 用 済み の デー タ ) を 除去 し 、 現 在 使用 し て いる 領域 を 再編 
成 し て 大 き な 空 き 領域 を 確保 し 、 記 憎 装 置 の 有効 利用 を 図る こと 。 特 に 
LISP や Prolog 系 の 言語 を 使用 する 場合 は 不可 欠 で ある 。( 参 ) 再 編成 

外字 [external character] 

シス テム や フォ ント セッ ト が 標準 装備 し て いな いた め 、 ユ ー ザ が 独自 
に 作成 、 登 録 し た 文字 や 記号 の パタ ー ン 。 パ ソコ ン や ワー プロ で は 、JIS 
の 第 水準 まで の 漢字 や 記号 に 加え メー カカ が 独自 に 選定 し た 拡張 漢字 を シ 
ステ ム に 登録 し て いる 。 標 準 装備 以外 の 漢字 や 記号 、 文 字 を 使用 する 場 
合 、 ユ ー ザ が 外字 エディ タ の 画面 上 で 文字 の で き 只 合 を 確認 し な が ら パ 
ター ン を 独自 に 作成 し 登録 する か 、 フ ォ ン トメ ー カ が 作成 し た 文字 セッ ト 
を 購入 する 必要 が ある 。 こ の 場合 、 外 字 は 区 点 番 号 や 登録 し た 読み で 呼び 
出し て 使用 する 。 な お 、 こ うし た 外字 は 他 の シス テム で は 使用 で き な い こ 


と が ある 。 





解釈 プロ グラ ム [interpreter] ( 同 ) イ ンタ プリ タ 
解析 木 [parse tree] 
コン パイ ラ の 構文 解析 過程 で 、 構 文 要素 の 解析 に より 作ら れる 木 構造 の 
表現 。 構 文 解析 後 の 処理 に 適し た 構造 と いえ る 。 構文 木 と ほぼ 同義 。 
階層 型 デ ー タ ベー ス [hierarchical database] 
デー タベース 内 の レコ ー ド 間 の 関係 が 階層 型 (上 位 と 下位 の レコ ー ド 間 
の 関係 を 1 : N に 限る 。 木 構造 モデ ル と も いう ) で ある デー タベース 。 
階層 構造 [hierarchy structure] 
広義 に は 、 ハ ー ド ウェ ア ・ ソ フト ウェ ア ・ データ な どの 資源 の 特性 に 注 
目 し て 複数 の 水準 に 分 け 、 木 構造 状 に 配 し 、 シ ステ ム 全 体 の 効率 を 高め る 
よう に 構成 し た と き の 構 造 。 各階 層 は お の お の の 役割 と する 管理 ・ 制 御 の 
機能 を も つ 。 以 下 の よ うな 例 が ある 。 
(1) 異な る 特性 を も つ 記 憶 装 置 を 階層 的 に 配 し て 利用 する 。 
( 参 ) キ ャ ッシュ メモ リ 、 バ ッ フ アァ 記憶 装 軒 
(2) シス テム の 処理 機能 を 分 割 し 、 階 層 的 に 設計 する 場合 を 特に 構造 化 設 
計 と いう 。 プ ログ ラム の 場合 、 モジュール 単位 に 分 割 し 、 階 層 的 に 配 
し て 構成 する 場合 を 特に 構造 化 ブ プロ グラ ミン グ と いう 。 
( 参 ) モ ジュ ー ル 
(3) デー タベース や ファ イル な ど で 、 デ ー タ や レコ ー ド 間 の 特性 に 注目 し 
て 基本 項目 (これ 以上 に は 細分 化 で き な い デー タ ) を まとめ て 集団 項目 
と する 際 に 階層 的 に 構成 する 場合 、 デ ー タ は 階層 構造 を も つと いう 。 
( 参 ) デ ー タ ベー ス 、 木 構造 、 フ ァイル 管理 
解凍 [data expansion プ data decompreSsSion] 
圧縮 し た ファ イル を も と へ 戻す 処理 。( 参 ) デ ー タ 圧縮 
解読 [decode] 
命令 レジ スタ に 取り 込ん だ 命令 を 、 命 令 部 と アド レス 部 に 分 けた 後 、 命 
令 の 内 容 を 実際 の 動作 に 直し た り 、 実効 アド レス を 算出 する こと 。 
( 参 ) 実 行け サイ クル 
概 流 スキ ー マ [conceptual schema] ( 参 ) ス キー マ 
外部 記憶 装置 [external storage] 
プロ グラ ム や デー タ を 大 量 に 保存 し て お く た め に 主 記 憶 装 置 の 外部 に 置 
く 記 憶 装置 。 主 記憶 装置 を 内 部 記憶 装置 と 呼ぶ こと に 対応 する 。 人 外部 記憶 
装置 に アク セス する に は 、 入 出力 イン タフ ェ ー ス を 通し て 行う 。 
外部 記憶 装置 に は 、 汎 用 コン ピュ ー タ 用 の 磁気 テー プ ブ 記憶 装置 、 磁 気 
ディ スク 記憶 装置 、 さ ら に パソ コン 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 、 ハ ー ド 
ディ スク 装置 、CD-ROM 装 置 、 光 磁気 ディ スク 装置 (MO) な ど が ある 。 こ 
れ ら は 周辺 装置 と し て 本 体 の 外部 に 置く 外 付 け タ イプ と 本 体 の 拡張 スロ ッ 





ト な ど に 装着 する 内 蔵 タ イプ が ある 。 内 蔵 さ れ て いて も 原理 的 に は 外部 記 
憶 装 置 で ある 。 
外部 コマ ンド [external command] ( 参 ) コ マン ド 
外部 スキ ー マ [external schema] ( 参 ) ス キー マ 
外部 設計 [outline desi 至 n] 
シス テム 設計 の 領域 は 、 外 部 設計 (概要 設計 ) と 内 部 設計 (詳細 設計 ) と に 
大 別 で きる 。 人 外部 設計 は 、 シ ステ ム の お お ま か な 機 能 と 構成 を 設計 する こ 
と 。 予 備 設計 ある い は 基本 設計 と も いう 。 現状 分 析 の 結果 に 基づき 、 そ の 
問題 点 を 明らか に し た うえ で 、 要 求 仕 様 を まとめ 、 実現 可能 な シス テム の 
基本 構想 を この 段階 で 作成 する 。 新 シ ステ ム で 、 ど の よう な デー タタ を 、 ど ご 
う 集め (入出 力 情報 の 設定 )、 い か に 処理 する か (基本 機能 の 概要 )、 外 部 シ 
ステ ム と の イン タフ ェ ー ス 、 安 全 性 や 信頼 性 の レベ ル な ど を 決め る 。 
外部 ソー ト [external sort] 
磁気 ディ スク 装置 な どの 外部 記憶 装置 を 用 いて 行う ソー ト 。 大 量 の デー 
タタ を ソー ト す る 場合 、 量 に 見 合う 大 き な 作 業 エ リア が 必要 で ある が 、 主 記 
憶 装 置 だ け で は 容量 不足 と な る 場合 、 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 な どの 外部 記憶 装 
置 を 用 いて 分 類 を 行う 。COBOL に は 大 規模 な ファ イル を 整列 する た め 
に 、SORT 文 が 用 意 さ れ て いる 。 他 の 言語 で は 、 外 部 ソー ト を 行う 場合 
は 、 メ ー カ 提供 の ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使う こと が 多い 。 
( 対 ) 内 部 ソー ト 
外部 表現 [external representation of data] 
ソー スプ ログ ラム 上 の 制御 文 や デー タ の 表現 の こと で 、 テ キス ト 形 式 で 
ある 。 通常 1 バイ ト の 文字 が 使用 され る 。 英 数 字 以 外 の 地域 化 の 指定 が あ 
る 場合 は 、 多 バイ ト 文 字 や 拡張 文字 集合 の 文字 が 使用 され る 場合 も ある 。 
( 参 ) 文 字 集合 、( 対 ) 内 部 表現 
外部 ラベ ル [external label ン sticker] ( 関 ) ラ ベル 
外部 割込み [external interruption : EI] ( 関 ) 割 込み 
概要 設計 outline desi 所 n] ( 同 ) 外 部 設計 
カウ ント キー デー タ 形 式 [count key data architecture] 
磁気 ディ スク に 索引 順次 編成 ファ イル を 記録 する と き の 形 式 。 す な わ 
ち 、 カ ウン ト 部 、 キ ー 部 の 後に デー タレ コー ド 部 が 置か れる 。 ギャ ッ プ が 
カウ ント デー タタ 形式 に くら べ 多 く な る た め 、 ト ラッ ク 当 た り の 記憶 容量 は 
小さ く な る 。 
カウ ント デー タ 形 式 [count data architecture] 
磁気 ディ スク に 順次 編成 、 直 接 編 成 、VSAM 編 成 の ファ イル を 記録 する 
と き の 一 般 的 な 形式 。 す な わ ち 、 カ ウン ト 部 の 直後 に デー タレ コー ド 部 が 


置か れる 。 


カウ ント 部 [count area] 
磁気 ディ スク 上 の レコ ー ド が 存在 する アド レス を 示す 部 分 。 磁気 ディ ス 
和 9 | ク 上 の トラ ッ ク に 記録 され る レコ ー ド (デー タレ コー ド 部 ) の 前 に 記録 され 





る 。 ア ドレ ス 部 (address part) と も いう 。 ア ドレ ス を 示す シリ ンダ 番号 

(CC)・ ヘ ッ ド 番号 (HH)・ レ コー ド 番 号 (H)、 キ ー 長 、 デ ー タ 長 、 誤 り 訂 

正 符号 で 構成 され る 。 
Ha 


トラ ッ ク 非 点 


を ギャ ッ プ 
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データ 
デー タ ーー ドー 


拡張 子 [extension] 
ファ イル 名 の 一 部 で あり 、 フ ァイル 名 の 後ろ に 、 フ ァイル の 種類 や 属性 
な ど を 表し た も の 。 フ ァイル 名 は 、MS-DOS の 場合 は 半角 8 文字 以内 、 
Windows95 の 場合 は 半角 256 文 字 以 内 、 ピ リオ ド の 後 の 拡 張子 は 半角 3 
文字 以内 と 定め て いる 。 任意 に 付け る こと が で きる が 、 シ ステ ム が 解釈 す 
る 定型 的 な 拡張 子 も ちあ る 。 MS-DO0S や Windows の 例 と し て は 「. 
COM」、「. EXE] (実行 可能 な プロ グラ ム の 意味 )、「. SYS」( デ バイ ス ド 
ライ バ な どの シス テム 側 で 使用 )、「. BAT]」( 記 述 し た 命令 を 順番 に 実行 す 
る バッ チ フ ァイル ) な ど が ある 。 
拡張 ら 進 化 1 0 進 コ ー ド [extended binary coded decimal 
interchange code] ( 同 )EBCDIC 
拡張 文字 集合 [extended character set] 
基本 文字 集合 に 多 バ イト 文字 や 地域 化 文 字 (文化 圏 固有 文字 ) を 加え た も 
の 。( 関 ) 文 字 集 合 
加工 セグ メン ト [manipulating Se 互 ment] 
( 参 ) 処 理 ・ 加 工 セ グ メ ント 
仮数 [mantissa] 
浮動 小数 点 表示 に お いて 、 表 現さ れる 実数 を 決め る た め に 、 基 数 の べき 
乗 に か ける 数 。 例 えば 、0.12534X 165 で は 0.1234 が 仮数 。 浮動 小数 点 
レジ スタ の 仮数 部 に は 1234 が 、 指 数 部 に は 5 が 入る 。 
仮数 部 [mantissa field] 
浮動 小数 点 レ ジス タ に 浮動 小数 点数 を 記憶 する 除 の 、 仮 数 を 記憶 する 桁 部 
分 。 通常 、1 語 2 語 の 中 を 符号 部 、 指 数 部 、 仮 数 部 に 分 け て 記憶 する 。 通 
常 、 仮 数 部 の 最上 位 桁 が ] に な る よう に 正規 化 さ れる が 、 こ れ を 暗黙 の 了解 
と し 、 最 上 位 杵 の 1 を 省略 する 場合 も ある 。( 関 ) 指 数 


カス タマ イズ [customize] 
多数 の ユー ザ 向 け に 設定 され て いる ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア の 機能 
を 、 特 定 の ユー ザ の 運用 形態 や 使用 目的 に 合わ せ て 変更 する こと 。 
(1) ハード ウェ ア で は 、 既 製 の IC の 回 路 を 変更 し て 特殊 な IC を 製造 する こ 
と や 企業 の 大 量 注文 に 応じ て メモ リ や 電源 な ど を 増設 し た パソ コン を 
製造 する こと な ど 。 
(2) ソフ トウ ェ ア で は 、 入 力 時 の キー の 役割 や 出力 画面 の デザ イン を 可能 
な 候補 か ら 選 択 す る こと 、 給 与 計算 プロ グラ ム や 在庫 管理 プロ グラ ム 
な どの アプ リケーション を 自社 の 制度 や シス テム に 合わ せ て 仕様 変更 
する こと まで を 含 お 。( 関 ) パ ッ ケ ー ジ ソフ ト 
仮想 記憶 [virtual storage : VB] 
物理 的 な 主 記憶 の 限界 を 越え 、 よ り 大 き な 論 理 的 な 主 記憶 空間 を 作り 出 
す 方 式 。 主 記憶 装置 と 補助 記憶 装置 の 連携 を と っ て 、 多 量 の デー タ や 大 き 
な プロ グラ ム 、 多 重 プ ログ ラミ ング の た め に 複数 の プロ グラ ム を 処理 する 
技法 。 プ ログ ラム や デー タ を ペー ジ と いう 単位 に 分 割 し 、 補 助 記憶 装置 に 
いれ て お き 、 当 面 必 要 な ペー ジ だ け を 主 記憶 装置 に ロー ド し 実行 する 。 必 
要 な ペー ジ が 主 記憶 に な い 場 合 は 、 不 要 な ペー ジ を 補助 記憶 に 戻し 、 あ ら 
た め て 必要 プロ グラ ム を ロー ド し 実行 する 。 こ の 方 式 が 可能 で ある た め に 
は 、 プ ログ ラム は あら か じ め 主 記憶 装置 の どこ に ロー ド さ れ て も 実行 可能 
な よう に (リロ ケー タブ ル に ) 作 っ て お か な けれ ば な ら な い 。 仮想 記憶 に 対 
比 し て ハー ド 的 な 主 記憶 装置 を 実 記憶 装置 と いう 。 仮想 記憶 方 式 に より 、 
主 記憶 装置 の 記憶 容量 より 大 き な プ ログ ラム も 実行 で きる よう に な っ た 。 
型 [typedata typel 
デー タ や 関数 の 性 質 お よび 内 部 表現 。 数値 デ ー タ 型 と し て は 整数 型 、 実 
数 型 、 複 素数 型 な どの 種類 が ある 。 型 に よっ て 許さ れる 演算 の 種類 が 異な 
る 。 実 数 は その 精度 に より 、 単 精度 実数 型 、 倍 精度 実数 型 、 多 倍 精度 実数 
型 な ど が ある 。 
(1) 型 宣言 [typing プ data type declaration] 
Fortran の 用 語 で 、 変 数 、 定 数 、 配 列 な どの 英字 名 の 型 を 型 宣言 文 
で 指定 する こと 。 型 宣言 を し な いと 、 英 字 名 の 頭 文 字 か ら 処理 系 が 判 
断 し た 暗黙 の 型 が 与え られ る 。( 参 ) 暗 黙 の 型 宣 言 
(@) 型 指定 子 [type specifier] 
C の 用 語 で 、 型 は 変数 等 の デー タオ ブ ジ ェクト の 形式 。 型 指定 子 
は 、 型 と 大 き さ を 表現 する 指定 子 と 、 構 造 体 ・ 共 用 体 ・ 列 挙 型 の 指定 
子 の こと 。 こ れ ら の 型 指定 子 の 組合 せ で 型 を 表現 する 。 
型 変 換 [data type conversion ロ type ConverSion] 
ブロ グラ ム 実 行 中 に デー タ の 型 を 別 の 型 に 明示 的 に 、 も し く は 暗黙 に 変 




















換 す る こと 。 デ ー タ 変換 と も いう 。 次 の ら つ の 場合 が ある 。 
(1) 明 示 的 な 型 変換 : 組込み 関数 や キャ スト 式 で 行う 
(@) 暗黙 の 型 変換 : 代入 式 や 算術 式 の 演算 の 際 に 式 の 右辺 の 型 に 合わ せ 
て 、 左 辺 の 型 が 変わ る 。 C で は 、 拡 張 と も いう 。 
カタ ログ [catalogcatalogue] 
記憶 媒体 上 の ファ イル に 関す る 情報 (ファ イル 名 や ファ イル 編成 、 レ 
コー ド 長 、 記憶 し た 先頭 アド レス 、 参 照 情 報 、 保 護 情報 な ど ) を 一 括 し て 
管理 する 記録 。 区 分 編成 で は ディ レク トリ 、 索 引 順 次 編成 で は 索引 が これ 
に 相当 する 。 フ ァイル 操作 を 行う プロ グラ ム を 実行 する 際 に 、O0S に 与え 
て お く 情 報 で ある 。( 参 ) 登録 簿 、 デ ィ レ クト リ 、 索 引 
稼 側 率 [availability プ operatin ratio]  ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
か な 漢字 変換 [kana-to-kanji transformation] 
ワー プロ や コン ピュ ー タ シス テム に 漢字 を 入力 する 際 、 か な 、 ま た は 
ロー マ 字 で 入力 し た 読み (か な ) を 漢字 か な 混じり 文 に 変換 する こと 。 日 本 
語 に は 同音 異 字 が 多く 、 簡 単 、 直 接 の 変換 方 法 が く ぬ ふう され て きた 。 
カフ ェ テ リア [cafeteria] 
本 来 の 意味 は 自分 で 料理 を 運 点 簡易 食堂 。 情 報 処 理 で は 、 ク ロー ズ ド バッ 
チ 処 理 と オー プン バッ チ 処 理 の 中 間にあっ て 、 ユ ー ザ 自身 が バッ チ の 登録 を 
行い 、、 処 理 結果 を 受け 取る が 、 コ ンピュータ の 操作 は 専任 の オペ レー タ が 行 
う 方 式 。 オペ レー タ の 仕事 の 一 部 を ユー ザ に 開放 し た 方 式 と いえ る 。 
可変 長 レ コー ド [variable length record] ( 関 ) レ コー ド タ イ プ 
画面 設計 [Screen desi 戸 ログ screen layout] 
入出 力 設計 の 工程 で 、 ユ ー ザ が デー タ を 入出 力 する 画面 を 設計 する こ 
と 。 表 示す る デー タ 項 目 の 並 び 、 レ イア ウト を 決定 する 。 画 面 サ イズ を 
考慮 し 、 操 作 し や すく 設計 する 。 特 に 、 入 力 操作 を と も な う 画 面 は 、 誤 
入力 を 誘う こと が な いよ うに 、 理 解 し や すく 、 扱 いや すく する 配慮 が 必 
要 で ある 。 
可 用 時 間 [available time] 
利用 者 の 立場 か ら み て 、 コ ンピュータ の 機能 単位 を 使用 で きる 時 間 。 コ 
ンピュータ が 実際 に 使わ れ て いる か どう か に 関係 な く 、 使 用 が 可能 な 状態 
に ある 時 間 を いう 。( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
動作 時 間 
アイ ドル 時 間 
定期 保守 時 間 


| 回 是 


動作 可能 時 間 
合計 時 間 








ダウ ン 時 間 | 使用 不能 時 間 


可用性 [availability] ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
仮 引 数 [parameter プ dummy argument] ( 関 引 数 


下流 CASE(Iower CASE tool) ( 参 )CASE ツ ー ル 
カレ ント [current] 
ある 時 点 で ユー ザ や プロ グラ ム の 操作 の 対象 と な っ て いる も の を さす 。 
(1) カ レン トディ レク トリ は 、 フ ァイル アク セス の た め に ユー ザ が 選ん だ 
ディ レク トリ 。UNIX 系 0S や MS-DOS の 階層 的 ファ イル シス テム 
(FMS) で は 、 起 動 時 点 で 一 般 的 に ルー トディ レク トリ (ある い は ユー 
ザ 用 ホー ム デ ィ レ クト リ ) に 位置 づけ られ る 。 ユ ー ザ は パス を 移動 し 
て 、 自 分 に 必要 な ファ イル の 所 在 す る 階層 的 ファ イル シス テム 中 の 
ディ レク トリ を 移動 し てこ ア クセ ス で きる 。 
(2) カレ ント ドラ イブ は 、 ワ ー ク ステ ーション や パソ コン に 接続 され て い 
る 複数 台 の ディ スク ドラ イブ の うち 、 ユ ー ザ の 操作 の 対象 に な っ て い 
る ファ イル が 属す る ドラ イブ 。 ボ リュ ー ム 指定 が され て いな い 場 合 
は 、 カ レン トド ライ ブ が アク セス 対象 と な る 。 
間隔 ノ 間 隔 文字 [space プ space character] ( 同 ) 空 白 文 字 
関係 演算 [relational operatinn] ( 同 ) 関 係 代数 
関係 演算 子 [relational operator] ( 同 ) 比 較 演 算 子 
関係 代数 [relation algebra] 
リレー ショ ナル デー タベース の 表 に 対す る 操作 を 定義 する 演算 系 の 集 ま 
り 。 こ の 涯 算 を 適用 する こと に よっ て 、 必 要 な 情報 を 取り 出す こと が で き 
る 。 E.F.Codd は 、 選 択 、 射 影 、 結 合 、 除 算 の 4 つの 関係 演算 と 従来 の 集合 
論 に あっ た 4 つの 集合 演算 ( 直 積 、 合 併 、 共 通 、 差 ) を 提案 し た 。 こ れ ら を 
整理 し て し 、 リ レー ショ ナル デー タベース で 使用 する デー タ 操 作 言 語 に な っ 
た 。 次 の 3 種類 の 基本 演算 が ある 。 
(1) 選 択 (selection) : 元 に な る 表 か ら 必 要 な デー タ を ある 条件 を 設定 し 
て 取り 出す 作業 。 射影 は 列 単位 に デー タ を 取り 出す が 、 選 択 は 行 単位 
で デー タ を 取り 出す 。 制約 と も いう 。 
(8) 射影 (projection) : 元 に な る 表 の 中 の 特定 の 項目 (属性 ) だ け を 指定 し 
て 、 そ れ だ け の 新しい 表 を 作る 機能 。 列 単位 で デー タ を 取り 出す 。 
(3) 結合 (join) : 元 に な る 表 と 比較 する 表 と で 共通 する 属性 を 調べ 、 設 定 








| 名 前 | 人 所 | 秀作 | 


D | 東京 | 42 | 男 
E | 埼玉 | 36 | 男 








し た 条件 を 満た す も の を 取り 出し 新しい 表 を 作成 する 。 射 影 と 選択 を 
一 度 に 行う よう な 機能 に あたる 。 
関係 デー タベース [relatianal database : RDB1] 
関連 する デー タ を 、 行 と 列 に 展開 し た 二 次 元 の 表 ( テ ー ブ ル ) 形 式 で 取り 
扱う デー タベース 。 リ レー ショ ナル デー タベース と も いう 。 人 間 が 日 常 的 
に 使う 表 の 形式 に イメ ー ジ が 近く 、 わ か りや すく 使い や すい 点 が 特徴 で あ 
る 。 表 と 表 と の 関係 づけ を 、 デ ー タ の 値 に よっ て 行う 。 デ ー タ 構造 表現 が 
柔軟 で 、 設 計 や 拡張 、 変 更 が 容易 で ある うえ 、 デ ー タ の 独立 性 が 高い 。 
デー タ を 表 名 、 項 目 名 、 条 件 を 指定 し て 取り 出し て 加工 で き 、 表 の 操作 は 
集合 論 の 関係 代数 を 利用 し て 演算 で 行う 。( 関 ) 関 係 代 数 
漢字 コー ド I[kanji code プ Chinese character code] 
( 同 )JIS 情 報 交 換 用 漢字 符号 、( 参 )EUC②、UNICODE 
損 字 式 暗号 [substitution cipher] ( 関 ) 慣 用 暗号 系 
監視 プロ グラ ム [supervisor プ superViSOry DrO 互 am] 
( 関 ) 制 御 プ ログ ラム 
環状 リス ト [circular list] ( 関 ) リ スト 構造 
関数 [function] 
① あ る 変数 の 値 が 、 他 の いく つか の 変数 の 値 を 与え た と き 、 一 意 に 決ま る 
関係 に ある と き 、 こ の 関係 を 関数 と いう 。 数 学 で は 、 例 えば 、x、y の 値 
で Z が 定義 で きる と き 、z=f(x, y) の よう に 表現 する 。 
⑧Fortran で は 、 メ イン プロ グラ ム か ら 呼 び 出し て 使用 で きる まとまっ 
た 機能 を も っ た ルー チン を いう 。 プ ログ ラム で は 、 関 数 に 名 前 を つけ 
て 宣言 し た り 、 手 続き と し て 定義 むせ る こと が で き 、 実 行文 を 簡潔 に 書 
く こ と が で きる 。( 例 ) 組 込み 関数 、 関 数 呈 プ ログ ラム 、 サ ブル ー チ ン 
⑧C で は 主たる プロ グラ ム を 関数 の 呼出 し と し て 記述 する 。 コン パイ ル 
の 最小 構成 単位 で ある 。 関 数 の 本 体 は C の 命令 を ひと つつ 以上 含む 文 の 
集合 か ら な る 。 関 数 は 使用 され る 前 に 宣言 する か 定義 さて いな けれ ば 
な ら な い 。 関 数 は 呼び 出し 元 か ら 引 数 を 受け 取り 、 関 数 処理 の 実行 
後 、 返 却 値 を 返す 。 た だ し 、 引 数 の な い 関 数 や 返却 値 の な い 関数 も 存 
在 す る 。 関 数 は 自分 自身 を 呼び 出す (再帰 的 ) こ と も 可能 で ある 。 
④ 表 計算 ソフ ト で は 、 あ る 引数 値 を 与え る と あら か じ め 定 義 し て ある 手 
順に 沿っ て 計算 な どの 処理 を 行い 、 そ の 結果 値 を 返す 機能 。 例 えば 、 
SUM と いう 関数 に いく つか の 値 を 与え る と その 合計 値 を 返す 。 
関数 型 言語 [functional langua 到 e] 
関数 に パラ メタ の デー タ を 与え る と 、 値 が 求め られ る 。 関 数 を 合成 し て 
新た な 関数 を つく る こと が で きる 性 質 に 基づい て 、 問 題 を 解決 する 方 法 が 
ある 。 関 数 を 式 で 表し 、 式 の 入れ 子 構造 で プロ グラ ム を 表現 する 言語 を 関 








数 型 言語 と いう 。 プ ログ ラミ ング は 関数 を 組み 合わ せ て 目的 の 関数 を つく 
る 。 LISP、APL な ど が 代表 的 な 関数 型 言語 で ある 。 
関数 定義 [function definition] 
関数 が 行う 処理 を 記述 する こと 。 処 理系 が あら か じ め 用 意 し て いな い 関 
数 で も ユー ザ が 定義 すれ ば 使用 で きる 。 
関数 加 プ ログ ラム [functinn subprogram] 
Fortran の 用 語 。 FUNCTION ス テー トメ ント で 始ま る Fortran プ ログ ラ 
ム の 外部 関数 。 式 の 中 で 引用 する と 、 呼 び 出 し た プロ グラ ム に 関数 の 値 を 
返す 。 
関数 プロ ト タ イ プ [function prototype] 
C の 用 語 。 Mu 宣言 の こと 。 関 数 呼出 し に 先だって 関数 プ 
ロト タイ プ の 宣言 を 行う 。 関 数 プロ ト タ イ プ 宣 言 を 元 に 、 コ ン パ イル 時 に 
実 引数 と 仮 3 肌 の = ェ ッ ク が 行わ れる 。 た だ し 標準 ライ ブラ リ 関 数 に 関し 
て は 、 ヘ ッ ダ ファ イル 内 に 関数 プロ ト タ イ プ が 宣言 され て いる の で 、 関 連 
する ヘッ ダ の include を 行え ば よい 。 
間接 アド レス 指定 [indirect address プ indirect addressin] 
アド レス 指定 の 一 方 式 。 命 令 語 の アド レス 部 で 、 処 理 対象 デー タ を 格納 
する 物理 アド レス を 記憶 する 場所 を 指定 する 方 式 。 物理 ア ドレス を 記憶 す 
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る 場所 は 、 レ ジス タ や 主 記憶 装置 の 別 の 場所 で ある 。 
( 対 ) 直 接 ア ドレ ス 指 定 
間接 アド レス 方 式 [indirect addressin] 

直接 編成 ファ イル で レコ ー ド を 指定 する 一 方 法 。 レ コー ド の キー 値 を 
その まま 、 シ リン ダ 番 号 (CC)、 ヘ ッ ド 番号 (HH)、 レ コー ド 番 号 (R) に 
当て て 直接 的 に アド レス を 指定 する 直接 アド レス 方 式 に 対比 する 語 。 間 
接 ア ドレ ス 方 式 は 、 レ コー ド の キー 値 に ある 演算 を 施し 、 そ の 結果 を 利 
用 し て レコ ー ド の アド レス と する 方 式 。 こ こ で 、 キ ー 値 を アド レス に 変 
える こと を アド レス 変換 (address translation) ま た は ラン ダマ イジ ン 
グ (randomizing) と いう 。 

どの よう な 演算 を 施す か は キー 値 の 分 布 に よる が 、 除 算法 ・ 数 字 分 析 
法 ・ 基 数 変換 法 、 重 ね 合わ せ 法 な ど で ア ドレ ス が 均一 に 、 か つ 無 駄 な く 分 
布 す る よう く ふ うす る 。 し か し 、 あ る レコ ー ド の キー 値 に 演算 を 施し た 結 
果 が 別 の キー の レコ ー ド アド レス と 同じ に な る こと が ある 。 そ の 場合 こ 





ら の レコ ー ド を シノ ニム レコ ー ド と いう 。 
( 対 ) 直 接 ア ドレ ス 方 式 、( 関 ) シ ノニ ム 
完全 性 [integrity] 
シス テム の 信頼 性 の 概 肪 の ひと つ 。 デ ー タ は 日 々 発生 し 、 シ ステ ム で 処 

理 し 、 フ ァイル と し て 保存 する が 、 デ ー タ 、 シ ステ ム 、 処 理 プ ログ ラム 、 

ファ イル の すべ て が 正確 で 信頼 で きる も の で な く て は な ら な い 。 し か し 、 

これ ら を そこ な う 危 険 は 常に 存在 する た め 、 デ ー タ や ファ イル の 正確 さ 、 

完全 性 を 検証 し な けれ ば な ら な いと する 考え 方 。 デ ー タ の チェ ッ ク 、 プ ロ 

グラ ム の テス ト 、 出 力 の チェ ッ ク 、 障 害 の 回 復 、 破 壊し た デー タ の 復元 等 

の 技法 に 関連 する 。 ( 関 )RASIS 

慣用 暗号 系 [conventional encryption system] 
暗号 化 と 復号 に 同一 の か ぎ を 用 い 、 そ の か ぎ を 秘密 に する 暗号 方 式 の 総 

称 。 共 通 か ぎ 暗号 方 式 、 ま た は 秘密 か ぎ 暗 号 方 式 と も いう 。 か が ぎ は 64 

ビッ ト の も の が 一 般 的 で 、 公 開か ぎ 暗 号 系 に 比べ て か ぎの 長 さ が 短く 、 暗 

号 化 速 度 も 速い の が 特徴 。 代 表 的 な も の に 米国 の DES 方 式 、NTT の FEAL 

方 式 、 ヨ ー ロ ッ パ の IDEA な ど が ある 。 モ デル 的 な 慣用 暗号 系 (共通 か ぎ 暗 

号 方 式 ) に は 次 の よう な 方 式 が ある 。 

(1) 換 字 式 暗号 (Substitution cipher) : メッ セー ジ 内 の 文字 を ある 規則 で 
他 の 文字 に 置き 換え る 。 こ の 置き 換え 規則 (アル ゴリ ズム ) に 対す る パラ 
メタ を 暗号 化 か ざと し て 、 秘 密 に する こと で 暗号 文 の 解読 を 防止 する 。 

(2) 転 置 式 暗号 (transposition cipher) : 一 定 の 規則 で 元 の 文字 を 並べ 変 
えて 解読 で き な い よう に する こと 。 並べ 換え の 規則 の 一 部 が 暗号 化 か 
ぎ と な る 。 





ーー パー ペー ツー ワーーーーー…| 
偽 [false] 
論理 変数 の と り 得 る 値 の ひと つ 。「 真 」 の 対語 。 ある 条件 の も と で 命題 や 
述語 が 成立 し な いと き 偽 と いう 。( 対 ) 真 、( 参 ) 論 理 変数 
キー【key] 
デー タ 項 目 中 に 含む 1 個 以上 の 文字 で あっ て 、 そ の デー タ を 認識 し た 
り 、 そ の 用 途 を 制御 し た りす る た め に 使え る も の 。 また は 、 レ コー ド を 検 
索 し た り 、 整 列 し た りす る 場合 の 手がかり と な る デー タ 。 デ ー タ コー ド や 
テー ブル の イン デック ス 、 ソ ー ト キー な ど 。 
キー 順 デ ー タ セッ ト 【[keyed sequenced data set : KSDS] 
仮想 記憶 の も と で 、 索引 編成 ファ イル と 同様 に 順 ア クセ ス と 索引 に よる 





直接 アク セス が 可能 な デー タ セ ッ ト 。KSDS は 索引 を 作成 する イン デック 
スコ ン ポ ー ネ ン ト ( 索 引 構成 要素 ) と 、 レ コー ド を 記憶 する デー タコ ン ポ ボー 
ネン ト ( デ ー タ 構成 要素 ) か ら な る 。 

KSDS に 対す る アク セス は 、 順 アク セス 、 直 接 ア クセ ス 、 動 的 アク セス 
が 可能 で ある 。 直接 アク セス の 場合 、 ア クセ ス す る キー 値 を 指定 する と 、 * 
索引 セッ ト か ら 順 序 セ ッ ト を 特定 し 、 さ ら に 順序 セッ ト か ら レ コー ド の あ 
る CI を 特定 する 。 さら に OI を 探索 し て 目的 の レコ ー ド に アク セス する 。 

KSDS に 対す る 処理 で は 、 更 新 ・ 追 加 ・ 削 除 が 可能 で ある 。 レ コー ド の 
追加 の 場合 は 、 空 キス ペー ス を 使っ て 、 キ ー 値 の 示す 位置 に 追加 され る 。 
例え ば 右 図 で キー 値 が O35 と いう レコ ー ド を 追加 する 場合 は 、030 の レ 
コー ド の 次 に 追加 され 、040 の レコ ー ド は 035 の レコ ー ド の 後に 移動 す 

る 。 また 、 追 加 ・ 削除 に より 、CI 中 の 最後 の レコ ー ド の キー 値 が 変わ っ た 

場合 、 索 引 の 内 容 も 更新 され る 。 ( 関 )VSAM 
キー 部 [key area] 

索引 順次 編成 ファ イル の レコ ー ド を 記録 する 場合 、 カウ ント 部 に 続け て 
設け る キー を 記録 する 部 分 。 デ ィ ス クア ドレ ス に よら ず 、 キ ー 項 目 で 指定 
レコ ー ド を 早く 探す 。 キ ー 部 は 、 キ ー と 誤り 訂正 符号 で 構成 され る 。 
記憶 スキ ー マ [starage Schema] 
デー タベース の 構造 と 内 容 の 記述 を スキ ー マ と いう 。 ス キー マ に 記述 さ 

れ た 内 容 を 記憶 装置 に 実現 する 役割 を 果たす 。ANSI の 3 層 ス キー マ の 内 部 

スキ ー マ に 対応 する 。 CODASYL の DBTG で は 、 デ ー タ ベー ス の 論理 構 

造 を スキ ー マ と サブ スキ ー マ の ら と 階層 で と ら え て いる が 、 さ ら に それ ら の 

スキ ー マ に 記述 され た 内 容 を 計算 機 上 に どの よう に 実現 する か を 記憶 ス 

キー マ で 記述 する 。 
記憶 密度 [packing density] 

記憶 媒体 の 性 能 を 示す めやす で 、 単 位 長 、 単 位 面積 また は 単位 体積 当 

た り の 記憶 媒体 に 記録 可能 な 情報 量 。 磁 気 テ ー プ の 場合 は 、 単 位 長 さ 当 

た り の ビッ ト 数 また は バイ ト 数 で 表現 する 。 磁 気 デ ィ ス ク の 場合 は 、1 

トラ ッ ク に 記憶 する ビッ ト 数 また は バイ ト 数 で 表現 する 。 

( 関 )BPI 
記憶 容量 [storage capacity] 

一 単位 の 記憶 装置 、 記 憶 媒体 に た くわ えら れる 情報 の 最大 量 。 記憶 装 

置 、 記 憶 媒 体 の 規模 の 大 小 を 表す 指標 と も な る 。 通常 バイ ト 単 位 で 表現 す 

る 。 補助 単位 と し て k( キ ロ : 103)、M( メ ガ : 106)、G( ギ ガ : 109) な ど 

を 使う 。 
ギガ [giga : G1 

109(10 億 ) の こと 。 た だ し 情報 処理 で は 、2!9 ニ 1024 を 1000 と 見 な 



































し て 、 ギ ガ と は 1024X 1 メガ を さす 場合 も ある 。 
機械 語 [machine language] 
コン ピュ ー タ が 直接 に 実行 可能 な 命令 コー ド の 集合 、 ま た は 命令 コー ド 
で 書か れ た プロ グラ ム 。 2 ら 進 コー ド で 表現 する 。 事 実 上 、 人 間 が 高 水準 言 
語 で 書い た ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル 、 ま た は コン パイ ル し た 結果 と 
し て 出力 する 命令 コー ド ( オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム ) で ある 。 こ の 形式 は 、 
コン ピュ ー タ の 機種 ご と に 異な り 、 相 互 の 互換 性 が な い 。 
機械 向き 言語 [machine oriented langua 用 e] 
機械 固有 の 機械 語 に 1 対 1 に 対応 する 記号 命令 語 を 主 と す る プロ グラ ム 
言語 、 ア セン ブラ 言語 が 代表 的 。Fortran、COBOL な どの 人 間 の 言語 に 
近い 高 水準 言語 に 対比 され る 。( 類 ) ア セン ブラ 
機械 割込み Imachine check interruption] ( 関 ) 割 込み 
基軸 シス テム [backbone system ブ corporate systBm ノ 
enterprise SysStem] 
全社 的 な 情報 シス テム の 中 核 を な す 主 要 な コン ピュ ー タ シス テム 、。 部 門 
別 、 個 人 別 の 小 規 模 な シス テム に 対比 し て 、 会 社 の 基幹 業務 に 関わ る 大 規 
模 な シス テム を さす 。 
基幹 デー タベース [backbone database プ enterprise database] 
全社 的 な 情報 シス テム の 中 核 を な す デ ー タ ベー ス 。 色 部 に 提供 する 商用 
デー タベース と 異な り 、 自 社内 の ユー ザ に 限り 使用 で きる 場合 が 多い 。 自 
社 の 所 有する デー タベース の ほか 、 自 社内 の ユー ザ に 提供 する 各種 デー タ 
ベー ス を 含む お 。( 参 ) イ ン ハ ウス デー タベース 
奇 偶 検査 [parity check : PC ン andd even check] 
情報 を 転送 する 際 、 誤 りな く 情 報 が 送ら れ た か どう か を 、 コ ー ド の 遷 数 
字 の 和 に 注目 し て ハー ドウ ェ ア 的 に 検出 する チェ ッ ク 方 法 の ひと つ 。 情報 
の まとまり ご と に 1 ビッ ト の 検査 ビッ ト を 設け 、 そ の ビッ ト を 含め 1 で あ 
る ビット の 総数 が 常に 偶数 個 ( ま た は 奇数 個 ) に な る よう し て 転送 する 。 転 
送 中 に 1 ビッ ト の 誤り が 発生 する と ビッ ト の 和 の 奇 偶 が 合わ な く な る た 
め 、 エ ラー を 検出 で きる 。 
(1) 1 で ある ビッ ト の 総和 が 常に 偶数 と な る よう に する 方 式 を 偶数 パリ 
ティ チェッ ク と いい 、 奇 数 と な る よう に する 方 式 を 奇数 パリ ティ 
壇 表 ウ ク と どる 。 
(2) また 2 進数 字 が 行列 の 形式 に な っ て いる と き に 、 行 に 対し て 行う 奇 偶 
検査 を 水平 パリ ティ チェ ッ ク 、 列 に 対し て 行う 検査 を 垂直 パリ ティ 
デ エ ウ 多 どい 5。 
(3) 磁気 テー ブ な どの 媒体 に 記憶 し た ら 進 コー ド の 検査 の 場合 は 、 媒 体 の 
運動 方 向 に 対し 平行 な 方 向 の ビッ ト に つい て 行う 検査 を 水平 検査 、 垂 








直 な 方 向 の ビッ ト に つい て 行う 検査 を 垂直 検査 と いう 。 
人 奇数 パリ ティ ・ チェ ッ ク の 例 > 


も と の 情報 
検査 





"1" の 個数 が 奇数 個 | 」  ]」 ] op 1、o 浮 に 
(5 個 ) に な る よう に ーー 
検査 ビッ ト を 1 と する | 転送 ! ] こ 0 の 誤り 
テ 
転送 され た 情報 1 9 el OO 9 環 


"1* の 個数 が 個数 個 (4 個 ) と な っ て いる の で 
エラ ー が 発見 で きる 。 


木 構造 [tree Structure] 
グラ フ 理 論 に お いて は 、 環 や 閉路 を も た な い グ ラフ を 木 (tree) と 呼び 。 
情報 科学 に お いて は 、 デ ー タ な どの 要素 の 上 下関 係 を 含め て 議論 する こと 
が 多い 、。 情 報 処 理 の 分 野 で は 、 構 造 化 プロ グラ ミン グ 、 デ ー タ ベー ス の 
デー タ 構 造 、 デ ー タ の 検索 、 ソ ー ト 、 コ ン パ イラ の 構文 解析 な ど と 関連 す 
る 重要 な 概念 で ある 。 
① 点 を 連結 する 線 が 木 の 幹 か ら 枝 が 、 枝 か ら 小 枝 が 出る よう に 分 岐 を 繰り 
返し て 構成 し た グラ フ の 形態 を さす 。 上 位 に 対し て は 唯一 、 下 位 に 対し 
て は 複数 の ポイ ンタ が ある 構造 を 木 構 造 と いう 。 上 位 の 点 を 親 
(parent)、 下 位 の 点 を 子 (child) と 呼ぶ こと も ある 。 木 構 造 に は 、(1) 
ルー プ が な い 、(②) 階 層 構 造 に 対応 する 、 と いう 特色 が ある 。 
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頂点 や 辺 の 性 格 に より 、 い くつ か の 型 に 分 けら れる 。 

(1)2 分 木 (binary tree) 

根 (root) 側 か ら 葉 (leaf1) へ の 道 を た どる と き 、 節 か ら 二 以下 の 枝 

が 出る も の 。 の ら 進 木 と も いう 。0 の 場合 が 葉 に な る 。 
(8) 線形 木 (inear tree) 

枝 が 1 本 し か な いも の で 、 配 列 や リス ト の 線形 構造 に 相当 する 。 
(3) 多分 木 (multiway tree) 

各 頂 点 か ら 最 大 m 個 (m=3) の 枝 が 出る 。 ら 分 木 と 区 別 さ れる 。 
(4) 順序 木 (ordered tree) 

ひと つの 頂点 が 子 を いく つも も ち 、 子 の 間 に 順 序 が ある も の 。 
(5) 有 向 木 (oriented tree) 

枝 に 方 向 性 を も た せ 、 意 味 を 与え た も の で 矢印 で 表す 。 





( 関 ) 平 衡 木 、B 木 、AVL 木 
プロ グラ ム を いく つか の 機能 単位 に 分 割 し (モジ ュー ル 化 と いう ) 独 立 さ 
せ 、 各 モジ ュー ル を さら に 機能 単位 に 分 割 し て 開発 する こと が ある ( 構 
造 化 プ ログ ラミ ング )。 上 位 の 直結 モジ ュー ル が 下位 モジ ュー ル を 呼び 
出す と き 木 構造 の プロ グラ ム と いう 。 ( 類 ) 階 層 構 造 
③③ デ ー タ ベー ス 等 に お いて デー タ 則 の つなが り に 注目 し た と き 、 上 位 に 対 
し て は 唯一 、 下 位 に 対し て は 複数 の デー タ と 関係 が あめ る よう な 構造 を も 
つと き 木 構造 と いう 。 ( 同 ) 親 子 集合 型 - 
④UNIX 系 0S や MS-DOS の ファ イル 管理 シス テム で は 複数 の ディ レク ト 
り リ 、 ま た は フォ ル ダ を 階層 構造 に 配 す る が 、 親 ディ レク トリ は 唯一 、 サ 
ブ デ ィ レ クト リ は 複数 を 配 す る こと が で きる 。 tree コ マン ド で 階層 を 表 
示す る こと が で きる 。 
机上 デバ ッ グ [desk debugging] 
作成 し た プロ グラ ム を 実際 に コン ピュ ー タ で コン パイ ル し 、 デ ー タ を 入 
力 し て テス ト す る 前 に 、 コ ー デ ィング と 流れ 図 を も と に プロ グラ ム の 論理 
を 目 で 見 て 検査 し 、 誤 り を 検出 し て 手直し する こと 。 ( 関 ) デ バッ グ 
擬似 乱数 [pseudo random numbers] 
関数 や 手続 き を 利用 し て 作っ た 乱数 。 数 学 的 に 厳密 な 意味 で の 乱数 で は 
な く 、 乱 数 列 を 長く と る と 繰返し が 現れ る こと が ある 。 プ ログ ラム 言語 に 
は 、 初 期 値 (seed) を 与え 、 擬 似 乱数 を 発生 させ る 関数 (RAND) が ある 。 
基数 記 数 法 [radix numeration system] 
基数 (radix) は 、 位 取り 記 数 法 で 、 あ る 桁 の 重み に 掛け 算 す る と 1 桁 上 
位 の 重み に な る 整数 。 例 えば 10 進 法 で は 10、 ど 進 法 で は ら 、16 進 法 で 
は 16 で ある 。 基数 記 数 法 は 、 あ る 数 字 位置 の 重み と 、 そ れ よ り 1 桁 低い 
数 字 の 重み と の 比 が 正 の 整数 で ある 位 取り 記 数 法 。 
基数 (radix) を r と し n ロ =K。・m 十 Km ュ ・rmー 十 …… 十 KK」・T! 十 Ko・TO 
(0 ミ SKKm1、…… 、Ki、Ko ぐ r) 
の 関係 が 成り 立つ と き 、KK_i…… KiK。 は 、 数 n を r 進 法 で 表現 し た 数 と 
な る 。 ( 例 ) 2 進 法 
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奇数 パリ ティ チェ ッ ク [odd parity check] ( 関 ) 奇 偶 検 査 


機能 キャ ラク タ [control character/functional character] 
特定 の 文脈 中 に 現れ て 、 制 御 機能 を 開始 、 変 更 ま た は 停止 する 文字 。 印 
字 制 御 や 通信 制御 で 使う 特別 の 文字 群 。 エス ケー プ コ ー ド (制御 文字 ) な ど 諸 
が これ に 当たる 。 EBCDIC コー ド や ASCII コ ー ド な どの 文字 集合 で は 、 英 。 庄 
字 や 数 字 な どの 文字 以外 に 、 伝 送 の 制御 や 表示 、 印 刷 で の 書式 の 制御 を 行 ee 
う 文 字 を 定め て いる 。 通信 や 印字 の 際 に は 、 プ ロト コル や イン タフ ェ ー ス 
を 正しく 設定 し て お か な いと 、 機 能 キ ャ ラク タ の 解釈 が 正しく 行わ れ す 無 
意味 な デー タ を 授受 する こと が ある 。( 類 ) エ スケ ー プ コー ド 
機能 設計 [functinn desi 互 n] 
外部 設計 (概要 設計 ) で 、 シ ステ ム の 機能 を サブ シス テム 単位 に 分 割 し 、 
その 内 容 と 関連 を 明確 に する こと 。 
機能 テス ト [functional test] 
シス テム 、 モ ジュ ー ル 、 プ ログ ラム の テス ト の 際 、 内 部 構造 より 機能 に 
重点 を お いて 行う テス ト 。 仕様 書 に 基づい て 、 シ ステ ム が 実現 すべ き 機 能 
を も れ な く テ スト で きる よう な テス ト デ ー タ を 用 意 し て 実施 する 。 不 必要 
な 機能 が あめ っ て も テス ト で は 検証 で き な い 欠点 は ある が 、 ホ ワイ ト ボ ッ ク 
ステ スト に くら ベ テ ス ト ケ ー ス は 少な く て すむ お 。 モ ジュ ー ル (単体 テス ト ) 
終了 後 の 結合 テ スト や 総合 テス ト で 適用 する 場合 が 多い 。 
ギブ ソン ミッ クス [Gibson mix] 
主 に 科学 技術 計算 で コン ピュ ー タ の 計算 能力 を 評価 する た め に 、 
JiC.Gibson が 考案 し た 数 値 の こと 。 計算 処理 を 行う 際 の 固定 小数 点 加減 
算 、 浮 動 小数 点 加減 算 、 ス ト ア 、 判 断 な どの 個々 の 命令 の 、 実 際 の ブ プログ 
ラム で の 使用 頻度 を 調べ 、 対 象 の コン ピュ ー タ の 命令 の 実行 速度 を それ ぞ 
れ に 掛け 合わ せ て 合計 し て 求め る 。 小 さい 値 に な る ほど 処理 速度 の 速い マ 
シン と いえ る 。 1 命令 の 平均 実行 時 間 を 知る の に 便利 で ある 。 















































命令 の 種類 ” | 重み | 命 人 の 種類 ” | 重み | 

デー タ の 移動 |。」。| 分 時 16.6 

(記憶 装置 + レ ジス タ ) b 比較 3.8 

6 固定 小数 点 ail 演算 (レジ スタ を 用 いな い ) | 5.9 
加減 算 

浮動 小数 点 | 6.9 | けた 送り | 44 

Me | 四 定 小 数 上 0.6 | 論理 演算 1.6 








浮動 小数 点 | 3.8| 指標 レジ スタ 命令 18.0 


固定 小数 点 | 0.8 
1.5 
基本 計画 [basic plan ノ primitive plannin] 
シス テム 開発 の 最初 の 段階 で 行う 、 シ ステ ム 概 要 と 開発 工程 の 計画 。 大 
きく 分 け て 3 つの 要素 か ら な る 。 
(1) シス テム 化 計画 : 現状 を 分 析 し 、 問 題 点 を 明らか に し 、 解 決 策 を シス 





















合 計 IO0.0 











テム 化 計画 と し て 立案 する 。 
(2) プロ ジェ クト 実行 計画 : シス テム 化 計 画 に 沿っ て 、 概 要 を 設計 し 、 開 
発 に 要する 資源 (人 ・ 物 ・ 金 ・ 時 間 ) を 見 積もる 。 
(3) ユー ザ の 要求 定義 : シス テム へ の 要求 を 定義 し 、 そ の 機能 、 性 能 、 運 
用 要件 、 必 要 な ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア を 明らか に する 。 
基本 交換 法 [exchange sort プ sort by exchange] 
整列 を 行う た め の 手 法 の ひと つ 。 交換 法 と も いう 。 表 の 左 の 要素 か ら 順 
に 隣 合う 要素 を 比較 し 、 順 番 が 逆 の と き は 入れ 換え を 行う こと を 繰り 返 
す 。 最 右 の 要素 が 最大 値 に な る 。 続 いて 比較 の 領域 を ひと つ 狭 め 、 同 様 の 
比較 ・ 交換 を 繰り 返す 。 こ れ を ら つ に な る まで 行う 。 簡 明 な アル ゴリ ズム 
で ある が 計算 量 が 多く 、 要 素数 が 大 きく な る と 実用 に 適し な い 。 
( 類 ) 基 本 挿入 法 、 バ ブル ソー ト 
基本 制御 構造 
構造 化 定理 で 示す プロ グラ ム の 基本 の 制御 構造 。 さま ざま な 呼び 方 が あ 
る が 、 次 の 3 つ を さす 。 
(1) 順 次 形 (Sequence 型 ) 
プロ グラ ム の 順に 命令 を 実行 する 。 連 続 構造 、 連 接 構 造 と も いう 。 
(@) 選択 形 (IF THEN ELSE 型 ) 
指定 し た 条件 に より 飛び 越し 先 を 変え て 、 い くつ か の 文 の 中 か ら 実 
行 す べき 文 を 選ぶ 。 二 者 択 一 に より 処理 を 実行 する 構造 を if 構造 と い 
う 。 こ の 指定 を 行う 文 、 命 令 を 分 岐 命令 (branch instruction)、 条 
件 付き 飛越 し 命令 (conditional jump instruction)、 条 件 判断 命令 
(decision instruction) と も いう 。 条 件 の 演算 結果 な ど に より 条件 
コー ド の 値 を セッ ト し 、 そ の 値 に より 飛越 し を 発生 させ る 。 
(3) 繰返し 形 (反復 構造 )(DO WHILE 型 ) ( 関 ) 繰 返し 








碑 次 続 選択 分 ) 友和) 
理 A 
に 処理 A 
処 B ぐ 和 > に 





この 他 に 、 次 の よう な ら つ の 追加 制御 構造 が ある 。 
(4) 後 判定 型 反復 構造 (DO UNTIL 型 ) ( 関 ) 繰 返し 
(5) 多分 岐 構造 (CASE 型 ) : 三 者 以上 の 中 か ら ど れ か ひと つ を 選択 し て 
処理 を 実行 する 。case 構 造 は if then else 構 造 を 多重 化し た も の と 
いえ る 。 
論理 が 複雑 で 、 長 い プ ログ ラム も 整理 し て いけ ば 、 上 記 の 構造 で 記述 で 


きる 。GOTO 文 の 多用 は エラ ー の 原因 に な りや すい 、 ま た 開発 者 以外 の 人 
が 読み と り に くい と いう 欠点 が ある と いう 意見 (GOTO 文 有害 論 ) が 広く 受 
け 入 れ ら れ 、GOTO 文 を 極力 使わ ず (GOTO LESS) に 、 プ ログ ラム を 基 
本 制御 構造 で 記述 する こと が 望ま れ て いる 。 











if then 構造 if then else 構造 case 構造 
基本 設計 [basic desigEn] 
コン ピュ ー タ シス テム の 設計 に お いて 、 シ ステ ム の お お ま か か 機能 と 構 
成 を 設計 する こと 。 予備 設計 と も いう 。 現 状 分 析 の 結果 に 基づき 、 そ の 問 
題 点 を 明らか に し た うえ で 実現 可能 な シス テム の 基本 構想 を 作成 する 。 
基本 挿入 法 [insert sort] 
簡単 な 内 部 ソー ト の アル ゴリ ズム 。 挿入 ソー ト と も いう 。 配列 中 の デー 
タ を 整列 ずみ の 部 分 と 未 整列 の 部 分 に 分 割 し 、 未 整列 の デー タ を 1 件 ずつ 
整列 済み の 列 の 中 の 正しい 位置 に 挿入 する こと の 繰返し で ある 。 整 列 済 み 
の 配列 に つい て は 挿入 位置 の 探索 に ら 分 探索 法 が 使え る の で 効率 が よい 。 
し か し 、 挿入 の た め に 配列 中 の デー タ の 番地 を ずら すこ と が 必要 で あ 
る 。 デ ー タ を ずら し な が ら 挿 入 位置 を 探索 する アル ゴリ ズム も ある 。 や は 
り デ ー タ 量 の ら 乗 に 比例 する 計算 量 が 必要 で ある が 、 デ ー タ の 大 半 が 正 順 
で 、 追 加 さ れ た 一 部 デー タ だ けが ガ 乱 順 で ある 場合 に は 効率 が よい 。 
基本 ソフ トウ ェ ア [basic softwarg] 
広義 の オペ レー ティ ング シス テム (OS) の こと 。 制御 プロ グラ ム ( 狭 義 の 
08、 基 本 0S)、 サ ービス プロ グラ ム 、 汎 用 言語 プロ セッ サ に 分 けら れ 
る 。 基 本 ソフ トウ ェ ア と ミド ルウ ェ ア を 合わ せ て シス テム ソフ トウ ェ ア と 
呼ぶ 。( 類 ) オ ペレ ー テ ィング シス テム 
基本 デー タ 領 域 [prime data area] ( 関 ) 索 引 順次 編成 
機密 管理 [secret protection] ( 同 ) セ キュ リティ 
機密 性 [security] ( 同 ) セ キュ リティ 
逆 アセ ン ブ ル [deassemble/disassemblel 
記憶 領域 の 機械 語 命令 コー ド を 、 そ れ と 1 対 1 に 対応 し て いる アセ ン ブ 
ララ 形式 の 文 に 翻訳 する こと 。 通常 は デバ ッ グ 時 、 デ バッ ガ の コマ ン ド に 
よっ て 行う 。 な お 、 市 販 の ソフ トウ ェ ア は 、 著 作 権 保護 の 観点 か ら 逆 アセ 
ン ブ ル を 禁止 し て いる 。( 対 ) ア セン ブル 
逆順 [descendin order] ( 同 ) 降 順 








逆 ポ ー ラ ンド 表記 法 [reverse Polish notation] 

Fortran や COBOL な どの ソー スプ ログ ラム を コン / パイ ル す る 際 に 行う 
算術 式 を 機械 語 に 変換 する 過程 で は 、 加 減算 より 乗除 算 を 優先 する な どの 
演算 子 の 優先 順位 を 考慮 し て 、 構 文 を 明らか に する 。 ス タッ ク を 利用 し た 
簡明 な 算術 式 の 内 部 表現 法 を 逆 ポ ー ラ ンド 表記 法 と いう 。 こ の 表記 法 で 
は 、 加 減 乗 除 な どの 演算 子 を オペ ラン ド の 後に 置く 。 例 えば 、 
(1)A と B を 加え 、 そ の 和 に C を 乗じ る こと を 、ABTCX と 書く 。 

(8) 括弧 の ある 場合 に は 、 次 の よう に 書く 。 
メニ (A 十 B) X (CD) は XAB+CD 一 メ = 

この 記法 は 、 ポ ー ラ ンド の 論理 学者 Lukasiewicz が 使用 し た も の で 、 
括弧 な し で 数 式 を 表現 で きる 。 その た め 、 算術 式 の 評価 が 単純 に 行え る 。 後 
置 表記 法 と も いう 。(] )、(2) は 構文 木 で は 図 の よう に 書け る も の で ある 。 







点線 の よう に た どる と 
、 XAB+CDー ネ = 
(*) ^、 (演算 は 下位 の 節 か ら 


キャ ッシュ メモ リ [cache memory ノ disk cache] 
① 主 記憶 装置 の 遅い 動作 速度 と 制御 装置 の 速い 動作 速度 の 差 を 埋め る ( 緩 
衝 す る ) た め に 、 両 者 の 中 間 に お く 制 御 装置 な みみ の 速 さ を も つ バ ッ フ ァ 
記憶 装置 。 通常 、 数 キロ バイ ト か ら 十 数 キロ バイ ト の 容量 の バイ ポー ラ 
型 メ モリ で ある 。CPU の 高速 化 を は か り 、 キ ャ ッシュ メモ リ 自 体 を 
CPU を 構成 する LSI の 中 に 組み 込ん だ も の を 、 オ ンチ ッ プ キャ ッシュ 
(on-chip cache プ internal cache ン primary cache) と いう 。 
@⑥ 主 記憶 装置 と 磁気 ディ スク 装置 な どの DASD の 間 に 置 いて 、 アク セス 時 
間 の 差 を 調整 する ( 緩 衛 す る ) た め の 緩衝 記憶 装置 。 特に ディ スク キャ ッ 
シュ メモ リ と いう 。OS が 、 主 記憶 領域 の 一 部 を ディ スク キャ ッシュ メ 
モリ と し て 割り 当て る こと も で きる 。 
キャ ラク タ セ ッ ト [character set] ( 同 ) 文 字 集合 
キャ リー[carry] 
苦 数 記 数 法 の 位 取り に 関す る 語 で 、 加 算 を 行う 際 の 桁 上 げ 、 桁 上 が り 。 
ど つ の 数 の 加算 を 行っ て 、 あ る 桁 で 基数 ( 2 進数 の 6 や 16 進 数 の F) に 等 
し いか 、 基 数 を 越え た と き に 、 ひ と つ 上 位 の 桁 に ] を 加え る 処理 。 
行 [row ン Iline] 
一 般 に 、 一 連 の 文字 列 や 数 字 列 が 横 に 並ん だ も の 。 情報 処理 で は 次 の よ 


うな 例 が ある 。 
(1 ) 数 学 用 語 で は 行列 の 行 の こと 。 列 (column) の 対語 。 
(2) ソー スプ ログ ラム の リス ト の 1 行 。 ソ ー ス 行 と も いう 。 
( 参 ) 行 番号 
(3) ワー プロ ソフ ト な どの テキ スト 表示 で は 、 画 面 上 の カー ソル の 上 か ら 
の 位置 、 文 書 の ペー ジ の 上 か ら の 位置 。 縦 組 表示 の 場合 は 、 ペー ジ の 
左 か ら の 位置 。 
(4) 表 計 算 ソ フト (スプ レッ ド シ ー ト ) や リレー シ ョ ナル デー タベース の 関 
係 表 の 場合 、 デ ー タ を 縦 、 横 に グル ー プ 化し 、 横 並び の デー タ を 行 と 
し 、 縦 並び の デー タ を 列 と いう 。 ( 類 ) 組 、 ア トリ ビュ ー ト 
(5) ブロ グラ ム の 二 次 元 配列 の 場合 、 配 列 の 大 き さ を 宣言 する 先 の 変数 。 
例え ば 、A(5、10) は 5 行 10 列 の 大 き さ を 表す 。 ( 対 ) 列 、 桁 
業界 標準 [de facto standard] ( 同 ) デ ファ クト スタ ンダ ー ド 
共通 記 用 ソフ トウ ェ ア [common application software] 
アプ リケーション プロ グラ ム の うち 、 比 較 的 広い 分 野 、 多 く の 業 種 、 業 
務 で 共通 に 使う ソフ トウ ェ ア 。 汎用 性 の 高い 機能 を 有 し て お り 、 特定 の 業 
種 、 業 務 に 特 化 し て お ら ず 、 使用 する と き ユ ー ザ の 環境 や 要求 に 合わ せる 
た め に カス タマ イズ と いう 作業 が 必要 に な る 場合 が ある 。 
例え ば 、CAD プ CAM の プロ グラ ム は 、 設 計 図 な ら 巨 大 な ビル で も 、 
微小 な 部 品 で も 描く ここ と が で き 、 設 計 の 必要 な 業種 で あれ ば 便利 に 使う 
こと が で きる 。 ま た 、 自動 翻訳 の プロ グラ ム は 、 機 械 用 と が 医学 用 な ど 
の 分 野 別 の 用 語 辞典 な ど を オプ ショ ン で 追加 する こと に より 、 広 い 分 野 
で 使用 され る 。 そ の 他 、 統 計 処 理 ソ フト 、 表 計算 ソフ ト な どの よう に ソン 
フト ウェ ア 機 能 に 汎用 性 が ある 種類 を 含む 。 
( 参 ) 個 別 応用 ソフ トウ ェ ア 
行 番号 [line number] 
ソー スプ ログ ラム の 各行 に つけ た 番号 。 Fortran で は 文 番 号 と いう 。 プ 
ログ ラム エディ タ 固 有 の 行 番号 は プロ グラ ムリ ス ト な ど に Eh 字 する が 、 コ 
ン パ イラ に は 影響 を 与え な い 。 行 番号 は 、 か つて の Fortran や BASIC の プ 
ログ ラム で は 、 行 番号 が 飛越 し 先 や 制御 の 範囲 な ど を 示す 目印 に な り 制 御 
に 関わ っ て いた 。 
局所 変数 [local variable] 
変数 名 の 有効 範囲 が 、 そ れ を 定義 し た ブロ ッ ク 内 また は 関数 内 に お いて 
の み 有 効 な 変数 。 局 所 変数 は 大 域 変数 と 違い 、 他 の ブロ ッ ク と 同一 の 変数 
名 で も 、 定 義 し た ブロ ッ ク 範 囲 外 で は 関係 が な く 、 変数 名 を 付け る 場合 の 
自由 さ が 増 す 。 局 所 変数 に 値 を 引き 渡す た め に は 引数 な ど を 利用 する 。 例 
えば 、Fortran の サブ ルー チン 内 の 変数 は 局所 変数 で ある 。 





キロ [kilo : k ン K] 
103(=1000) を 意味 する 補助 単位 。 た だ し 、 情 報 処 理 の 分 野 で は 、 
ら !9( 三 1024) が これ に 近く 、 キ ロビ ッ ト と は 1054 ビ ッ ト の こと 、 キ ロ 
バイ ト と は 10284 バ イト の こと が ある 。 こ の 場合 、 特 に Kbit、 Kbyte と 大 
文字 で 書き 、「 ケ イ ビ ッ ト 」、「 ケ イ バ イ ト 」 と 読む こと が ある 。 
記録 密度 [packing density] ( 同 ) 記 憶 密度 
記録 容量 [recording capacity] 
記憶 媒体 に 記録 で きる 情報 量 。 フ ロッ ピー ディ スク な ど で は 、(1) 本 来 
の 媒体 が 記録 で きる 最大 容量 を さす 場合 と 、(2) ユ ー ザ や OS が 装置 の 仕様 
に 合わ せ て フォ ー マ ッ ト し た 後 の 媒 体 が 記録 で きる 容量 を さす ら つ の 場合 





が ある 。 
クイ ッ ク ソ ー ト [quick sort] 


内 部 ツ ソート の アル ゴリ ズム の 一 つ 。 基本 的 な 考え は 、 ら 分 探索 に 似 て 
いる 。 配列 中 か ら 1 件 の デー タ を 選び 、 こ れ よ り 大 き な デ ー タ を 上 位 
に 、 小 さ な デ ー タ を 下位 に 移動 する 。 デ ー タ は ある 値 を 境 に 2 分 割 さ れ 
た わけ で ある 。 大 きい デー タ 群 と 小さい デー タ 群 に 対し て 別々 に 同様 の 
操作 を 行え ば 、 デ ー タ は 三 つ の 値 を 境 に 4 分 割 さ れる 。 デ ー タ 群 ご と に 
これ を さら に 細か く 繰 り 返せ ば ソー ト が 完了 する 。 分 割 交換 整列 法 と も 
いう 。 平均 計算 量 は 、n 件 の デー タ つ いて nlog2n に 比例 、 最 悪 の 計算 量 
は n の 2@ 乗 に 比例 する が 、 実 用 上 よい アル ゴリ ズム と 評価 され て いる 。 な 
お 、 こ の アル ゴリ ズム は 改良 され 、 さ ま ざ ま な 高速 化 ア ル ゴ リ ズム が く 
上 ぶつ うさ れ て いる 。 


乱 順 デ ー タ (= 乱 ) 


x を キー に し て 、 こ れ よ り 大 きい デー タ 群 
と と 小さ い デ ー タ 群 に 2 分 する 


乱 く x 闘 x く 乱 


記 | それ ぞ れ の 区 画 内 で 、y ま た は z よ り 用 





大 きい 憧 と 小さ い 群 に 分 割 する 


乱 く <y y ぐ 乱 く x | X ぐ 乱 z 国 cg | 


繰り 返す 繰り 返す 
偶数 パリ ティ チェ ッ ク [even parity check] ( 関 ) 奇 偶 検 査 
空白 文字 [blank ン space character] 
情報 交換 用 符号 で 、 空 白 、 間 隙 、 余白 を 表す 文字 (文字 定数 の ′ )。 計算 








機 の 内 部 また は 記憶 媒体 に お いて は 、 空 の 桁 で は な く 文字 ゴー ド が ある 。 
また 、 空 白 文 字 は 、 数 字 や アル ファ ベッ ト 文 字 と 同じ よう に 定め られ た 
ビッ ト パ タ ー ン を も っ て いる 。 コ ー ド 表 で は 「SP」 で 示す 。 間 隔 文字 、 ス 
ペー ス 、 ブ ラン ク 、 空 字 、 ま た 単に 空白 と も いう 。 
空 文字 列 [null] 
文字 数 ゼロ の 文字 列 。 文 字 が ひと つも な い 文 字 列 。 空白 で は な いこ と に 
注意 。( 同 ) ナ ル 
クエ リー[【[query] 
デー タベース 管理 シス テム で 、 デ ー タ ベー ス か ら 検 索 す る デー タ を 指定 
する ルー ル 。 シ ステ ム に よっ て 指定 法 は 異な る が 、 指 定 の た め の 言語 が あ 
り 、 ク エリ ー 言 語 と いう 。( 関 )SQL 
区 切り 文字 [separator/separate character/delimiter/ 
punctuator] 
文書 や ソー スプ ログ ラム 中 の 文字 列 ( 語 ) と 文字 列 を 区 切る あ た め の 1 な い 
し ら 文 字 の 記号 。 分 離 待 、 デ リ ミ タ と も いう 。 レ コー ド 中 の デー タ を 分 離 
し 、 組 み 合わ せる 文字 。 多く の プロ グラ ム 言 語 や アプ リケーション で は 、 
1 文字 で は 、 空 自 文字 、. コ ンマ (、 )、 括弧 、 コ ロン ( :)、 セミ ョ ロロ シ 
( : )、 ス ラッ シュ (/)、 タ ブ な ど を 用 いる 。 ら 文字 で は 、 各 種 の か っ こ て 、 
引用 符 な ど が ある 。( 参 )CSV 
区 点 コ ー ド 
漢字 を 表す コー ド 体 系 の ひと つ 。 1 文字 を 指定 する の に ら 桁 の 1 0 進数 
の 区 番号 と ら 桁 の 10 進 数 の 点 番号 で 示す 方 式 。 
( 対 ) シ フト JIS コ ー ド 
区 分 D[segment1 
デー タ や プロ グラ ム を 分 割 し た 単位 の こと 。( 同 ) セ グ メ ント 
区 分 ②[partition] 
記憶 領域 を 分 割 し た 単位 の こと 。 プ ログ ラム や デー タ を ディ スク に 記録 
する と き 、 デ ィ レ クト リ ( メ ン バ 名 と 格納 場所 の 情報 を も つ ) を 設け 、 こ れ 
に よっ て 構成 メン バ ( デ ー タ や プロ グラ ム ) を 取り 出せ る 方 法 を 用 いる (区 
分 編成 ファ イル )。 こ の と き 構 成 メ ン バ を 入れ る 記憶 場所 を 占有 する が 、 
これ を 区 分 と いう 。 構成 メン 人 バ が 増え る と 区 分 も 増え る 。 また 、 削 除 する 
と その 区 分 が 空地 と な る 。 空 地 に 入れ る の は 同じ メン 人 バ 名 の ファ イル で あ 
る が 、 も と の 大 き さ よ り 大 きい も の を 入れ る こと は で き な い 。 
( 参 ) 区 分 編成 ファ イル 
区 分 ③[block] 
デー タ が その 属性 や 内 容 に より 分 類 で きる と き 、 分 類 の クラ ス を 区 分 と 
いう こと が ある 。( 参 ) 区 分 コー ド 

















区 分 化 [segmentation] 
1 つの プロ グラ ム を いく つか の 単位 に 分 割 す る こと 。 主 記 憶 装 置 の 容量 
の 割 に 大 き な プ ログ ラム を 作る 場合 に 行わ れる 。 
区 分 コー ド [black cade] 
コー ド 化 の 対象 を いく つか の ブロ ッ ク ( グ ルー プ ) に 分 ける と き 、 ブ ロッ 
ク 内 で 連 番 を つけ た コー ド で 、 項 目 を 特定 の 意味 の ある ブロ ッ ク に 分 類 し 
た も の (市 町 村 コ ー ド な ど )。 ブ ロッ ク 別 コー ド と も いう 。 
桁 数 が 少な いう え 、 空 番 (欠番 予備 コー ド ) が ある た め あ る 程度 の 追加 
は 可能 で 、 グ ルー プ 集 計 も 可能 で 分 類 に 便利 で ある 。 し か し 、 追 加 や デー 
夕 が 多く な る と 不便 で ある 。 
〈 例 > 大 学 ・ 高 等 専門 学校 コー ド 
0001 一 08989 国立 大 学 、 1001 一 1999 公立 大 学 、 
ら 001 999 私 立 大 学 、 
3001 3889 国立 短期 大 学 、 4001 一 4999 公立 短期 大 学 、 
5001 一 59988 私 立 短期 大 学 、 
6001 一 66899 国立 高等 専門 学校 等 。 
区 分 編成 ファ イル [partitioned organization file] 
順次 編成 ファ イル を メン バ と いう 単位 の サブ ファ イル に 分 割 し 、 別に 各 
メン 人 ババ の 開始 位置 を 示す 登録 簿 を 作っ た ファ イル 。 登 録 倫 の アド レス を 見 
て か が ら デ ー タ 域 の メン バ ご と に アク セス する 。 メ ン 八 は 順次 編成 と な っ て 
いる た め 、 分 割 形 順次 編成 ファ イル と いう こと が ある 。 ラ イブ ラリ 形式 の 
ファ イル は 、 ほ と ん ど が この 編成 法 を と っ て いる 。 


メッ ル 名 メン ル A メン バル メン ル バ (C 」 
! の 先頭 C の % 証 
アドレス! 


アド ルス 


メン 八 削 , 除 に よる : 空 メン バ D 
メン バ D | | メン ババ B 











還 YS メン 人 削除 に 
メン バ B メン バ A | 





科 ぐ 一 山 





メン ルル 削除 に よる 空き 領域 メン バ C 
メン バ C 空き 領域 
空き 領域 














組 [tuple] 
通常 は 1 件 分 の デー タ 。 カ ー ド 型 デ ー タ ベー ス の 場合 は カー ド ] 枚 に 相 
当 す る 。 リ レー ショ ナル デー タベース の 二 次 元 表 の 行 の こと 。 ア トリ 
ビュ ー ト が 示す デー タ の 組 で 、 フ ァイル の レコ ー ド に 相当 する 。 
組込み 関数 [intrinsic function ン built-in function] 
Fortran や Basic の 用 語 で 、 三 角 関 数 、 平 方 根 、 整 数 化 な ど プ ログ ラム 


人 


中 で よく 使う 関数 を あら か じ め コ ン パ イラ に 組み 込ん で お き 、 プ ログ ラマ 
が ソー スプ ログ ラム を 記述 する と き に 呼び 出し て 引用 で きる よう に し た 関 
数 。 文 関数 や 外部 関数 が 定義 を し て か ら 引 用 する の に 対比 し て 、 組 込み 関 
数 と いう 。 
クラ イア ント サー バシ ステ ム [client server system : CSS1 
分 散 処理 シレ ステ ム の 一 形 態 。 処理 を 要求 する クラ イア ント と 、 ク ライ ア 
ント に 各種 サー ビス を 提供 する 専用 コン ピュ ー タ (サー バ ) と を ネッ トワ ー 
ク で 接続 し た 情報 処理 シス テム 。LAN( 構 内 通信 網 ) な どの ネッ トワーク 上 
に 複数 の クラ イア ント と サー 人 バ を 置く こと も 可能 で 、 機 能 を 分 担 し て 負荷 
分 散 を 図る こと が で きる 。 水平 分 散 処 理 シ ステ ム の 代表 的 形態 で あわ る 。 ク 
ライ アン ト サ ー バ シス テム で は 、 接 続 し て いる コン ピュ ー タ 間 に 上 下関 係 
は な く 、 相 互 に 受 持ち の サー ビス を 提供 する 役割 に 変わ っ て いる 。 
これ に 対し 、 従 来 の ホス トコ ンピュータ 中 心 の 分 散 処理 で は 、 端 末 は 単 
に 入出 力 機器 と し て 扱っ て お 垂直 分 散 処理 と 呼ぶ 。 ク ライ アン ト サ ー バ 
シス テム 実現 の 背景 に は 、 高 度 な 機能 を も つ パ ソコ ン や ワー クス テー ショ 
ン な どか が 出現 し た こと が ある 。( 参 ) リ モー ト ジ ョ ブ エン トリ 
「 サ ービス 要求 ” サー ビス 要求 B! | 






クラ ッ ク 【[crack] 
アク セス 権 の な い 者 が シス テム 内 部 に 不正 に 侵入 する こと 。 侵 入 者 の こ 
と を クラ ッ カ ー と いう 。 類語 の ハッ カー は 必ず し も 悪い 意味 で 使う と は 限 
ら な い が 、 ク ラッ カー は 犯罪 者 に 近い 意味 で 使う 。 ク ラッ ク の 手口 は 、 他 
人 の アカ ウン ト ( 利 用 者 や パス ワー ド ) を 盗み 、 プ ログ ラム の 欠陥 や 運用 
上 の 管理 不 徹底 な どの セキ ュ リ ティ ホー ル を つい て 侵入 する 。 
( 類 ) バ ハッ カー 
クラ ッシュ [crash] 
① 磁気 ヘッ ド の 破壊 。、 ヘッ ドク ラッ シュ と も いう 。 
@⑯ パソ コン シス テム の 障害 で 、 シ ステ ム が コマ ンド を 受け 付け な い 状 態 
に な る こと 。 ハ ング アッ プ と も いう 。 
グラ フ [graph1] 
① 数 字 や 文字 を 配列 し た 表 に 対し 、 統 計量 を 図形 的 な 要素 ( 長 さ 、 角 度 、 
面積 ) で 表し 、 変 化 ・ 比 較 ・ 対 照 な ど を 行う 図 。 表 現す る 内 容 に より 、 
各種 の グラ フ が あり 、 統 計量 の 要点 ・ 変 化 な ど を 一 目 で 把握 で きる 利点 
が ある 。 表 計算 ソフ ト や プレ ゼン テー ショ ン ソ フト に は 、 数 値 の 列 を 各 





種 グ ラフ に し て 表示 する 機能 が あり 、 こ れ を グラ ブフ 機能 と いう 。 
デー タ 構 造 で いう グラ フ は 、 距離 や 長 さ を 無視 し て 、 い くつ か の 点 と 隣 
接 関係 に ある 点 を 結線 で 表す 図 。 さま ざま な 事象 の 間 の 関係 を 、 事 介 
を 点 で 、 事 象 間 の つなが り を 線 で 表現 し た の が グラ フ で ある 。 線 に 方 向 
を も た せ た り 、 重 み を も た せ た り する こと も で きる 。 例え ば 、 駅 を 点 で 
表し 、 所 要 時 間 や 距離 、 料 金 な ど を 線 で 表す 路線 地図 は グラ フ で ある 。 
点 を 頂点 (vertex)、 ま た は 節点 (node) と も いい 、 結ぶ 線 を 辺 
(edge)、 孤 (arc)、 ま た は 枝 (branch) と も いう 。 あ る 点 か ら 別 の 点 に 
結 避 一 連 の 枝 が ある と き 、 こ の 経路 を 道 (path) と いう 。 あ る 頂点 か ら 
別 の 頂点 を 経由 し て 自分 自身 に 帰る 道 を 環 、 ま た は 閉路 (cycle ン 
closed path) と いう 。 
( 参 ) 木 構造 、 ネ ットワーク 、 状 態 遷 移 図 








クリ ア す る [to clear] 
記憶 装置 内 の 記憶 場所 や 変数 、 配 列 の 値 を 、 あ る 決め られ た 状態 に 戻す 
こと 。 通常 ゼ ロ や 空白 文字 を 格納 する 場合 が 多い 。 
( 参 ) ゼ ロク リア 、 初 期 化 
繰返し [repetitive プ iteration] 
基本 制御 構造 の ひと つ 。 同一 文 (statement) を 一 定 の 条件 下 で 何 度 も 反 
復 実行 する こと 、 そ の 制御 文 。 反 復 と も いう 。 繰 返し の 回 数 を 制御 する た 
め 、 回 数 の 指定 や 、 ル ー プ の 脱出 条件 な どの 設定 を 行う 。 通 常 、 表 
(table) 操 作 を と も な うこ と が 多く 、 繰 返し を 制御 する 変数 を 添字 と し て 
使用 し 、 簡 潔 な 文 で 複数 の 命令 を 実行 し た の と 同一 の 効果 が 得 ら れる 。 繰 
返し 処理 の 内 部 に 、 別 の 繰返し 処理 を 組み 込ん で 入れ 子 の 構造 で 利用 する 
こと が で きる 。 
Do-Unitil 型 Do-While 型 
〇 





Do Until 型 と Do While 型 が あり 、 前 者 は どん な 場合 で も 必ず 一 度 は 処 
理 を 実行 する が 、 後 者 は 条件 に よっ て 、 一 度 も 実行 し な い 場 合 が ある 。 
高 水 準 言語 で は 、 こ れ に 対応 する 各種 制御 構造 が 整っ て いる 。COBOL 
言語 で は PERHFORM 文 、Fortran で は DO 文 、BASIC で は FORH…NEXT 
文 、RHEPEAT…UNTIL 文 な ど が 繰返し を 表現 する 命令 で ある 。 
グル ー プ イン ディ ケー ショ ン [group indication] 
グル ー プ 化 さ れ た デー タ を 印字 する と き 、 グ ルー プ 名 の 変わ り 目 や 行頭 
の み に 印 字 し 、 同 名 の グル ー プ 名 は 印字 を 省く こと 。 例 えば 、 ク ラス ご と 
に 整列 し て ある デー タ か ら と 成績 一 覧 表 を 作成 する と き 、 最 初 の 1 行 だ け ク 
ラス 名 を 印字 し 、 そ の 後 は クラ ス が 変わ る まで 空白 に 置き 換え る と 見 や す 
く な る 。( 参 ) グ ルー プ ト ー タ ル 
グル ー プ ウェ ア [ 品 roupware] 
ネッ トワ ー ク を 使用 し て 、 オ フィ ス で の 共同 作業 を 総合 的 か つ 円 滑 に 行 
うた め の ソ フト ウェ ア 。 お も な 機能 は 、 電 子 メ ー ル 、 電 子 掲示 板 、 会 議 の 
スケ ジュ ー ル 管理 、 住 所 録 、 文 書 管理 、 電 子 会 議 ッ ス テム な ど で あ る 。 従 
来 、 電 話 や 文書 で や り 取り し て いた 情報 交換 を 端末 の 前 に いな が ら に し て 
行え る よう に する こと を 目的 に し て いる 。 具体 的 に は 、 グ ルー プ 内 の 仕事 
の 流れ (ワー ク フ ロ ー) を 支援 する グル ー プ ウェ ア 機 能 を 活用 する 。 グ ルー 
プ ウ ェ ア を 使用 し て 共同 作業 を 行う こと を CSCW と いう 。 な お 、 決済 や 契 
約 を 行う た め に 印鑑 擦 印 処理 や 認証 を 行う シス テム も 登場 し て いる 。 
グル ー プ トー タル [group total] 
ある キー 項目 に つい て 整列 し た デー タ を その キー の 値 ご と に 集計 する 処 
理 。 例え ば 、 部 課 単位 や 商品 単位 な どの よう に 部 門別 の 集計 を する よう な 
場合 ひと つの グル ー プ と し て 同じ 性 質 の も の を 集計 し 、 さ ら に すべ て の 
グル ー プ の 合計 を 求め る よう な 処理 の こと 。 例 と し て は 、 売 上 一 覧 表 に お 
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ける 商品 別売 上 金額 の 大 計 、 中 計 、 小 計 を 求め る こと に 相当 する 。 
( 参 ) コ ント ロー ル ブ レ イク 、 グ ルー プイ ン デ ィ ケ ーション 
グル ー プ 分 類 コ ー ド [group classification code] 

分 類 コ ー ド の 一 種 で 、 階 層 構 造 の デー タ を 所 属す る グル ー プ ご と に 分 類 
する コー ド 。 コ ー ド 化 対象 デー タ を 、 大 分 類 、 中 分 類 、 小 分 類 な ど に 分 類 
し 、 コ ー ド の 各 桁 に 対応 させ 、 各 分 類 内 で 一 連 番 号 を つけ る 。 桁 別 分 類 
コー ド 、 ま た は 単に 分 類 コ ー ド と も いう 。 デ ー タ が 多く な る と 桁 数 も 多く 
な る 。 例 えば 、 会 社 な どの 組織 の コー ド を 部 、 課 、 係 な ど に 分 け て 、 そ れ 
ぞ れ に 一 連 番号 を 付け て 用 いる 場合 な ど 。 各 桁 の 数 字 が 1 グループ に 対応 
し 特定 の 意味 を も つ 。 下 位 の 桁 を 切捨て る か 、0 に 置き 換え る と 上 位 の 
コー ド を 得る 10 進 分 類 コ ー ド が 代表 的 。JIS に は 、 産 業 分 類 コ ー ド 、 職 業 
分 類 コ ー ド 、 勘 定 科 目 コ ー ド な ど が ある 。 下 の 例 は JIS の 勘定 科目 コー ド 。 


TTY で YY 


1 1 4 1 ] 7 例 で は 4000 は 流動 負債 ” (大 分 類 コ ー ド ) 





| 犬 AN 中 4100 は 短期 負債 (中 分 類 コー ド ) 
小 4110 は 支払 手形 ( 小 分 類 コー ド ) 
細 41 17 は 子会社 支払 手形 (細分 類 コー ド ) 


4 桁 利用 が 原則 。 下位 桁 を 0 に する と 上 位 コー ド が 得 ら れる 。 


( 参 ) 分 類 コ ー ド 、10 進 分 類 コ ー ド 
グレ イコ ー ド [Gray code] 
整数 を 表現 する た め の ど 進 表 記法 の 一 種 。 連続 する ら つ の 数 の 数 表示 が 
ひと つの 数 字 位置 だ け 異な る 。 例 えば 、 数 O か ら 9 の 数 表示 は 、0000、 
0001、0011、0010、0110、0111、0101、0100、1100、 
1101 で 1 桁 の 交番 コー ド を 表し て いる 。 また アナ ログ か ら デ ィ ジ タル 変 
換 の と き に 誤差 が 小さ べく 、 入 出力 デバ イス に 広く 使用 する 。 
クロ ー ズ ド シ ス テム [closed system] ( 対 ) オ ー プ ン シ ス テム 
クロ ー ズ ド バ ッ チ 処 理 [closed batch processin] 
コン ピュ ー タ の 操作 を 専任 の オペ レー タ に 任せ る バッ チ 処 理 方 式 で 、 
ユー ザ は 処理 し た い デ ー タ や プロ グラ ム 、 処 理 手順 を 一 括 し て オペ レー タ に 
渡し て 処理 を 依頼 、 処 理 後 の デ ー タ や プロ グラ ム を 受け 取る 運用 の 方 式 。 
クロ ス ア セン ブル [cross assemble] ( 関 ) ア セン ブル 
クロ スコ ン パ イラ [cross compiler] 
他 の 計算 機 シ ステ ム で 実行 する た め の オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル を 生成 
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開発 者 ユー ザ 


する プロ グラ ム 。 実行 させ る の と は 異な る 計算 機 で コンパ イル が 可能 な た 
め 、 プ ログ ラム 開発 が 効率 化 で きる 。 特 に クロ スコ ン パ イラ と 区 別して 、 
自 機種 用 コン パイ ラ を さす と き に は セル フ コ ン パイ ラ と いう 。 
群 計数 チェ ッ ク [group check/block check] 
情報 伝送 の 誤り 検出 の た め に ブロ ッ ク 内 の ビッ ト 1 の 数 の 和 を と り 、 そ 
の 下位 6 ビッ ト を 情報 に 付加 する チェ ッ ク 方 式 。 

















RE 
計算 量 [complexity] 
アル ゴリ ズム の 評価 基準 の ひと つ 。 答 え を 得る まで の 計算 に 要する 実行 
命令 数 。 同 じ 答え を 得る な ら 計 算 量 の 少な い ア ル ゴ リ ズム の ほう が よい 。 
計算 の 複雑 さ 、 手 間 と も いう 。 ( 参 ) 時 間 計 算 量 、O 記 法 
継続 行 [continuation line] 
ソー スプ ログ ラム で ステ ー ト メン ト が 1 行 に 書き きれ な いと き 、 引 き 
続き 文字 を 記入 する た め の 次 の 行 。Fortran で は 、 6 けた 目 に 0( ゼ ロ ) 
以外 の 文字 、COBOL で は 、 7 けた 目 に "一 ' を 記入 する と 継続 行 と し て 
扱う 。 
経歴 ファ イル [history file プ historical file] ( 関 ) 更 新 履歴 
桁 [column ノ position] 
① 数 を 表す 記 数 法 で 、 位 取り を 表す 位置 の こと 。( 参 ) 基 数 記 数 法 
ディ スプ レイ 画面 や プリ ンタ 用 紙 に 出力 され る 文字 の 位置 を 表す 単位 。 
左端 か ら 何 字 目 か を 表す 数 字 の こと 。 半 角 の 文字 を 基準 に 数 える 。 全 角 
文字 は 半分 の 文字 数 に な る 。 
桁 上 げ ノ 桁 上 が り [carry] ( 同 ) キ ャ リー 
桁 あ ふれ [overflow] ( 同 ) オ ー バ フロ ー 
桁 送り [shift] ( 同 ) シ フト 
桁 落ち [underflow] ( 同 ) ア ンダ フロ ー 
桁 落ち 誤差 [cancellation error] 
ほとん ど 近 い ら つ の 数 値 の 差 を 計算 する 場合 、 上 位 の 桁 の 相 訂 に よっ て 
有効 数 字 が 減少 し て し まう 。 こ の 誤差 を いう 。 例 えば 、Y500- Y199 
を 求め る 場合 、 直 接 な ら 、 
Y200 一 14.14851356237 (18 析 ) 
ーY199 ーー14.1067359796 (18 桁 ) 
0.0353996441 (98 桁 ) 
この 例 の 場合 は 分 母 の 有理 化 に よっ て 改善 する 。 分 母 、 分 子 に 








(Y800+ 199) を 乗じ る と 、(200-198)(Y8B00+Y199)=1 ン 
8.5488716033=0.035399864406(10 桁 ) 
と な り 、 や や 改善 され る 。 
桁 借り [borrow] ( 同 ) ボ ロー 
合 [join] ( 参 ) 関 係 代数 
合 テ スト [combined test プ joint test] 
関連 する 2 つ 以 上 の プロ グラ ム モ ジュ ー ル を 連結 (結合 ) し て 、 正 し く 動 
作 す る か どう か を テス ト す る こと 。 個 々 の プロ グラ ム が 仕様 書 の 機能 ど お 
り に 動作 する か を 調べ る モジ ュー ル テ ス ト ( 単 体 テ スト ) で 正常 に 動作 し て 
も 、 結 合 し て みて は じ め て エラ ー を 発見 する ケー ス が ある の で 、 モ ジュ ー 
ル の 結合 順序 や 結合 時 期 を 考慮 し な が ら 行う 必要 が ある 。 
決定 表 [decision table] ( 同 ) デ シ ジ ョ ン テ ー ブ ル 
言語 処理 プロ グラ ム [language proceSSor] ( 同 ) 言 語 プ ロ セ ッ サ 
言語 プロ セッ サ [language proceSSor] 
プロ グラ ム 言 語 で 記述 し た プロ グラ ム の 翻訳 や 解釈 、 変 換 な ど を 行う プ 
ログ ラム 。 言語 処理 プロ グラ ム 、 翻 訳 プ ログ ラム と も いう 。 お ある 国 の 言語 
を 別 の 国 の 言語 に 、 あ る プロ グラ ム 言 語 を 別 の プロ グラ ム 言 語 に 翻訳 す 
る 。 ( 類 ) 翻訳 プロ グラ ム 、( 例 ) コ ン パ イラ 、 イ ンタ プリ タ 、 ジ ェ ネ レー 
2Z。 アセ ジジ ジラ 
検査 [check] ( 類 ) チ ェ ッ クシ ステ ム 
検査 の [test] ( 同 ) テ スト 
検索 ①[retrieve] 
デー タベース の 中 か ら 必 要 な 情報 を 体系 的 に 整理 ・ 分 類 し な が ら 引 き 出 
すこ と 。 検 索 項 目 の キ ー に 種々 の 条件 指定 を つけ る こと で 、 特 定 の デー タ 
を 迅速 か つ 正 確 に 再編 成 ある い は 表示 する こと が で きる 。 例え ば 、 商 
用 デー タベース の 情報 検索 シス テム で は 、 キ ー ワ ー ド の 記述 、 条 件 の 指定 
な ど を 対話 的 に 行え る 専用 の コマ ンド 言語 が ある 。 
検索 ②[search ノ find1 
コン ピュ ー タ シス テム の ファ イル 管理 機能 、 デ ー タ ベー スソ フト 、 ワ ー 
プロ ソフ ト の 文字 列 探索 機能 の ひと つ 。 対象 と する 装置 、 デ ィ レ クト リ 
(フォ ル ダ )、 フ ァイル か ら 指 定 し た 文字 列 を 探し 表示 する こと 。 ワイ ルド 
カー ド や 正規 表現 を 使っ た り 、 条 件 式 を 使っ た り し て 検索 で きる ソフ ト が 
増え て いる 。 
検査 プロ グラ ム [check program] 
① シ ステ ム 開 発 で は 、 コ ンピュータ が 正しく 働く か どう か 、 ま た ソフ ト 
ウェ ア が 間違い な く 作 られ て いる か どう か を 確か め る プロ グラ ム 。 
( 参 ) ダ ンプ 、 ト レー ス 








ユー ザ の 分 野 で は 、 コ ンピュータ シス テム の メモ リ 、 デ ィ ス ク の 領域 が 
正しい どう か 、 ま た ソフ トウ ェ ア に ウィ ルス が 潜伏 し て いな いか 、 文 書 
の スペ ル に 間違い が な いか な ど を 確か め る た め の プ ログ ラム の 総称 。 
検査 文字 [check character] ( 同 ) チ ェ ッ クコ ー ド 
原始 デー タ [saurce data] ( 同 ) ソ ー ス デー タ 
原始 プロ グラ ム [source program] ( 同 ) ソ ー ス プロ グラ ム 
検収 [acceptance] 
シス テム の 開発 ・ テ スト が 終了 し 、 開 発 部 門 か ら 利用 ・ 運 用 部 門 に 移行 
で きる と 判断 する こと 、 ま た は 運用 部 門 が シス テム を 受け 入れ る こと 。 
現状 分 析 [system analysis プ status quo analySis] 
シス テム 開発 に 先 だ ち 、 現 行 の シス テム で 情報 が び どの よう に 処理 され て 
いる か を 知る こと を 目的 と し て 行う 調査 。 こ れ に よっ て 、 現 行 の シス テム 
に どの よう な 問題 点 が ある か を 虹 体 的 に 知る こと が で き 、 ま た いろ いろ な 
業務 活動 に つい て も 知る こと が で きる 。 
件 数 検査 [count check] 
入力 デー タ の 重複 や も れ を チェ ッ ク す る た め に 、 原 始 デー タ の 件 数 を 調 
べ る 方 法 。 伝 票 の 枚数 な ど を 人 間 が 数 えて 入力 し 、 い っ ぽう 、 シ ステ ム も 
入力 デー タ の 件 数 を 数 えて 、 双 方 が 一 致す る か どう か を 確か め る 。 
限度 検査 [limit check] ( 同 ) リ ミッ トチ ェ ッ ク 
原票 設計 [Source document desi 互 n] ( 同 ) 帳 票 設計 





語 [word] ( 同 ) ワ ー ド 
子 [child プ member] 

① 木 構造 に お いて 上 位 の 節 を 親 と 呼ぶ とき の 、 下 位 の 節 。 特 に 順序 木 
(ordered tree) は 、 ひ と つの 節 が 子 を いく つも も ち 、 そ の 子 の 間 に 順 
序 関係 が ある 。 

@ 親 子 集合 型 (set type) の デー タベース で 、 相 対 的 に 上 位 の レコ ー ド を 
親 レ コー ド 、 下 位 の も の を 子 レ コー ド と いう 。 階 層 型 の 代表 的 な 
DBMS で ある IMS(IBM) で は 、 親 を ペア レン ト (parent)、 子 を チャ イ 
ルド (child) と いう 。 ま た 、CODASYL の DBTG で は 、 親 を オー ナ 
(owner)、 子 を メン バ (member) と いう 。 

項 ①[item] ( 同 ) 項 目 、( 参 ) デ ー タ 項目 
項 ②[term 1 
演算 の 対象 と な る 変数 や オブ ジェ クト の こと 。 例 えば 、 単 項 演算 子 は 、 





1 つの 項 を も つ 。( 同 ) オ ペラ ンド 
広域 変数 [global variable] 

C の 用 語 で 、 広 域 変 数 と は 、 プ ログ ラム の 実行 中 に 存続 し 、 任 意 の 関数 
か ら 値 が 参照 可能 な 変数 の こと を いう 。 広域 変数 は 、 関 数 の 外 で 宣言 する 
こと に より 作成 され る 。 変 数 の 宣言 は 変数 の 使用 前 な らい つ で も よい が 、 
プロ グラ ム の 当初 で 宣言 する の が 確実 で ある 。 
( 対 ) 局 所 変数 、( 同 ) 大 域 変 数 

公開 か ぎ 暗 号 系 [public-key crypto system] 

暗号 化 方 式 の 一 種 。 暗 号 化 か ぎ と 復 写 か ぎ が 別 で 、 暗 号 化 か ぎの ほう は 
公開 する 方 式 。 暗 号 化 は だ れ で も で きる が 、 復 写 か ざ を 知る 人 し か 復号 で 
き な い 。 こ の 方 式 は 、 閉 め る こと は だ れ で も で きる が 、 開 ける に は か ぎ が 
必要 な 金庫 に 例え る こと が で きる 。 不 特定 多数 の 人 が 限ら れ た 相手 ( 霊 査 
員 な ど ) 以 外 に 見 られ な いよ う 送 信 ( 守 秘 通 信 ) し た いと き 便 利 で ある 。 ま 
た 電子 商取引 (EC) の よう に 確か に 本 人 で ある こと を 証明 (認証 ) す る た め 
に 利用 で きる 。 さ ら に 通信 文 が 改ざん され て いな いこ と の 確認 、 発 信者 に 
よる 発信 行為 の 否認 を 防止 で を る 。 た だ し 、 か ぎの 長 さ が 慣用 暗号 系 ( 共 
通 か ぎ 方 式 ) に 比べ 10 倍 近く 必要 で 、 暗 号 化 速度 、 復 号 速度 も 遅い の が 欠 
点 で ある 。 代 表 的 な 方 式 に RSA 暗 号 、 エ ル ガ マ ル 暗 号 、 ク ラマ ー・ シ ャ ウ 
プ 暗 号 が ある 。 
( 例 )HRSA、PEM、PGP、( 関 ) デ ィ ジ タル 署名 、 認 
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か ぎの 大 き さ の 例 518 ビ ッ ト 
暗号 化 速度 


和夫 の か ぎの 愛人 


高級 言語 [high level language] ( 同 ) 高 水準 言語 
合計 検査 [batch total check プ total check プ sum check] 
入力 に 際 し 、 デ ー タ と その 合計 ( 手 計算 より 得 た 値 ) を 入力 し 、 詩 算 機 側 
で も 入力 し た 値 に より 別途 合計 を 計算 し 、 照 合 す る こと で 、 入 力 の 誤り や 
デー タ の も れ 、 過 不足 な ど を 検出 する 検査 法 。( 参 ) ハ ッシュ 合計 
降順 [descendin order] 
デー タ の ソー ト 処 理 で 、 配 列 や ? や テー ブル な どの 特定 の キー 項目 に つい て 
大 きい 順 か ら 小 さい 順 へ 並 順 序 。 昇 順 の 反対 の 順序 。 逆順 と も いう 。 文 
字 列 の 場合 、Z か ら A へ の 順序 に な る 。 ( 対 ) 昇 順 、( 参 ) ソ ー ト 
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更新 [update] 
すでに ある ファ イル 中 の レコ ー ド の 追加 や 削除 、 変 更 な どの 処理 。 ア ッ 
プ デ ー ト と も いう 。 順 編成 ファ イル で は ファ イル を 読み 込み 、 更 新 対象 と 上 
な る レコ ー ド 内 容 を 書き 換え 、 新 た に ファ イル に 出力 する 。 索引 順 編成 
ファ イル で も 、 順 次 アク セス の 場合 は 順 編成 ファ イル と 同様 、 直 接 ア クセ 
ス の 場合 は キー に より 、 レ コー ド を 読み 込み レコ ー ド 内 容 を 書き 換え る 。 
更新 履歴 [update history] 
更新 は 、 フ ァイル 中 の レコ ー ド の 追加 や 削除 、 レ コー ド 中 の 項目 の 変更 
な ど を 行う こと 。 アッ プ デ イ ト と も いう 。 履歴 は 、 シ ステ ム 稼 働 中 、 ど の 
よう な 処理 を どの 使用 者 が 行い 、 処 理 が ご の よう に 終了 し た か な ど を 記録 
し て お く こ と 。 記録 する ファ イル を 履歴 (経歴 ) フ ァイル (historical file) 
と いう 。 更新 履歴 の 保存 は 、 誤 っ た 処理 、 フ ァイル の 追加 や 脱落 な どの 事 
故に そなえ る 措置 で お る 。 プ ログ ラム や デー タ な どの マス ター ファ イル を 
更新 する 場合 、 更 新 後 も 前 回 、 前 々 回 の ファ イル を 定め た 世代 (また は 定 
め た 期間 ) に わた っ て 保存 する の が 通例 で あり 、 こ うし た ファ イル の 管理 
法 を 世代 交替 法 (generation system) と いう 。 
高 水準 言語 [high level language] 
汎用 プロ グラ ム 言 語 を 大 きく 「 機 械 向き 言語 」 と 「 問 題 向き 言語 ] に 分 けた 
と き の 問 題 向 き 言語 。 機 械 向き 言語 と 違い 、 プ ログ ラミ ング の 容易 な 言語 
で 、 主 と し て C、C 二 十 、Pascal、COBOL、Fortran と いっ た コン パイ 
ラ 言 語 を さす 。 機械 に 密接 し た 言語 で は な く 、 ハ ー ド ウェ ア か ら の 独立 性 
の 高い 、 よ り 人 間 の 思考 に 近い 言語 と 言え る 。 逆 に 機械 向き 言語 は 機械 語 
や アセ ン ブ ラ 言語 の こと を さ し 、 機 械 に 密接 し た 言語 で 、 低 水準 言語 と い 
う 。( 参 ) 問 題 向き 言語 、( 対 ) 機 械 向き 言語 
構成 管理 [configuration manaBment] 
シス テム や ネッ トワ ー ク を 構成 する ハー ド 、 ソ フト の 機能 、 性 能 の 維 
持 、 正 常 な 運用 の 維持 の た め に 資源 を 管理 する こと 。 
合成 コー ド [synthetic code] 
コー ド 化 の 一 技法 で ら つ 以上 の 異な る コー ド 体 系 を 組み 合わ せ て コー ド 
と し た も の 。 表意 コー ド と の 組合 せ が 一 般 に 多い 。 例 えば 、 学 籍 番号 を 表 
す 場合 、 学 部 (表意 コー ド ) 十 入学 年 度 (表意 コー ド ) エ クラ ス ( 表 意 コ ー ド ) 
十 出席 番号 (順番 コー ド ) な どの 複数 の コー ド 体 系 を 用 いる 。 多 目的 利用 は 
可能 で ある が 、 桁 数 が 多く な り が ち で ある 。 
構造 化 設計 [Structured desi 毛 n] 
大 規模 な ソフ トウ ェ ア を 誤り な く 効 率 的 に 開発 する プロ グラ ミン グ 規 範 
と し て 、 ま た 既存 の プロ グラ ム の 保守 に 多く の 時 間 を 費 す 事態 に 対処 する 
た め 、 プ ログ ラム の 内 容 を 把握 し や すく する た め に 考案 し た プロ グラ ム の 








設計 方 法 。 大 規模 な プロ グラ ム 開 発 時 に は 、 プ ログ ラム の 処理 機能 を 分 割 
し 、 モ ジュ ー ル 化す る 。 各 モ ジュ ー ル を さら に 機能 単位 に 分 割 す る な ど し 
て 階層 構造 を も た せる 。 こ の よう な モジ ュー ル 構 成 で プロ グラ ミン グ す る 
手法 を 構造 化 プ ログ ラミ ング と いう 。 
( 関 ) モ ジュ ー ル 、 階 層 構 造 、 段 階 的 詳細 化 、 ト ッ プ ダウ ンプ ログ ラミ ング 
構造 化 チャ ー ト [structured chart] 
アル ゴリ ズム を 図式 的 に 表現 する 図法 。 流 れ 図 の 矢印 (プロ グラ ム 言 語 
で は goto 文 ) が 不要 で ある こと が 望ま し いと し た 構造 化 定理 に 基づい た 図 
法 で ある 。 
構造 化 定理 [Structure theorem] 
計算 機 科 学者 C.Bohm と G.Jacopini が 1966 年 に 発表 し た プロ グラ ム 
の 構造 原理 。 入 り 口 ひと つ 、 出 口 ひ と つの プロ グラ ム は 3 つの 制御 構造 の 
組合 せ で すべ て 表現 で きる こと を 示し た 。 ( 関 ) 基 本 制御 構造 
構造 化 プ ログ ラミ ング [structured programming : SP] 
① 大 規模 な ソフ トウ ェ ア 開 発 に お いて は 、 構 造 化 設計 と 同義 。 
( 同 ) 構 造 化 設計 
⑧ 小 規模 な プロ グラ ム 開 発 、 ま た は モジ ュー ル や サブ プロ グラ ム の 開発 
に お いて も 、 プ ログ ラム の 機能 を 分 割 し 、 制 御 構造 を 明らか に する の が 
望ま し い 。 
⑬ 構造 化 コ ー デ ィング (structured Coding) は 、 手 続き 型 言語 を 使用 し 
て 、93 つ の 構造 で 論理 を 組み 立て 、GOTO 文 を 使わ D ず に プロ グラ ム を 作 
成す る こと 。 基 本 制御 構造 の プロ グラ ム は 、 個 人 差 が 少な く な る た め に 
読み や すく 、 構 造 が 見 や すく 整理 で き て いる た め に 、 検 証し や すく な 
り 、 結 果 的 に 信頼 性 の 高い ソフ ト を 作る こと が で きる 。GO TO 文 が 多 
い プ ログ ラム は 、 論 理 が 複雑 で エラ ー の 原因 に な りや すい 、 ま た 開発 者 
以外 の 人 が 読み と り に くい と いう 欠点 が あっ た 。 ( 参 ) 基 本 制御 構造 
構造 体 [structure] 
デー タ 型 の 異な る 複数 の 値 で 構成 し た デー タ 構 造 。 レ コー ド 型 と も い 
う 。1 つの 名 称 で 参照 で きる 複数 の 変数 の 集合 体 で あり 、 個 々 の 構造 体 の 
要素 (メン 人 バ ) は メモ リ 上 の 連続 し た 領域 に 確保 され る 。 
(1)COBOL で は レコ ー ド と し て 扱い 、 こ の よう な 構造 を も つ 配 列 を 定義 
する こと が で きる 。 
(6) Fortran で は 、 利 用 者 定義 デー タ 型 と し て 新た に 定め られ た 。 
(3)C で は 、 複 数 の 変数 を ひと まとめ に し て 扱う 構造 体 名 で 扱え る 。 構 造 
体 の 要素 と し て 、 再 帰 的 に 自分 自身 を 含む お こと は で き な い が 、 自 分 自 
身 へ の ポイ ンタ を 含 お こと は で きる 。 


























構文 [syntax] 
プロ グラ ム の 形式 的 な 構造 に 関す る 文法 規則 。 特 に コン パイ ラ 言 語 な ど 
の 高 水準 言語 で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 正しく 構成 する た め の 文 法 を 厳 空 請 議 議 還 
に 規定 し て あり 、 誤っ た 文 は 翻訳 する こと が で き な い 。 そこ で 、 コン バイ 靖 還 
ラ の 中 に は 必ず 字句 や 構文 チェ ッ ク (Ssyntax check) の 機能 が ある 。 コ ン ee 
パイ ラ は 、 コ ン パ イル 中 に 翻訳 不可 能 な 誤り を 検出 する と 、 誤 り の 場所 、 
種類 な ど を 出力 する 。 こ れ を コン パイ ル エ ラー メッ セー ジ と いう 。 
構文 解析 [Syntax analysis/parsin] 
① 機 械 翻訳 や 自然 言語 処理 で 、 入 力 し た 文 が どの よう な 文法 構造 に な っ て 
いる か を 分 析 す る こと 。 解 析 法 と し て は 下向き 法 や 上 向き 法 な ど が あ 
り 、 前 者 の 例 は LL(k) 法 が 、 後 者 の 例 は LHR(k) 法 な ど で あ る 。 構文 解析 
プロ グラ ム の こと を parser と いう 。 
ソー スプ ログ ラム の コン パイ ル 時 、 コ ン パ イラ は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 
分 析 す る 。 英 数 字 な どの 識別 子 、 定 数 、 演 算 子 な どの 構文 を 構成 し て い 
る 要素 に 分 解 し た 後 (字句 解析 )、 そ れ ら が どの よう に 組み 合わ さっ て い 
る か を 調べ (構文 解析 )、 オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム を 生成 する 。 コ ン パ イ 
ラ は 通常 構文 解析 と 同時 に 、 あ る い は その 後 、 意 味 解 析 も 行う 。( 参 ) 意 
味 解析 、 字 句 解析 
構文 木 [syntactic treg] 
ソー スプ ログ ラム の 文 や 句 の 構造 を 木 構 造 で 表現 し た も の で 、 木 の 各 節 
点 に は 文法 的 な カテ ゴリ 名 (例え ば 、 演 算 子 名 ) が 与え られ 、 葉 に は 単語 名 
(例え ば 、 変 数 名 や 定数 名 ) が 与え られ 、 根 に は その 字句 列 全 体 の カテ ゴリ 
名 (例え ば 、 代 入 命令 ) が 割り 付け られ る 。 根 を 上 に 、 葉 を 下 に 書く の が 通 
例 で ある 。 代 表 的 な 構文 木 の ひ と つ に 算術 式 の 構造 を 表す 逆 ポ ー ラ ンド 表 
記法 が ある 。 
項目 [item] 
① 広 義 に は 、 デ ー タ 集合 の 構成 要素 の こと 。 単 位 と し て 取り 扱わ れる 一 連 
の 文字 列 、 ま た は 語 の 意味 の 集まり 。 
レコード を 構成 デー タ に 与え る 意味 の こと 。 フ ァイル は レコ ー ド の よう な 
いく つか の 項目 か ら な り 、 さ ら に その レコ ー ド は 他 の 項目 か ら な る 。 それ 
以上 細分 化 で き な い 項目 は 基本 項目 と いい \、 基 本 項目 が 集まっ て で きた 要 
素 は 集団 項目 と いう 。 例 えば 、 日付 デー タ は 年 ・ 月 ・ 日 の 3 つの 項目 の 集 
合 で 、 個 人 デー タ は 氏名 、 生 年 月 日 、 性 別 、 住 所 な どの 項目 か ら な る 。 


基本 項目 




















( 類 ) 変 数 、 フ ィ ー ル ド 、 レ コー ド 、 フ ァイル 
コー ディ ング [coding] 
① 流 れ 図 な ど で 表 し た 論理 的 な 手順 に し た が っ て 、 プ ログ ラム 言語 を 用 い 

て プロ グラ ム を 記述 する こと 。 言 語 が コン パイ ラ 言 語 で あっ て も アセ ン 

ブラ 言語 で あっ て も コー ディ ング と いう 。 ( 類 ) プ ログ ラミ ング 
⑧EDP の 対象 と な る デー タ の 項目 に コー ド 化 を する こと 。 フ ァイル 設計 

の 重要 な 要素 と な る 。( 同 ) コ ー ド 設計 

コー ディ ング シー ト 【coding sheet] 

原始 プロ グラ ム を 作成 する 際 に 用 いる 用 紙 で 、 プ ログ ラム 言語 の 書式 固 
有 の 形式 を 印刷 し た も の 。 プ ログ ラム 開発 に 必要 な 諸 情 報 を 記入 する 欄 を 
設け て ある の が 普通 で ある 。 コ ー デ ィング 用 紙 と も いう 。 

コー ド [code] 
① (情報 交換 用 符号 ) 文 字 デ ー タ の 表現 方 法 を 規定 する あい まい さ の な い 規 

則 や 体系 。( 参 ) コ ー ド 体系 
@⑧ (デー タコ ー ド ) デ ー タ を 識別 する た め に 、 使 用 目的 に 応じ て 、 識 別 、 分 

類 、 あ る い は 配列 する た め に 、 事 象 名 に つけ た 記号 や 略号 。 

( 参 ) コ ー ド 設計 
③( プ ログ ラム の コー ド ) デ ー タ の 所 在 や 命令 の 種類 を ある 形式 に 変換 し た 

も の 。 

コー ド 設 計 [code desin] 

デー タ 処 理 に 際 し て 、 デ ー タ を 識別 、 分 類 、 区 分 、 照 合 、 あ る い は 配列 
を 容易 化 、 効 率 化す る た め に 、 デ ー タ に 一 定 の 基準 を 設け 体系 化 を 図る こ 
と 。 コ ー ド 設計 で いう コー ド と は 、 デ ー タ コー ド の こと で 、 使 用 目的 や 
デー タ 量 に 応じ て 、 事 象 名 に つけ た 符号 で ある 。 こ の 対応 づけ を コー ド 化 
と いう 。 通常 、 次 の よう な 順 で 行う 。 

(1) 処理 すべ き デ ー タ の 選定 (コー ド 化 の 対象 な ど ) 
(2) デー タ の 体系 化 ( 識 別 ・ 分 類 ・ 配 列 ) 
(3) コー ド 化 の 調整 と 決定 (操作 性 ・ 表 示 の わか りや すさ ・ エ ラー 検出 な ど ) 
(4) コー ド の 文書 化 
(5) コー ド の 管理 
コー ド 化 の 方 式 に つい て は 、 順 番 コ ー ド 、 区 分 コー ド 、 分類 コ ー ド 
な ど が ある 。 
コー ド 体 系 [coding scheme] 

人 間 の 扱う 文字 や 色 な どの 情報 と コン ピュ ー タ が 扱う ら 進 符号 列 を 対応 
させ る 体系 。 コ ー ド 化 の 目的 や 特性 な ど を 判断 し 、 コ ー ド の 種類 、 桁 数 な ど 
を 規定 し 、 情 報 を 人 間 お よび コン ピュ ー タ が 処理 し や すい よう に まとめ る 。 
① 情 報 を 符号 で 表現 する 規則 。 例 えば 、JIS 7 単位 符号 、EBCDIC、 シ フ 


ト JIS コ ー ド 、EUC コ ー ド 、UCS コ ー ド な ど が ある 。 
( 参 ) コ ー ド 、 情 報 交換 用 符号 
⑧ 情 報 の 送信 ・ 受 信 に と も な う 符 号 化 方 法 の 規約 。 
コー ド 入 力 [input by codes プ coade input] 
① コ ー ド 化し た 情報 を 、 そ の コー ド で 入力 する こと 。 例 えば 、「 企 画 部 ] を 
00、「 総 務 部 ] を 0 1 と し た と き 、「 企 画 部 ] と 入力 する 代わ り に 00 と 入 
力 す る こと 。 
⑧ 日 本 語 の 文字 入力 を すす る と き 、FEP な どの 辞書 機能 を 使わ ず 、 漢 字 コ ー 
ド (JIS の 区 点 コ ー ド 、 シ フト JIS コ ー ド ) を 直接 入力 する こと 。 特 殊 な 
記号 や 文字 、 辞 書 に 登録 し て いな い 文 字 、 外 字 の 入力 に 使用 する 。 
コー ド 変 換 [code conversion] 
ある コー ド 体 系 の コー ド を 別 の コー ド 体 系 の 同じ 意味 の コー ド に 変換 す 
る こと 。 あ る シス テム が 、 別 の シス テム が 作っ た デー タ を 利用 する と き 、 
デー タ の 体系 が 異な れ ば 、 処 理 の た め に デー タ 形 式 の 変換 が 必要 で ある 。 
デー タ や プロ グラ ム な ど を 共用 する た め に 必要 な 処理 で ある 。 
コー ルド スタ ン バ イ 方 式 [hot stand-by system] 
ら 組 の シス テム を 用 意 し 、 一 方 の シス テム の 障害 発生 時 に 、 別 の シス テ 
ム で 対応 する シス テム 構成 。 信 頼 性 が 厳し く 要求 され る オン ライ ン シ ス テ 
ム で は 、 デ ュ プ レッ クス 構成 に し て シス テム の 障害 時 に も 稼働 し 続け る よ 
うに する 。 し か し 、 即 時 に 切替 える デュ アル 構成 シス テム (ホッ トス タン 
バイ 方 式 ) に 比べ 、 主 系 ダウ ン 時 の 切り 替え に 時 間 が か か る こと か ら 、 
コー ルド スタ ン バ イ 方 式 と いう 。( 対 ) ホ ッ ト ス タン バイ 方 式 
コー ル 語 令 [call instruction] ( 同 ) 呼 出し 命令 
互換 性 [compatibility] 
ある ハー ドウ ェ ア 、 も し く は ソフ トウ ェ ア を 別 の も の と 置き 換え た と 
き 、 オ リ ジ ナ ル の も の と 同等 に 機能 する こと 、 ま た は 、 そ の 度合 を 示す 。 
( 関 ) 移 植 性 
誤差 [error] 
測定 ・ 観測 し た 値 と 真 の 値 と の 差異 。 情 報 処理 の 分 野 で は 計算 し た 値 と 
真 の 値 と の 差 を 誤差 と いう 。 計算 値 な どか ら 真 値 を 代数 的 に 引い た 結果 を 
絶対 誤差 (absolute error) と いい 、 絶 対 誤差 と 真 値 と の 比 を 相対 誤差 
(relative error) と いう 。 計 算 誤差 の 原因 に は 次 の よう な も の が ある 。 
(1 ) デー タ 自 体 の 誤り 。 入力 ミス や 10 進 数 を 進数 に 基数 変換 する 際 に 生 
じ る 誤差 。 
(@) 無限 回 の 計算 を 有限 回 で 打ち 切っ た り 、 ア ンダ フロ ー し た 値 を ゼロ と 
する 際 に 生じ る 誤差 。 ( 同 ) 打 切り 誤差 
(3) 浮動 小数 点数 を 有限 桁 計算 で 行う た め の 誤差 。 








( 同 ) 情 報 落ち 誤差 、 桁 落ち 誤差 
(4) 整数 演算 、 実 数 演算 、 ま た は 単 精度 、 倍 精度 な どの 混用 に よる 丸め の 
誤差 。( 同 ) 丸 め 誤差 
故障 [failure] ( 基 ) 障 害 回 復 、 シ ステ ムダ ウン 
語 長 [word length] 
ワー ド ( 語 ) の 長 さ (ビッ ト 数 ) の こと で 、 中 央 処理 装置 内 で ひと まとめ に 
し て 転送 され る デー タ の 大 き さ の 単位 。 一 般 に ハー ドウ ェ ア に より 決ま 
り 、 固 定 語 長 と いう 。 過 去 に は これ を 変え られ る 機種 も あり 、 可 変 語 長 と 
いう 。( 参 ) ワ ー ド 
固定 長 レ コー ド [fixed length record] ( 関 ) レ コー ド タ イ プ 
コピ ー【copy] 
① 原 典 ( オ リ ジ ナ ル ) の デー タ は その まま 残し て 原典 か ら デ ー タ を 読み 取 
り 、 ほ か の 場所 へ 書き 込む こと 。 書き込ん だ デー タ の 物理 的 な 形 は 原 
典 で の 形 と 異な っ て いて も よい 。 事 故 や 記憶 媒体 の 劣化 に 備え る た め 
に 行う 。 
( 参 ) バ ッ ク ア ッ プ 、 違 法 コ ピー、 ミラ ー リ ング 
@ 文 書 処理 で は 、 指 定 し た 文字 列 や 画像 を 新た な 位置 に 転写 する 機能 。 
個別 応用 ソフ トウ ェ ア [individual applicatinn software] 
アプ リケーション プロ グラ ム の うち 、 利 用 者 が 自分 の 業務 の た め に 作成 
し た プロ グラ ム 。 ま た は 特定 の 業種 向け に 、 コ ンピュータ メー カ や ソフ ト 
ウェ ア 会 社 が 作成 し 、 有 料 で 提供 する プロ グラ ム 。 適 用 業務 プロ グラ ム と 
も いう 。 各 業務 に 固有 の 機能 を も ち 、 業 種 や 業務 が 異な れ ば 、 利 用 で き な 
い 、 利 用 し に くい 点 で 共通 応用 ソフ トウ ェ ア と 異な る 。 
( 関 ) 共 通 応 用 ソフ トウ ェ ア 
コマ ンド [command] 
広義 に は 、 命 令 、 指 令 の こと 。 また その 信号 を 含 お 。 ユ ー ザ が 直接 コン 
ピュ ー タ シス テム や アプ リケーション に 与え る 命令 。 主 と し て キー ボー ド 
か ら 入 力 し た り 、 バ ッ チ プロ グラ ム に 記述 する 命令 を さす 。 
コマ ンド 方 式 [command mode] 
商用 デー タベース シス テム の 利用 形態 。 利 用 者 が 通信 回 線 を 介し て 
DBMS に 働き か け 、 対 話 的 に デー タベース の デー タ を 操作 する 方 式 。 例 え 
ば 、 情 報 検索 シス テム で は キー ワー ド の 記述 、 条 件 の 指定 法 な ど 専 用 の コ 
マン ド 言 語 が ある 。 
コメ ント [comment] 
文書 や プログ ラム 中 に 記述 する 補助 的 な メモ 書き 。 ソ ー ス プロ グラ ム の 
場合 、 コ ン パ イル の 対象 と な ら な い 。 文書 の 場合 は 特に 指定 すれ ば 印字 さ 
れ な い 。 ( 同 ) 注 釈 








コラ ボレー ショ ン 【callaboration system : CS] 
も と は 科学 技術 ネッ トワーク の 用 語 で 、 未 解決 の 大 き な 問 題 を 研究 する 


た め に 多数 の 研究 者 が 協同 し て 利用 する デー タベース や コン ピュ ー タ 資源 講 


を さす 。 転じ て 、 同 様 の 協調 的 な グル ー プ の 作業 を 支援 する シス テム を さ 
す 。 共 有 デ ー タ ベー ス に は 参加 者 が 自分 の 実験 結果 や 考察 、 意 見 な ど を 書 
き 込 み メ ン 人 バ に 公開 し 、 討論 の 場 と も な る 。 
コン カレ ント 処理 [concurrent procesSin 互 ] 
並行 処理 。 あ る 時 間 間隔 内 に 複数 の 動作 を 同時 に 行う 処理 形態 。 CPU 
が 、 処 理 の 遅い プリ ンタ な どの 入出 力 装置 の 動作 終了 を 待た ず に 次 の 命 
令 を 実行 する こと に より 、CPU の 遊休 時 間 を 減ら し 、 シ ステ ム を 効率 よ 
く 利 用 する 。 マル チ プ ロ セ ッ サ シス テム の よう に 複数 の CPU で 同時 に 複 
数 の 命令 を 実行 する 処理 形態 (並列 処理 ) も 含め て コン カレ ント 処理 と い 
う 場合 も わる 。 ( 類 ) 並行 処理 
コン ディ ショ ンコ ー ド [candition code] ( 同 ) 条 件 コー ド 
コン トロ ー ル カウ ンタ [contral counter] ( 同 ) 命 令 ア ドレ スレ ジス タ 
コン トロ ー ル コー ド [contral code] ( 同 ) 機 能 キ ャ ラク タ 
コン トロ ー ル ブレ イク 【control break] 
整列 ずみ の デー タ の 項目 や 内 容 が 変化 し た 状態 を と ら え て 処理 手順 を 変 
える プロ グラ ミン グ 技 法 。 例 えば 成績 処理 で は 、 各 レコ ー ド を 順に 処理 
し 、 ク ラス 、 学 年 な どの キー 項目 に 変化 が 生じ た 時 点 ( 切 れ め = ブレ イク 
ポイ ント ) を 判定 し 、 ク ラス 別 合 計 や 学年 別 合計 を 印字 する よう な 処理 を 
いう 。( 関 ) グ ルー プ ト ー タ ル 、 ブ レイ ク ポ イン ト 
コン バー ジョ ン [conversion] 
変換 する こと 。 移 植 や 翻訳 と 異な り 、 主 と し て 物理 的 、 形 式 的 な 変換 を 
いう 。 
① プ ログ ラム 変換 (program conversion) : ある シス テム (A 機 ) の ソー 
スプ ログ ラム を 別 の シス テム (B 機 ) で も 利用 し た いと き 、A 機 の ソー ス 
プロ グラ ム を B 機 に 適合 する ソー スプ ログ ラム に 変換 する こと 。 一 般 
的 に は 、 ソース プロ グラ ムレ ベル で コン バー ジョ ンプ ログ ラム (プリ プ 
ロ セ ッ サ 、 プ リコ ン パ イラ ) を 用 いて 変換 し 、 コ ン パ イル し 直す こと が 
多い 。 
⑧ メ ディア 変換 (medium conversion) : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ハ ー 
ド デ ィ スク に と いう よう な 記憶 媒体 の 変換 を する こと 。 
③ コ ー ド 変換 (code conversion) : 入力 し た デー タ と 処理 可能 な デー タ 
の コー ド 体 系 が 異な る 場合 、 処 理 の た め に 入力 デー タ を 処理 可能 な デー 
夕 形式 へ 変換 する こと 。 特 に ある 符号 体系 か ら 別 の 符号 体系 に 変換 する 
こと 。 な お 、②@、③⑨③ の 変換 を ファ イル 変換 と も いう 。 





④ 信 号 変換 (signal conversion) : 電気 信号 の 形式 を 変換 する こと 。 例 
えば 、 ア ナ ロ グ 信号 を ディ ジタル 信号 に 変換 し た り 、 直 列 信号 を 並列 
信号 に 変換 する こと 。 
⑯⑤ 型 変換 (type conversion) : デー タ の 型 を 変換 する こと 。 例 えば 、 
整数 型 の 変数 に 実数 型 の 演算 結果 を 代入 する 場合 な ど に 必要 な 変換 。 

( 参 ) 暗 黙 の 型 変換 、 型 

コン バー タ [converter] 

コン バー ジョ ン を 行う ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア 。 
① 記 憶 媒 体 の 変換 に は 、 ハ ー ド ウェ ア に よる 物理 的 コン バー タ を 使う 。 
オペ レー ティ ング シス テム や アプ リケーション に よっ て 記録 の 方 法 が 異 

な る デー タ の 変換 に は 、 ソ フト ウェ ア に よる 論理 的 コン バー タ を 用 い 

る 。 異 な る 日 本 語 ワ ー プ ロ 間 の デー タ を 相互 に 利用 する 場合 や 、 日 本 語 

ワー ブロ で 作成 し た 文書 デー タ を デー タベース な ど で 読 み 込ん で 利用 す 

る 場合 な ども 同様 で ある 。 
⑧ 電 気 信号 の 形式 を 変換 する 機器 。 ア ナ ロ グ 信号 を ディ ジタル 信号 に 変換 

し た り 、 そ の 逆 の 変換 を 行う 機器 な ど が ある 。 

コン パイ ラ [compiler] 

Fortran、COBOL、Pascal、C な どの 高 水準 言語 で 書い て ある ソー 
スプ ログ ラム を 機械 語 に 翻訳 する プロ グラ ム 。 コ ン パ イラ は 、 そ れ ぞ れ 
の 機械 に 固有 の も の を 開発 し 、 メ ー カ 、 あ る い は 言語 開発 者 が ユー ザ に 
提供 する の が 普通 で ある 。 そ の 種類 や 機能 は 多種 多様 で 、 さ ま ざ ま な 分 
類 が で きる 。 

(1) プロ グラ ム の 実行 に 必要 な サブ ルー チン や 副 プ ログ ラム を まとめ て 、 
一 度 に コン パイ ル す る も の を 一 括 コ ン パ イラ と いう 。 こ れ に 対し 、 大 
な プロ グラ ム を モジ ュー ル 上 単位 に 分 け て コン パイ ル し 、 後 か ら リ ン 
ク す る も の を 分 割 コ ン パ イラ と いう 。 前 者 は コン パイ ル 時 に プロ グラ 
ム 間 の 不 整 合 を 検出 で きる 良さ が あり 、 後 者 は あめ る モジ ュー ル を プロ 
グラ ム の ライ ブラ リ と し て 活用 で きる 良さ が ある 。 

前 者 の 例 に Pascal コ ン パ イラ 、C コ ン パ イラ 、C 二 十 コ ン パ イラ 、 後 
者 の 例 に Fortran コ ン パ イラ や COBOL コ ン パ イラ が ある 。 

(②) 実行 用 コン ピュ ー タ と は 異な る 機種 の コン ピュ ー タ 上 で 、 実行 用 コン 
ピュ ー タ の 機械 語 コ ー ド を 生成 する も の を クロ スコ ン パ イラ と いう 。 
これ に 対し 、 自 機種 で 実行 する 機械 語 コ ー ド を 生成 する も の を セル フ 
コン パイ ラ と いう 。 

(3) コン パイ ル の 過程 で 、 中 間 的 な コー ド を 何 回 か 生成 し 、 最 後に オブ 
ジェ クト プロ グラ ム を 生成 する も の を マル チ パ スコ ン パ イラ と いう 。 
これ に 対し 1 回 の パス で 、 ソ ー ス プロ グラ ム か ら オ ブ ジ ェクト プロ グ 

















ラム に 変換 で きる も の を ワン パス コン パイ ラ と いう 。 

(4) 拡張 し た 言語 仕様 で 記述 し た ソー スプ ログ ラム を 標準 仕様 の ソー スプ 
ログ ラム に 変換 する プロ グラ ム を プリ コン パイ ラ 、 ま た は プリ プロ 
セッ サ と いう 。C で は 、 プ リプ ロ セ ッ サ と コン パイ ラ の ら 段 階 か ら 構 
成 さ れ て いる 。 

(5) 通常 の コン パイ ラ よ り コ ン パ イル 工程 が 複雑 で 、 コ ン バ パイル 時 間 は か 
か っ て も 、 実行 時 間 の 短縮 を 重視 する 機械 語 コ ー ド を 生成 する コン パ 
イラ を 特に 最適 化 コ ン パ イラ と いう 。 

(6) エラ ー 検 出 、 自 動 修正 の 機能 を 強化 し た コン パイ ラ を 特に チェ ッ キ ン 
グ コ ン パ イラ と い ,8 





フロ グラ ム 


男 較 引か 











(コン パイ ラ ) ーー ジ エ デ ィ タ 
( 類 ) トラ ンス レー タ 、 プ リプ ロ セ ッ サ 
コン バイ ル [compile] 

プロ グラ ム 言 語 で 記述 し た ソー スプ ログ ラム を 、 コ ンピュータ が 実行 で 
きる 機械 語 コ ー ド (オブ ジェ クト プロ グラ ム ) に 変換 する 処理 。 翻 訳 と も い 
う 。 こ の 処理 を 行う プロ グラ ム を コン パイ ラ と いう 。 高 水準 言語 で 記述 し 
た ソー スプ ログ ラム と 同等 の 処理 を 行う 機械 語 プ ログ ラム を 作り 出す 過程 
は 複雑 で 、 数 段階 に 分 け て 中 間 的 な コー ド を 作っ て 行う の が 一 般 的 で あ 
る 。 ( 参 ) 翻 訳 プ ログ ラム 、 字 句 解析 、 構 文 解析 、 意 味 解析 


主演 コン パイ ル | 





lexical parsing optimization COd6 assembly オプ ジェ クト 
analysis nalySiS generation 2 ム 


コン ピュ ー タ ウィ ルス [computer virus] 
自己 増殖 能力 と 潜伏 能力 、 感 染 能力 を も ち 、 ネ ットワーク や 記憶 媒体 を 
経由 し て 侵入 し 、 シ ステ ム に 悪影響 を 与え る 悪性 の プロ グラ ム 。 単 に ウィ 
ルス と も いう 。 発見 が 困難 で 、 プ ログ ラム 利用 の た びに 伝染 性 を も つこ と 
か ら 、 ウ ィ ル ス と いう 名 を 比 的 に つけ た 。 ウ ィ ル ス に よる 被害 を や は り 
比 的 に 感染 、 発 病 な ど と いう 。 ウ ィ ル ス を 発見 し 、 無 効 に する アン チ 
ウィ ルス プロ グラ ム を 、 や は り 比 隊 的 に ワク チン と いう 。 

ウィ ルス に は 、 プ ログ ラム ファ イル に 感染 する も の 、 ハ ー ド ディ スク の 











ブー ト セ クタ に 感染 する も の 、 マ クロ プロ グラ ム の 文書 ファ イル に 感染 す 
る も の な ど が あり 、 フ ァイル の 破壊 、 デ ー タ の 改ざん や 盗用 、 仕 様 以外 の 
メッ セー ジ 出 力 や 画面 の 破壊 、 ネ ットワーク 上 に 異常 デー タ の 大 量 送出 な 
ど を 行う 。 
ネッ トワ ー ク シス テム が 複雑 に な る と 感染 経路 の 特定 も 難し く な る 。 比 
較 的 有効 な 対策 は 、 最 新 バ ー ジ ョ ン の ワク チン プロ グラ ム を 定期 的 に 実行 
する こと で ある 。 コ ンピュータ ネッ トワ ー ク で 電子 メー ル を 介し て 感染 す 
る ウィ ルス も 現れ て お り 、 油 断 が で き な い 。 出所 が 不明 な プロ グラ ム は 実 
行 せ ず 、 文 書 は 開か な いで 捨て る の が 賢 明 で ある 。 
コン ピュ ー タ シス テム [computer system] 
狭義 に は 、 中 央 処理 装置 、 主 記憶 装置 、 制 御 装 置 、 入 力 装 置 、 出 力 装置 、 
通信 装置 な ど を も つつ 処 理 装置 の 集まり 。 広義 に は ソフ トウ ェ ア 、 さ ら に コン 
ピュ ー タ 利用 の 目的 で 定め た 規則 や 組織 化し た 人 材 の 集団 まで 含む 。 
コン ポー ネン ト [component] 
構成 要素 の こと 。VSAM 編 成 フ ァイル で は 、 レ コー ド を 記憶 する た め の 
連続 し た 複数 の CA (制御 域 ) を コン ポー ネン ト と 呼ぶ 。ESDS、HRDS で 
は 、 ク ラス タ は デー タコ ン ポ ー ネ ン ト だ け か ら 構 成 さ れ 、KSDS の クラ ス 
タタ は 、 デ ー タ コン ポー ネン ト と イン デック ス ( 索 引 ) コ ン ポ ー ネ ン ト か ら 構 
成 さ れる 。 





サー ビス プロ グラ ム [service pro 到 [am] 

シス テム 運用 や ユー ザ プ ブロ グラ ム の 実行 を 助け る プロ グラ ム 。 シ ステ ム 
の 制御 や 結果 の 生成 に 直接 関係 は も た な い 。 ユー ティ リティ プロ グラ ム 、 
デバ ッ ギ ング エイ ド な ど を 含む お 。( 関 )/ オ ペレ ー テ ィング シス テム 
最 下位 桁 [least significant bit : LSB] ( 同 )LSB 
再帰 [recursive プ recursion] 

問題 を 分 割 統治 の 手法 で 分 割 し た と き 、 分 割 し た 部 分 に 、 同 じ 分 割 統治 
の 手法 を 繰返し 適用 する こと 。 アル ゴリ ズム (関数 、 ま た は 手続 き ) が 再帰 
的 で ある と は 、 そ の 内 容 を 定義 する 際 に 、 自 分 自身 を その 定義 中 で 使用 す 
る こと を いう 。 例え ば 、 サ ブル ー チ ン の 実行 中 に 自分 自身 を サブ ルー チン 
と し て 呼び 出す こと 。 関 数 が 自分 自身 を コー ル す る こと 。 

Fortran、COBOL で は 使え な い が 、PL ン |、Pascal、C で は 使え る 。 サ 
ブル ー チ ン の 再帰 的 な 呼出 し は 数 式 の 構文 解析 や 順列 の 生成 な ど で 有 効 な 
技法 で ある 。 
最上 位 桁 [most siggnificant bit : MSB] ( 同 )LSB 
最上 位 モ ジュ ー ル [main module] 

階層 構造 の 最上 位 の モジ ュー ル 。 具 体 的 に は 、 プ ログ ラム の 起動 に よ 
り 最 初 に 呼び 出さ れる モジ ュー ル 、 プ ログ ラム の 入口 と な る モジ ュー ル 
で ある 。 例 えば 、 カ ウン タ の 初期 化 、 フ ァイル の オー プン と クロ ー ズ 、 
各 機 能 ( モ ジュ ー ル ) の 制御 な どの 処理 は 、 一 般 に 最上 位 モ ジュ ー ル で 行 
う 。 こ れ に 対し 、 呼 び 出 され る モジ ュー ル を 下位 モジ ュー ル 、 従 属 モ 
ジュ ー ル と いう 。 

( 類 ) メ イン プロ グラ ム 、( 対 ) 従 属 モ ジュ ー ル 、( 参 ) セ グ メ ント 
再 使用 可能 プロ グラ ム [reusable program] 

一 度 主 記憶 上 に ロー ド さ れ た 後 は 繰り 返し 実行 で きる ルー チン また は モ 
ジュ ー ル 。 そ の 実行 中 に 自ら の 内 容 を 変更 し な いよ うに 、 あ る い は 実行 中 
に 変更 し た 場合 は 初期 状態 に ち も ど る よう に 作っ て あり 、 再 ロー ド し な いで 
も 使用 で きる 。 実行 中 に 自分 自身 を 修正 、 変 更 し て 終了 する プロ グラ ム 
は 、 再 使用 で きず 、 再 び 原 典 か ら ロ ー ド し な お さ な け れ ば な ら な い 。 こ れ 
ら は 再 使用 不可 能 (不能 ) プロ グラ ム (non-reusable program) と いう 。 

ある タス ク が その ルー チン また は モジ ュー ル を 使い 終わ っ て 初期 化 が す 
め ば 、 別 の タス ク が 再 使用 で きる プロ グラ ム を 逐次 再 使用 可能 プロ グラ ム 
と いう 。 逐次 再 使用 可能 プロ グラ ム で は 初期 状態 に も どる まで は 、 他 の 
スク に 使用 させ な いよ うに 排他 制御 を 行う 必要 が ある 。 

また 実行 中 に 自ら の 内 容 を 変更 せ ず 、 ひ と つの 制御 の 流れ (通常 タス ク 








と いう ) が 抜け 出 な いう ち に 次 の 制御 の 流れ が 入る こと を 許す プロ グラ ム 
を 、 特 に 再 入 可能 プロ グラ ム と いう 。( 参 ) 再 入 可能 プロ グラ ム 
最適 化 [optimization] 
① あ る 系 に つい て 一 定 の 状況 の も と で 可能 な あり 方 の 中 か ら 、 最 も 好ま し 
いも の を 選び 出す こと 。 ある い は 、 最 も 好ま し い 状 態 に な る よう に 系 の 
パラ メタ を 調整 する こと 。 
⑧ バ ハード ディ スク 上 の デー タ の 記録 を 整理 、 再 配置 し て 記憶 可能 な 空き 領 
域 を 増やす ディ スク の 最適 化 は 、 デ フラ グ メ ント と いう 。 
最適 作 コ ン パ イラ [optimizer/optimization compiler] 
処理 スピ ー ド が 速く 、 コ ン パ クト で 能率 の よい オブ ジェ クト プロ グラ ム 
を 生成 する コン パイ ラ 。 与え られ た 原始 プロ グラ ム を 解析 し て 、 処 理 の 重 
複 や 無駄 を 発見 ・ 修 正す る 。 最 適 化 が 行わ れる と 、 デ ー タ が 暗示 的 に 書き 
換え られ た り 、 変 数 を 選択 的 に レジ スタ に 割当 て た り と いう こと が 起こ る 。 
実行 時 間 の 短縮 と 記憶 領域 の 縮小 は 必ず し も 両立 し な い が 、 一 般 に は 実 
行 時 間 の 短縮 を 優先 する 。 現 在 、 主 流 の コン パイ ラ は オプ ショ ン 機 能 と し 
て 最適 化 コ ン パ イル を 具備 し て いる も の が 多い 。 最 適 化 に は プロ グラ ム の 
全般 に また が る グロ ー バ ル ( 大 域 的 ) な 手法 と 、 計 算式 の 変形 な どの ロー カ 
ル ( 局 所 的 ) な 手法 と が ある 。 最適 化 は 生成 し た プロ グラ ム の 実行 時 間 を 短 
縮 す る こと で あり 、 最 適 化 コン パイ ラ の コン パイ ル 時 間 は 普通 の コン パイ 
ラ よ り も 増加 する 。 
サイ トチ ェ ッ ク [sight check] 
入力 し た ソー ス デ ー タ の 正確 さ を 調 べ る た め に 、 ダ ンプ ブ 内 容 を 目 で 見 て 
調べ る デー タチ ェ ッ ク 方 式 。 目 視 検 査 と も いう 。 
サイ トラ イセ ンス [site license プ site licence] 
ひと つの ソフ トウ ェ ア を 企業 内 、 学 校内 な どの 範囲 で 複数 の ユー ザ が 利 
用 する 権利 。 ま た は 、 研 究 や 教育 の 場 に 限り 複数 の 不 特定 利用 者 に 割安 の 
料金 で 使用 許諾 する こと 。 パッ ケー ジ ソ フ ト の 販売 契約 、 課 金 方 法 の 一 形 
態 。 同 - ソ フト ウェ ア を 複数 の コン ピュ ー タ で 利用 する 場合 、 端 末 数 や 最 
大 同時 利用 数 に 制限 され ず 、 決 め ら れ た 男 囲 内 (部 署 、 事 業 所 な ど ) で 無 制 
限 に イン ス トー ル で きる 。 
再 入 可能 プロ グラ ム [reentrable program] 
複数 の プロ グラ ム が 同時 に 使用 で きる よう な 構造 を し て いて 、 繰 り 返 
し 実行 で きる ルー チン また は モジ ュー ル 。 そ の 実行 中 に 自ら の 内 容 を 変更 
し な いた め 、 先 行 の タス ク が 終了 する 前 に 次 の タス ク が 利用 で きる 。 この 
よう な ルー チン や モジ ュー ル を 再 入 可能 プロ グラ ム と いう 。 同時 に 同一 の 
プロ グラ ム を 共用 する こと に より 、 記 憶 領 域 の 節約 や 、 処 理 効率 の 向上 を 
図る こと が で きる 。 実 時 間 処 理 で 多く 用 いる 。 ( 参 ) 再 使用 可能 プロ グラ ム 





再 配置 可能 プロ グラ ム [relocatable pro 到 ram] 

主 記憶 装置 内 の どの 領域 に ロー ド し て も 実行 可能 な プロ グラ ム 。 相対 ア 
ドレ ス を も っ て いて 、 主 記憶 に 格納 する 際 に 絶対 アド レス に 変換 する 。 プ 
ログ ラム を 主 記憶 装置 内 の 任意 の 位置 に 格納 で きる た め 、 主 記憶 空間 の 有 
効 な 使用 が 可能 に な る 。 また 、 主 記憶 空間 を 複数 の 領域 に 分 け 、 複 数 の プ . 
ログ ラム を 記憶 させ る 場合 、 そ の プロ グラ ム は 再 配置 可能 プロ グラ ム で あ 
る こと が 望ま し い 。 

再編 成 [reorganization] 

あら か じ め 確 保 し た ファ イル の 領域 が 効率 的 に 使え な いと き に 、 フ ァ イ 
ル を 作り 直す 処理 。 索引 順次 編成 ファ イル や ネッ トワ ー ク 型 デ ー タ ベー ス 
な ど で 必 要 と な る 。 再 編成 が 必要 な の は 次 の よう な 場合 で ある 。 

(1) 領域 の 無駄 使い に より 、 新 し い レ コー ド を 追加 で き な く な っ た 場合 

() 使用 で き な い 断 片 的 な 記憶 空間 が 増加 し た 場合 

(3) 一 連 の レコ ー ド が 非 連 続 的 な 領域 に 分 布 し アク セス 効率 が 低下 し た 場合 

( 参 ) 索 引 順 次 編成 ガー ベイ ジコ レク ショ ン 、( 類 ) デ ー タ ベー ス 再 構成 
再 利用 技術 [reuse technoloy] 

ソフ トウ ェ ア の 有 再 利用 の た め の 技 術 。 ソ フト ウェ ア 生 産 の 効率 を 高め る 
技術 と し て 注目 され る 。 大 きく 次 の 二 つ の 技術 に 分 けら れる 。 

(1) ソフ トウ ェ ア そ の も の を 再 利用 で きる モジ ュー ル の 形 に し て お き 、 新 
た な ソフ トウ ェ ア に 組 込 む お 。 ソ フト ウェ ア の 開発 量 を 抑制 で きる ( 狭 
義 の 再 利用 技術 ) 。 
(2) ソフ トウ ェ ア を 作る 過程 を 標準 化し 、 自 動 化 で きる ツー ル を 開発 し て 
お く 。 ソ フト ウェ ア の 開発 時 間 を 縮小 で きる (自動 化 技術 )。 
先 入 れ 先 出し [first in first out] ( 同 )FIFO 
作業 領域 [work area] ( 類 ) ワ ー ク エリ ア 
索引 [index] ( 同 ) イ ン デ ックス 
索引 域 index area] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
索引 順次 編成 indexed sequential organization] 

乱 処 理 と 順次 処理 の 両方 を 能率 よく 行え る ファ イル 編成 の 一 方 式 。 フ ァ 
イル 中 の レコ ー ド 内 の ある 項目 を キー と し 、 キ ー の 指定 に よっ て アド レス 
を 決め 、 レ コー ド を 読み 書き する 。 単 に 索引 編成 と も いう 。 すなわち 、 レ 
コー ド を 格納 し た 相対 トラ ッ ク 番 号 と その トラ ッ ク 内 の キー の 最大 値 と を 
イン デック ステ ー ブ ル (索引 ) で 対応 づけ て お く 。 キ ー を 指定 する と その イ 
ン デ ックス テー ブル を 参照 し 、 レ コー ド の 呼出 し を 行う 。 索 引 順 次 編成 
ファ イル を 直接 アク セス 装置 上 に 作る と き は 、 そ の 記憶 領域 を す つ に 分 ける 。 
(1) 基本 デー タ 領 域 ( プ ライ ム 領 域 ) : プラ イム 領域 は デー タレ コー ド と ト 

ラッ ク 索 引 を 含む お 。 こ の 領域 は すべ て の 索引 編成 ファ イル に 存在 す 











る 。 フ ァイル を 作成 する と き は 、 レ コー ド を プラ イム 領域 に 書き 出す 。 



































索引 域 | A B 思 D | E F G ) 
基本 デー タ A B E G _ | H 
領域 =" |wg6 | 
| D | 
| | ] ll 還 |a 放 " 当 = 測 
あぶ れ 域 | 








(2) 索引 域 (イン デック ス 領 域 ) : 実際 の レコ ー ド の 補助 記憶 装置 上 の アド 


レス と レコ ー ド 中 の 項目 と の 対応 を 示す イン デック ス ( 索 引 ) を 記録 す 
る 領域 。 索引 域 に 作ら れる の は この うち 、 シ リン ダ 索 引 と マス タ 索 引 
で ある 。 

シリ ンダ 索引 : 各 シ リン ダ 内 の レコ ー ド の 最大 キー と シリ ンダ 番号 
が 記録 され た 索引 。 ひと つの ファ イル に ひと つ あ り 、 検 索 対象 の レ 
コー ド が どの シリ ンダ に 存在 する か を 特定 する た め に 用 いら れる 。 
・ トラ ッ ク 索 引 : シリ ンダ ご と に 作ら れる 索引 。 シリ ンダ の 各 ト ラッ ク 
に ある レコ ー ド の 最大 の キー の 値 と その トラ ッ ク 番 号 が 記録 され る 。 
マス タ 索 引 : シリ ンダ 索引 の 索引 。 シ リン ダ 索 引 が 大 きく な り 、 検 
索 時 間 を 要する 場合 に 作成 され 、 シ リン ダ 索 引 の トラ ッ ク の 最大 
キー と トラ ッ ク 番 号 が 記録 され る 。 
索引 域 





(3) あふ れ 域 (オー バフ ロー 領域 ) : レコ ー ド を 追加 する た め に 、 あ ら か じ 


め 奈 分 に 確保 し た 領域 。 レ コー ド の 追加 が あっ て も 全 フ ァイル を 書き 

直す 必要 は な く な る 。 あ ぶれ 域 に は 、 各 シリ ンダ ご と の シリ ンダ あ 必 

れ 域 と 、 ど の 場所 か ら で も 利用 で きる 独立 あふ れ 域 と が ある 。 あふ れ 

域 に 多数 の デー タ が 入っ た 場合 は 能率 が 下がる の で 、 フ ァイル 本 体 を 

作り 直し た ほう が よい 。 

・ シリ ンダ あぶ ふれ 域 : 索引 順次 編成 ファ イル の オー バフ ロー 領域 ( あ 
ぶれ 域 ) の うち 、 各 シリ ンダ ご と の シリ ンダ あぶ ふれ 域 。 つ まり 、 そ 
の シリ ンダ 内 の トラ ッ ク か ら あ ふれ た レコ ー ド を 収容 する 。 な お 、 
特に シリ ンダ あふれ 域 を 設け ず 、 独 立 あふ れ 域 の み を 設け て 、 あ 
れ た すべ て の レコ ー ド を そこ に 収容 する 場合 も ある 。 

*・ 独立 あふ れ 域 : 各 シ リン ダ の シリ ンダ あ 記 れ 域 か ら も は み 出 し た レ 
コー ド を 収容 する あふ れ 域 。 


( 関 ) 再 編成 
索引 ファ イル [indexed file プ indexed organization file] 
磁気 ディ スク 装置 や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に 作成 で きる ファ イル 。 キ ー 
項目 の 昇順 に 呼び 出す 順 呼 出し と 、 乱 呼出 し の 双方 が 可能 で ある 。 キ ー 項 
目 に つい て レコ ー ド を 記憶 し て いる 場所 を 示す 索引 が 設定 され 、 呼 出し を 
行う と き に これ を 参照 する 。 な お 、 順 ファ イル に 比べ る と 大 き な 記 憶 領 域 
を 必要 と する 。 
削除 [delete プ deletion ノ erase] 
① 広 義 に は 媒体 内 の ファ イル や ファ イル 内 の レコ ー ド を 使用 で き な く する 
操作 。 誤っ て 削除 し た デー タ を 再度 使用 可能 に する こと を 復活 (また は 回 
復 ) と いう 。0S や アプ リケーション ソフ ト に よっ て 、 二 つの 場合 が ある 。 
(1) 物理 的 (電子 的 ) に デー タ 領 域 を 無 意味 な 文字 ( 空 デ ー タ ) で 書き 換え 
る 場合 、 特 に 消去 、 抹 消 (erase) と も いう 。 消去 し た 領域 に は 、 別 
の デー タ を 記憶 させ る こと が で きる 。EP-HOM で は 強い 紫外 線 に さ 
ら す こと で 記憶 を 消去 する 。 磁気 記憶 媒体 で は 、 ス ペー スコ ー ド に 
置き 換え る 場合 と 、 バ ルク イレ ー サ と いう 機械 で 完全 に 磁気 記録 を 
無く し て し まう 方 法 と が ある 。 
(2) デー タ 領 域 が 空き 領域 に な っ た と いう 情報 を 別に 書き 込ん で 削除 し 
た こと に する 場合 が あり 、 こ の 場合 は 、 デ ー タ 領域 に 別 の デー タ が 
オー バラ イト され る まで は 、 ア ンド ゥ コマ ンド や アン デリ ー ト コマ 
ンド な ど で 復 活 で きる こと が ある 。 
@ 文 書 処理 で は 、 指定 し た 行 や 文字 列 を 消す 操作 。 空 白 文字 で 埋め る 場合 
と 後ろ の 文字 列 で 詰め る 場合 が ある 。( 対 ) 挿 入 
サブ シス テム [subsystem] 
大 き な 統 一 的 な シス テム の 一 部 分 の 機能 を 分 担 す る シス テム 。 大 きく 複 
雑 な 機械 で も 、 い くつ か の 機能 を も つ 部 分 か ら 構 成 さ れる よう に 、 コ ン 
ピュ ー タ シス テム も より 小さ な 複数 の シス テム か ら 構 成す る こと が で き 
る 。 そ の 小さ な シス テム も さら に 小さ な シス テム の 集合 と と ら え る こと が 
で きる 。 こ の よう な 階層 的 な 見 方 で 、 上 位 の シス テム か ら 下 位 の シス テム 
を 見 る と き 、 サ ブシ ステ ム と いう 。 
サブ スキ ー マ [subschema] 
CODASYL 型 デー タベース を 応用 プロ グラ ム か ら 見 た と き の 、 処 理 すべ 
き デ ー タ お よび その 論理 構造 。 応用 プロ グラ ム か ら デ ー タ 操作 の 呼出 し 定義 
時 に 指定 (記述 ) す る 。 サブ スキ ー マ で 言語 に より 、 使 用 可能 な デー タベース の 
部 分 の 論理 的 な 構造 、 レ コー ド の 使用 可能 な 構成 要素 、 親 子 関係 の 使用 可能 
な 型 を 定義 むせ する 。 サブ スキ ー マ が 応用 ブ プログ ラム か ら 扱 える デー タ を 制限 す 
る た め 、 デ ー タ の 機密 保護 が 確保 で きる 。( 関 ) ス キー マ 、 デ ー タ ベー ス 





サブ ディ レク トリ [subdirectory] 
MS-DOS や UNIX 系 0S な どの 階層 構造 の ファ イル 管理 シス テム で 、 お あ 
る ディ レク トリ の すぐ 下位 に ある すべ て の ディ レク トリ 。 分 岐 デ ィ レ クト 
り と も いう 。 サブ ディ レク トリ は 、 さ ら に その 下位 に 複数 の サブ ディ レク 
トリ を も つこ と が で きる 。 こ れ ら は 独立 の ディ レク トリ 名 を も つこ と が で 
き 、 数 多く の ファ イル の グル ー プ 化 に 利用 する 。 
サブ メニ ュー[submenu] 
階層 構造 を も つ メ ニュ ー 選 択 法 の ひと つ 。 ある メニ ュー の すぐ 下位 に あ 
る メ 三 ユー。 
サブ ルー チン [subroutine] 
① プ ログ ラム の 論理 的 に まとまっ た 機能 部 分 で 、 必 要 な 箇所 で 呼び 出し て 
使用 する ルー チン 。 処 理 の 流れ の 中 で 共通 機能 を 多数 回 利用 する 場合 、 
その 機能 を サブ ルー チン に する こと が 望ま し い 。 プ ログ ラム の 記憶 域 、 
作成 時 間 、 労 力 が 節約 で きる た め 頻 繁 に 利用 する 手法 で ある 。 
⑥⑧ プ ログ ラム の 中 で サブ ルー チン コー ル で 呼び 出さ れる プロ グラ ム 部 分 。 
サブ ルー チン は その 性 格 か ら 、(1) 開 いた サブ ルー チン と (8) 閉じ た サ 
ブル ー チ ン の 2 通り に 大 別 で きる 。 
( 関 ) 開 いた サブ ルー チン 、 閉 じ た サ ブル ー チ ン 
サブ ルー チン コー ル [subroutine call] 
プロ グラ ム か ら サ ブル ー チ ン を 呼び 出す こと 、 ま た は その た め の 命 令 や 
文 。 サ ブル ー チ ン は 複数 の プロ グラ ム か ら 何 回 で も 呼び 出す こと が で きる 
の で 、 シ ステ ム の 機能 分 割 に 活用 で きる 。 また 、 プ ログ ラム 言語 に 依存 せ 
ず 、 他 の プロ グラ ム か ら 呼 び 出し て 利用 で きる も の も ある 。 
サブ ルー チン 副 プ ログ ラム [subroutine subproram] 
Fortran の 用 語 。 SUBHOUTINE ス テー トメ ント か ら 始 まる 外部 サブ ルー 
チン 。CALL 文 に よっ て 呼び 出し 、 呼 び 出 し た プロ グラ ム の 約 に 値 を 返す 。 
サポ ー ト [support/user Support] 
① 維 持 す る こと 。 コン ピュ ー タ シス テム な ど に お いて 、 高 度 な 専門 知識 を 
必要 と する ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア を 維持 、 保 守 す る 体制 。 
(1) 企業 シス テム で は 、 開 発 部 門 、 開 発 会 社 が ユー ザ 部 門 の 教育 、 指 
導 、 保 守 、 リ カバ リ な ど に 当たる ケー ス が ある 。 
(2) パ ソコ ン シ ス テム で は 、 ハ ー ド ・ ソ フト メー カ の 専任 の アド バイ ザ 
が ユー ザ へ の 助言 や アフ タ サ ービス に 当たる ケー ス が ある 。 サ ポー 
ト は その 内 容 に よっ て 無料 と 有料 の 場合 が ある 。 その 窓口 を サポ ー 
ト セ ンタ と いう 。 
ある ソフ トウ ェ ア 製 品 が 別 の ソフ トウ ェ ア と 双 盾 な く 共 存 で きた り 、 機 
能 を 提供 で きる こと 。 例え ば 、 ア ドイ ン ソ フト 、 ア ド オ ン ソ フト や 周辺 








機器 の 機能 拡張 ソフ ト [A] が 、 既 存 ソ フト [B] の 機能 を 拡張 する と き 「A 
は B を サポ ー ト する 」 な ど と いう 。 
算術 演算 [arithmetic operation] 
加算 、 減 算 、 乗 算 、 除 算 、 べ き 乗 な どの 演算 。 デ ー タ の 型 に よっ て 、 
定 小数 点 演算 、 浮 動 小数 点 演算 、10 進 演算 な ど が ある 。 論理 洲 算 に 対比 
する 語 。( 関 ) 算 術 演算 子 
算術 演算 子 [arithmetic operator] 
プロ グラ ム 中 や 表 計 算 ソ フト の セル の 計算 式 (算術 式 ) を 書く と き 、 そ の 
式 の 中 で 使う こと が で きる 演算 子 。 式 の 中 に 算術 演算 子 が 複数 ある 場合 
は 、 演 算 子 問 の 優先 順位 と 結合 規則 に 従っ て 演算 する 。 
(1) か っ こ が 多 重 に ある 場合 は 、 内 側 の か っ こ 内 か ら 計 算 する 
(2) か っ こ が な い 場 合 は 、 次 の 順序 で 優先 的 に 計算 する 。 
た だ し 、 同 じ 順 位 の 演算 子 が 並ぶ と き は 左側 か ら 順 に 計算 する 。 
e 単項 演算 子 の 十 、 ま た は 一 (正負 の 符号 反転 ) 
* べき 乗 (* ま * や へ ) 
s *※、 ま た は (乗除 算 ) 
。 十 、 ま た は 一 (加減 算 ) 



































算術 演算 子 意味 例 
(プラ ス ) 加算 A+B、X+ 4 ] 
減算 ムー 日 、Aー 1 
0 符号 反転 ーA て A の 符号 を 反転 する ) 
ン ( 抽 線 ) 除算 則 A ン B、X ン 6 
* ( 量 印 ) 乗算 AB、X*8 
※※ ( 旦 E2 個 ) べき 乗 A ネ ネネ 93、X※※Y | 
算術 シフ ト [arithmetic shift] ( 参 ) シ フト 、 演 算命 令 
参照 [reference] 


① プ ログ ラム で 、 処 理 対象 の 名 前 を 使用 する こと 。 引用 と も いう 。 例 え 
ば 、 変 数 名 や 定数 名 を 式 の 中 で 指定 する こと 、 配 列 要素 の 位置 を 指標 や 
添字 で 指定 する こと 、 プ ログ ラム 中 で 関数 名 を 使用 する こと 。 参照 に よ 
り 、 構 成 要素 を パラ メタ で 一 意 に 指定 し た り 、 同 一 手続 き が 利用 で き 、 
プロ グラ ム を 単純 化 で きる 。 

参照 方 法 に は 、 変 数 名 や 定数 名 な どの 名 前 指定 、 配 列 要素 の 位置 を 指 
標 や 添字 に よる 指定 、 デ ー タ を 代表 する コー ド に よる 指定 な ど が ある 。 
デー タベース や ファ イル 中 の 指定 し た デー タ を 得る こと 。 ア クセ ス と 同義 。 
3 層 ス キー マ 【[three Schema Structure] 
ANSI ン X3 ン SPARC が 提唱 し た 3 層 の スキ ー マ 。 
(1) 概念 スキ ー マ : コン ピュ ー タ や 利用 分 野 な どの こと か ら 離 れ て 、 事 実 
の 表現 と し て の デー タ の 意味 や 関係 の 構造 を 記述 する も の 。 
(2) 外部 スキ ー マ : デー タベース 内 の デー タ を 操作 する 応用 プロ グラ ム ご 








と に 、 デ ー タ の 格納 構造 を 記述 する も の 。 
(3) 内 部 スキ ー マ : 概念 スキ ー マ と 外部 スキ ー マ を 、 コ ンピュータ や 記憶 
生 SRDO 析 0 








1 概念 スキ ー マ 
(スキ ー マ ) 


貴明 天 コース マーボ | 
: 
MI 
が | 
+ 
9 


Fd 和 ば 骨 左 知立 ー ボ | 





、 内 部 スキ ー マ 
特 円 (記憶 スキ ー マ ) 
の 
三文 字 表記 [trigraph sequence] 


C の 用 語 。 キー ボー ド に 対応 する 記号 キー が な く 、 入 力 が で き な い 場合 
に 、 対 応 する 記号 を 表現 する も の 。 記号 3 文字 で 1 文字 を 表現 する こと か 
ら こ の 名 が ある 。 三 文字 表記 は すべ て "?27' と 1 文字 に よっ て 記号 を 表す 。 


ピン 
シー ケン シャ ル ア ク セス [sequential access] ( 同 ) 順 呼出 し 法 
シー ケン シャ ル 処 理 [sequential processin 巨 】 ( 同 ) 順 次 処理 
シー ケン シャ ルフ ァイル [sequential file] ( 同 ) 順 編成 ファ イル 
シー ケン スコ ー ド [sequence code] ( 同 ) 順 番 コ ー ド 
シー ケン スチ ェ ッ ク [sequence check] ( 同 ) 順 番 検査 
シー ムレ ス 化 [aim of seamless] 


企業 内 シス テム で 、 部 門間 で の デー タ の 受け 渡し や 処理 を 連続 的 に ス 
ムー ズ に 行う こと 。 一 般 に 、 部 門 が 異な る と き 生 じ や すい デー タ の 再 入 
力 や 処理 の 分 断 を 抑制 する こと 。 一 連 の 業務 が 多 部 門 に わた る と き 、 
デー タ 処 理 の 流れ の 中 で 部 門 で と に デー タ を 転記 し た り 、 再 入力 し た り 
する 手間 を 要 さ な いよ うに 、 電 子 化 デ ー Pa つっ 

し 、 流 れ を 分 断 さ せな いこ と 、 ま た は 、 デ ー タ 処理 の 流れ を 連続 的 に 行 
うど 

ジェ ネ レ ー タ [generator] 
① あ ら か じ め プ ログ ラム の 骨組 み が で き て お り 、 利 用 者 が 入力 デー タ や 処 
理 結果 の 内 容 と 形式 、 お よび 処理 条件 な ど を 一 定 の 書式 の 各 欄 に 記入 、 


入力 する と 、 自 動 的 に 処理 に 必要 な プロ グラ ム を 作成 し て くれ る ブロ グ 
ラム 。 生 成 プ ログ ラム と も いう 。( 例 )RPG 


ソー スズ オブ ジェ クト 
の 52206 pg レー タム 

















デー タ を 作成 する ユー ティ リティ プロ グラ ム 。 テ ス ト デ ー タ ジェ ネ レ ー 
タタ な ど 。 
シェ ルソー ト [Shell's sort プ diminishing increment Sort] 
内 部 ソー ト の アル ゴリ ズム の ひと つ 。 基本 的 な 考え は 、 挿 入 ソ ー ト が 大 
半 の デー タ が 正 順 で 一 部 デー タ ガ が 乱 順 で ある 場合 に 効率 が よい 性 質 を 利用 
し 、 ま ず 大 ざっ ぱに 整列 し 、 最 後に 挿入 ソー ト で 仕上 げ る 方 式 で ある 。 
配列 中 の デー タ か ら 、 ま すず 一定 間 隔 (例え ば m) ご と に デー タ を と っ て 整 
列 す る 。 こ れ を ずら し な が ら m 回 繰り 返 は ば 、 全 デー タ を m グ ルー プ に 分 
け 整 列 し た こと に な り 、 大 ま か に は 整列 され る 。 間 隔 幅 を 変え て 大 ま か な 
整列 を 繰り 返せ ば 、 整 列 の 状態 に 近づく 。 そ こ で 挿入 ソー ト を 行え ば 、 効 
率 よ く ソ ー ト が 完了 する と いう アル ゴリ ズム で ある 。 実験 的 に は 、 デ ー タ 
量 の 1.25 乗 に 比例 する 平均 計算 量 が 必要 で ある 。 
時 間 計 算 量 [time complexity] 
アル ゴリ ズム の 効率 を 評価 する 目安 の ひと つ で 、 処 理 の 終了 まで に 要 す 
る 実行 時 間 の 長 さ 。 一 般 的 に は ハー ドウ ェ ア の 速度 に 依存 し な い 議 諭 を す 
る た め に 絶対 的 な 時 間 で は な く 、 実行 ステ ッ プ の 回 数 や デー タ が n 倍 に 増 
えた 場合 の ステ ッ プ 数 の 増加 の 割合 で 議論 する 。 同じ アル ゴリ ズム で あっ 
て も 、 入力 し た 値 に よっ て 手間 が 異な る 。 その アル ゴリ ズム に と っ て 最も 
時 間 を 要する 値 を 与え た と き の 計 算 量 を 最大 時 間 計 算 量 (worst case 
time complexity) と いい 、 考 えら れる すべ て の 入力 の 計算 量 の 平均 を 平 
均 時 間 計 算 量 (average time complexity) と いい 、 計 算 量 を 示す 目安 と 
する 。 
磁気 ディ スク [magnetic disk] 








磁性 体 を 両面 に 塗っ た 回 転 円 盤 で 、 そ の 表面 を 磁化 し デー タ を 記憶 する 
媒体 。 高速 回 転 する 磁気 ディ スク に 、 ア クセ ス ア ー ム 、 磁 気 ヘ ッ ド と 組み 
合わ せ て 記憶 を 行わ せる 装置 を 磁気 ディ スク 記 層 装置 と いう 。 

(1 ) 回 転 朋 上 の どの 位置 に で も 直接 デー タ を 記録 する こと が で き 、 ま た 
録 し た デー タ を 読み 出す こと が で きる 。 円 盤 を 同心 円 上 の トラ ッ ク に 
区 分 し 、 さ ら に 放射 状 の セク タ に 区 分 し 、 そ れ ぞ れ に アド レス を つけ 
る 。 こ の た め 、 磁 気 テ ー プ に 比べ 多様 な 処理 が 可能 に な る 。 

(@) 円 毅 の 素材 が 金属 、 ガ ラス な ど 剛 体 で ちる も の を ハー ド デ ィ スク 、 合 
成樹 脂 の 柔らか い 種 類 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ま た は フレ キシ ブル 
ディ スク と いう 。 

磁気 テー プ [magnetic tape : MT] 
プラ スチ ッ ク を ベー ス と し た テー プ に 磁性 材料 を 塗布 し た 記憶 媒体 。 磁 

化 の 方 向 に よっ て デー タ を 記憶 する 。 長い テー ブ を 巻い て 使う た め 順 呼出 

し の み が 可 能 で ある 。 主 と し て バッ クア ッ プ 専用 の 記憶 媒体 と し て 用 い 

る 。 表 面 の 欠陥 、 異 物 の 付着 で 信号 の 誤り (ドロ ッ プ アウ ト ) が 生じ る 欠点 

が ある 。 ケ ー ス に 収納 し た まま 扱え る カー トリ ッ ジ テー ブ が 主流 で あり 、 

主 に 、 大 量 の デー タ 保 存 ( ス トリ ー マ ) と し て 利用 する 。 

識別 子 [identifier : ID] 
広義 に は 、 文 字 や 数 字 を 、 一 意 に 識別 で きる よう に 組み 合わ せ た 文 字 列 。 
① プ ログ ラム 中 で の ファ イル 名 、 変 数 名 、 定 数 名 、 装置 名 、 段落 名 な どの 
名 前 。 そ れ ぞ れ の 範囲 内 で 同一 の 文字 列 で あっ て は な ら な い 。 
デー タ 通 信 で は 、 あ る 機能 、 エ ン テ ィ テ ィ 、 コ ユーザ 、 ホ スト コン ピュ ー 
タ 、 自 端末 と 相手 端末 、 装 置 タ イプ 、 レ ベル な ど を 識別 する た め に 、 そ 
れ ぞ れ 分 類 ご と に 決め た ユニ ー ク な (一 意 の ) 番 号 また は 記号 。 ID( ホ ス 
ト ID、 端 末 ID、 ユ ー ザ ID な ど ) と 呼ぶ 場合 も ある 。 
字 旬 [lexical unit ノ lexical element] 
プロ グラ ム を 構成 する 意味 を も つ 言 語 要素 。 字 人 句 要素 と も いう 。 例 え 
ば 、 予 約 語 、 変 数 、 定 数 、 区 切り 符号 、 演 算 子 、 行 番号 、 識 別 子 、 注 釈 
な ど 。 
字 旬 解析 [lexical analysisparsing] 
翻訳 プロ グラ ム が ソー スプ ログ ラム 中 の 字句 (トー クン ) を 取り 出し 、 分 
析 す る こと 。 変数 や 配列 の 名 前 な ど は 型 や 長 さ な どの 属性 を 判断 し 、 構 文 
解析 の プロ グラ ム に 引き 渡す 。( 参 ) 意 味 解析 、 構 文 解 析 
シグ ナル [signal] 
C の 用 語 で 、 プ ログ ラム で エラ ー が 発生 し た 場合 、 ま た は プロ グラ ム が 
自分 で 明示 的 に 発信 し た と き に 生じ る ブ プログ ラム へ の 宣 込 み の 通知 の こと 。 
プロ グラ ム 側 は シグ ナル の 内 容 に 応じ て 例外 処理 を 行う こと が で きる 。 





( 参 ) 割 込み 
資源 [resource] ( 同 ) シ ステ ム 資 源 
資源 管理 プロ グラ ム [resource mana 巨 Bment pro ェ ram] 
コン ピュ ー タ の シス テム 資源 を 効率 よく 管理 する た め の プ ログ ラム 。 限 
られ た 資源 を 効率 よく 使用 し 、 ス ルー プッ ト の 向上 や コン ピュ ー タ シス テ 
ム 利 用 コス ト の 低減 を 図る 。 コン ピュ ー タ シス テム で 、CPU、 メ モリ や 磁 
気 デ ィ ス ク 記 憶 装 置 等 の 各種 入出 力 装置 を ハー ドウ ェ ア 資 源 、 プ ログ ラム 
等 を ソフ トウ ェ ア 資 源 と いう 。 オペ レー ティ ング シス テム の 役割 の ひと つ 
に これ ら 資 源 の 割当 て や 管理 が ある 。 
自己 解凍 形式 [self-extractin 巨 form] 
実行 可能 な プロ グラ ム を 圧縮 し た ファ イル 形式 の ひと つ 。 実行 コマ ンド 
を 受け る と 自動 的 に ファ イル を 展開 し 、 実行 する プロ グラ ム を 付加 し た も 
の 。 解凍 用 の プロ グラ ム を 利用 する 必要 が な く 、 パ ソコ ン 通 信 な ど で プ ロ 
グラ ム を 授受 する の に 便利 で ある 。 
事後 保守 [corrective maintenance/breakdown maintenancgl 
故障 が 起こ っ た 後 で シス テム を 運用 可能 状態 まで 回 復 する 作業 。 故障 の 
時 間 的 分 布 が 均一 の ア イ テ ム は 、 予 防 保全 が 不可 能 な の で 事後 保守 に な ら 
ざる を 得 な い 。 こ の 場合 、 緊 急性 が 高い の で 、 緊 女 保全 と も いう 。 
四捨五入 hround off] 
数 の 丸め 方 の 一 手法 。 削除 する 数 字 の 最上 位 桁 が その 数 字 位置 ( 桁 ) の 基 
数 の 半数 の 半分 以上 の 値 で ある と き に 限り 、 残 っ た 数 表示 の 部 分 を 、 そ の 
最 下位 数 に 1 を 加え て 必要 な 桁 あ げ を 行う こと 。 
COBOL で は 、COMPUTE C ROUNDED=A プ B と いう よう に 、 受 取 
り 側 デ ー タ 項目 名 の 直後 に 四捨五入 指定 HOUNDED を 使う こと に より 
捨 五 信 で きる 。 ま た Fortran で は NINT、ANINT 関 数 を 使う こと に より 四 
捨 五 人 で きる 。 表 計算 ソフ ト で は 、 表 示 形 式 の 指定 で 行う 。 
( 参 ) 整 数 化 、( 類 ) 丸 め 
シス テム アド ミニ スト レー タ [system administrator] 
情報 シス テム の 利用 者 の 立場 で 、 エ ンド ユー ザコ ン ピ ュ ー テ ィング 
(EUC) の 推進 に 従事 し 、EUC 環 境 の 充実 と ツー ル の 利用 を 推進 する 技術 
者 。 利 用 者 側 に お いて 情報 処理 に 関す る 一 定 の 知識 、 技 術 を も ち 、 部 門 内 
ある い は グル ー プ 内 の 情報 化 を 利用 者 と し て の 立場 か ら 推 進 す る 。 具体 的 
に は 、 以 下 の よ うな 役割 を に な う 。 
(1) エ ンド ユー ザコ ン ピ ュ ー テ ィング の 推進 
(2) 部 門 内 ある い は グル ー プ 内 の 情報 シス テム の 構築 また は その 支援 
(3) 情報 シス テム の 提供 者 側 に 対す る 利用 者 側 の 意見 要望 の 提起 
(4) 情報 シス テム の 運用 と シス テム 利用 環境 の 整備 








シス テム 運用 [system operation] 
ユー ザ に よる シス テム の 稼働 、 シ ステ ム 資 源 の 管理 、 シ ステ ム の 機 
能 、 性 能 を 継続 的 に 維持 する 作業 。 広 義 に は 運用 設計 、 運 用 基準 の 策 
定 、 サ ービス の 提供 を 含む 。 一 般 的 な 運用 管理 は 、 次 の よう な 領域 で 考 
える 。 
(1) 性 能 管理 : 規定 の 処理 能力 の 維持 ・ 性 能 の 測定 や 評価 
(@) 障 害 管理 : 障害 の 監視 ・ 検 知 ・ 原 因 や 影響 の 把握 ・ 回 復 や 保守 
(3) 運 用 管理 : 運用 の 合理 化 や 自動 化 ・ 運 用 経費 の 算出 や 課金 
(34) 機密 管理 : シス テム の 情報 資源 の 悪用 や 盗用 の 防止 
シス テム エン ジニ ア [systems engineer : SE] 
シス テム を 構築 する と き 、 要 求 定義 、 現 行 シ ステ ム の 調査 分 析 、 新 シス 
テム の 概要 設計 、 詳 細 設計 まで の 職務 を 担当 する 技術 者 の 総称 。 要 求 定 
義 の 作成 に 従事 する 人 を シス テム アナ リス ト 、 シ ステ ム 設 計 に 従事 する 
人 を シス テム デザ イナ と 分 ける 場合 も ある 。 通産 省 の 指導 で 作成 し た 高 
度 情報 化 人 材 育成 標準 カリ キュ ラム は 、 さ ら に 専門 分 野 に よっ て 細分 化 
し て いる 。 
シス テム オペ レー タ [system operator] 
① 広 義 に は 、 コ ンピュータ シス テム の 操作 員 。 コ ンピュータ を 起動 し た 
り 、 プ ログ ラム を 実行 し た り 、 媒 体 を 補助 記憶 装置 に セッ ト し た り 、 計 
算 結果 を 取り 出す な どの 作業 を 行う 。 単 に オペ レー タ と も いう 。 
⑨⑥ パ ソコ ン 通 信 の BBS や 電子 会 議 を ホス ト 側 で 運用 、 管 理 す る 人 間 。 オ 
ン ラ イン 会 議 や フォ ー ラ ム の 世話 人 。 略 し て シス オペ 、 ま た は SIG オ ペ 
と も いう 。 シ ス オ ペ は 、 参 加 者 の 募集 、 登 録 、 参 加 者 の 質問 に 対す る 回 
答 、 ボ ー ド の 管理 、 電 子 会 議 の 議長 、 相 互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 円 滑 化 
へ の 誘導 、 コ ンピュータ の 資源 管理 な ど を 行う 。 
シス テム 開発 [system development] 
ユー ザ の 要求 を 把握 し 、 シ ステ ム 設 計 、 プ ログ ラム 設計 、 プ ログ ラム 開 
発 、 シ ステ ム 運 用 まで の 工程 を 管理 し 、 実 現す る こと 。 大 規模 な プロ グラ 
ム 開 発 と 同義 に 用 いる 。 総 合 的 、 広 域 的 に わた る 開発 を さす こと が 多い 。 
( 類 ) プ ログ ラム 開発 、( 類 ) シ ステ ム 訟 計 
シス テム 構成 [system configuration] 
コン ピュ ー タ シス テム で は 、 中 央 処理 装置 、 主 記憶 装置 、 外 部 記憶 装 
置 、 通 信 制 御 装置 な どの 組合 せ を 意味 する 。 
( 例 ) シ ンプ レッ クス 構成 シス テム 、 デ ュ ア ル 構 成 シ ステ ム 、 デ ュ プ レッ ク 
ス 構 成 シ ステ ム 、 タ ン デ ム 結 合 シ ステ ム 
シス テム コー ル [system call] 
① 利 用 者 や シス テム 内 の プロ グラ ム が 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム が 提供 


する サー ビス 機能 を 呼出 すこ と 。 利用 者 は ファ イル アク セス 制御 や プロ 
グラ ム 管 理 な どの 処理 の た め に 、 自 分 で 複雑 な プロ グラ ム を 作成 し な く 
て も シス テム コー ル を 利用 し て 行う こと が で きる 。( 参 )SVC 
⑧UNIX や 08〆 ら の 応用 プロ グラ ム が OS の 機能 を 呼び 出す 関数 。 他 の OS 
で は 、 シ ステ ム サ ブ ルー チン や API(application program interface) 。 


な ど と 呼ぶ 。 入 出力 制御 、 シス テム 管理 、 デ ー タ 管理 、 デ ー タ 通信 な ど ta 


の 機能 を 呼び 出せ る 。 
シス テム 資源 [resource] 
コン ピュ ー タ で 処理 を 行う 際 に 使用 する ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 
の 時 間 や 容量 、 労 力 、 エ ネル ギー、 資 材 等 の 総称 。 オペ レー ティ ング シ 
ステ ム が これ ら の 資源 を 管理 し 、 使 用 可能 な 主 記憶 領域 や 出力 装置 、 磁 
気 デ ィ ス ク 記 憶 装 置 の 残り 容量 等 を オペ レー タ に 示す 。 マ ル チ プ ブロ グラ 
ミン グ シ ステ ム で は 、 こ れ ら の 資源 を 最も 有効 に 利用 すべ く ジ ョ ブ 管 理 
を 行っ て いる 。 
シス テム 設計 [systems desi 巨 n] 
コン ピュ ー タ シス テム の 目的 、 機 能 、 性 能 を 設定 し 、 実現 する た め の 具 
体 的 方 法 を 設計 する こと 。 ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 、 時 間 、 要 員 等 の 
資源 を どう 配分 し 、 構 築 し 、 運 用 する か 、 方 針 を 決定 する 。 シ ステ ム 設 計 
の 手順 は 開発 する シス テム の 特性 や 規模 に よっ て 異な る 。 
基本 的 に は 、 新 シス テム の 目標 の 設定 、 外 部 設計 、 内 部 設計 な ど プ ログ 
ラム 開発 に 先立つ 上 流 工 程 の 基本 計画 、 設 計 作業 を さす 。 


| ラス テム 画 | 電 | ジェクト 央 計画 | 東 | 要 ※ 義 | 


現状 分 析 資源 計画 (予算 . 費 用) ユー ザ 要 件 
概念 計画 開発 時 期 ・ 地 シス テム 機能 
開発 目標 体制 - チ ー ム 編成 入出 力 情 報 
基本 機能 スケ ジュ ー リ ング イン クジ フェ ニス 、 
シス テム 化 計画 書 要求 仕様 書 


シス テム ソフ トウ ェ ア [system software] 
コン ピュ ー タ シス テム の 一 般 の 利用 者 の た め に 、 あ ら か じ め 用 意 し て あ 

る プロ グラ ム の 総和 。 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア は 、 そ の 役割 か ら 次 の 二 種 類 

に 分 類 で きる 。 

(1) 基 本 ソフ トウ ェ ア : 広義 の オペ レー ティ ング シス テム と ほぼ 同義 。 入 
出力 や 実行 制御 、 資 源 を 確保 する 制御 プロ グラ ム 、 コ ン パ イラ な どの 
言語 プロ セッ サ 、 プ ログ ラム 支援 ツー ル や 各種 標準 ソフ トウ ェ ア パ ッ 
ケー ジ な どの ユー ティ リティ プロ グラ ム な ど 

(2) ミド ルウ ェ ア : 応用 ソフ ト に 基本 的 機能 を 提供 する ソフ トウ ェ エア 。 通 
信管 理 、GUI 制 御 、 グ ラフ ィ ッ ク 処 理 プ ログ ラム な ど 

as | 








( 対 ) ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
シス テム ダウ ン [system down] 
ソフ トウ ェ ア の 異常 や ハー ドウ ェ ア の 故障 に より 、 シ ステ ム の 機能 が 予 
期 せ ず 停 止 する こと 。 シ ステ ムダ ウン する と 、 シ ステ ム の サー ビス が 完全 
に 停止 し た り 、 完 全 に 停止 し な く て も サー ビス の 品質 が 極端 に 悪く な る 。 
大 規模 オン ライ ン シ ス テム の シス テム ダウ ン は 社会 に 大 き な 影 響 を 及ぼ 
す 。 そ の た め 、 デ ュ ア ル シ ス テム や デュ プレ ックス 構成 シス テム な ど に 比 
べ 、 さ ら に シス テム ダウ ン の 発生 率 を 大 きく 低下 させ た フォ ルト トレ ラン 
トシ ステ ム に 関心 が 集まっ て いる 。 
シス テム テス ト [system test] 
開発 し た シス テム が 、 総 合 的 に 見 て シス テム 設計 段階 の 目的 、 目 標 を 実現 
し て いる か が 確認 する テス ト 。 総合 テス ト (integrated test) と も いう 。 お も 
な テス ト 項 目 は 、 機 能 テ スト 、 週 負荷 テス ト 、 安 定性 テス ト 、 面 障害 テス 
ト 、 性 能 テ スト な ど で あ り 、 運 用 の 現場 に シス テム が 移行 され た 場合 を 想定 
し て 開発 者 が 行う テス ト で ある 。 オン ライ ン シ ス テム 、 バ ッ チ シス テム の 両 
方 で 構成 され た シス テム で は 、 資 源 の 競合 が 相互 に 影響 を 及ぼ す の で 、 実際 
の 運用 に 肥 し た テス ト が 必要 で ある 。( 参 ) 受 入れ テス ト 、 結 合 テ スト 
シス テム 分 析 [system analysis] 
情報 シス テム の 構築 に 先だって 、 経 営 課題 、 事 業 環境 、 業 務 改 善 策 な ど 
を 考慮 し な が ら 、 シ ステ ム 化 計画 を 検討 する こと 。 現状 分 析 、 要 求 分 析 、 
情報 シス テム の 定義 、 日 程 、 コ スト な どの デー タ か ら 、 シ ステ ム 開 発 計画 
を 練る 工程 。 
シソ ー ラ ス [thesaurus] 
デー タベース 検索 や 文字 列 検索 に 使用 する 類似 語 、 類 義 語 を 整理 し た 辞 
書 の こと 。 シソ ー ラ ス で は キー ワー ド と その 関係 [同義 語 、 類 義 語 、 広 義 
語 、 狭 義 語 、 上 意 語 、 下 意 語 、 反 意 語 、 異 表現 、 関 連語 な ど ] を 規定 し て 
配列 する 。 機 械 翻訳 や 情報 検索 の 分 野 で 、 語 群 の 統一 や 情報 検索 の キー 
ワー ド の 融通 性 と し て 重要 な 概 訪 で あめ る 。 コ ンピュータ で 自然 言語 に よる 
情報 検索 を お こ な う 際 に ユー ザ の 要求 に 該当 する 必要 十分 な 情報 を 得る た 
め に は 、 シ ソー ラス を 参照 し た キー ワー ド を 使っ て 効率 の よい 論理 演算 式 
を 作る 必要 が ある 。 
実 ア ドレ ス [physical address プ real addresg1] 
主 記憶 装置 上 の ア ドレ ス 。 論理 アド レス (仮想 アド レス ) に 対比 し て 使う 
語 。 物理 ア ドレ ス と も いう 。 実 ア ドレ ス で 表す 記憶 装置 を 実 記憶 と よび 、 
論理 アド レス で 表す 記憶 装置 を 仮想 記憶 と いう 。 
大 き な サ イズ の プロ グラ ム や 複数 の プロ グラ ム を 実行 する に は 、 大 き な 
アド レス 空間 を 制御 する CPU と それ に 対応 する 大 容量 の メモ リ が 必要 と な 


る 。 こ の 要求 を 経済 面 か ら 解決 する 方 法 と し て 仮想 記憶 方 式 が ある 。 プ ロ 
グラ ム は 主 記憶 の 容量 や ア ドレ ス に 無関係 な 大 き な 仮想 記憶 内 で 作り 、 実 
行 時 に は じ め て 主 記憶 に 移し 、 実際 の 演算 を 行う 。 仮 想 記憶 上 の 論理 アド 
レス を 参照 する と 、 動 的 アド レス 変換 機構 が アド レス 変換 テー ブル に より 
実 記憶 装置 上 の 実 ア ドレ ス に 変換 する 。 
( 関 ) 仮 想 記憶 、( 類 ) 実 効 ア ドレス 
実 記憶 装置 [real storage] 
仮想 記憶 シス テム に お ける 主 記憶 装置 の こと 。 物 理 的 に は 、 実 記憶 装置 と 
主 記憶 装置 と は 同一 で ある 。 し か し 概念 的 に は 、 実 記憶 装置 は 仮想 記憶 シス 
テム の 利用 者 に と っ て 利用 可能 な アド レス 領域 の 部 分 だ け を 意味 する 。 
( 参 ) 仮 想 記憶 
実行 [execution] 
① コ ンピュータ シス テム に よっ て 一 連 の コマ ンド 、 ま た は プロ グラ ム 中 の 
複数 の 命令 や 文 を 自動 的 に 遂行 する 処理 。 広く 、 コ マン ド を 解釈 し て 処 
理 す る こと か ら 、 プ ログ ラム に よる 処理 結果 を 得る こと まで 含む 。 
⑧GUI 環 境 で は 、 指 定 し た 処理 を 行う コマ ンド 、 ま た は アイ コン 。 文字 列 
の 一 括 変換 ・ 削 除 な ど 処 理 の 対象 に 重大 な 影響 を 与え る 操作 、 多 く の パ 
ラメ タ を 指定 し た 後に 初め て 実行 で きる 処理 に お いて は 、 ユ ー ザ の 操作 
ミス を 警戒 し て 指定 を 即時 に 実行 せ す 、 再 確認 を 求め る 場合 が 多い 。 実 
行 コ マン ド ・ 実 行 ボ タン の 入力 が あめ っ て か ら 処 理 を 行う 。 
実効 アド レス [effective address] 
イン デック ス ア ドレ ス 指 定 や 間接 アド レス 指定 な どの アド レス 指定 を 
行っ た あと の アド レス の こと 。 有 効 ア ドレ ス と も いう 。 主 記憶 装置 の 実 ア 
ドレ ス と し て 、 そ の まま 実際 の 記憶 場所 に 対応 し て 使用 する 場合 と 、 仮 想 
記憶 の よう に 実 ア ドレ ス を 論理 アド レス と し て 、 さ ら に 補助 記憶 装置 を 含 
め た アド レス 空間 に 対応 させ る 場合 が ある 。 
実行 可能 プロ グラ ム [executable program ノ execute file] 
コン パイ ル 、 リ ンク を 行い 、 コ ンピュータ を 動作 させ る 準備 が すべ て 完 
了 し た プロ グラ ム 。 ロ ー ド モジ ュー ル は これ に 相当 する 。 
実行 サイ クル [execution cycle] 
逐次 制御 計算 機 で 、 命 令 デ コー ダ が 命令 を 解読 し て か ら 、 処 理 に 必要 な 
制御 信号 を 発し 、 処 理 指 示 を 記憶 し 実行 を 完了 する まで の 段階 。 命 令 実行 
段階 と も いう 。( 参 ) 命 令 サ イク ル 
実行 文 [executable statement] 
プロ グラ ム の 主要 な 構成 要素 で 、 デ ー タ に 一 定 の 処理 を 施し た り 、 実行 
順序 を 制御 する 文 。 前 者 に は 、 代 入 文 、 入 出力 文 な ど が あり 、 後 者 に は 、 
繰返し 文 、 条 件 文 な ど が ある 。 ( 対 ) 非 実行 文 





実 時 間 処 理 [real time procesSin 巨 ]】 ( 同 ) リ アル タイ ム 処 理 
10 進 分 類 コ ー ド [decimal classification code] 
10 進 数 を 用 いる グル ー プ 分 類 コ ー ド 。 あ る 集合 の 要素 を 10 個 以下 の グ 
ルー プ に 分 類 し 、 さ ら に 各 グ ルー プ ブ 内 の 集合 の 要素 を 10 個 以下 の グル ー 
プ に 分 類 し 、 各 桁 に 数 字 を 与え る こと を 繰り 返す コー ド 化 技法 。 代表 的 な 例 
に は 図書 分 類 の NDC が ある 。 下 位 の 桁 を 増やす こと で 細分 化 が 可能 で ある 。 
( 例 )NDC で は コン ピュ ー タ 文献 を 549.92 に 分 類する 。 
500 工学 
540 電気 工学 
549 電子 工学 
549.9 電子 装置 の 応用 
549.92 電子 計算 機 
実 引数 [argument] ( 関 ) 引 数 
シノ ニム [synonyml] 
直接 編成 ファ イル で ファ イル 中 の 欠番 キー が 多く 、 直 接 ア ドレ ス に よる 
方 法 が 不向き な 場合 、 ア ドレ ス 生 成 法 ( 除 算法 、 数 字 分 析 法 、 重 ね 合わ せ 
法 、 基 数 変換 法 等 ) の ハッ シュ 関数 を 用 いて 実際 に 格納 する アド レス の 範 
囲 を 圧縮 する 。 こ の と き 複 数 の レコ ー ド の 異な っ た キー を 同一 の アド レス 
に 変換 し て し まう こと が あり 、 こ れ を シノ ニム と いう 。 
キー 項目 を 変換 し て 得 た アド レス (本 来 の アド レス ) を ホー ム ア ド レス と 
いい 、 こ こ に 入る レコ ー ド を ホー ムレ コー ド と いう 。 ホ ー ム アド レス を す 
で に 他 の レコ ー ド が 占め て いる と き 、 シ ノニ ムレ コー ド ( あ ふれ た レコ ー 
ド ) を 格納 する アド レス を シノ ニム アド レス と いう 。 
( 参 ) ハ ッ シ ン グ 、 直 接 ア ドレ ス 方 式 
指標 index] ( 同 ) イ ン デ ックス 、 索 引 、 添 字 
シフ ト [shift] ( 参 ) シ フト 演算 命令 
シフ ト JIS コ ー ド [shift JIS code] 
パソ コン な ど 小 型 コン ピュ ー タ の OS で 使用 する 漢字 コー ド の 一 体系 。 
本 来 の JIS 漢 字 コ ー ド 体系 の 要求 する 漢字 シフ トコ ー ド を 使用 し な いで す 
お よう 改良 し た 業界 標準 の 漢字 コー ド 。 JIS コ ー ド で は 、1 バ イト 系 の 文 
字 ( 半 角 文 字 ) と ら バ イト 系 の 文字 (全角 文字 ) が 混在 し て いる 場合 、 そ れ ら 
の 区 別 を つけ る た め に エス ケー プ コ ー ド の KI と KO が 必要 で ある 。 
シフ ト JIS コ ー ド は 漢字 1 バイ ト め を 1 バイト コード と 重複 し な い 空き 
コー ド ( 末 定義 部 分 ) を 使用 し て いる た め 、 あ る 1 バイ ト を 見 れ ば 漢字 か 漢 
字 で な いか の 区 別 が つく 。 こ れ に より KI、KO コ ー ド を 不要 と し た 。 た だ 
し 、 シ フト JIS コ ー ド は 日 本 の パソ コン の ロー カル な コー ド 体 系 で あり 、 国 
際 標 準 の コー ド で は な い 。 空 き コ ー ド を 別 の 意味 (周辺 機器 の 制御 コー ド な 








ど ) に 使っ て いる 装置 と は その まま で は 共存 で を き ない な どの 問題 が あめ る 。 
シフ ト 演 算命 令 [shift instructian] 
汎用 レジ スタ (GR) に お いて 、 語 の 中 の ビッ ト を 指定 し た 桁 だ けず ら す 
命令 。 シ フト 方 向 で 右 シ フト 、 左 シフ ト と が あり 、 ま た 、 符 号 ビ ッ ト の 扱 
い の 差 で 論理 シフ ト 、 算 術 シ フト に 分 か れる 。 こ の 他 、 循 環 シ フト 命令 な 
ど が ある 。 
(1) 人 算術 シフ ト (arithmetic shift) 
符号 部 分 (MSB) を 除い て 行わ れる シフ ト 演 算 。 シ フト に より 空い 
た 部 分 に は 、 左 シフ ト の と き は 0 が 、 右 シフ ト の と き に は MSB と 同じ 
値 が セッ ト さ れる 。1] ビッ ト 算 術 左 シフ ト す る と 、GR の 数 値 が ら 倍 に 
な る 。 た だ 、 符 号 ビ ッ ト と 、 シ フト で 外 に 出る ビッ ト の ら 進 数 字 が 同 
じ で な いと 、 オ ー バ フロ ー に より 、 ら 倍 に な ら な い 。 逆 に 1 ビッ ト 算 
術 右 シフ ト す る と 、GH の 数 値 は ら 分 の 1 に な る 。 オー バフ ロー は 起き 
な い が 、 右 端 か ら 外 に 出 た ビッ ト は 無視 され 、 切 り 捨 て られ る 。 
(2) 論理 シ フト (logical shift) 
符号 部 分 を 含め て 行う シフ ト 演 算 。 シ フト に より 空い た 部 分 に は 、 
左 、 右 シフ ト と も 0 が セッ ト さ れる 。 シ フト の 結果 に より フラ グレ ジ 
スタ (FR) を 設定 する 。 
論理 シフ ト 命令 は 、 乗 除算 の 計算 に も 使え る が 、 左 シフ ト の 時 の 
オー バフ ロー、 右 シフ ト の 時 の 切捨て に 注意 が 必要 。 ま た 任意 の ビッ 
ト デ ー タ の 抽出 や 条件 分 岐 命令 と の 併用 で 、 特 定 の ビッ ト の 1 か 0 か 
の 判定 等 に も 使う 。 
(3) 巡回 (循環 ) シ フト (cyclic shift) 
上 位 桁 と 下位 桁 を 入れ 換え る シフ ト 演 算 。 シ フト に より 空い た 部 分 
に は み 出 し た 部 分 の ビッ ト を セッ ト す る 。 
シミ ュ レ ー タ [simulator] 
物理 的 な 現象 また は 抽象 的 な シス テム の ふる まい を モデ ル 化 し 、 模 擬 実 験 
を 行う た め の ハ ー ド ウェ ア ま た は ソフ トウ ェ ア の シス テム 。 実機 を 用 いな い 
シミ ュ レ ー タ の 例 に は 、 自 動車 を 破壊 する こと な く 衝 突 時 の 安全 性 を 検証 し 
た り 、 宇宙 飛行 士 や 航空 機 パ イロ ッ ト の 養成 訓練 に 使用 する トレ ー ナ な ど が 
ある 。 株価 の 変動 の よう な 経済 予測 に も 用 いる の も シミ ュ レ ー タ で ある 。 
また パソ コン で は シミ ュ レ ーション ゲー ム を さ し 、 飛 行 機 の 操縦 を 疑似 
体験 する フラ イト シミ ュ レ ー タ や 、 政 策 を 決定 し な が ら 都 市 を 構築 し た 
り 、 水 槽 に 熱帯 魚 を 飼育 し て いく ゲー ム な ど が ある 。 
ジャ ー ナ ル ロ グ [journal Io] 
コン ピュ ー タ シス テム の 動作 、 状 態 、 操 作 状 況 な どの 時 間 的 推移 の 記 
録 。 オンライン シス テム な ど で 、 ど の よう な 状態 で シス テム が ダウ ン し て 








も 回 復 で きる よう に 、 処 理 途中 の ファ イル や デー タベース の 更新 情報 を 記 
録 し て お く フ ァイル 。 シ ステ ム の 乏 働 統計 を と る と き な ど に も 利用 する 。 
定期 的 に と る 稼働 記録 を ジャ ー ナ ル (journal)、 ロ グフ ァイル (log file) と 
いい 、 こ れ ら の 記録 を と る こと を ロギング (logging) と いう 。 ト ラン ザク 
ショ ン 処 理 で は 、 ジ ャ ー ナ ル の 採取 は 必須 で ある 。 

射影 [projection] ( 関 ) 関 係 代数 

ジャ クソ ン 法 [Jacksnn structured programming] 
1970 年 代 半 ば に Michael Jackson に よっ て 提案 され た デー タ 構 造 
と 処理 構造 の 図式 的 表現 法 。 デ ー タ 構造 か ら プ ログ ラム 構造 (処理 構造 ) 
が 決ま る と し て いる 点 で 、 デ ー タ 本 位 の 構造 化 手法 で ある 。 こ の た め に 
4 つの 基本 図式 を 用 い 、 入 力 デ ー タ と 出力 デー タ の 構造 を 書き 、 こ の 関 
係 か ら プ ログ ラム 構造 を 書く 。 こ の 際 に 用 いる ダイ アグ ラム を ジャ クソ 
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ン 図 と いう 。 
つう 請 プロ グラ ム 構 造 表 現 
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ジャ ンプ [jump プ GOTO] ( 同 ) 飛 越し 
集合 演算 [set operation] 

関係 デー タベース の 二 つ 以 上 の 表 に 対す る 操作 は 、 演 算 と し て 定義 で き 
る が 、 こ の 演算 系 の 集まり を いう 。 こ の 演算 を 適用 する こと に よっ て 、 複 
数 の 表 か ら 新 し い 関 係 を 作る こと が で きる 。 集合 に は 次 の 3 種類 の 基本 演 
算 が ある 。 

(1 ) 複数 の 表 の すべ て の 要素 を 集め る 和 演 算 (union operation) 
(8) 複数 の 表 の 共通 する 要素 を 集め る 積 演算 (intersection operation) 
(3) あ る 表 の 要素 か ら 別 の 表 の 要素 を 除い た 要素 を 集め る 差 演算 
(difference operation) 
集合 操作 [set operation] 

SQL の DML で 、 ひ と つの 命令 で 複数 の レコ ー ド を まとめ た 集合 (set) を 
処理 で きる 命令 群 (GELECT、INSEHT、DELETE な ど ) が ある 。 こ の 語 令 
に よる 複数 レコ ー ド の 操作 の こと 。 

修飾 [modify プ decoration] 

作用 する 内 容 ( デ ー タ ) ま た は その アド レス を 修飾 子 に より 変化 させ る こ 
と 。 変更 と も いう 。 

(1) ア ドレ ス 修 飾 : 修飾 子 は レジ スタ や カウ ンタ の 内 容 で ある こと が 多 


い 。 特 に アド レス を 修飾 する と き ア ドレ ス 指 定 と も いう 。 
( 例 ) イ ン デ ックス アド レス 指定 (イン デック ス 修 飾 )、 ベ ー ス アド レス 
指定 (バー スレ ジス タ 修 和 飾 )、( 関 ) ア ドレ ス 修飾 アドレス 指 定 
(2) 型 修飾 C に お いて は 、 型 を 型 修飾 子 に よっ て 修飾 する こと 。 
修飾 子 [index] ( 同 ) イ ン デ ックス 
従属 セグ メン ト [slave segment] 
( 同 ) 処 理 ・ 加 セグ メン ト 、( 対 ) 制 御 セ グ メ ント 
従属 モジ ュー ル [slave modlule] 

プロ グラ ム の 構造 化 設 計 で モジ ュー ル 分 割 し た と き 上 位 の モジ ュー ル か 
ら 呼 び 出 され る モジ ュー ル 。 下 位 モ ジュ ー ル と も いう 。 

終値 terminal parameter プ terminal value] 

繰返し ルー プ を な を 実行 する に 先だって 、 制御 変数 、 領 域 に 設定 する 定数 、 条 
件 の 値 の ひと つ 。 制御 変数 の 値 が この 値 を 越え る と 繰返し 処理 が 終わ る 。 
( 対 ) 初 期 値 

16 進 コー ド [double byte character code] 
( 類 ) 区 点 コ ー ド 、 シ フト JIS コ ー ド 
16 進 数 [hexadecimal number] 

16 進 法 で 用 いる 数 字 、 ま た は 16 進 数 を 用 いて 表し た 数 値 。 4 ビッ ト を 

1 桁 で 表す 。 0 の 数 字 と Aー-F の 1 6 種類 の 数 字 を 用 いる 。 
16 進 法 [hexadecimal notatinn] 

16 を 基数 と する 数 の 表記 法 。 1 6 進数 の 1 桁 は 2 進数 の 4 桁 (4 ビ ピット) に 
相当 する 。1 バ イト (進数 の 8 桁 ) を 表す の に ら 桁 で すむ お 。 コ ンピュータ の 
機械 語 や アド レス の 表現 に 適し 、 メ モリ や ファ イル の ダン プリ スト な ど で 
使用 する 。 ( 関 ) 基 数 記 数 法 

主 記憶 装置 [main storage unit : MSBU プ main memory unit : MMU] 
命令 また は デー タ を 、 引 寺 続 く 実行 また は 処理 の た め に 記憶 する 装置 。 

次 の よう な 特性 を も つ 。 

(1 ) 主 記憶 装置 に は 記憶 で きる 1 語 ご と に アド レス (絶対 番地 ) を つけ て あ 
り 、CPU は 、 メ モリ アド レス レジ スタ と メモ リ デ ー タ レジ スタ を 介し 
て 、 指 定 し た アド レス の ] 語 を ロー ド 、 ス ト ア する 。 つ まり 、 プ ログ 
ラム に より アド レス で 格納 場所 を 指定 で きる 。 

( ら ) 主 記憶 装置 は アク セス タイ ム が 短い ほど よい 、。 現在 は IC メ モリ (MOS 
型 ) が 中 心 で 、 数 士 ナ ノ 秒 程度 で ある 。 

(3) 記憶 容量 も 大 きい ほう が よく 、 数 百 メ ガー 数 十 ギ ガバ イト で ある 。 パ 
ソコ ン で は 容量 64ー188 メ ガバ イト 程度 が 一 般 的 で ある 。 

(4) 入力 し た デー タ は 、 必 ず 主 記憶 装置 に 記憶 し 、 処 理 途中 の デー タ も 主 
記憶 装置 に 保存 する 。 電 源 を 切る と 記憶 内 容 が 消え る 性 質 が あり 、 こ 





ン 








れ を 記憶 の 揮発 性 と いう 。 

(5) 主 記 憶 装 置 は 高速 で ある が 比較 的 容量 も 小さ く 揮 発 性 で あわ る た め 、 プ 
ログ ラム や デー タ の 必要 部 分 の み を 主 記憶 装置 に 読み 込み 処理 する 。 
これ を 補う た め に ハー ド デ ィ スク な どの 補助 記憶 装置 が ある 。 

(6) 主 記憶 装置 は その 役割 か ら 、 内 部 記憶 装置 、 実 記憶 装置 と 呼ば れる こ 
と が ある 。 

出力 設計 [output desi 互 n] 
コン ピュ ー タ シス テム が 、 い つ 、 だ れ に 、 ど の よう な 情報 を どん な 媒体 

で 出力 する の か 設計 する 工程 。 デ ー タ 処理 の 出力 で は 、 わ か りや すぐ く 、 必 

要 十 分 な 情報 を タイ ミン グ よ く 提 供する 出力 設計 が 重要 に な る 。 具体 的 

な 設計 の 範囲 は 、 出 力 機器 、 媒 体 の 選定 、 印 字 、 表 示 の レイ アウ ト か ら 

出力 の 配布 、 配 送 法 ( 例 : 配布 先 の 印字 、 袋 綴じ 印刷 な ど ) ま で 多岐 に わ 

た る 。 ( 対 ) 帳 票 設計 、 ( 類 ) 報 告 書 設 計 、 画 面 設計 

出力 装置 [output unit] 
コン ピュ ー タ の 基本 装置 の ひとつ で 、 出 力 機 能 を 果たす 装置 。 デー タ の 
処理 結果 な ど 、 シ ステ ム が 保持 する デー タ を 外部 に 送り 出す 装置 。 一般に 

は 人 間 が 認識 で きる 形式 で 出力 する プリ ンタ (印字 装置 )、 デ ィ ス プレ イ 装 

置 (表示 装置 )、 音 声 応答 装置 な ど を さす 。 コ ンピュータ 制御 の 工作 機械 、 

ロボ ッ ト 、 通 信 の 相手 先 な ども 出力 装置 に 含め る 。 

出力 帳票 [output プ output sheet ン report] 
人 間 の 読め る 形式 に 、 デ ー タ を 印字 し た も の 。 そ の 利用 目的 、 印 字 装 軒 

の 制約 な ど を 考え 、 用 紙 サ イズ 、 レ イア ウト 、 プ レプ リン ト の 有無 、 フ ォ 

ント な ど を く 点 うす る 。( 参 ) 報 告 書 設計 

出力 媒体 [output data medium] 
コン ピュ ー タ の 処理 結果 を 出力 装置 に より 記録 する 媒体 。 1 う 

る 形式 の 媒体 と 、 記 憶 媒 体 上 に 記録 し て 別 の 出力 装置 に より 人 間 が 読み 

る 形 に する 媒体 が あめ る 。 前 者 の 例 に は 、 デ ィ ス プレ イ 装 置 、 PE 

後者 の 例 に は 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 フ ロッ ピー ディ スク な ど が ある 。 

主 プ ログ ラム [main proggram] ( 同 ) メ イン プロ グラ ム 
巡回 シフ ト [cyclic shift] ( 参 ) シ フト 演算 命令 
巡回 リス トノ 循環 リス ト [circular list] ( 関 ) リ スト 構造 
順次 アク セス [sequential accesS] 
あら か じ め 定 め ら れ た 順序 (例え ば 発生 順 、 記 録 順 ) に 従い 、 順 番 に アク 

セス 、 処 理 し て いく 方 法 。 磁気 テー プ 上 の ファ イル に 対す る アク セス な 

ご ど 、 全 レコ ー ド を 順番 に 処理 する 場合 に 効率 の よい アク セス 方 法 で ある 。 

た だ し 、 特 定 の レコ ー ド に アク セス する 場合 も その 前 に 位置 する レコ ー ド 

を すべ て 読 お 必要 が ある 。( 対 ) 直 接 ア クセ ス 





順次 アク セス ファ イル [sequential access file] 
順次 編成 ファ イル 、 索 引 順 次 編成 ファ イル の よう に 、 順 次 アク セス に 適 
し た ファ イル 。 ( 対 ) 直 接 ア クセ ス フ ァ イル 
順次 処理 [Sequential procesSin 互 ] 
あら か じ め 定 め ら れ た 順序 で 順番 に 処理 し て いく こと 。 ひと つの 処理 が 
終わ っ て か ら 次 の 処理 を 行う た め 、 処 理 に 時 間 が か か る が 、 同 時 に 二 つ の 
部 分 を 処理 し な いた め 、 誤り は 少な い 。 逐 次 処理 と も いう 。 処理 の 対象 は 
順次 編成 の ファ イル の レコ ー ド で ある 。 
順次 ファ イル [sequential file] ( 同 ) 順 編成 ファ イル 
順次 編成 [sequential organization] ( 参 ) 順 編成 ファ イル 
順 探索 [Sequential search] ( 同 ) 線 形 擦 索 
順番 検査 [sequence check] 
ファ イル の レコ ー ド が 、 特 定 の キー を 基準 と し て 、 正 し い 順 序 関係 に 保 
持 さ れ て いる か 確認 する こと 。 特 に デー タ を 複数 の 媒体 で 保持 し て いる 場 
合 、 コ ンピュータ で 処理 する 前 に 並び 順 の 検査 が 必要 で ある 。 
順番 コー ド [sequence code] 
ー 連 番号 を その まま 利用 し た コー ド 。 単純 で 最も 少な い 桁 数 で コー ド 化 
で きる 。 い っ た ん 決め る と コー ド の 追加 は 未 尾 へ な ら 可 能 で ある が 、 挿入 
は コー ド 変 更 を と も な うた め 、 永 続 性 の ある 半永久 的 な 固定 し た デー タ 、 
また は 単なる 受け 付け 順 連 番 な ど に 用 いる こと が 多い 。 
< 例 > JIS 都 道府県 コー ド 


01 北 海道 、02 青 森 県 、03 岩 手 県 、…… 、19 東 京都 、14 神 奈川 県 、 
15 新 潟 県 、…… 、46 鹿 児島 県 、47 沖 縄 県 


順 編成 ファ イル [sequential organizatinn file] 
レコ ー ド の 処理 を 、 先 頭 か ら 未 尾 に 向かっ て 順次 に 行う 形式 の ファ イ 
ル 。 順 ファ イル 、 順 次 編成 ファ イル と も いう 。 す べ て の 人 外部 記憶 装置 に 作 
成 可 能 で ある が 、 典 型 は 磁気 テー プ 上 の ファ イル で ある 。 通常 、 複 数 個 の 
レコ ー ド を まとめ た ブロ ッ ク と し て 扱う 。 記憶 効率 が よく 、 レ コー ド 全 部 
一 括 し て 順次 処理 する の に 適し て いる 。 し か し 特定 レコ ー ド へ の 直接 アク 
セス 、 書 換え 、 レ コー ド の 追加 な ど に は 難点 が ある 。 
順 呼出 し 法 [sequential access] 
補助 記憶 装置 上 に 配置 し て ある 順 (索引 、 相 対 フ ァイル の 場合 は キー の 
順 ) に レコ ー ド を 呼び 出す 方 法 。 順 編成 、 索 引 編 成 、 相 対 編成 の いずれ の 
編成 の ファ イル に も 認め られ た 呼出 し 法 で ある 。 ( 対 ) う ラン ダム アク セス 
障害 回 復 [recovery] 
シス テム 運用 中 に 障害 が 発生 し た と き 、 そ の 影響 を 取り 除き 、 も と の 正 
常 な 状態 また は それ に 近い 状態 に 戻す 作業 。 復 元 (reconstitution)、 回 復 








制御 、 エ ラー リカ バリ と も いう 。 障害 回 復 に は 、 障 害 の 発生 し た 機能 単位 
を 切り 離し 処理 の 続行 を 可能 に する た め の 再 構成 (バッ クア ッ プ へ の 切り 
換え )、 バ ッ ク ア ッ プ ファ イル に よっ て 誤り の 生じ る 前 の 状態 へ も どす 
ロー ル バ ッ ク 法 な ど が ある 。 デー タフ ァイル の 回 復 に は アー カイ ブフ ァ イ 
ル ( 定 期 的 な 記録 )、 ジ ャ ー ナ ルフ ァイル (個々 の アク セス ご と の 記録 )、 
チェ ッ ク ポ イン ト フ ァイル ( 主 記憶 装置 の 内 容 を 一 定時 点 で 記録 し た ファ 
イル ) 等 を 利用 する 。 
障害 回 復 テ スト [recovery management test] 
ハー ドウ ェ ア の 故障 や ソフ トウ ェ ア の バグ な ど に よっ て 正常 な 処理 が 困 
難 と な っ た 場合 を 想定 し て 、 障 害 回 復 に 関す る 機能 を テス ト す る こと 。 
(1) 障害 の 発生 状況 を 監視 し 、 状 況 を 把握 で きる か 。 
(②) 障害 状況 か ら 、 障 害 の 原因 を つき と め ら れる か 。 
(3) 的 確 な 復 | 旧作 業 の 手順 が あり 、 迅 速 に 実施 で きる か が 。 
寺 件 コー ド [condition code] 
演算 や 比較 な どの 命令 を 実行 し た と き 、 そ の 結果 (2 数 の 大 小関 係 、 真 偽 
な ど ) を 表す コー ド 。 演算 命令 で は 演算 結果 に より 正 、 ゼ ロ 、 負 を 示す 
コー ド を 、 比 較 命 令 で ご は オペ ラン ド の 大 小 を 示す コー ド を セッ ト す る 。 こ 
の ほか 、 オ ー バ フロ ー や 桁 上 げ が あっ た と き セ ッ ト す る コー ド も ある 。 
楽 件 コー ドレ ジス タ [condition code reggister] 
算術 演算 、 論 理 演算 、 比 較 演 算 な ど を 行う ご と に 、 そ の 演算 結果 に よっ 
て 設定 する 条件 コー ド を 保持 する レジ スタ 。 フ ラグ レジ スタ 、 条 件 レジ ス 
ご 所 もう 。 
詳細 設計 [detail desi 到 n] 
概要 設計 を も と に 行う 入出 力 帳票 や 処理 手順 の 具体 的 な 設計 。 
( 同 ) 内 部 設計 
昇順 [ascendin order] 
ソー ト 処 理 で 、 配 列 や テー ブル な どの 特定 キー 項目 に つい て 、 小 さい 順 
番 (英字 な ら ABC| 順 、 カ ナ や 漢字 な ら JIS コ ー ド 順 ) に する こと 。 正 順 と も 
いう 。 表 計算 ソフ ト で は 、 特 に 指定 し な けれ ば 、 昇順 が デフ ォ ル ト 設 定 さ 
れ て いる 。 大 き さ を も つ 「 数 値 ] と 文字 列 と し て の 「 数 字 ] で は 順序 が 異な る 
こと に 注意 。 
{ 倒 | 数 値 の 場合 15 く ら 61 く 35 く 134 く < くら 226 
数 字 の 場合 126 く 134 く < くら 1 く 256 く 35 
仕様 書 [specification ノ spec.] 
人 ハード ウェ ア や ソフ トウ ェ ア の 仕様 、 性 能 な ど を 文書 化し た も の 。 仕様 
書 は 、 対 象 と な る 課題 や 記述 法 に よっ て さま ざま な 書き 方 が め る 。 ス ペッ 
ク は 略称 。 一 般 的 に は その も の が 示す 能力 の こと を 表し 、 カ タロ グ な ど に 


記載 し て ある 性 能 デ ー タ を さす こと が 多い 。( 類 ) ス ペッ ク 
小数 点 [point/radix point プ base point] 

基数 に より 表現 し た 数 (1 0 進数 、 ら 進数 な ど ) で 、 整 数 部 と 小数 部 を 分 離 
する 記号 (通例 は ピリ オド )。 特 に 、10 進 数 の 小数 点 を 10 進 小数 点 、 ら 進 
数 の 小数 点 を 進 小数 点 と いう 。 演算 装 置 内 で は 固有 の 桁 を 占め な い が 、 
表示 の 際 に は 1 桁 分 を 占め る 。 処 理系 に は 小数 点 を 文字 と し て 扱う も の 、 
数 値 変 数 と し て 扱え る も の な ど が ある 。 

状態 語 [status word] 

処理 の 結果 、 ハ ー ド ウェ ア の 状態 な ど を 表す ビッ ト で 構成 し た 語 。 

状態 語 レ ジス タ [status word register] 

CPU や 入出 力 装置 な どの 処理 結果 や 状態 を 、 ビ ッ ト 情 報 と し て 格納 する 
レジ スタ 。 例 えば 、 プ ログ ラム 状態 語 や 入出 力 状態 語 を 記憶 する 。 割込み 
が 発生 する と 、 こ の 状態 語 を 後 の 処理 を 再開 する た め に 保存 する 。 

状態 遷移 図 [state transition diagram] 

情報 や 状態 の 時 間 的 順序 を 規定 する 図式 の ひと つ 。 
① 現 在 の 状態 で どの よう な 情報 を 受け た ら 、 次 に どの よう な 情報 を 送 

り 、 ど の 状態 に 移る か を 有 向 グラ フ 化 し た 図 で 、 状 態 を グラ フ の 頂点 

に 、 変 化 の 方 向 を 枝 ( 有 向 、 可 逆 な ら 双 方 向 また は 無 向 ) で 表す 。 初 期 

状態 と 終了 状態 は 必ず 存在 する 。 も と も と コン ピュ ー タ の 順序 回 路 の 

設計 に 利用 し て いた が 、 汎 用 性 が ある た め プ ログ ラム 言語 の 文法 、 オ 

ペレ ー テ ィング シス テム の タス ク ( プ ロ セ ス ) 制 御 、 デ ー タ 伝送 制御 、 

通信 プロ セス 間 の 情報 の 流れ な ど を 正確 に 説明 する 手段 と し て 広く 使 

用 し て いる 。 
アル ゴリ ズム の 表現 に お いて 、. 問題 の 場面 や 状況 が グラ フ で 表現 で きる 

と き 、 問 題 の 解法 を 、 最 小木 探索 や 最短 経路 探索 ( 枝 の 重み が どこ も 同 

じ な ら 最 小手 数 探索 ) の 問題 と し て と ら え られ る こと が 多い 。 








Il4l5 [la4l513] 13] 





常駐 プロ グラ ム [resident program] 
コン ピュ ー タ シス テム の 動作 中 、 常 に 主 記憶 装置 内 に ある プロ グラ 
ム 。 必 要 に 応じ て 補助 記憶 装置 か ら 主 記憶 装置 に ロー ド す る 非常 駐 プ ロ 
グラ ム に 対比 する 語 。 例 えば 、 仮 想 記憶 シス テム で は 、OS の 主 記 憶 監視 
プロ グラ ム は 常駐 し て いる 。 








( 対 ) 非 常陸 プロ グラ ム 
情報 information] 
デー タ を 集め 、 比 較 し た り 整 理 し た り し て 、 そ の 中 か ら 見 つけ 出し た 
デー タ に 含ま れ て いる 意味 や 考察 の こと 。 し ば し ば 、 デ ー タ と 情報 と を 区 
別 な く 使用 する 。 デー タ に 何ら か の 処理 を 行っ て 、 意 味 あ る も の 、 解 釈 で 
きる も の と し て 得 ら れ た も の を 情報 と 呼ぶ こと が 多い 。 情報 の 最小 単位 は 
ビッ ト で 、 二 つの 状態 を 示す 。 い くつ か の ビッ ト の 連なり で さら に 多く の 
状態 を 示す こと が で き 、 文 字 、 数 値 、 各 種 コ ー ド を 表現 する 。 こ れ ら を 連 
ね て さら に 多様 な デー タ や 情報 を 表す 。 音 声 や 映像 な どの 時 間 軸 や 空間 軸 
で 変化 する 量 も 情報 と し て 取り 扱う 。 情 報 を 体系 に そっ て 整理 し た うえ で 
蓄積 し た も の を 「 知 識 ] と いう 。 
情報 イン フラ [information infrastructure プ communication 
infrastructure] 
イン フラ は 「 下 」 を 意味 する 接頭 語 。 イン フラ ス トラ クチ ャ は 、 社 会 の 基 
礎 構 造 、 基 松 の イ ン フ ラス トラ クチ ャ の 省略 形 。 情 報 イ ン フラ は 情報 社会 
の 基盤 と な る 通信 網 、 通 信 機 器 な どの 施設 。 広 義 に は 、 そ の 生産 体制 、 供 
給 体制 、 活 用 技術 や その 教育 な ど を 含む 。 
情報 落ち 誤差 [loss of trailing diit] 
大 き さ の 著しく 異な る 二 つ の 浮動 小数 点数 を 加算 し た 結果 、 小 さい ほう 
の 仮数 部 の 有効 桁 が 失わ れる こと 。 こ れ は 、 浮 動 小 数 点数 の 仮数 部 の 有効 
桁 が 有限 桁 で お る こと に 起因 する 誤差 で ある 。 例 えば 、 仮 数 部 の 有効 桁 が 
8 桁 あ る と する と 、 
ag=1.2345678X 103 =ー1234.5678 
b=1.2345678X10-8 =O.0012345678 
ョ 寸 b= 1534.5690345678 と な る べき と ころ が 、 有 効 桁 が 8 杵 の た 
め 、 コ ンピュータ で は 、1234.5690 と いう 結果 が 得 ら れる 。 すなわち b 
の 値 の 下位 の 数 字 345678( 数 値 で は 、0.0000345678) は 、 結 果 に 反 
映 さ れ な い 。 
情報 交換 用 符号 [cnde for information interchanEe1 
情報 処理 、 デ ー タ 伝送 を 行う シス テム 間 で デー タ を 相互 に 利用 で きる よ 
うに する た め に 設け た コー ド 。 デ ー タ の 表現 で ある 文字 、 数 字 、 図 形 文字 
の ほか 、 制 御 に 用 いる 機能 キャ ラク タ (制御 文字 ) が ある 。 広く 規格 化 さ れ 
て いる こと が 望ま し い 。 
( 例 )JIS コ ー ド 、ASCII|、IS0 コ ー ド 、JIS 情 報 交換 用 漢字 符号 、EUC 
情報 シス テム 安全 対策 基準 
コン ピュ ー タ シス テム の 信頼 性 、 安 全 性 を 障害 、 悪 用 な どか ら 保護 する 
た め の 手 段 を 基準 化し た も の 。 簡 単に 安全 対策 基準 と も いう 。 


通商 産業 省 は 、1975 年 に 設置 し た 電子 計算 機 シ ステ ム 安 全 対策 委員 
会 が 他人 省庁 に 先駆 け て 答申 し た 電子 計算 機 シ ステ ム 安 全 対 策 基準 (1977 
年 ) を 受け 、 そ の 後 の 内 容 拡充 な ど を 経て 、1984 年 に 全面 的 な 改定 版 を 
発表 し た 。 さ ら に 1895 年 に は 、 ク ライ アン ト サ ー バ 等 の 分 散 処 理 へ の 
対応 や 地震 対策 を 強化 し 、 名 称 も 「 情 報 シ ステ ム 安 全 対 策 基 準 ] に 改訂 し 。__。。。。 
た 。 安 全 対 策 基 準 は 法 的 な 拘束 力 は も た な い が 、 コ ンピュータ シス テム シ 





を 天災 や 人 災 な どか ら 守 る うえ で 、 コ ンピュータ メー カ や コン ピュ ー タ 
室 管理 の 基準 と な か っ て いる 。 ま た 、 警 察 庁 、 大 蔵 省 、 郵 政 省 、 自 治 省 、 
建設 省 関係 も それ ぞ れ 独自 の コン ピュ ー タ や ネッ トワーク の 安全 対策 基 
準 を 発表 し て いる 。 
情報 処理 [information processin] 
与え られ た デー タ や 情報 か ら 目的 と する 情報 を 得る た め に 行う 、 収 集 、 
処理 、 加 工 、 整 理 な どの 一 連 の 作業 。 デ ー タ 処理 と 同義 で ある が 、 ど ちら 
か と いえ ば 情報 を 必要 と する 人 間 サ イド か ら み た 用 語 で ある 。 
情報 処理 技術 者 試験 [National Examination for Information 
Processin 互 Technicians : NEIPT] 
情報 如 理 の 促進 に 関す る 法律 第 6 条 に 基づい て 、1969 年 か ら 通 商 産業 省 
が 実施 し て いる 国家 試験 。 情 報 処理 技術 者 と し て 備え る べき 一 定 水準 の 能 
力 、 技 術 等 を 個人 に 認定 する こと に より 情報 処理 技術 者 の 技能 を 向上 させ る 
こと な ど を 目的 と し て いる 。 試験 は 情報 処理 技術 者 の 職能 、 種 別に 対応 し た 
13 の 区 分 (19898 年 現在 ) が あり 、 毎 年 4 月 と 10 月 に 分 け て 実施 し て いる 。 
人 気 は 高く 、 毎 回 数 十 万 人 が 受験 する 。 内 容 は プロ グラ ミン グ 技 能 だ け で な 
く 、 ハ ハードウェ ア 、 ソ フト ウェ ア の 知識 や 関連 知識 に まで お よぶ 。 
証明 機関 [certification authority : CA] 
暗号 化 の た め の 公 開か ぎ 証 明 書 の 発行 、 管 理 、 配 布 を 運用 する 機関 。 認 
証 局 と も いう 。 な りす まし 犯罪 を 防止 する た め に 、 ネ ットワーク 上 に 公開 
され て いる か ぎ が 本 当 に 当 人 、 当 事 者 の も の か を 証明 する 。 
正規 の 利用 者 A は 自分 の 情報 と 公開 か ぎ を 証明 機関 に 登録 し て お き 、 証 
明 機 関 の 秘密 か ぎ に よ る ディ ジタル 署名 つき の 証明 書 を も ら う 。A に 通信 
文 を 送る 利用 者 B は 、 証 明 機関 の 公開 か ぎ で 利用 者 A の 情報 と 公開 か ぎ を 
得る こと が で きる 。A 以 外 の 者 が A を 称し て (A に な りす まし て ) 別 の 公開 か 
ぎ ぎ を ネッ トワーク 上 に 公開 し て も 、 そ の か ぎ は 証明 機関 に 登録 され て いる 
正規 の か ぎ で は な いこ と を 識別 で きる 。 
商用 デー タベース [commercial database] 
営利 目的 で 情報 を 第 三 者 に 提供 する デー タベース サー ビス 。 現在 で は 電 
話 回 線 に よる パソ コン 通信 で デー タベース に アク セス する オン ライ ン 方 式 
が 普通 で あめ る 。 サー ビス の 内 容 は 、 政 治 経済 や 科学 技術 な どの 情報 を 茜 積 


し た 専門 情報 デー タ サ ービス と 、 一 般 の ニュ ー ス や 電子 メー ル 、 電 子 掲示 
板 な どの サー ビス を 中 心 と し た コン シュ ー マ デ ー タ ベー ス の ら 5 種類 に 分 類 
で きる 。 さら に 専門 情報 デー タ サ ービス は 検索 結果 が 利用 者 の 求め る 情報 
その も の で ある ファ クト デー タベース と 文献 の 抄録 の み の リ ファ レン ス 
デー タベース に 分 ける こと が で きる 。 
上 上流 CASE[upper CASE] ( 参 )CASE ツ ー ル 
初期 (EK①[initialize プ clear] 
プロ グラ ム や サブ ルー チン の 実行 に 先だって 、 カ ウン タ や スイ ッ チ その 
他 の デー タ 領 域 を ある 値 に 設定 する こと 。 プ ログ ラム 言語 に よっ て 、 初 期 
化 を 省略 する と 値 が 不定 に な る も の 、 デ フォ ルト の 初期 値 ( 文 字 属 性 の 領 
域 に は 空白 、 ま た は ナル を 、 数 値 属 性 の 領域 に は ゼロ ) を 設定 する も の が 
ある 。 ( 類 ) ク リア する 、( 関 ) 初 期 値 
初期 化 ②[media initialize プ format] 
磁気 記憶 媒体 を (すでに デー タ を 記録 し て ある 場合 は その 内 容 を 消し ) 新 
し い フ ァイル 用 媒体 と し て 使用 可能 な 状態 に する こと 。( 同 ) フ ォ ー マ ッ ト 
初期 値 [initial parameter ノ initial value] 
① 繰 返し ルー プ を 実行 する に 先だって 、 制 御 変 数 、 領 域 に 設定 する 定数 、 
条件 の 値 の ひと つ 。 制御 変数 は 、 こ の 値 を も っ て 繰返し ルー プ に 入り 、 
終値 を 越え る と 繰返し 処理 を 終了 する 。 初期 値 を 入れ る こと を 初期 値 の 
設定 と いう 。 
プロ グラ ム の 実行 に 先だって デー タ 項 目 に 与え る 値 。 初 期 値 は 、 
VALUE 句 や INITIALIZE 文 な ど に よっ て 与え る 。 初期 値 を 設定 し て いな 
い 頂 目 の 値 は ト 、 そ の と き の 主 記憶 装置 の 状態 に よっ て 異な る た め 、 何 に 
な る か は 特定 で き な い 。 
ジョ ブ [job1] 
ユー ザ 、 オ ペレ ー タ が コン ピュ ー タ に 処理 させ る ひと まとまり の 仕事 
(作業 ) の 単位 。 複 数 個 の 関連 を も つ ジ ョ ブス テッ プ か ら な る 。 
ジョ ブス テッ プ [job step] 
ジョ ブ を 構成 する 単位 。 ユーザ か ら 見 た オペ レー ティ ング シス テム の 利 
用 の 単位 が ジョ ブ で 、 な ん ら か の デー タ を シス テム に 入力 し 、 目 的 と する 
結果 を 得る 一 連 の 作業 単位 で ある 。 ジ ョ ブ は 複数 の 処理 プロ グラ ム を 用 い 
(ある い は 複数 回 用 い )、 い くつ か の 段階 に 分 け て 実行 され る が 、 そ の 各 段 
階 を ジョ ブス テッ プ と いう 。 ユ ー ザ は 、JCL に より 任意 個 の ジョ ブス テッ 
プ で 組み 立て て 、 ひ と まとまり の ジョ ブ と し て 指定 で きる 。 
ジョ ブ 制 御 言語 [job control language : JCL] ( 同 )JCL 
処理 [process プ computin] 
① デ ー タ 、 デ ー タ 群 に 演算 を 施す こと 、 関 係 を 作る こと 。 入 力 し た デー タ 





に 対し 、 あ る い は デー タ 間 で あら か じ め 定 め た 規則 で 加工 (例え ば 演 
算 、 ソ ー ト 、 マ ー ジ な ど ) す る こと 。 
ソフ トウ ェ ア の 開発 で は 、 プ ログ ラム の アセ ン ブ ル 、 コ ン パ イル 、 編 
集 、 フ ァイル の 更新 な どの 操作 を 広く 含む お 。 
③ デ ー タ 処理 の 工程 。 こ れ が 複数 の 段階 に わた る と き 、 中 核 と な る 処理 を 
主 処理 、 主 処理 以前 に 行う 処理 を 前 処理 、 主 処理 以後 に 行う 処理 を 後 処 
理 と いう 。 
④ デ ー タ 処理 シス テム の 特徴 的 な 形態 や 方 式 。 集 中 デー タ 処 理 、 分 散 デ ー 
夕 処理 、 オ ン ラ イン リア ル タ イ ム 処 理 な ど と いう 。 
処理 ・ 加 セグ メン ト [processin and manipulatin 互 SBgment] 
制御 セグ メン ト か ら 呼 び 出 され 、 引き 渡さ れ た デー タ を 処理 、 加 工 す る 
セグ メン ト 。 モ ジュ ー ル の セグ メン ト 化 を 進め る と き 、 処 理 条件 を 明確 に 
し た 制御 セグ メン ト で 、 実行 条件 の 整理 や 実行 順序 の 制御 を 行い 、 従 属 モ 
ジュ ー ル で デー タ の 処理 や 加工 を 行う 。 
処理 能力 [throughput プ performance] ( 同 ) ス ルー プッ ト 
シリ ンダ [cylinder] 
磁気 ディ スク 記憶 装置 で 、 ア クセ ス ア ー ム の 位置 を 変え ず に デー タ を 取 
り 出す こと の で きる トラ ッ ク の 集合 。 各 面 の 同一 トラ ッ ク 番 号 の 集まり で 
あり 、 軸 か ら 等 距離 に ある 仮想 の 円 筒 状 に 配置 で きる た め シ リン ダ と い 
う 。 人 磁気 ディ スク が 10 枚 ある 場合 、20 面 の うち 最上 位 と 最 下 位 の 面 は 使 
用 せ ず 、] シリ ンダ は 18 ト ラッ ク と な る 。 ( 関 ) 磁 和 気 デ ィ ス ク 


ヘッ ド を 移動 し な く て も アク セス 
ドラ ツク で きる トラ ッ ク の 集合 の 概念 


みり シッ 條 





量 N - 
磁気 ディ スク の 構造 シリ ンダ 概 交 図 


シリ ンダ あふ れ 域 [cylinder overflow area] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
シリ ンダ 索引 [cylinder index] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
真 [true] 
論理 変数 の と り 得る 値 で 、「 偽 」 の 対語 。 ある 条件 の も と で 、 命題 や 述語 
が 成り 立つ と き 真 と いう 。 ( 対 ) 偽 、( 関 ) 論 理 変数 
シン グル タス ク [single task] 
同時 に は ひと つの プロ グラ ム し か 実行 し な い プ ログ ラム 管理 方 式 。 マ ル 


[ 因 





チタ スク に 対比 する 語 。( 対 ) マ ル チ タ スク 
シン タッ クス エラ ー[syntax error] 
ソー スプ ログ ラム を オブ ジェ クト プロ グラ ム に 変換 する 過程 で 、 コ ン パ イ 
ラ や イン タプ リタ が 見 つけ た 文法 上 の エラ ー。 予約 語 の 綴 D リ ミス 、 オ ペラ ン 
ド の 過 不 足 、 構 文 の 矛盾 な ど 。 コ ン バ パイ ラ は 通常 、 エ ラー の 発生 する 箇所 や 
種類 を 指摘 、 出 力 す る 。 これ を エラ ー メ ッ セ ー ジ と いう 。( 参 ) 論 理 エ ラー 
診断 プロ グラ ム [diagnostic pro 互 ram] 
電算 機 の 故障 時 、 故 障 を 見 つけ 状況 を 報告 する プロ グラ ム 。 シス テム の 
保全 性 を 高め る 役割 を に な う 。CPU 診 断 、 メ モリ 診断 、 し 0 デバ イス 診 
断 、 ソ フト ウェ ア 診 断 な どの プロ グラ ム が ある 。 
伸張 [data expansion ン data decompresSion] ( 参 ) デ ー タ 圧縮 
シン プレ ックス 構成 シス テム [simplex system1] 
] 台 の CPU( 中 央 処理 装置 ) に 、 最 小 の 構成 で ファ イル 装置 や 通信 制御 装 
置 を 接続 し た シス テム 。 単 一 シス テム と も いう 。 コ スト は 安い が 、 ど れ か 
の 機器 の 障害 時 に は 全面 停止 に な る と いう 欠点 が ある 。 信 頼 性 は 低い 。 


CCU CPU 
通信 制御 装置 中 央 処理 装置 


信頼 性 ・ 信 頼 度 [reliability] 
コン ピュ ー タ シス テム や 機器 、 部 品 な どの 機能 単位 が 一 定 条件 の も と で 
一 定期 間 、 安 定 に 実行 する 能力 。 コ ンピュータ シス テム の 信頼 性 は 、 ハ ー 
ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア に 依存 し 、HAS の 概念 を 生み 出し た 。 信 頼 性 向上 
の た め に 、 信 頼 性 設計 、 誤 り 制 御方 式 、 障 害 対策 、 予 防 保全 な ど 多 方 面 で 
の くう を 積み 重ね て いる 。 
① ハ ー ド ウェ ア の 信頼 度 は 、 シ ステ ム や 機器 、 部 品 な ど が 規定 の 条件 の も 
と で 、 意 図 する 期間 中 、 規 定 の 機能 を 遂行 する 確率 。 
ソフ トウ ェ ア の 信頼 性 は 、(1) デ ー タ 処理 の 正確 性 、(②) 無 矛盾 性 、 妥 
当 性 、(3) 保守 性 の よさ な ど を 含む 概 芝 で ある 。( 関 )RAS、HASIS 
信頼 性 評価 尺度 [reliability measurements] 
シス テム の 信頼 性 が どの 程度 で ある か を 評価 する 尺度 。 個 別 の 機器 に つ 
いて は 、N 個 の 正常 な サン プル が 規定 時 間 内 に r 個 故障 する と き 、 信 頼 度 
は 、(N-r) プ N で 表す 。 シ ステ ム は 複合 体 で あり 、 長 期 的 に 見 て シス テ 
ム が 稼働 可能 な 状態 に ある 時 間 の 割合 で 可用性 (availability) を 目安 に する 
こと も ある 。 次 に あげ る も の が 代表 的 な 尺度 で ある 。 
(1) 平均 故障 間隔 (mean time between failures : MTBF) 
シス テム が 正常 に 動作 し 続け る (ある 故障 時 か ら 次 の 故障 時 まで の ) 
時 間 の 平均 。 平均 アッ プ タ イ ム と も いう 。MTTHR と 合わ せ て 稼働 率 や 


に に SNI| 
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不 稼 働 率 の 計算 に 使用 する 。 
(8) 平均 修理 時 間 (mean time to repair : MTTR) 
故障 が 発生 し た 場合 に 、 そ の 修理 に 要求 する 平均 時 間 。 システム の 
故障 が 継続 する 時 間 の 平均 。 平均 ダウ ンタ イム (mean down time) 、 
平均 故障 継続 時 間 と も いう 。 こ れ が 大 きい こと は 、 シ ステ ム の 信頼 性 8 
が 低い こと を 意味 する 。 還 
(3) 稼働 率 (可用性 )(availability) 
シス テム 、 装 置 な ど が 正常 に 動作 し て いる 時 間 の 割合 。 稼 働 率 が 1 
に 近い ほど 信頼 性 が 高い 。 シ ステ ム の 故障 が 少な いこ と 、 自 動 回 復 機 
能 を 備え る こと 、 修 理 時 間 を 短く する こと な ど が 可用性 を 高め る 。 大 
規模 オン ライ ン シ ス テム で は 信頼 性 要求 が 厳し く 、 シ ステ ム 設 計時 、 
各 構 成 要素 の 稼働 率 と 構成 要素 の 接続 形態 か ら シ ステ ム 全 体 の 稼働 率 
を 予測 し て お か な けれ ば な ら な い 。 な お 、 個 別 構成 要素 の 稼働 率 は 次 
の 式 で 求め る 。 
稼働 率 = MTBF プ (MTBF 填 MTTR) 
(4) 不 稼働 率 (unavailability) 
シス テム が 正常 に 動作 し て いな い 時 間 の 割合 、 ま た は 確率 。 次 の 式 
で 表す 。 
不 稼働 率 = MTTH プ (MTBF 二 MTTR) 
信頼 度 成長 曲線 [Software reliability 選 rowth curve] 
テス ト 終 了 時 を 判断 する 目安 の ひと つ で 、 テ スト を 繰り 返す た びに 発見 
し た エラ ー 件 数 を グラ フ 化 し た も の 。 テ スト と 修正 に より シス テム の 信頼 
度 が 高まっ て 行く よう す は 、 あ る 時 点 ま で に 発見 され た エラ ー 件 数 の 累積 
に 対し て 、100% に 近付い て 行く 曲線 の 傾き で ある 程度 把握 で きる 。 曲線 
の 傾き が 水平 線 に 近づく 度合 で 信頼 度 を 判定 する 。 
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垂直 パリ ティ チェ ッ ク [vertical parity check] 
符号 の 転送 誤り を 検出 する 冗長 検査 方 式 の 一 種 で 、 一 文字 単位 で デー タ 
誤り を 検出 する 方 式 。 送信 時 に は 一 文字 に つい て 、 パ リティ ビッ ト と 呼び 
冗長 符号 1 ビッ ト を 付加 する 。 ( 対 ) 水 平 パ リティ チェ ッ ク 、( 関 ) 奇 偶 検 査 
水平 パリ ティ チェ ッ ク [horizontal parity check] 
符号 の 転送 誤り を 検出 する 冗長 検査 方 式 の 一 種 で 、 デ ー タ ブロ ッ ク 単 位 
に 誤り を 検出 する 方 式 。 送信 側 で デー タブ ロッ ク ご と に BCC( ブ ロッ ク 
チェ ッ ク キ ャ ラク タ ) と 呼ぶ 冗長 符号 を 付加 する 。BCC は 、 ブ ロッ ク 内 の 





各 文字 の n ビ ッ ト 目 を すべ て 集め 、 そ の 中 で 1 で ある ビッ ト 数 が BCC の 対 
応 ビ ッ ト も 含め 奇数 また は 偶数 に な る よう な ビッ ト 列 か ら 構 成す る 。 

受信 側 は 各 文 字 と BCC 対 応 ビ ッ ト の 1 で ある ビッ ト 数 を 調べ て 、 送 信 に 
エラ ー が な か っ た か を チェ ッ ク す る 。 水平 パリ ティ チェ ッ ク も 1 ビッ ト の 
誤り し か チェ ッ ク で き な い が 、 垂 直 パ リティ チェ ッ ク を 組み 合わ せる こと 
で 、 ら ビッ ト 以 上 の 誤り 検出 が で きる 確率 が 高く な る 。 
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垂直 パリ ティ チェ ッ ク 
ヘッ ド の 動き ー て 媒体 の 動き 


図 垂直 パリ ティ チェ ッ ク と 水平 パリ ティ チェ ッ ク 
数 値 デ ー タ [numerical value data] 
コン ピュ ー タ 内 部 で 扱う デー タ の 表現 を 、 大 きく 数 値 デ ー タ と 非 数 値 
デー タ に 分 けた と き の 数 値 デ ー タ の 内 容 。 
(1) 正負 符号 と 小数 点 を 含む 数 字 ワ ー ド が 表す 数 の 大 き さ 。 
(@) 数 値 に 換算 され た デー タ で 、 演 算 や 比較 の 対象 に な る も の 。 
数 値 デ ー タ の 表現 は 、 日 常 の 10 進 数 と 計算 機内 部 の 演算 に 適し た 
ら 進 数 に 分 か れる 。 さら に 10 進 数 は ゾー ン 10 進 数 (入出 力 用 )、 パ ッ 
ク 10 進 数 (演算 用 ) に 分 か れる 。 ら 進数 は 形式 に よっ て 、 固 定 小数 点数 
と 浮動 小数 点数 に 分 か れる 。 正 負 や 小数 点 位置 は あら か じ め 定 め た 規 
則 に より 表現 する 。( 関 ) 基 数 記 数 法 
(3) 入出 力 デ ー タ は 数 値 を 意味 し て いて も 、 バ イナ リ デ ー タ で な けれ ば 情 
報 交 換 用 符号 を 使っ て 表現 し た 文字 で ある 。 ( 関 ) 情報 交換 用 符号 
(4) 数 字 で 表現 し た コー ド で も 、 電 話 番号 や 10 進 分 類 コ ー ド は 加減 算 な 
どの 演算 は 無 意 味 な た め 数 値 と は 考え な い 。 た だ し 文字 な ども コー ド 
化す れ ば 値 を も ち 、 そ の 大 小関 係 を 利用 し て 整列 、 分 類 、 集 計 な どの 
処理 は 行う こと が で きる 。 
(5) 論理 デー タ は 論理 値 ( 真 ま た は 偽 ) を 表す も の で 、1 と 0 で 表現 し て い 
て も 数 値 で は な い 。 
コン ピュ ー タ は も と も と は 数 値 計算 主体 で あっ た が 、 そ の 後記 号 処 
理 、 知 識 情報 処理 な ど が 活発 に な り 、 非 数 値 デ ー タ と し て 画像 や イメ ー 





ジ な どの 扱い も 重要 に な っ て いる 。 
スー パ バ イザ [supervisor] ( 同 ) 監 視 プ ログ ラム 
スー パ バ イザ コー ル [supervisor call : SVC] ( 同 )SVC 
スキ ー マ [schema] 
デー タベース に 蓄積 する デー タ そ の も の で は な く 、 デ ー タ の 意味 や 操作 
の ルー ル の 定義 (メタ デー タ の 集まり ) を いう 。 すなわち 、 デ ー タ ベー ス の 
論理 構造 、 格 納 構造 、 物 理 構造 の 定義 と 記述 。 
代表 的 な スキ ー マ に は 、CODASYL の DBTG が 提唱 し た ら 層 スキ ー マ 
と 、ANSIZX3〆SPARC が 提唱 し た 3 層 ス キー マ が ある 。 
(1) 概念 スキ ー マ : デー タベース が 扱う デー タ の 意味 や 関係 の 表現 や 記述 
の こと 。 デ ー タ ベー ス の 応用 分 野 ・ 利 用 分 野 の 見 方 や 記憶 装置 に 格納 
する 場合 の 見 方 と は 離れ て 、 人 間 が 認識 する 意味 や デー タ の 構造 に 近 
い 。 こ の 意味 で 論理 スキ ー マ (logical schema) と も いう 。 
(@) 外部 スキ ー マ : デー タベース の 応用 分 野 ・ 利 用 分 野 の 見 地 か ら 、 デ ー 
タ を 抽出 し た り 、 加 工 し た り 、 組 み 合 わせ た りす る た め の 表 現 や 記述 
の こと 。 デー タベース の 利用 者 は 、 外 部 スキ ー マ を 介し て デー タ ベ ー 
ス を 利用 で きる 。 具体 的 に は 、 デ ー タ ベー ス を 操作 する た め の 記 号 や 
デー タ の 指定 方 法 な ど を 含む お 。 
(3) 内 部 スキ ー マ : 記憶 装置 に デー タ を 格納 する 場合 の 記述 。 こ の 意味 で 
物理 スキ ー マ (physical schema) と も いう 。 内 部 スキ ー マ は 、 黄 積 
し た デー タ の 量 や 性 質 、 利 用 目的 に よっ て 変更 され る が 、 他 の スキ ー 
マ と は 独立 に 定義 され て いれ ば 利用 者 に は 影響 が な く 、 デ ー タ の 独立 
性 が 保 た れる 。 








スキ ッ プ [skip] 
ある 命令 や 処理 を 意図 的 に 省略 し た り 、 抜 か し た りす る こと 。 処理 する 
デー タ と 処理 し な い デ ー タ を 選択 する 場合 、 エ ラー を 回 避 し て 処理 を 実行 
する 場合 、 条 件 コー ド を 判断 し て 飛越 し 先 を 変え る こと 。 
スク リー ン エ ディ タ [screen editor] ( 参 ) エ ディ タ 
スク リプ ト [script] 
定型 化 さ れ た 手順 を 記述 し た 命令 群 。 プ ログ ラム 言語 に よる プロ グラ ム 
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と は 異な り 、 マ クロ 言語 や スク リプ ト 言 語 の よう な コマ ンド で 表現 する 命 
令 。 定型 的 処理 の 自動 運転 を 行う MS-DOS の バッ チ ブ プロ グラ ム や UNIX 系 
0S8 の スク リプ ト フ ァイル 、 マ クロ 機能 の ある アプ リケーション の マク ロ 
命令 の 記述 な ど を さす 。 

スク リプ ト 言 語 [Script language] 

ある 目的 の スク リプ ト を 記述 する 言語 。 一 般 的 に テキ スト で 記述 する 。 

スケ ジュ ー リ ング [scheduling] 

シス テム 資源 を 有効 に 活用 する た め に 、 各 装置 を 利用 する 時 間 を 適正 に 
配分 する こと 、 ま た は その た め の オ ペレ ー テ ィング シス テム の プロ グラ ム 
機能 (スケ ジュ ー ラ と いう )。 ユー ザ は コン ピュ ー タ シス テム に 多く の ジョ 
ブ を 与え る 際 に 、 使 用 する 資源 や 優先 順位 を 指定 する 。 0S は コン ピュ ー 
資源 を 遊ば せな いよ うに スケ ジュ ー リ ング し 、 オ ペレ ー タ に 対し ファ イ 
ル の ロー ディ ング な ど 必 要 な 処置 を メッ セー ジ で 要請 する 。 こ の 機能 で 数 
多く の ジョ ブ の 連続 運転 が 可能 に な る 。 

スタ ッ ク 【stack] 

後 入れ 先 出 し (LIFO) の デー タ 構 造 。 後 入れ 先 出 し 記憶 装置 また は 記憶 領 
域 を さす こと も ある 。 複数 の デー タ を 順次 に 記憶 する が 、 取 り 出 せる デー 
タタ は 常に 1 件 で 、 最 も 後 か ら 記 憶 し た デー タ の み で ある 。 列 の 一 端 だ け で 
追加 や 取り 出し が 可能 で ある 。 新 し く 記憶 する デー タ を 古い デー タ に 積み 
重ね る こと を プッ シュ ダウ ン (push down)、 ま た は 単に プッ シュ (押し 込 
み ) と いう 。 逆 に スタ ッ ク か ら 最 も 新しい デー タ を 取り 出す こと を ポッ プ 
アッ プ (pop up)、 ま た は 単に ポッ プ ( 跳 ね 上 げ ) と いう 。 

例え ば 、 サ ブル ー チ ン の 戻り 番地 の 管理 、 多 重 の 割込み を 処理 する 入れ 
子 の 構造 の デー タ を 処理 する た め に 、 後 入れ 先 出し の 記憶 装置 (スタ ッ ク ) 
が 必要 に な る 。( 関 ) リ スト 処理 、LIFO 


ダッ / プッ ショ ダウ ウラ 
了 に T 太 










8 = ブッ シュ ダウ ン ポ イン タ 


テイ ル ュー- テイ ルポ イン タ 


スタ ッ ク 
スタ ッ ク ポ イン タ [stack pointer : SP] 
配列 で スタ ッ ク を 実現 する と き 、 ア クセ ス す る 場所 を 指定 する ポイ ン 
タ 。 記憶 場所 を 示す アド レス 、 ま た は 添字 で あり 、 特 に 記憶 構造 が スタ ッ 
ク の 場合 、 こ う 呼 ぶ 。 ス タッ ク を 配列 で 実現 する と き 、 ス タッ ク ポ イン タ 


に な る アク セス ア ドレ ス を 特に ヘッ ド ポ イン タ 、 ス タッ ク の 未 尾 の アド レ 
ス を テー ルポ イン タ と いう 。 
スタ ブ [stupb1 

① 上 位 レ ベル の モジ ュー ル ま た は モジ ュー ル の 集まり を テス ト す る た め 
に 、 下 位 レ ベル の 未完 成 モ ジュ ー ル の イン タフ ェ ー ス 部 分 だ け を 設定 し 
た テス ト 用 の プロ グラ ム 。( 関 ) トッ プ ダ ウン テス ト 

⑨⑧HPC( 遠 隔 手 続き 呼出 し ) で 、 あ る プロ グラ ム が 別 の プロ グラ ム 中 の 手 
続き を 呼び 出す と き 、 引 数 と 結果 を 授受 する モジ ュー ル 。 





(JNIS ア ) 
羽衣 9 アハ 





スタ ンダ ー ド [standard] 
標準 。 も の ご と を 決め る 際 の 規範 、 ま も る べき 基準 。 例 えば 、 各 種 製品 
の 互換 性 を 維持 し 、 生 産 効率 、 流 通 効 率 を 高め る た め に 、 標 準 化 機関 が 定 
め た 規格 。 ま た 市 場 占有 率 が 高く 、 事 実 上 標準 に 見 な され る 有力 メー カ の 
規格 。 
スト ア [store] 
① レ コー ド を ファ イル に 書き 込む こと な ど 、 デ ー タ の 記憶 装置 へ の 格納 。 
反対 に 記憶 装置 か ら デ ー タ を 取り 出す こと を ロー ド と いう 。 
( 同 ) ア ン ロ ー ド 、( 対 ) ロ ー ド 
アセ ン ブ ラ 命令 の スト ア は 、 レ ジス タ の 内 容 を メモ リ へ 格納 する こと 。 
スナ ッ プ ショ ッ ト ダ ンプ [snapshot dump] ( 関 ) ダ ンプ 
スパ イラ ル モ デ ル [spiral model] 
ウォ ー タ フォ ー ル モデ ル と プロ ト タ イ プ モ デル の 両方 の 手法 を 折 表 し 
た モデ ル 。 開発 の 各 期 階 で 必要 と する 技術 者 の 技能 が 異な る た め 、 
ウォ ー タ フォ ー ル モデ ル で は 初期 と 後期 に シス テム アナ リス ト や シス テ 
ム エ ン ジニ ア が 不足 し 、 中 期 に プロ グラ マ が 不足 する 現象 が 起き る が 、 
これ を 解消 する た め 、 開 発 の 初期 か ら 独 立 性 の 高い モジ ュー ル に つい て 
は 設計 、 プ ログ ラミ ング 、 テ スト を 行い 、 順 次 に シス テム を 開発 する 手 
法 。 
スプ ー ル [spoal ン simultaneous peripheral operationS on line] 
資源 の 効率 的 運用 を 図る こと を 目的 に 、 中 央 処理 装置 の ジョ ブ と 入出 
力 処 理 を 並行 し て 行う こと 。 読 取り 装置 や プリ ンタ 等 の 周辺 装置 は 中 央 
処理 装置 に 比べ て 処理 速度 が 遅い た め 、 周 辺 装置 を 直接 使用 する と 中 央 


処理 装置 に 処理 待ち が 生じ る 可能 性 が ある 。 そこで 、 中 央 処理 装置 と 周 
辺 装置 の 間 で デー タ を 転送 する と き 、 補 助 記憶 装置 を 緩衝 記憶 と し て 用 
い 、 処 理 の 遅れ を 短縮 させ る 。 周 辺 装置 は 補助 記憶 装置 か ら デ ー タ を 受 
け と る 。( 参 ) バ ッ フ ァ 記 憶 装 置 
スペ ー シ ン グチ ャ ー ト [spacing chart] 
コン ピュ ー タ の 処理 結果 を ディ スプ レイ 画面 や 用 紙 に 出力 する 場合 に 、 
どの 位置 に に の デー タ を 何 桁 で 印字 する か な ど 、 形 式 を 設計 する た め に 用 
いる 用 紙 。 1 画面 、 帳 票 1 ペー ジ の 文字 数 、 行 数 に 合わ せ た 箸 線 が 印刷 し 
て ある 。 ( 関 ) 出 力 設計 、 帳 票 設計 、 画 面 設計 
スペ ッ ク 【specification ロ spec.] 
speoification( 仕 様 ) の 略語 。 本 来 は ハー ドウ ェ ア ・ ソ フト ウェ ア の 仕 
様 書 の こと 。 し か し 、 一 般 的 に は その も の が 示す 能力 の こと を 表し 、 カ タ 
ログ な ど に 記載 し て ある 性 能 デ ー タ を さす こと が 多い 。 ( 類 ) 仕 様 書 
スラ ッ シ ン グ [thrashing] 
仮想 記憶 方 式 で 、 非 常に 頻繁 に ペー ジン グ を 行う こと 。 シ ステ ム で 使用 
可能 な 実 記憶 領域 に 比 し て 、 仮 想 記憶 上 の プロ グラ ム が 大 きい 場合 、 ま た 
マル チ プ ログ ラミ ング の 多重 度 が 高い 場合 、 使 用 可能 な 実 記憶 容量 が 少な 
く な る と スラ ッ シ ン グ が 発生 し 、 シ ステ ム 全 体 の 効率 が 悪く な る 。 
スル ー プ ッ ト [thraughput] 
① 単 位 時 間 当 た り 処 理 で きる 仕事 量 。 高価 な コン ピュ ー タ 資源 を 効率 よく 
使用 する た め 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム で は 、 ス ルー プッ ト の 向上 が 
主要 な 目標 に な る 。 こ の 実現 の た め 、 マ ル チ プ ログ ラミ ング 技法 、 ス 
プー ル 技 法 な ど が ある 。 
⑧ デ ー タ 転送 の 効率 (単位 時 間 当 た り の デー タ 通 信 量 ) の 意味 で も 、 用 いら 
れ て いる よう に な っ て いる 。 
スロ ッ ト [slot] 
① デ ー タ を 格納 する 論理 的 な 単位 。 
② 仮 想 記憶 シス テム で 、 外 部 ペー ジン グ 記 憶 装置 上 の 、 各 ペー ジ を 収容 す 
る 単位 、 ペー ジ と 同じ 4 オキ ロバ イト の ブロ ッ ク に フォ ー マ ッ ト す る 。 
③ 拡 張 ボー ド や PC カー ド な ど を 収納 する た め の 差 し 込み ロ 。 ド ライ ブ な 
どの 収納 口 は ベイ と いう 。 
スワ ッ プ プス ワッ ピン グ [swap プ swapping] 
① 主 記憶 装置 の 領域 の 内 容 と 補助 記憶 装置 の 領域 の 内 容 を 交換 する 処 
理 。0S は 、 こ の スワ ッ プ と いう 手法 を 利用 し て シス テム が 実際 に 搭 
載 し て いる メモ リ 容 量 の 制約 を 越え る 大 き な プ ログ ラム や デー タ を 扱 
う 。 こ の 手法 を 仮想 記憶 と いう 。 
( 類 ) ロ ー ル イン ・ ロール アウ ト 





プロ グラ ミン グ で は 、 ら か 所 の 記憶 領域 の 内 容 を 互い に 入れ 換え る こと 。 
例え ば 、 ソ ー ト の 必要 か ら A 番 地 と 番地 の デー タ を 交換 する こと 。 


正規 化 Inormalization] 
ある 量 を 定め られ た 範囲 内 に 収まる よう 調整 する こと 。 
① 浮 動 小数 点 表示 で 、 あ る 数 の 小数 部 が あら か じ め 定 め ら れ た 範囲 内 に 入る 
よう に 指数 部 と 小数 部 を 調整 する こと 。 例 えば 、10 進 数 で 小数 部 x の 範 
囲 を 1 >x =0.1(x は 1 以下 の 最大 値 ) に 定め て ある 計算 機 で 演算 結果 と 
し て 0.00632x 108 を 得 た と き は 、 こ れ を 0.632X 106 に 変更 する 。 
⑧ 関 係 デ ー タ ベー ス で 、 デ ー タ の 独立 性 を 保つ た め に 行う デー タ の グル ー 
ピン グ の こと 。 関係 デー タベース で は 、 重 複 デ ー タ の 排除 、 デ ー タ の 更 
新 、 挿 入 、 削 除 の 影響 の 排除 な ど デ ー タ の 独立 性 の 維持 が 重要 で あり 、 
この 条件 を 満た す た め に 次 の よう な グル ー ピ ング を 行う 。 
(1) 繰 り 返し の ある 項目 の 独立 化 (第 1 正規 化 ) 
(8) 複数 の キー 項目 が 揃っ て か ら 初 め て 意味 が ある 項目 以外 の 独立 化 (第 
正規 化 ) 
(3) 他 の 項目 か ら の 間接 演算 で 同じ 内 容 が 得 ら れる 項目 の 除去 (第 3 正規 化 ) 
正規 形 [normal form] 
関係 デー タベース で 正規 化 を し た デー タ 。 
(1) 第 1 正規 形 (first normal form) : ある デー タベース を 構成 する レコ ー 
ド が 、 そ れ 以 上 分 解 で き な い と ころ まで 分 けら れ て いる と き 、 そ の 表 
は 第 1 正規 形 と いう 。 す な わ ち 、 フ ァイル で いえ ば 繰り 返し の ある 項 
目 が な く な りす べ て 独立 し た 項目 の 表現 に な る 。 
(2) 第 2 正規 形 (Second normal form) : ある デー タ 項 目 (a) が 決ま る 
と 、 他 の デー タ 項 目 (bD) が 一 意 に 決ま る と き (b は a に 機能 従属 する と い 
う )、 必 要 最 小 限 の デー タ の 組合 せ に な る よう に 表 を 分 割 す る こと 。 
表 に 機能 従属 が な いと き 、 第 2 正規 形 と いう 。 
(3) 第 3 正規 形 (third normal form) : ある デー タ 項 目 (a) が 決ま る と 、 
他 の デー タ 項 目 (w) が 決ま り 、 項 目 (w) が 決ま る と 、 他 の デー タ 項 目 (D) 
が 決ま る と き (b は a に 推移 従属 する と いう )、 食 い 違 い が 生 じ な いよ う 
に 表 を 分 割 す る こと 。 表 に 推移 従属 が な いと き 、 第 3 正規 形 と いう 。 
制御 イン タバ ル [control interval : CI] 
VSAM デ ー タ セッ ト を 構成 する 論理 的 な 構成 要素 の ひと つ で あり 、 制 御 
エリ ア (CA) を 細分 化し た 領域 。 制御 イン タバ ル (CD) が いく つか 集まっ て 











制御 エリ ア を 構成 する 。 ひと つの CI に は 、 複 数 の 論理 レコ ー ド が 記憶 さ 
れ 、CI は VSAM に お ける 入出 力 操作 の 単位 と な る 。 ひと つの デー タ セ ッ ト 
を 構成 する 制御 イン タバ ル は 固定 長 で ある が 、 こ れ を 構成 する 論理 レコ ー 
ド は 固定 長 の 場合 も 可変 長 の 場合 も ある 。 

制御 イン タバ ル に は 、 レ コー ド 定 義 フ ィ ー ル ド (record define field : 
HDF) と 制御 イン タバ ル 定 義 フ ィ ー ル ド (control interval define field : 
CIDF) が ある 。RHDF は 論理 レコ ー ド を 記録 する フィ ー ル ド で あり 、CIDF 
は 空き キス ペー ス の 位置 と 大 き さ お よび 吉 論 理 レ コー ド の 長 さ と 制御 情報 を 
記録 する フィ ー ル ド で ある 。 それ ぞ れ の フィ ー ル ド は 固定 され た 位置 に あ 
る の で は な く 、 制 御 イ ンタ バル の 前 と 後 か ら 作 成 さ れ て いく 。 


VSAM デ ー タ セッ ト 
制御 エリ ア 


制御 エリ ア 
イン タバ ル 


制御 エリ ア [control area : CA] 
VSAM デ ー タ セッ ト を 構成 する 論理 的 な 区 域 。 レ コー ド を 記憶 する 。 複 
数 の 制御 イン タバ ル に よっ て 構成 され る 。 ま た 、 複 数 の CA が 集まっ て ひ 
と つの デー タ セ ッ ト を 構成 する 。 将 来 の レコ ー ド 追加 に 備え 、VSAM デ ー 
タ セ ッ ト の 終わ り に は 未 使用 の 制御 エリ ア を 用 意 す る 。 こ れ を 空き 制御 エエ 
リア (空き CA) と いい 、 空 き CA が 無く な っ た 場合 は 、 新 し い CA を 設定 す 
る こと が で きる 。 
制御 コー ド [control code] ( 同 ) 機 能 キ ャ ラク タ 
制御 セグ メン ト [control segment] 
ひと つの モジ ュー ル の 中 で も 、 い くつ か の 機能 部 分 に 分 け て 考え る と 
き 、 細 分 化し た 単位 を セグ メン ト と いう 。 上 位 の セグ メン ト は 、 モ ジュ ー 
ル 全 体 の 管理 を 行う だ け の 場合 、 特 に 制御 セグ メン ト と いう 。 制御 セグ メ 
ント は 従属 セグ メン ト を 呼び 出す だ け で あり 、 実際 の デー タ の 処理 ・ 加 工 
は 従属 セグ メン ト で 行う 。 
制御 プロ グラ ム [control program] 
コン ピュ ー タ を お だ な く 有 効 に 利用 する た め に 、 コ ンピュータ 全体 の 作 
業 の 流れ を 監視 し 制御 する プロ グラ ム 。 処理 プロ グラ ム と と も に 、 オ ペ 
レー ティ ング シス テム (OS) を 構成 する 重要 な プロ グラ ム で ある 。 
制御 文字 [control character] ( 同 ) 機 能 キ ャ ラク タ 
静止 画 デ ー タ [image data] 
写真 、 絵 、 図 形 な ど を ディ ジタル 化し た デー タ 。 画像 デー タ の ファ イル 








は 、 フ ァイル 容量 と 処理 時 間 の 問題 か ト ら 、 い くつ か の 圧縮 ・ 伸張 方 式 が 提 
案 さ れ て お り 、 複 数 の ファ イル フォ ー マ ッ ト が 存在 する 。 カラ ー の 静止 画 
の 解像度 を あげ る と 、1] 枚 の 静止 男 で も 大 き な デ ー 夕 量 と な る た め 、 圧 縮 
し て 保管 する の が 一 般 的 で あめ る 。 フ ルカ ラー 静止 画 デ ー タ の 圧縮 技術 の 標 
準 と し て JPEG が ある 。 そ の ほか 、GIF も イン ター ネッ ト の Web ペ ー ジ の 
静止 還 デ ー タ と し て 多く 利用 され て いる 。( 参 )JPEG、GIF 
整数 演算 [integer arithmetic operation] 
整数 型 の デー タ 形 式 で 行う 演算 。 小 数 部 は 扱わ な い 。10 プ 3 を 3 と する 
よう な 小数 部 無視 の 演算 で 、 浮 動 小 数 点 演算 な ど で 問 題 に な る 桁 落ち は な 
い が 、 扱 える 数 値 の 範囲 は 狭い 。 
整数 化 Iround] 
① 実 数 型 か ら 整 数 型 へ の 型 変換 。 小 数 点 以 下 の 値 を 切り 捨て る 。 また 整数 六 
算 を する 場合 、Fortran や COBOL で は 結果 の 小数 点 以下 を 切り 捨て る 。 
⑧@ 小 数 か ら 整 数 に する こと 。 一 般 的 に は 小数 点 以 下 の 四捨五入 切上げ 、 
切捨て な どの 方 法 が ある 。 ( 類 ) 丸 め 
整数 型 [integer type ノ int] 
デー タ 型 の ひと つ 。 整 数 は 、 実 数 の うち 、 小 数 点 以 下 を も た な い 数 の こ 
と 。 プ ログ ラム 言語 に よっ て 、 正 負 の 符号 の 扱い 、 有 効 けた 数 の 扱い が 異 
な る 。 
性 能 管理 [performance analysis] 
シス テム の 性 能 は 、 ユ ー ザ や デー タ 量 の 増加 な ど で 低 下す る こと が ある 
の で 、 乏 働 中 の 性 能 を 監視 、 分 析 し 、 信 頼 性 を 保持 する こと 。 将 来 の 処理 
量 予測 、 性 能 向 上 の た め の 現 状 評価 や 問題 点 の 探索 を 含む 。 
性 能 テ スト [performance test] 
開発 し た コン ピュ ー タ シス テム が 所 定 の 処理 能力 を 発揮 する か 検査 する 
こと 。 シ ステ ム に より 、 処 理 能力 の 評価 基準 は 異な る が 、 通 常 は 単位 時 間 
当たり に 処理 で きる 仕事 量 、 入 力 か ら 出 力 を 得る まで の 応答 時 間 、 過 大 な 
デー タ を 与え た 場合 の 遅れ な ど が 設計 基準 を 満た すか 、 運 用 上 の 問題 に な 
る か を 調べ る 。 
西暦 00O 年 問題 
西暦 年 月 日 表現 を yymmdd の よう に 、 年 部 分 を 下 ら 桁 の 数 字 で 済ま せ た 
こと が 西暦 CO00 年 以後 の コン ピュ ー タ シス テム 運用 に 悪影響 を 及ぼ すこ 
と 。 ク ロッ ク 問 題 と も いう 。 シ ステ ム が 、 例 えば 暦年 数 字 02 を 200 ら 年 
と 判断 し な いで 1980 ら 年 と 判断 する 場合 に 生ずる 諸 問 題 で わる 。 西暦 年 を 
4 桁 表現 に 変更 する か 、 区 別 する 入出 カル ー チ ン を 追加 する な どの 方 策 を 
と る 。 既 に 利用 し て いる プロ グラ ム 上 の 問題 箇所 を 検索 する ツー ル な ども 


販売 され て いる 。 


整列 [sort ノ sgrting] ( 同 ) ソ ー ト 
セー ブ [save] 

一 般 的 に は 特定 の 情報 を 破壊 や 消滅 か ら 守 る た め に 別 の 記憶 媒体 、 別 の 
場所 に 複写 (また は 移動 ) す る こと 。 退避 と も いう 。 特 に 主 記憶 装置 内 の プ 
ログ ラム や デー タ を 外部 記憶 装置 に 記憶 する と き に 用 いる 語 。 

セキ ュ リ ティ [security プ secret protection] 

コン ピュ ー タ 資源 を 破壊 、 障 害 、 盗 用 、 悪 用 な どの 犯罪 等 か ら 守 る こ 
と 。 コ ンピュータ 犯罪 の 防止 や プラ イ バ シ 保 護 の た め に 、 ア クセ ス 権 を も 
た な い 者 か ら プ ログ ラム や デー タ を 隔て る こと 。 コ ンピュータ セキ ュ リ 
ティ 、 安 全 性 と も いう 。 主 と し て 、 ハ ー ド ウェ ア 機 能 の 破壊 (事故 、 災 害 
に よる )、 ソ フト ウェ ア 機 能 の 破壊 、 侵 害 ( 運 用 ミス 、 負 荷 集中 等 に よる ) 
の ほか 、 デ ー タ の 不正 使用 、 破 壊 、 改 ざん ( 偽 情 報 の 混入 ) 等 の 悪用 に 対す 
る 抑制 、 防 止 対策 、 そ の 機構 を さす 。 

(1) ア クセ ス 者 の 正当 性 を 確認 する 認証 技術 
(2) デ ー タ その も の を アク セス 者 か ら 隔 離す る 技術 
(3) ア クセ ス 者 を 特定 で きる 監視 技術 

具体 的 に は 、 ハ ー ド ウェ ア を 火災 、 出 水 、 者 な どか ら 守 る 設備 、ID カ ー 
ド 設備 の 整備 、 パ スワ ー ド 、 コ ピー プロ テク ト 、 コ ー ル バッ ク 、 デ ー タ の 
暗号 化 、 オ ペレ ーション ログ の 実施 な ど を セキ ュ リ ティ レベ ル に 応じ て 行 
わな けれ ば な ら な い 。 こ れ に 加え 、 シ ステ ムダ ウン に そなえ る バッ クア ッ 
ブ 技 術 や 回 復 技術 も 重要 な 安全 性 確立 の 技術 で ある 。 

セク タ [sectar] 

磁気 ディ スク 、 デ ィ ス ク パ ッ ク 、 フ ロッ ピー ディ スク の 台 記 憶 媒 体 は 、 
記憶 面 を 複数 の トラ ッ ク に 分 割 し 、 任 意 の トラ ッ ク を アク セス で きる よう 
に し て ある 。 そ の 分 割 し た トラ ッ ク を さら に 分 割 し た 最小 単位 を セク タ と 
いう 。 ト ラッ ク は 等 分 割 する 場合 や 任意 の サイ ズ に 分 割 す る 場合 が ある 。 
大 き な デ ー タ は 複数 の セク タ に また が っ て 記録 し 、 小 さ な デ ー タ は 1 セク 
タ に 記録 する 。 し か し 、 す で に 記録 し た デー タ が ある と 、 他 の デー タ を そ 
の セク タ に 記録 で を き な い た め 無 駄 が 生ずる こと が ある 。( 参 ) トラ ッ ク 

セグ メン ト 【[segment] 

プロ グラ ム や デー タ を いく つか の 部 分 に 分 割 し 、 そ れ 自 体 で 完結 し た 処 
理 が で きる 、 あ る い は 処理 の 対象 と な る まとまり の こと 。 

仮想 記憶 方 式 や マル チ プ ログ ラミ ング 方 式 で 記憶 容量 に 比 し て 大 き な プ 
ログ ラム や デー タ 、 複 数 の プロ グラ ム を 扱う と き に 利用 する 。 仮想 記憶 方 
式 で は 、 記 憶 領 域 を ペー ジ と 呼ぶ ある 一 定 の 大 き さ に 分 割 し 、 ペー ジ 単 位 
に 主 記憶 上 に ロー ド ( ペ ー ジ イン )、 ア ン ロ ー ド (ペー ジア ウト ) す る 。 こ の 
ペー ジ を 複数 個 ま と め た も の を セグ メン ト と いう 。 プ ログ ラム 全体 が 主 記 





憧 上 に 存在 し な く て も 実行 で きる よう に 、 プ ログ ラム の 構成 要素 ご と に 定 
義 す る 。 セグメンテーション は 、 セ グ メ ント に 分 割 し て 管理 する こと 。 
( 関 ) 仮 想 記憶 、 セ グ メ ント 化 
セグ メン ト 化 [segmentation] 
分 割 し た プロ グラ ム モ ジュ ー ル の 内 部 は 、 さ ら に 幾つ か の 機能 部 分 に 分 
け て 考え る こと が で きる 。 モジ ュー ル を 細分 化し た 部 分 を セグ メン ト と い 
う 。 セ グ メ ント は 、 論理 的 に まとまり の ある ステ ー ト メン ト ( 文 ) の 集まり 
で ある 。 モ ジュ ー ル を セグ メン ト に 分 割 す る こと を セグ メン ト 化 と いう 。 
節 [node] 
木 構 造 で 、 枝 (branch) の 集合 点 を 節 (node) と いう 。 し た が っ て 節 は 枝 


いう こと が ある 。( 同 ) ノ ー ド 、( 参 ) 木 構造 
絶対 アド レス [absolute address] ( 参 ) 実 効 ア ドレ ス 
セッ ト ア ッ プ [setup] 
新規 の ハー ドウ ェ ア 構 成 要素 を 互い に 接続 し 適切 な 設定 を 行い 、 記 憶 媒 
体 の 初期 化 、 基 本 ソフ トウ ェ ア の イン スト ー ル 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
の カス タマ イズ な ど を 行う 作業 。 次 の よう な 作業 の 全体 。 
(1 ) 各 装 置 に 必要 な 部 品 要素 (本 体 、 イ ンタ フェ ー ス 、 ケ ー ブ ル な ど ) や ソ 
フト ウェ ア ( デ バイ ス ドラ イ バ 、 組 込み 用 ソフ ト 、 マ ニュ アル 、 利 用 
者 登録 表 な ど ) の 確認 。 
(9) 増設 メモ リ や 増設 イン タフ ェ ー ス ボー ド な どの 本 体内 部 へ の 取り 付け 。 
(3) 周辺 機器 と 本 体 の ケー ブル の 接続 、 各 種 ス イッ チ の 設定 、 電 源 の 投入 。 
(4) オ ペレ ー テ ィング シス テム の イン スト ー ル 。 
(5) 装置 の ドラ イ バ の イン スト ー ル 。 外 部 記憶 媒体 の 初期 化 、 領 域 確保 。 
(6) アプ リケーション プロ グラ ム の イン ス トー ル 、 カ スタ マイ ズ 。 
(7) コン ピュ ー タ シス テム 全体 の シス テム 環境 設定 。 
セ プ テ ッ ト [septet] 
フ ビ ッ ト で 表現 し た コー ド 。 7 ビッ トバ イト と も いう 。ASCI 符 号 で は 
3 ら 個 の 制御 文字 、96 個 の 大 小 英 文字 、 数 字 、 特 殊 文字 を 定義 し て いる 。 
また JIS で は 情報 交換 用 符号 を JIS-X0201-1976 で 定め て お り 、 ロ ー マ 
文字 用 7 単位 符号 、 片 仮名 用 7 単位 符号 、 ロ ー マ 文 字 と 片仮名 用 8 単位 符号 
の 3 種類 が ある 。7 ビ ッ ト で は 最大 128( ニ 7?) 種類 の 文字 を 表現 で きる 。 
セル フ ア セ ン ブ ル [self assemble] ( 関 ) ア セン ブル 
セル フ コ ン パイ ラ [self compiler] ( 対 ) ク ロス コン パイ ラ 
ゼロ クリ ア [zero clear] 
累 算 ( 累 加 足し 込み ) を 行う と き 、 累 算 結 果 を 記憶 する 変数 の 値 を 最初 
に 0 に し て お く こ と 。 プ ログ ラム で は あら か じ め 初 期 値 と し て ゼロ クリ ア 
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する 場合 と 累 算 の 実行 直前 に 0 を 代入 する 場合 が ある 。 
ゼロ 除算 [division by zero] 

数 値 演算 が 禁じ て いる ゼロ で の 除算 。 そ の 結果 生ずる 内 部 割込み 。 そ の 
と き 表 示す る エラ ー メ ッ セ ー ジ 。 

ゼロ 抑制 [zero suppression] 

数 字 の 表現 を 見 や すく する た め に 、 小 数 点 以上 (整数 も 含め ) の 有効 数 字 
(有効 けた ) よ り 上 位 に ある 0 を な くし た り 、* で 置き 換え た りす る こと 。 
ゼロ 消却 と も いう 。 例 えば 「0012.3」 を 「12.3」 と 上 位 の 「00」 を 消し て 表 
示す る こと 。 例 えば COBOL で は 、PICTURE 句 の 文字 列 が 「Z」 の と き は ゼ 
ロ が 空白 に 、「*」 の と き は 「*」 に 置き 換わる 。 

全角 文字 [full size character] 

ディ スプ レイ 、 プ リン タ な ど が 表示 、 印 字 す る 標準 サイ ズ の 文字 で 、 
縦横 寸法 が ほぼ 等 し い 文 字 の 通称 。 通常 は JIS 情 報 交換 用 漢字 符号 で 定義 
し た 文字 。 漢字 と 非 漢 字 ( 記 号 、 英 数 字 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ ) な どの ら 
バイ ト 文 字 。 

線形 探索 [linear search/sequential search] 

配列 、 ま た は リス ト に ある デー タ を 一 端 か ら 順に 探索 する 技法 。 配 列 
(リス ト ) 中 に 、 レ コー ド 以 外 の デー タ ( 例 えば 、 空 欄 や EDF) が ある か 、 レ 
コー ド の 件 数 は 既知 か 、 同 じ キ ー の レコ ー ド が 多重 登録 され て いる か な ど 
で アル ゴリ ズム に 若干 の 違い が ある 。 デ ー タ 量 が n 倍 に な れ ば 、 探索 の た 
め の デ ー タ 量 も n 倍 に な る 。 逐 次 探索 、 順 次 探索 と も いう 。 ( 関 ) 番 兵 

線形 リス ト [linear list] ( 関 ) リ スト 構造 
選択 [select] ( 参 ) 基 本 制御 構造 

選択 ②[select プ selection] ( 関 ) 関 係 代 数 
選択 ソー ト [selection sort] 

簡単 な 内 部 ソー ト の アル ゴリ ズム の ひと つ 。 配列 中 の デー タ の 最小 値 
(また は 最大 値 ) を 見 つけ 配列 の 一 端 に お き 、 探 索 範 囲 を ] 件 分 狭め 、 同 様 
の 操作 を 繰り 返す ソー ト 法 。 バブ ルソー ト に 比べ 交換 の 回 数 は 減る が 、 や 
は り デ ー タ 量 の ら 乗 に 比例 する 計算 量 が 必要 で 、 す ぐれ た アル ゴリ ズム と 
は いえ な い 。 最 小 値 法 ( 最 大 値 法 ) と も いう 。 








増加 テス ト [incremental test] 
テス ト 済 み の モ ジュ ー ル に 未 テ スト の モジ ュー ル を 結合 し て 、 順 次 に 行 
う テ スト 。 1 回 の テス ト で 検証 され る の は 、 未 テス トモ ジュ ー ル 内 部 か 結 


合 部 分 と いう こと で 、 比 較 的 エラ ー の 発生 部 分 の 特定 が し や すい 。 テス ト 
が 終了 、 修 正 し た ら 、 次 の モジ ュー ル を 加え て 同様 の テス ト を 繰り 返す 。 
モジ ュー ル の 結合 の 順序 に より トッ プ ダ ウン 型 と ボトム アッ プ 型 に 大 別 で 
きる 。 

合 テ スト [integrated test/system test] 5 
開発 され た シス テム が 、 総 合 的 に 見 て シス テム 設計 段階 の 目的 ・ 目 標 を 
実現 し て いる か を 確認 する テス ト 。 シ ステ ム テ スト と も いう 。 主 な テス ト 
項目 は 、 機 能 テ スト ・ 週 負荷 テス ト ・ 安 定性 テス ト ・ 面 障害 テス ト ・ 性 能 
テス ト な ど で あ り 、 運 用 の 現場 に シス テム が 移行 され た 場合 を 想定 し て 開 

発 者 が 行う テス ト で ある 。 
相対 アド レス [relative address] 
別に 指定 し た アド レス を 基準 と し て 、 相 装 的 に 表し た アド レス 。 多重 プ 
ログ ラミ ング で 、 い くつ か の プロ グラ ム を 同時 並行 処理 する 場合 、 ブ ログ 
ラム の 記憶 領域 を 絶対 ア の ドレ ス と し て 固定 する と 、 記 憶 装 置 内 に 空き の 領 
域 が め っ て も ほか の プロ グラ ム を 実行 で き な い 場合 が ある 。 そ こ で 、 実 記 
憎 装 置 に 格納 する 段階 で 相対 アド レス か ら 絶 対 ア ドレ ス に 修飾 (変更 ) す る 
方 法 を と る こと に より 、 空 いて いる 領域 を 有効 に 利用 し 、 多 重 プ ログ ラミ 
ング を 可能 と し た 。 
相対 アド レス 指定 [relative addressing] 
命令 語 の アド レス 部 に 基準 値 (ベー スレ ジス タ 、 ま た は 命令 アド レス レ 
ジス タ が 記憶 する 値 ) か ら の 変位 を 指定 する 方 式 。 プ ログ ラム を 記憶 装置 
の どこ に で も 置け る 点 が 便利 。( 参 ) 再 配置 可能 プロ グラ ム 
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相対 バイ ト ア ドレ ス [relative byte address : RBA] 
VSAM デ ー タ セッ ト で 、 各 レコ ー ド の 記憶 アド レス を 表現 する アド レ 
ス 。 デ ー タ セッ ト の 最初 の 制御 エリ ア (CA) の 最初 の 制御 イン タバ ル (CI) 
の 先頭 番地 を 基準 0 りこ し て 、 基 準 か ら 数 えた バイ ト 数 で レコ ー ド の 所 在 を 
表す 。 こ の よう に CO! 別に 相対 的 に 表し た アド レス を 用 いる と 、 シ リン ダ 番 
号 や トラ ッ ク 番 号 で 指定 する 必要 が な く な り ハ ー ド ウェ ア か ら の 独立 性 が 
増し 、 デ ー タ セッ ト の 保守 作業 や レコ ー ド の 移動 が 容易 に な る 。 


相対 ファ イル [relative file] 
相対 レコ ー ド 番号 に より ファ イル 内 の レコ ー ド を 識別 で きる よう に 編成 
され た ファ イル 。 相対 レコ ー ド 番号 の 昇順 に 呼び 出す 順 呼 出し と 、 乱 呼出 
し が 可能 で ある 。 
相対 編成 [relative organization] 
ファ イル 編成 法 の ひと つ 。 フ ァイル 上 の 最初 の ブロ ッ ク を 0 番 ブ ロッ 
ク 、 次 を 1 番 ブ ロッ ク と し 、 そ の ブロ ッ ク 番 号 を 指定 し て ファ イル を 読み 
書き で きる 。 例 えば 、 あ る ファ イル の 先頭 か ら 数 えて 58 番 目 の ブ ロッ ク 
を 読み 出す に は 、 相 対 ブ ロッ ク 番 号 を 58 と 指定 する と 、 ソ フト ウェ ア が 
ブロ ッ ク の 位置 を 算出 し 、 該当 トラ ッ ク お よび ブロ ッ ク に ヘッ ド を 位置 づ 
ける 。 こ の よう な 乱 呼出 し が で きる ファ イル 編成 。 通常 ] ブロ ッ ク ] レ 
コー ド ( 固 定 長 レ コー ド ) で あり 、 こ の 番号 を 相対 レコ ー ド 番号 と いう 。 
相対 編成 ファ イル [relative organization file] 
( 同 ) 相 対 フ ァイル 
相対 レコ ー ド デー タ セ ッ ト [relative record data set : RRDS] 
直接 編成 ファ イル と 同様 に 、 レ コー ド の キー を レコ ー ド アド レス に 変換 
し て 、 レ コー ド へ の 直接 アク セス が 可能 な デー タ セ ッ ト 。RHRDS で は 、 
デー タタ コンポーネント 内 は スロ ッ ト と いう 単位 に 分 解 さ れる 。 スロ ッ ト は 
論理 レコ ー ド を 記憶 する た め の 器 で あり 固定 長 で ある 。 ス ロッ ト に は 先頭 
か ら 順 に 番号 が 付け られ 、 こ の 番号 で レコ ー ド の 位置 を 特定 する 。 こ の 番 
号 を 相対 レコ ー ド 番号 と いう 。 論理 レコ ー ド は キー 値 と 対応 する RHRN の ス 
ロッ ト に 記録 され る 。 こ の と き 、 対 応 する キー 値 を も つ レ コー ド の な い ス 
ロッ ト は 空き の 状態 に な る が 、 こ れ を 空 キ スロット と 呼応 。 
HHDS へ の アク セス は 、KSDS と 同様 、 順 アク セス 、 直 接 ア クセ ス 、 動 
的 アク セス が 可能 で ある 。 また 、HRDS に 対す る 処理 も 、 更 新 ・ 削 除 ・ 追 
加 が 可能 で ある 。 
相対 レコ ー ド 番号 [relative record number : RRN] 
①COBOL の 用 語 で 、 相 対 フ ァイル を 記憶 する た め に 設け られ た レコ ー ド 領 
域 に ふら れ た 番号 。 先 頭 か ら 1、 ら 、…… 、 n の 通し 番号 が つけ られ る 。 
@ ぐ 仮想 記憶 アク セス 方 式 (VSAM) で 固定 長 レ コー ド が も つ レ コー ド 番 号 。 
VSAM フ ァイル 内 の 相対 編成 ファ イル に 相当 する ファ イル の 最初 の レ 
コー ド か ら の 隔たり で 、 物 理 的 な ディ スク の アド レス を 計算 で きる 。 
挿入 [insert プ supplement プ addition ン insertion] 
デー タ の 並び (文字 列 、 配 列 、 レ コー ド の 並び 、 フ ァイル な ど を 含む お ) の 
中 に 別 の デー タ の 並び を 適切 な 位置 に は さ み 込む こと 、 あ る い は その 機 
能 。 追加 と も いう 。 表 計算 ソフ ト で の 列 や 行 の 挿入 は 、 シ ステ ム が 自動 的 
に 処理 する 。 プ ログ ラム で 、 フ ァイル 中 の レコ ー ド の 並び に 新た な レコ ー 





ド を 挿入 する 場合 は 、 挿 入 レ コー ド 以 降 の レコ ー ド を 後方 に 転記 し た り 、 

レコ ー ド の 並び 方 を 指定 する ポイ ンタ の 値 を 書き 換え る 必要 が ある 。 
双方 向 リ スト [bi-directional list] ( 関 ) リ スト 構造 
添字 [subscript] 

配列 や テー ブル 中 の 特定 の 要素 を 識別 する た め に 配列 名 や テー ブル 名 と 。 
と も に 用 いる 順序 数 。 プ ログ ラム の 中 で は 、 整 数 また は 変数 の 順序 数 要素 
を か っ こ で くく っ て 表す 。 ( 参 ) 配 列 

ソー ス デ ー タ [source data] 

デー タ 処 理 の 対象 と な る デー タ の 最初 の 形 。 原 始 デ ー タ と も いう 。 例 え 
ば 、 取 引 が 発生 で 生じ た デー タ は 、 当 初 は 伝票 に 記録 し 、 後 に 処理 する 。 
この 伝票 が 原始 デー タ で ある 。 一 般 に 原始 デー タ は その まま の 形式 で は コ 
ンピュータ 処理 に 適し た 形式 に な っ て いな いた め 、 入 力 に 際 し て 入力 変換 
を 要する 。 

ソー スプ ログ ラム [source DrO「am/SOurce COde] 

プロ グラ マ が プロ グラ ム 言 語 で 表現 し た プロ グラ ム 、 ま た は その テキ ス 
ト フ ァイル 。 例え ば 、C、 C+ 十 、Fortran、COBOL、 アセ ン ブ ラ な ど で 
記述 し た プロ グラ ム 。 原始 プロ グラ ム と も いう 。 コ ンピュータ が この プロ 
グラ ム を 実行 する た め に は 、 さ ら に 言語 翻訳 プロ グラ ム 、 連 係 編集 プロ グ 
ラム に よじ 機械 語 に 変換 する 必要 が ある 。 ( 関 ) コ ン パ イル 、 ア セン ブル 

ソー ト [sort] 

ファ イル また は レコ ー ド 中 の 各 デ ー タ 項目 を 定め られ た 規準 (例え ば 五 十 
音 順 、 数 の 大 小 、 日 付 順 な ど ) に 従っ て 順序 よく 並べ 換え る こと 。 整 列 、 分 
類 と も いう 。 順 序 に は 、 昇順 ( 正 順 ) と その 逆 の 降順 G 嘱 順 ) と が ある 。 

並べ 換え に より 主 処理 を 正しく 能率 よく 行う こと が で きる 。 そ の た め 前 
処 理 し し て デー タ を ソー ト す る こと が 多い 。 ま た 出力 デー タ も ソー ト に よ 
り 順位 が わか る 、 検 索 が 容易 な どの 理由 で ソー ト す る こと が 多い 。 

実際 の ソー ト に は 、 プ ログ ラム 言語 や アプ リケーション ソフ ト に 備わっ 
て いる ソー ト 命 令 や ソー トコ マン ド 、 専用 の ソー ト プ ロ グラ ム を 使用 する 
場合 が 多い 。 こ の 場合 は 入出 力 ファ イル と キー 項目 の 簡単 な 定義 を する だ 
け で よい 。 ソ ー ト の 際 に 大 量 の レコ ー ド を 短 時 間 に 処 理 す る た め に 、 ア ル 
ゴリ ズム が く 記 うさ れ 、 各 種 の 手法 が ある 。 

( 関 ) 外 部 ソー ト 、 内 部 ソー ト 、 ソ ー ト キー、 基 本 交換 法 
ソー トキ ー【sort key] 

各 デ ー タ 項目 を 順序 よく 並べ 換え る た め に 、 指 定 する 項目 。 通 常 の レ 
コー ド は 、 複 数 の 項目 か ら な り 、 ど の 項目 で 並べ 替え る か に より 出力 が 異 
な る 。 ま た 複数 の ソー トキ ー の 優先 順位 を 指定 で きる の が 普通 で ある 。 社 
員 フ ァイル で 、 人 入社 年 度 を ソー トキ ー に すれ ば 社歴 の 順に 、 生 年 月 日 を 








ソー トキ ー に すれ は ば 年 齢 順に 、 氏 名 の 読み を ソー トキ ー に すれ ば 五 十 音 順 
に 並べ る 。 
ゾー ン 形 式 [zone format] 

ゾー ン 10 進 数 の 表現 形式 。1 バ イト で 1 桁 の 数 字 を 表し 、 小 数 点 の 位置 
を LSB の 右 と 想定 し 、 符 号 は 最 下 位 バ イト の 上 位 4 ビ ッ ト に お く 。 こ の 形 
式 は 、 間 桁 を 1 バイ ト で 表し 、 各 バイ ト は 上 位 4 ビ ッ ト の ゾー ン (<zone) 部 
(EBCDIC 系 は 1 1 1 1、JIS 系 は 001 1 ) と 下位 4 ビッ ト の 2 進化 10 進 表記 
法 (BCD コ ー ド ) か ら な る 。 符号 は 最 下 位 の ゾー ン 部 で 示す (通常 、 プ ラス 
は 1100、 マ イナ ス は 1 101)。 パッ ク 形 式 に 比べ お よそ ら 倍 の 領域 を 必要 
と する 。 


例 -947… 旧 HHlOo11 四 onoo 暫 mo 


| 数 填 | 数値 | 争 
( 賠 ) ア ン バ パッ ク 。”~ 2 5 
ゾー ン 10 進 数 [zone format] 
計算 機内 で の 10 進 数 値 の 表し 方 の ひと つ 。 入出 力 装置 (例え ば ライ ンプ 
リン タ ) は 通常 この 形式 で デー タ の や り と り を 行っ て いる 。 ア ン パ ッ ク 形 
式 、 外 部 10 進 と も いう 。( 関 ) ゾ ー ン 形式 
属性 [attribute] ( 同 ) ア トリ ビュ ー ト 
即 値 アド レス 指定 [immediate addressin ン zero level 
addressin] 
凍 令 の アド レス 部 の 内 容 が 、 デ ー タ を 格納 し て ある 主 記 憶 装 置 の アド レ 
ス で は な く 、 処 理 の 対象 と な る デー タ の 値 そ の も の で ある と いう 指定 方 
式 。 ゼ ロレ ベル アド レッ シン グ と も いう 。 


陸生 下 宰 
デー タ 


ソン フトウェア [software : S ン W1 

不 特定 多数 の 人 が 頻繁 に 使用 する プロ グラ ム 。 一般に は 大 規模 で 複雑 に 
な る こと が 多く 、 複 数 人 で 開発 する 場合 が 多い 。 広義 に は 、 プ ログ ラム 、 
プロ グラ ム 開 発 技法 、 コ ンピュータ の 運用 法 、 利 用 技術 や これ ら に 関す る 
書類 (ドキ ュ メ ント ) な ど を 抽象 的 に と ら え た も の で ある 。 狭義 に は 、 プ ロ 
グラ ム や マニ ュ ア ル そ の も の を さす こと が 多い 。 

ン フ トウ ェ ア は ハー ドウ ェ ア と 比べ 、 論 理 的 に 複雑 な 表現 が で き 、 改変 
し や すく 、 複 製 が で きる た め 、 デ ー タ 処理 シス テム の 中 で は 工業 製品 で あ 
る ハー ドウ ェ ア を 多様 な 目的 に 利用 で きる よう に する 役割 を に な う 。 ソ フ 
トウ ェ ア は 、 そ の 役割 か ら 、(1) シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア 、(2) ミ ドル ウェ 
ア 、(3) 応 用 ソフ トウ ェ ア に 分 類 で きる 。 





ソフ トウ ェ ア 
シス テム 
開発 技 条 


シス テム ソフ トウ ェ ア 仕様 書 シス テム 設計 技術 


ミド ルウ ェ ア 流れ 図 コー ディ ング 技術 
アプ リケーション ソフ トウ ェ ア マニ ュ ア ル テス ト 技 術 
運用 管理 投 術 





ソフ トウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ [software packa 巨 e] 
注文 生産 に に る ソフ ト で は な く 、 あ る 機種 に 合わ せ て 多く の ユー ザ が 類 
似 の 目的 で 使え る よう に 考慮 し て 商品 化し た ソフ ト 。 大 量販 売 の ね らい が 
ある た め 廉 価 で 多 機能 な ソフ ト が 多い 。 大 型 汎用 コン ピュ ー タ の 個別 アブ 
リケーション ソフ ト は ほとん ど が 注文 生産 で ある 。 ユー ザ の 圧倒 的 に 多い 
オフ コン や パソ コン で は 、 パ ッ ケ ー ジ ソフ ト が 大 量 に 普及 し て いる 。 大局 
的 に 見 れ ば 、 多 く の ユ ー ザ が ソフ トウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を 利用 すれ ば 、 ユ ー 
ザ ご と に 類似 の が ソフト ウェ ア を 開発 する と いう 重複 の 無駄 が な く な る 。 ま 
た 、 大 量販 売 に より パッ ケー ジ の 開発 単価 が 下がり 、 需 要 が 増え る 経済 効 
果 が 期待 で きる 。 
ソフ トウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ は その 内 容 に より 、 さ ら に 分 類する こと が ある 。 
(1) ア プリ ケー ショ ン パ ッ ケ ー ジ : 給与 計算 、 顧 客 管理 、 在 庫 管理 な どの 
デー タ 処 理 用 の プロ グラ ム 
(2) シス テム パッ ケー ジ : オペ レー ティ ング シス テム 、 日 本 語 FEP、 表 計 
算 ソ フト な どの 基本 ソフ トウ ェ ア 3 
(3) ツー ル パ ッ ケー ジ : シス テム 開発 支援 、 シ ステ ム 運 用 支援 、 ユ ー テ ィ 
リティ な どの ミド ルウ ェ ア 
ソフ トウ ェ ア 品 質 [software quality] 
広義 に は 、 ソ フト ウェ ア 機 能 、 ユ ー ザ の 操作 性 、 開 発 者 の 効率 、 保 守 性 
の よさ 、 移 植 性 を さす 概念 。 狭 義 に は 、 運 用 時 の 信頼 性 を さす 。 ソ フト 
ウェ ア 品 質 の 向上 の た め に は 、 エ ラー を 作ら な いこ と 、 作 っ た エラ ー を 発 
見 し 除去 する こと が 必要 で 、 綿 密 な 設計 技法 ・ テ スト 技法 の 徹底 、 品 質 評 
価 項目 と 基準 の 設定 が 肝要 で ある 。 
ソフ トコ ピー[soft copy] 
ディ スプ レイ の よう な 一 時 的 な 表示 装置 に 文字 や 図形 な ど が 表示 され た 
も の 。 機械 的 動作 の 制約 を 受け な いこ と か ら 、 表 示 ス ピー ド や 表示 方 法 な 
どの 面 で 利点 が ある 。( 対 ) ハ ー ド コピ ー 





2 
ター ン ア ラウ ンド タイ ム [turnaraund time : TAT] 
コン ピュ ー タ に ジョ ブ を 投入 し 始め て か ら 、 完 全 な 出力 結果 を 得る まで 
ひる の 夫 は 各種 資源 の 待ち 時 間 、 処 理 時 
間 、 デ ー タ 伝送 時 間 、 結 果 の 出力 時 間 な ど で あ る 。 こ の 時 間 は で きる だ け 
eS 
この 時 間 の 短縮 に ある 。( 参 ) 応 答 時 間 
大 域 変数 [global variable] 
プロ グラ ム で 、 各 ブロ ッ ク を 超え て 、 同 一 名 称 で 使用 で きる 変数 の こ 
と 。 Fortran で は 、COMMON 文 で 定義 する 。 C で は 、 変 数 を EXTERNAL 
宣言 し て 大 域 変数 と し て 扱う 。( 対 ) 局 所 変数 
タイ ムシ ェアリング シス テム [time sharing system : TSS] 
コン ピュ ー タ の 共同 利用 の 一 形態 で お あり 、 マ ル チ プ ログ ラミ ング 技法 の 
ー 形 態 。 ネ ットワーク で 接続 し た 複数 の ユー ザ 端 末 が 、 独 自 に ホス トコ ン 
ピュ ー タ と 会 話す る 形 で 処理 を 行う シス テム 。 時 分 割 シ ステ ム と も いう 。 
ホス トコ ンピュータ は 、 各 端末 の プロ グラ ム に 使用 時 間 を 小さ く 区 切り 
(微小 時 間 を タイ ム ス ラ イス と いう )、 順 番 に 割り 当て て 実行 する 。 コ ン 
ピュ ー タ は 多数 の プロ グラ ム を 同時 並行 的 な 処理 を し て いる よう に 見 え 
る 。 そ の た め 、 ホ スト コン ピュ ー タ と セション を 確立 し た 使用 者 は 、 あ た 
か も コン ピュ ー タ を 独占 し て いる か の よう な 感覚 で 使用 で きる と いう 特色 
が ある 。 トー-| タイ ム ス ラ イス ー 時 間 
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( 関 ) ラ ウン ドロ ビン 
第 四 世 代 言 語 [fourth generation Ianguage : 4GL] 
COBOL、Fortran、PL プ | な どの 高 水準 言語 (第 三世 代 言 語 ) よ りさ ら に 
抽象 度 の 高い 命令 を も つ プ ログ ラム 言語 。 実際 に は 汎用 言語 で は な く 、 特 
定 の 目的 を も つ 言 語 が 多い 。 言 語 の 世代 区 分 は ハー ドウ ェ ア の よう に 明確 
で は な い 。 第 四 世 代 言 語 は 、 ソ フト の 開発 、 保 守 の 生産 性 を 向上 させ 、 コ 
スト を 大 幅 に 減ら すこ と を めざし て いる 。 エ ン ド ユ ー ザ 向け の 表 計 算 ソ フ 
ト の マク ロ 機 能 や デー タベース アク セス 言語 (DML)、 ビ ジュ アル プロ グラ 
ミン グ 用 言語 な ど 広 い 範囲 の も の を 指す 。 
対話 型 処理 [conversational procesSsing] 
広義 に は 、 コ ンピュータ シス テム と デー タ や 制御 情報 を 交換 し な が ら 進 





め る 処理 。 狭義 に は 、 人 間 が コン ピュ ー タ シス テム に 次 々 と 指示 を 与え な 
が ら 進 め る デー タ 処 理 。 会 話 型 処理 と も いう 。 すなわち 、 コ ンピュータ シ 
ステ ム の 操作 の 一 形態 で 、 利 用 者 と シス テム と の 間 で 交互 に 取り 交わ す 投 
入 ( 入 力 ) お よび 応答 (出力 ) に 基づい て デー タ 処 理 を 行う 方 式 。 典 型 的 な 例 
と し て は 、 パ ソコ ン の ワー プロ 操作 、 表 計算 ソフ ト の 操作 な ど が あげ られ 
る 。 機能 の 選択 、 デ ー タ の 入力 、 結 果 の 出力 な ど は 、 人 間 の 判断 と 操作 を 
加え な が ら 進 展 す る 。 
タグ [tag] 
① レ コー ド な どの ある 項目 を 示す た め に 、 そ れ に 付け た ひと つつ 以上 の 文字 。 
データ の 性 質 な ど を 示す た め に 、 デ ー タ の 前 また は 後に 付け る 文字 。 受 
信 デ ー タ の 誤り を 検出 し た 時 な ど に 表示 する 目印 な ど 。 標識 と も いう 。 
⑧ 文 書 や 文字 の 体 哉 を 定義 する 目的 で 、 本 文 テキ スト 中 に 組み 込む 情報 。 一 
般 に 文書 の 体 哉 (ペー ジ 当たり の 字数 や 行 数 、 ヘ ッ ダ や フッ タ の 扱い ) や 文 
字 の 属性 (書体 や 大 き さ 、 色 、 文 字 の 位置 な ど ) は 、 次 の 方 式 で 扱う 。 
(] ) 本 文 (テキ スト ) と 別 の ファ イル に 文字 属性 情報 や 文書 の 体 哉 を 記録 
し 、 出 力 時 に 参照 する 方 式 で は 、1 文書 が 複数 の ファ イル と な る 。 
(6) 本 文中 に 制御 コー ド と し て 組み 込み 、 出 力 時 に 体裁 を 整え る 方 式 で 
は 、1 文書 が 1 ファ イル に な り 、 通 信 に は この ほう が 適し て いる 。 
( 関 )HTML 
④ 文 章 の ある 部 分 に 対す る 詳し い 説 明 が 別 の 場所 に ある 場合 、 そ の 場所 を 
記録 し 参照 可能 に し た も の 。HTML や SGML の よう な タグ 付け 可能 な 
マー クア ッ プ 言語 や 高 性 能 ワ ー プ ロ ソ フト で は 、 タ グ 付 け す る こと に 
よっ て ハイ パー テキ スト を 実現 する 。 普 通 、 表 示さ れ た 文章 で タグ 付け 
され た 部 分 は 、 他 の 部 分 と 異な る 色 と な っ て いた り 、 下 線 が 引か れ て い 
た りす る 。 そ こ を クリ ッ ク す る と 、 詳 細 記 述 や イメ ー ジ が 表示 され た 
り 、 音 声 が 出力 され た りす る 。 
タス ク [task] 
オペ レー ティ ング シス テム の 制御 プロ グラ ム が 管理 する プロ グラ ム の 単 
位 。 プ ロ セ ス と も いう 。 通常 、 ひ と つの 実行 文 か ら 次 の 実行 文 や し く は 
ジョ ブ 文 まで を ひと つの 単位 と する 。 また 、 こ れ ら の タス ク 群 を 管理 する 
こと を タス ク 管 理 と いい 、 制 御 プ ログ ラム の 機能 の ひと つ で ある 。 
妥当 性 検査 [validity check] 
デー タ や 命令 が 論理 的 に 妥当 で ある か 、 処 理 に 適し た 形式 で ある か を 
チェ ッ ク す る こと 。 妥当 性 検査 に は 書式 検査 、 件 数 検査 、 限 度 検査 、 冗 長 
検査 を 含む 。 
タブ [tab/tab marker ノ tab code] 
印刷 や 表示 の 書式 を 整え る た め に カー ソル を 同じ 行 の 指定 位置 まで ずら 








す 制 御 文字 、 区 切り 文字 また は 、 そ れ を 実現 する た め の 機構 。 パソ コン 

や ワー プロ な ご ど では 8 文字 単位 に 行頭 を 揃え る も の が 多い 。 フ ァイル 内 部 

で は 1 文字 (タブ コー ド ) と し て 扱う が 、 画 面 や 用 紙 に 表示 、 印 字 す る 時 

は 、 ブ ログ ラム で 必要 な 空白 を 補っ て 出力 する た め 、 行 頭 が 揃う 。 タ ブ 

コー ド の 入力 に は キー ボー ド 上 の [TAB] キ ー、[ 一 | ] キ ー を 用 いる 。 

タブ プル [tuple] ( 同 ) 組 
ミー レコ ー ド [dummy record] 
記憶 領域 を 占有 する た め の 実 際 の デー タ で は な い 便宜 的 な 空 の レコ ー ド 。 

直接 編成 ファ イル の レコ ー ド は キー 順 で は な く 磁 気 デ ィ ス ク の アド レス に 不 

連続 に 記録 され る が 、 レ コー ド の 和 欠番 部 分 を 埋め る た め に 使用 する 。 

(1) 直接 アド レス 方 式 で は 、 ア ドレ ス ご と に 順次 に 実在 レコ ー ド か ダミ ー 
レコ ー ド を 書き 込ん で 行く 。 レ コー ド が な く な れ ば 残り アド レス に ダ 
ミー レコ ー ド を 書く 。 

(@) 間接 アド レス 方 式 で は 、 ま すず す 全 領域 に ダミ ー レ コー ド を 書き 込ん で 行 
く 。 そ の 後 実在 レコ ー ド に より 算出 し た アド レス に に 実際 の レコ ー ド を 
書く 。 

単 ー- ポ リュ ー ム ファ イル [single volume file] ( 関 ) ボ リュ ー ム 
段階 的 詳細 化 [stepwise refinement] 
構造 化 プ ログ ラミ ング 技法 の ひと つ 。 プ ログ ラム 作成 の 課題 を まず 抽象 

的 に と ら え デー タ と 処理 の 内 容 を 記述 し 、 次 の 段階 で は その 記述 を より 具 

体 化し た デー タ と 処理 の 記述 に 分 解 (break down) す る 。 さらに 次 の 段階 

で プロ グラ ム 言 語 に 近い 形式 で デー タ と 処理 の 記述 を 行う も 。 こ の よう な 具体 

化 と 詳細 化 を 繰り 返し 、 最 終 的 に プロ グラ ム 言 語 に よる 記述 を 完成 する 。 

この 技法 に よれ ば 、 処 理 の 流れ を 人 間 的 な 思考 で 定義 し 、 次 第 に コン 

ピュ ー タ 処理 に 準じ た 形式 に 変換 し て いく こと に な り 、 誤り が 少な く 、 ま 

た 読み や すい プロ グラ ム が 完成 する 。 ウォー タフ ォ ー ル モデ ル の 工程 は 、 

基本 的 に この 手法 に 準じ た も の で ある 。 

( 類 ) トッ プ ダ ウン プロ グラ ミン グ 

段階 的 統合 化 [stepwise integration] 
段階 的 詳細 化 の 技法 で 作ら れ た 成果 物 は 、 大 き な シ ステ ム の 部 品 に 相当 

する モジ ュー ル で ある が 、 こ れ ら を 結合 し 、 順 次 大 ほな シ ステ ム に し て い 

く 工 程 を いう 。 シ ステ ム を 構築 する に は 、 単 体 の モジ ュー ル を 結合 し て 次 

第 に 大 き な モ ジュ ー ル に し な が ら テ スト と デバ ッ グ を 繰り 返 サ す ボ トム アッ 

プ テ ス ト と 、 段 階 的 詳細 化 と 同じ 方 向 で 上 位 の モジ ュー ル か ら 順 次 結合 し 

な が ら テ スト を 繰り 返す トッ プ ダ ウン テス ト が ある 。 

探索 [search] 
主 記憶 、 媒 体 に 記憶 し て ある デー タ ( レ コー ド ) を 、 特 定 の 項目 (コー ド 





や 名 前 ) を キー と し て 探す こと 。 アプ リケーション ソフ ト の 「 検 索 ] に ほぼ 
同義 。 一 般 的 な 探索 の 技法 に は 、 探 索 範囲 を し ら み つぶ し に 探す 技法 、 探 
索 範 囲 を 次 第 に 狭め て いき 目的 の デー タ に 達する 技法 、 デ ー タ の 所 在 を 演 
算 、 ま た は テー ブル を 参照 し て 求め る 技法 な ど が ある 。 
配列 ? や テー ブル な どの デー タ 探 索 の 代表 的 な 手法 に は 、(] ) 探 索 す る 集 
合 を 走査 し な が ら 検 査 する 線形 探索 法 ( 逐 次 探索 法 )、( ら ) 探 索 す る 集合 を 
ニニ つ に 分 割 し な が ら 検 査 する 二分 探索 法 が ある 。 こ の ほか 、 あ る 種 の 演算 
に よっ て 探索 する ハッ シュ 法 、 テ ー ブ ル を 参照 する テー ブル ルッ クア ッ プ | 
の 手法 な ども ある 。 
単 精度 [single precision] 
数 量 を どの 程度 まで 識別 で きる よう に 表す か の 精度 を いう 。 単 精度 で は 1 
個 の 数 を 表す と き 、 機 械 語 の 1 語 を 用 いる 。( 関 ) 倍 精度 
単体 テス ト [unit test プ modlule test] ( 同 ) モ ジュ ー ル テス ト 
タン デム 結合 シス テム [tandem system] 





CPU を 直列 に つなぎ 、 そ れ ぞ れ を 処理 状態 に 応じ 使い 分 けた シス テム 。 
タン デム は 93 頭 だ て 馬車 の 意味 。 主 処理 の 前 に 前 処理 を 行う 装置 を フロ ン 
ト エ ンド プロ セッ サ (FEP)、 主 処理 後 の 後 処理 を 行う 装置 を バッ クエ ンド 
プロ セッ サ (BEP) と いう 。 

ダン プ [dumpl 

ある 時 点 で コン ピュ ー タ 内 部 また は 記憶 装置 の 内 容 を 原形 に 近い 形 で 出 
力 す る こと 。 プ ログ ラム や デー タ の チェ ッ ク に 用 いる 。 ダ ンプ の 結果 を ダ 
ンプ リス ト と いう 。 次 の よう な 手法 を よく 用 いる 。 

(1) デバ ッ ギ ング の 際 に 、 必 要 に より 、 主 記憶 メモ リ の 内 容 を 出力 する こ 
と を メモ リ ダ ン プ (memory dump)、 フ ァイル の 内 容 を 出力 する こと 
を ファ イル ダン プ (file dump) と いう 。 

(2) プロ グラ ム の テス トラ ン の 最 中 に 、 指 定 し た 時 点 で 出力 する こと を ス 
ナッ プシ ョ ッ ト ダ ンプ (snapshot dump) と いい 、 プ ログ ラム が 異常 
終了 し た 時 点 で 出力 する こと を ポス トモ ー テ ムダ ンプ (postmortem 
dump) と いう 。 

(3) チェ ッ ク ポ イン ト ダ ンプ (check point dump) は 、 プ ログ ラム の 実 
行 過程 の と ころ どこ ろ で 記憶 され て いる 処理 結果 を 取り 出す ダン プ 
で 、 障 害 回 復 の と き に 利用 する 。 

(4) 静 的 ダン プ (static dump) は プロ グラ ム の 実行 中 の 特定 時 点 や 終了 時 
点 で ダン プ す る こと で 、 通常 オペ レー タ や 監視 プロ グラ ム の 制御 下 で 








行う 。 動 的 ダン プ (dynamic dump) は プロ グラ ム の 実行 中 に ダン プ 
する こと で 、 通 常 プ ログ ラム の 制御 下 で 行う 。 





チェ ッ ク コ ー ド [check code プ check character] 
転送 、 ま た は 伝送 し た デー タ の 誤り 検査 の た め に 送信 側が 付加 する コー 
ド 。 冗 長 検査 符号 と も いう 。 デ ー タ の 入力 が あっ た 場合 、 受 けた 側が デー 
タタ に 同様 の 処理 を し て 、 チ ェ ッ クコ ー ド と 適合 する か 確か め る 。 符 号 の 種 
類 や 長 さ や 目的 に より さま ざま に 称 さ れる 。 
(1) デー タ が 文字 の 場合 
パリ ティ チェ ッ ク が 一 般 的 。 付 加 す る コー ド を チェ ッ ク ビ ッ ト と 
いう 。 
(2) デー タ が 数 値 で 、 冗 長 符号 が 基数 の 1 桁 の 場合 
加 桁 に 重み を つけ て 加算 し て 、 未 尾 の ] 桁 、 ま た は 基数 で 割っ た 剰 
款 、 ま た は 下位 何 析 か を コー ド と する 。 付加 す る コー ド を チェ ッ ク 
ディ ジッ ト と いう 。 各 桁 の 重み が ] ( 各 桁 の 合計 ) の 場合 、 特 に チェ ッ 
クサ ム と いう 。 
(3) データ が ブロ ッ ク で ある 場合 
伝送 する ブロ ッ ク ご と に ブロ ッ ク 検 査 文字 (block check 
character : BCC) を 付加 する 。 基 本 形 デ ー タ 伝送 制御 手順 で 使用 す 
る 。 複数 の 文字 の 場合 、 ブ ロッ ク 検 査 文字 列 (Dlock check 
Sequence : BCS) と も いう 。 
(4) デ ー タ が フレ ー ム で ある 場合 
一 定 の 演算 で 算出 し た コー ド を 用 いる 。 ] ビッ ト な ら 水 平 パリ ティ 
チェ ッ ク が 一 般 的 。 ら ビッ ト な ら 群 計数 チェ ッ ク 、1 語 な ら フ レー ム 
チエ クシ ジー タケ シス と いう 。 
また 、 付 加 す る 冗長 符号 の 長 さ に より 、 次 の よう に 呼び こと も ある 。 
* 1 ビッ ト の 場合 : チェ ッ ク ビ ッ ト (check bit) 
数字 1 桁 の 場合 チェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト (check digit) 
* 文字 1 字 の 場合 チェ ッ ク キ ャ ラク タ 、 検 査 文字 (check 
character) 
* 文字 列 の 場合 チェ ッ ク シ ー ケ ンス 、 検 査 文字 列 CCheck 
SeqUenCe) 
チェ ッ ク シ ステ ム [check system] 
デー タ を 処理 する と き 、 出 力 し た 処理 結果 が 、 正 確 で 信頼 の お ける 内 容 


で ある か を チェ ッ ク す る シス テム 。 早期 に 、 厳 密 に 、 効 率 的 に チェ ッ ク 
し 、 正 し い デ ー タ に 修正 する 方 策 を 考慮 する 。 データ チェ ッ ク は 次 の 各 段 
階 に 設け る 。 
(1) データ 発生 段階 の チェ ッ ク ( 入 力 原票 の エラ ー) 
(2) デー タタ 入力 段階 の チェ ッ ク ( 入 力 操作 の エラ ー) 
(3) デー タ 処 理 段階 の チェ ッ ク ( デ ー タ 項目 や レコ ー ド の 不備 ) 
(4) 結果 の 出力 段階 の チェ ッ ク ( 出 力 装置 と の 不 整 合 、 デ ー タ 項目 と 使用 権 ) 
チェ ッ ク ポ イン ト [check point] 
トラ ン ザ クシ ョ ン 処 理 シ ステ ム に お いて 、 プ ログ ラム の 処理 中 に 生じ る 障 レコ 
害 に 備え 、 処 理 の 実行 過程 を 一 定 の 間隔 で 記録 する よう に 定め た ポイ ント 。 
障害 が 発生 し て デー タ の 内 容 を 破壊 し た 場合 で も 、 直 前 の チェ ッ ク ポ イ 
ント まで の 保存 デー タ と チェ ッ ク ポ イン ト 以 後 の ジ ャ ー ナ ルフ ァイル を 用 
いて 、 必 要 な ファ イル を 再現 し 実行 を 再開 で きる 。 こ の 再 実行 を チェ ッ ク 
ポイ ント リス ター ト と 呼ぶ 。( 参 ) ロ ー ル バッ ク 
逐次 再 使用 可能 [serially reusable] 
( 参 ) 再 使用 可能 プロ グラ ム 
逐次 処理 [serial processin 局 ] ( 同 ) 順 次 処理 
逐次 探索 [Sequential search] ( 同 ) 線 形 探索 
中 央 処理 装置 [central proceSSin 巨 unit : CPU] 
コン ピュ ー タ の 装置 の 中 で 、 ほ か の すべ て の 装置 の 動き を 制御 する 制御 
装置 と 、 四 則 演算 や 比較 判断 を 行う 算術 論理 演算 装置 を ひと まとめ に し た 
装置 。 CPU と 略称 する こと が 多い 。 中 央 処理 装置 に は 上 記 の 装置 と と も に 
各種 機能 を 有する レジ スタ 群 を 置き 、 内 部 バス ライ ン で 結ん で ある 。 実際 
に は LSI 上 の ひと つま た は 複数 個 の モジ ュー ル 内 に 形成 し て ある 。 こ うし 
た LSI を マイ クロ プロ セッ サ 、 ま た は MPU(microprocessor unit) と も 
呼ぶ 。 入 力 装置 、 出 力 装置 、 補 助 記憶 装置 な ど は 中 央 処理 装置 に 対比 し て 
周辺 装置 と いう 。 























中 間 言 語 [intermediate langua 所 etransaction Code] 
高級 言語 と 機械 語 と の 間 に 設け た 仮想 の コン ピュ ー タ の た め の 機 械 語 。 
中 間 コ ー ド と も いう 。 高級 言語 か ら の 翻訳 の 効率 と ハー ドウ ェ ア に 対す る 
効率 の 両方 を 考慮 し た 結果 生ま れ た 。 高 級 言語 の プロ グラ ム は コン パイ ル 
の 際 に 、 い っ た ん 機種 に 依存 し な い 中 間 コ ー ド に 置き 換え た あと 、 機 械 語 
(機種 に 依存 ) に 翻訳 する 。 ま た 、 各 機種 用 に 中 間 コ ー ド を 解釈 ・ 実 行 する 
イン タプ リタ を 用 意 し て お け ば 、 同 じ 中 間 コ ー ド を 異な る 機種 で 実行 可能 
で ある 。Java は この 方 式 を 採用 し て いる 。 
中 間 コ ー ド [transaction code] ( 同 ) 中 間 言 語 
注釈 [comment プ annotatinn グ remark プ note] 
ソー スプ ログ ラム 中 に プロ グラ マ が 覚え 書き と し て 記述 する 文 や 行 。 コ メ 
ント と も いう 。 読み や すい ソー スプ ログ ラム を 作る た め に 、 モ ジュ ー ル の は 
じ め に 標題 等 を つけ る の に 使う 。 注釈 の 書き 方 は プロ グラ ム 言 語 に よっ て 異 
な る 。 こ の 記述 は コン パイ ル の 際 に は 無視 し 、 プ ログ ラム 実行 時 に は 何 の 影 
響 も 与え な い 。 ワ ー プ ロ ソ フト に も 印字 し な い 注 釈 行 を 書く 機能 が ある 。 
抽出 [extraction] 
検索 の 一 機能 で 、 指 定 し た 条件 を 満た す デ ー タ を 検出 する こと 。 検 索 範 
囲 、 検 索 条 件 を 指定 し 、 新 た な 表 を 作る こと が で きる 。 
抽 人 象 [abstraction] ( 同 ) デ ー タ 抽象 
チュ ー ト リア ル 【[tutorial] 
入門 書 、 手 引 書 。 初 め て 使う ソフ トウ ェ ア の 機能 に つい て 、 ユ ー ザ が 大 
ま か な 操 作 を 無理 な く 習 得 で きる よう に サン プル や アド バイ ス を 織り 交ぜ 
な が ら や さ し く 解説 を 行う 文書 や 図書 。 近 年 は 、 印 刷 物 と し て の マニ ュ ア 
ル だ け で は な く 、 ビ デオ テー プ や パソ コン 上 で デモ ンス トレ ーション を 実行 
し た り 、 対 話 形 式 で ステ ッ プ アッ プ 学 習 が で きる プロ グラ ム な ども 多い 。 
帳票 設計 [document desi ロ source document desi 互 n] 
入力 設計 段階 で の 入力 原票 (原始 帳票 ) の 設計 を いう 。 デ ー タ は 、 原 始 帳 
票 (原票 ) か ら 、 画 面 を 見 な が ら キ ー ボ ー ド で ディ スク な どの 入力 媒体 に 変 
換 す る こと が 多い 。 次 の 点 に 注意 し て 設計 する 。 
(1) わ か りや すく 必要 項目 を 明記 し 、 重 複 記 入 、 誤 記入 を さけ る 
(@) 記入 順序 は 左 か ら 右 へ 、 上 か ら 下 へ と 書き や すく する 
(3) 関連 帳票 と の 記入 位置 、 記 入 項目 を 統一 し 、 チ ェ ッ ク し や すく する 
(4) 扱い や 保管 が 容易 な ファ イリ ング し や すい 形 に する 
(5) キー 操作 の 回 数 を 減ら す な ど 、 入 力 変換 し や すい 並び に する 
( 関 ) 入 力 設計 、 入 力 原票 、( 対 ) 出 力 設計 、 報 告 書 設計 、 
直接 アク セス [direct access] 
ファ イル 中 の 特定 の レコ ー ド に 対し 、 そ の 記録 順序 と は 無関係 に 、 ま た 


前 回 アク セス し た デー タ と は 無関係 に 指定 レコ ー ド だ け を アク セス 、 処 理 
する 方 法 。 順 次 アク セス に 対比 され る 。 オン ライ ン 処 理 で の デー タ 照 会 業務 
な ど を 行う と き に は 必須 の アク セス 法 で ある 。 デ ー タ の 特定 は 、 レ コー ド の 
キー の 値 を も と に 行う 方 法 と デー タ の 記憶 ア ドレ ス を 指定 する 方 法 が ある 。 
直接 アク セス 記憶 装置 [direct access storage device : DASD] 
デー タ の アク セス タイ ム が 、 そ の デー タ の 記憶 場所 だ け に 依存 し 、 直 前 
に アク セス し た デー タ の 記憶 場所 に よら な い 記 憶 装 置 。 磁気 ディ スク 記憶 
装置 な ど 、 ラ ンダ ム プ ロ セ ッ シ ン グ ( 直 接 ア クセ ス ) が 可能 な 記憶 装置 の 総 | 
称 。 ダ ス ド (DASD) と も いう 。 
直接 アク セス ファ イル [direct access file] 
直接 編成 、 索 引 順 編成 の ファ イル で 、 直 接 ア クセ ス が 可能 な ファ イル で 
ある 。 ( 対 ) 順 編成 ファ イル 、 直 接 ア クセ ス 記 憶 装 置 
直接 アド レス 指定 [direct addressing] 
命令 語 の アド レス 部 で 、 デ ー タ の 記憶 場所 を 主 記憶 装置 の 物理 アド レス 
で 直接 的 に 指定 する 方 式 。 








( 対 ) 間 接 アド レス 指定 、( 参 ) イ ン デ ックス アド レス 指定 
直接 アド レス 方 式 [direct addressing] 
直接 編成 ファ イル 作成 方 式 の ひと つ 。 キ ー 項 目 の 昇 順に 並べ た 入力 レ 
コー ド を 、 キ ー 値 と 等 し い 番地 (磁気 ディ スク 装置 内 の 格納 ア ドレス) に 、 
] 件 ずつ 格納 する 記録 方 式 。 す な わ ち レコ ー ド の キー 値 を その まま 、 シ リ 
ンダ 番号 (CC)、 ヘ ッ ド 番号 (HH)、 レ コー ド 番 号 (R) に 当て て 直接 的 に ア 
ドレ ス を 指定 する 。 
実際 に は レコ ー ド の キー 値 を その まま 使用 する と 無駄 な 格納 場所 が た く 
さん で き て し まう の で 、 キ ー 値 に 簡単 な 計算 を ほど こし て 求め た アド レス 
や 、 キ ー 値 と 格納 番地 の 対比 が 記録 し て ある 参照 テー ブル か ら 求 め た アド 
レス に 格納 する 間接 アド レス 方 式 を と る 。 
( 参 ) 間 接 アド レス 方 式 、( 参 ) ハ ッ シ ン グ 
直接 編成 ファ イル [direct organization file] 
レコ ー ド 内 の キー を も と に 算出 し た 直接 アク セス 記憶 装置 (DASD) 上 の 
番地 を アク セス する ファ イル 編成 に よる ファ イル 。 キ ー 項 目 か ら 計 算 で 記 
憶 場 所 を 算出 し 、 直 接 アク セス で きる た め 、 乱 処理 に 適し て いる 。 この た 
め 記 憶 は ラン ダム に な り 、 順 処理 は 可能 だ が 能率 は 低下 する 。 ラン ダム 
ファ イル と も いう 。 記憶 は 1 ブロ ッ ク 1 レコ ー ド と な る 。 各 ブロ ッ ク は 、 





それ ぞ れ の 位置 な ど を 表す 情報 (カウ ント 部 = ニシ リン ダ 番 号 、 ヘ ッ ド 番 
号 、 ブ ロッ ク 番 号 、 キ ー 長 、 デ ー タ 長 な ど ) と デー タ か ら 構 成す る 。 
DASD 上 に の み 作 成 で きる 。 
著作 権 [copyright] 

著作 物 の 著作 者 が 、 著 作物 を 複製 し 、 頒 布 す る こと に よっ て 死後 50 年 
間 を 含め 排他 的 に 利益 を 受け る 権利 (197 1 年 に 施行 )。1985 年 の 著作 権 
法 の 改正 で 、 コ ンピュータ の プロ グラ ム や デー タベース も 著作 物 と し て 保 
護 す る こと に な っ た 。 複 製 権 、 貸 与 権 、 翻 訳 権 、 翻 案 権 な ど 、 利 用 形態 の 
違い に より 、 多 数 の 種類 に 分 か れる 。 プ ログ ラム 著作 権 は 、 ソ ー ス プロ グ 
ラム ば か り で な く オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム に まで 及ぶ 。 し か し 、 プ ログ ラ 
ム 作 成 時 に 使用 し た 言語 、 規 則 や アル ゴリ ズム まで に は 及ば な い 。 
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追跡 プロ グラ ム [trace program ノ tracer] ( 参 ) ト レー ス 
通信 ソフ トウ ェ ア [cnommunication software] 
コン ピュ ー タ シス テム が 、 他 の コン ピュ ー タ や 端末 たと ネットワーク を 介 
し て 通信 する た め の 機 能 を 提供 する ソフ トウ ェ ア 。 お も な 機能 よ 、 プ ロト 
コル や モデ ム の 設定 機能 、 自 動 ダ イヤ ル 機 能 、 自 動 ロ グイ ン 機 能 、 ダ ウン 
ロー ド ・ ア ッ プ ロー ド 機 能 、 端 玉 エ ミュ レー ショ ン 機 能 、 コ ー ド 変換 機能 
な ど 。 
通信 ネッ トワ ー ク [communication network] 
端末 間 を 結 点 機器 (交換 機 や 中 継 機 な ど ) と 伝送 路 で 構成 する デー タ 伝 送 
の た め の 通 信 媒 体 、 通 信 規 約 (プロ トコ ル ) の 集合 。 通 信 網 と も いう 。 それ 
ぞ れ の 目的 で 作ら れ た 、 さ ま ざ ま な 規模 の 通信 ネッ トワ ー ク が ある が 、 シ 
ステ ム と し て は 以下 の よう な 機能 、 品 質 に 集約 で きる 。 
(1 ) 大 量 の 情報 を 高速 に 、 効 率 よ く 伝送 する 
(2) ネ ットワーク 内 の 任意 の ら 点 間 で 情報 を 交換 する 
(3) 誤 り の な い 信 頼 度 の 高い 伝送 を 行う 
また 情報 処理 の 分 野 で は 、 オ ン ラ イン シス テム が 構築 可能 な 回 線 網 を さ 
す 。 通 信 ネ ットワーク の 機能 を 利用 し て コン ピュ ー タ の 本 体 と は 離れ た 場 
所 に ある 複数 の 端末 装置 を 結ん で 情報 資源 を 共有 し 、 コ ンピュータ を 効率 
よく 利用 する 。 こ の よう な シス テム を 特に コン ピュ ー タ ネッ トワーク と い 
う 。 さら に 通信 ネッ トワーク は 次 の よう な 観点 で 分 類 で きる 。 
(] ) 情報 内 容 ( 音 声 ・ 映 像 ・ 画 像 ・ テ キス ト ・ フ ァイル な ど ) 
(2) ネ ットワーク の 規模 (国際 ・ 国内 ・ 構 内 ・ シ ステ ム 内 な ど ) 


(3) 伝送 方 式 (アナ ログ ・ ディ ジタル な ど ) 
(4) 交換 方 式 (回 線 交換 ・ 苗 積 交 換 な ど ) 
(5) サー ビス 内 容 (公衆 網 ・ 専 用 線 網 ・ 移 動体 通信 な ど ) 
突合せ [match プ matching] 
複数 の ファ イル や レコ ー ド に つい て 、 デ ー タ や 特定 の キー を 比較 し て 、 
同じ で ある か どう か を 照合 する こと 。 一 般 に 突合せ に より 、 必 要 デ ー タ の 
抽出 、 編 集 、 マ スタ ファ イル の 更新 な ど を 行う 。 
ツリ ー 構 造 [tree structure] ( 同 ) 木 構造 
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記 ①[radix] 
実数 の 基数 記 数 法 で 用 いる 基準 と な る 数 。 数 を aXrn の 形 で 表す と き 、 
を 仮数 、「 を 底 、n を 指数 と いう 。 
鷹 ②[base] 
基底 の こと 。 プ ログ ラム の 実効 アド レス を 計算 する と き の 基 準 と な る ア 
ドレ ス を 特に ベー ス ア ドレ ス と いう 。 
( 関 ) バ ー ス アド レス 
ディ ジタル 署名 [digital si 選 nature] 
情報 の 送信 者 が 本 人 の み が 知 る 秘密 か ぎ に よ り 情 報 を 暗号 化し て 送信 す 
る こと 。 電子 メ ー ル な ど を 使用 し た ペー パレ スシ ステ ム に お ける 承認 印 の 
代わ り に 用 いる 。 受 信者 は 公開 復号 か ぎ を も っ て お り 、 そ れ で 復号 で き 
る 。 送 信者 が 送っ て きた 電文 を 公開 復号 か ざ で 解読 し 、 送 信者 の 名 前 や 日 
付 が 現われ れ ば 暗号 化 か ぎ を も っ た 送信 者 本 人 か ら の も の で ある こと が 証 
明 で きる 。 す な わ ち 、 デ ィ ジ タル 署名 は 暗号 化 で きる の が 限ら れ た 人 の み 
で 、 復 号 は 受取 人 な ら 誰 で も で きる と いう 機能 を 実現 し て いる 。( 参 ) 認 証 
低 水準 言語 [low level languag ェ e] 
汎用 プロ グラ ム 言 語 を 大 きく 「 機 械 向き 言語 ] と 「 問 題 向き 言語 ] に 分 けた 
と き の 機 械 向き 言語 。 具 体 的 に は 、 機 械 語 や アセ ン ブ ラ 言語 の こと を さ 
し 、 コ ン パ イラ 言語 に 対比 し て 低 水準 言語 と いう 。 ( 対 ) 高 水準 言語 
定数 [constant プ literal] 
プロ グラ ム 中 で 用 いる デー タ の 値 と 特性 を 明示 する 文字 列 (綴り ) で 、 
定 し た 値 、 あ る い は 変更 し な い 値 、 デ ー タ 項目 。 数 値 定数 と 文字 定数 が あ 
る 。 一 般 に 引用 は で きる が 、 変 数 と は 異な り 、 そ れ に 対す る 値 の 代入 は で 
きき な い 。ALGOL に は この 用 語 は な い 。Fortran で は 整定 数 、 実 定数 と い 
い 、BASIC で は 、 数 値 定数 、 文 字 列 定数 な ど と いう 。 COBOL で は 、 値 定 
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数 と いい 、 数 字 定 数 、 文 字 定数 、 表 意 定数 に 分 類 さ れる 。 
ディ スク アレ イ [disk array] ( 同 )RAID 
ディ レク トリ [directory] 

区 分 編成 ファ イル で は 、 順 編成 ファ イル を メン バ と いう サブ ファ イル に 
分 割 し 、 各 メン バ を 管理 し て いる 記録 を ディ レク トリ (登録 簿 ) と いう 。 登 
録 に は 各 メ ン バ の ファ イル 名 (プロ グラ ム 名 ) や 大 き さ 、 作 成 日 、 記 憶 領 
域 の 先頭 アド レス な ど を 書き 込ん で ある 。 似 た も の に イン デック ス ( 索 引 
順次 編成 ファ イル で キー の 値 で 作成 する 索引 ) や カタ ログ (磁気 記憶 媒体 上 
に 作る ファ イル を 管理 する た め に 作成 する ) が ある 。 

ディ レク トリ 管理 [directory management] 

ファ イル の 数 が 多い 場合 、 一 媒体 に すべ て の ファ イル を 並列 に 保存 する 
と 燃 雑 に な る た め 、 そ の 内 容 に より グル ー プ 化し 体系 的 に 管理 する こと 。 

UNIX 系 0S や MS-DOS で は 階層 的 な ファ イル シス テム を 利用 し て 、 ひと 
つの 媒体 の ルー トディ レク トリ の 下 に 分 岐 デ ィ レ クト リ ( サ ブ デ ィ レ クト リ ) 
を 作り 、 そ の 中 に ファ イル を 整理 し て 保存 する 。 さら に 、 そ の 下 に 分 岐 ディ 
レク トリ を 作る こと も で きる 。 こ れ ら の ディ レク トリ を うま く 構 成す る と 、 


ファ イル の 管理 が 容易 に な り 、 利 用 の 際 の 混乱 や 説 り を 防ぐ こと も で きる 。 
R ル ー ド ) P( 親 ) 





S( サ ブ ) 
Si 


C( 現 ) Sa 
Sa 


ある ディ レク トリ を 操作 する と き 、 そ の ディ レク トリ を カレ ント ディ レ 
クト リ ( 図 で は C じ と する )、 そ の すぐ 下位 の ディ レク トリ を サブ ディ レク ト 
リ ( 図 の S5)、 そ の すぐ 上 位 の ディ レク トリ を 親 デ ィ レ クト リ ( 図 の P) と い 
う 。 最 上 位 の ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ ( 図 の H)、 ユ ー ザ に と っ 
て の 最上 位 デ ィ レ クト リ を ホー ム デ ィ レ クト リ と いう 。GUI 環 境 の 0S で 
は 、 同 様 の 思想 を 「 フ ォ ル ダ 」 で 実現 し て いる 。 

デー タ [data] 

文字 ・ 記 号 ・ 図 形 ・ 図 表 ・ 音声 ・ 信 号 ・ 身 点 り な どの よう に 意味 を 付与 
し た 表現 。 伝 達 ・ 判 断 ・ 処 理 の 対象 の こと 。 
① 人 間 ま た は コン ピュ ー タ が 処理 する 数 ・ 文 字 ・ 記 号 の 集まり 。 コ ン 

ピュ ー タ で 処理 する デー タ は その 内 容 の 表現 に 適し た 型 を も ち 、 値 を 有 

する 。 ま だ 処理 し て いな い 単 な る 諸事 実 ・ 概 念 ・ 指 令 を 、 情 報 と 区 別 し 

て デー タ と いう こと も ある 。( 参 ) 情 報 





② デ ー タ 処理 の 単位 。 レ コー ド と いう 。 レ コー ド の 中 の それ ぞ れ の 内 容 を 
項目 、 関 連 し た レコ ー ド の 集まり を ファ イル と いう 。 
( 参 ) 項 目 、 レ コー ド 、 フ ァイル 
デー タ 圧 縮 [data compression ロ data compaction] 
デー タ の 意味 を 変え すず に 、 あ る い は 再現 で きる 範囲 内 で 、 デ ー タ サイ ズ 
(容量 ) を 小さ くす る 変換 。 単 に 圧縮 と も いう 。 デ ー タ 圧縮 ユー ティ リティ 
(data compression utility) は 、 も と の 情報 を 損なわ な いよ うに 、 フ ァ 
イル の デー タ 量 を 削減 する プロ グラ ム 。 繰り 返し 出現 する 冗長 デー タ や 不 「 
必要 な 文字 に 着目 し て 、 符 号 変換 を 行い 、 使 用 時 に 展開 (解凍 ) す る 。 
デー タ 圧 縮 は 記憶 媒体 の 効率 的 使用 、 伝 送 時 間 の 節約 等 に ね らい が あ 
る 。 通 信 回 線 に よる 大 量 の デー タ 伝 送 で は 、 圧 縮 や 伸張 に か か る 手間 や 時 
間 を 加え て も 、 デ ー タ 伝送 時 間 が 短く な り 通 信 コ スト が 少な く て すむ 。 
(1) 文字 デー タ や プロ グラ ム フ ァ イル : 一 般 的 に 空白 や 同一 パタ ー ン の 繰 
り 返 し が 多い デー タ ほ ど 圧 縮 率 が 高い 。 パ ソコ ン で も 日 常 的 な 手法 
で 、 利 用 者 が まっ た く 処 理 を 意識 し な く て も 入出 力 時 に 自動 的 に 圧 
縮 、 伸 張 を 行う ソフ トウ ェ ア も ある 。 
(8) 音声 デー タ や 画像 デー タ : 再現 に 差し 支え な い 範 囲 内 で 圧縮 する 。 テ 
キス ト デ ー タ に 比べ て 格段 に 容量 が 大 きく な る た め 、 保 存 、 伝 送 の 際 
に 圧縮 処理 は 欠か せな い 。 標準 的 な 画像 デー タ の 圧縮 手法 と し て 静止 
画 用 の JPEG、 動 画 用 の MPEG が ある 。 他 に も 画質 が 若干 劣化 し 、 伸 張 
し て も デー タ が 完全 復元 で き な い が 、 圧 縮 率 が 特段 に 高い も の も ある 。 
デー タウ ェ ア ハ ウス [dataware house : DWH] 
企業 内 の さま ざま な デー タ を 保有 し 、 企 業 戦略 の 立案 や 意思 決定 を 支援 す 
る デー タ を 提供 する シス テム 。 また は その 目的 の た め デ ー タ ベー ス 構 築 の 思 
想 。 ソ ー ス デー タ を 蓄積 する デー タベース や デー タ を 抽出 する ソフ トウ ェ ア 
の 普及 、 エ ンド ユー ザコ ン ピ ュ ー テ ィング の 充実 に よっ て 可能 に な っ た 。 例 
えば 、 流 通 業 で は 、POS で 収集 し た デー タ を 単に 仕入れ ・ 販 売 業務 に 供 す 
る だ け で な く 、 別 の 部 の 担当 者 が 目的 に 応じ て 、 時 間 帯 と 客 筋 、 客 筋 と 売れ 
筋 商 品 の 関係 を 明らか に し 、 販 売 戦略 を 立案 で きる よう な 分 析 を 行う 。 
デー タ 型 [data type] ( 同 ) 型 
デー タ 管 理 [data management] 
オペ レー ティ ング シス テム の 主要 な 機能 の ひと つ 。 処理 プロ グラ ム が 入 
出力 命令 を 出す と 入出 力 装置 に アク セス する 。 そ の 際 に 物理 的 な 入出 力 装 
置 の 特性 を 意識 し な く て も よい よう に 論理 的 な アク セス 手段 を 提供 する 。 
オペ レー ティ ング シス テム の デー タ 管 理 は 、 フ ァイル を 中 心 と し た コン 
ピュ ー タ シス テム 内 の デー タ を 統一 的 に 管理 する こと が 目的 で ある 。 そ の 
働き に は 、 ブ ロッ ク 単 位 や レコ ー ド 単位 で の デー タ へ の アク セス 以外 に 





も 、 デ ー タ の 編成 方 法 と その アク セス 法 、 カ タロ グ 、 位 置 指定 、 記 憶 、 検 
索 、 保 守 、 デ ー タ の 保護 な ど が ある 。 


デー タ 記 述 言 語 [data description language : DDL] 


デー タベース の 定義 に 関連 する 命令 群 で 、DBMS が 規定 し て いる スキ ー 
マ 定 義 言語 。 NDL と SQL が 規定 する 用 語 で ある 。 主 と し て 以下 の よう な 
機能 を も つか 、 ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム で サポ ー ト し て いる 。(] ) ス 
キー マ の 生成 機能 、(2) 実 体 ファイル (レコ ー ド ファ イル や イン デック ス 
ファ イル ) の 作成 、(③) 実 体 フ ァイル の カタ ログ 作成 、(④4) 既 存 デ ー タ ベー 
ス の 情報 提供 

デー タ 構 造 [data structure] 

デー タ 要 素 が どの よう に 関連 し て いる か と いう 論理 的 構造 。 デ ー タ モデ 
ル と も いう 。 情報 の 実体 を 表現 で きる 構造 、 ア クセ ス 側 か ら 制 御 で きる 構 
造 、 フ ァイル を 構成 で きる 構造 な ど に 関連 する 。 線 形 構造 、 木 構造 、 網 構 
造 、 線 形 リス ト 構 造 、 環 (リン グ ) 構 造 等 の モデ ル が ある 。 プ ログ ラム 設計 
に 際 し て は 、 デ ー タ の 内 容 、 処 理 方 法 、 記 憶 方 法 な ど を 考慮 し て 決め る 。 
代表 的 な デー タ 構 造 に つい て は 、 探索 、 追 加 、 削 除 な どの アル ゴリ ズム の 
研究 が 完成 し て いる 。 


線形 構造 (配列 ) = リー 構造) 網 構造 (ネッ トワ ー ク 構造) 
線形 リス ト 構 造 環 構造 (リン グ 構 造 ) 


デー タ は 線形 構造 と 同じ 。 


] 列 に 並ん る で いる が . 入出 力 は デー | [ デー タ は 線形 構造 と 同じ 。 
タ の 両端 の み で 行わ れる 各々 の デー | 囚 2 ー タ が 先頭 の 
タ は ポイ ンタ で 結び つけ られ て いる 。 2 
デー タ 項 目 [information for data items] 
① デ ー タ ベー ス の デー タ 定 義 情報 の 一 部 で 、 フ ァイル の レコ ー ド 内 の デー 
夕 項目 の 名 称 や 属性 、 長 さ 、 件 数 、 内 容 説 明 ま で 含む 。 
⑧COBOL で は 、「 項 目 」 に 同義 。 ( 同 ) 項 目 
デー タス ペー ス [data space] 
VSAM デ ー タ セッ ト 用 に DASD 上 に 割り 当て られ た 記憶 域 。 VSAM デ ー 
タ セ ッ ト は 必ず デー タス ペー ス の 中 に 作成 され る 。 また 、 ひ と つの デー タス 
ペー ス に は 、 複 数 の VSAM デ ー タ セッ ト を 作成 する こと が で きる 。 








デー タス ペー ス に 作ら れ た VSAM デ ー タ セッ ト は 、 い くつ か の 制御 域 
(control area : CA) に 分 け て 管理 され る 。 こ の 制御 域 は 複数 の 制御 イン 
タバ ル (control interval : C)) に よっ て 構成 され 、 こ の 中 に 複数 の 論理 レ 
コー ド が 記憶 され る 。 ( 参 ) 制 御 エ リア 、 制 御 イ ンタ バル 

デー タ セ ッ ト [data set] 

ある 目的 の た め に 、 関 連 す る デー タ 項 目 を 一 定 の 並び (入力 順 また は 
キー 順 ) で 編集 、 記 述 し た デー タ の 集まり 。 デ ー タ を 記憶 域 に 格納 し 、 あ 
る い は 記憶 域 か ら 取 り 出 す と き に 、 デ ー タ 管理 が 一 括 し て 取り 扱う デー タ 
の 単位 と な る 。 フ ァイル と 同義 で 扱わ れる こと が 多い が 、VSAM で は デー 
タ セ ッ ト を 用 いる 。 

( 例 ) キ ー 順 デー タ セ ッ ト 、 入力 順 デ ー タ セッ ト 、 相 対 レ コー ド デ ー タ セッ ト 
デー タ 操 作 言 語 [data manipulation language : DML] 

DBMS の も と で 、 デ ー タ ベー ス の デー タ を 読み 書き する た め の 言 語 。 親 
言語 (COBOL や Fortran な どの 汎用 プロ グラ ム 言 語 ) で アプ リケーション 
プロ グラ ム を 開発 する 場合 ( 親 言語 方 式 ) や 利用 者 が 直接 的 に デー タ を 照会 
する 場合 (独立 言語 方 式 ) に 使用 する 。 

デー タ 抽 象 [data abstraction] 

コン ピュ ー タ 処理 の 対象 と な る 実 世界 の デー タ を 分 析 し 、 処 理 に 適し た 
デー タ 構 造 を 見 い 出し 、 グ ルー プ 化 し 、 デ ー タ 間 の 関係 8 明らか に する こ 
と 。 実 世界 の デー タ は さま ざま で ある が 、 コ ンピュータ 処理 を 行う 3 ため に 
は 、 対 象 と な る 実体 を 表現 する デー タ を 抽出 し 、 そ の デー タ の 属性 、 構 
造 、 性 質 を 考え て 処理 の アル ゴリ ズム を 考え な く て は な ら な い 。 コ ン 
ピュ ー タ 処理 で は 、 基 本 的 な デー タ 構 造 に つい て は デー タ 処 理 の 方 法 が 確 
立 し て いる の で 、 処 理 の 対象 と な る デー タ 構 造 と 処理 の アル ゴリ ズム が わ 
か れ ば 、 そ の 部 分 に つい て は 基本 操作 を 適用 する こと が で きる 。 こ の よう 
な 観点 か ら は 、 プ ログ ラミ ング は 、 処 理 対象 の デー タ を 、 コ ンピュータ シ 
ステ ム で 処理 可能 な デー タ 型 に 対応 づけ る こと に 相当 する 。 

デー タ 定 義 言 語 [data definition language : DDL] 

デー タベース の 定義 に 関連 する 命令 群 で 、DBMS が 規定 し て いる ス 
キー マ 定 義 言語 。 NDL と SQL が 規定 する 呼称 で 、CODASYL で は デー タ 

記述 言語 (data description Ianguage : DDL) と 呼ん で いる 。 
( 同 ) デ ー タ 記述 言語 

デー タデ ィ レ クト リ [data directory] 

デー タベース を 定義 せる スキ ー マ を 構成 する 表 、 ビ ュー、 権 限 の 定義 情 
報 を 登録 する 辞書 。 カタ ログ 、 ま た は デー タデ ィ ク ショ ナリ と も いう 。 
デー タデ ィ レ クト リ へ の 定義 情報 の 登録 は DBMS が 自動 的 に 行う 。 ユー ザ 
は その 内 容 を 、SELECT 文 で 問い 合わ せる こと が で きる 。 


記 


デー タフ ロー ダイ アグ ラム [data flow diagram : DFD] 
シス テム 要件 の 定義 を 行う 構造 化 分 析 に 使用 する 図表 の ひと つ 。 基本 的 
に は シス テム 問 ( モ ジュ ー ル 間 ) の デー タ の 流れ に 注目 し 、 シ ステ ム と デー 
タ の 関係 を 図 的 に モデ ル 化 する 技法 。 こ の 段階 で は ば 、 デ ー タ の 物理 構造 
( 例 ) 


顧客 情報 
M の 際 認 
ン ン mw ES 


顧客 台帳 


ヶ | 受注 伝票 一 一 一 と | 発注 
や 、 の 作成 | 受注 伝票 | 担当 者 
帳 


商品 台 


価 
数 量 ・ 受 注 金額 
受注 金額 合計 金額 
の 計算 


や ハー ドウ ェ ア に つい て は 極力 航 れ な い 。 シ ステ ム の 記述 を 行う 場合 、 次 

の 4 つの 基本 構成 要素 を 使用 する 。 

(1) デー タ の 入力 元 (源泉 ・ 発 生 源 ・ 情 報 源 ) ン 出力 先 (吸収 ・ 行 き 先 ) : 名 

前 を 四角 形 で 囲む 

(8) 処理 (プロ セス ) の 内 容 (処理 の 機能 ) : 名 前 を バブ ル (円形) で 囲む 

(3) デー タフ ロー( デ ー タ 名 と デー タ の 移動 ) : 名 前 つき 矢印 で 表す 

(4) データ スト ア ( デ ー タ 保管 物 ・ フ ァイル ) : 名 前 を ら 本 の 直線 で は さむ 
デー タベース [database : DB] 

相互 に 関連 の ある デー タ を 重複 し な いよ うに 集め 、 そ の 内 容 を 構造 化 

し 、 多 目的 な 利用 (検索 や 更新 ) が 効率 的 に で きる よう に し た デー タ の 集 ま 

り 。 プ ログ ラム に よる 利用 も で きる が 、 プ ログ ラム か ら 独 立 し て も 利用 で 

きる 点 で ファ イル と は 異な る 。 昨今 は 、 小 型 コ ンピュータ の 普及 、 個 人 

ユー ザ の 増加 、 マ ル チ メ ディ ア 化 の 要求 の 中 で 、 従 来 の シス テム の 拡張 や 

簡易 化 が 進み 、 音 声 ・ 画 像 な ど を 含む お デー タベース シス テム も 開発 され 、 

多様 化し て いる 。 

【 デ ー タ ベー ス と ファ イル の 違い 】 













Ns ケン ファ イル 
・ 多 く の 利 用 者 や 複数 の 適用 業務 プロ グラ ム で 共 | ・ フ ァイル の 定義 や 保守 は 適用 業務 
用 され る こと を 前 提 に し た デー タ の 集合 単位 プロ グラ ム に 従属 し て いる 。 
・ デ ー タ の 構造 や 属性 が 変わ っ て も . 適用 業務 | ・ 異 な る ファ イル 間 に デ ー タ の 重複 
プロ グラ ム の 変更 が 少な く , 安定 し て いる が 多く , 関連 は 利用 者 の 判断 に 
・ デ ー タ は シス テム 全体 で . 重複 な く 効 率 よく 委ね られ は る 。 





統合 管理 され , デー タ の 関連 デー タベース シ | ・ 特 定 の 利用 目的 , 適用 業務 に 従属 
ステ ム が 管理 する 。 する 局所 的 な デー タ の 集合 単位 。 








【 デ ー タ ベー ス の 分 類 】 

また 、 デ ー タ ベー ス に は 、 利 用 者 の 範囲 か ら 次 の よう な 種類 が ある 。 

(1) 企業 や 機関 が 作る 独自 の デー タベース 、 利 用 者 が 作る 個人 の デー タ 
ベース 
( ら ) 情報 サー ビス 業者 が デー タ を 提供 する 商用 デー タベース 

後者 は デー タ 通 信 と タイ ムシ ェアリング シス テム (TSS) を 利用 し て 、 同 
時 に 多数 の 端末 か ら 共 同 利 用 で きる 。 

また 、 デ ー タ ベー ス 構 築 、 管 理 の 際 に は 、 処 理 方 式 や 共有 する デー タ の 凍 
特性 と デー タ 間 の 関係 に 注目 し て 構造 を も た せる が 、 こ の 構造 、 管 理 の 観 
点 か ら 次 の よう に 分 類 で きる 。 

(1) レコ ー ド 間 に 階 層 関 係 を も た せ た 階 層 型 デー タベース 
(2) レコ ー ド 間 に つ な が り を も た せ た ネ ットワーク 型 デ ー タ ベー ス 
(3) レコ ー ド の 集合 間 に 対 応 関係 を も た せ た 関 係 デ ー タ ベー ス 

(1)、(@) を 構造 型 デ ー タ ベー ス 、(3③) を 非 構造 型 デー タベース と いう 。 
【 デ ー タ ベー ス の 歴史 】 

デー タベース の 考え 方 は 、1960 年 代 か ら 議論 され て いた が 、1963 
年 、 米 GE 社 の ネッ トワ ー ク 型 デ ー タ ベー ス IDS(Integrated Data 
Store)、1887 年 、 米 IBM 社 の 階層 型 デ ー タ ベー ス IMS(Information 
Management System) に より 実現 し た 。 

1967 年 、C0DASYL 内 に デー タベース を 研究 する DBTG(Data 
Base Task Group) が 組織 され た 。DBTG の 提案 や レポ ー ト を きっ か 
け に デー タベース 言語 の 標準 化 の 動き が 生ま れ 、CODASYL 型 デー タ 
ベー ス と 呼ば れ た 。 一 方 、 別 の デー タベース の 考え 方 も ちり 、1870 
年 、IBM 社 の E.F.Codd が 関係 デー タベース を 提案 、1980 年 代 に な っ て 
米 IBM 社 の SQL や Oracle 社 の ORACLE な ど 続 々 と 製品 が 開発 され た 。 
これ も 規格 化 の 動き の 中 で 、SQL が 1987 年 に IS0 規 格 に な り 、JIS 規 
格 と な っ た 。 

デー タベース 管理 シス テム [database management system : 
DBMS1] 

デー タベース と その 利用 者 の 間 に 介 在 し て デー タベース の 管理 を 専門 に 

ie トウ ェ ア シ ステ ム 。 こ の 管理 シス テム に は デー タ 
ー ス 記述 言語 (DDL) や デー タベース 操作 言語 (DML) を 用 意 し て ある 。 
デー タベース 管理 者 は これ を 用 いて スキ ー マ や サブ スキ ー マ の 定義 、 
デー タ の 検索 や 追加 、 修 正 、 削 除 な ど が 可能 に な る 。 
【 デ ー タ ベー ス 管 理 シ ステ ム の 役割 】 
(1) 利用 者 が 定義 むす る デー タ の 論理 的 構造 に つい て 、 記 憶 装 置 上 の デー タ 
の 物理 的 構造 と の 対応 を と る 。 








(2) 利用 者 が デー タベース か ら デ ー タ を 取り 出し 、 操 作 す る プロ グラ ム に 
よっ て 、 デ ー タ ベー ス の 構造 が 変更 され な いよ うに する 。 
(3) デー タ を 定義 むせ する メタ デー タ を 、 プ ログ ラム か ら 独 立 に 定義 し た デー 
タ 辞 書 (DD プ D) で 管理 する 。 
(4) デー タ の 正常 性 、 整 合 性 が 失わ れ な いよ うに 制御 を 行う 。 
(5) 好ま し く な い ア クセ ス 、 不正 な アク セス か ら デ ー タ を 保護 する 。 
(6) デー タベース の 利用 者 に デー タベース 操作 言語 を 提供 する (独立 言語 
方 式 と 親 言語 方 式 が ある )。 
(7) デー タベース 運用 の た め の ユ ー テ ィ リ ティ ソフ トウ ェ ア を 提供 する 。 
( 関 ) デ ー タ ベー ス 、 ス キー マ 
デー タベース 言語 [database langua ェ ge] 
デー タベース シス テム を 利用 する た め の 言 語 。 次 の 3 段階 の 言語 機能 を 
も つ 。 
(1) デ ー タ を 定義 する 段階 。 
(2) デー タ を 読み 書き する 段階 。 
(3) 得 た デー タ を も と に 作 表 ・ 演 算 ・ グ ラフ 表示 を 行う 段階 
この 全体 を ひと つの 言語 処理 系 で まかなう 方 式 を 独立 言語 方 式 、(1) の 
段階 を デー タベース 言語 が に な っ て 、(2)、(3) の 段階 を 汎用 プロ グラ ム 
言語 で 行う 方 式 を 親 言 語 方 式 と いう 。 
デー タベース サー バ [database SBrver] 
クラ イア ント サー バシ ステ ム の 中 で 、 デ ー タ ベー ス 機 能 を 提供 する サー 
ババ 。 フ ァイル サー ババ の 一 例 で ある が 、 特 に 高速 な 検索 要求 に 答え る た め 、 
キャ ッシュ 機能 を も つ 。 ソ フト ウェ ア の 例 に は アメ リカ の イン フォ ミッ ク 
ス 社 の Informix、 オ ラク ル 社 の ORACLE な ど が ある 。 
デー タベース 再編 成 [reorganization of databasg] 
デー タベース の 効率 的 利用 の た め 、 内 部 スキ ー マ を 変更 する こと な く 、 
デー タ の 物理 的 実現 方 法 を 変更 する こと 。 例 えば 、 ア クセ ス 頻 度 の 高い 
デー タ を 高速 アク セス 媒体 上 に 移し た り 、 検 索 経 路 が 短縮 する よう に 並べ 
替え た り 、 冗 長 デ ー タ を 削除 する こと な ど 。 
デー タベース 操作 [database manipulation] 
デー タベース の デー タ を 創成 (creation)、 再 編成 (reorganization) 、 
再 構成 (reconstruction) を 行い 、 読 み 書き (検索 、 更 新 ) す る こと 。 そ の 
た め の 機 能 を も つ 言 語 を デー タベース 操作 言語 と いう 。 
デー タベース ソフ ト [database software] 
アプ リケーション パッ ケー ジ ソ フ ト の 一 種 で 、 簡 易 な デー タベース 機能 
を 有する ソフ トウ ェ ア 。 表 計 算 ソ フト や 帳票 作成 ソフ ト 、 グ ラフ 出力 ソフ 
ト 、 ワ ー プ ロ ソ フト な どこ と 組み合わせ て 利用 する こと が で きる 。 部 門 内 や 


個人 で 利用 する 小 規模 な デー タベース の 構築 に 適し て いる 。 
デー タ 変 換 [data conversion] ( 同 ) コ ー ド 変換 、 型 変換 
デー タモ デル [data model] 
デー タ の 意味 と デー タ 間 の 関係 を 認識 、 記 述 す る た め の 概 念 的 な 構造 と 
それ を 操作 する た め の 体 系 。 デ ー タ ベー ス で 扱う デー タモ デル は 、 
(1) 人 間 が 認識 する 概 意 的 な 段階 の も の 
(2) プロ グラ ム で 処 理 で きる 論理 的 な 段階 の も の 
(3) 記憶 装置 の 構造 や 格納 する 効率 を 考え た 物理 的 な 段階 の も の NOI 
で 異な る 。 ま た 、 概 念 的 な 段階 の デー タモ デル で も 、(1 ) 階 層 型 モデ 。 プ 
ル 、(②) 網 モデ ル 、(3) 関係 モデ ル 、(4) オ ブ ジ ェクト 指向 モデ ル な ど が 
あり 、 そ れ ぞ れ の デー タ 構 造 に 適し た デー タベース シス テム が 実現 され 
て いる 。 
テー ブル [table] 
① 互 い に 関 係 の ある 項目 が 、 そ の 相対 的 位置 に よっ て 識別 で きる よう に 
デー タ を 配列 し た も の 。 そ の 各 項 目 は 、 ひ と つ 以 上 の 引数 (添字 ) ま た 
は キー で あい まい な く 識 別 で きる 。 表 と も いう 。 引数 に 異な る 数 を 当 
て 異な る デー タ を 示す こと が で き 、 本 来 な ら 複 数 の 式 が 必要 な 場合 で 
も 、 9 引合 療 た な 9 
コー ド 変 換 テ ー ブ ル な ど が これ に 相当 し 、 デ ー タ 処理 で 多用 する 。 
( 類 ) 配 列 
ぐ @ 表 計算 ソフ ト や 関係 デー タベース ソフ ト で 、 互 い に 関係 の ある デー タ を 
縦横 形式 の 表 組 に な る よう に 配列 し た 表 。 そ の 各 項 目 は 、 数 式 な ど を 用 
いて ひと つつ 以上 の 引数 (添字 ) で あい まい な く 識 別 で きる 。 単に 表 と も い 
う 。 広く 表 計 算 ソ フト や ワー プロ ソフ ト で 、 縦横 形式 の 表 組 で 出力 し た 
表 を も 指す 。 こ れ ら は 表 組 ユー ティ リティ を 使っ て 定義 で きる 。 
テー ブル サー チ [table search] 
テー ブル は 定め た 規則 に より 並べ た 同質 の 特性 を も っ た デー タ の 集 ま 
り 。 一般 に 配列 と 同じ 。 テ ー ブ ル サー チ と は 、 特 定 の 項目 (キー) を 指示 す 
る こと に より この テー ブル の 中 か ら 、 条 件 に か な っ た デー タ を 探す こと 。 
テキ スト エディ タ [text editor] ( 参 ) エ ディ タ 
テキ スト ファ イル [text file] 
テキ スト 形式 の デー タ を 内 容 と する ファ イル 。 例 えば 、(] ) テ キス ト エ 
ディ タ で 編集 し た ソー スプ ログ ラム 、(②) 情 報 交 換 用 の CSV 形 式 の テキ ス 
トレ コー ド 、(3) ワ ー ブ プロ 文書 の 本 文 デ ー タ な ど 。 多 く の エ ディ タ や ワー 
プロ ソフ ト で 読め る た め 、 情 報 の 交換 用 に 使用 する 。 た だ し 、 書 式 が つい 
て いな い の で 、 ワ ー プ ロ ソ フト で 設定 し た 書体 や 文字 サイ ズ は 反映 され な 
い 一 様 な 文字 レコ ー ド で ある 。 





デ ク リ メン ト [decrement] 

減 分 。 あ る 値 か ら 一 定 の 値 を 繰り 返し 減算 し て いく 場合 の 、 減 算 す る 
単位 値 の こと 。 例 えば 、 プ ログ ラム で 、 ル ー プ を 1 回 実行 する た び 制 御 
変数 や ポイ ンタ か ら 一 定 の 値 を 減算 する 場合 、 減 算 し て いく 値 が 減 分 で 
ある 。 

Fortran の DO 文 、COBOL の PERFORM 文 、BASIC の FOR…NEXT 
文 な ど で は 、 こ の 減 分 を パラ メタ と し て 指定 で きる 。 な お 、 同 様 に 加算 
する 場合 に は 増分 と いう 。 減 分 は 負 の 増分 と も いえ る 。 

( 対 ) イ ンク リ メ ン ト 
デシ ジョ ン テ ー ブ ル [decision table] 

問題 を 分 析 す る 場合 に 考慮 すべ きす べ て の 条件 と 、 条 件 に 対し と る べき 
処理 を 列挙 し た 表 。 決定 表 と も いう 。 問 題 の 解 を 見 い だ どす た め の 説 明 や プ 
ログ ラム 設計 の 際 の 補助 的 な 図式 と し て 使用 する 。 
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テス ト 【test] 
開発 し た コン ピュ ー タ シス テム の 機能 が 設計 仕様 と 一 致す る か 確か め る 
こと 。 作 成 し た プロ グラ ム の 妥当 性 、 シ ステ ム や 装置 の 正当 性 の 検査 。 誤 
り を 検出 する 目的 で プロ グラ ム を 試し 実行 する 。 試験 、 検 査 と も いう 。 
テス ト 技 法 は 開発 技法 に より 変わ り 、 そ の 目的 や 手法 に より さま ざま な 
呼び 方 が ある 。 
(1) テ スト は シス テム 開発 の 各 有 段階 で 計画 的 に 繰返し 行う 。 
① 設 計 段 階 : ( 関 ) 抽 上 デバ ッ グ 、 ウ ォ ー ク スル ー 
プロ グラ ム 開 発 段階 : ( 関 ) トッ プ ダ ウン テス ト 、 ボ トム アッ プ テ デスト 
⑧③ 完 成 段 階 : ( 関 ) 総 合 テ スト 、 受 入れ テス ト 
(2) モジ ュー ル 分 割 し た プロ グラ ム で は 、 次 の テス ト を 行う 。 
( 関 ) モ ジュ ー ル テス ト 、 結合 テス ト 、 シ ステ ム テ スト 、 総 合 テス ト 
(3) モジ ュー ル の 結合 順序 の 違い で 、 次 の テス ト が ある 。 
( 関 ) ボ トム アッ プ テ ス ト 、 ト ッ プ ダウ ン テ ス ト 
(4) テ スト ケー ス の 設計 方 法 の 違い で 次 の よう な 呼び 方 が ある 。 
( 関 ) ブ ラッ クボ ックス テス ト 、 ホ ワイ ト ボ ックス テス ト 


(5) テ スト の 目的 に より 次 の よう な 呼び 方 が ある 。 
( 関 ) 引 渡し テス ト ( 受 入れ テス ト )、 並 行 テ スト 、 負 荷 テ スト 
テス ト 計 画 [test plannin] 
テス ト を 行う に あたっ て 立案 する 計画 。 テ スト の 対象 と な る シス テム や 
テス ト の 段階 で 異な り 、 通 常 、 開 発 部 門 に お ける シス テム テス ト と エン ド 
ユー ザ 部 門 の 運用 テス ト の ら ぢ 段階 で 行う 。 
開発 部 門 の シス テム テス ト で は 次 の テス ト を 行う 。 
( 関 ) 機 能 テ スト 、 性 能 テ スト 、 障 害 回 復 テ スト 、 負 荷 テ スト 
エン ドコ ユー ザ 部 門 に お いて は 次 の 観点 か ら 計画 し 、 テ スト 仕様 書 に する 。 。 プ 
(1) 関連 部 門 と の 整合 性 ( 他 シ ステ ム と の デー タ 、 フ ァイル の 互換 性 ) 
(2) オ ペレ ー タ の 操作 性 (伝票 ・ 帳 票 ・ 入 力 方 法 な ど 使い や すぐ ) 
(3) 並行 テス ト の 際 は 、 新 旧 シ ステ ム の 処理 の 区 分 (業務 の 混乱 を 避け る ) 
(4) テ スト 期間 、 ト ラブ ル 時 の 修正 期間 、 再 テス ト 項 目 
(5) 新 シ ステ ム に 切り 換え 、 移 行 す る 時 点 の 判断 基準 
テス ト ケ ー ス [test case] 
開発 し た シス テム の 効率 的 か つ 効果 的 な テス ト を 行う た め の 必要 十分 な 
テス ト 条 件 。 テ スト 条件 が 場合 分 けさ れ た の が 、 テ ス ト ケ ー ス で あり 、 テ 
スト ケー ス の 設計 は テス ト 計 画 の 段階 に お ける 重要 な 作業 に な る 。 ま た 、 
プロ グラ ム 中 の すべ て の ルー チン を も れ な く テ スト で きる よう な デー タ を 
用 意 す る ほか 、 本 来 な ら 実 デ ー タ に な い は ず の 例外 的 な デー タ に つい て も 
チェ ッ ク し 、 シ ステ ム の 信頼 性 を 確保 する 必要 が ある 。 
( 関 ) ブ ラッ クボ ックス テス ト 、 ホ ワイ ト ボ ックス テス ト 
テス ト 支 援 ツ ー ル [program testin 互 tool] 
プロ グラ ム の テス ト 条 件 や 環境 を 整備 する プロ グラ ム 群 の 総称 。 これ ら 
の ツー ル を 使用 し て テス ト す る こと を キャ ッ ト (CAT : computer aided 
testing) と いう 。 
さま ざま な 種類 の ツー ル が ある が 、 大 きく ふた つ に 分 けら れる 。 
(1) プ ブログ ラム の 記述 を 解析 する ツー ル や 、 実行 し な が ら 解 析 す る デバ ッ 
ギン グ エ イ ド な ど 
(2) テス ト の 実施 を 支援 する ドライバ や スタ ブ の シミ ュ レ ー タ 、 テ スト 
デー タ の 作成 プロ グラ ム (test data generator) な ど 
テス ト デ ー タ [test data] 
プロ グラ ム を 検査 する た め に 準備 する デー タ 。 入 力 と し て あり そう な 
デー タ か ら め っ た に な い デ ー タ まで 組み 合わ せ て 、 プ ログ ラム の 全 ル ー 
チン を 網羅 する よう に 適当 な 数 だ け 準 備 す る 。 期 待 す る 処理 結果 も 準備 
し て お き 、 実 行 さ せ て みた 結果 と 照合 する 。 テ スト の 目的 に より 、 デ ー 
夕 量 、 分 布 や 頻度 、 境 界 値 や 例外 値 、 エ ラー デー タ 、 ラ ンダ ム 性 な ど を 











考慮 し て 作成 する 。 
テス ト プ ロ グラ ム [test program] 

コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア が 正常 に 動作 する か 否 か を 
検査 する た め の プ ログ ラム 。 テ スト の た め に 、 特 別 の ルー チン を 付加 し た 
り 、 チ ェ ッ ク ポ イン ト を 設け て 記憶 内 容 を ダン プ さ せる 。 

手続 き 型 言 語 [procedure ariented lanEua 玉 e] 

2 遇 の 手続 さき な 明 了 容易 に 記述 で きる よう な 体系 を も っ た プロ グラ ム 
言語 。 プ ログ ラム は 処理 を 指定 する 文 の 集合 か ら な り 、 ハ ー ド ウェ ア も 原 
則 と し て 記述 され た 文 を 記述 され た 順序 で 実行 する 。 命 令 も デー タ も 同じ 
記憶 装置 内 に あり 、 命 令 の 実行 に より 記憶 内 容 を 変更 する こと で 処理 を 段 
階 的 (逐次 的 ) に 進め る 。Fortran や COBOL を は じ め 大 部 分 の 高 水準 言語 
が これ に 相当 する 。 ( 対 ) 非 手続 き 型 言語 

デッド ロッ ク [dead lock] 

資源 を 共有 し て いる 二 つ の プロ セス (また は タス ク ) が 、 互 い に 相手 の 資 
源 の 解放 を 待っ て 競合 し て いる 状態 、 ま た は 、 結 果 的 に 動き が と れ な く な 
り 、 ど ちら も アク セス で き な い 状態 。 例 えば 、 共 有 不 可 の 資源 X、Y が あ 
り 、 プ ロ セ ス A が X を 占有 し 、Y の 解放 を 待っ て いる 。 そし て 、 プ ロ セ ス B 
が Y を 占有 し 、X の 解放 を 待っ て いる 。 排 他 制御 に より 、 ど ちら の タス ク 
も 新た な 資源 を 占有 する こと が で きず 、 デ ッ ド ロッ ク と な る 。 共有 不可 の 
資源 と し て は 、 共 有 メ モリ や ファ イル 、 通 信 回 線 な ど が ある 。 デッド ロッ 
ク は 、 資 源 利用 の 排他 制御 の 副作用 と し て 発生 する 厄介 な 問題 で あお り 、 シ 
ステ ム 全 体 の 停止 を 引き 起こ すこ と も ある 。( 参 ) 排 他 制 御 

デバ ッ ガ [debugger] ( 同 ) デ バッ グ ツ ー ル 
デバ ッ ギ ング エイ ド [debuggin 巨 aid] ( 同 ) デ バッ グ ツ ー ル 
デバ ッ グ [debug/debug 互 in 呼 ] 

プロ グラ ム 中 の 誤り (形式 エラ ー、 文 法 エ ラー、 論 理 エ ラー、 設 計 エ 
ラー な ど ) を 発見 し 、 取 り 除 き 、 修 正す る 作業 。 誤 り を 俗 に バグ ( 虫 ) と い 
う 。 そ こ で この 作業 を 虫 取 り ( デ バッ ギン グ ) と も いう 。 プ ログ ラマ が テ 
スト の 前 段階 で 行う 。 机 上 で プロ グラ ム を 見 直し て 誤り を 発見 する こと 
も デバ ッ グ で ある 。 文法 エラ ー に つい て は 、 コ ンピュータ に プロ グラ ム 
を 与え て 翻訳 させ 、 エ ラー メッ セー ジ を 参照 し て 行う の が 普通 で ある 。 
論理 エラ ー に つい て は 、 テ ス ト デ ー タ を 与え 、 出 力 を チェ ッ ク し て 発見 
する 。 

デバ ッ グ ツー ル [debu 下 tool プ debu 互 到 in 巨 tnol] 

デバ ッ グ を 支援 する サー ビス プロ グラ ム 。 デバ ッ ガ 、 デ バッ ギン グ エ イ 
ド と も いう 。 ト レー スプ ログ ラム (トレ ー サ )、 ダ ンプ プロ グラ ム ( ダ ン パ ) 
な ご ど を 総称 する 語 。 広 義 に は 、 テ スト 支援 ツー ル ( 例 えば 、 テ ス ト デ ー タ 








ジェ ネ レ ー タ )、 診断 プロ グラ ム 、 シ ミュ レー タ ( 障 害 シ ミュ レー タ 、 装 置 
シミ ュ レ ー タ ) な ども 含む お 。 バ ッ チ 処理 で 行う も の と 対話 型 で 行う も の と 
が ある 。 
デフ ァ ク トス タン ダー ド [defacto standard] 
業界 標準 。 IS0、ITU-T、JIS な どの 標準 化 機構 が 正式 に 標準 と し て 制定 
また は 勧告 を し て いな い が 、 多 く の 企 業 が ある 種 の 方 式 に 合わ せ て いる た 
め 、 そ れ が 事実 上 の 標準 と な か っ て いる も の を いう 。 
具体 例 に は 、TCP ン IP プロ トコ ル 、 セ ント ロニ クス イン タフ ェ ー ス 、 シ 
フト JIS コ ー ド な ど が ある 。 デ ファ クト スタ ンダ ー ド は 、 後 に 正式 の 標準 
と な る こと も ある 。 例え ば 、IBM の SDLC が HDLC に 、 ヒ ュー レッ ト パ ッ 
カー ド 社 の HPIB が GPIB(IEEE-488) に 、 イ ー サ ネッ ト LAN が 
IEEEB02.3 に と 、 業 界 標準 が 正式 の 標準 と な っ た 。 
デフ ォ ル ト [default] 
① プ ログ ラム 中 に 明示 的 に 指定 され て いな い 場 合 に シス テム が 選ぶ ぶ 、 変 数 
の 属性 や 値 。 オペ レー タ が コマ ンド の 入力 を 省略 し た り 、 プ ログ ラム に 
変数 の 型 な ど が 明示 的 に 宣言 され て いな い 場 合 、 シ ステ ム が あら か じ め 
決め て ある 値 ( デ フォ ルト 値 ) や 型 が 指定 され た と 見 な し て 処理 を 行う 。 
( 参 ) 暗 黙 の 型 宣 言 
⑧@ 新 規 の ハー ド 、 ソ フト に つい て 、 メ ー カ が 多数 の ユー ザ の 使用 を 想定 し 
て 出荷 時 の 製品 に 設定 し た 標準 的 な パラ メタ 。 ユ ー ザ が これ を 変更 し て 
自 シ ステ ム に 合わ せる こと を シス テム 設定 、 環 境 設定 、 初 期 設定 、 カ ス 
タマ イズ な ど と いう 。 
デブ ロッ キン グ [deblocking] 
物理 レコ ー ド を 複数 の 論理 レコ ー ド に 分 解す る こと 。 外 部 記憶 装置 の 
デー タ の 読み 書き の 効率 を 高め る た め 、 レ コー ド の 読出 し 命令 が ある と 外 
部 記憶 装置 は ブロ ッ ク (物理 レ コー ド ) の まま バッ ファ に 送り 出す 。 こ の 
バッ ファ 上 の ブロ ッ ク を 分 解 し て 、 利 用 者 、 プ ログ ラム の 処理 単位 (論理 
レコ ー ド ) に 変換 する 作業 で ある 。( 対 ) ブ ロッ キン グ 
デュ アル 構成 シス テム [dual system] 
シス テム を 二 重 に 用 意 し 、 常 に 両方 と も 同時 に 動作 し 同一 の 内 容 と な る 
よう に し て お く こ と 。 一 方 が 故障 し て も 他方 が 正常 で われ ば 、 全 体 シス テ 
ム に 影響 を 与え な い 。 高 信頼 性 を 要求 する シス テム を 構築 する と き に 使用 
する 構成 で ある 。 構成 要素 を 可能 な 限り デュ アル 構成 に し 、 筐 体 の な か に 
格納 し た 高 信頼 性 コン ピュ ー タ に フォ ー ル トト レラ ント コン ピュ ー タ が あ 
る 。 デ ュ ア ル 構 成 が 完全 に ダウ ン す る 確率 は 一 方 の 故障 確率 の 2 乗 と な 
る 。 し た が っ て 、 デ ュ ア ル 構 成 の 稼働 率 は 次 の 計算 式 で 表せ る 。 
デュ アル 構成 の 稼働 率 =1 一 (MTTH) プ (MTBF 十 MTTR)13 








例え ば 、 一 方 の 計算 機 が 故障 する 確率 が 理論 上 0.001 だ と する と 、 デ ュ 
アル 構成 全体 が ダウ ン す る 確率 は 0.0000 1 と な る 。 

また 、 障 害 時 に は 故障 シス テム を 切り 離す こと に より 、 も う 一 方 の シス 
テム で 処理 を 続け る こと が で き 、 そ の 信頼 性 は 非常 に 高い 。 ホ ッ ト ス タン 
バイ 方 式 と も いう 。 た だ し 運用 コス ト は 高価 に な る 。 

( 参 ) マ ル チ プ ロ セ ッ サ シス テム 、 デ ュ プ レッ クス 構成 シス テム 


ドー 
MS 
CCU に ーー コラ ルル 
| Leme に 


クロ スチ ェ ッ ク クロ スチ ェ ッ ク 


に ニー 

us | に つ 

CCU | トド ーー プイ ファ イル 
cpu っ 


デュ プレ ックス 構成 シス テム [duplex system] 

ら 組 の シス テム を 用 意 し 、 主 目的 の 処理 を 行う シス テム ( 主 系 ) の 障害 発 
生 時 に 、 別 の シス テム (待機 系 ) に 切り 替え る シス テム 構成 。 二 重 方 式 、 
コー ルド スタ ン バ イ 方 式 と も いう 。 オ ン ラ イン シス テム で は 、 信 頼 性 の 向 
上 が か な り 厳 し く 要 求 さ れ 、 デ ュ プ レッ クス 構成 に し て シス テム に 障害 が 
発生 し て も 停止 する こと な く 稼 働 し 続け る よう に し た シス テム が 多い 。 
デュ アル 構成 に 比べ て 、 待 機 系 で は 待機 中 に 別 の 処理 を 行え る た め 効 率 的 
な シス テム 構成 で ある 。 し か し 、 主 系 ダウ ン 時 の 切り 替え に 時 間 が か か 
る 、 切 り 替 え 部 分 の 障害 や 切り 替え 直後 に 新 主 系 が ダウ ン す る と 両 系 ダウ 
ン と な る な ど 、 信 頼 性 は デュ アル 構成 に 劣る 。 


オン ライ ン 処 理 
CPU 











テラ 【tera] 
テラ は 、1012( テ 1 兆 ) を 意味 する 補助 単位 。、1 テ ラバ イト =1000 ギ ガ 
バイ ト =1 兆 バイ ト 。 今後 予想 され る 記憶 装置 や デー タ 処 理 量 の 大 容量 化 
を 象徴 する 用 語 。 

デリ ミタ [delimiter] ( 同 ) 区 切り 文字 

電子 計算 機 シ ステ ム 安 全 対策 基準 
( 同 ) 情報 シス テム 安全 対策 基準 

電子 決済 [electronic account] 
通信 ネッ トワ ー ク を 介し た 商取引 き で 、 取 引き 相手 を 本 人 確認 し 、 金 銭 
の 決済 を 行う こと 。 電 子 商取引 (EC) の 基本 で は ある が 、 安 全 性 を 考え て 


條 重 な 対応 が 必要 と の 意見 も ある 。 利 用 者 は 、 銀 行 や クレ ジッ トカ ー ド 会 
社 な どの 預金 か ら 小売 店 に 代金 決済 する 。 第 三 者 で ある 認証 機関 が 証明 す 
る 場合 に 限り 決済 が 可能 に な る 方 式 も 検討 中 で ある 。( 関 ) 証 明 機 関 





電子 商取引 [electronic commerce : EC] 

通信 ネッ トワ ー ク を 介し た 商取引 きのこ と 。 電子 メー ル 、 デ ィ ジ タル 署 
名 お よび 電子 決済 に より 、 ネ ットワーク 上 で 取引 きま の す べ て を 済ま せる こ 
と も 可能 で ある 。( 類 ) デ ィ ジ タル 署名 、 電 子 決済 、( 参 ) 電 子 デ ー タ 交換 

電子 署名 [digital signature] ( 同 ) デ ィ ジ タル 署名 
電子 デー タ 交 換 [Electronic Data Interchange : EDI] 

取引 き 関 係 に ある 複数 の 企業 間 で コン ピュ ー タ と 通信 回 線 を 結ん で 定形 
業務 の デー タ を や り と りす る こと 。 従来 の ビジ ネス プロ トコ ル ( 業 界 プロ 
トコ ル ) も 狭義 の EDI と いえ る 。 

ISO に よる EDIFAOCT(Electronic Data Interchange For Adminis- 
tration Commerce and Transport : 行政 、 商 業 お よび 運輸 の た め の 電 
子 デー タ 交 換 ) の 標準 化 の 動き 、 国 内 で は 通産 省 が CII シ ンタ ックス ルー ル 
の 制定 、 電 信 電 話 技術 委員 会 (TTC) に よる ISDN と MHS の 良さ を 取り 入れ 
た EDIIMHS の 標準 化 な ど 、EDI は 業界 の 壁 を こえ た 標準 化 と いう 意味 で そ 
の 重要 性 が 認識 され る よう に な っ て きた 。 それ を 受け 、198 ら 年 9 月 に 国内 
の 39 の 業界 団体 が 集合 し て 「EDI 推 進 協議 会 ] を 設立 し た 。( 類 ) 電子 商取引 

電子 マネ ー[electronic money] 

本 来 の 意味 は 電子 的 な 現金 。 電 子 技術 に より 金銭 の 取引 き を 実現 する シ 
ステ ム 。 デ ィ ジ タル キャ ッシュ 、 電 子 通貨 と も いう 。 現金 で 換金 し た も 
の 、 銀行 や クレ ジッ ト 会 社 が 発行 し た も の が 使え る よう に な りつ つめ ある 。 
(1) イギリス の モン デック ス UK 社 が 開発 し た モン デック ス が ある 。 こ れ 

は IC カ ー ド を 現金 の 代わ り に 利用 で き 、 専 用 端末 で IC カ ー ド に 記録 さ 
れ て いる 金銭 の 出し 入れ が で きる 。 

(2) イン ター ネッ ト 上 の オン ライ ン シ ョ ッ ピン グ に は 、 プ リ ペ イ ド 方 式 の 
ウェ ブ マ ネー が 使え る が 、 残 額 は カー ド に 記憶 する の で は な く カ ー ド 
発行 会 社 の コン ピュ ー タ が 記憶 する 。 

( 関 ) 電 子 決済 


由 


電子 メー ル サ ー ビ ス [electronic mail service] 
VAN、LAN、 パ ソコ ン 通 信 な どの 蓄積 交換 サー ビス の 一 種 。 シ ステ ム 
内 に 利用 者 ご と に メー ル ボ ックス を 用 意 し 、 メ ー ル ボッ クス を 介し て 利用 
者 間 で 情報 の 交換 を 行う サー ビス 。 郵便 の 私 書 箱 に 相当 する も の 。 発信 者 
が 受信 者 の アド レス (メー ル ボ ックス ) に メッ セー ジ を 送っ て お け ば 、 受信 
者 は つ ご う の よ いと き に それ を 読む こと が で きる 。 
利用 者 どう し の 1 対 1 で の や り 取り が 基本 で 、 電 子 会 議 や 電子 掲示 板 
と 区 別 す る 。 付 加 機能 と し て は 、 親 展 機能 、 同 報 通 人 機能 、 メ ー ル ボッ ク 
ス 検 索 機能 な ど が ある 。 ITU-T や ISO が 電子 メー ル 通 信 シ ステ ム の 国際 標 
準 を MHS プ MOTIS と いう 名 称 で 勧告 し b、 そ れ に 準拠 し た 製品 が 開発 され 
て いる 。 ま た 、 マ ル チ メ ディ ア や 各国 言語 に 対応 し た イン ター ネッ ト の 
MIME 規 格 に 準拠 し た 電子 メー ル の 普及 が 著しい 。 
転 置 式 暗号 [transposition cipher] ( 関 ) 慣 用 暗号 系 
テン ポラ リフ ァイル [temporary file] 
① ユ ー ザ が 、 プ ログ ラム や デー タ を 一 時 的 に 保存 し て お く フ ァイル 。 
⑧O08S が 、 あ る ジョ ブ 内 で 必要 に 応じ て 一 時 的 に 作る ファ イル 。 ジ ョ ブ の 
終了 時 に 自動 的 に 消去 する 。 


EE 


動画 像 符号 化 [motion picture encode] ( 関 )MPEG 

動画 デー タ [animation data] 
映画 、 ビ デオ 、 ア ニ メ な どの 動画 を ディ ジタル 化し た デー タ 。 動 画 を 
ディ ジタル 化す る と デー タ 量 が 膨大 に な る 。 そのため 、 処 理 装置 の 高速 
化 だ け で な く 、 デ ー タ 圧縮 、 高 速 、 大 容量 の 記憶 装置 、 高 速 伝送 な どの 
技術 が 重要 と な る 。 圧 縮 技術 で は MPEG、 記 憶 装 置 で は ディ ジタル ビ 
デオ ディ スク (DVD)、 伝 送 技術 で は ATM が 今後 の 標準 と な る 可能 性 が 
ある 。 

動 的 アク セス [dynamic access1] 
直接 アク セス と 順次 アク セス を 組み 合わ せ て アク セス する 方 法 。 直接 ア 
クセ ス で 特定 の レコ ー ド を アク セス し 、 そ れ 以 降 の レコ ー ド を 順次 アク セ 
ス に より 処理 する こと 。 

動 的 ダン プ [dynamic dump] ( 関 ) ダ ンプ 

動 的 呼出 し 法 [dynamic access] 
相対 及び 索引 ファ イル に の み 認 め ら れ て いる 呼出 し 法 。 ひと つの プロ グ 
ラム の 中 で 、 順 呼出 し と 乱 呼 出し の 両方 を 使用 で きる 。 


登録 簿 [directory] 

区 分 編成 ファ イル で は 、 順 編成 ファ イル を メン バ と いう サブ ファ イル に 
分 割 し 、 各 メン 作 を 管理 し て いる 。 そ の 記録 を 登録 澄 と いう 。 登 録 澄 に は 
各 メ ン 八 の 名 称 ( プ ログ ラム 名 、 フ ァイル 名 な ど ) や 先頭 の アド レス な ど を 
書き 込ん で ある 。 似 た も の に イン デック ス ( 索 引 順次 編成 ファ イル で キー 
の 値 で 索引 を 作成 する ) や カタ ログ (磁気 記憶 媒体 上 に 作る ファ イル を 管理 
する た め に 作成 する ) が ある 。 

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン [documentation] 

文書 (ドキ ュ メ ント や マニ ュ ア ル ) の 管 理 、 あ る い は 与え た 主題 に 関す る 
文書 自身 の 集合 。 書 類 また は 書類 中 に 記録 し て ある 情報 を 作成 、 収 集 、 編 
成 、 保 存 、 引 用 、 配 布 す る こと 。 情 報 処理 の 分 野 で は 、 特 に シス テム 開発 
に 際 し て 、 計 画 書 設計 書 ・ 仕 様 書 ・ 報 告 書 ・ 運用 指示 書 ・ 保 守 記録 な ど 
に 関す る 文書 の 作成 ・ 配 布 ・ 保 存 を さす 。 開発 工程 の お の お の の 段階 で 必 
要 で ある 。 一 般 に 文書 化 と いう 。 

ユー ザ 部 門 で は 、 シ ステ ム 開 発 側が 用 意 する 運用 指示 書 や 操作 説明 書 が 
エン ド ユ ー ザ 向け で な い 場 合 ( 難 解 な 場合 )、 日 常 の 運用 の た め に 簡易 な ド 
キュ メン ト を 作成 、 配 布 す る こと も 必要 で ある 。 

特殊 文字 [special character] 

文字 集合 の 中 で 英字 、 数 字 、 漢 字 、 仮 名 、 間 隔 文字 の いずれ で も な いし \ 図 
形 文字 と 制御 文字 。 例え ば 、 〇 キー\ な どの 記号 文字 、 伝 送 制御 文字 な 
ど 。 ソ フト ウェ ア の 操作 、 伝 送 デ ー タ の 中 で 特殊 な 役割 を も っ た 文字 と し 
て 使用 する 。 例 と し て 、 演 算 子 、 引 用 符 、 フ ワイ ルド カード 、 区 切り 文字 、 
小数 点 、 伝 送 制御 文字 

特殊 問題 向き 言語 [special purpose(oriented]langua@] 

比較 的 広い 分 野 の プログ ラム に 使用 する 汎用 プロ グラ ム 言 語 に 対し て 、 
特定 の 応用 分 野 の 問題 を 処理 する た め に 開発 し た 言語 。 例え ば COGO や 
STRESS な どの 土木 建設 分 野 の 言語 、 数 値 制 御用 の APT な ど が ある 。 シ 
ミュ レー ショ ン 用 に 開発 し た GPSS は 離散 系 に 向い て お り 、DYNAMO は 
連続 系 に 向い て いる 。 プ ロ セ ス 制 御用 言語 、 数 式 処 理 用 言語 、 グ ラフ ィ ッ 
クス 用 言語 、 記 号 処理 用 言語 、 論 理 設計 用 言語 、 デ ー タ ベー ス 用 言語 な ど 
が ある 。( 参 ) プ ログ ラム 言語 

独立 あふ れ 域 [independent overflow area] 

( 関 ) 索 引 順次 編成 

独立 言語 方 式 [self-contained system] 

デー タベース 操作 言語 (DML) の 形態 の ひと つ 。 既 存 の ブロ グラ ム 言 語 と 
は 独立 し て 、 そ の DML だ け で デー タベース の 構築 ・ 操 作 ・ 利 用 に 必要 な 処 
理 が で きる 方 式 で ある 。 利用 者 は 親 言 語 を 使用 する こと な く 、DBMS に 備 








わっ て いる DML を 用 いて 対話 的 に デー タ を 操作 で きる 。 こ の 方 式 は 一 般 の 
利用 者 (エン ド ユ ー ザ ) が 利用 し や すい の で 、 エ ンド ユー ザ 言 語 (end user 
Ianguage : EUL) と も 言わ れる 。 

JIS SQL 仕 様 の も の を 会 話 式 に 利用 で きる よう に し た も の を 提供 し て い 
る メー カ も 多い 。 初 期 の デー タベース 言語 に 多かっ た 方 式 で 、 従 来 の 汎用 
プロ グラ ム 言 語 に と ら わ れ な い 新 し い 機 能 を も づつ 半面 、 こ れ だ け で は 、 既 
開発 の 汎用 プロ グラ ム 言 語 の プロ グラ ム と の 間 の イン タフ ェ ー ス を と れ な 
いと いう 欠点 も あっ た 。 こ の 欠点 を 補う 方 式 が 親 言語 方 式 で ある 。 現在 は 、 
双方 の 方 式 で 利用 で きる デー タベース シス テム が 多い 。 ( 対 ) 親 言語 方 式 

閉じ た サブ ルー チン [closed subrautine] 

同一 処理 内 容 の ルー チン を プロ グラ ム 中 に 多数 回 組み 込む こと は せ ず 、 
プロ グラ ム 内 に ] 個 だ け 挿入 し て お き 、 必 要 な 箇所 か ら そ の つど 呼び 出し 
て 利用 で きる サブ ルー チン 。 ( 対 ) 開 いた サブ ルー チン 








ー 
) ⑨⑩ 入口 点 
や や ーー 和 
メ [名 只 ] 戻り 番地 ,⑳⑯ 2 
ン に 9 
ル ) バニ 出品 
チ ia 
ン = ” 戻り 番地 
次 の 命令 ⑤ 
 』 











特権 命令 [privileged instruction] 
スー パ バ イザ モー ド だ け で 使用 で きる 命令 、 コ ンピュータ の 状態 の 変更 
命令 、 主 記憶 保護 キー の 変更 命令 、 入 出力 機器 の 起動 や 制御 の 入出 力 命 令 
な ど が ある 。 ハ ー ド ウェ ア 資 源 の 管理 ・ マ ル チ プ ログ ラミ ング の 制御 は 、 
監視 プロ グラ ム ( ス ー パ バイ ザ ) が 行っ て いる 。 複数 の プロ グラ ム や ユー ザ 
が 資源 を 共有 する 場合 、 あ る 種 の 命令 は 誤っ て 使用 する と シス テム を 破壊 
する 可能 性 が ある 。 その た め 、 一 般 の プロ グラ ム で は 使用 を 禁じ 、 特 別 な 
モー ド ( ス ー パ バイ ザ モ ー ド ) で の み 使 用 が で きる よう に し た 。( 参 )SVC 
トッ プ ダ ウン テス ト 【topdown test] 
階層 構造 化し た モジ ュー ル の 、 最 上 位 レ ベル か ら テ スト を 始め 、 順 次 下 
位 の モジ ュー ル を 上 位 モ ジュ ー ル と 結合 し て モジ ュー ル 間 の イン タフ ェ ー 
ス を テス ト す る 方 法 。 上 位 モ ジュ ー ル を テス ト す る と き 、 そ の 下位 レベ ル の 
モジ ュー ル が 未完 成 の 場合 、 ス タブ と いう テス ト 用 プロ グラ ム を 使用 する 。 
トッ プ ダ ウン テス ト で は 、 プ ログ ラム の 中 心 と な る 部 分 (上 位 モ ジュ ー 
ル ) が 下位 モジ ュー ル と の 結合 テス ト に より 、 繰 り 返 し テス ト で きる 利点 





が ある 。 下 位 モ ジュ ー ル が 未完 成 の テス ト の 初期 段階 ヾ ば 、 ス タブ を 用 い 
な いと プロ グラ ム 開 発 と 並行 し て テス ト を で き な い と いう 欠点 も ある 。 
( 関 ) ス タブ 、( 対 ) ボ トム アッ プ テ ス ト 
トッ プ ダ ウン プロ グラ ミン グ [topdown programmin] 
ソフ トウ ェ ア の 機能 を モジ ュー ル に 分 割 し て 、 階 層 構 造 を 明確 に し た う 
え で 、 上 位 モ ジュ ー ル か ら 下 位 モ ジュ ー ル へ と 段階 的 に 詳細 な プロ グラ ム 
を 作成 する 技法 。 ト ッ プ ダウ ン ア プロ ー チ (topdown approach) と も い 


う 。 段 暗 的 詳 細 化 技法 と いう こと も ある 。 プ ログ ラム の 全体 像 を 意識 し た 開 請 論 


バラ ンス の よい プロ グラ ミン グ が 可能 に な る 。 プ ログ ラム の テス ト は 完成 し 
た 上 位 モ ジュ ー ル か ら 行う の が 常 で 、 こ れ を トッ プ ダ ウン テス ト と いう 。 
( 類 ) 段 階 的 詳細 化 
トッ プ メ ニュ ー【top menu] 
アプ リケーション 、WWW ペ ー ジ な どの 最上 位 の メニ ュー。 
飛越 し [jump プ GOTO] 
プロ グラ ム の ある 部 分 か ら 他 の 部 分 へ 制御 を 移す こと 。 飛越 し を 指示 す 
る 命令 を 飛越 し 命令 、 分 岐 命令 に いう 。 プ ログ ラム 言語 に より 指定 法 は 異 
な る が 、 代 表 的 な 飛び 越し に は 、 次 の よう な 例 が ある 。 
(1) 無 条件 飛越 し : 制御 を プロ グラ ム の 別 の 場所 へ 条件 コー ド や 状態 語 
は 無関係 に 移す こと 。 無 条 件 分 岐 命令 と も いう 。goto 文 な ど に よ 
る 。 単に 飛越 し と いえ ば 無 条 件 飛越 し を さす 。 ( 参 ) 基 本 制御 構造 
(8) 脱出 : ルー ブ 内 の 処理 を 終え 、 制 御 を ひと つ 外 へ 移す こと 。break 
文 、continue 文 な ど に よる 。( 関 ) 繰 返し 
(3) 復帰 : return 文 な ど に よる 。 関数 や サブ ルー チン か ら 呼 出し 元 へ の 戻 
り 。( 関 ) 戻 り 番地 、 戻 り 値 
ドラ イ バ [driver] 
ボトム アッ プ テ ス ト で 下位 レベ ル の モジ ュー ル ま た は モジ ュー ル の 集 
まり を テス ト す る た め に 、 そ の 上 位 レ ベル の 未完 成 モ ジュ ー ル の 代替 と 
し て 用 いる テス ト 用 の プロ グラ ム 。 テ スト する 下位 の モジ ュー ル を 呼び 
出し て 、 テ スト デー タ を 渡す 役割 を に な う 。 
( 参 ) ボ トム アッ プ テ ス ト 、( 対 ) ス タブ 
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(< ヾ ティ ) 
削 紀 





トラ ッ ク 【track] 
記憶 媒体 が ひと つの 読取 り 部 また は 書込み 部 (ヘッ ド ) を 通過 する 際 に 、 
その ひと つの 読取 り 部 、 書 込み 部 に 対応 する 媒体 上 の 記録 帯 。 磁気 ディ ス 
ク の 場合 は アク セス アー ム を 移動 する こと な く 、 情 報 を 読み 書き で きる 部 
分 で 、 同 心 円 状 に な る 。 光 ディ スク で は 渦巻 き 状 に な る 。 複数 の 磁気 ヘッ 
ド を 用 いる 磁気 テー プ で は 平行 な 9ー18 本 の トラ ッ ク が ある 。( 関 ) セ クタ 
トラ ッ ク 索 引 [track index] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
トラ ン ザ クシ ョ ン [transaction] 
デー タフ ァイル の 内 容 に 、 増 減 、 変 更 を 行う すべ て の 取引 で 発生 する 
デー タ 。 マ スタ ファ イル を 更新 する た め の デ ー タ 、 ま た は その 仕事 。 オン 
ライ ン シ ス テム に お ける トランザクション は 、 通 常 い くつ か の 入力 メッ 
セー ジ を も ち 、 そ の 応答 と し て の 出力 メッ セー ジ を 生み 出す 。 
トラ ン ザ クシ ョ ン フ ァイル [transactin file] 
業務 の 遂行 に こも な っ て 新規 に 発生 し た 一 時 的 な デー タ を 含む ファ イ 
ル 。 適 用 業務 に 応じ て 、 し か る べき マス タフ ァイル (基本 ファ イル ) と 突き 
合わ し て 処理 する 。 マ スタ ファ イル に 対し て 入力 ファ イル と な る 。 こ の 
ファ イル も また 内 容 を 更新 し な が ら 継 続 し て 用 いる 。 一 時 ファ イル 、 変 動 
ファ イル 、 発 生 フ ァイル と も いう 。 
トラ ンス レー タ [translator] 
① 翻 訳 プ ログ ラム の 総称 。 ( 同 ) 翻 訳 プロ グラ ム 
⑥⑥C で は 、 コ ン パ イラ 以外 の 翻訳 を 行う プロ グラ ム 。 特に プリ プロ セッ サ 
を 指す こと が 多い 。 トランスレータ の 処理 は 対象 が テキ スト で 、 処 理系 
が 定義 し た 文字 表記 や エス ケー プシ ー ケ ンス を 文字 に 変換 し た り 、 コ メ 
ント の 削除 、 プ リプ ロ セ ッ サ トー クン の 抽出 と 字句 トー クン へ の 変換 、 
ヘッ ダ の イン クル ー ド 、 マ クロ の 展開 等 の 処理 を 行う 。 こ の 結果 が 翻訳 
単位 と な り 、 コ ン パ イラ に 渡さ れる 。( 同 ) プ リプ ロ セ ッ サ 
トレ ー ス 【trace] 
開発 中 の プロ グラ ム を デバ ッ グ する 目的 で 、 コ ンピュータ が 実行 し た 命 
令 と 、 そ の 実行 に よっ て レジ スタ の 値 や 主 記憶 の 内 容 な ど が 変化 し て いく 
過程 を 1 ステップ 実行 する ご と に 追跡 し 、 制 御 構造 や 分 岐 を 検査 する こ 
と 。 机 上 で 行う こと 、 機 械 で 行う こと の 双方 を 含む お 。 ト レー サ (tracer) 
は 、 ト レー ス を 支援 する ツー ル 。 命令 が 実行 され た 順番 や 記憶 内 容 ( レ ジ 
スタ や 変数 の 値 ) お よび 実行 結果 を 出力 する 。 追跡 プロ グラ ム と も いう 。 





内 部 スキ ー マ [internal schema] ( 参 ) ス キー マ 
内 部 設計 [detail desiggn1 
外部 設計 (概要 設計 ) を も と に 行う 、 シ ステ ム の 詳細 な 設計 段階 。 フ ァ イ 
ル の 仕様 、 プ ログ ラム の 構造 、 機 能 、 入 出力 帳票 や 処理 手順 の 具体 的 で 詳 
細 な 設計 。 例 えば 、 入 力 する 原始 伝票 の 設計 や ブログ ラム 設計 書 の 作成 な 
ど が ある 。 設計 情報 (information for system design) は 、 プ ログ ラム 
の 内 部 設計 の 段階 で 管理 する 情報 の 集合 。 多 く の 技 術 者 が 設計 作業 に か か 


わる た め 、 ま た 検討 の 結果 、 変 更 さ れる こと も 多い の で 、 常に 最新 の 仕様 還 


が 一元 的 に 管理 され 、 技 術 者 の 端末 か ら 登録 、 修 正 、 照 会 で きる こと が 思 
まし い 。 お も な 内 容 は 、(1 ) デ ー タ 定義 情報 、(2) デ ー タ 項目 、(3) プ ログ 
ラム 情報 、(4) フ ァイル レイ アウ ト 情 報 な ど で あ る 。 
内 部 ソー ト [internal sort] 
ソー ト 処 理 の 過程 で 、 入 力 フ ァイル か ら 主 記憶 装置 の 容量 が 許す 範囲 の 
デー タ を 読み 込ん で 主 記憶 装置 内 部 で 並べ か え を 行う 作業 。 ソ ー ト の 手法 
に は さま ざま な アル ゴリ ズム が 考案 され て いる 。 
( 例 ) バ ブル ソー ト 、 ク イッ クソ ー ト 、( 対 ) 外 部 ソー ト 
内 部 表現 [internal representation of data] 
デー タ や プロ グラ ム の 主 記憶 上 で の 表現 方 法 。 内 部 形式 と も いう 。 内 部 
表現 は 、 実 行 環境 に よっ て 異な る 。 
内 部 ラベ ル [internal label] ( 関 ) ラ ベル 
内 部 割込み [internal interruption] ( 関 ) 割 込み 
流れ 図 [flowchart] ( 同 ) フ ロー チャ ー ト 
ナノ [nano] 
10-8(10 億 分 の 1) を 表す 補助 単位 。 ナ ノ 秒 は コン ピュ ー タ 内 部 の 1 
命令 実行 時 間 を 表す と き に 用 いる 単位 。 
な りす まし 【pretense] 
公開 か ぎ 暗 号 化 方 式 で 、 正 規 の 利用 者 に 気づか れず に 公開 か ぎ を すり か 
える こと 。 こ れ に よっ て 、 本 来 の 秘密 か ぎ を も っ た 利用 者 は 暗号 を 解読 で 
きず 、 す りか えた 人 間 の 秘密 か ぎ で 解読 が で きる よう に な る 。 公 開か ぎ を 
も っ た 人 が 気づか な いう ち に 、 別 の 人 間 が 本 来 の 秘密 か ざ を も っ た 人 に な 
りす まし て デー タ の 盗聴 を 行い 、 結 果 的 に 犯罪 すら で きる こと な る 。 なり 
すま し の 対策 と し て 、 公 開か ぎ が すり か えら れ た も の で な いこ と を 証明 す 
る 仕組 み が 必 要 と な る 。 すなわち 、 第 三 者 の 認証 機関 を 設け て 公開 か ぎ 証 
明 書 (発行 局 の 電子 署名 付き ) を 発行 し て も ら う 。 公 開か ぎ が 登録 され た も 
の で ある か 認証 機関 (証明 機関 ) に 確認 する こと に よっ て 、 な りす まし を 防 





ぐ こ と が で き る 。( 参 )PEM、 認 証 、 証 明 機 関 
ナル [nulll 
空 文字 。 媒 体 の 空 さ や 時 間 の 空き を 埋め る た め の 制 御 文字 。 挿入 し て も 
削除 し て も 文字 列 の 意味 は 変わ ら な い 。 装置 制御 や 情報 形式 に も 影響 を 与 
えな い 。 ナ ルス トリ ング (ヌル スト リン グ ) は 何 も 含ま な い 長 さ ゼロ の 文字 
列 で ある 。C で は 全 ビ ッ ト 0 で 表現 され る 制御 文字 の ひと つ 。 文字 列 の 終 
わり に 付加 され る 。 


二 項 演算 子 [binary arithmetic operators] 

算術 演算 子 の ひと つ 。 デ ー タ 項目 や 定数 ある い は 括弧 で くく っ た 算術 式 
の 間 に 書き 、 そ れ ら の 項目 に つい て 四則 演算 な ど を 行う 。 こ れ に は 、 十 
(加算 )、 一 (減算 )、* (乗算 )、 ノ (除算 )、* * (べき 乗 ) が ある 。 

( 関 ) 算 術 演算 子 
ら 進 数 [binary numbers] 
ら 進 法 で 用 いる 数 字 、 ま た は 2 ら 進 法 を 用 いて 表し た 数 値 。 
ら 進 法 [Dbinary notation] 

ら を 基数 と する 数 の 記 数 法 。 数 字 と し て 0、1 の 二 つ を 使う 。 コ ン 
ピュ ー タ 内 部 で 数 値 を 取り 扱う と き の 表 し 方 の 代表 的 な 形式 。 回 路 な ど で 
直接 的 に 電圧 の 高低 を 示す 場合 に は 、0、1 に 代わ り L(low)、 H(high) な 
どの 記号 を 用 いる こと も ある 。 2 ら 進 数 の 最小 表現 単位 が ビッ ト で ある 。 

ら @ 層 スキ ー マ [two schema structure] 

CODASYL 仕 様 の ネッ トワ ー ク 型 デ ー タ ベー ス で は 、 ス キー マ を ら 層 で 
と ら え 、 論 理 フ ァイル の 定義 を サブ スキ ー マ 、 物 理 ファ イル の 定義 を 記憶 
スキ ー マ と いう 。 ス キー マ が デー タベース の 論理 構造 を 全体 と し て 把握 し 
た も の で 、 管 理 者 の 見 方 に 近い の に 対し 、 サ ブス キー マ は スキ ー マ の 一 部 
で あっ て 、 適 用 業務 プロ グラ ム に デー タベース の 構造 を 見 せる プロ グラ マ 
の 見 方 に 近い 。 こ の 役割 を さら に 分 化 さ せ た の が 3 層 ス キー マ で ある 。 

ら の 補 数 [two's complement] 

n 桁 の ら 進 数 の 「 ら の 補 数 ] と は 、2 ら n か ら そ の 数 を 引 し いた 数 を いう 。「1 の 
補 数 ] に 1 を 加え た 数 と 同じ 値 と な る 。 

ら バ イト 文字 コー ド [double byte character code : DBCC] 

ら バ イト で 構成 する 文字 。 日 本 で は JIS 情 報 交換 用 漢字 符号 が 代表 的 。 
この ほか 、 中 国 、 日 本 、 韓 国 な どの 漢字 文化 圏 で 用 いる CJK 統 合 漢字 コー 
ド 、EUC( 拡 張 UNIX コ ー ド )、ISO が 規定 する UCS-2 が ら 2 バ イト コー ド で 








ある 。( 参 )JIS 情 報 交 換 用 漢字 符号 、UNICODE 
ら 分 木 [binary tree] 
木 構造 の ひと つ 。 根 (ルート) と 呼ば れる 根幹 と な る 端点 か ら 二 つ 以 下 の 
枝 が で る も の 。 各 端 点 は 節 と 呼ば れ 、 枝 が 0 の 端点 は 葉 と 呼ば れる 。 
( 参 ) 木 構造 
ら 分 探索 [binary search/dichotomizin search] 
ら 分 木 を 利用 し た 探索 法 。 配列 (リス ト ) 中 の レコ ー ド が キー 項目 の 大 小 
順 (昇順 また は 降順 ) に 並ん で いる と き に 効率 の よい 探索 法 の ひと つ 。 ど 等 
分 探索 法 、 ら 分 割 法 と も いう 。 原理 的 に は 、 レ コー ド の 並び の ほぼ 中 央 に 





位置 する デー タ と ソー トキ ー の 条件 を 比較 し て 探索 範囲 を ら 2 分 し 、 レ コー 還 


ド の 存在 する は ず の な い ー 方 を 探索 範囲 か ら 除外 する 。 こ れ を 繰り 返し 少 
な い 操 作 で 効率 よく デー タ を 探す 手法 で ある 。 デ ー タ の 分 布 に 偏り が あ 
り 、 分 布 が 既知 の 場合 は 、 効 率 の よい 別 の 分 割 法 を 用 いる こと も ある 。 
AVL 探 索 法 や フィ ボナ ッ チ 探索 法 な ど が ある 。( 関 ) 探 索 

ら 分 探索 木 [binary search tree] 

ら 分 木 の 頂 点 に レコ ー ド を 入れ 、 右 側 の 枝 の 先 の 頂点 ( 節 ) の すべ て は 上 

位 の 頂点 の デー タ よ り 小 さい も の が あり 、 逆 に 左側 に は 大 きい デー タ が あ 
る よう に し た 木 構 造 の こと 。 ら 分 探索 と 同様 の 原理 で 、 目 的 の デー タ を 探 
すこ と が で きる 。 

最悪 の ら 分 探索 木 





日 本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ [front end procesSor for Kana 
to kanji transformation : FEP] 
パソ コン な どの シス テム に 日 本 語 を 効率 的 に 入力 する た め の ソ フト 
ウェ ア 。 日 本 語 ワ ー プ ロ ソ フト の ロー マ 字 か な 変換 、 か な 漢字 変換 機能 
だ け を 独立 させ た も の 。 単に フロ ント エン ド プ ロ セ ッ サ (FEP) と 略す 場 
合 も あわ る 。 メ モリ に 常駐 させ て 使用 し 他 の アプ リケーション ソフ ト に 組み 
込む 。 
入出 力 設 計 [input-output desi 巨 n] 
外部 設計 の 際 に 、 コ ンピュータ シス テム に デー タ を 入力 ・ 出 力 す る 方 法 
を 設計 する こと 。 開発 部 門 は 、 デ ー タ の 用 途 、 目 的 を 十分 に 考慮 し 、 業 務 


部 門 の 協力 を 得 て 設 計 す る 。 入 出力 の 媒体 ・ タ イミ ング ・ 分 量 ・ 入 手法 ・ 
配布 法 な ど を 検討 する 。 特 に 入出 力 の ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス に は 注意 
を 払い 、 入 力 帳 票 (伝票 ) と 画面 レイ アウ ト の 設計 は 見 や すさ 、 操 作 の し や 
すさ を 考慮 し て 、 デ ー タ 項目 を 配置 し 画面 定義 する 。 ま た 出力 帳票 レイ ア 
ウト の 設計 で は 、 タ イト ル ・ 項 目 の 編集 、 改 ペー ジ 、 集 計 単 位 な どの 処理 
条件 等 を よく 考え て 定義 する 。 ( 関 ) 帳 票 設 計 、 画 面 設計 、 報 告 書 設計 
入出 力 装 置 [input-output unit] 
コン ピュ ー タ シス テム を 構成 する 入力 装置 と 出力 装置 の 両方 を 合わ せ て 
入出 力 装置 と いう 。 シ ステ ム と ユー ザ の 接点 に 当たる 機器 。 パソ コン 等 の 
30 普及 に より コン ピュ ー タ の 操作 者 が 専門 技術 者 に とどまら な く な っ て 、 
ee | ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス の 重要 性 が 増し 、 現 在 で も 改良 、 改 善 を 進め て 
いる 。 ( 例 ) 入 力 装置 、 出 力 装置 、( 参 ) ヒ ュー マン イン タフ ェ ー ス 
ニュ ー メ リッ クチ ェ ッ ク [numeric check] 
入力 デー タ の チェ ッ ク の ーー 手法 。 数値 項目 と 定義 され た 項目 が 数 字 で あ 
る か どう か を 調べ る 方 法 。 数 字 検査 。 通常 、 数 字 項 目 は 計算 処理 の 対象 と 
な り 、 誤 っ て 英字 や カナ 文字 が 入る と エラ ー の 原因 と な る 可能 性 が ある た 
め 、 こ の 検査 を 行う 。 
入力 原票 [Source document] 
コン ピュ ー タ 処理 の 対象 と する 原始 デー タ (source data) を 記載 し た 帳 
票 。 例 えば 、 取 引 が 発生 する こと で 生じ た デー タ は 最初 は 伝票 に 記録 す 
る 。 こ の 伝票 が 原始 デー タ で ある 。 一 般 に 原始 デー タ は その まま の 形式 で 
は コン ピュ ー タ 処理 に 適し た 形式 に な っ て いな い の で 、 入 力 原票 (原始 帳 
票 = 原 票 ) と ディ スプ レイ 画面 を 見 な が ら キ ー ボ ー ド で ディ スク な どの 入 
力 媒体 に 変換 する こと が 多い 。 ( 関 ) 帳 票 設計 、 ソ ー ス デー タ 
入力 順 デ ー タ セッ ト [entry sequenced data set : ESDS] 
仮想 記憶 に お いて 、 順 編成 ファ イル と 同様 に デー タ を 入力 順に 記憶 する 
編成 を も つ デ ー タ セッ ト 。 キ ー 項 目 に 関す る 順に アク セス する 場合 は 、 入 
カカ デー タ を あら か じ め キ ー 順 に 整列 し て お く 必 要 が ある 。ESDS に 対す る 
アク セス は 、 基 本 的 に は 順次 アク セス で あり 、 先 頭 レ コー ド か ら の 正 順 、 
も し く は 最終 レコ ー ド か ら の 逆順 の アク セス と な る 。 た だ し 、 各 レ コー ド 
の 相対 バイ ト ア ドレ ス を 利用 者 が 認識 し て いれ ば 、 直接アクセス する こと 
も 可能 で ある 。 
ESDS に 対す る 処理 を 行う 場合 、 更 新 に 関し て は 更新 する レコ ー ド が 元 
の レコ ー ド と 同じ レコ ー ド 長 で ある 場合 は 可能 で ある 。 レ コー ド の 追加 
は 、 最 終 レ コー ド の 後ろ に 追加 する 場合 に 限り 可能 で ある 。 削 除 は 、 物 理 
的 な 削除 で は な く 削 除 マ ー ク を 付け る 形 で は 可能 で ある 。 そ の 他 の 場合 
は 、 新 し く フ ァイル を 作り 直す 必要 が ある 。 











入力 設計 [input desin] 
デー タ 入 力 時 の 作業 に 関す る 仕様 を 決定 する こと 。 入 力 す る デー タ の 項 
目 や 量 を 考え て 原始 デー タ の 帳票 、 入 力 装置 の 画面 や キー ボー ド の 使い 方 
を く 記 うし 、 入 力 者 の 使い や すさ 、 効 率 性 を 考え て 設計 する 。 入 力 エ ラー 
が あっ た と き の 指 摘 法 や 再 入力 の タイ ミン グ な ども 考慮 する 。 
入力 装置 [input unit/input device] 
コン ピュ ー タ シス テム を 構成 する 装置 で 、 シ ステ ム に ソー ス デ ー タ 、 ソ ー 
スプ ログ ラム 、 指 示 ( コ マン ド ) な どの デー タ を シス テム 外部 か ら 与 える た め 
に 用 いる 装置 の 総称 。 デー タ を コン ピュ ー タ 処理 に 適し た 形式 の 電気 信号 に 
変換 し 、 記憶 装置 に 送る 。 例え ば 、 キ ー ボ ー ド 、 補助 記憶 装置 な ど が ある 。 


ニル [nil ン NIL] 
ポイ ンタ の 一 種 で 、 ど こも 指定 し な い ポ イン タ 。 ( 参 ) ポ イン タ 
認証 [authentication] 


デー タ ま た は 文書 が 一 定 の 行為 、 正 当 な 手続 き お よび 方 法 、 正 当 な 人 で 
な され た こと を オン ライ ン デ ー タ 上 で 証明 する セキ ュ リ ティ 技術 。 

書類 上 で の 認証 は サイ ン や 印鑑 で 行う が 、 オ ン ラ イン デー タ は サイ ン や 
印鑑 を その まま 入力 する こと は で き な い 。 また 、 デ ー タ その も の の 改ざん 
や 不正 使用 も 故意 か 不 注意 か 別に し て 、 特 権 さ え あ れ ば 本 人 で な く て も 可 
能 で ある 。 その た め 、 オ ン ラ イン デー タ の 認証 を 行う ソフ トウ ェ ア が あ 
る 。 認証 ソフ トウ ェ ア は 、 オ ン ラ イン デー タ の 認証 に 公開 か ぎ 暗 号 化 技術 
を 応用 し 、 ユ ー ザ が その デー タ や 文書 に アク セス で きる 本 人 か どう か を 証 
明 す る 。( 参 ) 証 明 機関 、S プ MIME、PEM、 な りす まし 


ーーbaasea に 5 


ネス ト [nest] ( 同 ) 入 れ 子 
ネッ トワ ー ク [network] 
広義 に は 、 情 報 の 連絡 網 ・ 通 信 網 で 人 材 や グル ー プ を 含 お 。 狭 義 に は 通信 
ネッ トワ ー ク 、 コ ンピュータ ネッ トワーク を さす 。「 網 」 と 訳す 場合 も 多い 。 
物理 的 、 論 理 的 に 機器 や デー タ を 網状 に 連結 し た 構造 、 シ ステ ム を さす 。 
① 情 報 通信 の 分 野 で は 、 端 末 を 結ぶ 機器 (交換 機 な ど ) と 伝送 路 で 構成 する 
デー タ 伝 送 用 の 通信 媒体 の 集合 。 こ の 場合 、 特 に 通信 ネッ トワーク と い 
う 。( 同 ) 通 信 ネ ットワーク 
⑧ ぐ 情報 処 理 の 分 野 で は 、 通 信 ネ ットワーク を 利用 し た オン ライ ン シ ス テ 
ム 、 分 散 処 理 シ ステ ム 。 こ の 場合 、 特 に コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク 、 計 
算 機 ネ ットワーク と いう 。 





③ 要 素 の 関係 を 表す デー タ 構 造 の 用 語 で は 、 あ る デー タ が 複数 の 上 位 デー 
タ 、 複 数 の 下位 デー タ に 関係 づけ られ る 構造 を さす 。 
( 同 ) ネ ットワーク 型 デ ー タ ベー ス 
ネッ トワ ー ク 型 デ ー タ ベー ス [network structure database] 
構造 型 デ ー タ ベー ス う ち 、 レ コー ド 間 の 関係 が 、 ご の レコ ー ド どう し も 
関連 づけ る こと が で きる ネッ トワ ー ク 型 ( 上 位 と 下位 の 関係 が m : n) の 
デー タモ デル に 基づい た デー タベース 。CODASYL の DBTG が 提案 し た 
も の が 代表 的 で 、CODASYL 型 デー タベース と も いう 。 
ネッ トワ ー ク 管理 [network management] 
ネッ トワ ー ク の 信頼 性 を 高め 、 効 率 的 に 使用 する た め に 行う 管理 。 管 理 
対象 は 、 通 信 回 線 や 交換 機 の みな ら ず 、 ネ ットワーク に 接続 され 情報 処理 
を 行う コン ピュ ー タ や 端末 に まで 及 点 。 管 理 項目 に は 次 の も の が ある 。 
(1) ネ ットワーク を 構成 し て いる あら ゆる 構成 要素 の 管理 (構成 管理 ) 。 
(8) 障害 の 早期 発見 と 告知 、 原 因 の 切り 分 け と 修復 な どの 実施 (障害 管 
理 )。 
(3) シ ステ ム の 性 能 デ ー タ を 収集 、 評 価 (性 能 管理 ) 。 
(4) 資源 の 不正 使用 の 有無 を 確認 、 ア クセ ス 管 理 な どの 実施 (機密 管理 )。 
(5) 利用 者 へ の 影響 を 極力 抑え な が ら の 構成 変更 作業 (構成 変更 管理 ) 。 
(6) 利用 者 の 利用 量 に 応じ た 料金 の 請求 (課金 管理 ) 。 
(7) 利用 者 の 操作 ミス を 少な くし て 不要 な 負荷 を 抑制 (操作 管理 )。 
ネッ トワ ー ク の 規模 と 複雑 性 が 増大 する に し た が っ て 、 ネ ットワーク 管 
理 の 重要 性 も 高まる 。 ま た 、 人 間 の 管理 能力 を 超え る 管理 レベ ル を 要求 す 
る ほど シス テム が 巨大 化し た 場合 は 、 管 理 の 自動 化 を 含め た 管理 シス テム 
の 構築 が 必要 と な る 。 


ノー ド [node] 
広義 に は 、 ネ ットワーク を 構成 する 要素 を 論理 的 な モデ ル と し て と ら え 
た と き の 呼 び 方 。( 参 ) 節 、 木 構造 
ノン スト ッ プ コン ピュ ー タ [non-stop computer] 
( 同 ) 無 停止 コン ピュ ー タ 





[ ん | 


バー ジョ ン 【version] 
プロ グラ ム や マニ ュ ア ル な どの 版 番 の こと 。Version3.0 な ど と バー 
ジョ ン ナ ン バ ー を 付け て 、 ソ フト を 更新 する ご と に 版 番 を 上 げ 、 改 良 と 向 
上 の 度合 を 示す 。 通常 、 最 初 の 公開 ソフ ト を Version1.0、 そ れ 以 後 ソフ 
ト を 更新 する ご と に Version2.0、Ver2.1 な ど と 表示 する 。 版 番 を 示す 数 
字 の つけ 方 に は 特に 規則 は な い が 、 部 分 的 な 小 改訂 で は 0.1 を 加え 、 機 能 
を 刷新 し た 場合 に は 1.0 を 加え る こと が 多い 。 
バー ジョ ン 管 理 [version manaement] 
プロ グラ ム や ファ イル 、 マ ニュ アル な どの バー ジョ ン を 管理 し 、 シ ステ 
ム 運 用 中 の 混乱 を 招 か な いよ うに する こと 。 更新 に と も な う 情 報 や ファ イ 
ル の 管理 。 運用 中 の シス テム で は 、 プ ログ ラム の バー ジョ ン ア ッ プ や ファ 
イル の アッ プ デ ー ト を 繰り 返し な が ら 長 期間 に わた り 利 用 する こと が 多 
い 。 混同 は 事故 や 障害 を 招く 場合 が あり 、 常 に 最新 の バー ジョ ン を 利用 す 
る べき で ある 。 い っ ぽう 万 一 の 事故 に 備え 、 更 新 前 の プロ グラ ム や ファ イ 
ル を 保存 し て お く 必 要 も あり 、 多 数 の ファ イル 情報 を 正しく 管理 、 利 用 し 
な けれ ば な ら な い 。 
ハー ドコ ピー[hard copy] 
コン ピュ ー タ の 出力 情報 の うち 、 人 間 が 直接 読む こと が で き 、 持 ち 運び 
で きる 情報 。 通常 、 用 紙 に 印刷 し た 情報 を さす 。( 対 ) ソ フト コピ ー 
ハー ド デ ィ スク 装置 [hard disk unit : HD1 
ハー ド デ ィ スク を 記憶 媒体 と する 磁気 ディ スク 記憶 装置 通常 は 固定 式 
で 、 フ ロッ ピー ディ スク の よう に 媒体 を 交換 する こと は で き な い 。 フ ロッ 
ピー ディ スク 装置 に 比べ アク セス 時 間 が 短く 、 記 憶 容 量 も 大 きい 。 汎 用 コ 
ンピュータ 用 大 型 装置 か ら パ ソコ ン 用 の 小型 装置 まで 多く の クラ ス が あ 
る 。 全 体 的 に 大 容量 化 、 小 型 化 、 高 速 化 が 進ん いで お り 、 パ ソコ ン で も 数 ギ 
ガバ イト 級 の ハー ド デ ィ スク 装置 を 内 蔵 す る よう に な っ た 。 イ ンタ フェ ー 
ス 規 格 と し て は 、SCSI、EIDE、ATA-33 プ 66 な ど が ある 。 
倍 精 度 [double precision number] 
実数 を 表現 する デー タ 型 で 、 標 準 の 浮動 小数 点数 以上 の 精度 で 、 多 倍 精 
度 以下 の 精度 で 数 値 を 表現 する 。 二 倍 精 度 、 長 精度 と も いう 。1 ビ ピット の 
符号 ビッ ト と 、 指 数 部 、 仮 数 部 か ら 構成 され て お り 、 そ の 桁 数 は 標準 精度 
の ら 倍 を 使用 し て いる 。 ( 関 ) 単 精度 
排他 制御 [exclusive contral] 
同時 に 共有 する こと が 不可 能 な 資源 を いく つか の プロ セス が 使用 し た い 
と き 、 資 源 を めぐ る 競合 、 衝 突 が 生じ な いよ うに 、 あ る 時 間 帯 に は ひと つ 
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の プロ グラ ム だ け に 使用 を 許可 する こと 。 共有 不可 能 資 源 に は 、CPU 時 
間 、 マ スタ ファ イル 、 共 用 メモ リ 、 通 信 回 線 な ど が ある 。 複数 の 共有 不可 
能 な 資源 の 排他 制御 で は 、 各 プロ グラ ム の 資源 排他 制御 順 肥 に よっ て は 
デッド ロッ ク に な る 危険 性 も わる 。 こ の た め 、 あ る プロ グラ ム で デー タ を 
処理 する 前 に 、 そ の デー タ を 他 か ら 参 照 し な いよ うに ロッ ク し (lock= か 
ぎ ぎ を か け )、 他 の プロ グラ ム に よる 更新 を 禁止 する 。 処 理 終了 後 、 ア ン 
ロッ ク (unlock 三 か ぎ を 解除 ) し 、 待 た せ て いた 他 の プロ グラ ム で の 使用 を 
許可 する 。( 関 ) デ ッ ド ロッ ク 
排他 的 論理 和 [exclusive disjunction ノ exclusive OR : EDR ノ 
X0R/EXOR1] ( 同 )EOR 
バイ ト [byte : 日 ] 
① 一 般 に は 、 8 ビッ ト の 列 で 表し た デー タ の 単位 。8 桁 の 2 進数 に 相当 す 
る 。 こ れ に より ら 56 個 の 組合 せ が 可能 と な り 、 数 字 、 ア ルフ ァ ベ ッ 
ト 、 記 号 な ど 基 本 的 な 文字 を 表現 で きる 。 特殊 な 場合 、 フ ビッ ト を 1 バ 
イト と し 、7 ビ ッ ト バ イト また は セ プ テ ッ ト と いう 。 
デー タ の 大 き さ 、 主 記憶 や 補助 記憶 の 記憶 容量 の 単位 。 文 字数 に 置き 換 
えれ ば 、ANK 文 字 な ら 1 バ イト が 1] 文字 に 、 漢 字 な らら バイ ト が 1] 文字 
に 相当 する 。 
バイ ナリ [binary] 
ら 進 、 ら 分 、 ら 値 な ど を 意味 する 語 。 
バイ ナリ サー チ [binary search] ( 同 )2 分 探索 
バイ ナリ セー ブ T[binary code save] ( 関 ) セ ー ブ 
バイ ナリ ファ イル [binary file] 
① 広 義 に は 、 標 準 の 情報 交換 用 符号 に よら な い フ ァイル 。 こ の 意味 で は 内 
容 は テキ スト で あっ て も 、 暗 号 フ ァイル 、 画 像 や 文書 の 圧縮 ファ イル 、 
アプ リケーション 独自 の デー タフ ァイル も バイ ナリ ファ イル で ある 。 
⑧@ 狭 義 に は 、 シ ステ ム の 内 部 表現 の 形式 (機械 語 や 2 進 コ ー ド ) の まま 記録 
し た プロ グラ ム や デー タ の ファ イル 。 入出 力 時 の 変換 を 必要 と し な いた 
め 、 ア クセ ス 時 間 が 最小 限 で すみ 、 一 般 的 に は 記録 に 要する 領域 も 少な 
い が 、 そ の 内 容 は 異 機種 商 で の 利用 は 難し く 、 デ ー タ で あっ て も コー ド 
変換 等 の 作業 を 必要 と する 。 ま た 、 情 報 交換 用 符号 な どの よう な 標準 的 
な コー ド 化 を し て いな いた め 、 内 容 を その まま 表示 し て も 意味 を 読み 取 
る こと が で き な い 。 
ハイ パー テキ スト [hyper text] 
情報 を 、 項 目 ご と に 整理 し 論理 的 な リン ク ( 関 連 付け ) 構 造 を 与え た 文書 
デー タ 。 最 初 に 表示 し た 画面 か ら 別 の 画面 を 次 々 に 表示 させ る な ど 、 今 ま 
で の テキ スト ファ イル と は 異な る 利用 分 野 を 形成 し た 。 先 頭 か ら 順 に 読む 


の で は な く 、 百 科 事 典 や 六法 全書 の よう に 目的 の 記述 個所 を 探し て 読 お よ 
うな 文書 を シス テム 上 で 実現 し た も の で ある 。 電 子 ブ ッ ク が その 例 で 、 文 
書 デ ー タ に 、 図 形 、 画 父 、 音 声 な どの 情報 を 含ま せる こと も で きる 。 マ ル 
チ メ デ ィ ア 対応 の ドキ ュ メ ント シス テム で ある 。 

制作 用 の ソフ ト と し て Macintosh の HyperCard、 ペ ー ジ 記述 言語 の 
HTML な ど が ある 。 多 く の WWW サ ー バ の コン テン ツ は ハイ パー テキ スト 
の 形 で 提供 され て いる 。 な お 、 ハ ル ハイ パー テキ スト を 読む ソフ ト を ナビ ゲー 
ショ ン ソ フト また は ブラ ウザ と いう 。 

ハイ バー リン ク [hyper Iink] 

WWW ペ ー ジ 上 の 文字 を クリ ッ ク す る と 、 あ ら か じ め 指 定 し た 別 の ペー 

ジ や アン カー( 一 種 の ラベ ル ) の 位置 な ど に ジャ ンプ する 機能 。 
配列 [array] Wit 

有限 個 の 同じ 型 の 変数 の 要素 を 表 の 形 に 並べ た も の 。 各 要 素 は 、 配列 名 八 
と その 順序 に 付け た 添字 に より 参照 が 可能 で ある 。 主 記憶 装置 内 で は 、 連 ee 
続 し た 記憶 領域 内 に 番地 順に 記憶 され る 。 要素 を 指定 する 添字 の 個数 に よ 
り 、1 次 元 配列 、 ら 次 元 配列 、3 次 元 配列 、…… と いう 。 1 次元 の 配列 は 諭 
理 的 構造 と 主 記憶 装置 内 で の 物理 的 並び が 一 致し て お り 、 順 次 処理 で 用 い 
る こと が 多い 。 多 次 元 の 配列 で も 処理 系 に よっ て 、 主 記憶 装置 内 の 1 次元 
の 並び に 置き 換え られ る 。 ( 関 ) テ ー ブ ル 

1 次 元 配列 8 次 元 配列 
] 3 -] / 























PLOT (4. ら ) 
を も ーー レーーーーーー 


バグ [bug] 
意図 と は 異な る 処理 、 誤 動作 、 暴 走 な どの 原因 と な る プロ グラ ム 中 の 誤 
り 。 バ グ に は 形式 的 な 誤り と 論理 的 な 誤り が ある 。 虫 と も いう 。 
( 参 ) デ バッ グ 、 デ バッ グ ツ ー ル 
パス [path1 
ファ イル を ディ レク トリ と いう 単位 で 管理 する 階層 型 フ ァイル シス テム 
で は 、 フ ァイル は ディ レク トリ の 階層 の 下 に 存在 する 。 し た が っ て 、 特 定 
の ファ イル を 見 つけ る た め に は 、 い くつ か の ディ レク トリ を た どる 必要 が 
ある 。 こ の 検索 ルー ト を パス (経路) と いう 。 ルー トディ レク トリ (最上 位 ) 
か ら の パス を 絶対 パス と いい 、 カ レン トディ レク トリ か ら の パス を 相対 パ 
ス と 呼ぶ 。( 参 ) デ ィ レ クト リ 、 フ ァイル 管理 シス テム 


パス ワー ド [【[password] 
コン ピュ ー タ 、 端 末 、 回 線 、 フ ァイル 等 の 正当 な アク セス 権 を 有する 利 
用 者 本 人 か どう か を 識別 する 文字 列 。 セ キュ リティ 対策 の 最も 一 般 的 な 方 
式 で 、 シ ステ ム 使 用 者 の 認定 を 行う た め に 、 本 人 し か 知ら な い 記 号 列 を あ 
ら か じ め シ ステ ム に 設定 し て お く 。 シ ステ ム の 使用 者 は 、 ロ グ オ ン 時 に ま 
ず 利 用 者 名 (ユー ザ ID) を 入れ 、 そ れ か ら パ スワ ー ド を 入力 する 。 
(1) 端 末 ‥ や パソ コン が LAN に 接続 し て いる 場合 に は 、 ロ ー カ ル マ シ ン の パ 
スワ ー ド か が 必要 で ある 。 
(2) ユ ー ザ が ネッ トワ ー ク (ドメイン ) ヘ ログ オン する 際 に 使用 する パス 
ワー ド は ネッ トワ ー ク パス ワー ド と いう 。 こ れ は 、 サ ー バ 側 で 一 元 管理 し 
て お り 、 パ スワ ー ド を 変更 する と 、 サ ー バ 側 の 情報 を 書き 換え る 。 
ハッ カー[hacker] 
原義 ( 手 基 一 で ログ 人 ハウス を 作る 人 ) か ら 転 じ て 、 コ ンピュータ 上 で 人 
が 驚く よう な 大 きか な 仕事 が で きる プロ グラ マ の 尊称 。 さら に 原義 か ら 遠 ざ 
か り 、 コ ンピュータ に か じ り つ いて 離れ な い マ ニア 的 技術 者 を さす 語 に 
な っ た 。 非 合法 に コン ピュ ー タ シス テム に 侵入 し 、 プ ログ ラム や デー タ の 
盗用 、 改 ざん 、 破 壊 な どの 悪質 な 罪 を 犯す 者 を さす こと が ある 。 し か し 、 
シス テム に 対す る 犯罪 者 は ト は ク ラッカー また は ブレ イカ ー と 呼ん で 区 別 する 
べき だ こと いう 主張 も ある 。 
-。 パッ キン グフ ァ ク タ [packing factor] 
直接 編成 ファ イル で は 、 媒 体 に 記憶 域 を 確保 する と き 、 シ ノニ ム の 発 
生 、 将 来 の レコ ー ド 増加 が ある も の と 見 て 、 大 きめ の 記憶 域 を 確保 する 。 
実際 の 記憶 域 の 大 き さ と ファ イル に 当て た 記憶 域 の 大 き さ の 比率 を パッ キ 
ング ファ クタ 、 ま た は 記録 密度 (packing density) と いう 。 一 般 に 80ー 
85% 以 上 に な る と シノ ニム が 急増 する 傾向 が ある 。( 関 )/ シ ノニ ム 、 間 接 
アド レス 方 式 
パッ ク 【pack] 
ゾー ン 形 式 の 数 値 を 演算 の 際 に パッ ク 形 式 に 変換 する こと 。 逆 に パッ ク 
形式 の デー タ を ゾー ン 形 式 に 変換 する こと を アン パッ ク と いう 。 
( 対 ) ア ン パ ッ ク 
バッ クア ッ プ [back up] 
シス テム の 障害 に 備え て 、 代 行 で きる シス テム を 用 意 す る こと 、 ま た 実 
際 に 代行 する こと 。 主 と し て ハー ドウ ェ ア 面 で は 待機 シス テム を ソフ ト 
ウェ ア 面 で は その 複製 を さす 。 
① 記 憶 媒 体 で 供給 され た パッ ケー ジ ソ フ ト に つい て の バッ クア ッ プ は 、 次 
の よう な こと が ら を さ し 、 単 に 複製 する こと で は な い 。 
(1) コン ピュ ー タ シス テム に 障害 が 発生 し 、 再度 イン ス トー ル し な けれ 





ば な ら な いと き に 備え て 、 原 典 ま た は 複製 を 保管 する こと 。 
() 常時 使用 する シス テム ディ スク を 誤っ て 破壊 し た 場合 に 備え て 、 原 
典 を 使用 せ ず 、 複 製 を 使用 させ る た め の 複 製 。 
(3) ファ イル や プロ グラ ム の 更新 に 先だって 、 更 新 し た シス テム に 完全 
に 移行 する まで 、 現 在 使用 中 の 資源 や 環境 を 保存 する こと 。 
⑧ 高 い 信頼 性 を 要求 する シス テム で は 、 可 能 な 限り シス テム を 多重 化す る こ 
と 。 陣 害 が 発生 し た 場合 、 短 時 間 に 切 り 換 えて 代行 シス テム を 使用 する 。 
(1) バ ッ ク ア ッ プ ファ イル : ファ イル 障害 が 発生 し た 場合 は 、 ハ ー ド 
ウェ ア 上 の 障害 な ら デ ィ ス ク の 交換 な ど を 行っ た あと 、 最 新 の バッ 
クア ッ プ ファ イル の 内 容 を コピ ー す る 。 そ の あと 、 バ ッ ク ア ッ プ 
ファ イル を 作成 し た 日 時 以降 、 障 害 が 発生 する まで の ジャ ー ナ ル ロ 
グ を 使用 し て 復旧 する 。 トータル セ ー ブ フ ァイル と も いう 。 
(2) バ ッ ク ア ッ プ コン ピュ ー タ : 長 時 間 の シス テム ダウ ン が 許さ れ な い 
よう な 高 信頼 性 シス テム で 使用 する 。 デュ プレ ックス 構成 シス テム 
で は 、 待 機 系 コン ピュ ー タ と も いう 。 EUC で は 、 バ ハー ドウ ェ ア の 故 
障 中 、 修 理 中 に 使用 で きる 代替 の コン ピュ ー タ を さす こと も ある 。 
(3) バ ッ ク ア ッ プ 回 線 : ネッ トワ ー ク の 邊 回 ルー ト 。 例 えば 、 専 用 回 線 
に 障害 が 発生 し て 使用 不能 に な っ た と き 、ISDN を バッ クア ッ プ 回 
線 と し て 切り 替え る と いう よう な 方 法 を と る 。 隊 害 回 復 ま で は 、 ス 
ピー ド が 多少 遅く な っ た り 、 料 金 を 別に に と られ る こと が ある が 、 
まっ た く 使 用 で き な く な る と いう 最悪 の 事態 は 避け られ る 。 
バッ クエ ンド プロ セッ サ [back end procesSor : BE ロ ] 
① 複 数 の プロ セッ サ か ら な る 機能 分 散 型 の シス テム (タン デム シス テム な 
ど ) で 、 通 信 制 御 な どの 前 処理 を 分 担 す る フロ ント エン ド プ ロ セ ッ サ 
(FEP) に 対し 、 主 処理 後 の フ ァイル 処理 な ど を 行う プロ セッ サ を バッ ク 
エン ド プ ロ セ ッ サ (BEP) と いう 。 
⑧ メ イン 処理 と は 別に デー タベース 処理 専用 の プロ セッ サ な ど を 接続 し て 
いる 場合 は 、 そ れ を バッ クエ ンド プロ セッ サ と いう 。 FEP や BEP は 相 
互 に 独立 し て 処理 を 行い 、 磁 和 気 デ ィ ス ク な ど を 介し て 情報 交換 を する 。 
バッ ク グ ラウ ンド 処理 [backgground proceSSin 互 ] 
タイ ムシ ェアリング シス テム や 多重 処理 シス テム の 環境 の も と で 動く コン 
ピュ ー タ は 、 平常 時 に は 余剰 能力 を も つ 。 こ の 空き 時 間 を 利用 し て 、 低 優先 
順位 で コン ピュ ー タ を 活用 する 処理 。 例 えば 、 言 語 処 理 、 バ ッ チ 処理 、 プ ロ 
グラ ム 開 発 な ど に 使う 。 パソ コン な ど で は 、 ワ ー プ ロ ソ フト で 文書 編集 を 行 
う バ ッ ク グ ラウ ンド で 印刷 処理 を 実行 する 。( 対 ) フ ォ ア グラ ウン ド 処 理 
パッ ク 10 ロ 進数 [packed decimal number] 
パッ ク 形 式 (pack format) で 表現 し た 10 進 数 。10 進 数 の 各 桁 を 4 ビッ 











ト の BCD コ ー ド で 表し 、 最 下位 4 ビッ ト で 符号 (通常 プラ ス は 1100、 マ 
イナ ス は 1101 で ある ) を 示す 形式 。 内 部 10 進 、 パ ッ ク 10 進 と も いう 。 
( 対 ) ゾ ー ン 形式 、 アン パッ ク 10 進 数 
パッ ケー ジ ソ フ ト [package software] 
個々 の ユー ザ の 異な る 用 途 の た め に 個別 に 受注 し 開発 し た ソフ ト で は な 
く 、 あ る 機種 に 合わ せ て 多く の 人 が 同じ 目的 で 使え る よう に 考慮 し て 商品 
化し た ソフ ト 。 ( 類 ) ソ フト ウェ アパ ッ ケ ー ジ 
ハッ シュ 関数 [hash function] 
ハッ シュ 法 に 用 いる 関数 。 ハ ッシュ 関数 は 、 キ ー の 分 布 の 偏り を 考慮 し 
た うえ で 、 ハ ッシュ 表 に 無駄 を 作ら ず 、 し か も で きる だ け 均 等 に 配分 する 
関数 が 望ま し い 。 例 えば 、 キ ー が 整数 で 均等 に 分 布 し て いれ ば 、m で 割っ 
た 奈 り は 0 か ら mー 1 まで の 整数 に な り 、m 個 の グル ー プ に 均等 に 配分 で 
きる こと に な る 。( 関 ) ハ バッシング [ol reo っ タ | 
| |za の テー タ 
格納 領域 | 46 の デー タ | あぶ れ 域 
本 | 


キー I 
(① う 一 - 陸 天 一 - 知 R3 中 。 03 一 =』 69 の デー タ 


ハッ シコ 関数 






ハッ シュ 合計 [hash total] 
デー タチ ェ ッ ク の 一手 法 。 レ コー ド ま た は ファ イル 中 の 特定 の 複数 の 項 
目 の 和 で 、 そ の 合計 自体 は 特に 意味 を も た な い 。 入 力 前 に 人 手 で 算出 し 、 
デー タ と と も に 入力 し 、 シ ステ ム 側 の 算出 値 と 比較 する こと で 入力 デー タ 
の 誤り の 有無 を 検査 する 。 例 えば 、 同 一 レコ ー ド 内 の 金額 と コー ド 番 号 の 
和 、 レ コー ド ご と の 個人 番号 の 和 な ど 。 
ハッ シュ 法 [hashing/scatter Storage method] 
バハ ッシュ 表 と ハッ シュ 関数 を 用 いた レコ ー ド 探索 法 の ひと つ 。 デ ー タ を 
記憶 する 段階 で 、 キ ー 値 か ら 演算 に より 格納 場所 を 算出 し 、 そ の 場所 に 記 
憶 さ せる 。 データ を 探索 する 際 に は 、 キ ー 値 に 同じ 演算 を 施せ ば 格納 場所 
が 得 ら れる と いう 高速 の 探索 法 で ある 。 
問題 点 は 、 演 算 の ルー ル し だ いで デー タ 量 より 多く の 格納 場所 を あら か 
じ め 確 保 し な けれ ば な ら な いこ と (記憶 装 置 の 資源 の 無駄 が あめ る )、 異 な る 
キー の 演算 結果 が 一 致し て (衝突 また は シノ ニム の 発生 と いう )、 記 憶 場所 
の 競合 が 起こ り 得る こと で ある 。 競 合 する 場合 は 、 同 じ 場 所 に あて が われ 
た レコ ー ド を ポイ ンタ で つない で お く 。 こ れ を チェ ー ン と いう 。 
ハッ シン グ [hashing プ hash addressin 互 ] 
直接 編成 ファ イル で 、 レ コー ド の キー か ら レ コー ドア ドレ ス を 定め る 方 





法 に ハッ シュ 法 を 用 いる こと 。 レコ ー ド の キー と レコ ー ド アド レス は 1 対 
1 で 対応 すれ ば 理想 で ある が 、 一 般 的 に は 、 重 複 ( シ ノニ ム ) が で きた り 、 
空き 領域 が で きた り し て 記憶 装置 の 使用 効率 が 低下 する 。 そこ で 多 対 1 の 
対応 で アド レス を 求め 、 同 じ ア ドレ ス に 当たっ た レコ ー ド 群 を バケ ッ ト 
(bucket) に 収納 する 方 法 を と る 。 こ の バケ ッ ト に 割り 当て られ る レコ ー 
ド 数 を で きる だ け 一 様 に する た め 、 ハ ッシュ 関数 を 用 いる 。 

バッ チ 処 理 [batch NMe 

デー タ 処 理 の 一 形態 で 、 デ ー タ を ある 一 定 の 分 量 、 ま た は 一 定 の 時 点 に 
な る まで た め て お き 、 上 一 括 処理 方 式 と 
も いう 。 バ ッ チ 処理 は 処理 手順 が 確定 し て お り 、 処 理 の 対象 と な る デー タ 
も ファ イル の 形式 で すべ て そろ っ て いる 場合 に 適用 され る 。 例 えば 、 毎 月 


1 回 の 給与 計算 、 加 種 料金 の 支払 いな どの 月 次 処理 、 企 業 会 計 な どの 年 次 。ss。 


処理 、 ま た 、 全 ソー ス デ ー タ が 揃っ た 時 点 と か 、 在 庫 数 が 定め た 発注 ロッ 
ト に 達し た 時 点 の 処理 は バッ チ 処 理 方 式 で 処理 する 。 
( 関 ) リ モー トバ ッ チ シス テム 


1 」。 ol 
痢 な に 








バッ ファ 記憶 装置 [buffer storage] 
デー タ 処 理 シ ステ ム の 構成 要素 間 の 処理 速度 の 違い 、 情 報 要素 間 の 事 象 
の 発生 時 間 を 補正 (緩衝 ) す る た め に 用 いる 記憶 装置 。 例 えば 、 中 央 処理 装 
置 と 主 記憶 装置 の 間 に お く キ ャ ッシュ メモ リ 、 入 出力 装置 と 主 記憶 装置 の 
間にあっ て 、 両 者 を 独立 に 動作 させ る た め の デ ィ ス クキ ャ ッシュ な ど 。 
幅 優 先 探索 [breadth first search] 
木 構 造 の グラ フ の デー タ 探 索 法 の ひと つ で 、 ル ー ト か ら ス ター ト し 、 同 
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ー の 深 さ に ある すべ て の 頂点 ( 節 ) を 探索 し 、 な けれ ば 次 第 に 深い レベ ル の 頂 
点 を 調べ る 探索 法 。 探索 に 成功 し た と き は 、 最 短 経路 が 記憶 され て いる 。 最 
も 深い 葉 ( 木 の 高 さ の レベ ル ) に 至っ て も デー タ が な けれ ば 失敗 で ある 。 
( 対 ) 深 さ 優先 探索 

バブ ルソー ト 【[bubble sort] 

最も 簡単 な 内 部 ソー ト の アル ゴリ ズム の ひと つ 。 配列 中 の デー タ の 隣り 
合っ た 二 つ を 比較 し 、 逆 順 で あれ ば 入れ 換え る 。 こ れ を 何 回 も 繰返し 、 
ソー ト を 完了 する 。 デ ー タ 量 が 多く な る と その と 乗 に 比例 する 計算 量 が 必 
要 で 、 効 率 の よい アル ゴリ ズム と は いえ な い 、。 隣 接 交換 法 と も いう 。 

ハミ ング コー ド [Hamming code] 

誤り 訂正 符号 の 一 種 。 こ の 符号 方 式 を 考案 し た R.W.Hamming の 名 前 を 
と っ て 名 づけ た 。 こ れ に より 誤り の 検出 と 訂正 が で きる 。 基本 原理 は 、 送 
信 側 が 検査 ビッ ト ( パ リティ ビッ ト ) を 元 の ビッ ト 列 の ある 部 分 と 組み 合わ 
せる と 一 定 の 規則 に な る よう な 位置 に 埋め 込む 。 受 信 側 が その 規則 と 整合 
性 を チェ ッ ク す る と 、 誤り の あっ た ビッ ト の 位置 が わか り 、 そ こ を 反転 す 
れ ば 元 の ビッ ト 列 を 復元 で きる 。 

この 符号 は 、 検 査 ( 冗 長 ) ビ ッ ト t 個 に 対し て 、(@t 一 ] 一 1) 個 の 情報 ビッ 
ト の 中 に 発生 し た 1 ビッ ト の 誤り を 訂正 で きる 。 ま た 、 検 査 ビ ッ ト に さら 
に 1 ビッ ト 付 加 す れ ば (拡大 人 ハミ ング 符号 )、 上 と 同じ 数 の 情報 ビッ ト 中 に 
発生 し た ら ビ ッ ト の 誤り を 検出 で きる 。 

パラ メタ [parameter] 
① あ る 用 途 を も ち 、 一 定 の 値 が 与え られ る 変数 。 例 えば 、 数 式 y=ax 十 

b で は a、b が パラ メタ で ある 。 
⑧⑥ プ ログ ラム 内 で 、 手続 き や 関 数 の 内 容 を 定義 する 変数 で 、 プ ログ ラム 間 

の 連絡 を と る た め に 、 別 の プロ グラ ム に 引き 渡す 値 。ALGOL、 

BASIC、C の 用 語 で 引数 と 同義 。( 参 ) 引 数 

バラ ンス チェ ッ ク [balance check] 

も と は 会 計 処 理 の 貸方 合計 と 借方 合計 の 一 致 な ど を チェ ッ ク す る 方 法 。 
転じ て 二 つ の デー タ が 均衡 し て いる か 調べ て 、 誤 り の 有無 を チェ ッ ク す る 
こと 。 平衡 検査 と も いう 。 

パリ ティ チェ ッ ク [parity check] ( 参 ) 奇 偶 検 査 
バリ ディ ティ チェ ッ ク [validity check] ( 同 ) 妥 当 性 検査 
販売 管理 シス テム [sales management system] 

販売 管理 は 、 商 品 の 販売 に 関す る 情報 (商品 、 市 場 、 仕 入れ 、 在 庫 、 販 
売 、 配 送 、 請 求 、 回 収 、 顧 客 な どの 情報 ) の 管理 全般 を さす 。 狭 義 に は 、 
マー ケティング 管理 を さす 。 すなわち 、 市 場 把握 、 販 売 商品 の 決定 、 販 売 
組織 の 確立 な ど 販売 力 の 強化 を めざす 管理 で ある 。 


(1)POS(point of sales) : 電子 式 金 銭 レ ジス タ 、 バ ー コ ー ド 読取 り 装 
置 、 ク レジ ッ ト カ ー ド の 自動 判別 装置 な どの 機器 に より 収集 し た 商品 
の 販売 情報 な ど を コン ピュ ー タ に 送り 、 情 報 の 有効 利用 を 図る た め の 
シス デ 准 3 
(2) EOS(electronic ordering system) : 受 発注 業務 を 自動 化し た シ 
ステ ム 。 PO0S シ ステ ム と 並び 、 商 品 の 迅速 な 仕入れ 、 販 売 活動 を 支援 
する 。 顧客 の ニー ズ の 多様 化 に より 、 商 品 の 多 品 種 少量 生産 が 進み 、 
受 発注 業務 が 炉 雑 化す る 傾向 に ある 。 これ を コン ピュ ー タ ネッ トワ ー 
ク を 利用 する こと で 簡便 化 、 高 速 化 を 図る ね らい が ある 。 
番 兵 [sentinel] 
線形 探索 で 探索 の 終了 時 を 検出 する た め の 手法 の ひと つ 。 配列 (リス ト ) 
の 未 尾 に あら か じ め 、 探 索 す る キー と 同じ 値 ( 番 兵 ) を 入れ て お き 、 探 索 
中 、 キ ー が 一 致す れ ば 探索 を 終了 する 。 探索 に 失敗 し た 場合 で も 、 最 後に 
は 探索 を 終了 する 。 番 兵 を 設け る と 、 デ ー タ 件 数 を 数 えて 終了 時 を 判断 す 
る ルー チン が 不要 に な る 。 
汎用 プロ グラ ム 言 語 [versatile pro 刀 rammin 互 langug 巨 @] 
プロ グラ ム 言 語 の うち 、 比 較 的 広い 分 野 で 多目的 に 使用 で きる 仕様 の プ 
ログ ラム 言語 。、 ア セン ブラ や BASIC、C な どの 高 水準 言語 を は じ め 、 多 種 
多様 な も の が ある 。 特殊 問 題 向 き 言語 に 対比 する 語 。 
汎用 レジ スタ [general regiSter 巨 BehBral DurDOSB Fe 巨 ISter : 
GR/GPR1 
中 央 処理 装置 内 の 番号 で 指定 が 可能 な レジ スタ 群 。 通常 、 累 算 器 や 指標 レ 
ジス タ 、 デ ー タ の 特殊 操作 用 な ど 、 多 目的 に 使う 。 数 個 一 数 十 個 程度 の レジ 
スタ で 構成 し プロ グラ ム 内 で さま ざま な 種類 の レジ スタ と し て 指定 で きる 。 


比較 演算 子 [relational operator] 
プロ グラ ム や マク ロ 命 令 中 で 、 数 字 や 文字 の 大 小 比 較 を する 条件 な ど を 
指定 する と き 、 二 つの オペ ラン ド の 比較 を 関係 式 に 書く た め の 演 算 子 。if 


比較 関係 演算 子 の 例 


































小さ い LT. | LESS THAN く 
小さ い が か 等しい LE. | NOT GRHEATEH THAN 
等 し い -EQ. | EQUAL TO 





等 し く な い 
大 きい 
大 きい か 等 し い 
















IVIVI せ IAIA 


-NE. | NOT EQUAL TO 
.GT.| GREATER THAN 
.GE. | NOT LESS THAN 











文 の 条件 判断 に 使用 する 。 比 較 で きる の は 同じ 型 の デー タ ど うし で ある 。 
プロ グラ ム 言 語 等 に よっ て 異な っ た 記号 を 用 いる 。 関係 演算 子 、 比 較 作 用 
素 と も いう 。 ほとん どの プロ グラ ム 言 語 、 表 計算 ソフ ト で は 以下 の よう な 
演算 子 で 比較 が で きる 。 比 較 演 算 の 結果 が 真 の 場合 、 偽 の 場合 に と る 値 は 
処理 系 に よっ て 異な る が 、 多 く は 非 U、 ま た は 0 の 値 を と る 。 
比較 硬 令 [compare instruction] 
コン ピュ ー タ 内 部 で 二 つ の デー タ 項 目 の 値 の 大 小 (数 値 の 大 き さ だ け で 
な く 、 文 字 列 の 前 後 関係 な ど を 含む お ) を 比較 する 命令 。 また 、 比 較 の 結果 
に より 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド を 設定 する 。 計算 機 プ ログ ラム の 実行 中 
に 、 複 数 の 命令 か ら ひ と つ を 選 応 よう に 指示 する 分 岐 命令 (branch 
instruotion) の 実行 に 先だって 実行 され る 。 演算 の 結果 に より 条件 コー ド 
の 値 を セッ ト し 、 そ の 値 に より 飛越 し を 発生 させ る 。 判断 命令 、 条 件 つき 
飛越 し 命令 と 同義 。 条 件 コー ド に よら な い 分 岐 命令 は 無 条 件 分 岐 命令 ( 飛 
越し 命令 ) と いう 。 
引数 [argument] 
サブ ルー チン や 関数 呈 プ ログ ラム を 呼び 出す と き に プロ グラ ム 内 で 引き 
渡す デー タ や パラ メタ 。 例 えば Fortran で 、x を 与え て 平方 根 を 求め る の 
に 、 プ ログ ラム 側 で は 組込み 関数 SQRHT を 用 いて SQRHT(x) と 表現 する 。 
この x を 引数 と いう 。 関 数 側 で は x を 受取 っ て 処理 を 行い 、 の 値 を 戻り 値 と 
し て プロ グラ ム に 返す 。 
(1) 実 引数 (actual argument) : 関数 や 副 プ ログ ラム を 呼ぶ プロ グラ ム 
側 か ら 関 数 側 に 渡す 引数 。 実 引数 は 関数 の 中 で 仮 引数 に 代入 され る 。 
(②) 仮 引数 (dummy argument) : 手続 き や 関 数 の 呼出 し 元 の プロ グラ ム 
か ら 実 引数 を 受け 取る 引数 。 仮 パラ メタ と も 呼ぶ 。 
引渡 し テス ト [delivery test] ( 類 ) 受 入れ テス ト 
ピコ [pico : p] 
10-!“(]1 兆 分 の 1 ) を 表す 補助 単位 。 
非 実行 文 [non-executable statement] 
デー タ の 型 や 値 を 宣言 し た り 、 関 数 を 定義 し た り 、 記 憶 領 域 を 確保 し た 
りす る な ど 、 処 理 を 行わ せる 方 法 を 定義 する 文 。 例え ば 、COBOL 言 語 で 
は 、 見 出し 部 、 環 境 部 お よび デー タ 部 の 記述 が 、Fortran で は 宣言 文 、 
DATA 文 な ど が 非 実行 文 で ある 。 ( 対 ) 実 行文 
非常 駐 プ ログ ラム [non-resident pro 巨 ram] 
コン ピュ ー タ シス テム で 、 シ ステ ム が 必要 と し た 場合 に 、 補 助 記憶 装置 
か ら 呼 び 出し て 使用 する プロ グラ ム 。 ( 対 ) 常 駐 プ ログ ラム 
非 数 値 デ ー タ [non-numerical data] 
コン ピュ ー タ シス テム が コー ド で 扱う デー タ の うち 、 数値 デ ー タ で な い 








デー タ 。 文字 デー タ と 論理 デー タ が ある 。 な お 、 画 像 デー タ 、 音 声 デ ー タ 
な ど は コー ド で 扱う デー タ で な いた め 、 非 数 値 デ ー タ と は 言わ な い 。 
ビッ グ バ ン テ ス ト [big bang test] 
すべ て の モジ ュー ル が 完成 し 、 モ ジュ ー ル テス ト ( 単 体 テ スト ) が 終了 し 
た 後 、 全 モジ ュー ル を 結合 し た うえ で 行う テス ト 。 非 増加 テス ト と も い 
う 。 未 完成 モジ ュー ル が あれ ば ドラ イ バ や スタ ブ を 用 意 する 。 単 体 テ スト 
は 終了 し て お り 、 テ スト の 対象 は モジ ュー ル 間 イン タフ ェ ー ス に 限定 で き 
る が 、 モ ジュ ー ル の 数 が 多い と 原因 追及 の 負担 が 大 きい 。 大 規模 シス テム 
で は 、 こ の 前 段階 で 結合 テス ト を 行う 。 ビ ッ グ バン テス ト は 比較 的 小 規模 
な シス テム の テス ト に 適し て いる 。 
ビッ ト 【bit : b] 
ら 進 法 の 数 字 1 桁 (binary digit) の 略 。 情 報 量 の 最小 単位 。 1 個 の ら 進 数 
字 が 保有 する 情報 量 を 表す 。 ら 進数 の 1 桁 に 相当 し 、 ら 値 の いずれ か を と る 
こと で 他 と 区 別 する 最小 の 情報 量 で ある 。 多く の 情報 を 扱う た め に 何 
ビッ ト か が を 組み 合わ せ た ビ ッ ト 列 を 1 語 と する 。 一般に ロビ ッ ト を 組み 合わ 
せ た 語 (n 桁 の 2 進数 相当 ) で は 、 ら n 個 の 情報 を 区 別 、 表 現 で きる 。 8 ビッ 
ト を 単位 と し て 1 バイト と いう 。 
( 参 ) バ イト 
理 定 [negation ロ NOT] ( 同 )NOT 
非 手 続き 型 言語 [non-procedural language] 
プロ グラ ム 記 述 の 命令 の 順序 こと ハー ドウ ェ ア の プロ グラ ム 実 行 順序 が 強 
い 関係 を も た な い プ ログ ラム 言語 。 COBOL や Fortran な ど 初 期 の 高 水 準 
言語 は 、 ハ ー ド ウェ ア の 実行 順序 に そっ て 処理 の 流れ (手続 き ) を 記述 する 
形式 に 偏っ て いる 。1980 年 代 か ら 新しい プロ グラ ミン グ 技 法 を 取り 入れ 
た 非 手続 き 型 言語 が 登場 し た 。 
( 例 )Lisp、Prolog、Smalltalk、SQL、 表 計算 ソフ ト 
非 ブ ロッ ク 化 [deblockin 后 ] ( 同 ) デ ブロ ッ キ ング 
ビュ ー[view] 
広義 に は デー タベース 利用 者 の デー タ に 対す る 見 か た (デー タ の 論理 的 
な 構造 )b。 デ ー タ ベー スシ ステ ム の 記憶 装置 内 の デー タ の 扱い (デー タ の 物 
理 的 な 構造 ) そ の も の は 、 す べ て の 人 に 開示 で き な い 、 人 間 に わ か り に く 
いな どの 理由 で 、 利 用 者 に 見 せる た め の 機 能 や 操作 法 が 定め て あり 、 こ れ 
を ビュ ー と いう こと も ある 。 シ ステ ム 固 有 の 定義 に よっ て 異な り 、 ネ ッ ト 
ワー ク 型 デー タベース で は 外部 スキ ー マ の 一 部 で あり 、 関 係 デ ー タ ベー ス 
で は 、 関 係 演算 の 結果 と し て の 関係 が ビュ ー で ある 。 
ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス [human interface : HI] 
人 と コン ピュ ー タ シス テム と の 問 を 結ぶ 入出 力 機器 や 入出 力 方 式 。 





(1) 人 間 と シス テム の 間 の 対話 を 行え る よう な 装置 で 、 各 種 OA 機 器 、 
VDT 機器 な ど が これ に 相当 する 。 従来 マン マシ ン イ ンタ フェ ー ス と 呼 
ば れ て いた 。 
(2) 人 が それ を 操作 する こと で シス テム に 意思 を 伝え 、 ま た シス テム は 表 
示 装 置 な ど に 応答 ・ 結 果 等 を 表示 する こと 。 特 に エン ド ユ ー ザ に 使い 
や すい コン ピュ ー タ シス テム を めざす うえ で 、 ハ ー ド ウェ ア 面 、 ソ フ 
トウ ェ ア 面 を 含め 表示 方 式 や 入力 方 式 を く ふ うす る こと は 、 ユ ー ザ イ 
ンタ フェ ー ス (user interface) と も いう 。 
(3) 入 出力 の し や すさ を 評価 する 視点 。 人 間 の 行動 特性 を 考慮 し 、 身 体 
的 、 心 理 的 に 抵抗 感 の 少な い 入 出力 方 式 を く ふ うす る 。 例 えば 、 動 
作 状 況 、 処 理 進度 、 終 了 予想 時 間 の 表示 、 重 要 度 の 高い デー タ の 先 
行 出力 、 マ ル チ メ ディ アデ ー タ の イン タレ ー ス 、 デ ー タ の レプ リ 
ケー ショ ン な ど は ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス の 改善 を 目的 に 開発 さ 
れ た 手法 で ある 。 
表 [table ノ list] 
広義 に は 、 互 い に 関係 の ある 項目 が 、 そ の 相対 的 位置 に よっ て 識別 で き 
る よう に デー タ を 配列 し た も の 。 
① 文 書 処理 で は 、 デ ー タ や 情報 の 関係 や 意味 を 整理 し 、 わ か りや すく 表現 
し た 書面 。 文 字 、 数 字 、 記 号 を 主体 と する も の で 、 図 的 要素 に より 視覚 
化す る グラ フ と 区 別 する 。 一 般 的 に は 、 縦 横 の マス 目 を 利用 する 。(1) 
一 覧 表 、( ら ) 分 類 表 、(3) 比較 表 ( 対 照 表 )、(4) 評 価 表 な ど が ある 。 
⑨⑥ プ ログ ラム で は 、 連 続 する 同じ 形式 の デー タ 項 目 に ひと つの 名 前 を 与 
えた も の 。 そ れ ぞ れ の デー タ は 、 デ ー タ 名 と 要素 の 番号 (添字 ) で 指定 
する 。 ( 類 ) テ ー ブ ル 、 配 列 
表意 コー ド [mnemonic code] 
① 人 間 の 言語 を 連想 し や すく 規定 し た コー ド 。 アセ ン ブ ラ の 別 の 呼び 方 。 
コン ピュ ー タ が 実行 で きる プロ グラ ム は ら 2 進 数 の 列 で 構成 する が 、 直 
接 進数 で プロ グラ ム を 組む の は 不便 で ある 。 そこ で 、 コ ンピュータ 
の 加 命 令 を 適当 な 覚え や すい 略号 に し て 人 間 が 扱い や すく し た アセ ン ブ 
ラ 言 語 が で きた 。( 類 ) ア セン ブラ 
デー タ の コー ド 化 の 一 手法 。 コ ー ド 化 対象 の 属性 を 連想 し や すい 文字 や 
数 字 で 表現 する コー ド 。 賠 語 コ ー ド 、 子 音 コ ー ド な ど が 代表 的 で ある 。 
( 例 ) 日 本 一 JPN、 米 国 +USA、 ら 60 イン チカ ラー テレ ビーTVC-20 
表意 定数 [figurative constant] 
予約 語 の うち 、 特 定 の 値 を 割り 当て た 定数 。 デ ー タ 部 で 定義 し な く て も 
使用 で きる 。 単 数 形 と 複数 形 が ある が 、 同 じ 意 味 で あり 、 ど ちら を 使用 し 
て も よい 。( 例 )ZERO は 数 値 の ゼロ 、SPACE は 文字 の 空白 





表 計 算 ソ フト [spreadsheet proggram プ worksheet pro 互 Tam 
table oriented database] 

定義 し た 表 に デー タ 作 成 を する と 同時 に 、 式 や 関数 を 入力 し て 縦横 の 集 
計 処 理 な ど を 簡便 に 行う こと が で きる 計算 ソフ トウ ェ ア 。 

表 は 縦横 に 分 割 し て あり 、 縦 方 向 を 行 (row)、 横 方 向 を 列 (column)、 
それ ぞ れ が 交差 し て いる 部 分 を 項目 欄 ま た は セル (cell) と いう 。 文字 や 数 
値 な どの デー タ は 、 画 面 に 表示 され た セル 単位 で 入力 する 。 ら 行 4 列 目 の 
セル を RH2C4 な ど と 指定 する 。 行 を 数 字 、 列 を A、B、C、…… で 示し 、 
C2 な ど と セル を 指定 する ソフ トウ ェ ア も ある 。 

表 計 算 ソ フト が 手書き の 集計 表 と 違う の は 、 こ の セル の 中 に 数 値 と 数 式 
の 両方 入れ られ る こと で ある 。 し か も 数 式 を 入力 し た 場合 は 、 セ ル に は 
その 結果 を 表示 する 。 スプ レッ ド シ ー ト の 稚 能 を 拡張 し て 、 表 の 大 き さ を 
自由 に 変え る 機能 、 再 計算 機能 、 自 動 実行 機能 (マク ロ 機 能 )、 デ ー タ ベー 
ス 機 能 、 グ ラフ 作成 機能 、 画 面 分 割 な どの 機能 が ある 。 

開い た サブ ルー チン [open subroutine] 

同一 性 格 の 処理 内 容 の ルー チン (サブ ルー チン ) を プロ グラ ム 中 の 必要 な 
箇所 に 挿入 で きる よう に し た サブ ルー チン 。 一 般 的 に は ソー スプ ログ ラム 
ライ ブラ リ に 登録 し て お き 、 コ ン パ イル 、 あ る い は アセ ン ブ ル の 際 に 自動 
的 に ソー スプ ログ ラム の 中 に 組み 入れ る 。 アセ ン ブ ラ の マク ロ ル ー チ ン 、 
COBOL の COPY ル ー チ ン な ど が 代表 的 。 








ファ イル [file] 
① 外 部 記憶 装置 上 に 作成 する デー タ や プロ グラ ム の 集合 。 フ ァイル は 語 理 
的 な 概 菅 で あり 、 フ ァイル が 作成 され る 物理 装置 の 性 質 を 反映 する 。 
プロ グラ ム で 処理 する レコ ー ド の 集合 。 レ コー ド は 関連 ある デー タ の 並 
び で あり 、 ユ ー ザ が 作成 、 更 新 する 。 


【 フ ァイル の 分 類 と 名 称 】 
ファ イル は 、① の 視点 か ら は 、 記 録 媒体 、 編 成 法 、 ア クセ ス 方 法 な ど で 

分 類 で きる 。 

(1) 記 録 形式 に よる 分 類 : バイ ナリ ファ イル 、 テ キス ト フ ァイル 

( ら ) 編成 法 に よる 分 類 : 順次 編成 ファ イル 、 索 引 順 次 編成 ファ イル 、 直 接 
編成 ファ イル 、 区 分 編成 ファ イル 、VSAM 編 成 フ ァイル な ど 

(3) ボ リュ ー ム に よる 分 類 : 単 二 ボリ ュー ム フ ァ イル 、 マ ル チ ボ リュ ー ム 
ファ イル な ど 

(4) アク セス 法 に よる 分 類 : 直接 アク セス ファ イル 、 順 次 アク セス ファ イル 

@⑨ の 視点 で は 、 記 録 し た 内 容 や 使用 目的 で 分 類 で き 、 多 く の 種 類 名 称 が 

ある 。 

(1) 用 途 に よる 分 類 : マス タフ ァイル 、 ト ラン ザク ショ ン フ ァイル 、 ワ ー 
ク フ ァ イル 、 経歴 ファ イル 、 ア ー カ イブ ファ イル 、 バ ッ ク ア ッ プ ファ 
イル な ど 

(6) 使用 期間 に よる 分 類 : バー マネ ント ファ イル 、 テ ン ポ ラリ ファ イル な ど 

(3) 記録 内 容 に よる 分 類 : 文書 ファ イル 、 デ ー タ ファ イル 、 画 像 ファ イ 
ル 、 音 声 デ ー タ ファ イル な ど 

(4) 利用 主体 に よる 分 類 : シス テム ファ イル 、 ユ ー ザ ファ イル 、 共 有 フ ァ 
イル 、 個 人 ファ イル な ど 

この 他 、 フ ァイル 処理 の 場 で は 、 入 力 ファ イル 、 出 力 フ ァイル 、 中 間 
ファ イル 、 転 送 フ ァイル 、 参 照 フ ァイル な どの 名 称 が 使用 され る 。 











ファ イル 管理 [file management ノ Iibrary management] 
プロ グラ ム や デー タ を 、 フ ァイル と いう 形式 で 集中 的 、 体 系 的 に 管理 す 


る こと 。 ま た 、 こ れ ら を プロ グラ ム の ライ ブラ リ 、 フ ァイル の ライ ブラ リ 
と いい 、 こ れ ら の 管理 機能 全般 を さす 。 ラ イブ ラリ は 保守 や 再 利 用 の た め 
に 保存 され る も の で 、 適 切 に 管理 され な く て は な ら な い 。 次 の 5 つの 視点 
人 で 行う 。 
(1) ス ペー ス 管 理 : 記憶 媒体 の 有効 利用 、 使 用 頻度 に 応じ た 配置 な どの 目 
的 で 、 記 憶 領域 の 再編 成 、 再 構成 を 行う 。 
(@) 共用 管理 : 複数 の ユー ザ 、 複 数 の プロ グラ ム が 参照 し た り 、 更 新 する 
ファ イル の 整合 性 を 維持 する 。 
(3) 障 害 管理 : 障害 に 備え 、 フ ァイル の ミラ ー リ ング や バッ クア ッ プ を 
行う 。 
(4) 変更 管理 (世代 管理 ) : 更新 や 変更 の た びに 変更 内 容 を 記録 、 バ ー ジ ョ 
ン 管 理 を 行う 。 変 更 前 の ファ イル も 規定 し た 世代 分 を 保存 する 。 
(5) 統計 管理 : ファ イル 管理 の た め の 統計 を 作成 する 。 
ファ イル 設計 [file design] 
デー タ の 格納 や 参照 に 関す る 方 法 や 構造 に 関わ る 設計 。 デ ー タ の 種 
類 、 分 量 、 用 途 、 参 照 ・ 更 新 の 頻度 な ど を 考慮 し て 、 フ ァイル の 構成 
(38p 和 yz 半 ファ イル 編成 な ど ) 、 様 式 を 決定 する 。 フ ァイル レ 
イア ウト は 、 デ ー タ を ファ イル に 格納 する 際 の 、 項 目 、 桁 数 、 属 性 な ど 
MM 
ファ イル 編成 [file organization] 
磁気 テー ブ 記 憶 装置 、 磁 気 デ ィ ス ク 記 憶 装 置 な どの 外部 記憶 装置 の 機能 
と アク セス 方 法 を 適合 させ る ファ イル の 論理 的 な 構成 、 編 成 法 の 総称 。 具 
体 的 に は 下記 の よう な 編成 、VSAM 編 成 が ある 。 


MT・ ーー 順次 
DASD 順次 直接 


索引 順次 編成 DASD 順次 ・ 直 接 
区 分 編成 DASD 順次 (直接) 
相対 編成 DASD 順次 ・ 直 接 





ファ イル レイ アウ ト F[file layout] ( 類 ) フ ァイル 設計 

ファ クト デー タベース [fact database プ Source database] 
検索 の 目的 と な る ソー ス 情 報 を 提供 する デー タベース 。 コ ンピュータ の 
処理 スピ ー ド や 記憶 容量 な どの 限界 が 解消 する に つれ 、 フ ァ ク ト デ ー タ 
ー ス が 誕生 し た 。 リ ファ レン ス デ ー タ ベー ス で は 情報 の 所 在 を 示す だ け 
で ある が 、 人 商用 
デー タベース サー ビス に ファ ク ト デ ー タ ベー ス が 増加 し た 。 デー タベース 
利用 者 の 大 半 が ファ クト デ ー タ ベー ス を 対象 に し て いる 。 


電 


ファ クト リオ ー ト メー ショ ン [factory automation : FA] 
製造 工場 で 、 製 品 開発 か ら 製造 工程 まで 情報 化 と 自動 化 を 進め 生産 性 と 
柔軟 性 の 向上 を 図る こと 。 CAD プ CAM に より 製品 の 設計 段階 か ら コ ン 
ピュ ー タ を 使い 、 製 造 工程 で の オー トメ ーション 化 まで 含む お 。 工場 で は 、 
多く の 設備 、 装 置 、 機 械 、 材 料 を 利用 し て お り 、 連 携 、 統 合 化 の 技術 は さ 
ま ざ ま で ある 。 製 造 段階 で は NC 工 作 機 械 、 産 業 用 ロボ ッ ト な ど に より 、 
部 品 の 運搬 か ら 組 立 、 検 査 、 梱 包 、 出 荷 に 至る 全 工 程 で の 自動 化 、 省 力 化 
が 進み 、 多 品種 少量 生産 な どの 社会 的 ニー ズ に 対応 で きる 生産 体制 づく り 
を 目指 し た 統合 的 オー トメ ーション 化 が 進ん で いる 。 
フィ ー ル ド [field] 
ファ イル 処理 で は 、1 件 の レコ ー ド を 構成 する 要素 で 、 レ コー ド の も つ 
各 デ ー タ の 格納 領域 の こと 。 表 計算 ソフ ト で は 縦 に 並 点 領域 で おり 、 レ 
コー ド の 構成 に よっ て は 1 レコ ー ド 中 に 複数 個 の フィ ー ル ド が ある 。 ア イ 
テム (項目 ) と も いう 。 例 えば 、 社 員 レ コー ド の 中 の 社員 番号 欄 、 社 員 名 
欄 、 住 所 欄 な どの 欄 を さす 。 ( 同 ) 項 目 
フィ ー ル ド テ スト [【field test] ( 類 ) 運 用 テス ト 、( 参 ) ベ ー タ 版 
フェ ッ チ サイ クル [instruction fetch cycle プ fetch cycle] 
コン ピュ ー タ の CPU は 主 記憶 装置 内 に ある 命令 を 命令 レジ スタ に ロー ド 
し 、 解 読 し 、 実 行 す る こと を 繰り 返す 。 こ の と き 和 命令 を 記憶 装置 か ら 取 り 
出し 始め て か ら 取 り 出し 終わ る まで の 段階 。 命 令 読取 り 段 階 と も いう 。 
( 参 ) 命 令 サ イク ル 
フォ アグ ラウ ンド 処理 [foreground procesSin 叫 ] 
複数 の プロ グラ ム を 同時 並行 的 に 処理 し て いる マル チタ スク シス テム 
で 、 バ パック グ ラウ ンド 処理 に 先行 する 優先 順位 の 高い 処理 の こと 。 
( 対 ) バ ッ ク グ ラウ ンド 処理 
フォ ー マ ッ ト 【format] ( 同 ) 初 期 化 
フォ ル ダ [folder] 
GUI 環 境 の 階層 的 ファ イル シス テム (HFS) の ディ レク トリ に 相当 する 概 
受 。 名 前 を も っ た 書類 フォ ル ダ の アイ コン 1 個 で 示す ファ イル の 集合 。 サブ 
ディ レク トリ と 同様 、 フ ォ ル ダ の 中 に フォ ル ダ を 入れ る こと も 可能 で ある 。 
フォ ル ダ を クリ ッ ク す る と その 中 身 を ウィ ンド ウ に 表示 する 。 フ ォ ル ダ 
に ファ イル を 入れ る 操作 は 、 フ ァイル の アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 フ ォ ル 
ダ の アイ コン に 重ね れ ば よい 。 ( 類 ) デ ィ レ クト リ 
フォ ルト トレ ラン ス [fault tolerance] 
シス テム の 信頼 性 を 高め る た め の 機 能 。 シ ステ ム に 冗長 性 を 導入 し て 実 
現す る こと が 一 般 的 で ある 。 耐 故障 技術 と も いう 。 ハ ー ド ウェ ア の 障害 に 
対処 する に は 余分 な 回 路 ・ 部 品 ・ 装 置 を 付け 加え る 。 ソ フト ウェ ア 障 害 に 








は 、 プ ログ ラム 誤り の 収集 分 析 、 故 障 診断 プロ グラ ム の 利用 、 二 重 処理 、 
照合 な ど を 行う 。 耐 障害 機能 を 高め 、 常 時 稼働 能力 を も つ シ ステ ム を 、 特 
に ノン スト ッ プ コン ピュ ー タ と いう 。( 参 ) デ ュ ア ル 構 成 シ ステ ム 

フォ ント [font] 

書体 。 画面 や プリ ンタ な ど に 出力 する 文字 の 形 の 情報 。 文字 コー ド と は 
別 の も の で 、 目 に 見 える 文字 の 書体 を さす 。 同 じ 文 字 で も ゴシック 体 や 明 
朝 体 な ど 複数 の フォ ント が 存在 する 。 

深 さ 優先 探索 [depth first search] 

木 構造 の グラ フ の デー タ 探 索 法 の ーー つ で 、 ル ー ト か ら ス ター ト し 、 分 岐 
点 で は 常に ひと つの 経路 を 選択 し な が ら 、 次 第 に 深い 頂点 へ と た どる 控 
索 法 。 葉 に 至れ ば 、 経 路 を 逆 に 引き 返し 前 の 頂点 に 戻り b、 そ こ か ら ま だ 
探索 し て いな い 経 路 が あれ ば 探索 を 続行 する 。 探 索 に 成功 し た と き は 、 経 
路 が 記憶 され て いる 。 和 失敗 し た と き に は ルー ト に 戻っ て し まう 。 

( 対 ) 幅 優先 探索 
負荷 テス ト 【load test] 

一 般 に シス テム 開発 時 の テス ト は 、 少 量 の デー タ 、 回 線 、 端 末 で 実施 さ 
れる こと が 普通 で 、 本 稼働 の 際 、 多 数 の 回 線 や 端末 か ら 大 量 の デー タ が 投 
入 さ れ た 場合 の テス ト が な い 。 こ の 点 を 特に テス ト す る こと を 負荷 テス 
ト 、 ま た は 過 人 負荷 テス ト ( 設 計 目 標 以 上 の 負荷 を か ける ) と いう 。 端末 が 
いっ せい に 処理 を 要求 し た と き 、 レ スポ ンス が 設計 の 目標 値 を 満た すか な 
ど を 検査 する 。 

不 稼働 率 [non-availability] ( 対 ) 稼 働 率 
副 プ ログ ラム [subprogram] 

広義 に は 、 モ ジュ ー ル 化し た プロ グラ ム で 、 上 位 の モジ ュー ル か ら 見 た 
と き の 下 位 の モジ ュー ル (submodule) を さす 語 。 例 えば 、 メ イン ブロ グ , 
ラム か ら 呼 び 出 し て 利用 する プロ グラ ム 。 代表 的 な も の に サブ ルー チン 副 
プロ グラ ム が ある 。 こ の ほか 関数 副 プ ログ ラム 、 初 期 値 設定 副 プ ログ ラム 
な ど が ある 。( 参 ) サ ブル ー チ ン 副 プロ グラ ム 

復帰 [return] ( 関 ) 戻 り 番 地 、 戻 り 値 、 飛 越し 
プッ シュ ダウ ン 【push down] 

スタ ッ ク に 新しい デー タ を 記憶 させ る こと 。 単に プッ シュ (押し 込み ) と 
いも う 。( 参 ) ス タッ ク 

物理 アド レス [physical address] ( 同 ) 実 アド レス 
物理 デー タ 設 計 [ physical file design] 

論理 デー タ 設 計 ( フ ァイル 設計 ) で 定義 ご され た ファ イル の デー タ 項 目 、 
デー タ 量 や 処理 内 容 か ら 、 フ ァイル の 編成 方 式 や レコ ー ド レイ アウ ト を 定 
義 す る 工程 。 記憶 装置 や 記憶 媒体 を 意識 し た ファ イル 設計 で 、 デ ー タ ベー 





ス 構 造 も この 時 点 で 定義 され る 。 通常 、 次 の よう な 順 で 行う 。 
(1) マ スタ ファ イル と 関連 ファ イル の デー タ 項 目 、 編 成 法 の 決定 
* ファ イル の 特性 、 管 理 さ れる 項目 の 把握 、 他 ファ イル と の 関連 
ゃ ファ イル 構造 と 編成 法 の 決定 
* 記憶 媒体 の 決定 、 容 量 、 入 出力 時 間 の 算出 
(2) レコ ー ド レイ アウ ト の 設計 
* 欄 、 項 目 、 フ ィ ー ル ド 、 レ コー ド 、 フ ァイル の 属性 、 サ イズ 
* 固定 長 レ コー ド か 可変 長 レ コー ド か 
* レコ ー ド レイ アウ ト の 決定 
物理 レコ ー ド [physical record] ( 関 ) レ コー ド 
不定 長 レ コー ド [undefined length record] 
=。 ( 則 レ コー ド タ イ プ 


[ フ | 部 品 化 [divide ノ division] 
部 品 と は 、 標 準 化 さ れ た ソフ トウ ェ ア を 再 利用 する 際 の 再 利用 の 単位 


の こと 。 従来 の 共通 モジ ュー ル の 考え を 拡げ た も の で 、 再 利用 を 前 提 に 
し た 標準 化 に より 、 他 の ソフ トウ ェ ア の 構成 部 品 に な る よう に モジ ュー 
ル を 作る 。 こ れ ら を 整理 、 分 類 の うえ 部 品 ラ イブ ラリ の 形 で 保管 し て お 
き 、 入 要 に 応じ て 再 利 用 する も の で ある 。 部 品 モ ジュ ー ル の 数 は 大 量 に 
な る た め 、 登 録 、 検 索 、 結 合 な どの 作業 を 支援 する ツー ル の 活用 が 不可 
欠 で ある 。 

部 分 順序 木 [partially ordered tree] 
ら 分 木 の ひひ と つ 。 親 (0 ルー ト に 近い 頂点 ) の デー タ が 子 ( 親 か ら 出 た 枝 の 先 
の 頂点 ) の デー タ よ り 小 さく な ら な い 木 の こと 。 ら 分 探索 木 が 枝 の 左右 で 
デー タ の 大 小 を 割り 振っ た の に 対比 し て 、 部 分 順序 木 は 枝 の 高 さ ( 深 さ ) で 
大 小 を 割り 振る 。 ソ ー ト に は 適さ な い が 最 大 値 探索 に 適し て いる 。 優 先 度 
の 順位 の ある 待ち 行列 の 実現 な ど に 利用 する 。 

プラ イオ リティ [priority] ( 同 ) 優 先 順 位 

プラ イ バ シ 保 護 [privacy protection] 
コン ピュ ー タ セキ ュ リ ティ に 関連 し て 、 個 人 に 属す る 情報 や 個人 に 関す 
る 情報 の 利用 ・ 流出 を 制限 し 、 個 人 の 権利 (ブライ バシ) を 守る こと 。 積極 
的 に は 、 自 分 に 関す る 情報 は 自分 で 管理 で きる 権利 を 含む 。 
例え ば 、 銀 行 取 引 、 クレジット 利用 状況 、 病 歴 、 犯 罪 歴 な ど 、 個 人 の 人 
権 、 信 用 、 秘 密 に か か わる 情報 を 調査 機関 な ど が 勝手 に 収集 で き な い よう 
に アク セス を 制限 する こと 。 ま た 自分 に 関す る 情報 の 開示 を 求め 、 訂正 で 
きる よう に する こと で 情報 の 悪用 を 防止 し 、 人 権 を 保護 する 。 アメ リカ で 
は 1980 年 に ブラ イ バ シ 保 護法 が 成立 し た 。 日 本 で は 1988 年 に 個人 情報 
保護 法 を 公布 し た 。 








プラ イム 伝 域 [prime data area] ( 関 ) 索 引 順 次 編成 
ブラ ウザ [browser] 

デー タベース 、 記 憶 媒 体 、 フ ァイル の 内 容 を 検索 し た り 、 表 示さ せ た り 
する ソフ トウ ェ エア の 総称 。 内 容 を 編集 し た り 書 き 換え た りす る 機能 まで は 
な いも の を さす 。 ブ ラウ ズ (browse) は 、 本 を パラ パラ と めく る こと を 意 
味 す る 。 例 えば 、 次 の よう な ソフ トウ ェ ア が ある 。 

(1) 記憶 媒体 中 の ファ イル や デー タベース の ディ レク トリ 、 目 次 な ど を 表 
示し 、 ユ ー ザ の 選択 に より その 内 容 を 表示 する ソフ ト 、 そ の ダイ アロ 
グ ボ ックス な ど 。 主として プロ グラ ム 開 発 に 用 いる 部 品 の 検索 や デー 
媒体 中 の ファ イル 検索 に 用 いる 。 FileManager や Finder な ども ブ 
ラウ ザ の 一種 で ある 。 

(2) ネ ットワーク 上 の 情報 提供 者 の 画面 を 表示 する ソフ ト 。 特 に HTML 
で 書か れ た WWW の 情報 を 閲覧 する た め の ク ライ アン ト プ ロ グラ 
ム 。 ブ ラウ ザ が 示す 画面 内 の アイ コン を 操作 し て リン ク さ れ た ペー 
ジ を 見 る こと も 前 の ペー ジ へ 戻る こと も で きる 。 閲 覧 ソフ ト 、 
ビュ ー ワ と も いう 。 NCSA が 開発 し た 最初 の グラ フィ カル な ブラ ウ 
ザ Mosaic を 皮切り に 急速 に 普及 し て WWW 人 気 が 定着 し た 。 現 在 
は Netscape Navigator と Microsoft Internet Explorer が 事実 
上 の 標準 に な っ て いる 。 

(3) デー タベース の 内 容 を 検索 し た り 、 一 覧 し た り 、 表 示し た りす る 対話 
型 の ソフ トウ ェ ア 。 編集 モー ド で は 内 容 を 書き 換え る こと も で きる 。 

(4) 開発 ツー ル の 一 種 で 、 既 存 の プロ グラ ム の 所 在 を 調べ た り 変 更 する 
ファ イル 操作 プロ グラ ム 。 オ ブ ジ ェクト 指向 言語 に 多い 。 

フラ グ [flag] 

ハー ドウ ェ ア や デー タ な ど が 特定 の 状態 に ちあ る か どう か を 表す ビッ ト 、 
バイ ト 、 キ ャ ラク タ 、 語 。 標 、 標 識 、 目 印 、 マ ー ク 、 旗 な ど と も いう 。 分 

命令 が 飛越 し 先 を 判断 する た め に 評価 する 。 

フラ グ の 役割 を 果たす 変数 は プロ グラ ム 上 で 用 意 す る 場合 と 、 条 件 コー 
ドレ ジス タ の よう に ハー ド 的 に 用 意 する 場合 が ある 。 フ ラグ が 2 値 の い ず 
れ か し か と ら な い 場 合 、 特に スイ ッ チ と いう こと も ある 。 

フラ グ メ ン テ ー シ ョ ン [fragmentation1] 

も と は 半端 な 部 分 、 断 片 が で きる こと 。 情報 処理 で は 、 主 記憶 空間 に 複 
数 の プロ グラ ム を 割り 付け た と き 、 サ イズ が 合わ な いた め の 未 使用 部 分 
(フラ グ メ ント ) が 生じ る こと を さす 。 
① 多 重 ブ ログ ラミ ング を 行う た め に は 、 主 記憶 領域 を 複数 の 区 画 に 分 割 し 

て 、 複 数 の プロ グラ ム を 記憶 させ る 。 実 記憶 領域 の 分 割方 式 に は 、 領 域 

を 複数 個 の 固定 長 の 区 画 に 分 割 し 、 各 ジョ ブ を 大 き さ に 応じ て 適切 な 区 
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画 の 中 で 実行 させ る 固定 区 画 方 式 と 、 主 記憶 の 各区 画 を ジョ ブ の 開始 時 
に 、 ジ ョ ブ の 大 き さ に 合わ せ て 決定 する 可変 区 画 方 式 が ある 。 実 記憶 領 
域 の 使用 効率 は 可変 区 画 方 式 の ほう が よい 。 し か し 、 多 数 個 の ジョ ブ の 
開始 、 終 了 に と も な い 、 数 多く の こま 切れ 的 な 不 使用 領域 が 発生 する 。 
この 不 使用 領域 の 発生 を フラ グ メ ン テ ー シ ョ ン と いう 。 フ ラグ メン テー 
ショ ン の 問題 を 解決 する た め に は 、 定 期 的 に 使用 中 の 区 画 を ひと つの 連 
続 領域 に 集め 、 こ ま 切 れ の 未 使用 領域 を ひと つの 連続 領域 と する 。 また 
は 仮想 記憶 方 素 に すれ ば 、 大 幅 に 改善 で きる 。 

⑨⑧ フ ァイル 装置 上 の 空間 を 区 分 し て お き 、 必 要 な 大 き さ だ け フ ァイル 空 
間 を 割り 当て る 方 式 (例え ば 区 分 編成 ファ イル ) で は 、 フ ァイル の 更新 
や レコ ー ド の 削除 に より 、 空 き 空間 (無効 領域 ) が で きる 。 こ の 空き 空 
間 を さす 。 

| フラ グレ ジス タ [flag register] ( 同 ) 条 件 コー ドレ ジス タ 

ブラ ッ ク ボ ックス テス ト [bhlack box test] 

プロ グラ ム の テス ト 法 の ひと つ で 、 テ スト デー タ の 選定 ・ 作 成す る 際 
に 、 プ ログ ラム の 内 部 構造 ・ 制 御 の 流 れ に か か わら ず 、 そ の 外部 仕様 に 基 
づい て デー タ を 選ぶ 方 式 。 つま り 入 力 さ れる 可能 性 の ある さま ざま な 組合 
せ の デー タ を 想定 し 、 プ ログ ラム の すべ て の 機能 を テス ト す る ね らい を 
も っ て いる 。 機能 テス ト 法 と も いう 。 結合 テス ト 以 降 の 段階 で 行う こと が 
多い 。 次 の よう な 形 の テス ト デ ー タ を 用 いる 。 

* 同値 分 割 : テス ト 対 象 の 入力 デー タ が 取り うる 値 の 範囲 の 中 か ら 、 
同じ 意味 を も つ 範囲 を 1 クラ ス と し 、 分 割 さ れ た 各 ク ラス を 代表 す 
る 値 を テス ト デ ー タ と し て 選択 する 方 法 。 

* 限界 値 分 析 : 入力 デー タ と 出力 デー タ を 同値 クラ ス に 分 割 し 、 そ れ 
ぞ れ の クラ ス の 端 (境界 ) の 値 を テス ト デ ー タ と し て 選択 する 方 法 。 

* 因果 グラ フ ( 原 因 一 結果 グラ フ ) : 入力 と 出力 の 関係 を グラ フ に 表現 
し 、 デ シ ジ ョ ン テ ー ブ ル に 展開 し て 、 テ スト 項目 を 設計 する 方 法 。 

( 対 ) ホ ワイ ト ボ ックス テス ト 
プラ ッ ト フ ォ ー ム [platform] 

も と も と は 人 また は 物 を 載せ る 台 の 意味 。 工学 で は 、 あ る シス テム を 搭 
載 す る た め の 別 の シス テム 。 情報 処理 で は 、 あ る ソフ トウ ェ ア や コン 
ピュ ー タ シス テム を 動作 させ る た め の 基 盤 と な る ハー ドウ ェ ア お よび ソフ 
トウ ェ ア 環 境 、 端 的 に は 動作 環境 を さす 。 

フリ ー タ ー ム [free term] 

デー タベース 検索 の 際 に 用 いる 語 で 、 タ イト ル 、 コ ン テ ン ツ に その 語 
が 存在 すれ ば すべ て 検索 の 対象 と する 語 。 文 献 や 論文 の デー タベース で 
は 登録 時 に その 内 容 を 表す いく つか の キー ワー ド を 登録 し て ある た め 、 





キー ワー ド の 組合 せ で 効率 よく 目的 の 対象 を 検索 で きる 。 し か し 、 適 当 
な キー ワー ド が な い 場 合 な ど キ ー ワ ー ド に 代え て 任意 の 自然 語 ( フ リー 
ター ム ) で 検索 で き 、 主 題 ( タ イト ル ) と 本 文 ( コ ン テ ン ツ ・ テキスト ) を 検 
索 す る 。 
プリ コン パイ ラ [pre-compiler] 
ソー スプ ログ ラム の コン パイ ル 前 に 用 いる 言語 処理 プロ グラ ム 。 ある プ 
ログ ラム 言語 の 仕様 を 拡張 し 、 そ の 拡張 し た 表現 を 用 いて 書い た ソー スプ 
ログ ラム を 標準 的 な ソー スプ ログ ラム の 形式 に 変換 する 処理 を 行う 。 
( 類 ) プ リプ ロ セ ッ サ 
プリ プロ セッ サ [pre-proceSSOr] 
① 広 義 に は 、 特 定 の プロ グラ ム の た め 、 入 力 や 処理 を し や すく する よう な 
形 に デー タ 形 式 や 計算 手順 を 前 も っ て 変換 する 機能 を も つ プ ログ ラム 。 
トラ ンス レー タ の 一 種 。 
⑧② 現 実 的 に は 、 コ ン パ イル 前 の プリ プロ セス 処 理 (前 処理 ) を 行う プロ グラ 
ム 。 前 処理 命令 の 解釈 、 フ ァイル の include、 文 字 や 文字 列 の 置換 、 マ 
クロ 展開 等 の 処理 を 行う 。 出力 は コン パイ ル の 単位 (翻訳 単位 ) と な る 。 
( 類 ) プ リコ ン パ イラ 
ブリ ンク [blink] 
光 な どの また た き 、 明 減 。 デ ィ ス プレ イ 画 面 上 の カー ソル ぜ や 文字 、 図 形 
な ど を 、 関 心 を ひく た め に 意図 的 、 周 期 的 に 変化 させ る こと 。 
プリ ント サー バ [print server] 
クラ イア ント サー バシ ステ ム の 中 で 、 プ リン タ を 保持 し 、 ネ ットワーク 
利用 者 (クラ イア ント ) か ら の プリ ント 要求 を 専門 に 処理 する コン ピュ ー 
タ 。 大 容量 の 磁気 ディ スク と 高 性 能 の プリ ンタ を 装備 し 、 ス プー ル 機 能 を 
使っ て 効率 的 に 印刷 する 。 
プル ダウ ン メ ニュ ー[【pull down menul 
サブ メニ ュー 表示 の 一 形式 。 画面 の 上 部 に 表示 し た メイ ン メ ニュ ー バ ー 
(処理 や ファ イル の 一 覧 ) か ら 主 処理 の 項目 を 選ん だ と き 、 そ の 項目 の 下 に 
垂れ 下がる よう に 表示 する サブ メニ ュー。 
( 対 ) ポ ッ プ アッ プ メ ニュ ー、 サ ブ メ ニュ ー 
フル テキ スト デー タベース [full text database] 
論文 や 新聞 記事 な どの 全文 デー タベース 。 文献 ・ 論 文 デ ー タ ベー ス に 登 
録 し て ある デー タ を 特定 する 表題 や 見 出し 、 著 者 名 、 収 録 ラ イブ ラリ 、 要 
約 、 キ ー ワ ー ド な どの 部 分 を タイ トル と いい )、 対 象 と な る 論文 や 記事 の 本 
体 を コン テン ツ ま た は テキ スト と いう 。 
ブレ イク ポイ ント [break point] 
① コ ント ロー ル ブ レ イク 処理 で 、 処 理 手順 を 変え る た め の 区 切り 点 。 例 え 
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ば 、 在 庫 の 商品 別 集計 の 、 商 品 コ ー ド の 変わ り 目 な ど 。 
( 関 ) コ ント ロー ル ブ レ イク 、 グ ルー プ ト ー タ ル 
ブロ グラ ム の デバ ッ ク グ や 実行 状態 の 監視 の た め 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 
断 し 、 外 部 か ら 割 込み が か けら れる よう に 、 プ ログ ラム 内 に 指定 し た 場 
所 。 チ ェ ッ ク ポ イン ト (check point)、 区 切り 点 と も いう 。 プ ログ ラム 
内 に ブレ イク ポイ ント を 設定 する こと で 、 プ ログ ラム の 実行 過程 を 追う 
こと 、 実 行 中 の ある 場所 に お ける 記 層 領域 の ダン プ を と る こと 、 デ バッ 
ガ の 呼出 し を 行う こと な どの 処理 を 、 ハ ー ド ウェ ア の 助け を 借り ず に 行 
うこ と が で きる 。 ( 関 ) デ バッ グ 
プレ プリ ント [pre-print] 
コン ピュ ー タ の 出力 用 紙 に 、 あ ら か じ め 指 定 の 位置 に 出力 項目 名 を 印刷 
し て お く こ と 。 出力 時 に は デー タ の み を 印字 すれ ば よく 、 処 理 の 効率 が あ 
が る 。( 対 ) オ ー バ レイ プリ ント 
フロ ー チ ャ ー ト [flowchart ノ flowdiagram] 
問題 の 定義 、 分 析 ま た は 解法 の 図 的 表現 。 流れ図 と も いう 。 演 算 デ ー 
タ 、 流 れ 、 装 置 な ど を 表現 する た め の 流 れ 図 記号 を 用 いて 表し た 図表 。 
流れ 図 を 用 いる こと に よっ て 作業 や プロ グラ ム の 処理 の 流れ 、 使 用 す 

る 資源 が 正確 に 把握 で き 、 第 三 者 に も 正確 に 伝え る こと が 可能 と な る 。 

流れ 図 は 、 資 源 、 オ ペレ ーション 、 判 断 、 コ ネ ク タ な ど 、 一 定 の 形式 、 

順序 、 要 素 に し た が っ て 書く 。 な お 、 コ ー デ ィング は 、 通 常 、 流 れ 図 に 

基づい て 行わ れる 。 流 れ 図 を 作成 する と き に 用 いる 記号 群 (flowchart 

Symbol) は 、JIS が 定め て いる 。 代 表 的 な 流れ 図 に は 次 の よう な も の が 

ある 。 

(1) プログ ラム フロ ー チ ャ ー ト : コー ディ ング の 指針 を 与え る た め に プロ 
グラ ム の 処理 手順 を 概括 的 に 図式 化し た も の 。 

(2) シス テム フロ ー チ ャ ー ト : デー タ が 発生 し て か ら 処 理 を 行っ て 情報 を 
得る まで に 、 シ ステ ム 全 体 の デー タ の 流れ と 資源 を 図式 化し た も の 。 
シス テム に 関わ る 部 門 と 役割 、 フ ァイル の 作成 、 保 存 の 過程 と その 記 
録 媒 体 、 伝 票 や 報告 書 と の 関わ りな ど を 明確 に する 。 

(3) デ ー タ フロ ー チ ャ ー ト : デー タ を 処 理 し て 情報 を 得る まで に 必要 な 
デー タ の 流れ と その 処理 名 、 記 録 媒体 、 利 用 する ハー ド と 操作 な どの 
関係 を 明確 に する 。 

(4) プロ セス フロ ー チ ャ ー ト : 作業 工程 や 加工 工程 の 順序 を 、 流 れ 図 記 号 
を 用 いて 見 や すく し た 図表 。 

プロ グラ ミン グ [programming1] 
広義 に は 、 プ ログ ラム を 設計 し 、 書 き 、 テ スト し 、 運 用 で きる プロ グラ 
ム を 作る こと 。 プ ログ ラム 開発 に 同義 。 狭 義 に は 、 プ ログ ラム 言語 に よ 








り 、 プ ログ ラム を コー ディ ング する こと 。 
( 類 ) ブログ ラム 開発 、 コ ー デ ィング 
プロ グラ ム [pro 下 raml 
コン ピュ ー タ に 処理 させ る 作業 を 指令 する た め の 手 順 を プロ グラ ム 言 語 
に より 記述 し た 文 。 一 連 の 命令 や 文 の 集まり 。 そ の 内 容 や 処理 の 目的 に よ 
りさ ま ざ ま に 分 類 で きる 。 狭義 に は ユー ザ が プロ グラ ム 言 語 を 用 いて 記述 
する アプ リケーション プロ グラ ム を さす 。 広義 に は オペ レー ティ ング シス 
テム や ハー ドウ ェ ア 組 込み の シス テム プロ グラ ム を 含む お 。 
プロ グラ ム 開 発 [program development] 
広義 に は 、 シ ステ ム 開 発 工程 に お ける プロ グラ ム 設 計 か ら テ スト まで の 
広い 段階 。 狭 義 に は 、 プ ログ ラム 設計 の 仕様 書 に 基づい て 、 デ ー タ 構造 
と ブロ グラ ム の 制御 構造 を 決め 、 各 種 プ ログ ラム 言語 に より プロ グラ ム 
を 記述 し 、 デ バッ グ 、 コ ン パ イル 、 テ スト な ど を 経て 運用 可能 な プロ グラ 
ム を 作る 工程 。 プ ログ ラミ ング と も いう 。 プ ログ ラム 開発 の 効率 化 を の で oe 
し 、 デ バッ グ ツ ー ル 、CASE ツ ー ル な どの 開発 支援 ツー ル の 利用 も 進ん で 
いる 。 
プロ グラ ムカ ウン タ [program counter : PC] 
( 同 ) 命 令 ア ドレ スレ ジス タ 
プロ グラ ム 言 語 [programmin 互 langua 到 @1 
コン ピュ ー タ の プロ グラ ム を 作成 する た め に 用 いる 人 工 的 な 言語 。 プ ロ 
グラ ミン グ 言 語 と も いう 。 自然 言語 と 異な り 、 機 械 的 な 処理 の 対象 と する 
た め 、 解釈 に 依存 する 部 分 が な いよ うに 文 や 文法 (構文 や 意味 ) を 明確 に 定 
義 し て ある 。 機械 語 、Fortran、COBOL、ALGOL、BASIC、C を は じ 
め 、 そ の 数 は きわ め て 多く 、 さ ま ざ ま な 視点 で 分 類 で きる 。 








汎用 ブロ グラ ム 言 語 
計算 機 向き 言語 | 問題 失 向 
アセ ダラ 


語 





特殊 問題 向け 言 








プロ グラ ムジ ェ ネ レー タ [program generator] 
( 同 ) ジ ェ ネ レー タ 
プロ グラ ム 設 計 [program deSi 所 n] 
シス テム 設計 (内 部 設計 ) の 仕様 に 基づい て プロ グラ ム を 開発 する た め の 
設計 段階 。 プ ログ ラム 言語 、 機 能 別 の モジ ュー ル 分 割 、 プ ログ ラム 間 の イ 
ンタ フェ ー ス な ど を 定め 、 プ ログ ラム 仕様 書 と し て まとめ る 。 
プロ シー ジャ [procedure] ( 同 ) 手 続 さ 


プロ セス [process] 
① 処 理 の 単位 を 意味 する 用 語 。 計算 (Computing)、 ア セン ブル 、 コ ン バ パ 
イル 、 編 集 、 更 新 な どの 意味 を 広く 含む 。( 類 ) ジ ョ ブ 
@⑥ 利 用 者 の ジョ ブ や シス テム 管理 の 仕事 を コン ピュ ー タ 内 部 で 実行 する 実 
体 。 オペ レー ティ ング シス テム が ジョ ブ に 応じ て プロ セス を 生成 し 、 資 
源 を 割当 て 、 実 行 する 。( 類 ) タ スク 
⑨ ブ ログ ラム 実行 時 に 作成 され る 処理 の 単位 。 プロ セス の 中 か ら ま た 別 の 
プロ セス を 起動 する こと も で きる 。 こ の と き 、 起動 し た ほう の プロ セス 
を 親 プ ロ セ ス 、 起 動 さ れ た ほう の プロ セス を 子 プ ロ セ ス と いう 。 
( 類 ) ス ロッ ト 
プロ セス 制御 [process control] 
① オ ペレ ー テ ィング シス テム で は タス ク 制 御 と 同義 。 プ ロ セ ス の 生成 消 
滅 、 プ ロ セ ス 間 の シグ ナル の 発信 受信 等 の ブロ セス 制御 を 行う 機能 の 
(9 
@ 工 業 ブ プロ セス で 、 温 度 、 圧 力 、 流 量 な どの 物理 書 を リア ル タ イ ム で 制御 
する こと 。 セ ン サ な ど を 通じ 装置 を 監視 し 、 コ ンピュータ で シス テム を 
制御 する に は 高度 な 処理 能力 が 必要 。 
ブロ ッ キ ング [blocking] 
複数 の 論理 レコ ー ド を ひと つの 物理 レコ ー ド に まとめ る こと 。 ブロ ッ ク 
化 と も いう 。 ブ ロッ キン グ の 指示 は JCL( ジ ョ ブ 制 御 言語 ) で 行う た め 、 
ユー ザ プ ロ グラ ム の 中 で 特に 意識 する 必要 は な い 。 ブ ロッ キン グ の 目的 
は 、 次 の ら 点 で ある 。 




















ーーーー 0S の 息 理 ーー ^ (論理 レコ ー ド ) 
(1 ) 中 央 処理 装置 と 外部 記憶 装置 の 問 で ファ イル の 読み 書き を 行う 場合 、 
入出 力 回 数 を 減ら すこ と で 処理 時 間 を 短縮 する 。 
(2)IBG を 削減 し て 記憶 領域 を 有効 に 利用 する 。 
( 対 ) デ ブロ ッ キ ング 、( 参 ) 論 理 レコ ー ド 、 物 理 レ コー ド 
ブロ ッ ク [block ン physical records] 

一 般 に ひと か た まり の デー タ ま た は プロ グラ ム 。 

① 磁 気 記憶 媒体 に 情報 を 記憶 させ る 場合 、 読 み 出す 場合 の 、 転 送 単位 と な 
る 一 連 の 文字 や 語 の 集まり 。 1 物理 レコ ー ド と 同じ 。 ブ ロッ ク の 長 さ 
(文字 数 、 バ イト 数 な ど で 表 す ) を ブロ ッ ク 長 (block length : BL) と い 
う 。 文 字数 、 バ イト 数 な ど で 表 す 。 












1 フロ ッ ク SEDn 伯 の レコ ー ド 
フロ ッ ク (Rn 
( 類 ) 物 理 レ コー ド 、( 参 ) 論 理 レ コー ド 
@ 構 造 化 さ れ た プロ グラ ム 中 で ひと まとまり の 処理 を する 範囲 。 プ ログ ラ 


ム の 中 で 共通 の 名 前 (変数 名 な ど ) を 使用 で きる 範囲 。 サブ ルー チン や 副 。 






プロ グラ ム が 、 メ イン ルー チン や メイ ンプ ブロ グラ ム の 指定 し た 名 前 と は 別 に / 


の 名 前 を 利用 で きる と き 、 そ れ ぞ れ の 名 前 の 有効 範囲 が ブロ ッ ク で ある 。 

C で は 、 複 数 の 文 を | ] で 囲ん だ も の で 、 プ ログ ラム の 構成 要素 の ひ 
と つ 。 こ の ブロ ッ ク の 内 部 で 変数 の 宣言 や デー タ の 初期 化 を 行う こと が 
で きる 。 内 部 変数 の 有効 範囲 は この ブロ ッ ク 内 部 に な る 。 ブ ロッ ク は 入 
れ 子 に で きる 。 
ブロ ッ ク 化 [blockin 到 ] ( 同 ) ブ ロッ キン グ 
ブロ ッ ク 化 因数 [blocking factor] 

1 ブロ ッ ク (] 物 理 レ コー ド ) に まとめ た 論理 レコ ー ド の 数 。 ブ ロッ ク 化 
係数 と も いう 。 ブ ロッ ク 化 因数 は 、 磁 気 記憶 媒体 に 記録 で きる レコ ー ド 数 
を 決定 する 要素 で ある 。 ブ ロッ ク 化 因数 を 大 きく すれ ば 、 記憶 媒体 の 記録 
密度 の 向上 や 入出 力 時 間 の 短縮 が で きる が 、 内 部 記憶 装置 に 大 容量 の バッ 
ファ を 必要 と する た め 限 度 が ある 。 通常 、 ブ ロッ ク 化 因数 の 決定 は 両方 の 
か ね あい で 行う 。 
ブロ ッ ク 化 係数 [blocking factar] ( 同 ) ブ ロッ ク 化 因数 
ブロ ッ ク 間 隔 [interblock ap : IBG プ block 到 ap] 
磁気 テー プ に 記憶 させ た ブロ ッ ク と ブロ ッ ク の 間 に あ る 何 も 記録 し な い 
加速 定 速 一 減速 定 速 
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上 の 例 で は , 固定 長 レ コー ド と し , ブロ ッ ク 化 因数 は 4 で ある 


空き の 物理 的 な 長 さ 。IBG と も いう 。IBG は 、10mm か ら 15mm の 長 さ 
を も つつ 非 記録 面 で お わり 、 読出 し 、 書 込み の 際 の テー プ 走 行 で は 、 減 速 ・ 
停止 ・ 加 速 の 部 分 に 相当 する 。 定 速 に な る と ブロ ッ ク の 読出 し や 書込み を 
行う 。 ブ ロッ ク 化 因数 が 1 の 場合 、 特 に IRG( レ コー ド 間 隔 ) と いう 。 

( 同 )IRG、( 関 ) ブ ロッ ク 化 因数 

ブロ ッ ク 検 査 文字 [block check character : BCC] 
( 参 ) チ ェ ッ クコ ー ド 
プロ テク ト 【protect] 
シス テム の 保護 、 防 護 。 そ の 方 策 。 

(1) コ ピー プロテクト : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 等 の 記憶 媒体 か の ら の ソフ ト 
ウェ ア や デー タ の 無断 コピ ー を 防止 する た め に 媒体 に 行う 処理 。 ガ ー 
ド と も いう 。 こ れ を 破る こと を アン ロッ ク (unlock) と いう 。 

(2) ア クセ スプ ロ テ ク ト : 書き 換え て は な ら な い デ ー タ を 他 の ユー ザ 、 プ 
ログ ラム か ら の 更新 要求 か ら 保護 する こと 。 

(3) シー クレ ッ ト プ ロ テ ク ト : 機密 の デー タ を 不正 アク セス か ら 保 護 する 
こと 。 アク セス プロ テク ト の ほか デー タ の 暗号 化 な ど を 施す 。 こ れ を 
破る こと を ブレ ー ク (break) と いう 。 

(4) データ プロ テク ト : ハー ドウ ェ ア の 障害 か ら デ ー タ を 保護 する こと 。 
物理 ファ イル に 対す る 更新 の 履歴 を 記録 する ジャ ー ナ リン グ 
(journaling)、 物 理 的 に デー タ を 二 重 に 書き 込む ミラ ー リ ング 
(mirroring) な どの 方 法 が ある 。 

プロ ト タ イ ピン グ [prototypin ほ prototyping modell 
ソフトウェア 開発 に お いて ユー ザ の 要求 仕様 が 明らか に な っ た 段階 で 、 

ある 程度 の プロ グラ ム を 作成 し 、 ソ フト ウェ ア の 利用 イメ ー ジ を ユー ザ に 

与え 、 試用 し て も ら っ た 結果 か ら ヒ ュー マン イン タフ ェ ー ス 部 分 の 要求 仕 

様 を 固め る こと 。 ま た は その 目的 の た め に 作る ソフ トウ ェ ア 。 開発 初期 段 

階 で ユー ザ の 要求 仕様 が 固 ま れ ば 、 最 終 段階 に は いっ て か ら の 仕様 変更 に 

よる 再 設計 が 少な く な り 、 手 戻り の 工程 を 抑制 で きる 。 

フロ ント エン ド プ ロ セ ッ サ [front end processor : FEP] 
① 機 能 分 散 型 の シス テム (タン デム シス テム な ど ) で 、 主 処理 に 先だって 前 
処理 を 行う プロ セッ サ 。 FEP、 前 置 プ ロ セ ッ サ と も いう 。 特に 通信 回 線 
綱 と メイ ン 処 理 を 行う プロ セッ サ の 間 に 置 き 、 通 信 や 補助 記憶 装置 の 制 
御 な どの 前 処理 を 分 担 さ せる 。 通信 制御 装置 は 、 代 表 的 な FEP で ある 。 
( 対 ) バ ッ ク エ ンド プロ セッ サ 
⑧ 日 本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ の 略 。 
プロ ンプ ト [prompt プ command prompt] 
シス テム が オペ レー タ に コマ ンド や オペ ラン ド の 入力 を 受け 付け る 準備 























が で き て いる こと を 知ら せる 表示 。 一 般 に は 画面 に プロ ンプ トマ ー ク を 表 
示す る 。 ある い は カー ソル 記号 の 点滅 (ブリ ンク ) 等 に より 入力 待ち 状態 で 
ある こと を 知ら せる 。 
分 割 コ ン パ イラ [separate compiler] ( 参 ) コ ン パ イラ 
分 岐 [Dranch] ( 同 ) 飛 越し 
分 岐 命令 [branch instruction] ( 参 ) 基 本 制御 構造 
分 散 型 デー タベース シス テム [distributed database system] 
デー タ を 複数 の サー バ 上 に 置い て 、 全 体 と し て の デー タベース を 管理 する 
シス テム 。 分 散 し て いる デー タベース (DB) を ネッ トワ ー ク に より 結合 し 、 
あたかも ひと つの デー タベース で ある か の よう に アク セス で きる よう に す 
る 。 分 散 型 デー タベース は 機能 的 に 高度 で 複雑 で ある が 、 デ ー タ が 単 一 の コ 
ンピュータ に 集中 し な いた め 、 多 数 の ユー ザ が 同時 に 使っ て も 応答 時 間 の 低 
下 が 少 な いと いう 長所 が ある 。 デ ー タ の 配置 に は 次 の ら つ の 場合 が ある 。 
(1) デー タ を 分 割 し て 複数 の サー ババ に 配置 する 場合 
クラ イア ント (利用 者 ) 間 で 必要 と する デー タ に 偏り が ある 場合 、 そ れ ぞ 
れ 別 の サー バ 上 に あれ ば サー バ の 人 負 和 荷 分 散 が 可能 に な る 。 
(8) 同じ デー タ を 複数 の サー バ に 配置 する 場合 
サー バ の 一 台 に 障害 が 発生 し て も 、 他 の サー バ に 同一 データ が ある た め 
障害 の 影響 を 極小 化 で きる 。 さら に 、 サ ー 八 負荷 分 散 も 可能 で ある 。 
た だ し 、 デ ー タ の 同期 の 維持 、 デ ー タ の 更新 、 性 能 の 低下 防止 な どの 
た め の く 応 う や 余分 な リソー ス が 必要 と な る 。 
分 散 デ ー タ 処理 シス テム [distributed data proceSSin 互 SyStem] 
多数 の 端末 や サー 人 バ を 回 線 で 接続 し 、 互 い に デ ー タ 処理 の 役割 を 分 担 し 
な が ら デ ー タ 処理 を 行う シス テム 。 中 央 へ の 処理 負荷 の 一 極 集中 を 避け 、 
機能 を 分 散 し て 利用 現場 に 密着 し た 処理 を 行う 。 代 表 的 な も の に 、 分 散 型 
デー タベース 、 オ ン ラ イン トラン ザク ショ ン 処 理 、 電 子 メ ー ル 、 電 子 会 
議 、 グ ルー プ ウ ェ ア な ど が ある 。 次 の よう な モデ ル が ある 。 
( 1) 垂直 分 散 構成 (vertical distributed processing System) 
ホス トコ ンピュータ に 接続 し た 複数 の サブ ホス トコ ンピュータ 、 さ 
ら に その 下位 に 接続 し た 多数 の 端末 の 間 で 、 業 務 を 分 散 し て 処理 する 
方 式 。 例え ば 、 地 域 に 分 散 する 多く の 事業 所 、 事 業 所 を まとめ る 地方 
支店 、 そ れ を 統括 する 本 店 で 構成 する 業種 、 業 務 で は 、 各 部 署 の 業務 
は 連携 し て いる と 同時 に 、 独 自 の 処理 が 必要 で ある 。 こ の 場合 、 業 務 
の 構成 と コンピ ュー タ の 構成 を 重ね る こと で 分 散 処理 が 可能 で ある 
が 、 そ の 構成 は 、 組 織 と 同様 の 垂直 的 な 構成 に な る 。 
(5) 水平 分 散 構成 (horizontal distributed processing System) 
同 規模 の コン ピュ ー タ を 多数 並べ 、 そ れ ぞ れ 得 意 と する 機能 を 分 担 し 








て 処理 する 分 散 処 理 方 式 。 コ ンピュータ 間 に 基 本 的 に 上 下関 係 は な 
く 、 そ れ ぞ れ 対 等 で ある 。 代 表 的 な シス テム に クラ イア ント サー バシ 
ステ ム が ある 。 
(3) ピア ツー ピア モデ ル (peer to peer) 
IBM 社 が 最初 に 提唱 し た 、 ま っ た く 上 下関 係 の な い 分 散 処 理 シ ステ 
ム の モデ ル 。 ピ ア は 対等 な 相手 の 意 。 すべ て の コン ピュ ー タ が 対等 な 
地位 に ある 。 専 用 の サー バ を 置か な い パ ソコ ン LAN の 形態 を と っ た ピ 
アツ ー ビ ピア モデ ル の ネッ トワ ー ク 08S も ある 。 
文法 [grammar] 
プロ グラ ム 言 語 で 、 機 械 語 へ の 翻訳 を 可能 に する た め に 表現 、 構 文 、 構 
造 、 意 味 等 を 明確 化し た 規定 。 各 言語 に より その 規則 は 異な る 。 
ss ョ 。 文法 エラ ー[syntax error] ( 同 ) シ ンタ ックス エラ ー 
へ | 分 類 [sort/sorting] ( 同 ) ソ ー ト 
分 類 コ ー ド [classification code] 
コー ド 化 の 対象 デー タ を 、 大 分 類 、 中 分 類 、 小 分 類 な どの 階層 構造 に 分 
類 し 、 コ ー ド の 各 桁 に 対応 させ 、 各 分 類 内 で 一 連 番 号 を 付け た コー ド の こ 
と 。 デ ー タ が 多く な り 、 階 層 構 造 が 深く な る と 桁 数 も 多く な る 。 産業 分 類 
コー ド 、 職 業 分 類 コ ー ド 、 勘 定 科 目 コ ー ド な ど が ある 。 グ ルー プ 分 類 コ ー 
ド 、 桁 別 コ ー ド と も いう 。( 例 ) グ ルー プ 分 類 コ ー ド 
分 類 併合 プロ グラ ム [sort-merge program] 
ユー ティ リティ プロ グラ ム の ひと つ で 、 ソ ー ト (の 類 ) と マー ジ ( 併 合 ) の 機 
能 を も つ プ ログ ラム 。 こ れ ら の 処理 は 、 サ ービス プロ グラ ム と し て 提供 され 
る ソー トブ プロ グラ ム や マー ジブ ログ ラム を 使用 し て 行う 。 入 出力 ファ イル と 
キー 項目 の 簡単 な パラ メタ 定義 を する だ け で よい 。 ( 関 ) ソ ー ト 、 マ ー ジ 


人 PE 
平均 故障 間隔 [mean time between failures : MTBF1 

( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
平均 故障 継続 時 間 [mean time to repair : MTTH1] 

( 参 ^ 信 頼 性 評価 た 度 
平均 修理 時 間 [mean time to repair : MTTR] ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
併合 [merge ン file merge] ( 同 ) マ ー ジ 
平衡 木 [balanced tree] 

ら 分 探索 木 の ひ と つ 。 左右 に 分 か れる 枝 の 先 の 頂点 数 が ほぼ 等 し いよ う 
な 形 の 木 構造 。 は じ め は バラ ンス の と れ た ら 分 探索 木 で あっ て も 、 デ ー タ 








の 挿入 や 削除 が 重なる うち に 一 方 に 偏る こと が 避け られ な い 。 探 索 の 効率 
を 考え る と 、 右 側 と 左側 の デー タ 件 数 が ほぼ 等 し い の が 理想 的 で 、 極 端 に 
偏っ た 場合 は 平衡 木 に 作り 直す こと を 行う 。 な お 常に 左右 に 2 本 の 枝 の 出 
る 木 を 完全 2 分 木 と いう 。 代表 的 な 平衡 木 に AVL 木 が ある 。 


平衡 木 完全 2 分 木 (理想 の 平衡 木 ) AVL 木 
並行 処理 [concurrent proceSSin 巨 Overlap proceSSin 互 ] 
( 同 ) コ ンカ レン ト 処 理 、( 参 ) マ ル チ プ ログ ラミ ング 
並行 テス ト [parallel test] 
既存 シス テム と 新 シ ステ ム を 同時 に 同 デー タ で 並行 的 に 運用 し て 、 新 て ee 
ステ ム の 機能 、 性 能 を 検査 する こと 。 導 入 後 テス ト 、 運 用 テス ト と も い 
う 。 実 デー タ を も と に 処理 結果 が 一 致す る か 、 障 害 が 発生 し な いか 、 テ ス 
ト で 見 逃し た バグ が な いか な ど を 検査 する 。 新 旧 の シス テム の 性 能 比較 、 
運用 効果 の 計測 な ども 可能 で ある 。 
ペー ジャ 【pager] 
Web サ ー バ の ペー ジ を 作成 する 支援 ツー ル 。 Web サ ー バ の 各 ペ ー ジ ( 最 
上 位 の ペー ジ を ホー ムペ ー ジ と 呼ぶ ) は 、HTML で 作成 する 。 HTML は テ 
キス ト ベ ー ス の 言語 で あり 、 そ れ を 見 た だ だ け で は ペー ジ の イメ ー ジ は つか 
みにくい 。 そ の た め 、 ペ ー ジ の イメ ー ジ か ら HTML を 生成 する ペー ジャ 機 
能 が 開発 され た 。 現在 で は 、 ワ ー プ ロロ 文書 、 プレゼ ン テ ー シ ョ ン デ ー タ 、 
表 計 算 デ ー タ な どか ら 、 そ の イメ ー ジ を ペー ジ と する HTML 生 成 機能 が そ 
れ ぞ れ の 作成 ツー ル に 存在 する 。 
ベー ス ア ドレ ス 【[base address] 
コン ピュ ー タ プロ グラ ム の 実行 中 、 ア ドレ ス 計 算 に お いて 基準 と し て 用 
いる 数 値 。 基底 アド レス 、 基 準 ア ドレ ス と も いう 。 ベ ー ス アド レス の 値 は 
通常 、 ベ バー スレ ジス タ が 保持 し て いる 。 
プロ グラ ム が 主 記憶 装置 の どの 番地 に 格納 され る か 不明 な た め 、 プ ロ 
グラ ミン グ 時 に は 最初 の 番地 を 0 と し て 作成 する 。 実行 時 に は 、 そ の プ 
ログ ラム を 割り 当て た 主 記憶 領域 の 先頭 の 番地 が ベー ス ア ドレ スレ ジス 
夕 に 記憶 され 、 こ れ に アド レス 部 の 変位 を 加算 し た も の を 実効 アド レス 
と する 。 
ベー タ 版 [beta version プ 万 version] 
完成 直前 の ソフ トウ ェ ア で 、 販売 前 の 最終 テス ト の 目的 で 多数 の ユー 








ザ に 供する バー ジョ ン 。 開発 中 の ソフ トウ ェ ア で 、 社 内 テス ト 用 の アル 
ファ バー ジョ ン に 対比 する 語 。 多 様 な 環境 や 局面 で 使用 し て も ら う こと 
で 、 未 発見 の バグ や 機能 不備 の 情報 を 集め る 。 製 品 版 の 宣伝 を 兼ね て 、 
パソ コン 雑誌 の 付録 CD-RDM や パソ コン 通信 で 配布 する こと も ある が 、 
ユー ザ サ ポー ト の 対象 外 製品 で ある 。 
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ストー 2 て 
ルド テス ト / 去 UL ド テ スト 
ヘッ ダラ ベル [header label] ( 関 ) ラ ベル 

デー タ や レコ ー ド の 前 に 付加 し た 情報 (区 切り や 属性 な ど )。 外 部 記憶 媒 
体 上 の 、 フ ァイル の 先頭 に 付け た ヘッ ダ の こと 。 

( 参 ) ラ ベル 
ヘル ツ 【[Hertz : Hz] 

周波 数 、 振 動 数 の 単位 。 記号 は Hz。 1 秒間 に 1 回 振動 する 振動 数 (周波 
数 ) が 1Hz で ある 。 電 気 通信 の 搬送 波 や マイ クロ プロ セッ サ が 動作 する ク 
ロッ ク 周 波数 の 表示 に 用 いる 。 交 流 の 周波 数 に は サイ クル (cs) と いう 単 
位 も 慣用 で 使う 場合 が ある が 、 国 際 単位 と し て は この ヘル ツ を 使用 する 。 
ドイ ツ の 物理 学者 G.L.Hertz の 名 前 に ちな ん だ も の 。 

ヘル プ 機 能 [help facility] 

コン ピュ ー タ シス テム の 操作 性 を 高め る た め に 、 シ ステ ム の 操作 法 ・ エ 
ラー 対処 法 な どの サポ ー ト 用 ドキ ュ メ ント や ガイ ダン ス を 、 ユ ー ザ の 求め 
に 応じ て 画面 に 出力 する 機能 。 ユー ザ は マニ ュ ア ル を 調べ る 手間 が 省け 、 
仕事 の 能率 を 上 げ る こと が で きる 。 

Windows の シス テム や アプ リケーション で は 、 ヘ ルプ の メニ ュー や ア 
イコ ン を クリ ッ ク す る と 、 シ ステ ム の 知識 や 操作 法 を 教え る [目次 ]、 
[キー ワー ド ] な どの 選択 肢 が 与え られ る 。 ま た 、 ヘ ルプ メッ セー ジ を 吹き 
出し 図形 の 内 部 に 表示 する も の を 特に バル ー ン (balloon) ヘ ルプ 、 チ ッ プ 
(chip) ヘ ルプ な ど と いう 。 

変数 [variable] 

高 水準 言語 の プロ グラ ム で 使用 で きる 基本 的 な 単位 。 記憶 場所 に 対応 す 
る 識別 子 で 、 規 格 内 の 任意 の 値 を も ち う る 可変 因子 で ある 。 固 有 の 名 前 
(変数 名 ) に よっ て 識別 し 、 型 に よっ て 文字 、 数 値 、 論 理 値 な どの 種類 が 決 
まる 。 そ れ ぞ れ を 文字 列 変数 、 数 値 変数 、 論 理 変数 と いう 。 

変数 に は プロ グラ ム 中 の 文 、 命 令 で 値 を 与え 、 ま た 値 を 引用 する こと も 
で きる 。 引用 や 参照 が で きる 範囲 に より 、 大 域 変数 、 局 所 変数 に 分 か れ 


る 。 ま た 、 プ ログ ラム 中 で 変数 の 役割 に より 、 制 御 変数 、 添字 、 引 数 、 パ 
ラメ タ 、 フ ラグ カウ ンタ な ど と 呼ば れる こと が ある 。 
ベン チマ ー ク テス ト [benchmark test] 

異な っ た コン ピュ ー タ シス テム の ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア の 処理 
能力 を 比較 、 評 価 す る た め に 行う 試験 。 シ ステ ム の 処理 能力 に 対す る 
ユー ザ の 要求 が 異な る た め 、 容 観 的 な 尺度 は 存在 し な い 。 通 常 い くつ か 
の 課題 が 決っ て お り 、 最 も ポピュラー か な 機種 を 基準 に し て 、 要 求 を 意識 
し た 各種 の テス ト 用 プロ グラ ム の 処理 に 要 し た 時 間 な ど で 能 力 を 比較 す 
る 。 


ホ 


ポイ ンタ [pointer] 
他 の デー タ を 参照 する た め の デ ー タ 。 
① 他 の デー タ の 存在 場所 を 示す アド レス 。 アド レス ポイ ンタ と も いう 。 ま 
た は 、 こ れ を 保持 する アド レス 部 や レジ スタ 、 オ ブ ジ ェクト 。 
( 参 ) ス タッ ク 
デー タベース な ど で 使 用 する 技法 。 レ コー ド と レコ ー ド の 結び 付き を 表 
す 印 。 レ コー ド の 特定 の 項目 の うち 、 次 の レコ ー ド の 記憶 位置 を 示す 。 
ポイ ンタ に よっ て レコ ー ド 間 の 親子 関係 を 結ん で いる 。 
③ リ スト 処理 向け 言語 LISP で は 、 記 憶 部 分 を 連続 し た も の と みな さ ず 、 
小さ な 記憶 単位 で ある リス ト 片 と し て と ら え 、 各 リス ト 片 を 結び 付け る 
た め に ポイ ンタ と いう 継手 を 使う 。 ポ イン タ に は 、 次 の デー タ を 記憶 し 
て いる アド レス を 記憶 し て いる 。 ポイ ンタ に よっ て 結び 付け る こと に よ 
り 、 単 純 に 一 列 に な ら べ た り 、 木 構造 の よう に つない だ り 、 網 目 状 に つ 
な ぐ こ と が で き る 。( 参 ) リ スト 処理 
《④C で は 、 他 の オブ ジェ クト の アド レス を 保持 し て いる オブ ジェ クト の こ 
と 。 アド レス は 、 タ ー ゲ ッ ト マ シン の アド レッ シン グ に 依存 する が 、 ポ 
イン タタ を 使用 する こと に よっ て 機種 に 依存 し た 記述 を し な く て すむ お 。 ポ 
イン タ の さす オブ ジェ クト は どの よう な 型 で も 構わ な い が 、 ポ イン タ 自 
身 は ポイ ンタ 型 と な る 。 
ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス [pointin 到 device] 
ディ スプ レイ 画面 上 の 位置 座標 を 入力 する デバ イス 。 例え ば 、 マ ウス 、 
ライ トペ ン 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 ト ラッ クボ ー ル 、 タ ッ チ スク リー ン 。 
報告 書 設計 [report design] 
人 間 の 読め る 形式 に 、 デ ー タ を ファ イル か ら 出 力 媒体 に 変換 する 際 の 事 


項 を 設計 する 工程 。 出力 項目 と 媒体 を 決定 する 。 報告 書 の 利用 目的 、 印 字 
装置 の 制約 な ど を 考え 、 用 紙 サ イズ 、 レ イア ウト 、 プ レプ リン ト の 有無 、 
フォ ント な ど を く 点 うす る 。 
ホー ム ア ド レス [home address] ( 参 ) シ ノニ ム 
ホー ムペ ー ジ [home page] 
イン ター ネッ ト の WWW サ イト に 接続 し た と き に 最初 に 表示 され る 画 
面 。 運営 する 主体 が 提供 する ガイ ダン スペ ー ジ が 多く 、 続 け て 利用 で きる 
ペー ジ の 概要 や 目次 、 索 引 な ど を 記載 する 。 ホー ムペ ー ジ か ら 表 示さ れる 
画面 は 単に ペー ジ と 呼 点 (厳密 に 区 別 し な いで 、 す べ て の ペー ジ を ホー ム 
ペー ジ と 呼 誠 傾向 に ある )。 ペー ジ を 順序 よく 選択 する こと で 、 別 の 数 多 
く の ペ ー ジ に アク セス で きる 。 ペ ー ジ は 文字 だ け で は な く 画 像 や 音声 を 扱 
うこ と が で きる 。 現在 は より 対話 的 な 内 容 に する た め CGI や Java の アプ 
レッ ト の よう な 技術 に よっ て 拡張 が な され て いる 。 
ホー ム デ ィ レ クト リ [home directory] 
ユー ザ が 自分 の ファ イル を 置け る 最上 位 の ディ レク トリ 。 シ ング ル ユ ー 
ザ の シス テム で は ルー トディ レク トリ で あり 、 マ ル チ ユ ー ザ の シス テム で 
は 、 各 ユー ザ に 割り 当て られ た サブ ディ レク トリ に な る 。( 類 ) ル ー ト ディ 
レク トリ 
ホー ムレ コー ド [home record] ( 参 ) シ ノニ ム 
保守 [maintenance] 
① 広 義 に は 、 開 発し た シス テム の 最終 工程 の 作業 全般 。 
⑧@ 狭 義 に は 、 ユ ー ザ に よる 運用 中 の プロ グラ ム の 欠陥 を 修復 する 作業 全般 
を さす 。 通常 は 運用 中 の シス テム の トラ ブル を 抑制 、 回 避 す る 作業 。 保 
全 と いう こと も ある 。 
保守 体制 [field support system] 
保守 作業 を 行い シス テム を 修理 、 維 持 す る た め の 組 織 や 方 法 。 保 守 技術 
者 を 専任 制 に し た り 、 ト ラブ ル の 警告 機能 を 設け た り 、 故 障 診断 ブロ グラ 
ム を 開発 する な ど 保 守 技 術 の 改善 を 図る こと 。 
保守 性 [serviceability プ maintainability] 
① コ ンピュータ シス テム の 総合 的 な 信頼 性 を 評価 する 際 の 基準 と な る 
RAS の 要素 の ひと つ 。 シ ステ ム が 故障 し た と き の 修 理 の し や すさ の こ 
と 。 平均 修理 時 間 (MTTR) な どの 具体 的 数 値 を 用 いて 評価 する こと が で 
き 、 短 い 時 間 で ある ほど 保守 性 の よい シス テム と いえ る 。 
( 関 )RAS、 予 防 保全 
ソフ トウ ェ ア 品 質 の 目 や す の ひと つ で 、(1) テ スト が し や すい こと 、 
(2) プ ログ ラム の 構造 や 記述 が わか りや すい こと 、(③) 更 新 や 拡張 が し 
や すい こと な ど を さす 。( 関 ) ソ フト ウェ ア 品 





補助 記憶 装置 [auxiliary storage] 
主 記憶 装置 の 記憶 容量 の 不足 と 揮発 性 に よる デー タ の 消失 を 補う 大 容量 
の 記憶 装置 。 中 央 処理 装置 が 直接 に アク セス は で き な い 、。 補助 記憶 装置 の 
プロ グラ ム や デー タ は いっ つた ん 主 記憶 に ロー ド し て か ら 使 用 する か 、 入 出力 
チャ ネル を 介し て アク セス する 。 汎用 コン ピュ ー タ で は 、 磁 気 テ ー プ 記憶 装 
置 、 磁 気 ディ スク 記憶 装置 な ど 。 パソ コン シス テム で は 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク 装 置 や ハー ド デ ィ スク 装置 な ど 。 主 記憶 装置 に 比べ 処理 速度 は 高速 で は な 
い が 、 大 容量 で あり 、 差 し 当たっ て 必要 で な い デ ー タ や プロ グラ ム を 記憶 す 
る 。 二 次 記憶 装置 (secondary storage)、 外 部 記憶 装置 と も いう 。 
ホス トコ ンピュータ [host computer] 
オン ライ ン シ ス テム な ど 複 数 の コン ピュ ー タ で 構成 し た シス テム の 中 で 
全体 の 処理 の 中 核 と な る コン ピュ ー タ 。 セン タコ ンピュータ 、 あ る い は 単 
に ホス ト と も いう 。 一 般 的 に は 大 型 の 汎用 コン ピュ ー タ で 、 大 容量 の ファ 
イル 装置 や 高速 プリ ンタ を 接続 し 、 ネ ットワーク で 結ば れ た 他 の コン 
ピュ ー タ に 対し 種々 の サー ビス を 提供 する 。 いっ ぽう 、 通 信 回 線 を 利用 し 
て ホス トコ ンピュータ に 外部 か ら デ ー タ を 入出 力 す る 装置 を 端末 と いう 。 
クラ イア ント サー バ モ デ ル で は 、 ネ ットワーク 上 の コン ピュ ー タ を すべ 
て ホス ト と 呼ぶ こと が ある 。 
ポス トモ ー テ ムダ ンプ [postmortem dump1 
プロ グラ ム の テス トラ ン の 最 中 に 、 プ ログ ラム が 異常 終了 し た 時 点 で メ 
モリ の 内 容 や 変数 の 値 を 出力 する こと 。( 関 ) ダ ンプ 
保全 [maintenance] ( 類 ) 保 守 
保全 性 [integrity プ maintainability] ( 類 ) 完 全 性 、 保 守 性 
保存 [save] ( 同 ) セ ー ブ 
ホッ トス タン バイ 方 式 [hot stand-by system] 
障害 発生 か ら 復旧 まで の 時 間 を 短縮 する 技法 。 デ ュ プ レッ クス 構成 シス 
テム を 使い 、 主 系 コン ピュ ー タ に 障害 が 発生 し た と き 、 直 ち に 待機 系 コン 
ピュ ー タ が 対応 で きる よう に する こと 。 ( 対 ) コ ー ル ドス タン バイ 方 式 
ポッ プア ッ プ [pop up1 
スタ ッ ク が 記憶 し て いる デー タ を 取り 出す こと 。 単 に ポッ プ ( 呪 ね 上 げ ) 
と も いう 。( 参 ) ス タッ ク 
ポッ プア ッ プ メニ ュー[pop up menu] 
サブ メニ ュー 表示 の 一 形式 。 画面 の 下部 に 表示 し た メイ ン メ ニュ ー か ら 
主 処 理 を 選択 し た 後 、 そ の 項目 の 上 に 重なる よう に 表示 する メニ ュー。 
( 対 ) プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー 
ポト ム ア ッ プ テ ス ト [bottom up test] 
トッ プ ダ ウン テス ト と は 逆 に 、 階 層 構 造 化し た モジ ュー ル の 、 最 下位 レ 








ベル か ら テ スト を 始め 、 順 次 上 位 の モジ ュー ル と 結合 し て テス ト す る 方 
法 。 下位 モジ ュー ル を テス ト す る 場合 、 そ の 上 位 レ ベル の モジ ュー ル が 未 
完成 で め る と き は 、 ド ライ バ と 呼ぶ テス ト 用 プロ グラ ム を 使用 する 。 
ポ ボド トム アッ ププ ログ ラミ ング [bottom up programmin 互 ] 
トッ プ ダ ウン プロ グラ ミン グ と は 逆 に 、 最 初 に 小 規模 な モジ ュー ル を 考 
えて 、 こ れ ら を 組み 合わ せ 次 第 に 大 き な 手 順 と し 、 最 後に 全体 を 構成 す 
る 方 式 。 た だ し 、 こ れ は トッ プ ダ ウン プロ グラ ミン グ に 対比 する 概念 で 
あっ て 、 実際 の プロ グラ ミン グ を ボトム アッ プ 方 式 で 行う こと は ほとん ど 
な い 。 
ポト ルネ ッ ク [bottle neck] 
① コ ンピュータ シス テム 全体 の 資源 の 中 で 最も 負荷 の 高い 資源 。 洪 路 と も 
いう 。 シ ステ ム 全 体 の 処理 効率 を 考え る と き 、 他 の 資源 に 遊び 時 間 が 生 
じ る た め 、 こ の 部 分 を 緩和 で きれ ば 全体 の 効率 が あげ られ る 。 び ん の 狭 
い 口 の 部 分 が 中 身 の 自 由 な 出入 り を 妨げ る こと か ら 、 流 れ の 妨げ と な る 
部 分 を さす 。 
シス テム 開発 等 の 際 に 、 そ の 開発 の 妨げ と な る 事象 。 
ボリ ュー ム [volume] 
磁気 テー プ や 磁気 ディ スク な ど 、 フ ァイル を 格納 する 媒体 を 管理 する 単 
位 。 ボリ ュー ム に は ボリ ュー ム 名 を 付け 、 入 出力 媒体 を 特定 する た め に 使 
用 する 。 ボリ ュー ム の 容量 と 収録 する ファ イル の 容量 、 本 数 の 関係 か ら 、 
表 の よう な 呼び 方 を する 。 


単 シン グル ファ イル ボリ ュー ム マル チ フ ァイル ボリ ュー ム 
複数 | マル チボリ ュー ム フ ァ イル | マル チボリ ュー ム マ ル チ フ ァイル 
ポリ ュー ムラ ベル [volume label] ( 参 ) ラ ベル 
ホワ イト ボッ クス テス ト [white box test] 
プロ グラ ム の テス ト 法 の ひと つ 。 テ スト デー タ を 選定 ・ 作 成す る 際 に 、 プ 
ログ ラム の 内 部 構造 ・ 制 御 の 流れ に 基づい て 、 す べ て の モジ ュー ル 、 ル ー チ 
ン 、 文 を 実行 で きる よう に 選ぶ 方 式 。 つ まり プロ グラ ム の すべ て の 局面 を 綱 
維 的 に テス ト す る ね らい を も っ て いる 。 構造 テス ト 法 と も いう 。 モジ ュー ル 
テス ト ( 単 体 テ スト ) の 段階 で 行う こと が 多い 。 以下 の よう な テス ト が ある 。 








【 デ ー タ の 作成 手法 】 
・ 命令 網 雇 : すべ て の 命令 を 少な く と も 1 回 は 実行 する よう に 、 テ ス 
ト ケ ー ス を 設計 。 


* 判定 条件 網羅 : 命令 網羅 を 含み 、 か つ 、 判 定 結 果 が 、 真 また は 偽 に 
な る すべ て の ケー ス を 綱紀 。 


< 複数 条件 網羅 : ブロ グラ ム 中 の 条件 付き 分 岐 命令 が 判定 する すべ て 
の 組合 せ を 網羅 し た テス ト ケ ー ス の 設計 。 
翻訳 プロ グラ ム [translator] 
① 翻 訳す る 計算 機 プ ログ ラム の 総称 。 
翻訳 する と いう 表現 重 訳 前 の 言語 の 例 


アセ ンプ ブラ | アセ ン ブ フラ の 言 画 | 4 ソフ 計 司 だ けが 
-GogoL 。 | 記 2 ロ グラ ム 


( 類 ) 言 語 処 理 プ ログ ラム 
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マー クア ッ プ 言語 [markup language] 
文書 の テキ スト 属性 (文字 サイ ズ 、 字 体 、 文 字 修飾 位置 な ど )、 体 裁 
(余白 、 タ イト ル 、 目次 、 見 出し 、 本 文 、 参 照 関係 、 図 表 、 索 引 な ど )、 他 
の 文書 や デー タ の 動 的 な 挿入 (/\ イ パー テキ スト )、 修 正 箇所 の 版 管理 な ど 
を 論理 的 に 定義 で きる 言語 。 こ れ ら の 定義 は く > で 囲ん だ タグ を 使っ て 
定義 する 。 代 表 的 な マー クア ッ プ 言語 と し て HTML、SGML、XML が あ 
る 。 こ れ ら に よっ て 、 大 量 の マル チ メ デ ィ ア 文書 の 提供 や 交換 が 容易 に な 
る 。 マ ー ク アッ プ 言 語 で 書か れ た 文書 を 定義 の 通り 表示 、 印 刷 、 検 索 で き 
る プロ グラ ム を ブラ ウザ と 呼ぶ 。( 関 ) タ グ 、 ハ イ パ ー テ キス ト 、HTML、 
SGML、XML 
マー ジ [merge] 
ソー ト さ れ た ら 本 以上 の 列 ( デ ー タ 、 レ コー ド 、 フ ァイル ) を 合わ せ て 
] 本 の ソー ト さ れ た 列 に する こと 。 併合 と も いう 。 
(1) 一 定 の 順序 で 分 類 し て ある (ソー ト ず み の ) 二 つ 以 上 の ファ イル を 、 ひ と 
つの ファ イル に 同じ ルー ル で まとめ る こと 。 フ ァイル の マー ジ と いう 。 
(82) 別々 に 開発 し た 二 つ 以 上 の プロ グラ ム を 全体 と し て ひと つの プロ グラ 
ム に まとめ る こと 。 プ ログ ラム の マー ジ と いう 。 
マー ジ ソ ー ト [merge sort] 
マー ジ の 技法 を 応用 し て 行う ソー ト の アル ゴリ ズム 。 外 部 ソー ト に 使わ 
れる こと が 多い 。 基 本 的 な 考え は 、 ソ ー ト の すん だ 複数 の 列 の 一 端 か ら 1 
件 ずつ デー タ を 取り 出し 比較 し 、 最 も 小さ い デ ー タ を 別に 用 意 し た 列 に 移 
す 。 記録 し た デー タ が あっ た 列 の 一 端 か ら 次 の デー タ を 取り 出し 、 再 び 複 
数 の デー タ を 比較 し 、 最 も 小 べ さい デー タ を 別 の 列 の 次 に 移す 。 こ れ を 繰り 
返し て いけ ば 、 別 の 列 に 全 デ ー タ の ソー ト が 完了 する 。 
実際 に は 、 外 部 記憶 装置 と の デー タ の 読み 書き の 効率 や ファ イル の 終わ 
り を 判断 する 機能 を 改良 し て 、 各 種 の アル ゴリ ズム が 開発 され て いる 。 
平均 計算 量 は 、n 件 の デー タ つ いて nlog2n に 比例 、 最 悪 の 計算 量 は n の 
ら 乗 に 比例 する が 、 実 用 上 よい 
マイ クロ [micro] 
10-6(100 万 分 の 1 ) を 表す 補助 単位 。 マ イク ロ 秒 は 100 万 分 の 1 秒 。 
マク ロア セン ブラ [macra assembler] 
プロ グラ ム 上 で よく 使う 一 連 の 処理 (命令 群 ) を 、 ま と め て ひと つの 命令 
と し て 定義 し 、 ほ か の 命令 と 同様 に 使え る よう な 機能 を 追加 し た アセ ン ブ 
ラ 。 一 連 の 処理 を まとめ た 命令 を マク ロ 命 令 と いい 、 こ の よう な 言語 を マ 
クロ アセ ン ブ ラ 言語 と いう 。 ア セン ブル の 際 に は 、 マ クロ 命令 は 機械 語 の 


命令 群 を 組込み 、 一 般 の 命令 同様 に 機械 語 コ ー ド に 変換 する 。 
( 関 ) ア セン ブラ 
マク ロ 言 語 [macro language] 
マク ロ 機 能 の 強化 、 ア プリ ケー ショ ン 記 述 と の 統一 化 を 図っ た マク ロ 命 
令 の 記述 用 言語 。 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム の 自動 運転 の プロ グラ ム だ 
け で な く 、 条 件 分 岐 な ど を 含ん だ 複雑 な プロ グラ ミン グ も 可能 で ある 。 マ 
イク ロ ソ フト 社 の Visual Basic Programming System Applications 
Edition、 ア ッ プ ル 社 の AppleScript な ど は 、 自 社 の アプ リケーション 間 
で 共通 に 使用 で きる マク ロ 機 能 を 提供 し て いる 。 
マク ロロ 命令 [macro instruction] 
ソー スプ ログ ラム を 簡単 に 書く た め に 、 複 数 の 命令 で 構成 する 処理 を 1 
命令 (パラ メタ 指定 を 含ん で も よい ) で 置き 換え た 命令 。 
① ソ ー ス プロ グラ ム の 中 で 、 特 別 な 意味 を も つ 命 令 で 一 連 の 機械 語 命令 と 
等 価 な 命令 。 ア セン ブラ の マク ロロ 命令 が これ に 相当 する 。 
( 関 ) マ クロ アセ ン ブ ラ 
@ 原 始 言語 で 記述 され た 命令 の 中 で 、 あ ら か じ め 同 じ 原 始 言語 で 定義 し た 
一 連 の 命令 に 置き 換え る 命令 。 一 連 の 処理 を 定義 むせ する こと を マク ロロ 定義 
と いい 、 マ クロ 定義 し た ルー チン を 翻訳 前 に 挿入 する こと を マク ロ 展 開 
と いう 。( 参 ) プ リプ ロ セ ッ サ 、 プ リコ ン パ イラ 
⑧③ 表 計算 ソフ ト や デー タベース 言語 な ど で 、 あ ら か じ め 処 理 手順 や 処理 対 
象 フ ァイル を 登録 し て お き 、 起動 時 の 一 連 の 操作 に 代え る 指令 。 
( 参 ) 表 計算 ソフ ト 
マス ク [mask] 
隠す こと 。 例 えば 、 数 字 を 表現 する 文字 コー ド か ら 数 値 を 取り 出す た め 
に 、 上 位 4 オ ビッ ト を 除去 する 必要 が ある 場合 、 ビ ッ ト 列 か ら 不 必要 な 部 分 
を 削除 する た め の ビ ッ ト パ ター ン を マス ク と いう 。 削除 の 結果 は 、 原 デー 
タタ と マス ク の 論理 積 (AND) 演 算 で 得 ら れる 。 
マス タ 索 引 [master index] ( 関 ) 索 引 順次 編成 
マス タフ ァイル [master file] 
比較 的 長期 間 に わ た っ て 保存 し 、 し ば し ば 参照 する ファ イル で 、 更 新 し 
な が ら 継 続 的 に 使用 する ファ イル 。 台帳 と し て 使わ れる ファ イル に 相当 す 
る 。 基 本 ファ イル 、 永 ス フ ァ イル 、 保 存 フ ァイル と も 呼ぶ 。 こ れ に 対し 
デー タ 発 生 の つど 作る ファ イル を トラ ン ザ クシ ョ ン フ ァイル 、 発 生 フ ァ イ 
ル 、 一 時 ファ イル な ど と いう 。 ( 対 ) トラ ン ザ クシ ョ ン フ ァイル 
待ち 時 間 [latency プ waiting time プ delay] 
ある 動作 の 要求 が めった 瞬間 か ら そ の 動作 を 開始 する 瞬間 まで の 時 間 。 
① 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に 対す る 読み 書き の 要求 を し た と き 、 ア クセ ス ア ー ム 





を 所 定 の 場所 に 位置 づけ (位置 決め 時 間 )、 特 定 の デー タ の 記録 場所 が 回 
転 し て きた 後 ( 回 転 待ち 時 間 ) 読 み 書き が 始ま る 。 読み 書き が 始ま る まで 
の 時 間 を 待ち 時 間 と いう 。 
⑧ ス プー リン グ を 行う シス テム で 、 ジ ョ ブ を 投入 し て か ら 実 行 す る まで の 
時 間 。 
オン ライ ン シ ス テム で 、 ト ラン ザク ショ ン の 要求 を し て か ら 応 答 が 返っ 
て くる まで の 時 間 。( 参 ) 応 答 時 間 
マッ チン グ [matchin] ( 同 ) 突 合 
マニ ュ ア ル [manual] 
① コ ンピュータ 資源 を 使う オペ レー タ 、 プ ログ ラマ 、 ユ ー ザ の た め の 取 扱 
い 説 明 書 。 手順 、 命 令 、 操 作法 な どの ほか 、 エ ラー 処理 、 ト ラブ ル 処 理 
の 対処 法 な ども 含む 。 原 義 は 便覧 、 案 内 の 意 。( 類 ) ユ ー ザ ズ マ ニュ アル 
⑧ 自 動 ( オ ー ト マチ ッ ク ) 処 理 に 対比 する 手動 ・ 手 作業 (マニ ュ ア ル )。 
マル チ ウ ィ ン ド ウ [multiwindow] 
複数 の ウィ ンド ウ ( 窓 ) を ディ スプ レイ の 画面 上 に 重なり 合う よう に 表示 
する 環境 。 ワー プロ ソフ ト や 表 計 算 ソ フト な ど で 、 あ た か も 机 の 上 で 何 枚 
も の 書類 を 広げ て 作業 する よう に 、 複 数 の ファ イル (プロ グラ ム や 文書 ) を 
画面 上 に 表示 し 、 内 容 の 参照 、 他 の 文書 の 指定 部 分 を 別 の 文書 へ 挿入 する 
こと な ど が で きる 。 複数 の ウィ ンド ウ 表 示 に は 次 の よう な 手法 が ある 。 
(1) タイ リン グ 方 式 : 画面 を 上 下 ( ま た は 左右 ) に 分 割 し て 、 双 方 に 異な っ 
た ウィ ンド ウ を 表示 する 。 
(2) オー バラ ッ ピ ング 方 式 : 一 般 的 な マル チ ウ ィ ン ド ウ で は 、 画 面 の 自由 
な 場所 に 、 自 由 な 大 き さ で 複数 の 文書 を 上 下 に 重ね 合わ せな が ら 表 示 
する 。 下 の ウィ ンド ウ の どの 部 分 で も クリ ッ ク す れ ば 、 そ の ウィ ンド 
ウ が 最上 面 に な る 。 
(3) カス ケー ド 方 式 : 上 部 の タイ トル バー を 常に 表示 する 形 で 、 上 下 、 左 
右 に 少し ずつ ずら し な が ら 表 示す る こと 。 カ スケ ー ド の 原義 は 、 庭 園 
な ど で 水 を 階段 状 に 流す 多段 輝 の こと 。 








タイ リン グ オー バー ラッ ピン グ カス ケー ド 
マル チタ スク [multitask] 
CPU 時 間 を 分 割 し 、 複 数 の タス ク に 割り 当て る 0S の 機能 。 並行 し て 複 
数 の ジョ ブ が 生成 し た タス ク に CPU を 割り 当て る こと で 、 マ ル チ プ ログ ラ 


ミン グ を 実現 する 。 常 に ひと つの プロ グラ ム し か 実行 で き な い 単 一 タス ク 
(single task) に 対比 する 語 。( 参 ) タ スク 、 バ ッ ク グ ラウ ンド 処理 
マル チ フ ァイル ボリ ュー ム [multifile volume] ( 関 ) ボ リュ ー ム 
マル チ プ ラッ ト フ ォ ー ム [multi platform] 
複数 の 動作 環境 上 で 実行 可能 な シス テム の 性 質 の こと 。 マル チ プ ラッ ト 
フォ ー ム シス テム で は 、 加 動作 環境 と イン タフ ェ ー ス を 合わ せ た 中 間 の ソ 
フト ウェ ア ( ミ ドル ウェ ア ) を それ ぞ れ 用 意 す る 。 その ソフ トウ ェ ア を 動作 
環境 に 合わ せ て 差し 替え る こと に よっ て 、 複 数 の 動作 環境 で 動作 可能 と し 
て いる 。 ア プリ ケー ショ ン を マル チ プ ラッ ト フ ォ ー ム 化す る た め の ミ ドル 
ウェ ア と し て は 、 デ ー タ ベー ス 管 理 シ ステ ム 、 通 信管 理 シ ステ ム 、GUI プ 
ログ ラム な ど が ある 。 
マル チ プ レク サチ ャ ネル [multiplexer channel : MXC] 
比較 的 低速 な カー ドリ ー ダ や ライ ンプ リン タ な どの 複数 の 装置 に 接続 す 
る 入出 力 チ ャ ネル 。 多 重 チ ャ ネル と も いう 。 同時 に 多数 の 装置 を 並行 的 に 
制御 で きる よう な 構造 か ら 、 多 数 の 周辺 装置 で 共用 する 。 デ ー タ 転送 は ババ 
イト 単位 また は ブロ ッ ク 単 位 で 行う 。 バ イト 単位 で 行う も の を バイ トマ ル 
チ ブ プレ クサ チャ ネル と いう 。 
マル チ プ ログ ラミ ング [multiproggramming] 
1 台 の コン ピュ ー タ で 同時 に 複数 の プロ グラ ム を 実行 させ る 処理 方 式 
の こと 。 多重 プ ログ ラミ ング と も いう 。 入出 力 装 置 の 速度 は 、 中 央 処理 
装置 の 処理 速度 に くら べ て 遅く 、 入 出力 操作 が 行わ れ て いる 間 は 中 央 処 
理 装置 は 待ち 状態 に な る 。 そ こ で 、 プ ログ ラム を 処理 する 記憶 域 ( 区 画 ) 
を 複数 用 意 し て 、 そ れ ぞ れ の 区 画 に 複数 の プロ グラ ム を 記憶 させ て お 
き 、 あ る プロ グラ ム が 入出 力 の た め に 待ち 状態 と な っ て いる 間 に 、 他 の 
プロ グラ ム を 実行 する よう に し た 。 見 か け 上 、 複 数 個 の プロ グラ ム を 並 
行 し て 実行 する 状態 を つく り 出 すこ と が で き 、 コ ンピュータ 資源 を むだ 
な く 、 利 用 で きる 。 
マル チ プ ロ セ ッ サ シス テム [multiprocessor system] 
コン ピュ ー タ の 演算 能力 を 拡大 する た め に 、 複 数 の 主 記憶 装置 を 複数 の 
CPU で 共通 に 使い 、 全 体 と し て ひと つの 大 き な 計 算 機 シ ステ ム と し て 用 い 
る シス テム 構成 。 ひ と つの OS が 複数 の CPU を 制御 する た め 、 並 列 処理 が 
可能 に な り 、 シ ステ ム の 効率 が 上 が る 。 ま た CPU の ひと つか が 故障 し て も 
0S が 自動 的 に 切り 離し て 処理 を 続行 で きる た め 信 頼 性 が 高い 。 





PT 





丸め [rounding] 
高 精度 の 数 値 表 現 か ら 、 低 精度 の 数 値 表現 を 得る 方 法 の ひと つ 。 す な わ 
ち 、 数 値 の 下位 の 桁 を 調整 し て 意図 的 に 余分 な 桁 を 切り 落と すこ と 。 調整 
の 方 法 と し て 、 四 捨 五 入 、 切 捨て 、 切 上 げ な ど が ある 。 
丸め 誤差 [roundin 号 errr] 
数 値 演算 で 有効 桁 数 の 考察 を 誤り 、 整 数 演算 と 実数 演算 の 混用 、 ま た は 
単 精度 、 倍 精度 な どの 混用 、 外 部 表現 と 内 部 表現 の 差異 が 原因 で 生ずる 誤 
差 。 ( 参 ) 誤 差 
マン マシ ン イ ンタ フェ ー ス [man machine interface : MMII 
( 同 ) ヒ ュー マン イン タフ ェ ー ス 





ミド ルウ ェ ア [middlewarel 

オペ レー ティ ング シス テム (OS) と アプ リケーション ソフ トウ ェ ア と の 
中 間 に 位置 する ソフ トウ ェ ア 群 。 ハ ー ド ウェ ア や OS の 違い の 差 を 吸収 す 
る 役割 を に な う 。 ミ ドル は 、 中 間 、 中 位 、 仲 介 な どの 意 。 具体 的 な ミド ル 
ウェ ア と し て は 、DBMS、 CASE ツ ー ル な どの ソフ トウ ェ ア 開 発 支援 ツー 
ル 、GU| 制 御 プ ログ ラム 、 通信 ソ フト ウェ ア な ど を さす 。 

大 規模 コン ピュ ー タ シス テム の ダウ ン サ イジ ング や オー プン 化 の 流れ の 
中 で 、 ソ フト ウェ ア 資 産 の 保護 や 活用 の た め に は 、 異 な る プラ ッ ト ホ ー ム 
間 で の デー タ の 移行 や 連携 が 欠 か せな い 。 特に 、 オー プン シス テム で は 、 
マル チ プ ラッ ト フ ォ ー ム 環境 で の シス テム の 構築 が 求め られ て お り 、 異 機 
種 関 に また が り 管理 や 運用 、 利 用 の 互換 性 を 確保 する ミド ルウ ェ ア の 重要 
性 が 高まっ て いる 。 1 


・ 通 信管 理 シ ステ ム (LAN 制 御 含 お ) 
・ ソ フト ウェ ア 開 発 支援 ツー ル (CASE 含 お ) 


一 ・ 第 四 世 代 言 語 
ーー トー・GU| 制 御 
一 ・ ワ ー ド プロ セッ サ 
|ー・ グ ラフ ィ ッ ク 理 
ーー・ 運 用 管理 ツー ル 





ミラ ー プ ミラ ー リ ング [mirror プ mirroring] 
① 鏡 に 写す よう に 同一 情報 を 別 の 場所 に 持つ こと 。 ディス ク の ミラ ー リ ン 
グ と は 同一 情報 を 別 ディ スク 領域 に 同時 に 書く こと で 、 デ ィ ス ク の 二 重 
化 と ほぼ 同じ 意味 。 ミ ラー リン グ に よっ て 、 一 方 の デー タ が ディ スク ク 
ラッ シュ な ど で 破 壊さ れ て も 、 他 方 に 残っ て いる デー タ を 使用 で きる た 





め 、 信 頼 性 が 非常 に 高く な る 。 
イン ター ネッ ト で は 、 ミ ラー サイ ト の 略称 。 
ミリ [milli : m] 
10-3(1000 分 の 1 ) を 表す 補助 単位 。 ミリ 秒 (millisecond : msec : 
ms) は 1000 分 の 1 秒 。 


we | 


無限 ルー プ [endless loop プ permanent lonp] ( 参 ) ル ー プ 
無 秒 件 飛越 し [hunconditional jump] ( 関 ) 飛 越し 
無 信 止 コ ンピュータ [non-stop computer] 
シス テム の 信頼 性 を 高度 に 高め 、 長 期間 、 ま た 24 時 間 、365 日 の 常時 


稼働 能力 を も つ シ ステ ム 。 例 えば 、 ら 4 時 間 化 し て いる 国際 経済 ネッ ト ld 


ワー ク 、 電 話 や 発電 所 、 交 通信 号 な ど を 常時 制御 する シス テム は 、 故障 の 
許さ れ な い 無 停止 コン ピュ ー タ を 使用 する 。 耐 故障 シス テム は 冗長 性 を 導 
入 し て 実現 する 。 ハ ー ド ウェ ア の 障害 に 対し て は 余分 な 回 路 ・ 部 品 ・ 装 置 
を 付け 加え 、 ソ フト ウェ ア 障 害 に は 、 プ ログ ラム 誤り の 収集 分 析 、 故 障 診 
断 プ ログ ラム の 利用 、 二 重 処理 、 照 合 な ど を 行う 。 
( 参 ) フ ォ ル トト レラ ンス 

無 停電 電源 供給 シス テム [uninterruptible power supply 
system : UPS] ( 同 )UPS 


MM omhatip 


命令 [instruction] 

コン ピュ ー タ に 演算 や その 他 の 処理 動作 を 知ら せる コー ド で 、 プ ログ ラ 

ム の 基本 的 な 単位 。 実行 する と 制御 装置 や 主 記憶 装置 の 状態 が 変化 する 。 

① (機械 語 命令 ) コ ンピュータ に 演算 や その 他 の 処理 動作 を 知ら せる コー ド 
で 、 プ ログ ラム の 基本 的 な 単位 。 機 械 語 の 命令 は 、 記 憶 装 置 の デー タ や 
入出 力 機器 を 区 別 し 、 各 装置 の 指定 番地 に 働き を か ける 。 

アセ ン ブ ラ 言語 で プロ グラ ム を 記述 する 命令 コー ド 。 その 形式 は ハー ド 
ウェ ア に 特有 で 、 一 般 に 操作 (operation) を 指示 する 命令 コー ド 部 ( 操 
作 部 、 命 令 部 と も いう ) と 処理 の 対象 と な る デー タ の 記憶 場所 (レジ スタ 
や 主 記憶 装置 の 番地 を 示す アド レス 部 ) を 指示 する オペ ラン ド 
(operand) 部 で 構成 する 。 





オペ レー タ 部 オペ ラン ド 部 

( 提 作 部 ( 被 操作 部 ) 

ROLL IT 2 
e0 








: 処理 対象 デー タ . 演算 
: 結果 お よび 次 の 命令 語 
: の 位置 を 示す 


⑧ 高 水準 言語 で プロ グラ ム を 記述 する 命令 は 、 文 (statement) と いい 、 
オペ レー タ が 直接 的 に シス テム に 与え る 操作 する 命令 は 、 コ マン ド 
(command) と いう こと が 多い 。 
命令 アド レス レジ スタ [instruction address register] 
次 に 実行 する 命令 の アド レス を 記憶 する レジ スタ 。 プ ログ ラム カウ ン 
タ 、 逐 次 制御 計数 器 と も いう 。 プ ログ ラム 内 蔵 方 式 の コン ピュ ー タ は 、 命 
令 語 も や デー タ も 区 別 せ ず 主 記憶 装置 内 に 格納 し て いる 。 通常 1 命令 語 は 1 
ワー ド か 2 ワード を 占有 する の で 、 ひ と つの 命令 の 実行 の た びに 、 カ ウン 
タタ に 十 n( 命 令 が 1 ワー ド な ら 十 1 、 ら ワー ド な ら + ら ) を 加算 し て 更新 する 。 

、 命 令 を 実行 する と 改め て プロ グラ ムカ ウン タ の 持つ 番地 を 読み 取り 、 順 
次 実行 する 。 た だ し 、 飛 越し 命令 (分 岐 命令 ) の 場合 、、 プ ログ ラム カウ ン 
タ の 内 容 を 飛越 し 先 の アド レス に 設定 する 。 

命令 サイ クル [instruction cycle] 
逐次 制御 方 式 の 計算 機 で 、 次 の (] ) 一 (3) ま で の 計算 機 の 動作 段階 を さす 。 
(1) プロ グラ ムカ ウン タ が 指定 し た 番地 の 命令 を 主 記憶 装置 か ら 取 り 出 
し て 命令 レジ スタ に 入れ る (フェ ッ チ サイ クル )。 
(8) 命令 コー ド 部 を 命令 デコ ー ダ で 解読 する (実行 サイ クル )。 
(3) 命令 の アド レス 部 を 演算 し 、 実 効 ア ドレ ス に デー タ を 出す (実行 サイ 
クル )。( 参 ) フ ェ ッ チ サ イ クル 、 実 行 サ イク ル 
命 令 部 [instruction field] 
コン ピュ ー タ の 命 令 語 の 構成 要素 で 、 問 装置 に 指示 する 処理 の 動作 を 指 
示す る フィ ー ル ド 。 
命令 レジ スタ [instruction regiSter] 
制御 装置 の 一 部 で 、 記 憶 装 置か ら 読 み 出 し た 命令 を 受け と り 、 実行 する 
た め に 一 時 記憶 し て お く レ ジス タ 。 
メイ ン テ ナ ンス [maintenance] ( 同 ) 保 守 
メイ ン テ ナ ンス フリ ー[maintenance free] 
保守 不要 の こと 、 あ る い は 保守 契約 の な い シ ステ ム 。 コ ンピュータ シス 
テム の 維持 に は 保守 は 必要 で ある 。 し か し コン ピュ ー タ の 小型 化 ・ 低 価格 
化 が 進み 、 オ フィ ス や 一 般 家庭 まで 普及 する よう に な っ た 状況 で は 、 大 量 
の マシ ン を メー カ が 個別 に 保守 する こと は コス ト が か か る 。 そ こ で 価格 と 


保守 費用 を 下げ る た め 、 製 品 自体 を 故障 が お き に くい 設計 、 仕 様 に し て 、 
保守 作業 を 最大 限 省 ける よう に する 。 
メイ ン フ レー ム [mainframe] 

用 途 を 特定 し な い 汎 用 コン ピュ ー タ 。 大 型 か ら 小型 の も の まで 規模 は い 
ろ い ろ あ る が 、 通 常 は 運用 保守 の 常駐 要員 を 必要 と する 規模 の クラ ス を さ 
す 。 一般 的 に は 、 あ る 機関 や 会 社 の ホス トマ シン と し て 事務 処理 や 科学 技 
術 計 算 の 中 核 に 使用 する コン ピュ ー タ 。 近 年 は 既存 の ソフ ト や デー タ 資 産 
を 蓄積 、 活 用 する デー タベース サー バ と し て 位置 づ づ られ て いる た め 、 八 
イエ ンド サー ババ と 呼ぶ こと も ある 。 

メイ ンプ ログラム [main proggram] 
プロ グラ ム の 中 心 に な る 部 分 。 主 プロ グラ ム と も いう 。 プロ グラ ム は 、 
中 心 と な る 部 分 (メイ ン ル ー チ ン 、 制 御 セ グ メ ント 、 上 位 モ ジュ ー ル ) と そ 
こ か ら 呼 び 出す 部 分 (サブ ルー チン 、 従 属 セグ メン ト 、 下 位 モ ジュ ー ル ) か 
ら な る 。 小さ な プロ グラ ム で は メイ ンプ ログ ラム だ け で 作成 する こと も あ 
る が 、 多く の プロ グラ ム は メイ ンプ ログ ラム と サブ ブロ グラ ム か ら 作 る 。 
プロ グラ ム の 実行 に は メイ ンプ ログ ラム が 必ず な けれ ば な ら な い 。 
メイ ン メ モリ [main memoary] ( 同 ) 主 記憶 装置 
メイ ン ル ー チ ン [main routine] 

( 同 ) メ イン プロ グラ ム 、( 対 ) サ ブル ー チ ン 
メガ [mega : M] 

106(100 万 ) を 表す 補助 単位 。 情 報 処理 で は メガ ビッ ト は 、 ら 80 ビッ ト 
=1024X 1084 ビ ッ ト =1048576 ビ ッ ト の こと を さ し 、 メ ガバ イト 
は 1024X1054 バ イト の こと が 多い 。 

メタ デー タ [metadata] 

デー タ そ の も の で は な く 、 デ ー タ の 意味 を 記述 する デー タ の こと 。 デ ー 
タタ の 操作 を 定義 する 前 提 と な る 。 例 えば 、(6、6、24) は デー タ そ の も の 
で ある が 、 こ れ が (学年 、 組 、 学 生 番号 ) で ある の か (年 、 月 、 日 ) で ある の 
か の 意味 が メタ デー タ で ある 。 通常 、 デ ー タ の 意味 は 、 そ れ を 扱う プロ グ 
ラム や シス テム が 定義 せ する 。DBMS で は 、 デ ー タ と メタ デー タ の 双方 を 
デー タ と し て 扱う の で 、 メ タデ ー タ の メタ デー タ を 定義 し て お く 。 こ れ を 
記録 し て お く の が シス テム カタ ログ (system catalog) ま た は DD プ D で 
ある 。 

メニ ュー[menu] 

料理 の 献立 表 ( メ ニュ ー) と 同じ よう に 、 ユ ー ザ が 選択 指定 可能 な プロ グ 
ラム や ファ イル を 一 覧 表 に し て 表示 し た 画面 パソ コン な ど で デ ー タ を 処 
理 する 場合 、 作 業 の 手順 や 内 容 を 画面 に 表示 し て 利用 者 に 選択 させ る 。 階 
層 型 メニ ュー は 、 選 択 項目 が 多い 場合 に 選択 肢 に 階層 構造 を 持た せ た も の 





で 、 メ イン メニ ュー、 サ ブ メ ニュ ー な ご ど に 階層 化し て ある 。 ま た 、 メ 
ニュ ー を 常時 、 画 面 の 上 部 (また は 下部 ) に 表示 する 行 を メニ ュー バー 
(menu bar) と いう 。 
メモ リ [memory] 
コン ピュ ー タ の デー タ を 記憶 させ 、CPU が 直接 に 値 を 参照 する 記憶 装 
置 。 一 般 的 に は 主 記憶 装置 を さ し 、 ハ ー ド ディ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
な どの 外部 記憶 装置 と は 区 別 す る 。( 類 ) 主 記憶 装置 、RAM 
メモ リア ドレ スレ ジス タ [memory address register : MAR1] 
制御 装置 内 の レジ スタ の ひと つ 。 命令 実行 段階 で 主 記憶 装置 に 対し て ア 
クセ ス を 行う と き に その アド レス を 一 時 的 に 保持 する レジ スタ 。 アクセス 
の 対象 が 命令 語 の 場合 に は 特に 命令 アド レス レジ スタ と いう 。 
( 参 ) メ モリ デー タレ ジス タ 
メモ リ 管 理 [memory management] 
プロ グラ ム 実 行 中 に 動 的 に メモ リ を 操作 する こと 。 コ ン パ イル 時 の 静 的 
な メモ リ 割 当て と 対比 し て 動 的 メモ リ 割 当て と も 呼 応 。 
メモ リ ダ ン プ [memory dump] ( 関 ) ダ ンプ 
メモ リ デ ー タ レジ スタ [memory data register : MDH1 
制御 装置 内 の レジ スタ の ひと つ 。 主 記憶 装 置か ら デ ー タ を 読み 込ん だ と 
き や 逆 に デー タ を 書き 込む と き に 、 そ の デー タ を 一 時 的 に 保持 し て お く レ 
ジス タ 。 記憶 デー タレ ジス タ と も いう 。( 参 ) メ モリ アド レス レジ スタ 
メン バ [member] 
① 区 分 編成 ファ イル を 構成 する 互い に 独立 し た デー タ 群 。 区 分 編成 ファ イ 
ル は 直接 アク セス 記憶 装置 上 に 存在 し 、 い くつ か の 互い に 独立 し た デー 
夕 群 ( 子 レ コー ド ) の 部 分 と 、 お の お の の デー タ 群 に 関す る 情報 を 持つ 登 
録 簿 で 構成 する 。 メ ン 條 内 の 編成 は 順 編成 ファ イル と 同じ で ある 。 
( 関 ) 区 分 編成 ファ イル 
デー タベース で は 、 異 な る レコ ー ド 間 の つなが り の 構造 を 表す た め に ひ 
と つの 親 レ コー ド (owner) と 複数 の 子 レ コー ド (member) を セッ ト と 呼 
ん で 定義 せ する 。 デー タベース 設計 者 は 、 こ の 構造 を 利用 し て デー タ の 蓄 
積 、 管 理 、 呼 出し 、 結 合 を 行う 。 
③C で は 、 構 造 体 、 共 用 体 の 個々 の 要素 の こと 。( 参 ) 構 造 体 





網 型 デ ー タ ベー ス [network database] 
( 同 ) ネ ットワーク 型 デ ー タ ベー ス 


文字 演算 子 [character operator] 
プロ グラ ム 中 で 文字 型 の デー タ を 対象 に 演算 を 施す と き の 記号 。 例 え 
ば 、 二 つの 文字 列 を 連結 する 連結 演算 子 が ある 。Fortran で は 、AB' ぞ ン 
CD' は 文字 列 ABCD' に な る 。 
文字 集合 [character set] 
コン ピュ ー タ シス テム で 使用 で きる 文字 の 種類 。 キ ャ ラク タ セ ッ ト と も 
いう 。 ハ ー ド ウェ ア や プロ グラ ム 言 語 に よっ て も 使用 で きる 文字 集合 が 異 
な る 。 な お プロ グラ ム を 入力 する と き に 使用 する 文字 と 、 プ ログ ラム を 実 
行 す る と き に 使用 する 文字 が 異な る こと も ある 。 


表 音 ・ 表 意 文字 一 数 字 ー 分 チ ド NK 
トー か な 文字 


ーー 漢字 系 文字 ー ら バイ ト 文 字 印字 可 


図形 (記号 ) 文字 
制御 文字 印字 不可 


文字 一 | 








ー 特殊 文字 








(1)C で は 、 ソ ー ス 上 に 記述 され る 文字 集合 は 基本 文字 集合 と いい 、 英 計 議 


字 、 数 字 、 記 号 文字 な ど で あ る 。 記号 文字 中 の 特殊 文字 は 、 エ スケ ー 
プシ ー ケ ンス に よっ て 記述 する こと が で きる 。 実行 時 に 使わ れる 文字 
合 は ター ゲッ ト 文 字 集合 と いい 、 ヌ ル 、 ス ペー ス 、 改 行 な ど の 制御 
文字 が 含ま れる 。 さらに 、 タ ー ゲ ッ ト 文 字 集合 は 地域 化 の 指定 に よ 
り 、 国 や 地域 に よる 表記 の 違い を 設定 する こと が で きる 。 
(2) JIS に は 、 1 バイ ト で 表現 で きる 7 単位 と 8 単位 の 情報 交換 用 符号 と 
ら バ イト で 表現 する 情報 交換 用 漢字 符号 系 が ある 。 漢 字 コ ー ド で は 第 
一 水準 と し て 特殊 記号 147 文 字 、 数 字 10 種 、 ロ ー マ 字 52 種 、 平 仮名 
893 文 字 、 カ タカ ナ 86 文 字 、 ギ リシア 文字 48 種 、 ロ シア 文字 66 種 、 
ケイ 線 素 片 3 文字 の 合計 3489 文 字 、 第 二 水準 と し て 3388 文 字 を 
定め て いる 。 
( 関 ) 特 殊 文字 、 機 能 キ ャ ラク タ 
文字 定数 [non-numeric literal] 
文字 列 で 構成 する 定数 。 両 端 を 引用 符 で 囲ん で 表現 する 。 計算 の 対象 に 
で き な い 。 プ ログ ラム 言語 に より 、 引 用 符 、 使 用 で きる 文字 、 文 字 列 長 の 
制約 、 引 用 符 自 身 の 含 め 方 は 異な る 。 
モジ ュー ル [module] 
原義 は 、(1) 測 定 の 単位 ・ 標 準 、( ら ) 全 体 の 中 に 組み 込む 部 分 また は 組 
込み の 基準 尺度 。 情 報 処 理 の 分 野 で は 、 ひ と つ 以 上 の 機能 を 有する 部 分 。 
構造 化 プ ログ ラミ ング で は 、 あ る 機能 を 有する 小 プ ログ ラム の こと 。 
① ハ ー ド ウェ ア で は メモ リ や 各種 の 回 路 を 機能 単位 に 分 割 し 、 組 込み や 増 
設 が 容易 に 行え る よう に まとめ た 単位 を モジ ュー ル と いう 。 モ ジュ ー ル 


は それ 単体 で 定め た 機能 を 有 し 、 よ り 大 き な 単 位 の 部 品 、 付 属 品 の 形態 
に な る 。 
ひと つの モジ ュー ル は 単位 と し て 取り 除き 、 別 の モジ ュー ル に 取り 替 

える こと が で きる 。 モ ジュ ー ル で 構成 し た ハー ドウ ェ ア は 、 拡 張 性 、 融 

通 性 、 保 守 性 に すぐ れ た 特性 を も つ 。 
⑧@ 構 造 化 ブ ログ ラミ ング で は 、 あ る 機能 を 有する 小 プ ログ ラム を モジ ュー 

ル と いう 。 容易 に 交換 し 得る よう な 機 能 単位 の プロ グラ ム を さす 。 大 き 

な シス テム を 構築 する 場合 に は 、 プ ログ ラム を モジ ュー ル 化 し て 作成 す 

れ ば 、 次 の よう な 利点 が あり 開発 効率 の 向上 が 期待 で きる 。 

(1 ) 開発 時 に 分 業 化 で きる 。 

(8) 誤 り の 発生 部 分 を 特定 で きる 。 

(3) 機能 改善 に 部 分 変更 で 対応 し や すい 。 

さら に 、 小 規模 な ソー スプ ログ ラム の 中 で も 、 あ る 機能 を 実行 する 小 

部 分 ご と に 分 け て 、 プ ログ ラミ ング の 能率 を 上 げ 、 可 読 性 を 高め る 。 構 

造 化 プ ログ ラミ ング の 普及 に より 、 プ ログ ラム 開発 を 各 機 能 ご と に 部 分 

に 分 け て 行う よう に な っ た 。 
⑧⑧ プ ログ ラム 開発 の 段階 ば ヾ ば 、 プ ログ ラム 単位 を 表す 用 語 で 、 コ ン パ イル 

前 の ソー スプ ログ ラム (原始 プロ グラ ム ) を ソー スモ ジュ ー ル 、 コ ン パ イ 

ラ の 出力 プロ グラ ム ( 目 的 プロ グラ ム ) を オブ ジェ クト モジ ュー ル 、 リ ン 

カカ の 出力 プロ グラ ム (実行 形式 プロ グラ ム ) を ロー ドモ ジュ ー ル と いう 。 
〈④ ひ と まとまり の 手続 き や デ ー タ の 宣言 か ら な る 言語 の 構成 要素 で 、 他 の 

同様 の 構成 要素 と 相互 に 作用 する プロ グラ ム 単 位 。 副 プ ログ ラム 、 サ ブ 

ルー チン 、 手 続き 、 関 数 な ど 個 別に コン パイ ル で きる 範囲 を さす 。 例 え 

ば 、 呼 び 出す プロ グラ ム 、 呼 び 出 され る プロ グラ ム は それ ぞ れ モジ ュー 

ル で ある 。 

モジ ュー ル 化 [modularization] 

大 規模 な プロ グラ ム を 開発 する 際 に 、 プ ログ ラム を 各 機 能 こ と に いく つ 
か の 小 部 分 に 分 け て 行う こと 。 分 割 の 方 式 や サイ ズ は 、 シ ステ ム で 異な り 
一 定 し て いな い が 、 処 理 機能 や デー タ 構 造 か ら 判断 し て 、 独 立 性 の 高い 単 
位 に 分 割 する 。 

モジ ュー ル 問 イン タフ ェ ー ス [interface between modules] 

モジ ュー ル 相 互 問 の イン タフ ェ ー ス 。 構造 化 設計 の 段階 で 分 割 する モ 
ジュ ー ル の 相互 問 で 授受 する デー タ の 定義 と いえ る 。 すなわち 、 下 位 ( 従 属 ) 
モジ ュー ル が 上 位 モ モジ ュー ル か ら ど ん な 情報 を 受け 取り 、 ど ん な 情報 を 返す 
か を 明確 に する こと で 、 モ ジュ ー ル 間 イ ンタ フェ ー ス 定義 図 で 表現 する 。 

これ に 対し 、 プ ログ ラム 間 イ ンタ フェ ー ス (interface between 
prograrms) は 、 モ ジュ ー ル 内 の プロ グラ ム 相 互 間 の イン タフ ェ ー ス で 、 内 





部 設計 の 機能 分 割 の 段階 で 行い 、 一 般 に デー タフ ロー ダイ ヤグ ラム (DFD) 
や デー タ 流 れ 図 で 表現 する 。 
モジ ュー ル 言 語 [module languagge] 
広義 に は 、 特 定 の 機能 を 実現 する た め の 手 続き (プロ シ ジ ャ ) 群 か ら な り 、 
アプ リケーション プロ グラ ム か ら 呼 び 出し て 、 実 行 すべ き モ ジュ ー ル を 定義 
する か が たち で 使用 する タイ プ の プロ グラ ム 言 語 。 狭義 に は 、 ア プリ ケー ショ 
ンプ ログ ラム が デー タベース の デー タ 操 作 を 要求 する た め の モ ジュ ー ル を 定 
義 す る 言語 処理 系 。 適 用 業務 プロ グラ ム か ら の デー タ の 独立 性 を 保証 する た 
め に 、DBMS と の イン タフ ェ ー ス を 果たす モジ ュー ル を 設け る 。 
モジ ュー ル は 手続 き の ひ と つ で あり 、DML で 記述 で きる 。 親 言語 の プロ 
グラ ム が 呼出 し 文 で 指定 する と 、 モ ジュ ー ル 内 で 定義 され た デー タベース 
操作 が 実行 され る 。 
モジ ュー ル 構 造 [module structure] 
シス テム を モジ ュー ル に 分 割 し て 構成 する と き の 、 論 理 的 な 構造 。 モ 
ジュ ー ル 分 割 を 階層 構造 的 に 行え ば 、 プ ログ ラム 開発 は 全体 か ら 部 分 へ と 
設 階 的 に トッ プ ダ ウン 展開 する こと で 実現 で きる 。 ま た 、 モ ジュ ー ル の 独 
立 性 を 高く する こと も 重要 で あり 、 こ れ は モジ ュー ル 問 結合 度 を 弱く 、 モ 
ジュ ー ル 独立 性 を 高く する 方 向 で 検討 する 。 
モジ ュー ル 設 計 [module desi 所 n] ( 類 ) モ ジュ ー ル 化 
モジ ュー ル テ ス ト [module test] 
プロ グラ ム を 複数 の モジ ュー ル で 構成 する と き 、 各 モジ ュー ル の 機能 単 
位 ご と に 独立 し た テス ト を 行う こと 。 単体 テス ト と も いう 。 個々 の モ 
ジュ ー ル は 小 規 模 で 、 機 能 が 限ら れ て いる こと が 多く 、 テ スト ケー ス の 設 
定 、 テ スト デー タ の 作成 も 比較 的 容易 で あり 、 エ ラー を 検出 し た 場合 も 、 
原因 の 特定 、 修 正 は 比較 的 容易 で ある 。 た だ し 各 モ ジュ ー ル が 単独 で 実行 
可能 で な い 場 合 は 、 ス タブ 、 ド ライ バ な どの テス ト 用 プロ グラ ム が 必要 に 
な る 。 単体 テス ト 後 は モジ ュー ル の 結合 テス ト を 行い 、 プ ログ ラム 間 イ ン 
タフ ェ ー ス や 全体 と し て の 機能 の 一 致 度 を 検証 する 。 
( 関 ) 結 合 テ スト 、 総 合 テ スト 
文字 列 [character string] 
文字 だ け か ら 成 D り 立っ て いる 列 。 記 号 、 英 字 ( ア ルフ ァ ベ ッ ト )、 ら 進 数 
字 な どの 列 の こと 。 文字 を 連ね る こと で 、 文 字数 より 多く の 情報 を 表す 。 
また 人 間 に わ か りや すい 一 意 名 を 定義 で きる 。 文字 列 処理 と は 、 文 字 列 の 
合 か ら 、 単 語 の 抽出 、 特 定 の 語 の 検索 な ど を さす 。 
文字 列 検 査 [inspect] 
デー タ 項 目 中 の 文字 や 文字 列 の 出現 回 数 を 数 えた り 、 そ れ ら を 他 の 文字 
や 文字 列 に 置き 換え た りす る こと を いう 。 














文字 列 検索 [word search プ word retrieval] ( 同 ) 文 字 列 探索 
文字 列 操作 [string manipulation ノ operation of character 
Strin 巨 8] 
文字 列 の 分 解 、 連 結 、 置 換 、 比 較 、 文 字 や 文字 列 の 出現 回 数 の カウ ント 
な どの 文字 列 に つい て 操作 機能 。 
文字 列 探索 [string searching ブ string pattern matchingg] 
ファ イル 名 や 文書 中 か ら 指 定 し た 文字 列 を 探し 出す 機能 。 アプ リ ケ ー シ ョ 
ン に よっ て は 探し 出し た 文字 列 の 先頭 に カー ソル を 移動 し 、 反 転 表 示す る な 
どの 機能 を 付加 する こと も ある 。 検索 方 法 に は 次 の よう な も の が ある 。 
(1) 部 分 一 致 検索 : 指定 文字 列 を ファ イル 名 の 一 部 に も つ フ ァイル の 検 
索 。 
(2) あい まい 検索 : 大 文字 と 小文字 、 ひ ら か な と カタ カナ の 区 別 を せ ず 、 
記号 文字 を 無視 する 検索 。 
(3) イン クリ メン ト 検 索 : 検索 文字 列 を 入力 し 始め た 時 点 で 検索 を 開始 、 
入力 に 応じ て 検索 範囲 を 絞る 検索 。 電 子 国語 辞典 や キー ワー ド 集 な ど 
見 出し 語 が 一 定 の 順に 並ぶ 場合 の 検索 に 適用 する 。 
( 関 ) あ いま い 検 索 、 イ ンク リ メ ン タル サー チ 
戻り 値 [returned value プ return value] 
関数 や 副 プ ログ ラム に 値 を 引き 渡し て 実行 し た 後 、 関 数 や 副 プ ログ ラム 
か ら 戻 され る 値 。 返り 値 、 返 却 値 と も いう 。 
戻り 番地 [return address] 
外部 関数 や 副 プ ログ ラム に 制御 を 移し 、 そ の 実行 が 終了 し た 後 、 制 御 が 
戻る べき アド レス 。 復帰 アド レス 、 返 り 番地 と も いう 。 
モニ タ [monitor] 
① 共 有 資 源 へ の アク セス 状況 を 監視 、 制 御 、 ま た は 検査 する プロ グラ ム や 
装置 。 
アク セス で きる 場所 を 共有 資源 と し 、 共 有 資 源 に 対す る 操作 を 含め て 相 
互 排除 すべ き 同 期 を 局所 化し て 定義 する こと 。 利 用 者 が 直接 アク セス す 
る 部 分 を 限定 する 0S の 構成 法 。 プ ロ セ ス を 制御 する 同期 基本 命令 。 
③⑧ デ ィ ス プレ イ 装 置 の 別称 。 
問題 向き 言語 [problem oriented langua 玉 e : POL] 
ある 種 の 問題 に つい て 解法 を 記述 する た め に 特に 適し た プロ グラ ム 言 
語 。 ALGOL、Fortran な どの 手続 き 型 言語 、GPSS、SIMSCRIPT な どの 
シミ ュ レ ーション 用 言語 、LISP、IPLV な どの リス ト 処 理 用 言語 、 情 報 検 
索 用 言語 等 の 総称 。( 参 ) 特 殊 問題 向き 言語 





有効 アド レス [effective address] ( 同 ) 実 効 アド レス 
有効 桁 [significant digit] 
数 表示 で 、 与 えた 目的 、 正 確度 、 精 度 を 保つ た め に 必要 な 数 字 。 コ ン 
ピュ ー タ の 種類 に より 内 部 の 数 値 表 現 の 精度 は いろ いろ ある 。 
1 ワー ド を 32 ビ ッ ト と する コン ピュ ー タ で は 、 ら の 補 数 に よる 固定 小数 
点 表 示 で は 〔 一 31…3 一 ] の 範囲 の 数 値 し か 表す こと が で き な い 。 し か 
し 、 科 学 技術 計算 な ど で は より 広い 範 囲 の 数 値 を 扱う た め 、 浮 動 小 数 点 表 
示 を 使用 し 、 高 い 精度 を 確保 する 。 単 精度 実数 型 の 場合 は 1 ワー ド を 4 ババ 
イト (32 ビ ッ ト ) で 表現 し 、 長 精度 実数 型 は ら ワ ー ド 、8 バ イト (64 ビ ッ 
ト )、 さ ら に 高い 精度 を 要求 する 場合 は 、 倍 精度 実数 型 を 採用 し 、4 ワ ー 
ド 、16 バ イト (128 ビ ッ ト ) を 使用 し て 数 値 を 表現 し 、 計 算 す る 。 
ユー ザ ID[user identifier プ user identification] 
利用 者 個人 を 識別 する た め に 与え た コー ド (ID コー ド )、 ま た は ID コー ド 
に より 利用 者 個人 を 識別 する こと 。 入 退室 、 フ ァイル アク セス 等 の 際 に 資 


格 を 明らか に し 、 利 用 権 を 登録 する た め の コ ー ド 。 第 三 者 が 知る こと が で 開 較 


きる 利用 者 名 と 第 三 者 が 知る こと が で き な い パス ワー ド か ら な る 。 利 用 者 
名 は 現在 誰が 使 有 中 で ある か を 調べ る た め に あり 、 パ スワ ー ド は 本 人 確認 
の た め に ある 。 ID カー ド は ID コー ド の カー ド 状 の 入力 媒体 。 
ユー ザイ ンタ フェ ー ス [user interfacel] 
( 同 ) ヒ ュー マン イン タフ ェ ー ス 
ユー ザ サ ポー ト 【[user support] 
ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア の ユー ザ に 対し て 、 操 作 教育 や トラ ブル 対 
応 、 情 報 提供 な どの サー ビス を 提供 し 、 効 果 的 な 運用 を 支援 する こと 。 必 
ず し も すべ て の ユー ザ に 均等 に 無償 で 行う わけ で は な く 、 内 容 に 応じ て 個 
別に 契約 を 結 点 の が 基本 で ある 。( 関 ) サ ポー ト 
ユー ザ ズ マニ ュ ア ル [user's manual] 
コン ピュ ー タ シス テム を 使う ユー ザ の た め の 取 扱い 説明 書 。 操 作 説明 書 
と も いう 。 運 用 規定 、 手 順 、 命 令 、 操 作法 な どの ほか 、 エ ラー 理 、 ト ラ 
ブル 処理 の 対処 法 な ども 含む 。 利 用 者 に は 無縁 の 内 部 仕様 な どの 説明 は 省 
き 、 利 用 の 局面 で 必要 な 知識 や 操作 を 中 心 に まとめ た も の 。 マ ニュ アル を 
ハードディスク 上 に 置き せ 、 オ ン ラ イン マニ ュ ア ル と し て 参照 で きる よう に 
し て ある ソフ ト も 多い 。 
ユー ザ フ ァ イル [user file] 
シス テム ファ イル に 対し 、 主 と し て ユー ザ が 作成 し た 応用 ソフ トウ ェ ア 
や その デー タ を 記録 する ファ イル 。 デ ー タ ファ イル と も いう 。 そ の 内 容 は 
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さま ざま で 、 用 途 ・ 目 的 ・ 形 式 に よっ て さら に 分 類 で きる 。 
ユー スウ ェ ア [useware] 
コン ピュ ー タ シス テム の 利用 に 関す る 有料 サー ビス 、 ま た は その た め に 
必要 な 技術 や ノウ ハウ 。 コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 運 用 代行 、 ユ ー ザ 教育 な ど 幅 
広い 支援 サー ビス を 含む お 。 パ ソコ ン の 爆発 的 な 普及 に に と も な っ て 、 ト ラ 
ブル に 対応 で き な い ユー ザ の 支援 が 社会 的 な 要請 と な っ た 現状 を 踏ま え 
て 、198987 年 に は 生産 者 、 ソ フト 開発 者 、 販 売 者 が 協力 する 日 本 ユー ス 
ウェ ア 協 会 (JUA) が 発足 し た 。 
優先 順位 ①[priority] 
現在 の 計算 機 シ ステ ム で は 、 ス ルー プッ ト の 向上 や 資源 の 有効 利用 を 図 
る た め 、 マ ル チ プ ログ ラミ ング 方 式 を 採用 し て 同時 に 多数 の ジョ ブ を 処理 
し て いる 。 こ れ ら の 各 処 理 に その 必要 の 度合 い に 応じ 資源 の 割当 て を 行 
う 。 そ の 割当 て の 基準 を 優先 順位 と いう 。 優 先 順 位 に は 、 ジ ョ ブ 待 ち 優先 
順位 や 実行 優先 順位 な ど が ある 。 優 先 度 と も いう 。 
優先 順位 ②[precedence of operatar] 
複数 の 演算 子 間 に お ける 評価 の 優先 順位 。( 関 ) 算 術 演算 子 
ユー ティ リティ プロ グラ ム [utility proggram] 
ユー ザ の 処理 を 一 般 的 に 支援 する 汎用 性 の 高い 計算 機 プ ログ ラム 。 エ 
ディ タ や 診断 プロ グラ ム 、 追 跡 プ ログ ラム 、 分 類 プ ログ ラム 、 マ ー ジ プロ 
グラ ム 、 フ ァイル コピ ー な どの 媒体 変換 プロ グラ ム 等 の 総称 。 通常 は 、 コ 
ンピュータ の メー カ が 作成 し て 提供 する 。 
( 参 ) オ ペレ ー テ ィング シス テム 、( 参 ) サ ービス プロ グラ ム 
ユニ ー ク [unique] 
一 意 的 で ある こと 。 同 一 名 が な く 、 多 数 の 中 か ら あ る も の を 特定 で きる 
連 き ぁ 





ヨ 


要求 定義 [requirements definition] 

シス テム の ユー ザ 、 ク ライ アン ト が 、 こ れ か ら 開 発する シス テム に どの 
よう な 機能 、 性 能 、 安 全 性 、 障 害 対策 を 要求 し て いる か を 把握 、 整 理 し 、 
開発 シス テム の 機能 、 性 能 を 設定 する こと 。 次 の よう な 点 に 留意 し て 行う 。 
(1) ユ ー ザ 部 門 の 率直 な 要求 を 知り 得る 協力 関係 を 築く 
(8) 現状 へ の 不満 を 解消 する 具体 的 な ニー ズ を 把握 する 
(3) 多 く の 要 求 を 整理 し 、 重 点 課 題 を 明らか に する 
(4) 設定 し た 開発 シス テム が 要求 を どの よう に 満た すか フィ ー ド バッ ク す る 
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(5) 新 シス テム 移行 、 運 用 に と も な う 業 務 の 変更 点 に 理解 を 求め る 
要求 分 析 [request analysis] 

現状 分 析 に より 新 シ ステ ム の 開発 が 必要 と 判断 し た 場合 、 利 用 部 門 の 要 
求 案 と 期間 ・ 費 用 ・ 人 員 な ど を 配慮 し た 開発 計画 案 の 双方 を まとめ る こ 
と 。 要求 仕様 書 や 開発 計画 書 を 作り 、 利 用 部 門 と の 調整 を 図る 。 

呼出 し 命令 [call instruction] 

サブ ルー チン に に 実行 の 制御 を 渡す 命令 。 コール 命令 と た も いう 。 一 般 に サ 
ブル ー チ ン か ら の 戻り 番地 を スタ ッ ク に 格納 し て 、 サ ブル ー チ ン の 入口 点 
に 制御 を 移す 。( 対 ) リ ター ン 命 令 

予防 保全 [preventive maintenance : PM1 

あら か じ め 定 め た 期間 内 に 定期 的 に 点検 や 動作 の 確認 を 行い 、 障 害 を 未 
然 に 防止 する た め の 保守 作業 。 予 防 保全 は 障害 の 発生 を 抑え る こと と な 
り 、MTBF を 向上 させ 、 シ ステ ム の 信頼 性 に 寄与 する 。 例 えば 、 磁 気 ディ 
スク 装置 な ど で と きど き 発 生 す る 読取 り 障害 な ど 、 自 動 的 に リカ バリ で き 
た も の に つい て も 、O0S の ログ 情報 を 解析 し た うえ で 交換 する こと が 多 
い 。( 関 )RAS、 信 頼 性 、 保 守 

予約 語 [reserved word] 

各 プ ログ ラム 言語 の 中 で 、 特 定 の 意味 や 用 法 を あら か じ め 決 め て あり 、 
定め られ た 書き 方 で し か 使え な い 語 や 綴り 。 ユー ザ が シス テム 名 、 フ ァ イ 
ル 名 、 変 数 名 な ど に 使用 する こと が で き な い 。 

予約 文字 [reserved character] 

シス テム や アプ リケーション が 制御 の た め に 専用 する 文字 で 、 ユ ー ザ が 

ファ イル 名 や マク ロ 記 述 に 使え な い 記 号 文字 。 














203 





ライ セン ス [license] 
使用 、 占 有 、 ア クセ ス な ど に 対す る 許可 、 許 諾 。 
( 関 ) ア クセ ス 権 、 サ イト ライ セン ス 
ライ タ [writer] 
ジョ ブス ケ ジ ュ ー ラ の 機能 の ひと つ 。 出力 待ち 行列 中 か ら 、 優 先 順位 の 
高い ジョ ブ を 取り 出し 、 そ の ジョ ブ の 指示 に より 出力 装置 に 出力 デー タ を 
書き 出す プロ グラ ム 。 
ライ フサ イク ル [life cycle] 
ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア の 導入 か ら 廃 棄 ま で の 期間 、 ま た は その 間 
の 増設 や 変更 の 過程 。 業 務 処理 な ど に 、 い っ た ん コン ピュ ー タ シス テム を 
利用 し 始め る と 、 そ れ を 使わ なか っ た 以前 の 状態 に 戻す こと は 不可 能 に な 
る 。 よ り 多 く の 仕事 を コン ピュ ー タ で 処理 する 要求 生じ 、 よ り 高 性 能 な 
ハード ウェ ア の 増設 、 よ り 使い や すい ソフ トウ ェ ア へ の 改善 が な され る 。 
また コン ピュ ー タ 技術 の 進歩 は 速い た め 、 次 々 と 新しい ハー ドウ ェ ア や 
ソフ トウ ェ ア が 開発 され て くる 。 こ の た め ユ ー ザ は 35 年 程度 で ハー ド 
や ソフ ト を 出 新 す る こと が 多い 。 廃棄 され る シス テム が あれ ば 代替 の 新規 
シス テム が 要求 され る わけ で 、 こ うし た コン ピュ ー タ シス テム の 誕生 ・ 成 
長 ・ 廃 棄 の 流れ を ライ フサ イク ル と いう 。 
ライ ブラ リ [library] 
本 を 集め 、 保 管 、 利 用 に 供する 図書 館 ( ラ イブ ラリ ) に な らい 、 プ ログ ラ 
ム の 題目 ある い は その 要旨 な ど を 記入 し た 資料 や プロ グラ ム 媒 体 を 格納 す 
る 保管 庫 な ど を 示す 。 集 め た プロ グラ ム そ の も の を ライ ブラ リ と も いう 。 
プロ グラ ム を 体系 的 に 組織 し 、 管 理 す る 人 を ライ ブラ リア ン と いう 。 
プロ グラ ムラ イブ ラリ (program Iibrary) は 、 補 助 記憶 装置 や 媒体 に 記 
録 し た プロ グラ ム の 集合 。 プロ グラ マ が 必要 に 応じ て 取り 出し 、 編 集 し 、 
利用 する こと が で きる 。 次 の 3 つ に 大 別 で きる 。 
(1) ソー スプ ログ ラム 形式 の まま 記録 し た ソー スモ ジュ ー ル ライ ブラ リ 
(8) 再 配置 可能 の 形式 で 記録 し た オブ ジェ クト プロ グラ ムラ イブ ラリ 
(3) 実行 可能 な 機械 語形 式 で 記録 し た ロー ドモ ジュ ー ル ライ ブラ リ 
ライ ンプ リン タ [lines printer : LP] 
1 行 分 の 文字 数 と 同じ 数 の 印字 機構 を も っ た 高速 の イン パク ト プ リ ン 
夕 。 一 般 に ドッ トマ トリ ックス 方 式 よ り 活字 方 式 の ほう が 1 0 倍 ほ ど 早 
い 。 行 印字 装置 と も いう 。 印 字 は 行頭 か ら 逐 次 に 行う の で な く 、1 行 分 の 
文字 デー タ を 受取 り 、 そ の 中 で も っ と も 早く 印字 の 機会 を 得 た 字 か ら 印 字 
する 。 巨視 的 に は 、1 行 を いっ せい に 印字 する と みな し て よい 。 普通 、 連 
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続 用 紙 を 用 いる 。 印 字 速 度 は 1 分 間 に 印 字 で きる 行 数 (LPM=lines per 
minute) で 表す 。 
ラウ ンド ロビ ピン [round robin scheduling : RHR1] 

TSS で 、CPU 時 間 ( そ の 使用 権 ) を 各 タ スク へ 均等 に 配分 する 方 法 。 各 
タス ク の 優先 順位 が 同じ 場合 に 有効 。 TSS ユ ー ザ に 公平 な サー ビス が で 
きる 。 ジ ョ ブ の 投入 順 、 タ スク の 生成 順 な どの 順序 に し た が っ て 各 タ スク 
に 次 々 と CPU 時 間 を 分 配 す る 。 ラ ウン ドロ ビン 方 式 で は 、 一 定時 間 ( タ イ 
ム ス ラ イス ) が 経過 する と 強制 的 に タス ク の 実行 権 を 打ち 切り 、 次 の タス 
ク に 渡す 。 実行 中 の タス ク か が 入出 力 命令 を 出す と き に は CPU 時 間 を 放 径 
し 、 待 ち 行 列 の 最後 尾 に 回 す 。 

( 関 ) タ イム シェ アリ ング シス テム 
ラジ オ ボ タ ン [radio buttons] 

WindowsS や Mac0OS な どの GUI で 用 いる 小さ な ボタ ン 。 こ れ を マウ ス で 
クリ ッ ク す る こと に よっ て 、 機 能 や 条件 の 切り 替え を 行う 。 主として 複数 
項目 の 中 か ら ど れ か ひと つの モー ド の み を 選択 する 場面 で 利用 され る 。 ラ 
ジオ の AM ン FM 切 り 換え ボタ ン な ど 、 同 時 に は いずれ か ひと つの モー ド し 
か 選択 で き な い スイ ッ チ か ら 比 隊 的 に 名 付け られ た 。 

ラベ ル [label] 


① ブ ログ ラム 中 で 飛越 し 先 な ど を 示す た め に つけ る 標識 名 。 モジ ュー ル や 


配列 領域 の 先頭 に 名 前 を つけ る と き な ど に 用 いる 。goto 文 の 制御 の 移 
る 先 の 文 、 ま た は case 文 、default 文 等 に マー カカ と し て 付け られ る 標識 
の こと 。 ラ ベル の 付い て いる 文 を ラベ ル 付 き 文 (labeled statement) 
人 5 記 
ボリ ュー ム や ファ イル 等 の デー タ の 集合 に 識別 用 に つけ た 文字 列 。 ラ ベ 
ル は ファ イル の 管理 や 処理 の 便宜 の た め 使 用 し 、 そ の 集合 に 関す る 情報 
を 保持 し 、 識 別 する 。 処理 の 対象 に 付け る 名 称 で 、 ハ ー ド 的 な 外部 ラベ 
ル と ソフ ト 的 な 内 部 ラベ ル が ある 。 
(1) 外 部 ラベ ル : ファ イル 媒体 (ボボ リューム) の 外部 に 貼る 名 称 記入 用 の 
用 紙 。 ス テッ カー と も いう 。 
(2) 内 部 ラベ ル : 電子 的 に 書き 込ん だ ラベ ル 。 ボリ ュー ム に 付け る も の 
と ファ イル に 付け る も の が ある 。 記憶 媒体 上 の ファ イル の 管理 や 処 
理 、 制 御 を 円 滑 に 行う た め に 使用 する 。 ISO で は 、 加 媒 体 の ファ イ 
ル 構 造 を 制定 し て お り 、 こ の 中 に ラベ ル の 書式 も 規定 し て いる 。 
(2-1) ボ リュ ー ム ラベ バル : 磁気 記憶 媒体 の ボリ ュー ム の 始め と 終わ 
り に 付け る ラベ ル 。 ボリ ュー ム 内 の ファ イル を 識別 する 情報 
を 記述 する 。 ボ リュ ー ム の 先頭 に ボリ ュー ム 通 し 番号 と 
VTOC の アド レス な ど 記 録 フ ァイル の 管理 情報 を 記録 する 。 





(2-8) ファ イル ラベ ル : ファ イル の 始め と 終わ り に 付け る ラベ ル 。 

ファ イル の 識別 情報 ・ 作 成 日 情報 な ど が 書か れ て いる 。 先頭 
に は ヘッ ダラ ベル を つけ て 、 フ ァイル 制御 の 情報 を 記述 す 
る 。 ファ イル 未 尾 に は ファ イル 終わ り ラ ベル ( EOF) を 記録 
する 。 ラ ベル も また ファ イル を 構成 する レコ ー ド で ある の 
で 、 ラ ベル レコ ー ド と も 呼ば れる 。 磁気 ディ スク で は 、 
VTOC に すべ て の ファ イル の ファ イル ラベ ル が 集中 管理 され 
て いる 。( 参 )VTOC 

ンダ マイ ジン グ [randomizing] ( 同 ) ハ ッ シ ン グ 

ンダ ム ア ク セス [random access] 

ファ イル の アク セス 法 の ひと つ 。 直接 アク セス に ほぼ 同義 。 記憶 装置 か 

ら デ ー タ を 得 た り 、 記 憶 装置 に デー タ を 入れ た りす る 機能 で 、 そ の 過程 が 

前 回 アク セス し た デー タ と は 無関係 に 目的 の デー タ の 記憶 場所 に だ け 依存 

する も の 。 フ ァイル オー プン 後 、 フ ァイル 上 の 位置 を 指定 する こと に よっ 

て 任意 の 位置 に アク セス する こと が で きる 。 フ ァイル に ラン ダム に アク セ 

ス で きる か どう か は 、 フ ァイル の 性 質 に 依存 する 。 COBOL で は 、 乱 呼出 

し と いう 。( 類 ) 直 接 アク セス 、( 関 ) 直 接 編成 ファ イル 、 索 引 順 次 編成 

ンダ ム フ ァ イル [random file] ( 参 ) 直 接 編 成 フ ァイル 

ン ニ ング コス ト [running cost] 

シス テム の 運用 、 設 備 や 機械 等 の 運転 、 稼 働 に こも な っ て 発生 する 費 

用 。 コ ンピュータ シス テム の 場合 、 電 気 代 や 保守 点検 費 、 出 力 用 紙 、 補 助 

記憶 媒体 、 イ ンク リボ ン な どの 消耗 品 代 な ど 。 プ ログ ラム の メイ ン テ ナ ン 

ス に か か る 費用 を 含む こと も ある 。 こ れ に 対し 、 導 入 時 に 一 時 的 に 要する 

費用 を イニ シャ ルコ スト と いう 。 

乱 呼 出し [direct access] ( 同 ) ラ ンダ ム ア ク セス 


mm ペー ram の ーー バツ 


リア ル タ イ ム 処 理 [real time processing] 
コン ピュ ー タ に 処理 要求 の 信号 と デー タ を 入力 する と 、 た だ ち に 処理 
し 、 出 力 や 応答 を 行う 処理 方 式 。 実 時 間 処 理 、 デ マン ド 処 理 、 即 時 処理 と 
も いう 。 多 く の 場合 、 端 末 装 置か ら 通信 回 線 を 介し て セン タ の ホス トコ ン 
ピュ ー タ に デー タ を 入力 し 、 処 理 結果 の 応答 を 受け る 方 式 を と る 。 
リー ダ [reader] 
① ジ ョ ブス ケ ジ ュ ー ラ の 機能 の ひと つ 。JCL を 入力 し 、 ジ ョ ブ 待 ち 行 列 に 
入れ 、 入 力 デ ー タ を 読み 込み 、 イ ニシ エー タ に 通知 する 。 


ラ 
ラ 


ラ 
ラ 





⑧ 入 力 装置 の 読取 り 装 置 。 
リエ ンジ ニア リン グ [reengineerin] 
部 品 の 再 利用 の 際 に 、 既 存 の シス テム を 調べ 、 新 し い 要 求 に か な う よ う 
に 変更 する こと 。 カス タマ イズ (customize) が 、 既 存 シ ステ ム の 一 部 を 修 
正す る こと を さす の に 対し 、 リ エン ジニ アリ ング は 、 ど こ を どう 直す べき 
か を 知る た め の 仕 様 分 析 の 工程 も 含む 。 
リカ ー シ ブ [recursive] ( 同 ) 再 帰 
リカ バリ [recovery] ( 同 ) 障 害 回 復 
リス ク 分 析 [risk analysis] 
情報 シス テム に 潜む 危険 を 把握 する 分 析 技 術 。 日 本 情報 処理 開発 協会 
(JIPDEC) は JRAM(JIPDEC Hisk Analysis Method) を 開発 、 普 及 に 
着手 し た 。( 類 ) リ スク マネ ジメント 
リス クマ ネジ メン ト [risk management] 
危険 管理 。 情 報 処 理 の 分 野 で は 、 信 頼 性 や セキ ュ リ ティ に 関連 し た シス 
テム 全体 の 安全 確保 に と も な う 危 険 管理 の こと 。 資産 の 価値 と リス ク の 発 
生 要因 を 分 析 し て 対策 を 講じ 、 最 小 の コス ト で リス ク を 最小 に 抑え る こと 
が 目的 で ある 。( 参 ) 信 頼 性 、 セ キュ リティ 
リス ト ア [restore] 


磁気 ディ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 (バッ クア ッ プ ) し て お いた 縛 較 WW 


デー タ を ハー ド デ ィ スク に 戻し た り 、 シ ステ ム に 読み 込む こと 。 操作 上 の 
ミス や プロ グラ ム の バグ に よっ て 、 シ ステ ム に トラ ブル が 発生 し た と き な 
ど 、 元 の 状態 に 復 昌 する こと が で きる 。 
リス ト 構 造 [list Structurel 
複数 の デー タ が ある 順序 に し た が っ て 並ん で いる 構造 。 個々 の デー タ の 
論理 的 な 並び と 主 記憶 装置 内 で の 並び が 一 致し て いな い 点 で 配列 と 異な 
る 。 順序 を 示す 情報 と し て 各 デ ー タ は ポイ ンタ を 持つ 。 リ スト 構造 の デー 
タ を 操作 ・ 処 理 す る こと を リス ト 処 理 と いう 。 
代表 的 な リス ト 構 造 に は 次 の よう な も の が ある 。 
(1) 単 リス ト ( 線 形 リス ト )(linear list ン linked list) 
デー タ 要 素 の 数 が 動 的 に 変化 する 1 次 元 の 表 で 、 ア クセ ス が その 両 
端 に 限ら れる も の 。 スタ ッ ク は 線形 リス ト の うち 一 方 の 端 か ら の み ア 
クセ ス で きる も の で ある 。 
(2) 双 リス ト ( 双 方 向 リス トノ 連鎖 リス ト ) (doubly-linked liSt) 
(3) 環状 リス ト ( 循 環 リ スト ン 巡 回 リス ト ) (circular list) 
単 リス ト 、 双 リス ト は 要素 の 数 が 動 的 に 変化 する 1 次 元 の 表 で ある 。 単 
リス ト は アク セス を いっ ぽう の 端 に 限る も の で 、 ス タッ ク が これ に 相当 す 
る 。 双 リ スト は 両端 か ら の アク セス を 許す 。 リ スト 構造 を 持っ た デー タ 用 
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の プロ グラ ム 言 語 と し て 、LISP や PROLOG な ど が ある 。 
単 リ スト 双 リ スト 
ポイ ンタ A | ポイ ンタ A 


Y 


ャ Y 
番地 B ポイ ンタ C 番地 B 
ャ 


1 
番地 D 











に 人 He 
ト | - れ どき ynael 

















環状 リス ト 


























リス ト 処 理 [list processing] 
デー タ 構 造 は 配列 と リス ト に 大 別 で きる 。 項目 が ある 順序 に し た が っ て 
並ん で いる 集合 の こと を リス ト と いう 。 リ スト 構造 の デー タ を 操作 ・ 処 理 
する こと を リス ト 処 理 と いう 。 リ スト 構造 を 持っ た デー タ 用 の プロ グラ ム 
言語 と し て 、LISP や PROLOG な ど が ある 。 
リソー ス 【[resource] ( 同 ) シ ステ ム 資 源 
リタ ー ン 命令 [return instruction] 
サブ ルー チン や 割込み 処理 を 実行 後 、 主 ルー チン に 復帰 する た め に 使う 
命令 。 サ ブル ー チ ン や 割込み 処理 で リタ ー ン 命令 を 実行 する と 、 ス タッ ク 
ポイ ンタ の 示す スタ ッ ク の 内 容 、 す な わ ち 直前 の 戻り 番地 を 参照 し 、 主 
ルー チン で 分 岐 し た 直後 の 命令 に 戻る 。 
( 参 ) サ ブル ー チ ン 、 ス タッ ク 、( 対 ) 呼 出し 命令 
リフ ァ レ ンス デー タベース [reference database] 
情報 源 の 案内 を 主たる 目的 と する デー タベース (文献 デー タベース ) 。 


デー タベース は 当初 、 技 術 上 の 制約 か ら 情報 が び こ に ある の か を 探す 手段 
と し て 始ま り 実 用 化 に 至っ た 。 リ ファ レン ス デ ー タ ベー ス に は 文献 の タイ 
トル や 著者 名 、 掲 載 誌 、 内 容 の 抄録 な ど が ある 。 検索 し た 資料 を 直ちに 入 
手 で きる ファ クト デー タベース と 連動 する も の が 多い 。 
リミット チェ ッ ク [limit check] 
入力 デー タ の 内 容 を チェ ッ ク す る 方 法 の ひと つ 。 デ ー タ の 長 さ や 値 の 上 
限 や 下限 が あら か じ め わ か っ て いる 場合 に 、 そ の 条件 を 満た し て いる か ど 
うか を 調べ る こと 。 制限 チェ ッ ク と も いう 。 特 に ある 範囲 内 に ある か どう 
か を 調べ る こと を 範囲 チェ ッ ク と いう 。 
リモ ー ト ジョ ブ エ ン トリ [remote job entry : RHJE] 
遠隔 地 の 端 末 ヒ セン タ の 端末 を 区 別 せ ず 処 理 す る セン タ の 計算 機 シ ステ 
ム に 、 遠 隔 地 の 端末 ひら ジョ ブ や デー タ を 投入 し 、 処 理 す る 方 式 。 遠 隔 
ジョ ブ 入 力 と も いう 。 ジ ョ ブ と 入力 デー タ を 一 括 し て オン ライ ン の 端末 装 
置か ら 通 信 回 線 を 介し て 入力 し 、 ホ スト コン ピュ ー タ が ジョ ブ 実 行 し た 結 
果 を や は り 通 信 回 線 を 介し て 端末 装置 へ 送り 返す 。 デ ー タ の 送信 や 結果 の 
入手 に 、 郵 送 や 輸送 の 必要 が な く な る が 、 処 理 結果 の 受け 取り に リア ル タ 
イ IPMKSREWI 





リモ ー ト / バッ チ シ ス テム [remote batch system] 
遠隔 地 の 端 末 た と セン タコ ンピュータ の バッ チ 処 理 シ ステ ム を 通信 回 線 で 
結ん だ コン ピュ ー タ シス テム 。 遠隔 地 の 端 末 が 送っ て くる ジョ ブ や デー タ 
を 、 セ ンタ の ジョ ブ や デー タ と 区 別 せ ず に 、 セ ンタ の 計算 機 シ ステ ム で 処 
理 する 。 出力 結果 は 端末 で 入手 で きる 。 プロ グラ ム や デー タ を 郵送 し た り 
輸送 し た りす る 必要 が な く な る 。 こ の よう な 処理 方 式 を リモート バッ チ 処 
理 (remote batch processing) と いう 。( 関 ) オ ン ラ イン シス テム 
リモ ー ト ファ イル アク セス [remote file acce581 
自 シ ステ ム 内 の ファ イル に アク セス する の と 同様 の 操作 で 、 ネ ッ ト ワ ー 
ク で 接続 し た 別 の コン ピュ ー タ の ファ イル を 直接 アク セス 可能 と する 機 
能 。 実 フ ァイル を 持つ 相手 の コン ピュ ー タ の こと を ファ イル サー バ と 呼ぶ 
こと が ある 。UNIX、NetWare、Windows NT の ネッ トワ ー ク 機能 を 持 


つ 08 で 、 こ の 機能 を 提供 し て いる 。 遠隔 ファ イル アク セス の 具体 例 に 
は 、NFS、HFS、VFS な ど が ある 。 

リモ ー ト メイ ン テ ナ ンス [remote maintenance] 

ユー ザ シ ステ ム の ハー ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア の 修理 、 点 検 お よび ソ 

フト ウェ ア の 入れ 替え 、 追 加 な ど を 直接 ユー ザ に 出向 か ず 、 通 信 回 線 を 
接続 し た 保守 担当 会 社 の 端末 か ら 行う 保守 作業 。 遠隔 保守 と も いう 。 遠 
隔 保守 に より 、 シ ステ ム が まっ た く 起 動 で を な い 場 合 を 除き 、 点 検 作業 
や 障害 の 初期 調査 で は 保守 員 の 移動 時 間 が 不要 と な り 迅 速 な 対応 が 可能 
と な る 。 

リレー ショ ナル デー タベース [relational database : RDB1] 
( 同 ) 関 係 デ ー タ ベー ス 、( 関 ) 関 係 代 数 

リレー ショ ン [relation] ( 同 ) 関 係 

リン ケー ジ エ デ ィ タ [linkage editor] 
( 同 ) 連係 編集 プロ グラ ム 


ル | 


類義語 検索 [Synonym retrieval/synonym search] 
デー タベース や 文書 中 の 文字 列 デー タ の 検索 を 行う と き 、 類 似 性 を も っ 
た 用 語 まで 範囲 を 広げ て 文字 列 を 検索 する こと 。 例 えば 、 ア メリ カ を 指定 
する と 、USA、 米 国 、 合 衆 国 な どの 用 語 も 同時 に 検索 する こと 。 
( 関 ) シ ソー ラス 、 あ いま い 検 索 
ルー トディ レク トリ [root directory] 
MS-DOS や UNIX 系 0S で は 、 フ ァイル を 木 構造 の ディ レク トリ に よっ 
て 管理 し て いる 。 デ ー タ の 管理 を 木 ( ツ リー) に 例え る と 、 フ ァイル は 葉 
(リー フ ) に 、 デ ィ レ クト リ は 根 (( ル ー ト ) や 節 ( ノ ー ド ) に 相当 する 。 木 構造 
の 最上 位 ( 根 に 相当 ) の ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ と いう 。 
ルー プ [laap1] 
① プ ブロ グラ ム 中 で 繰り 返し て 実行 する 一 連 の 命令 。 ま た は 、 あ る 特定 の 条 
件 を 満た すま で 繰り 返し 実行 する こと 。 繰り 返し 動作 の 打 切 り 条件 を 正 
し く 設 定 せ すず 、 プ ログ ラム が 終了 し な い 場 合 を 永 ス ルー プ 、 無限 ルー プ 
(permanent Ioop)、 閉 ルー プ (endlessloop) と いう 。( 類 ) 繰 返し 
⑧ 一 連 の 要素 (機器 や デー タ な ど ) を 連ね た 構造 で 、 一 周 し て も と に も どる 
道 す じ を ルー プ ( ま た は リン グ ) と いう 。 





レイ アウ ト 【layoutl] 

① フ ァイル に 書 込 む レコ ー ド の 属性 や デー タ 長 を 考慮 し て 、 効 率 よ く 処 理 
で きる よう に 設計 する こと 。 

@ 表 示し た り 印 刷 す る 文書 の 文章 や 図表 の 配置 。 割付 け と も いう 。 ソ フト 
の 高 機能 化 が 進み 、 文 字 の 書体 、 大 き さ や 配色 な ど が 指定 で さる シス テ 
ム で は 、 見 栄え も 含ん で レイ アウ ト と いう 。 

レグ レッ ショ ン テ ス ト [regression test] 
既存 の シス テム に 修正 、 変 更 、 機 能 追 加 を し た 場合 、 こ れ ら が 正しく 行 

われ た こと を 確認 する テス ト 。 新 機能 部 分 だ け で な く 、 従 来 機能 の テス ト 

も 行い 、 改変 ・ 追 加 し た こと に より 、 新 た な 誤り (レベ ル ダ ウ ン と いう ) が 

生じ て いな いか を 検証 する 。 退 行 テ スト 、 回 帰 テ スト と も いう 。 

レコ ー ド [record] 
相互 に 関連 する デー タ 項 目 の 集 まり 。 データ 処理 は 、 レ コー ド を 単位 と 

し て 行う 。 論理 レコ ー ド と 物理 レコ ー ド の 二 つ に 分 ける 。 

① 論 理 レコ ー ド (logical record) : ファ イル の 構成 要素 で 1 件 の 事象 に 関 
連 す る 項目 (例え ば 個人 情報 な ら 、 そ の 個人 の 氏名 ・ 生 年 月 日 ・ 性 別 ・ 
住所 な どの デー タ ) の 集まり 。 プ ログ ラム で デー タ を 取り 扱う と き の 入 
出力 の 単位 と な る 。 





表 計 算 ソ フト に CSV 形 式 の ファ イル を 読み 込ま せる 場合 に は 、 横 1 行人 ee 


の セル が 1] レコー ド に 対応 する 。 ワー プロ ソフ ト で は 、 表示 の 行 数 に か 
か わら ず 、 改 行 コ ー ド まで の 文字 列 が 1 レコ ー ド に 対応 する 。 

@ 物 理 レ コー ド (physical record) : 入出 力 装置 や 補助 記憶 装置 の ファ イル 
を アク セス する と き に 、 実際 の 読み 書き の 物理 的 な 単位 と し て 使用 する 
デー タ の 最小 単位 。 磁気 テー ブ で は IBG か ら 次 の IBG ま で の 1 ブロ ッ ク 、 
磁気 ディ スク で は 1 セク タ な どの 単位 。 一 般 に 、 関 連 す る デー タ の 集合 
が 1 論理 レコ ー ド を 形成 し 、 複 数 の 論理 レコ ー ド を ブロ ッ ク 化 し て 1 物 
理 レ コー ド を 構成 し 、 複 数 の 物理 レコ ー ド の 集合 が ファ イル を 形成 する 。 
( 関 ) フ ァイル 、 ブ ロッ ク 、 

(テー ブ の 記録 面 ) (ブロ ッ ク 化 係数 4 と し た 場合 の 例 ) 








ーーーー ブ アーー バ ケー 
物理 レコ ー ド (4 レコ ー ド 1 ブロ ッ ク の 物理 レコ ー ド 例 ) 


( 対 ) 論 理 レコ ー ド 、( 関 ) ブ ロッ ク 化 係数 
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レコ ー ド 型 [record type] 

デー タベース 設計 に お ける E-H モ デル で 、 実体 を ある 属性 で グル ー プ 化 
し た 集合 の こと 。 例 えば 、 あ る 会 社 の 社員 で ある と いう 属性 で 作ら れ た 集 
合 (社員 ファ イル に 相当 ) は 、 実体 (社員 に 相当 ) の 属性 デー タ の 並び (社員 
コー ド 、 氏 名 、 生 年 月 日 、 性 別 、 所 属 な ど ) と いく つか の (社員 数 に 相当 ) 
実現 値 の 並び (9206 123、 合 格 太郎 、19720315、 男 、 営 業 部 な ど ) で 
表現 で きる 。COBOL の レコ ー ド に 相当 する 。 

レコ ー ド タイ プ [record type] 

ファ イル に 記録 する レコ ー ド の 形式 。 レ コー ド を 形成 する 語 ま た は 文字 
の 長 さ (record length) は 、 理 論 的 に は いく ら で あ っ て も よい が 、 実際 に 
は どう 扱う か に よっ て 処理 の 仕方 が 異な る 。 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
(1) 固 定 長 レ コー ド (fixed length record) 

ファ イル 中 の 論理 レコ ー ド が 、 す べ て 同一 の 長 さ に 記録 し て ある 形 
式 で 、 プ ログ ラム 上 も 扱い や すい 。 常に 一 定 の 長 さ 以下 の レコ ー ド を 
扱う 場合 に は 、 そ の ハン ドリ ング の 容易 さか ら 固 定 長 レ コー ド を 多用 
する 。 し か し 、 項 目 長 さ が 異な れ ば 空白 文字 を 埋め 込ん で 規定 の 長 さ 
に する た め 、 記 憶 領 域 の 利用 効率 は 必ず し も よく な い 。 

(8) 可変 長 レ コー ド (variable length record) 

ファ イル 中 の 論理 レコ ー ド の 長 さ が それ ぞ れ 異な る レコ ー ド 形 
式 。 各 レ コー ド の 長 さ が 著しく 異な る 場合 は 、 固 定 長 レ コー ド で は 
無駄 が 多く な る た め 、 ス ペー ス 効 率 の 観点 か ら 可 変 長 レコ ー ド を も 
つ フ ァイル を 使用 する 。 シ ステ ム は 、 レ コー ド の 先頭 に その レコ ー 
ド 長 を 、 ブ ロッ ク に まとめ た 場合 に は ブロ ッ の 5 ッ ク 長 
を 記録 する 。 デ ー タ の 長 さ を 記録 する 場所 は 、 デ ー タ の 場所 を 示す 
カウ ント 部 の 内 部 に な る 。 SE キー 部 を 設け 、 
アド レス に 代え レコ ー ド 内 の キー 項目 で 特定 の レコ ー ド を 探す こと 
が で きる 。 

(3③) 不定 長 レコ ー ド (undefined length record) 

可変 長 レ コー ド と 同様 に 論理 レコ ー ド 長 が それ ぞ れ 異な る が 、 お 
の お の の 論理 レコ ー ド が 自分 自身 の レコ ー ド 長 情 報 を も た な い 形 
式 。 レ コー ド の 入出 力 は IBG を も と に 行う た め 、 ブ ロッ キン グ は で 
き な い 。 

レジ スタ [register] 

中 央 処理 装置 の 内 部 に あっ て 、] 語 また は 数 語 、 と き に は 数 桁 の 情報 
を 一 時 的 に 記憶 する 装置 。 特 定 の 目的 に 使用 し 、 随 時 、 そ の 内 容 を 参照 
で きる 。 処 理 中 の 命令 、 デ ー タ 、 ア ドレス 、 状 態 語 な どの 一 時 記憶 場所 
に 使う 。 






レジ スタ レー タ 


に メモ リア ドレ ス 
レジ スタ 


ハー ドウ ェ ア と し て は 、 フ リッ プ フ ロ ッ プ 回 路 を 複数 個 接 続 し て 、 複 数 
ビッ ト の デー タ を 一 時 的 に 記憶 で きる 回 路 で 構成 する 。 
レジ スタ は 使用 目的 に よっ て 、 制 御用 レジ スタ 、 演 算 用 レジ スタ に 分 か 
れる 。 
(1) 制御 用 レジ スタ に は 、 命令 アド レス レジ スタ (プロ グラ ムカ ウン タ ) 、 
メモ リア ドレ スレ ジス タ 、 命 令 レ ジス タ な ど が ある 。 
(2) 演算 用 レジ スタ に は 、 ア キュ ムレ ー タ 、 イ ン デ ックス レジ スタ 、 基 底 
アド レス レジ スタ な ど が ある 。 
(3) 汎用 レジ スタ は 使用 目的 を 限定 し な い レ ジス タ で ある 。 
レジ スト リ 【registry プ registry data] 
① ハ ー ド や ソフ ト 、 ネ ットワーク な どの 正当 な 使用 者 で ある こと を 登録 す を eeee 
る こと 、 ま た は その 登録 簿 に 相当 する デー タベース 。 ア クセ ス 権 の 確 
認 、 課 金 情報 の 管理 な ど に 使用 する 。 転じ て 、 シ ェ ア ウ ェ ア を 使用 する 
際 に 支払 う 寄付 金 な ど 。 
⑧Windows95/98 で は 、 ハ ー ド や ソフ ト に 関す る 各種 設定 情報 を 管理 す 
る デー タベース 。 レ ジス トリ は ユー ザ ご と の 設定 情報 を 管理 する 
USEH.DAT と 、 コ ンピュータ ご と の 設定 情報 を 管理 する 
SYSTEM.DAT の 二 つ の ファ イル か ら 構 成 さ れ て いる 。REGEDIT と い 
う プ ログ ラム を 起動 し て レジ スト リ の 内 容 を 書き 換え る こと が で きる 
が 、 お むやみ に 変 更 す る と オペ レー ティ ング シス テム が 動か な く な る 恐 
が ある 。 
レス ポン スタ イム [response time] ( 同 ) 応 答 時 間 








列 や [column ノ field] 
表 計 算 ソ フト の ワー クシ ー ト で 縦 に 並 点 一 連 の セル 領域 。 行 の 対語 。 
列 ②[row] 


次元 配列 や 行列 の 縦 方 向 の 1 列 の こと 。 行 ( 横 に 並 点 1 行 ) の 対語 。 
( 対 ) 行 


と 4E) 


列 ③[sequence] 

同一 の 型 の デー タ が 一 列 に 並ぶ デー タ 構 造 で 、 デ ー タ の 中 身 と 順序 が 意 
味 を 持つ も の 。 例 えば 、123 と 231 は 、10 進 数 な ら 意 味 が 異な る 。 列 に 
対す る 操作 に は 、 参 照 、 削 除 、 挿 入 な ど が ある 。 列 を 表現 する 代表 的 構造 
に は 、 配 列 、 リ スト な ど が ある 。 列 の デー タ を 操作 で きる 場所 を 限れ ば 、 
待ち 行列 や ? や スタッ ク に な る 。 

レビ ュー【review] 

も と の 意味 は 、 生 徒 が 課題 を 再 検討 、 復 習 す る こと 、 転 じ て 指 導 者 が 批 
評 、 論 評 す る こと 。 シ ステ ム 開 発 で は 、 シ ステ ム 設 計 者 、 プ ログ ラム 作成 
者 に 、 設 計 め や コー ディ ング の 内 容 を 記述 、 説 明 さ せ 、 あ いま いな 点 や 未熟 
な 点 を 探り 、 自 覚 さ せる こと 。 レ ビュ ー の 場 は 、 一 般 に は 複数 の メン バ が 
参加 し 、 作 成 者 の 報告 や 発表 の 後 、 問 題 点 の 指摘 、 批 判 を 行い 、 再 検討 や 
改良 を 促し 、 後 工程 に 誤り を 伝え な いよ うに する 場 で も ある 。 この ほか 、 
メン 人 バ 間 の 情報 伝達 、 教 育 、 進 捗 管理 の ね らい も ある 。( 参 ) イ ンス ペク 
ショ ン 

レプ リケーション 【replication] 

デー タベース を 他 の サー バ 上 で 複製 する 機能 。 分 散 型 デ ー タ ベー スシ 
ステ ム で は 、 あ る デー タ を 特定 の サー バ に の み 置 く と 、 ネ ットワーク 上 
の ある 部 分 に トラ フィ ッ ク が 集中 し た り 、 ネ ットワーク 全体 の トラ 
フィ ッ ク 量 が 増加 し た りす る 。 そこ で 、 デ ー タ ベー ス の 複製 を いく つか 
の サイ ト で 持ち 、 一 番 近 く の サ イト の デー タベース に アク セス する よう 
に すれ ば 、 ネ ットワーク 上 の 負荷 分 散 と 負荷 の 低減 が 可能 と な る 。 な 
お 、 更 新 の 際 一 時 的 に 複製 間 の 内 容 の 不一致 が 発生 する た め 、 レ プリ 
ケー ショ ン に は 不一致 状態 の 管理 と 定期 的 に 内 容 を 一 致 さ せる 機構 が 必 
要 と な る 。 

連係 編集 プロ グラ ム [linkage editor : LKED ン linker] 

ユー ザ が 書い た プロ グラ ム を 実行 可能 な ロー ドモ ジュ ー ル に する た め 、 
各 種 の 計算 機 サ ブル ー チ ン と ユー ザ が 作成 し た プロ グラ ム と を 結合 し 編集 
する プロ グラ ム 。 結合 編集 プロ グラ ム 、 リ ン ケ ー ジ エディ タ と も いう 。 一 
般 に 、 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル は 、 ア ドレス の 指定 が 0 番地 か ら と な っ て 
お り 、 実行 可能 な 形式 で は な い 。 ま た 、 他 の 副 プ ログ ラム と の デー タ の 授 
受 の 番地 な ども 解決 し て いな い 。 実行 可能 に する た め に は 、 さ ら に さま ざ 
まな 制御 情報 、 呼 び 出さ れる 副 プ ログ ラム や 関数 な どの 相互 参照 を 解決 
し 、 可 能 な ら ば 構成 要素 を 再 配置 する 必要 が ある 。 別々 に 翻訳 し た オブ 
ジェ クト モジ ュー ル や ロー ドモ ジュ ー ル か ら 新 た な ロー ドモ ジュ ー ル を 作 
成す る こと が 連係 編集 プロ グラ ム の 役割 で ある 。 

連鎖 リス ト [chained list] ( 参 ) リ スト 構造 
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連続 [consecutive] ( 参 ) 構 造 化 定理 、 基 本 制御 構造 
連続 ジョ ブ 処 理 [continunus job contral] 
オペ レー ティ ング シス テム の スケ ジュ ー リ ング 機能 の ひと つ 。 ユー ザ が 
コン ピュ ー タ シス テム に 複数 の ジョ ブ を 与え る と 、0S が コン ピュ ー タ 資 
源 が 遊ば な いよ うに 優先 順位 を 考慮 し た スケ ジュ ー リ ング を 行い 、 数 多く 
の ジョ ブ の 連続 運転 が 可能 に な る 。 
連続 用 紙 [continuous paper] 
プリ ンタ に セッ ト す る 長い 用 紙 。 ス トッ ク フ ォ ー ム と も いう 。1 ページ 
ずつ 切り 離し た り 、 折り た た ん だ りす る こと が で きる よう に 用 紙 に ミシン 
目 が 入れ て あり 、 左 右 に は 紙 送り の た め の 穴 が あい て いる 。 高速 、 大 量 の 
印字 に 適し て いる 。 あらかじめ 必要 な 項目 を 印刷 し た 専用 紙 と 、 横 線 の 
入っ た 用 紙 や 白紙 の 汎用 用 紙 が ある 。 


SEE 
ロー ダ [loader] 
① 周 辺 装置 や 補助 記憶 装置 か ら プ ログ ラム を コン ピュ ー タ の 主 記憶 領域 に 
読み 込ま せる ルー チン 。 常時 メモ リ 内 に 存在 し て いる 。 
⑧@ 指 定 し た オブ ジェ クト モジ ュー ル お よび ロー ドモ ジュ ー ル (ユー ザ 用 プ 
ログ ラム ) を 作り 上 げ 、 そ の プロ グラ ム を 実行 させ る サー ビス プロ グラ 
ム 。 特に 、 連 係 ロー ダ (linking loader) と 呼ぶ こと も ある 。 
ロー ド 【load] 
一 般 に 、 デ ー タ な ど を 処理 する た め に 格納 場所 か ら 取 り 出 し て 記憶 する 
(< 
① 主 記憶 領域 の デー タ を アキ ュ ム レー タ や レジ スタ に 転送 する こと 。 
⑧ プ ログ ラム や デー タ 等 を 補助 記憶 装置 か ら 取 り 出 し て 、 内 部 記憶 装置 に 
格納 する こと 。 0S が アプ リケーション ソフ ト を 読み 込む こと は プロ グ 
ラム ロー ド 、 ア プリ ケー ショ ン が デー タ を 読み 込む こと は ファ イル ロー 
ド と いう 。 
③ 入 力 装置 に デー タ 媒 体 を セッ ト す る こと 。 例え ば 、 外 部 記憶 装置 に 記憶 
媒体 を 装着 する こと 。( 対 ) ア ン ロ ー ド 、 セ ー ブ 
④ 負 荷 、 ま た は 処理 要求 。 
ロー ド シ ェ アシ ステ ム 【load share system] 
負荷 分 散 シ ステ ム 。 あ る 業務 に 関し て 複数 台 の コン ピュ ー タ を 使い 、 そ 
の 処理 形態 (オン ライ ン 、 バ ッ チ ) や 処理 発生 地域 な ど で 区 別 し 、 負 荷 を 分 
担 さ せる シス テム 。 銀行 の オン ライ ン サ ービス は 地域 に よる 分 担 を し て い 
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る 。 ひ と つの シス テム が ダウ ン し て も 、 他 シス テム で カバ ー で きる 。 





ロー ド フ ァ ク タ [load factor] 
直接 編成 ファ イル で は 、 レ コー ド の キー 値 と レコ ー ド アド レス は 1] 対 1 
で 対応 すれ ば 理想 で ある が 、 一 般 的 に は 、 重 複 ( セ シノニム) が で きた り 、 逆 
に 空き 領域 が で きた り し て 記憶 装置 の 使用 効率 が 低下 する 。 エク ステ ント 
の 大 き さ と レコ ー ド 数 の 間 に は 適当 な 比率 が ある 。 そ こ で 予め 最大 レコ ー 
ド 数 を 想定 し て 、 多 対 1 の 対応 で アド レス を 求め た うえ 、 さ ら に 余裕 を 持 
た せる と シノ ニム の 発生 が 抑制 で きる 。 こ の エク ステ ント の 最大 記憶 容量 
に 対す る 記録 レコ ー ド の 容量 の 比率 を ロー ド フ ァ ク タ と いう 。 約 80% 程 
度 が 適正 で ある と 言わ れ て いる 。 
ロー ドモ ジュ ー ル [load module] 
実行 の た め に 主 記憶 装置 内 へ ロー ド し 得る 計算 機 プ ログ ラム の 単位 。 連 
係 編集 プロ グラ ム の 出力 が ロー ドモ ジュ ー ル で ある 。 
( 関 ) 連 係 編集 プロ グラ ム 
ロー ルイ ン ・ ロ ー ル アウ ト 【roll-in・roll-out] 
階層 構造 を も つ 記憶 装置 で 、 実行 可能 な プロ グラ ム や デー タ を 補助 記憶 
装置 上 に 格納 し て お き 、 必 要 に 応じ て 上 位 の 記憶 装置 に 呼び 出し (ロー ル 
イン )、 不 要 に な っ た ら 、 再 び 下 位 の 記憶 装置 上 に 戻す (ロー ルアウ ト ) と 
いう 機能 を も っ て いる 。 特に ペー ジン グ 方 式 の 仮想 記憶 シス テム で は ペー 
ジイ ン ・ ペ ー ジ アウ ト と いう 。 ( 類 ) ペ ー ジ ング 、 ス ワッ プ 、 オ ー バ レイ 














贈 敵 帽 訓 省 耳 





ロー ル バ ッ ク [roll back] 

シス テム 障害 の 発生 で 中 断 さ れ た 処理 を 、 そ の 処理 の すべ て が 行わ れ 

な か っ た 状態 に 戻す こと 。 マ スタ ファ イル の ロー ル バ ッ ク の 場合 、 更 新 

前 情報 を 用 いて ロー ル バ ッ ク 処 理 を 行う 。 こ の 後 、 ロ ー ル フォ ワー ド 処 
理 を 行う 。 
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ロー ルフ ォ ワ ー ド [roll forward] 
ファ イル 装置 の 障害 な ど で 破 壊さ れ た ファ イル を 、 障 害 発生 の 直前 の 状 
態 に まで 復元 させ る こと 。 セ ー ブ し た ファ イル (バッ クア ッ プ ファ イル ) 
を 正常 な ファ イル 装置 に 戻し 、 セ ー ブ 時 以降 の 更新 後 情報 (ジャ ー ナ ル ロ 
グ ) で ファ イル を すべ て 更新 し 、 復 元 を 行う 。 
ログ [log] ( 同 ) ジ ャ ー ナ ル ロ グ 
ログ アウ ト [【logout] 
コン ピュ ー タ シス テム や ネッ トワーク の サー ビス の 利用 を 終了 させ る こ 
と 。 ログ イン か ら ロ グ ア ウ ト ま で の 状態 を セション と いう 。 
ログ イン [login] 
コン ピュ ー タ シス テム や ネッ トワーク の サー ビス の 利用 を 開始 する こ 
と 。 アクセス を 可能 に する た め に 、 端 末 か ら ID と パス ワー ド を 入力 し て 、 
シス テム 資源 と 接続 させ る 。 端末 か ら の アク セス の 場合 、 通 信 ソ フト の 起 
動 、 プ ロト コル の 設定 、 ダ イヤ リン グ 、ID コ ー ド 、 パ スワ ー ド の 入力 な ど 
の 手続 き を いう 。 
ロッ ク 【lock] 
① フ ァイル アク セス を 一 時 に は ひと り に 制限 する こと 。 
ファ イル に リー ド オ ン リ ー 属 性 を 付与 する こと 。 
論理 エラ ー[logic error] 
プロ グラ ム 命 令 の 組立 て 方 に 説 り が ある た め に 生じ る エラ ー。 シ ンタ ッ 口 
クス エラ ー に 対比 し て 用 いる 語 。 論理 的 な 誤り (設計 段階 の 誤解 、 ブ ログ oe 
ラミ ング 段階 の 誤記 、 実 行 段階 の 誤操作 な ど ) が 原因 と な る 。 語 理 エラ ー 
の 検出 に は 各種 の テス ト を 行う 必要 が ある 。 
論理 演算 [logical operation] 
記号 論理 学 の 規則 に 従う 演算 。 数値 を 扱う 数 値 演算 と 異な り 、 論 理 値 は 
ら 値 し か な い 。 


論理 積 (AND) 論理 和 (OR) 


] 1 1 ] 1 1 0 
1 0 1 0 1 0 1 
0 1 0 1 1 
0 0 0 0D 0 


論理 演算 の 基本 公式 (A は A の 否定 、・ は 論理 積 、 十 は 論理 和 ) 

* 交換 律 AB= ニ B 十 人  A・B= ニ B・A 

e 結合 律 A 十 (B+C)=(A 十 B) 十 C A・(B・C)=(A・B) ・C 

* 分 配 律 A 二 (B・C)=(A 十 B) ・(A+C) A・(B+C)= テ A・B 
+A・C 
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ゃ べき 等 律 A 十 人 ニ A A・A ニ A 

e 吸収 律 A 二 A・ フ = ニ A A・(A 填 B) =A 

。 ド - モ ル ガ ン の 定理 AT 上 B=A・B A・B=A+B 
論理 演算 子 [logical operator] 

数 学 や プロ グラ ム 中 で 論理 式 を 表す た め に 用 いる 記号 。 論 理 変数 を オペ 
ラン ド と し 、 複 数 の 条件 式 を つない だ り 、 真 理 値 を 逆転 し た りす る と き に 
用 いる 。 

プロ グラ ム 言 語 に よっ て 異な る こと も ある が 、 否 定 、 論 理 積 、 論 理 和 、 
排他 的 論理 和 等 を 示す 。 論理 演算 子 の 優先 順位 は 、(1 ) 否 定 、() 論 理 
積 、(3) 論 理 和 の 順 で あり 、 こ の 順 を 変え た いと き や 明 確 に 表現 し た いと 
に は か っ こ を 用 いる 。 か っ こ 内 の 演算 の 優先 順位 が 高く な る 。 論理 作用 
素 と も 呼ぶ 。 


0 











論理 演算 命令 [logical instruction] 
記号 論理 学 の 規則 に 従う 演算 命令 。 ア セン ブラ の AND、OH、NOT 命 
令 、 論 理 式 の 真理 値 を 求め る 演算 な ど 。 プ ログ ラム 内 で 論理 演算 は 、 条 件 
の 判断 や 組合 せ の 表現 で も 利用 する 。 
論理 回 路 [logic circuit] 
論理 素子 を 組み 合わ せ た 電 気 回 路 、 ま た は 電子 回 路 で 論理 値 (の 値 ) の 入 
力 に 対し て 論理 値 (o 値 ) を 出力 する 回 路 。 論 理 回 路 は 、 次 の ふた つ に 大 別 
で きる 。 
(1) 組合 せ 論 理 回 路 : 入力 値 に よっ て の み 出 力 値 が 決ま る 。 NOT 回 路 、 
OR 回 路 、AND 回 路 な ど 。 
(@) 順序 回 路 (記憶 回 路 ) : 回 路 自体 に 状態 を 保持 する 。 ラ ッ チ 回 路 や フ 
リッ プ フ ロ ッ プ 回 路 な ど 。 
ie Storage] ( 参 ) 仮 想 記憶 
論理 シフ ト [logical shift] ( 参 ) シ フト 
BN ( 同 )AND 
論理 積 演算 [AND operation] ( 参 ) 論 理 演算 
論理 値 [logical value] 
非 数 値 デ ー タ の ひと つ 。 論理 変数 、 条 件 式 の と り 得る 値 で 、 値 は 1 か 
0、 真 が 偽 、High か Low な どの ら 値 の いずれ か 。 処理 系 に よっ て は 、 ゼ ロ 
と 非 ゼ ロ と する も の も ある 。 





論理 変数 [logical variable] 

ら 値 し か 有 し な い 論 理 演算 の た め の 変 数 。 値 は 1 か 0、 真 か 偽 、High か 
Low な ど 排 他 的 で ある 。 ビ ッ ト に 特定 の 意味 を つけ て コー ド 化 し た 数 ( 例 
えば 0 な ら 男 性 、1 な ら 女 性 と か 、0 な ら 未 婚 、 1 な ら 既 婚 ) は 、 デ ー タ 
コー ド で ある 。 

論理 レコ ー ド [logical operator] ( 関 ) レ コー ド 
論理 和 [OR] ( 同 )OR 
論理 和 演 算 [OR operation] ( 参 ) 論 理 演算 
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ワー クエ リア [work areal] 
プロ グラ ム 実 行 中 に シス テム が 中 間 結 果 の 格納 する た め に 一 時 的 に 使用 
する 主 記憶 (また は カレ ント ディ レク トリ ) に 確保 し 、 実行 後 不 要 に な っ た 
時 点 で 削除 する 記憶 領域 。 作 業 領域 と も いう 。 
ワー クシ ー ト [worksheet] 
表 計 算 ソ フト で 、 表 題 、 デ ー タ 、 数 式 な ど を 入力 で きる セル (ます 目 ) 
を ら 次 元 に 並べ た 表 形 式 の 画面 。 画 面 は 縦横 に 分 割 し た 表 形 式 で 、 格 子 
状 の 項目 欄 ( セ ル ) か ら な る 。 ひ と つの セル は 行 と 列 の 二 つ の 名 前 で 指定 
で き 、 一 連 の セル は 、 始 点 の セル と 終点 の セル で 指定 で きる 。 セ ル に 文 
字 や 数 値 な どの デー タ を 入力 する ほか 、 式 や 関数 を 入力 し て 縦横 の 集計 
処理 な ど を イン タラ クティ ブ に 行う こと が で きる 。 ス プレ ッ ド シー ト 
(spreadsheet) と も いう 。 表 の 縦横 の サイ ズ は 、 論 理 的 に 定義 で きる 
が 、 画 面 に 表示 で きる サイ ズ に は 限界 が あり 、 こ れ を ワー クシ ー ト ウィ ン 
ドウ と いう 。 
ワー ク フ ァ イル [work file] 
プロ グラ ム の 協 所 R、 連 係 編集 、 デ ー タ の 分 類 等 を 行う と き 、 そ れ ぞ れ の 
中 間 的 な プロ グラ ム や 中 間 的 な デー タ を 一 時 的 に 外部 記憶 装置 に 保存 し て 
お く た め の 作業 用 ファ イル 。 オペ レー ティ ング シス テム が 適当 な 名 前 を つ 
け て ファ イル 領域 を 確保 し 、 使 用 後 は 自動 的 に 削除 する 場合 が 多い 。 
ワー ク フ ロ ー[workflow] 
業務 の 発生 か ら 終 了 ま で の 仕事 の 流れ 、 ま た は 仕事 の 流れ を 決め る 規定 
や 機構 。 ワ ー ク フロ ー の 改善 で 業務 の 効率 化 を 行え る 。 オフ ィ ス ワー ク の 
中 心 が 他 部 門 と の 情報 の 交換 、 文 書 処 理 で ある こと に 注目 し 、 情 報 の 交換 
と 処理 に コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 企 業 全体 の 生産 性 を 高め よ 
うと いう 構想 に 基づく 。 
ワー ク フ ロ ー シ ス テム [workflow system] 
ワー ク フ ロ ー を コン ピュ ー タ シス テム で 実現 する こと 、 ま た は その 技 
術 、 シ ステ ム 。 業務 上 の 連絡 ・ 会 議 な どの コミ ュ ニ ケー ショ ン や スケ 
ジュ ー リ ング 、 申 請 や 承認 な どの 認証 、 物 品 や 金銭 、 伝 票 の 授受 を 電子 的 
な 技術 で 実行 する シス テム を さす 。 例 えば 、 ネ ットワーク を 利用 し た 連絡 
や 会 議 の た め の グ ルー プ ウ ェ ア 、CSCW( コ ンピュータ 支援 共同 作業 ) シ ス 
テム 、 暗 号 利 用 の 書類 転送 、 認 証 シ ステ ム な ど を いう 。 
ワー ド [word] 
一 般 的 に は 、 あ る 目的 を も つ ひ と か た まり の 文字 列 。 
① ハ ー ド ウェ ア の 分 野 で は 、 記憶 装置 、 演 算 装置 、 制 御 装置 な ど で ひ と ま 





と の リリ 


と め に し て 取り 扱う 情報 の 基本 単位 。 計算 機 に より 長 さ (ビッ ト 数 ) は 異 
な る 。 制御 用 の マイ クロ プロ セッ サ な どの 4 ビッ ト 単 位 の も の か ら 、 
64 ビ ッ ト 単 位 ま で さま ざま で ある 。 通常 、 1 命令 また は 1 数 値 が 1 
語 、 ま た は ら 語 に 相当 する 。 

(オペ レー ティ ング シス テム が 、 処 理 の 状態 を 管理 する た め に 常に 保持 し 

て いる 情報 。 

言語 処理 の 分 野 で は 、 プ ログ ラム や シス テム で 特定 の 意味 を も 一文 字 

列 、 約 束 。 例 えば 、 予 約 語 、 字 句 、 パ スワ ー ド な ど 。 
④ 自 然 言 語 に お いて は 、 単語 、 発 言 、 キー ワー ド な ど 。 
⑤⑥ マ イク ロ ソ フト 社 の ワー プロ ソフ ト 、Microsoft-Word の 略称 。 

ワー ニ エ 法 [Warnier design method] 

1970 年 代 前 半 に Jean-Dominique Warnier が 提案 し た デー タ 構 千 
設計 法 。 デ ー タ を 集合 と し て と ら え 、 そ れ が 「 ど こ で 、 い つ 、 何 回 ] 使 われ 
る か を 明確 化し 、 入 力 デー タ の 構造 か ら プ ログ ラム 構造 を 明らか に す 
る 。 プ ログ ラム 構造 図 は 、 入 力 デー タ 構 造 の 順次 、 選 択 、 繰 返し の 表現 
と し て その まま 反映 され る 。 LCP(logical construction program) と 
も いう 。 





[ 衣 品 STl 














ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ [warnin messg 巨 @] 
コン ピュ ー タ シス テム か ら オ ペレ ー タ 、 プ ログ ラマ に 出す 応答 メッ セー 
ジ 。 プ ログ ラム の 実行 中 、 コ ン パ イル 中 な ど に 誤り の 可能 性 が ある 状態 を 
検出 し た と き 、 警 告 の 意味 で 発する も の 。 
( 参 ) エ ラー メッ セー ジ 
ワー ム [worm1] 
コン ピュ ー タ ウィ ルス の 一 種 。 ネッ トワ ー ク 上 で 増殖 し て 資源 を 占有 
し 、 ト ラブ ル を 引き 起こ す 。 ( 類 ) コ ンピュータ ウィ ルス 
ワイ ルド カー ド [wild card] 
文字 列 や ファ イル 名 な どの あい まい 検索 の と き に 使用 する 、 任 意 の 文字 
や 文字 列 の 代わ り を 務め る 特別 な 文字 。 任 意 の 1 文字 を 表す 「?」、 任 意 の 
長 さ の 文字 列 を 表す 「*」 な ど が ある 。 トラ ンプ を 使う ゲー ム で 、 ジ ョ ー カ 
や スペ ー ド の エー ス を 他 の カー ド と 同等 と みな す ル ー ル が あり 、 こ の カー 
ド を ワイ ル ドカ ー ド と 呼ぶ こと に 由来 し て いる 。 ワ イル ドカ ー ド の 適用 規 
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則 は 、0S や アプ リケーション プロ グラ ム に より 異な る 。 
ワク チン プロ グラ ム [vaccine program] 
( 類 ) ア ンチ ウィ ルス プロ グラ ム 、( 関 ) コ ンピュータ ウィ ルス 
割込み [interrupt ノ interruption] 
CPU が ある プロ グラ ム を 実行 中 、 そ れ を 一 時 中 断 し て 、 ほ か の プロ 
グラ ム を 実行 する こと 。 プ ログ ラム の 実行 状況 よ 、 プ ログ ラム 状態 語 
(PSW) と し て 、 レ ジス タ に 格納 され て いる 。 割 込み が 発生 する と 、 
PSW の 内 容 を 主 記憶 に 退避 し 、PSW の 内 容 を 割込み 処理 用 の プロ グ 
ラム の 実行 に か か わる も の に 置き 換え る 。 割 込み 処理 が 終了 する と 退避 
し て お いた PSW の 内 容 を 再び レジ スタ に 戻し 、 プ ログ ラム の 実行 を 再 
開 す る 。 
割込み の の 要因 は 、 大 きく 2 つ に 分 けら れ 、 さ ら に 表 の よう に 分 類 で きる 。 
(1) 内 部 割込み (internal interruption) 
演算 装置 、 記 憶 装置 な どの 中 央 処理 系 で 発生 する 割込み 。 実行 中 の アプ 
リケーション プロ グラ ム が OS の 機能 に 関わ る 要求 や 5 エラ ー を 発生 す 
る な どの 内 部 的 要因 に よる も の 。 

(8) 外部 割込み (external interruption : |) 

入出 力動 作 の 完了 な ど 外 部 要因 に よる 割込み 。 計算 機 シ ステ ム 以 外 の 機 
器 か ら の コン ピュ ー タ シス テム に 対す る 割込み 。 


フロ グラ ム の ロジ ッ ク に よる 内 部 か ら の 重み 
邊 関係 ” | 朽 め ふれ ・ ゼ ロ 除 算 ・ 小雪 点 の 
仮数 部 ゼロ ・ 不 当 命令 コー ド 
敵 導 | 制 休 関 係 。 | 不条理 な 命令 ・ モ ー ド 違反 ・ ス ー パ 
バイ ザコ ー ル (SVC) 
記憶 制御 関係 | 記憶 保護 違反 ・ 不 合理 な 番地 指定 ・ 
ペー ジ 不 在 ・ セ クメン ト 未 定義 
過重 作 関係 | 装置 内 エラ ー・ 電 源 異 準 
中 | 所 明 間 
込み | 入出 力 関 係 | 動作 和 了 時 ( 正 沿 また は 異 只 )、 状 態 
の 変 化 ( 用 紙切れ な ど ) 


他 機器 関係 他 の CPU か ら の 連絡 、 オ ペレ ー タ か 
ら の 要求 


一 般 に 幾つ か の 割込み を 随時 受け つけ る こと が 可能 で あり 、 割 込み 処理 
中 に さら に 割込み が ある 場合 は 、 優 先 度 の 高 さ に よっ て 処理 する 。 ま た 重 
要 な プロ グラ ム の 実行 中 は 、 特 定 の 割込み だ け を 許す よう に し 、 他 の 割 込 
み を 禁止 する こと も で きる 。 
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AccesS ( 同 )Microsoft Access 
Ada 
1880 年 に アメ リカ の 国防 総省 が 開発 し た 、 組 込み 型 計算 機 シ ステ ム の た 
め の 高 水準 ブロ グラ ム 言 語 。1988 年 、ISO で 規格 化し 、1981 年 、JIS も 規 
格 化し た 。 PASCAL の 流れ を くみ 、 型 (type) の 宣言 に 特徴 が ある 。 信 頼 性 が 
高く 、 モジ ュー ル 化 し た プロ グラ ム 開 発 が 容易 で 、 リ アル タイ ム 制 御 シ ステ 
ム な ど 大 規模 な ソフ トウ ェ ア の 開発 に 適し て いる 。 ま た 、 言 語 の 設計 ど 並 行 
し て 、Ada に よる プロ グラ ム 開 発 の 支援 環境 (Ada Programming Support 
Environment : APSE) も 規定 し て いる 。Ada の 名 前 は 、 イ ギリ ス の 詩人 バ 
イロ ン の 娘 で 、 世 界 初 の 女 條 プ ログ ラマ 、Ada Augusta Byron に 由来 する 。 
ALGOL[al 互 orithmic lan 互 ua 互 @] 
ヨー ロッ パ の 数 学者 が 世界 で 共通 に 使え る アル ゴリ ズム 記述 用 言語 作成 
の 提案 を 行っ た の を 発端 と し 、 各 国 の 参加 を 得 て 標 準 化 し 、19860 年 
ALGOL6O 文 法 と し て 公表 し た 。 こ の 言語 体系 を ALGOL 言 語 と 呼ぶ 。 
ALGOL は コン パイ ジラ 言 語 の 一 種 で 、Pascal や Fortran に 大 き な 影 響 を 与 
えた が 、 広 く 普 及 し な か っ た 。 
AND 
論理 演算 子 の ひと つ で 、 演 算 子 の 前 後 の 二 つの オペ ラン ド ( 条 件 式 、 論 
理 変数 ) が と も に 成り 立つ と き に の み 真 と な る も の 。 演算 子 は 、AND、 
S、SS、AND( 条 件 式 1、 条 件 式 ら ) な ど 。 演算 結果 は 、 両 辺 の 真理 値 が 真 
( 非 0) の 場合 に の み 真 を 返し 、 そ れ 以 外 は 偽 を 返す 。 オ ペラ ンド は 論理 変 
数 に 限ら ず ビ ッ ト を 含 お 。( 対 )OR、( 関 ) 論 理 演算 子 上 
ANK[alphabetic、numeric and kana] 
① コ ンピュータ が 扱う 1 バイ ト 系 の 文字 集合 。 英字 、 数 字 、 カ ナ 文 字 の こ 
と 。Alphabetic( 英 字 )、Numeric( 数 字 )、Kana( カ ナ 文 字 ) の 頭 文 字 
を 取っ つた 略称 。 一 般 に は その 他 の 記号 文字 も 含む 。 入 出力 は 半角 文字 扱 
いで ある 。 ア ンク 文字 と も いう 。 
⑧ 上 記 に 限っ た デー タ を 扱う こと 。ANK し か 扱え な い 端 末 を ANK 端 末 と 
呼び 、 漢 字 端 末 (日 本 語 端末 ) と 区 別 する 。 分 散 処理 で 端末 が ANK の 場 
合 、 送 信 で きる デー タ に 制限 が 発生 する 。 その た め 、 一 般 的 に 相手 の 端 
未 が ANK 端 末 か 否 か を ホス ト 側 で 端末 属性 の デー タベース な ど を 用 い 
て 、 あ ら か じ め 知 っ て お く 必 要 が ある 。 
ANSI[American National Standards Institute] 
米国 規格 協会 。 米 国 に お ける 標準 化 を 実行 する 団体 。1928 年 に 、 電 
気 、 機 械 、 金 属 な ど 5 つの 団体 の 技術 標準 化 和 要員 会 と し て 設立 。 当 初 は 
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ASA と 呼ん だ が 、1966 年 USASI と 改称 し 、1969 年 ANSI と 改 和 し た 。 
米国 の 工業 分 野 の 標準 化 の 最高 機関 で 、 国 際 標 準 化 機構 (SO)、 国 際 電 気 
通信 標準 会 議 (IEC) の 主要 構成 メン バ で ある 。 規 格 原案 は 傘下 に ある 組織 
(T1 委 員 会 な ど ) が 作成 し 、 こ れ を 認証 する 形 を と っ て いる 。 デ ー タ 通信 
関係 で は 、X.12 で 示す EDI や X3T9.5 で 示す FDDI の 標準 化 に 力 を 入れ て 
いる 。 
APL[A Programmin 互 Langua 互 1 
IBM の アイ バー ソン 言語 (1962 年 、K.E.lverson が 定義 し た 言語 ) を も 
と に 開発 し た プロ グラ ム 言 語 。 会 話 型 言語 の ひと つ 。 数 学 的 な 記述 が 簡潔 
に 表現 で き 、 新 し い 演算 子 を 定義 で きる 点 に 特徴 が ある 。 
APT [automatically programmed tools] 
1956 年 、CAMI(computer aided manufacturing-international) 
の 前 身 、APT 協 会 が 規格 化し た 特殊 問題 向け 言語 の 一 種 。NC 工 作 機 械 を 
制御 する プロ グラ ム を 記述 で きる も の で 、 加 工 す る 部 品 の 形状 を 指定 する 
と 、 工 作 機 械 を 制御 する コマ ンド に 変換 する 。 
ASCIILAmerican Standard Code for Information Interchange] 
ANSI が 制定 し た 米国 標準 情報 交換 用 コー ド 。 IS0 の 7 ビッ トコ ー ド に パ 
リティ ビッ ト を 付加 し た 8 ビッ ト で コー ド 化 し た 文字 集合 (制御 文字 と 通 
常 文字 の 128 種 )。 こ れ を も と に JIS 8 単位 符号 を 制定 し て いる 。 
AVL 木 [AVL tree プ Adel'son-Vel'skii-Landis tree] 
平衡 木 の 一 種 で 、 あ る 頂点 か ら 見 て 、 左 部 分 と 右 部 分 の 枝 の 長 さ ( 木 の 
高 さ 、 ま た は 深 さ と も いう ) の 差 が 土 1 以内 の 木 を さす 。 つ まり 、 あ る 分 岐 
点 か ら 見 て 左右 の 一 方 の 枝 の み が 著 し く 長 いと いう こと が な い 。 
分 探索 木 の 探 索 の 理想 形 は 完全 ら 分 木 で ある が 、 平衡 木 で あれ ば 探索 
の 効率 は 悪く な い 。 そこ で ら 分 探索 木 の バ ラン ス が 悪く な り 、 探 索 の 効率 
も 悪く な っ た と き 、 木 の 作り 直し (組み 替え ) を する 。 こ の と き 完 全 ら 分 木 
で な い AVL 木 の ほう が 計算 暑 が 少な くす お む お 。 た だ し 、 木 の 高 さ が 大 きく な 
る こと は 避け られ な い 。 ( 関 ) 平 衡 木 





かー スタ att の ツー 
日 木 B-tree] 

木 構造 の 一 種 で 、 根 か ら は 1 本 以上 、 ら m 本 以下 の 、 加 頂点 おら は 最小 
m 本 (m=3)、 最 大 om 本 の 枝 が 出 て 、 葉 まで の 深 さ が すべ て 等 し い 木 。 こ 
7 ら 分 木 に 比較 する と 、 ひ と つの 頂点 か ら 出る 枝 が 
多い の で 、 デ ー タ 量 が 多く な っ て も 階層 が さほど 深く な ら な い 、 平 衡 (人 バ 


ラン ス ) を と りや すい と いう 特色 が ある 。 





BASIC[Beginner's All purpose Symbolic Instruction Code] 
大 型 コ ンピュータ の TS8 用 の 会 話 型 言語 と し て 1864 年 に 米国 の ダー ト 
マス 大 学 の J.G.Kemeny と T.E.Kurtz ら が 開発 し た 汎用 プロ グラ ム 言 語 。 
Fortran に 似 た 構造 で 、 行 列 演算 命令 を も つの が 特徴 。1980 年 代 に は 簡 
易 版 の BASIC が パソ コン の 主流 言語 だ っ た 。 本来 は コン パイ ラ 言 語 で ある 
が 、 多 く の パ ソコ ン で は イン タプ リタ 形式 で 使用 し た 。1982 年 に は JIS 
規格 と し て 基本 BASIC を 制定 し た が 、1993 年 、 新 し い Full BASIC 規 格 
に 改訂 し た 。 
BCC[block check character] ( 参 ) チ ェ ッ クコ ー ド 
BCS [block check sequence] ( 参 ) チ ェ ッ クコ ー ド 
BIOS[basic input/output system] 
コン ピュ ー タ の 基本 的 な 入出 力 装置 を 制御 する イン タフ ェ ー ス 部 分 。 
ディ スプ レブ イ 装置 、 キ ー ボ ー ド 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 プ リン タ な どの 入 . 
出力 制御 ルー チン の 集まり 。 ハ ー ド ウェ ア の 一 部 と し て 組み 込ん で ある 
HOM-BIOS と 、08S の 一 部 と し て 読み 込む ソフ トウ ェ ア 上 に 存在 する も の 
が ある 。BIOS は 、 機 種 に よる ハー ドウ ェ ア の 違い を ソフ トウ ェ ア で 補う 
こと で 、 利 用 者 の 負担 を 軽減 し 、 ア プリ ケー ショ ン の 生産 性 向上 に 資す る 
な ど 、 重 要 な 役割 を 果たす 。 
BPI ン bpi[bits per inch] 
磁気 テー プ に お ける 記録 密度 の 単位 。1 イン チ 当 た り の ビッ ト 数 で 表 
す 。800BPI、1600BPI、6250BPI な どの も の が ある 。 1 列 が 9 単位 の 
テー プ で は 、bytes per inch と 解釈 する こと も ある 。 こ の 場合 、HPI(row 
per inch) な ども 使う 。 
bps[bits per second] 
デー タ 通 信 速 度 の 単位 で 、 回 線 また は 装置 を 経て 1 秒間 に 伝送 で きる ビッ 
ト 数 を 表す (ビッ トン 秒 )。 ボー と いう 単位 は 送信 する デー タビ ッ ト に 対し て 
の 1 秒間 の 変調 回 数 を 表す 変調 速度 の 単位 で 、 通 信 速 度 の 単位 で は な い 。 
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C[programming language C] 
シス テム や アプ リケーション 開発 に 用 いる 代表 的 な プロ グラ ム 言 語 の ひ 
と つ 。 簡潔 な 表現 で 効率 の よい プロ グラ ム が 書け 、 関 数 定義 に よる 言語 の 
拡張 が 可能 と いう 特徴 を も ち 、 異 な る シス テム 間 で も 互換 性 が 高い 。 
1973 年 、 ア メリ カ の ベル 研究 所 の D.Ritchie ら が PDP-1 1 の OS、 
UNIX を 開発 する た め に 設計 し た シス テム 記述 用 の プロ グラ ム 言 語 。 
1875 年 に 発表 し て 以来 、 大 型 計算 機 か ら パ ソコ ン ま で 多く の 処理 系 が あ 
ら わ れ 、 ハ ー ド 依存 性 が 弱い こと か ら 広 く 普 及 し た 。 デ ー タ 演算 子 の 数 が 
多く 、 簡 潔 な 表現 で 効率 の よい プロ グラ ム が 書け る こと 、 ユ ー ザ 定義 に よ 
言語 の 拡張 が 可能 と いう 特徴 を も つ 。 
C 十 士 [C plus-plus] 
アメ リカ の ベル 研究 所 (現在 の AT&T) の B.Stroustrup が 、1983 年 に 
開発 し た オブ ジェ クト 指向 型 の プロ グラ ム 言 語 。C の 仕様 を 含む 拡張 版 。 
コン パイ ラ や プリ プロ セッ サ の メー カ に より 仕様 が 多少 異な る 。 
CA[control area] ( 同 ) 制 御 エ リア 
CAD[computer aided desi 所 n] 
コン ピュ ー タ 支援 設計 。 例 えば LSI の 設計 、 機 械 ・ 建 築 ・ 土 木 な どの 設 
計 関 係 の 作業 を グラ フィ ッ ク デ ィ ス プレ イ 装 置 、 デ ィ ジ タイ ザ な ど を 用 
い 、 コ ンピュータ と 対話 し な が ら 行 う 。 初 期 に は 作図 、 製 図 の シス テム と 
し て 発展 し た が 、 そ の 後 、 数 値 制御 な ど 機 械 と 結合 し (CAD プ CAM)、 さ 
ら に 部 品 デ ー タ ベー ス や 製品 の モデ リン グ 技 術 と も 結合 し 、 CAE、CIM へ 
と 発展 し た 。 パ ソコ ン で も 利用 可能 な ソフ トウ ェ ア が 開発 され 、 広 い 分 野 
で 利用 し て いる 。( 関 )CAM 
CAE[computer aided engineerin 選 Computer asSisted 
Bn ェ Ineering] 
コン ピュ ー タ 支援 エン ジニ アリ ング 。 工 業 製品 の 設計 段階 で 、 技 術 計 
算 、CAD、CAM、 デ ー タ ベー ス 、 モ デリ ング な ど に より コン ピュ ー タ を 
活用 し て 計画 、 設 計 、 解 析 、 試 作 な ど を 行う こと 。 
( 参 ) フ ァ ク トリ オー トメ ーション 
CAI[computer assisted instructin ロ computer aided 
instruction] 
コン ピュ ー タ 支援 教育 。 コ ンピュータ を 利用 し た 教授 ・ 学 習 シ ステ ム 。 
児童 、 生 徒 が ディ スプ レイ 画面 の 表示 に し た が っ て 課題 を 解決 し 、 そ の 結 
果 の 評価 等 を 受け る と いう 形 の 、 個 別 学習 指導 を 行う 対話 型 の シス テム の 
研究 か ら ス ター ト し た 。 コ ンピュータ が 学校 へ 普及 し 、 画 像 、 映 像 の 操作 


も 容易 に な り 、 児 童 、 生徒 の 創造 活動 、 情 報 収集 、 整 理 の 道具 と し て 使用 
で きる よう に な り 、 教 科 を 問わ ず 多 方 面 に 発展 し て いる 。( 関 )CMI 
CALS [commerce at liht speed] 

各種 工業 製品 の 開発 、 設 計 、 受 発注 、 流 通 等 に 必要 な 文書 や 図面 な ど 
を 、 す べ て コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク 上 の 電子 デー タ と し て 共有 、 交 換 す 
る シス テム 。 生産 ・ 調 達 ・ 運 用 支援 統合 シス テム と も いう 。 広 い 意 味 で の 
電子 商取引 の 基盤 と な る こと を 目指 し て いる 。 

1885 年 、 米 国 国防 総省 の 軍事 物資 受 発 注 シ ステ ム CALS(Computer- 
Aided Logistics Support systems) か ら 始ま っ た 。 そ の 後 、 民 生 分 野 
で も 導入 され 、 利 用 範囲 と 機能 の 拡張 に より その 概念 も 変遷 し て きた 。 
1987 年 に は CALS(Computer-aided Acquisition and Logistics 
Support)、1993 年 に は CALS(Continuous Acquisition and Life- 
cycle Support) に 改称 、1994 年 の 改称 で 今日 の 名 称 に 改め られ た 。 

CAM[computer aided manufacture] 

コン ピュ ー タ 支援 生産 。 例 えば 、 機 械 加工 等 を コン ピュ ー タ に よっ て 上 自 
動 化 し て 、 無 人 化 を 可能 に する こと な ど 。 代 表 的 な 例 に は 、NC 
(numerical control) 工 作 機 械 や 産業 用 ロボ ッ ト を 制御 し て 加工 する こ 
と 。 数 値 制 御 系 は 受け 取っ た 数 値 を 解釈 し て 動作 する シス テム で 、 プ ラン 
ト 制 御 や 工作 機械 に 応用 する 。 

CASE[computer aided software en 互 Ineerin] 

コン ピュ ー タ 支援 ソフ トウ ェ ア 工 学 。 ソ フト ウェ ア の 生産 性 を 高め る た 
め 、 要 求 分 析 、 定 義 か ら 設計 、 製 造 、 保 守 の 過程 を コン ピュ ー タ を 利用 し 
て 自動 化す る 技術 、 工 学 。 ソ フト ウェ ア 工 学 が 提唱 する 構造 化 の 概念 、 開 
発 方 法論 、 各 種 の 支援 ツー ル (CASE ツ ー ル ) の 統合 な ど は 、 シ ステ ム の 大 右 
規模 化 、 高 度 化 、 複 雑 化 、 開 発 期 間 の 短縮 、 省 力 化 の 要求 に 応え る 。 字 

CASE ツ ー ル [CASE tal] 

CASE の 目的 を 実現 する ソフ トウ ェ ア 。 シ ステ ム 開 発 の 作業 を 支援 する 
ソフ ト に は 、 従 来 か ら プ ログ ラム 設計 ツー ル 、 プ ログ ラミ ング ツー ル 、 デ 
バッ グ ツ ー ル 、 テ スト ツー ル な ど が あっ た 。 要求 分 析 、 定 義 、 基 本 設計 の 
段階 (ウォ ー タ フォ ー ル モデ ル で いう 上 位 工 程 ) で 用 いる 各種 の ツー ル も あ 
る 。 従来 の ツー ル と 区 別 す る と き に は 、 上 流 CASE ツ ー ル と も いう 。 対比 
的 に 従来 の ツー ル を 下流 CASE ツ ー ル と いう 。 ま た 広義 に は 、 運 用 ・ 保 守 
用 の ツー ル 、 ド キュ メン ト 息 理 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管理 な どの 作業 を 支援 する 
共通 CASE ツ ー ル を も 含め て 、CASE ツ ー ル と 呼 避 。 

CASL 

通商 産業 省 が 行っ て いる 情報 処理 技術 者 試験 用 の アセ ン ブ ラ 言語 。 

COMET と いう 仮想 の コン ピュ ー タ 上 で 動作 する 。 CASL は 4 種類 の 疑似 


ウイ 4 


命令 9 種類 の マク ロ 命 令 、23 種 類 の 機械 語 命令 か ら な る 。 
( 関 ) 情 報 処 理 技術 者 試験 、 ア セン ブラ 言語 
CI[control interval] ( 同 ) 制 御 イ ンタ バル 
CIDF[control interval define field] 
制御 イン タバ ル 定 義 フ ィ ー ル ド ( 参 ) 制 御 イ ンタ バル 
CJK 統 合 漢字 [China Japan Korean kanji set] 
( 関 )UNICODE、UCS 
CMI[computer managed instruction] 
コン ピュ ー タ 支援 教授 管理 シス テム 。 学 習 の 結果 の 記録 、 管 理 等 を 行 
い 、 学 習 指導 の 改善 、 教 育 研究 等 に 資す る デー タ 管 理 に コン ピュ ー タ を 利 
用 する こと 。 例 えば 、 成 績 評価 シス テム な ど が ある 。 
COBOL[Common Business Oriented Language] 
事務 処理 用 の 共通 言語 と し て 開発 し た プロ グラ ム 言 語 。1959 年 9 月 に 
最初 の 文法 が で きた 。 最 新 の JIS 規 格 は 1988 年 に 制定 し た も の で ある 。 
米国 国防 総省 が 中 心 に な り 、 メ ー カ や ユー ザ が 協力 し て 開発 し た 高 水準 プ 
ログ ラム 言語 で あり 、 日 常 英語 に 近い 形式 で プロ グラ ム が 書け る 。 改訂 を 
重ね 、 長 い 間 最も よく 使わ れ て きた 事務 処理 向き の 言語 で ある 。 
( 関 )CODASYL 
CODASYL[Conference on Data Systems Language8] 
デー タ シ ス テム ズ 言 語 協 議会 。1958 年 、 事 務 処 理 用 共通 言語 の 開発 機 
関 と し て 発足 。 翌年 COBOL60 の 仕様 を 発表 し た 。 計算 機 メ ー カ 、 ソ フト 
メー カカ 、 利 用 者 の 集 り で 、 現 在 で も COBOL の 文法 の 保守 ・ 改 定 を し て い 
る 。 COBOL の 仕様 は CODASYL の 承認 の も と に ANSI 規 格 と な り 、 こ れ 
英 が ISO 規 格 と な る 。 1967 年 、 デ ー タ ベー ス 言 語 の 標準 化 を 目指 し て 、 
字 | DBTG(Data Base Task Group) を 組織 、 さ ま ざ ま な 提案 を 行っ た 。 
197 1 年 に レポ ー ト を 提出 し て 解散 し た 後 は 、DDLC(Data Description 
Language Committee) が 常設 され 、 親 言語 方 式 や 独立 言語 方 式 の 併存 
で きる 仕様 が 検討 され た 。 CODASYL 提 案 の 仕様 の デー タベース シス テム 
は CODASYL 型 デー タベース と 呼ば れる 。 
CODASYL 型 デー タベース [CODASYL type databasg] 
CODASYL の DBTG が 提案 し た モデ ル に 基づい た ネッ トワ ー ク 型 デ ー 
タベース 。 構成 要素 や 用 語 は 処理 系 に よっ て 異な る が 、 基 本 的 に は 、(1) 
スキ ー マ 定 義 言語 、(2) サ ブス キー で 定義 言 語 、(3) デ ー タ 操作 言語 、(④) 
デー タベース 管理 シス テム な ど で 構 成 さ れる 。1987 年 ISO 規 格 と な り 、 
同年 JIS 規 格 の NDL と な っ た 。 
CORBA [common object requeSt broker architecture] 
オブ ジェ クト 指向 技術 の 標準 化 団体 OMG(Object Management 

















Group) が 、 ソ フト ウェ ア の 相互 運用 性 (イン ター オペ ラビ リティ ) を 図る 
た め に 定め た オブ ジェ クト 管理 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 参照 モデ ル の 標準 。 
CORBA に 準拠 すれ ば 、 ア プリ ケー ショ ン を 作成 し た プロ グラ ム 言 語 が 
違っ て いて も 、 ま た どの よう な 分 散 ア プリ ケー ショ ン 環 境 で も 、 ア プリ 
ケー ショ ン 間 で リク エス ト の 発信 と 結果 の 受信 を 得る こと が で きる 。 
CPS[characters per SeCond] 
字 秒 、 文 字数 の 秒 の 略語 。 プ リン タ の 性 能 、 通 信 回 線 の 容量 な ど を 示 
す 単 位 。 
CPU[central proceSSin 巨 unit] ( 同 ) 中 央 処理 装置 
CSCW [computer Supported COOprative Work] 
コン ピュ ー タ 支援 共同 作業 。 LAN、 ワ ー ク ステ ーション な どの 設備 と グ 
ルー プ ウ ェ ア と 呼ぶ パソ フト ウェ ア を 利用 し て 、 主 に オフ ィ ス に お ける 共同 
作業 を 行う こと 。 また は 、 そ の 環境 。 グ ルー プ ウ ェ ア の 基本 概 訪 。 具 体 的 
に は 、 グ ルー プ 参 加 者 の 個人 スケ ジュ ー ル を コン ピュ ー タ で 管理 し た 会 議 
開催 時 間 の 最適 スケ ジュ ー リ ング 、 電 子 メ ー ル に よる 文書 の 回 覧 、 閲 覧 、 
チェ ッ ク 、 認 証 な ど を 行う 。 グ ルー プ ウ ェ ア の 適用 形態 と し て 欧米 で 研究 
が 進ん で いる 。( 関 ) グ ルー プ ウ ェ ア 
CSSIclient server system] ( 同 ) ク ライ アン ト サ ー バ シス テム 
CSV[comma separated value format] 
アプ リケーション ソフ ト が 扱う デー タ を テキ スト ファ イル と し て 入出 
力 、 記 録 す る 場合 の 形式 で 、 フ ィ ー ル ド と フィ ー ル ド を 半角 の コン マ (.) で 
区 切り 、 レ コー ド と レコ ー ド を 改行 コー ド で 区 切る 形式 の こと 。 デー タ を 
引用 符 () で 囲む か 否 か で 三 つ に 分 か れる 。 
(1)CSV 1 形式 …… フ ィ ー ル ド の デー タ を 引用 符 () で 囲む 形式 。 
( 例 )" 新 ・ 情 報 処理 用 語 辞 典 '. 学 研 '"933" 
(8) CSV 2 形式 …… フ ィ ー ル ド の デー タ を 引用 符 () で 囲ま な いで その ま 
ま 記 録 す る 形式 。( 例 ) 新 ・ 情 報 処 理 用 語 辞典 . 学 研 .933 
(3) CSV 3 形式 …… フ ィ ー ル ド の 数 値 で な い デ ー タ は 引用 符 ぐ ) で 囲み 、 
数 値 デ ー タ は その まま 記録 する 形式 。 KG フォ ー マ ッ ト と も 呼応 。 
( 例 )" 新 ・ 情 報 処理 用 語 辞 典 '." 学 研 '.933 
CVF フ ァイル [CVF file] 
書き 込み 禁止 、 隠 し ファ イル 、 シ ステ ム フ ァ イル の 属性 を も つ フ ァ イ 
ル 。 変更 、 削 除 す る と シス テム に 異常 を きた す 重 要 な ファ イル を ユー ザ の 
操作 か ら 遠 ざけ る た め に CVF フ ァイル と し て 特別 に 扱う 。 
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DAM[Idirect access method] 
直接 アク セス 方 式 
DASD[direct access Storg 巨 B deVice] 
( 同 ) 直 接 アク セス 記憶 装置 
DB[database] ( 同 ) デ ー タ ベー ス 
DBMS [database manaement system] 
( 同 ) デ ー タ ベー ス 管 理 シ ステ ム 
DD[data directory] ( 関 ) 登 録 簿 
D ロ ログ D[data dictionary プ directory] 
デー タベース で は シス テム が 保持 する デー タ の 意味 を 定め る メタ デー タ 
の 記録 の こと 。 デ ー タ ディ レク トリ は 、 デ ー タ を 扱う た め に 必要 な 制御 情 
報 を 集め た も の で 、 シ ステ ム や プロ グラ ム が 使用 する 。 いつ ぽう 、 デ ー タ 
ディ クシ ョ ナリ は 、 人 間 が 定義 し た 管理 情報 で ある 。 DBMS は 、 こ れ ら の 
制御 情報 と 管理 情報 を デー タ と し て 扱う さら に 上 位 の メタ デー タ を も つこ 
と が で きる 。 こ れ ら の 情報 に より シス テム は 、 多 様 な 機能 を も ち 、 デ ー タ 
の 複雑 な 操作 が で きる よう に な る 。 
DDL[data description languagge] ( 同 ) デ ー タ 記述 言語 
DDP[distributed data proceSSing] 
( 同 ) 分 散 デ ー タ 処理 シス テム 
DES[Data Encryption Standard] 
米国 商務 省 標準 局 が 1977 年 に 制定 し た 暗号 化 方 式 の 規格 。 IBM 社 が 開発 
し た 暗号 化 方 式 を 、 同 局 が 標準 と し て 採用 し た 。 秘 密 性 が 必要 な 暗号 化 方 式 
を 規格 化す る の は 異例 の こと で ある 。 こ の 方 式 は 、 慣 用 暗号 系 の 一 種 で 、 転 
置 と 換 字 の 組合 せ に よっ て 暗号 化し 、 暗 号 強度 が 高い の が 特徴 で ある 。 
メッ セー ジ を 64 ビ ッ ト の ブロ ッ ク に 分 け 、 利 用 者 が 与え る 56 ビ ッ ト の 
か ぎ に よ り 変 換 す る 操作 を 16 回 繰り 返す こと で 暗号 化す る 。 復号 する と 
き は この 逆 の 手順 を 行う 。DES 暗 号 文 を さら に DES で 暗号 化す る と いう 
よう に 93 段 に 重ね 、56 ビ ッ ト の か ぎ を 1 12 ビ ッ ト に 拡張 する Triple-DES 
も 使用 され る よう に な っ て いる 。 
DFD[data flow diagram] ( 同 ) デ ー タ フロ ー ダ イア グラ ム 
DML[data manipulation langua 互 e] 
( 同 ) デ ー タ 操作 言語 
DPL ン dpi[dots per inch] 
印字 装置 や 画像 入力 装置 で 入出 力 する 情報 の きめ 細か ぐさ (解像度 ) を 示す 
単位 。1 イ ンチ 当たり の 表示 、 ま た は 認識 で きる 点 の 数 で 表す 。 
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EBCDIC [extended Dinary coded decimal interchan 巨 @ 
code] 

主 に 、IBM 系 汎用 計算 機 で 使用 する 文字 コー ド 体 系 。 拡張 2 進化 10 進 
コー ド と も いう 。BCD コ ー ド (@ 進 化 10 進 コー ド ) を 拡張 し て ら ビ ッ ト 追 加 
し 、8 ビ ッ ト で 数 字 、 英 字 、 カ ナ 、 特 殊 文字 を 表現 で きる よう に し た も 
の 。 ら 56 種 類 ま で の 文字 が 表現 で きる 。 漢字 を 表現 する た め に は ら バ イト 
必要 と する が 、1 バ イト 系 の 文字 と 区 別 す る た め に 、 シ フト イン プシ フト 
アウ ト コー ド を 漢字 コー ド の 前 後に 挟ん で 使用 する 。 (コード 表 は 巻末 資料 ) 

EC[electronic commerce] ( 同 ) 電 子 商取引 
EDI[electronic data interchange] ( 同 ) 電 子 デー タ 交 換 
EOR[exclusive DR] 

ニニ つの オペ ラン ド が 異な る 真理 値 を と る と き に 限り 、 結 果 が 真 に な る 
ブー ル 演 算 。 排他 的 論理 和 、 非 等 価 演算 と も いう 。 オペ ラン ド は 論理 変数 
に 限ら ず 、 ビ ッ ト を 含む 。 

ERR[error] ( 同 ) 論 理 エラ ー、 シ ンタ ックス エラ ー 
E-R モ デル [entity relationship model] 

デー タモ デル の 一 種 。 現実 の 世界 を 実体 (entity) と 関連 (relationship) 
と いう 二 つ の 概 菅 を 用 いて 表現 する モデ ル 。 デ ー タ ベー ス 設 計 の た め の 
モデ ル と し て 適し て お り 、 広 く 普 及 し た 。 例 えば 、 あ る 人 物 (実体 ) は 、 
(性 別 、 氏 名 、 生 年 月 日 ) な どの 属性 に よっ て 、 許 され る 属性 値 の 集合 の 
中 か ら 具 体 的 な ( 男 、 合 格 太郎 、19720315) な どの 実現 値 と 関連 づけ 
られ る 。 


実体 の 集合 属性 属性 値 集合 







< 負 crEermrSmt 1 
( 和 人物 PP : 


1 つの 実体 (人 物 A) 
に つい て の これ ら の 
ーー 、 | デー タ が 実現 人 


複数 の 異な る 実態 集合 の 間 に は 、 関 連 が あっ て 結び 付け る こと が で き 、 
例 に 示す よう な 図 記号 で 表す こと が で きる 。 こ れ を E-H 図 と いう 。 
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! く 例 ) 
| | 条 価 集合 
ぐう 台 


(記号 は 省く = と ee) 


マツ 中 





ESDS[entry sequenced data set] ( 同 ) 入 力 順 デー タ セ ッ ト 
EUC①[end user computin] 
( 同 ) エ ンド ユー ザコ ン ピ ュ ー テ ィング 
EUC⑧[extended UNIX code] 
拡張 UNIX コ ー ド 。1985 年 に 日 本 語 UNIX シ ステ ム 論 問 委員 会 の 提案 に 
基づい て アメ リカ の ATST 社 が 定め 、 国 際 的 に 認め られ た マル チバ イト の 
文字 コー ド 。 非 ア ルフ ァ ベ ッ ト を 使用 する 国 の 文字 コー ド に も UNIX を 適 
応 す る た め 制 定 し た 。 
日 本 語 EUC の 場合 、 漢 字 コ ー ド は JIS 規 格 の 漢字 コー ド の 最初 の ビッ ト 
を 1 に し た 以外 は 完全 に 準拠 し て いる 。 た だ し 、 半 角 カ ナ に も ら 5 バイ ト 分 
の デー タ が 必要 と な る 欠点 が ある 。 な お 、 現 在 国 内 の パソ コン 0S で デ 
ファ クト スタ ンダ ー ド に な っ て いる シフ ト JIS コ ー ド の 漢字 コー ド 部 分 は 
15 UNIX と パソ コン 間 で 日 本 語 デ ー タ を 
含む 通信 を する 場合 は 、 デ ー タ 変換 が 必要 と な る 場合 が 多い 。 
EUD[end user ae ( 同 ) エ ンド ユー ザ デ ベロ ッ プ メン ト 
EUL[end user lan 巨 ua 巨 B] ( 同 ) エ ンド ユー ザ 言 語 


em や mV か ーー 
FA[factory automation] ( 同 ) フ ァ ク トリ オー トメ ーション 
FAQ[frequently asked questinng1] 
イン ター ネッ ト の ニュ ー ス グル ー プ や パソ コン 通信 の ある フォ ー ラ ム や 
会 議 室 な ど に お いて 、 過 去 に 頻繁 に 現れ た 質問 と その 回 答 を まとめ た ファ 
イル 。「 よ く あ る 質問 」 の 頭 文 字 。 主 に 、 初 め て アク セス し た 人 や その グ 
ルー プ に 新た に 入ろう と する 人 が 、 グ ルー プ 内 の 話題 や 関心 事 の 概要 を 理 
解す る た め 、 ま た さま ざま な 疑問 を 解決 する た め に 利用 する 。 参 入 者 が 増 
える 可能 性 の ある フォ ー ラ ム で は 、SIG オ ペ や 発起 人 た ち が 質 問 を 想定 し 








て あら か じ め 作 成 し て お く 場 合 も ある 。 
FAT[file allocation table] 

記憶 媒体 上 の ファ イル の 管理 情報 を 書き 込む 部 分 。 フ ァイル 自体 の 記録 
部 分 と は 別 の 領域 で お る 。 パソ コン な どの 外部 記憶 装置 で は 、 そ の 格納 領 
域 の 単位 を クラ スタ と いう 。 あ る 大 き な フ ァイル が ] クラ スタ で は 収まら 
な い 場 合 は 複数 個 の クラ スタ に 記録 する が 、 必 ず し も 連続 し た 領域 で な く 
て も よい 。 し か し 、 そ の 情報 を 管理 する FAT が 必要 に な り 、 フ ァイル の 読 
込み の 際 は 参照 し 、 書 込み を する 場合 は 常に 更新 する 。 FAT の 構成 は 媒体 
に よっ て 異な る が 、5 イ ンチ 1 メガ バイ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は 、 
サー フェ イス 0、 ト ラッ ク 35、 セ クタ 24… ら 6 に 存在 する 。 

FAT3 ら [File Allocation Table 32] 

ら ギ ガバ イト 以 上 の ハー ド デ ィ スク を サポ ー ト する ファ イル シス テム 。 
従来 より も 小さ な 単位 (クラ スタ ) で ドラ イブ の 領域 を 割り 当て る た め 、 
ディ スク 領域 を より 効率 的 に 使う こと が で きる 。Windows98 の 標準 ユー 
ティ リティ 「 ド ライ ブ コ ン バ ー タ (FAT32)」 を 使う こと に より 、 従 来 の 
FAT16 形 式 の ファ イル シス テム を FAT32 へ 移行 する こと が で きる 。 

FEP[front end procesSor] ( 同 ) フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ 
FIFO[first in first out] 

先 入 れ 先 出し 。 サ ービス や 処理 を 受け る た め に 、 待 ち 行 列 (queue) が あ 

る と き 、 最 初 に 入っ て きた も の か ら 処 理 す る 方 法 。( 参 )FILO、LIFO 
FILO[first in last out] 

先 入 れ 後 出し 。 後 入れ 先 出 し 。 サ ービス や 処理 を 受け る た め に 、 ス タッ 
ク が ある と き 、 最 も 後 か ら 入 っ た も の か ら サ ービス や 処理 を する 方 法 。 
LIFO(last in first out) と も いう 。( 参 ) ス タッ ク 、( 同 )LIFO、( 対 )FIFO 

FIT[failure unit] 

機器 や 部 品 の 故障 率 を 表す 単位 。 1FIT は 、1 時 間 以 内 に 故障 の 発生 する 

確率 が 1 プ 108 で ある こと を 示す 。 
FLOPS[floatin 号 OperationS per SeCond] 

1 秒間 に 処理 で きる 浮動 小数 点 演算 の 数 。 コ ンピュータ の 処理 速度 の 目 
安 と し て 用 いる 。 通常 MFLOPS( メ ガ フ ロッ プス ) を 単位 と する 。 ス ー パ 
コン ピュ ー タ は 、 ギ ガ FLOPS 級 の 能力 が ある 。 

FORTRAN ン Fortran[Formula Translator] 

科学 技術 計算 用 の プロ グラ ム 言 語 。Fortran で は 算術 式 に 近い 形 で プロ 
グラ ム を 表す こと が で きる 。 最 初 に 開発 され た 高 水準 言語 で ある (1956 
年 )。 言 語 の 仕様 は コン ピュ ー タ の 進歩 と 要求 の 高度 化 に より 何 度 も 改訂 
し て 今日 に 至っ て いる 。 最新 の JIS 規 格 は 1984 年 に 制定 し た Fortrang0 
で ある 。COBOL と 同様 、 標 準 化 の 進ん だ 言語 で ある 。 スー パコ ン ピ ュ ー 
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タ 、 並 列 コ ンピュータ な ど を 利用 し た 科学 技術 計算 に は 、Fortran を 多用 
し て いる が 、 新 し い ア ー キ テク チャ に 適し た HPF(High Performance 
Fortran) と 呼 点 言語 仕様 が 提案 され て いる 。 


ジーー ペ ーー ツーー- ーーー ニー ツー の 


GIF[graphics interchange format] 
米国 の コン ピュ サー ブ 社 が 考案 し た フル カラ ー 静 止 画 符号 化 方 式 。 
WWW ペ ー ジ の イメ ー ジ デー タ 形 式 と し て 標準 的 に 使用 し た た め 有 名 に 
な っ た 。 イ ンタ ーネット 対応 ソフ ト の 多く に イメ ー ジ の GIF 変換 機能 や エ 
ディ ッ ト 機 能 が 付加 され て いる 。 ら 56 色 まで の カラ ー に 対応 で きる 。 
GUI[graphical user interface] 
ユー ザ が コン ピュ ー タ を 操作 する と き 、 画 面 に 表示 し て いる メニ ュー や 
アイ コン を マウ ス な ど で 選 択 す る こと で 処理 を 容易 に 行え る よう に し た 操 
作 環 境 。 従来 の 多く の シス テム で は 、 コ ンピュータ の 操作 は オペ レー タ が 
コマ ンド を キー ボー ド か ら 入 力 する 方 式 、 すなわち キャ ラク タユ ー ザ イン 
タフ ェ ー ス (character user interface : CUI) が 一 般 的 で あっ た 。GUI 
で は 、 画 面 上 に 機能 や 内 容 を イメ ー ジ で きる 絵 な ど を 表示 し 、 コ マン ド を 
知ら な く て も 操作 が 類推 で きる な ど 優 れ た 点 が 多い 。 ハ ー ド ウェ ア 、 ソ フ 
トウ ェ ア に 大 き な 人 負担 が か か る た め 、 処 理 スピ ー ド ・ 容 量 な どの 点 に 問題 
が あっ た が 、 技術 革新 で 高速 な CPU、 大 容量 の メモ リ が 開発 され た た め 、 
ユー ザ フ レ ンド リ な ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス の ひと つと し て 広く 普及 し 
た 。 こ れ に と も な っ て GU| 構 築 ツ ー ル が 発達 し 、 部 品 化 の 技術 を 取り 込ん 
で ビジ ュ ア ル 開 発 環境 が 実現 し た 。 





H 





HEX[hexadecimal] ( 同 ) 16 進 数 、16 進 法 
HIPO[Hierarchy plus Input Process Dutput] 
ン ソフトウェア の 機能 を 、 入 力 (input) ・ 処 理 (orocess) ・ 出 力 (output) 

に 分 け て 階層 構造 に 表示 する 図形 化 方 式 の 手法 。 ソ フト ウェ ア 開 発 時 に 、 
文書 化 の 手法 と し て 、 ま た 、 設計 の 補助 手段 と し て 用 いる 。 プ ログ ラム 内 
の モジ ュー ル を 木 構造 で 表し た 内 容 一 覧 表 、 各 モジ ュー ル の 機能 概要 を 書 
いた 総括 ダイ アグ ラム 、 お よび 機能 詳細 を 書い た 詳細 ダイ アグ ラム か ら と 成 
る 。CASE ツ ー ル が と っ て 代わ りつ つ あ る 。 
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INPUT PROCESS OUTPUT 





ファ イル な 開き, 1 件 め の レ コー ド を 読む ユート コー 
10 ト 丁目 


ファ イル 2. デー タ が ある 問 次 の 処理 を 繰り 返す 。 


一 覧 表 を 作成 する 
ら .0 


合計 行 を 印字 し て . 本 
.0 


ダイ アグ ラム 名 | 売上 処理 | ダグ ラム |B| 0.0 


HPF[High Performance Fartran] ( 参 )Fortran 
HTML[hypertext markup Ian 所 uagge] 
スイ ス の CERN が 開発 し た ハイ パー テキ スト 記述 言語 。 イ ンタ ーネット 

の Web ペ ー ジ を 記述 で きる 。 言 語 仕様 は 、 文 書 標準 記述 言語 SGML の サ 
ブ セ ッ ト に な っ て いる 。 HTML は 、 参 照 文 書 、 静止 画 、 動 画 、 音 声 な どの 
入っ て いる ファ イル を 指定 (タグ 付け ) で きる よう に な っ て お り 、 対 応 する 
ペー ジ を 画面 に 出力 する と それ ら が ハイ パー テキ スト と し て 表示 で きる 。 
ワー プロ や 表 計 算 ソ フト な どの 出力 結果 を HTML に 自動 変換 し 、 そ の まま 
Web ペ ー ジ に する ソフ ト も ある 。 

Hz[Hertz] ( 同 ) ヘ ルツ 


II 


IBG[interblock gap] ( 参 ) ブ ロッ ク 
IC カ ー ド [inte ェ grated circuit card] 

IC メ モリ を 内 蔵 し た カー ド 状 の 記憶 媒体 。 磁気 カー ド 、 フ ロッ ピー ディ 
スク (FD) に 比べ 記憶 容量 が 大 きく 、 書 き 換え 可能 な どの 利点 も 多く 、 磁 
気 カ ー ド や FD に 代わ る 新しい 記憶 媒体 と し て 実用 化 が 進行 中 で ある 。 マ 
イク ロ プ ロ セ ッ サ を 内 蔵 し 、 マ イコ ン 機 能 、 イ ンタ フェ ー ス 機能 を も っ た 
カー ド も ある 。 

ID[identifier プ identification] 
①Fortran の 用 語 。 名 前 。 英字 名 、COBDL で は 一 意 名 。 変数 ・ 配 列 ・ 手 

続き な ど を 識別 する た め に 用 いる 文字 列 。( 同 ) 識 別 子 
⑧COBOL の 用 語 。 Identification division の 略 。 見 出し 部 。 プ ログ ラム 

名 、 プ ログ ラム 作成 者 、 作 成 日 等 を 記入 する 。PHOGHAM-ID. は プロ 


商品 売上 








[の ) 
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グラ ム 名 段落 。 
シス テム で は 、ID コ ー ド の 賠 。 利用 者 ID と も いう 。 
ID カー ド [identificatinn card] 
① 個 人 の 資格 や 権利 を 識別 する 身分 証明 カー ド 。 広義 に は クレ ジッ トカ ー 
ド な ど を 含 お 。( 関 ID カー ド 
コン ピュ ー タ ルー ム や シス テム の 自動 旋 錠 機 構 (カー ド ゲ ー ト シス テム ) 
に 読み 取ら せる 磁気 カー ド 、IC カ ー ド 。 入 退室 、 ファ イル アク セス 等 の 
際 に 資格 を 明らか に する た め の ID コ ー ド を 記憶 し て いる 。 
ID コー ド [identification codle] 

ID コー ド は 個人 や 組織 を 識別 する コー ド 。 利用 者 |D と も いう 。 入 退室 、 
ファ イル アク セス 等 の 際 に 資格 を 明らか に し 、 登 録 す る た め の コ ー ド 。 ID 
カー ド や 暗証 番号 に 代わ る 本 人 確認 の 技術 と し て 、 当 人 の 指紋 、 声 紋 、 虹 
彩 ( 瞳 の 中 の 模様 ) な ど 属 人 性 が 高く 複写 で き な い 特性 を 利用 する 研究 も 進 
ん で いる 。 

IEEE[the Institute of Electrical and Electronics Engineers 
Inc.] 

米国 電気 電子 技術 者 協会 。、1963 年 に 設立 。 アメ リカ の 電気 、 電 子 、 通 
信 、 コ ンピュータ な ど 幅 広い 分 野 の 研究 者 ・ 技 術 者 の 団体 。 世 界 最大 の 電 
気 電子 技術 に 関す る 学会 で 、 全 世界 に 10 の 地域 本 部 が あり 、 会 員数 は 全 
世界 で 30 万 人 を 超え る 。 

日 本 に は 、 ア ジア 太平 洋 地域 本 部 に 属す る 東京 支部 が あり 、 東京 支部 に 
属す る 会 員 は 7 千 人 を 超え る 。 IEEE は 、 技 術 分 野 別に コン ピュ ー タ 、 通 
信 、 放 送 技術 、 信 号 処理 な ど 36 の ソサ エ テ ィ を 設け て いる 。 標準 化 活動 
と し て 電子 、 電 気 部 品 、 通 信用 バス コネ クタ 、LAN な ど を 対象 に 幅広 い 活 
動 を 行っ て いる 。 

IEC( 国 際 電 気 標準 会 議 ) イ ンタ フェ ー ス バス と も いう 。 
IRG[interrecord ap] ( 関 ) ブ ロッ ク 化 
ISAMIindexed sequential access method] 

( 関 ) 索 引 順 次 編成 
ISDN【Integrated Services Digital Network] 

ITU-T が 提案 し た 電話 、 デ ー タ 通信 、 フ ァ ク シミ リ 、 ビ デオ テッ クス な 
ご 性 格 が 異な る 情報 サー ビス を 1 本 の 回 線 に 統合 する 統合 ディ ジタル 通信 
網 。 サ ービス 統合 ディ ジタル 網 と も いう 。 通 信 サ ービス の 国際 標準 と みな 
すこ と が で きる 。 目的 は ユー ザ ・ 網 インタ フェ ー ス を 一 元 化し 、 高 速 で 高 
品質 な 通信 を 安価 な 料金 で 提供 し 、 将 来 へ の 拡張 性 を 保証 する こと で あ 
る 。 日 本 で は 同様 な も の と し て NTT が 開発 し た INS が あり 、 国 際 化 に 適応 
で きる よう ISDN と の 整合 性 を 検討 し て いる 。 





ISO[International Organizatinn for Standardization] 
国際 標準 化 機構 。 産業 界 の 諸 技術 の 標準 化 と と り ま と め の た め に 1947 
年 に 設立 し た 国際 機構 。 電気 一 般 を 除く 情報 処理 シス テム 、 工 業 製品 を 対 
象 に 、 技 術 の 発達 、 標 準 化 を 進め る こと を 目的 と する 。 本 部 は ジュ ネー 
ブ 。160 あ まり の 専門 委員 会 を 有 し 、 標 準 化 の 課題 を 検討 し て いる 。 専門 
委 の 決議 し た 標準 案 を 全会 員 に 示し 、 多 く の 替 成 が 得 られ れ ば 国際 規格 と 
な る 。 日 本 か ら は 、JISC( 日 本 工業 標準 調査 会 ) が 加盟 し て いる (1952 
年 )。 情 報 処理 分 野 に 関し て は 1987 年 か ら IEC と 合同 組織 (IS0 プ IEC 
JTC 1 ) と な り 標 準 の 作成 を 進め て いる 。 最 も 有名 な 標準 に OSI( 開 放 型 シ 
ステ ム 間 相互 接続 ) が ある 。 
IS0D コ ー ド [ISO codel 
1968 年 に 、IS0 と CCITT( 現 : ITU-T) が 勧告 し た 国際 的 な 標準 コー 
ド 。 国 際 的 な デー タ 伝 送 な どの 普及 に つれ て 、 計 算 機 の 種類 や 各国 の 規格 
で 異な る 数 字 や 文字 な どの コー ド 体 系 を 統一 する 目的 で 標準 化し た 。 日 本 
の JIS コ ー ド も これ に 準拠 し て いる 。 紙テープ や デー タ 伝 送 に 用 いる 7 単 
位 コ ー ド と 、 磁 気 テ ー プ な ど に 用 いる 8 単位 コー ド が ある 。 
ITUIInternational Telecommunication Union] 
国際 電気 通信 連合 の こと 。 電気 通 信 の 分 野 で 幅広 い 責任 を 有する 政府 間 
国際 機関 。1934 年 に それ まで の 国際 電信 連合 を 発展 させ 、 発 足 。 本 部 を 
ジュ ネー ブ に お く 。 ITU の 目的 は 、 電 気 通 信 技 術 の 発達 と その 効率 的 な 運 
用 の 促進 、 ま た その た め に 各国 間 の 調整 で ある 。 標準 化 組織 と し て 、 従 来 
の CCITT と CCIR の 活動 を 継承 し た 電気 通信 標準 化 部 門 (ITU-T) と 無線 通信 
部 門 (ITU-H) を も つ 。 
ITU-TIITU-Telecommunication Standardization Sector] 
ITU の 常設 機関 の ひと つ で 、 初め は CCITT と 称し た 。18983 年 7 月 、CCIR 
(国際 無線 通信 諸 問 委員 会 ) の 一 部 を 統合 し ITU-T(ITU- 電 気 通信 標準 化 部 門 ) 
と 改称 し た 。 無線 を 除く 電気 通信 に 関す る 技術 、 運 用 お よび 料金 に つい て の 
研究 を 担当 し 、 作 成 し た 標準 を 勧告 と し て 発表 する 。 構 成員 は ITU の 構成 貞 
の 中 か ら 決 定 す る 。15 の 専門 委員 会 (SG 委員 会 ) か ら 構成 し て いる 。 主 な 勧 
告 に は 、ISDN 関 連 の | シリ ー ズ 勧告 、OSI 関 連 の X シ リー ズ 勧 告 、 信 号 方 式 
に 関す る Q シ リー ズ 和 勧告 、 モ デム に 関す る V シ リー スズ 勧告 な ど が ある 。 





Java 
アメ リカ の サン マイ クロ シス テム ズ 社 が 1996 年 に 開発 し た オブ ジェ ク 
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ト 指 向 言語 。1998 1 年 に 携帯 情報 端末 の アプ リケーション 記述 用 言語 と し 
て C 十 十 を ベー ス に 開発 し た 0ak 言 語 か ら 発展 し た 。Objective-C や 
Smalltalk な どの 言語 仕様 も 取 込 ん で いる が 、 ほ ぼ C 十 同様 に ブロ グラ 
ミン グ が で きる 。Java は ネッ トワ ー ク 上 で ダウ ン ロ ー ド する アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト を 開発 する の に 適し て お り 、 イ ンタ ーネット 上 で 共通 の プロ 
グラ ム を 実行 する た め の 標準 的 な 言語 に な りつ つ あ る 。 ソー スコ ー ド を 中 
間 コ ー ド (Java ア プレ ッ ト ) に コン パイ ル し て 実行 する イン タプ リタ 言語 
で ある 。 
1996 年 1 月 に 正式 版 を 公開 。0S の 違い を 意識 けず に 開発 可能 、 オ ブ 
ジェ クト 指向 、 動 画 の 取扱 い が 容易 に な る な ど が 主 な 特徴 で ある 。 
JCL[job control language] 
コン ピュ ー タ シス テム が 能率 よく 稼働 する た め に 、 制 御 プ ログ ラム に 実 
行 すべ き プ ログ ラム を 指定 し 、 必 要 な コン ピュ ー タ 資源 (記憶 域 、 入 出力 
装置 と デー タ ) の 指定 、 競 合 が ある 場合 の 優先 順位 な ど を 指示 する 言語 。 
ジョ ノブ 制御 言語 と も いう 。( 参 ) ジ ョ ブ 、 ジ ョ ブス テッ プ 
JIS [Japan Industrial Standards] 
日 本 工業 規格 。 日 本 の 工業 製品 の 標準 化 を 目的 に 1949 年 制定 の 工業 標 
準 化 法 に より 、 日 本 工業 標準 調査 会 (JISC) の 審議 を 経て 制定 し た 国家 的 規 
格 。 情 報 処理 技術 分 野 で は 、 文 字 コ ー ド や デー タコ ー ド な ど 多 く の 規 格 を 
制定 し て いる 。 
JIS. フ 単位 符号 [JIS フ bit character set] 
JIS で 制定 し た コー ド (X 0801 ) の ひと つ で 、 7 ビッ ト で 文字 を 表現 す 
る 。 こ れ は 、 英 数 字 、*、\、9% な どの 記号 、 伝 送 制御 文字 な どの 機能 文 
字 で 構成 する 。 ネ ットワーク で 接続 し た コン ピュ ー タ 間 の デー タ の や り と 
り に 用 いて いる 。 そ の と き 、1 ビッ ト の パリ ティ ビッ ト を 付加 し 、8 ビ ッ 
ト で 通信 する こと が 多い 。 
JIS.8 単 位 符号 [JIS 8 bit character set] 
JIS 7 単位 符号 に も う 1 ビ ッ ト 追 加 し 、B ビ ッ ト で 文字 を 表現 し た コー 
ド 。 7 単位 で 表現 で きる 文字 に 加え て 、 カ タカ ナ を 使用 で きる 。 
JIS コ ー ド [JIS code] 
①JIS 規 格 で 定め た 情報 交換 用 の 文字 コー ド 。 ISO 規 格 に 準じ て 197G 年 
に 制定 。 ア ビッ ト で 表現 する 7 単位 コー ド と 8 ビッ ト で 表現 する 8 単位 
コー ド の 2 種 が ある 。 
日 本 語 処 理 に 必要 な 漢字 コー ド は JIS 情 報 交換 用 漢字 符号 の 名 で 1979 
年 に 規格 化し た 。 
⑧JIS で 定め た デー タコ ー ド 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト ウェ ア で し ば し ば 
用 いる 各種 コー ド に つい て 規格 化し た 。 都道府県コード 、 市 区 町 村 コ ー 





ド 、 産 業 分 類 コ ー ド 、 勘 定 科 目 コ ー ド な ど が ある 。 
JIS 情 報 交 換 用 漢字 符号 [【JIS kanji character set code] 

JIS 8 単位 符号 で 表し た 文字 に 加え 、 漢 字 ま で も 表せ る よう に し た 文字 
コー ド 。 漢字 は 16 ビ ッ ト (2 バ イト ) を 使い 、 漢 字 以 外 は 8 ビ ピット] バイ 
ト ) を 使う 。 そ の た め 、 漢 字 以 外 の 文字 か ら 漢 字 へ 入る と き と 漢 字 か ら 漢 
字 以 外 の 文字 に 戻る と き に 、 そ れ ぞ れ 漢 字 イン (KI)、 漢 字 アウ ト (KO) の 
漢字 シフ ト 文 字 を 挿入 する 。 

漢字 と 非 漢字 (記号 、 英 数 字 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ ) な どの 2 バイ ト 文 字 
(全角 文字 ) を 表現 する た め に 、 コ ンピュータ 用 に 割り ふっ た 16 進 数 字 4 桁 
の コー ド ( 符 号 )。JIS 規 格 で は 、 漢 字 の 使用 頻度 に 応じ て 、JIS 第 1 水準 
(漢字 2965 文 字 、 ひ ら が な と その 他 の 各種 文字 753 文 字 、 合計 3418 文 
字 )、JIS 第 水準 ( 旧 漢 字 な ど 3390 文 字 )、 さ ら に 補助 漢字 5801 文 字 を 
指定 し た 。 通常 の コン ピュ ー タ 処理 で は 、 約 7000 字 の 文字 が あれ ば 十分 
で ある 。 ほ と ん どの ビジ ネス パソ コン で は 、 第 1 水準 、 第 ら 水準 の 漢字 を 
標準 装備 する も の が 多い 。( 参 ) シ フト JIS コ ー ド 

JPEG[joint photographic Codin 巨 6XDBTt 局 OuD] 
①IS0 ン IEC JTC の SC89 と ITU-T 共 同 で パッ ケー ジ メ デ ィ ア の 静止 画像 
圧縮 技術 の 標準 化 を 進め て いる 作業 部 会 。 
⑧ 同 作業 部 会 が 定め た フル カラ ー 静 止 画像 の ディ ジタル 圧縮 に 関す る 標 

準 。 フ ルカ ラー 静止 画像 符号 化 方 式 と も いう 。1982 年 に IS0 ン IEC 標 

準 、1994 年 に 国際 標準 と な っ た 。 

議論 の 過程 で 2 値 画像 (白黒 の 文字 や 絵 ) に 対し て は 不利 と わか り 、 ら 値 
画像 に つい て は さら に 圧縮 率 の 高い JBIG(Joint Bi-Level Image Cod- 


ing Expert Group) が 設立 され 、 こ の 方 式 も 1993 年 に IS0 ン IEC 標 準 と 較 


な っ た 。 
( 参 )MPEG 


MP の asin 


KSDS[keyed sequential data set プ keyed Sequenced data 
Set] 
( 同 ) キ ー 順 デー タ セ ッ ト 
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.LANIlocal area network] 

小 規模 な 通信 ネッ トワ ー ク の 形態 で 、 同 一 敷地 内 、 同 一 構内 、 同 一 建物 
内 な ど 比 較 的 狭い 地域 に 分 散 し て 配置 し た コン ピュ ー タ や ワー ドブ プロ セッ 
サ 、 フ ァ ク シミ リ 、 電 話 な どの 多数 の 端末 を 伝送 媒体 で 接続 し て 構成 し た 私 
設 の ネッ トワ ー ク 。 企業 内 情報 通信 網 、 構 内 通信 網 と も いう 。 端末 装置 間 の 
相 台 通信 を 可能 に し 、 大 量 デー タ の 伝送 、 高 速 な デー タ 伝 送 、 負 荷 の 分 散 、 
資源 の 共有 な ど 高 度 な OA 化 の 実現 を 目的 と する 。 広域 網 (WAN) を 一 般 の 電 
話 網 に 例え る な ら ば 、 こ れ は 屋内 の 内 線 電話 に あたる 。 ネッ トワ ー ク ト ポ ロ 
ジ と し て は 、 バ ス 型 、 ル ー プ 型 、 ス ター 型 が 代表 的 。 元 は UNIX を 中 心 と す 
る ミニ コン 、 ワ ー ク ステ ーション の ネッ トワーク で あっ た 。 

LAN の 適応 可能 分 野 の 広がり で 、 技 術 の 動向 は 、(] ) よ り 低 価 格 で 構築 
で きる 大 衆 化 の 方 向 (パソ コン LAN) と (2)LAN の 長 さ や 設置 端末 の 増大 に 
よる 大 規模 化 の 方 向 と に 分 か れ よ うと し て いる 。 

LIFO[last in first out] 

後 入れ 先 出し 法 。 広義 に は 待ち 行列 の 手法 の ひと つ で 、 先 に 発生 し た 事 
宜 か ら 順 に 格納 し 、 と り 出 す と き は 逆 に 最も 新しく 格納 し た も の か ら 順 に 
取り 出す こと 。 情 報 処理 の 分 野 で は 、 例 えば サブ ルー チン の 戻り 番地 の 管 
理 や 多重 の 割込み を 処理 する 入れ 子 の 構造 の デー タ を 処理 する た め に 、 後 
入れ 先 出 し の 記憶 装置 (スタ ッ ク ) が 必要 に な る 。( 関 ) ス タッ ク 

Lisp[List Processor] 

1860 年 代 に マサ チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 の J.McCarthy ら が 開発 し た 代 
表 的 な り リスト 処理 言語 。 リ スト と は 、 文 章 や 数 式 や 定理 等 の 非 数 値 デー タ 
を うま く 表 す 並 び の こと で 、 順 序 を も っ て いる 。 リ スト 処理 し は 、 こ れ ら 
の 要素 の 並べ か え 、 追 加 、 削 除 等 の 操作 で ある 。 LISP は 人 工 知能 や 計算 
論理 学 の 世界 で 広く 使う 。( 関 ) リ スト 処理 

LP[lines printer] ( 同 ) ラ イン プリ ンタ 
LPM[Ilines per minute] 

行 / 分 。 ラ イン プリ ンタ の 印字 速度 の 性 能 を 表す 単位 。 
LRU[least recently used] 

最低 使用 頻度 。 最 も 長い 間 使 わな か っ た と いう 意味 。 仮 想 記憶 シス テム 
で 、 主 記憶 装置 に 補助 記憶 装置 か ら プ ログ ラム 等 を 呼び 出す 際 は 、 代 わり 
の ペー ジ を 追い 出す 。 こ の 追い 出す ペー ジ を 決定 する 方 法 の ひと つ で 、 最 
も 長い 時 間 使 用 し な か っ た ペー ジ を 出す 方 式 。( 関 ) 仮 想 記憶 

LSB[least si 所 nificant bit] 
ら 進数 の デー タ の 最 下位 の ビッ ト ( 桁 ) ま た は その 内 容 。 





デー タ - さ よ -5 ょ 1000110010101100 
| LSB 


MDR[memory data register] ( 同 ) メ モリ デー タレ ジス タ 
Microsoft AcceSS 
マイ クロ ソフ ト 社 が 開発 し た Windows 用 の リレー ショ ナル 型 デー タ 
ベー スソ フト 。 表 計 算 ソ フト Excel と の 連携 機能 が 大 き な 特 徴 と な っ て お 
り 、Excel の ワー クシ ー ト を 直接 呼び 出し て 、AcoessS の テー ブル と 同様 
に 扱う こと が で きる 。 追加 変更 され た デー タ は 、 そ の まま も と の Excel の 
ワー クシ ー ト に も 反映 され る 。 一般 に リレー ショ ナル 型 の デー タベース 
は 、 カ ー ド 型 の デー タベース より も 習得 が お すず か し いと され て いる が 、 
Access に は サン プル や テン プレ ー ト 、 各種 ツー ル を 用 意 し て 簡易 化す る 
な ど 初 心 者 に 対す る 配慮 が な され て いる 。 
MIDI[Musical Instrument Digital Interface] 
シン セ サ イ ザ や 電子 ピア ノ な ど デ ィ ジ タル 楽器 を 互い に 制御 する た め の 
標準 的 な イン タフ ェ ー ス や その 規格 。1983 年 に 日 本 が 提唱 し た 規格 を 、 
日 米 の 電子 楽器 メー カ が 協議 し 合意 に 達し た も の 。IN、OUT、THRU( 通 
過 ) の 3 種類 の 端子 を も つも の が 一 般 的 。 専用 の MIDI ケ ー ブ ル で 容易 に 接 
続 で きる 。 


も と も と は 電子 楽器 どう し を 結ぶ こと を 想定 し て いた 。 現在 で は パソ コ 軒 


ン 用 の イン タフ ェ ー ス ボー ド が 多数 あり 、 画 面 上 か ら マ ウス な ど で 入 力 し 
た 楽譜 を 演奏 させ た り 、 ボ ー ド に MIDI ケ ー ブ ル で 接続 し 楽器 の キー ボー ド 
か ら 音 楽 デ ー タ を 取り 込ん だ り 多様 な 使い 方 を する 。 
MIME[multipurpose internet mail extension] 
イン ター ネッ ト の 電子 メー ル で 、 英 語 以 外 の 言語 や マル チ メ デ ィ ア デー 
タ を 扱え る よう に する た め に 、 イ ンタ ーネット 活動 委員 会 (AB) が 1998 
年 に 提唱 し た 規格 。 お 互い に MIME 準 拠 の メー ル ソ フ ト を 使用 すれ ば 、 イ 
ンタ ーネット と つなが る 利用 者 どう し で マル チ メ デ ィ ア デー タ を 訪 お 通信 
が 可能 と な る 。 また 、 タ イト ル 、 名 前 、 本 文 に 各国 の 文字 セッ ト の コー ド 
体系 を 利用 し て も 、 文 字 化 け す る こと な く 利 用 で きる 。 
MIPS [million instructionS per SeCond] 
計算 機 の 処理 速度 評価 法 の ひと つ 。 中 央 処理 装置 が 1 秒間 に 実行 で きる 
代表 的 な 命令 (例え ば 加算 命令 が 全体 の 959%、 乗 算命 令 が 596) が 何 百 万 回 
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か と いう 値 で 、 計 算 機 の 処理 速度 の 目安 と する 。( 参 )FLOPS 
MPEG[Movin 呈 Picture Experts Group] 
①IS0 プ IEC JTC1 の SC29 で 、 パ ッ ケ ー ジ メデ ィ ア の フル カラ ー 動 画 圧 
縮 技術 の 標準 化 を 進め て いる 作業 部 会 。 
② 同 作業 部 会 が 定め た 動画 圧縮 形式 の 標準 。 動 画像 符号 化 方 式 と も いう 。 

最初 の 標準 は 1982 年 に 国際 標準 と な っ た 。 現在 は MPEG 1 と MPEG ら 

の 二 つ の 規格 を 制定 し て いる 。 な お 、 拡 張 も 研究 中 で ある 。 

(1)MPEG1 : CD-HROM ドラ イブ や N-ISDN に 対応 し て お り 、150 キ 
ロロ bps か ら 最 大 1.5 メ ガ bps の デー タ 転 送 速度 で 、352X240 ド ッ 
ト の 画面 サイ ズ 、 毎 秒 30 コ マ の 動画 を 再生 する こと が で きる 。 画 
質 的 に は 家庭 用 VHS 並 み の 品質 で ある 。 

(2) MPEG ら : BISDN、 ハイ ビジ ョ ン テ レ ビ 、DVD に も 対応 し 、 ア メ 
リカ や ヨー ロッ パ の ディ ジタル TV で の 採用 が 決ま っ て いる 。 デ ー 
転送 速 度 や 画素 数 に よっ て 何 段 階 か の レベ ル に 分 か れ て いる 。 
( 参 )JPEG 

MSI[main storage] ( 同 ) 主 記憶 装置 

MSB[most significant bit] ( 対 )LSB 

MTBF[mean time between failures] ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
MTTF[mean time to failure] ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 
MTTR[mean time to repair] ( 参 ) 信 頼 性 評価 尺度 





人 Na 
NC 制 御 [numerical control : NC1] 
数 値 情報 に よっ て 制御 する こと 。 数 値 制 御 系 は 受け 取っ た 数 値 を 解釈 し 
て 、 動 作 す る シス テム で 、 プ ラン ト 制 御 や 工作 機械 に 応用 する 。 
NDL[network database language] 
ネッ トワ ー ク 構造 の デー タベース を 定義 ・ 操 作 す る デー タベース 言語 
ひと つ 。NDL は 、CODASYL の DBTG 提 案 の 言 語 仕様 NDL(network 
database language) を も と に NDR が 規定 され 、1987 年 に ISO 規 格 、 
JIS 規 格 に な っ た 。 次 の 3 つの デー タベース 言語 の 構文 と 意味 を 規定 し て 
いる 。 
(1) ス キー マ 定 義 言語 : デー タベース の 論理 構造 を 定義 する 命令 文 の 集 
まり 。 
(2) サ ブス キー マ 定 義 言語 : 適用 業務 プロ グラ ム の ビュ ー に よる デー タ 
ベー スズ 部 分 の 論理 的 定義 
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(3) モ ジュ ー ル 言語 と デー タベース 操作 言語 : 適用 業務 プロ グラ ム が 
DBMS を 利用 する た め の 定 義 
NOP[no nperation] 
次 の 命令 に 進 お だけ で 、 何 も し な い 命 令 。 単 に 命令 の サイ クル を 遅らせ 
る た め に 用 いる 。 
NOT 
論理 演算 子 の ひと つ 。 条 件 式 の 前 に 記述 し 、 そ の 条件 式 が 成り 立つ と き 
に は 偽 を 、 成 り 立 た な いと き に は 真 を 返す 。 真 理 値 を 逆転 させ る 演算 子 で 
ある 。 
NS チ ャ ー ト [Nassi-Shneiderman chart] 





連続 反復 化 判 定 ) ”。 反復 前 判 定 ) 
IA 処理 A 
処 B 処 再 A 





T.Nassi と B.Shneiderman が 作っ た 構造 化 プ ログ ラミ ング 向き の 処理 
手順 の 図式 表現 。 連 続 ・ 選 択 ・ 反 復 構造 を 、 図 の よう に 表す 。 
null[null] ( 同 ) ナ ル 


0 





0 記法 (O notation) 
アル ゴリ ズム の 計算 量 を 示す 表現 法 。 ワ は 、 オ ー ダ と 読む 。 
①O( オ ー ダ ) : デー タ サ イズ n が ら 倍 、3 倍 、4 倍 、…、 と な る と 、 実行 時 。 計 
間 も ら 2 倍 、3 倍 、4 倍 、…、 と な る アル ゴリ ズム の 計算 量 は O(n)。 ーー 
@ 整 列 の 計算 量 : デー タ 個 数 n 
選択 、 バ ブル 、 挿 入 ソー ト : O(n2?)> シ ェ ル ソー ト : 0(Q!25)> マ ー ジ 、 
クイ ッ ク ソ ー ト : O(nlogn) ※ ク イッ クソ ー ト の 最悪 は O(n) 
③ 探 索 の 計算 量 : デー タ 個 数 n、[ ] は 小数 点 以下 切捨て を 表す 
線形 探索 : O(n) 平均 比較 回 数 : ロブ 回 、 最 大 : n 回 
ら 分 探索 : O(nlogn) 平均 比較 回 数 : [logsn]、 最 大 : [logsn] 十 1 
OCT[octal] ( 同 )8 進 数 、8 進 法 
ODBC[open database Connectivity] 
アメ リカ の マイ クロ ソフ ト 社 が 1991 年 に 提唱 し た Windows ア プリ 
ケー ショ ンプ ログ ラム が さま ざま な デー タベース に アク セス する た め の 共 
通 API の 仕様 。 SQL に よる アク セス を 基本 と し て いる 。 現状 で は 、 デ ー タ 











ベー スソ フト の メー カ が 互い に 独自 の 仕様 を 公開 し 、 他 社 の ソフ ト で 作っ 
た デー タベース で も 検索 で きる 各種 の ドラ イ バ バ を 供給 し て いた が 、 次 第 に 
統一 し た いと いう 気運 が 熟し て きた 。ODBC の API を 使用 すれ ば 、 ア プリ 
ケー ショ ンプ ログ ラム は Excel の デー タフ ァイル 、SQL Server、 
dBASE、Oracle Server な どの デー タベース に アク セス が 可能 に な る 。 
製品 に は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の Acces s 、 パ ワー ソフ ト 社 の 
PowerBuilder、 日 本 セン チュ ラ の SQLWindows な ど が ある 。 
OLAP[online analytical processing] 

エン ド ユ ー ザ が 直接 、 基 幹 デ ー タ ベー ス を 操作 し て 問題 点 や 解決 策 を 見 
つけ 出せ る よう な 分 析 型 アプ リケーション の 概念 。 リ レー ショ ナル デー タ 
モデ ル を 提唱 し た E.F.Codd が 提唱 し た 。 

クラ イア ント ンプ サ ー バ 型 、 複 雑多 次 元 デ ー タ 構造 を 処理 可能 、 デ ー 
タベース の 物理 構造 を 意識 する 必要 が な い 、 同 時 アク セス が で きか つ 
ネッ トワ ー ク で 分 散 し た デー タベース を リン ク し て 高速 に 検索 で きる な 
どの 特徴 を も つ 。 経営 者 の 意思 決定 支援 シス テム や 役員 情報 シス テム な 
どの 構築 に 向く 。 な お 、OLAP を 構築 で きる シス テム 環境 を デー タウ ェ 
アハ ウス と 呼ぶ 。 

OLE[object linking and embedding] 

Windows ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム 間 の デー タ の や り と りや デー タ 
の 共有 を 実現 させ る 機能 。 複 数 の アプ リケーション ソフ ト が 同時 に 、 そ れ 
ぞ れ の デー タ を や り と り し 、 操作 性 を 向上 させ て いる 。 画面 上 の オブ ジェ 
クト に 他 の オブ ジェ クト を 貼り 付け た り 、 リ ンク で 結ん で アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 機能 の 組み 合わ せ が 容 易 に で きる 。 例 えば 、 画 面 上 の ある デー タ を 示す 
オブ ジェ クト を プリ ンタ 出力 の オブ ジェ クト 上 に ドラ ッ グ アン ドド ロッ プ 
で 持つ て いく と 、 そ れ だ け で その デー タ を 自動 的 に 最適 の 形式 で プリ ント 
で きる 。 ま た 例え ば 、 文 章 フ ァイル の 中 に 画像 デー タフ ァイル の 情報 を 取 


込み 、 表 示 で きる 。 


OLTP[online transaction processing] 
( 同 ) オ ン ラ イン トラ ン ザ クシ ョ ン 処 理 
OR 
論理 演算 子 の ひと つ で 、 演 算 子 の 前 後 の 二 つの オペ ラン ド ( 条 件 式 、 論 
理 変数 ) の 少な く と も いずれ か ーー 方 が 成り 立つ と き に 、 真 に か る も の 。 演 
算 子 は 、OR、 | | 、OR( 条 件 式 1、 条 件 式 2) な ど 。 演算 結果 は 、 両 辺 の 真 















アプ リケーション B 
ーー 


DDE に よる リン ク 





理 値 が 偽 (0) の 場合 に の み 偽 を 返し 、 そ れ 以 外 は 真 を 返す 。 オ ペラ ンド は 
論理 変数 に 限ら ず ビ ッ ト を 含む 。 
OS[operatin 呈 System] ( 同 ) オ ペレ ー テ ィング シス テム 
OSI[open systems interconnection] 
開放 型 シ ステ ム 間 相互 接続 。 IS0( 国 際 標 準 化 機構 ) が 推奨 する デー タ 通 
信 の サー ビス 定義 と プロ トコ ル 仕 様 を 総合 的 に 規定 し た ネッ トワ ー ク アー 
キテ クチ ャ の 国際 標準 。 標 準 は 、OSI 参 照 モ デル を 規定 し 、 各 階層 ご と 、 
各 応用 機能 、 ネ ットワーク 管理 機能 な ど に わた る 膨大 な も の と な っ て い 
る 。ITU-T が 積極 的 に SI に 関す る 勧告 を X シ リー ズ と し て 行い 、 順 次 ISO 
の 国際 標準 と な り 、JIS 規 格 に な っ て いる 。 通信 回 線 に よる 異 機種 間 の 接 
続 は 標準 的 な プロ トコ ル で 定め て いる が 、 デ ー タ リン ク の 域 を 出 て いな 
い 。 こ れ に 対し 0SI は 、 最 終 的 に は アプ リケーション まで 接続 可能 と な る 
よう な 接続 を 目指 す 。 


Tu 


PAD[problem analysis diagramS] 
1970 年 代 後半 に 考案 し た 処理 手順 の 図式 化 手法 の ひと つ 。 基本 制御 構 
造 は 次 の よう に 表現 する 。 問 題 分 析 図 と も いう 。 
反復 (前 判定 ) 


| 条 作 | Mem | 





Pascal 
チュ ー リ ッ ヒ 工科 大 学 の N.Wirth 教 授 が 1975 年 に 設計 し た ALGOL 系 
の 言語 。 系 統 的 な プロ グラ ミン グ の 設計 や アル ゴリ ズム 記述 に 適し て い 
る 。 プ ログ ラミ ング の 入門 言語 と し て よく 利用 する 。1980 年 に JIS で も 
規格 化し た 。 
PC[program counter] ( 同 ) プ ログ ラム カウ ンタ 
PCMCIA[Personal Computer Memory Card International 
Associatinn ロ Personal Computer Memory Card 
Interface Adapter] 
パソ コン ・ メ モリ カー ド 国 際 協 会 の 定め た パソ コン 標準 規格 、 ま た は こ 
の 規格 で 標準 化 さ これ た デバ イス 用 の アダ プ タ 。PCMCIA は 、1988 年 日 米 
の 複数 の メー カ に より 規格 策定 の た め に 構成 し た 団体 で 、 ノ ー ト パソ コン 
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に メモ リ 、 モ デム 、 ハ ー ド ディ スク な どの 周辺 機器 を 容易 に 接続 、 交 換 で 
きる よう に 拡張 バス 、 ス ロッ ト な ど に つい て 規格 を 定め た 。 
PEM[privacy enhanced mail] 
イン ター ネッ ト 技 術 特 別 調査 委員 会 (IETF) が 標準 化し た セキ ュ リ ティ を 
強化 し た 電子 メー ル の 標準 。 暗 号 技術 を 導入 し 、 本 文 の 盗聴 を 防止 で き 、 
電子 署名 に より 本 文 の 改ざん も 検出 で きる 。 また 、 公 開か ぎ 証 明 書 を 利用 
し た 利用 者 の 認証 も 可能 。 た だ し 、 テ キス ト デ ー タ し か 送信 で き な い 。 そ 
の た め 、 イ ンタ ーネット を 経由 し た クレ ジッ トカ ー ド に よる 電子 商取引 
(EC) や サイ バー キャ ッシュ (電子 現金 、 ま た は 電子 マネ ー) な ど を や り 取 
りす る 場合 に 利用 で きる 可能 性 が ある 。 最 近 で は 、PEM に 準拠 し た 電子 
メー ル ソ フ ト や サー バ ソ フト が 提供 され 始め て いる 。 
PGP[pretty ood privacy] 

米国 の フィ リッ プ ・ ジ マー マン (Philip Zimmermann) が 考案 し た 暗号 
化 電子 メー ルプ ログ ラム 。 北米 に お ける イン ター ネッ ト 上 の 暗号 化 電子 
メー ル の 業界 標準 の ひと つ 。 公開 か ぎ 暗 号 化 (RSA) 方 式 を 使用 し て いる た 
め 、 デ ィ ジ タル 署名 に も 使用 で きる 。UNIX、VMS、MS-D0S、08 ン 
ら 、Macintosh な どの 環境 で 動作 する 製品 が それ ぞ れ 存在 する 。 

PL/I [Programming Language One] 

事務 計算 、 科 学 技術 計算 等 を 問わ ず 、 す べ て の 目的 に 使え る 汎用 の 多 目 
的 プロ グラ ム 言 語 。Fortran、COBOL、ALGOL な どの 長所 を 取り 入れ 、 
計算 機 メ ー カ と ユー ザ 団 体 が 1965 年 に 共同 で 開発 し た 。 その 目的 は 次 の 
点 に あっ た 。 

(1) あ ら ゆ る 分 野 の 進歩 し た デー タ に 対し て も 処理 が 可能 な こと 。 

(@) 計算 機 の 種類 に 左右 され な いこ と 。 

(3 ハー ドウ ェ ア と オペ レー ティ ング シス テム の 全 機 能 が 利用 で きる こと 。 
PMIpreventive maintenance] ( 同 ) 予 防 保全 
POL[problem oriented lan 呈 ua 所 e] ( 同 ) 問 題 向き 言語 
POS【point of sales] ( 関 ) 販 売 管理 シス テム 
Prolo 呈 [Programmin 互 in Logic] 

1870 年 代 の 初め 、 フ ラン ス の マル セー コ 大 学 の A.Colmerauer ら が 開 
発し た プロ グラ ム 言 語 。1 階 述語 論理 に 基礎 を お いた 言語 。 事実 と 規則 を 
与え る こと が で き 、 質 問 に より 答え を 返す と いう 機能 を も つ 。 機 械 翻訳 シ 
ステ ム や エキ スパ ー ト シス テム 用 の 言語 と し て 使う 。 





ゴー ] 


GuickTime 

アッ プル 社 が 開発 し た マル チ メ デ ィ ア 拡張 ソフ ト 。 ビ デオ や アニ メー 
ショ ン 、 音 声 な ど を 再生 する 。 あらかじめ 決め られ た 時 間 軸 に 沿っ て 制御 
を 行う た め 、 使 用 し て いる 機種 の 処理 能力 に 関係 な く 、 画 像 と 音声 の 同期 
を と りな が ら 自 然 に 再生 で きる 。QuickTime は 、 通 常 の ビデ オ 映 像 用 の 
Video、 再 生 速 度 を 優先 し た ビデ オ 映 像 の Cinepak、 画 質 優先 の ビデ オ 映 
像 の Componentvideo、 グ ラフ ィ ッ クス ソフ ト で 作成 し た 動画 用 の 
Animation、256 色 カラ ー 画 像 用 の Graphics、 高 品質 画像 の JPEG と い 
う 6 種 類 の デー タ 形 式 に 対応 し て いる 。 
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RAID[redundant arrayS Of inexpensive disk] 

シス テム の 信頼 性 を 高め る た め に 、 デ ィ ス ク 装 置 に 冗長 人 を 導入 する こ 
と 、 ま た は その た め の デ ィ ス ク 装 置 。 読み は 「 レ イド ]」。 比 較 的 安価 な ディ 
スク 装置 を 複数 台 朋 いて アク セス を 分 散 さ せる こと に より 、 高 速 ・ 大 容量 
で 信頼 性 の 高い ディ スク 装置 を 実現 する た め の 技 術 。HAIDO-HAID5 ま 
で の 6 つの レベ ル が あり 、HAIDO で スト ライ ピン グ ( ア クセ ス の 分 散 化 )、 
RAID 1 で ミラ ー リ ング 、HAID ら 5 で デー タ と パリ ティ (EOC : 誤り 訂 
正 ) の 分 散 書 き 込み を 実現 する 。 

RAM[random accesS memory] 

CPU が 読出 し と 書込み を 直接 行え る 記憶 装置 。 R プ W メ モリ (リー ドン 
ライ トメ モリ ) と も いう 。 揮発 性 メモ リ で 、 電 源 を 切断 する と 記憶 の 内 容 
を 失う 。 IC メ モリ で は スタ ティ ッ ク HAM、 ダ イナ ミッ ク HAM な ど が これ 
に 相当 する 。 

RAS[reliability プ availability プ serviceability] 

信頼 性 (reliability) と 可用性 (availability) と 保守 容易 性 
(serviceability) の こと 。 三 語 の 頭 文 字 を 合成 し た 語 。 シ ステ ム 利 用 者 
に 対す る サー ビス 度合 い の 基 準 と な っ て いる 。 信頼 性 と は 、 ど の よう な 状 
態 に な っ て も シス テム が 故障 し な い 性 質 。 可 用 性 と は 稼働 率 と 同じ で シ 
ステ ム が 故障 し に くく 、 か つ 故 障 し て も 復旧 まで の 時 間 が 短く て すず 性 
質 。 保 守 容易 性 と は 、 シ ステ ム に 障害 が 発生 し て も 短 時 間 で 復旧 で きる 
性 質 。 

これ ら を 向上 させ る こと に より 、 コ ンピュータ シス テム の 高 信頼 性 と 効 
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率 の よい 運用 を 図る 基準 と な る も の で ある 。 な お 、 こ れ に 完全 性 ・ 安 全 性 
(integrity) と 機密 性 (security) を 加え た HASIS と いう 基準 も ある 。 
RASIS [RAS inte 互 rity 二 security] 
コン ピュ ー タ シス テム の ハー ドウ ェ ア ・ ソ フト ウェ ア 両 面 に お ける 信頼 
性 の 概 訪 RAS に 、Integrity( 完 全 性 ) と Security( 機 密 性 ・ 安 全 性 ) を 加 
え 、 よ り 高 い 信頼 性 の 技術 を 総称 し た も の 。 
RBA[relative byte address] ( 同 ) 相 対 バ イト アド レス 
RDAIremote database acceSS] 
遠隔 地 に ある デー タベース を アク セス する た め の ア プリ ケー ショ ン イ ン 
タフ ェ ー ス の OS 標準 規格 。 標 準 ア クセ ス 言 語 は SQL。 データ ベー ス サ ー 
八 側 と クラ イア ント 側 の アク セス 手順 を 障害 発生 時 の や り 取 り も 含め て 規 
定 し て いる 。 
RDB[relational database] ( 同 ) 関 係 デ ー タ ベー ス 
RDF[record define field] ( 参 ) 制 御 イ ンタ バル 
ReadMe フ ァイル [Read Me file] 
ソフ トウ ェ ア を 使用 する 前 に ユー ザ に 読ん で も らい た い 記 事 を 提供 者 側 
が まとめ た ファ イル 。 内 容 は 、 ソ フト の イン スト ー ル 方 法 、 運 用 方 法 、 
バー ジョ ン 情 報 、 技 術 情報 、 印 刷 物 マニ ュ ア ル の 訂正 な ど さ ま ざま で ある 。 
ソフ ト の 提供 媒体 に HEADME.TXT、README.DOC な どの 名 称 で 収録 
され て いる 。 
RJE[remote job entry] ( 同 ) リ モー ト ジ ョ ブ エン トリ 
RPG[Report Program Generator] 
デー タフ ァイル の 作成 、 保 守 、 検 索 、 報 告 書 の 作成 を 中 心 と する ブ プログ 
ラム の 生成 に 使う 表記 入 方 式 の 簡易 ファ イル 言語 。 各 欄 に 記入 し た パラ メ 
タタ に より 、 ジ ェ ネ レー タ が 目的 プロ グラ ム を 生成 する 。 報 告 書 作成 用 言語 
と し て 登場 し た 。 現 在 機能 を 強化 し 、 多 様 な 命令 を 追加 し て いる 。 
RPM、rpmlrevolutions per minute] 
毎 分 の 回 転 数 。 磁 気 デ ィ ス ク 記 憶 装 置 、 フ ロッ ピー ディ スク 記憶 装置 
等 、 回 転 の 動作 を と も な う 機 器 の 性 能 表現 に 用 いる 単位 。 
RRIround robin] ( 同 ) ラ ウン ドロ ビン 
RRDS[relative record data set] 
( 同 ) 相 対 レ コー ド デ ー タ セッ ト 
RRN[relative record number] ( 同 ) 相 対 レ コー ド 番 号 
RS-238 選 
ITU-T 勧 告 V.、24 に 基づき EIA が 定め た シリ アル イン タフ ェ ー ス 規格 の ひ 
と つ 。 も と も と は DTE( デ ー タ 端末 装置 ) と DCE( 回 線 終端 装置 ) 間 の イン 
タフ ェ ー ス で ある モデ ム 用 イン タフ ェ ー ス と し て 普及 し た 。 


現在 で は プリ ンタ や ディ スプ レイ 装置 な どの 周辺 装置 と の 標準 イン タ 
フェ ー ス と し て 広く 用 いる 。 な お 、 こ の 規格 は コネ クタ ビン の 役割 と 電圧 
を 定め た だ け で ある 。 その た め 、 ら 25 ピン や 8 ピン 、 ス トレ ー ト ケー ブル や 
クロ スケ ー ブ ル と いっ た 、RS-232C イ ンタ フェ ー ス に 準拠 し て いる に も 
か か わら ず 何 種類 か の 非 互換 製品 が 存在 する 。 

RSA[Rivest-Shamir-Adleman] 

代表 的 な 公開 か ぎ 暗 号 化 方 式 の ひと つ 。 基本 方 式 は 、 べ き 乗 剰 奈 演算 を 
用 いて 暗号 化 ・ 復 号 処 理 を 行う 。 ユ ー ザ が 多く 、 業 界 標準 と な か っ て いる 。 
復号 か ぎ が 分 か っ て いな いと 大 き な 数 の 素因 数 分 解 が 必要 で あり 、 そ の 計 
算 時 間 が 膨大 と な る こと を 利用 し て 暗号 の 安全 性 を 保 の て いる 。 し か し 、 
コン ピュ ー タ が 高 性 能 に な っ て いる の で 、 了 暗号 強度 を 高め る た め に 1024 
ビッ ト 、 ま た は 2048 ビ ッ ト の か ぎ を 使う 方 向 に ある 。 3 人 の 提唱 者 の 名 
前 の 頭 文字 を 並べ て この 名 称 と し た 。 





SAM[sequential access method] ( 関 ) 順 次 アク セス 
SE [systems engineer] ( 同 ) シ ステ ム エ ン ジニ 
SET[secure electronic transaction] 

1996 年 2 月 に 米国 大 手 ク レジ ッ ト カ ー ド 会 社 の MasterCard と VISA が 
合意 し て 決め た 電子 商取引 (EC) の 一 連 の トラ ン ザ クシ ョ ン の セキ ュ リ 
ティ を 守る た め の 方 式 。 それ まで の 電子 商取引 に 対す る セキ ュ リ ティ 方 式 
は 、MasterCard が ネッ トス ケー プ コ ミュ ニケ ーション ズ 社 の 技術 を も と 
に 開発 し た SEPP(secure electronic payment protocol) と VISA が マ 
イク ロ ソ フト と 共同 で 開発 し た STT(secure transaction technology) 
の 両方 式 に 分 か れ て いた 。 

SGML[Standard Generalized Markup Lan 巨 ua 互 ら ] 

電子 文書 交換 の た め に ISO が 標準 化し た 汎用 の 文書 定義 言語 。 テ キス ト 

に 文字 種 、 表 示 、 印 字 の 体 六 ま で 含め て 記述 で きる ほか 、 見 出し 、 本 文 、 

索引 な ど 文 書 の 構造 を 定義 で きる 。 IS0 プ IEC JTC1 の SC18 が 定め 、 

1986 年 に ISO 規 格 と な っ た 文書 技術 言語 。 標 準 一 般 化 マー ク 付 け 言 語 と 

も いう 。SGML 規 約 に 準拠 し て 文書 を 記述 する と マル チ メ デ ィ ア を 意識 し 

た ハイ パー テキ スト の 文書 の 検索 、 改 訂 、 製 本 、 版 管理 が 容易 に な る 。 複 

1 SGML 文書 に する こと に よ 
、 文 書 の 取り 扱い の 容易 さと 正確 性 が 増大 する 。 その た め 、CALS の よ 
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いる 。 HTML は 、SGML を 拡張 し 、 ペ ー ジ 間 の リン ク の 指定 や デー タ 入 力 
フィ ー ル ド を 指定 で きる 。( 参 )HTML、XML 
Smalltalk 
グラ フィ ッ ク デ ィ ス プレ イ と ユー ザ 指 向 の ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス 機 
能 ( ウ ツィ ンド ウ 機 能 、 マ ウス 操作 な ど ) を サポ ー ト する オブ ジェ クト 指向 言 
語 。1970 年 、 米 国 ゼ ジロ ックス 社 の A.C.Key ら が 考案 し た 。 LISP か ら 実 
行 機構 、LOGD か ら グ ラフ ィ ッ クス 機能 、SIMURA か ら オ ブ ジ ェクト 指向 
の 概念 を 継承 し て いる 。1980 年 に Smalltalk-80 を 出し た 。1982 年 版 
の 仕様 が ほぼ 標準 に な っ て いる 。 
SMIME[secure MIME] 
MIME 標 準 の 電子 メー ル に RSA ベ ー ス の 暗号 化 機能 を 付加 し メー ル の セ 
キュ リティ を 高め た も の 。X.508 に 準拠 し た ディ ジタル 認証 管理 機能 も も 
つ 。 マ イク ロ ソ フト 、 ロ ー タ ス 、 ネ ッ ト ス ケー プ 、 ア ッ プ ル 、 ベ リサ イ 
ン 、RHSA デ ー タ セキ ュ リ ティ な ど が 製品 や サー ビス の 中 で 採用 する こと を 
検討 し て いる 。 5 プ MIME は PEM、PGP よ り 後 か ら 出 て きた も の で ある 
が 、 そ れ ら に 比べ 拡張 性 が 高く 適応 範囲 も 広い た め 、 今 後 採用 製品 が 広 が 
る 可能 性 が ある 。 ( 関 )MIME、PEM、PGP、 認 証 
SNA[Systems Network Architecture] 
アメ リカ の IBM 社 が 1874 年 に 発表 し た ネッ トワーク アー キテ クチ ャ 。 
この 発表 に より 、 ネ ットワーク アー キテ クチ ャ と いう 概念 が 一 般 に 広まっ 
た 。 し か し 、 こ れ は 自社 製品 内 の デー タ 通 信 の 標準 化 で あり 、 他 社 製品 と 
の 接続 まで は 考え て いな か っ た 。 そ の た め 、 他 の コン ピュ ー タ メー カ も 独 
自 の ネッ トワ ー ク アー キテ クチ ャ を 次 々 と 発表 し た 。 こ の 結果 、 ど の メー 
力 の 製品 で も 相互 に 接続 で きる 標準 ネッ トワ ー ク アー キテ クチ ャ の 必要 性 
が 重要 視 さ れ 、OSI の 標準 化 へ と 発展 し て いっ た 。 
SPIstack pointer] ( 同 ) ス タッ クボ ポイ ンタ 
SP[space] 
間隔 、 間 隔 文字 。( 同 ) 空 白 文 字 
SP [structured pro 互 rammin 戸 ] 
( 同 ) 構 造 化 プ ログ ラミ ング 
SQLIStructured Query Lan 皇 ug 巨 @] 
リレー ショ ナル 構造 の デー タベース を 定義 ・ 操 作 す る 代表 的 デー タ ベ ー 
ス 言 語 の ひと つ 。SQL は 、 IBM 社 の Structured Query Language を も 
と に 規定 され 、1987 年 に IS0 規 格 、JIS 規 格 に な っ た 。 こ の と き 単 に 
SQL と 称す る こと に な っ た 。SQL は 、 次 の デー タベース 言語 の 構文 と 意 
味 を 規定 し て いる 。 
(1) ス キー マ 定 義 言語 (SQL-DDL) : 表 の スキ ー マ を 定義 する 命令 文 の 集 
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まり 。 

(2) デー タベース 操作 言語 (SQL-DML) : 表 を 操作 する た め の 命 令 文 の 集 
まり 。 適 用 業務 プロ グラ ム が 使用 で きる ほか 、 利 用 者 が 直接 的 に シス 
テム の 入出 力 装置 を 用 いて 利用 する こと も で きる 。 

SQL の 検索 は 、SELECTーFROM て WHERE の 3 つの 句 で 行い 、 選 
択 、 射 影 、 結 合 が 実現 で きる 。SQL を 採用 し た デー タベース 管理 シス テム 
に は 、DB2(IBM 社 )、ORACLE( オ ラク ル 社 )、SYBASE( サ イベ ー ス 
社 )、Informix( イ ン フ ィ ミ ックス 社 )、RDB I (富士 通 )、 XMD プ RD( 日 立 
製作 所 ) な ど が ある 。 ( 関 ) 関 係 デ ー タ ベー ス 

SVC[supervisor call] 

実行 中 の プロ グラ ム が 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム の サー ビス の 提供 を 受 
ける た め の 割 込み に よっ て スー パ バ イザ (監視 ブロ グラ ム ) を 呼び 出す こと 。 

オペ レー ティ ング シス テム の スー パ バ イザ は 、 ユ ー ザ ブロ グラ ム の 実行 

状況 を 監視 し 、 メ モリ 保護 、 し 0 や プロ セッ サ の 状態 設定 な ど を 行う 。 こ 

の サー ビス 機能 は 、 誤 用 を 防ぐ 目的 で スー パ バ イザ モー ド だ け で 利用 可能 

な 特権 命令 た し 、 ユ ー ザ プロ グラ ム で の 直接 使用 を 禁じ て いる 。 こ の た め 

ブログ ラム が 特権 命令 を 使用 する と き は SVC を 行う 。 

( 参 ) 特 権 命令 

SYLK[symbalic link file] 

アメ リカ の マイ クロ ソフ ト 社 の 基本 フォ ー マ ッ ト 形 式 の ファ イル 。 同 社 
の 表 計 算 ソ フト Multiplan や Excel の ファ イル 形式 の ひと つ に 採用 され て い 
る 。SYLK 形 式 フ ァイル は 、 他 社 の デー タベース ソフ ト 、 表 計算 ソフ ト で 
も 利用 可能 。 


〒 “ 一 


TAT[turnaround time] ( 同 ) タ ー ン アラ ウン ド タ イ ム 
Tiff[Tagged Image File Format] 
画像 デー タ を 記録 する ファ イル 形式 。 異 な る 機種 や アプ リケーション 問 

で 画像 デー タ の 互換 性 を 実現 する 。 単 純 な モノ クロ 画像 か ら グ レー スケ ー 
ル 、1677 万 色 の フル カラ ー 画 像 に 至る あま で 、 さ ま ざ ま な グラ フィ ックス 
形式 に 対応 し て お り 、 写 真 な どの スキ ャ ニン グ し た 画像 を 扱う の に も 適し 
て いる 。 タ グ と 呼ば れる 説明 部 分 に 、 デ ー タ を どん な 形式 で 記録 し た の か 
を 書き 込ま れる 。 

TSS[time sharing system] ( 同 ) タ イム シェ アリ ング シス テム 








| 


大 


UCS [universal multiple-octet cnded character set] 


IS0 プ IEC JTC 1 SC 2 が 作成 し 、1993 年 に 国際 標準 と し た 国際 符 
号 化 文字 セッ ト 。1995 年 に その 第 1 部 が JIS 規 定 (X0821) と な る 。 こ 
の 規格 は 、 世 界 の 言語 (用 字 ) を 書き 表し た 形 (表記 形 ) お よび 記号 の 表現 ・ 
伝送 ・ 交 換 ・ 処 理 ・ 蓄 積 ・ 入 力 ・ 表 示 に 適用 する た め の の も の で ある 。 な 
お 、UCS で の 漢字 の 扱い は 、CJK( 中 国 、 日 本 、 韓 国 ) 統 合 漢字 と な っ て 
いる 。 


UNICODE 


] 文字 を ら の バ イト で 表現 し 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 以 外 に 漢字 の よう な 文字 種 
の 多い 言語 文字 に も 対応 可能 と し た 文字 コー ド の 国際 標準 。 国 際 符 号 化 文 
字 集 合 (UCS:IS010646ZJIS X0221) と の 連携 が 可能 と な っ て い 
る 。 標 準 は アッ プル 、IBM、 マ イク ロ ソ フト が 中 心 と な っ て 設立 し た ユニ 
コー ドコ ン ソ ー シ ア ム が 規定 化 。1996 年 に 第 2 版 が 出さ れ た 。 漢 字 は 、 
CJK 統 一 漢字 コー ド を 使い 、 中 国 、 日 本 、 韓 国 で 同じ 文字 は 同一 コー ド と 
な っ て いる 。 ま た 、 漢 字 特有 の 異 字体 を 別に 定義 し た り 、 部 首 索 引 を 提供 
する な どの 配慮 が 行わ れ て いる 。 こ の 標準 に より 、 各 国語 対応 し た ヒュ ー 
マン イン タフ ェ ー ス を も っ た り 、 イ ンタ ーネット 経由 で アル ファ ベッ ト 以 
外 の 文字 を や り 取 りす る よう な 多 言語 を サポ ー ト する ソフ トウ ェ ア の 開発 
が 容易 に な る 。 マ イク ロ ソ フト の Windows NT の 内 部 的 な 文字 処理 に も 
使用 され て いる 。( 関 )UCS 


UNIX プ unix 


小型 コン ピュ ー タ 用 の オペ レー ティ ング シス テム の ひと つ 。 ミ ニコ ン 
ピュ ー タ か ら パ ソコ ン ま で の 共通 利用 や 異 機種 賠 の ネッ トワーク を 利用 す 
る 上 で すぐ れ た 機能 を も ち 、 現 在 は ワー クス テー ショ ン 級 の コン ピュ ー タ 
の 主流 オペ レー ティ ング シス テム に な っ て いる 。 タ イム シェ アリ ング シス 
テム 用 の オペ レー ティ ング シス テム で 、 マ ル チ ユ ー ザ マル チタ スク (同時 
に 複数 の 利用 者 が 複数 の 仕事 を 行う ) 向 け に な っ て いる 。 

アメ リカ の ベル 研究 所 の D.M.Hitchie と K.Thompson ら が 、1969g 年 に 
開発 し た 。 ベ ル 研 究 所 は 大 学 や 研究 機関 に ソー スコ ー ド を 公開 し 、 そ れ を 
も と に 各 メ ー カ が 独自 OS を 開発 し た た め に 、 各 種 の UNIX が で きた 。 


UPS [uninterruptible power Supply System] 


外部 供給 の 電源 電圧 ・ 周 波数 の 変動 が 著しい と ころ で 、 そ れ ら の 安定 化 
と 停電 時 の 一 定時 間 電 力 供給 を 可能 に する 電源 装置 。 フ ォ ー ル トト レラ ン 
ト 装置 の ひとつ で 、 無 停電 電源 供給 シス テム と も いう 。 コ ンピュータ 内 の 
主 記憶 装置 に 記憶 され て いる デー タ の 消去 を 防ぐ た め に 、 サ ー バ の よう に 





252 


どら 4 時 間 連 続 で 自動 運転 する コン ピュ ー タ シス テム の 電源 障害 対策 と し て 
設置 する 。 最 近 は 、 低 価格 の パソ コン 用 の も の も 販売 され る よう に な り 、 
パソ コン を サー バ と し て 利用 で きる よう に な っ た 。 


mm 


VDT[visual display terminal] 
キー ボー ド と CHT 表 示 装 置 を 備え た 入出 力 端末 。 ほとん どの コン ピュ ー 
夕 端末 や ネッ トワーク に 接続 する ワー クス テー ショ ン や パソ コン な ど が 相 
当 す る 。 
VDT 作業 [visual display terminal working] 
VDT を 有する 端末 な ど を 操作 する 作業 の こと 。 マ ンマ シン イン タフ ェ ー 
ス の ひと つと し て 、VDT は 重要 な 地位 を 占め る 。 し か し 、 長 時 間 の VDT 
作業 に よる 健康 障害 問題 も 表面 化し て いる 。 
VisualBasic 
マイ クロ ソフ ト 社 が 開発 し た Windows 用 の BASIC 言 語 。GU| 機 能 を 生 
か し た アプ リケーション を 手軽 に 作成 で きる の が 特徴 。 ワー プロ ソフ ト の 
Word や 表 計 算 ソ フト の Excel な どの マク ロ 言 語 に も 用 いる 。 視覚 的 ブロ グ 
ラミ ング の た め の 代表 的 な 言語 。 基本 と な る ウィ ンド ウ に 、 ボ タン や スク 
ロー ル バ ー な どの 部 品 を 配置 し 、 そ の 操作 や 入力 され る デー タ に 関す る 処 
理 を 記述 する こと で Windows 対 応 の アプ リケーション を 作成 で きる 。 た 
だ し 、 他 の コン パイ ラ 型 言語 と 違っ て 、 実 行 フ ァイル を 単独 で 動作 させ る 
こと は で きず 、VisualBasic の ラン タイ ム モ ジュ ー ル を 必要 と する 。 
VMAP[volume allocation map] 
ファ イル の 媒体 空間 を あら か じ め 固 定 サ イズ に 分 割 し 、 ど の ファ イル が 
どの 空間 を 使用 する か で 管理 する 場合 の 管理 情報 を 記録 する 部 分 。 大きな 
ファ イル は 多数 の エリ ア を 占め る こと に な る 。VTOC と 比べ る と 記憶 空 間 
の 効率 を 重視 する 方 式 で ある 。 次 の よう な 特徴 が ある 。 
(1) フ ァイル の 装置 独立 性 が 高い 。 
(2) ファ イル が 拡張 され た 場合 も 対応 が 可能 で ある 。 
VOL[volume] ( 同 ) ボ リュ ー ム 
VRMLI[Virtual Reality Modelin Language] 
シリ コン グラ フィ ックス 社 や IBM の 技術 者 が 中 心 と な っ て 開発 し た 3 次 
元 グ ラフ ィ ッ クス 言語 。 イ ンタ ーネット の WWW ペ ー ジ 上 に 仮想 空間 を 実 
現す る と き に 用 いる 記述 言語 。 WWW 対 応 の ドキ ュ メ ント 記述 言語 で ある 
HTML を 拡張 し 、 相 互 補完 する も の で ある 。VRML の デー タ は 、 
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WebSpace と いう 専用 の W eb ブラ ウザ を 用 いて 再生 で きる ほか 、 
NetscapeNavigator や InternetExplorer な どの 標準 的 な WWW ブ ラウ ザ 
で 表示 する た め の プ ラグ イン (機能 拡張 ソフ ト ) を 用 意 し て いる 。 
1980 年 代 後半 に 欧米 の 研究 者 が 、 情 報 交 換 の 手段 と し て イン ター ネッ 
ト 上 で 3 次 元 情報 を や り と り で き な い か と 考え た の が VHML 開 発 の きっ か 
け と な っ た 。 
VSAM[virtual stora 互 B aCCBSS method] 
仮想 記憶 の も と で 、 索 引 順 次 編成 (ISAM) に 相当 する デー タ セ ッ ト を 直 
接 ア クセ ス す る 方 法 。 旧来 の デー タ 管 理 が 提供 し て いる 順 ア クセ ス の 機 
能 、 直 接 アク セス の 機能 を ひと つ に まとめ た アク セス 法 で 、 装 置か ら の 独 
立 性 が 高い 。VSAM で アク セス する デー タ セ ッ ト は VSAM 特 有 な 構造 を 
し て いる 。 VSAM デ ー タ セッ ト に 対し て 、 順 、 直 接 あ る い は スキ ッ プ 順に 
デー タ の 読み 込み 、 書 き 出 し 、 追 加 、 交 信 、 削 除 を 行う こと が で きる 。 
VSAM デ ー タ セッ ト に は エン トリ 順 デ ー タ セッ ト (Entry Sequenced 
data Set : ESDS)、 キ ー 順 デー タ セ ッ ト (Key Sequenced data Set : 
KSDS)、 相 対 レ コー ド デ ー タ セッ ト (Helative Hecord data Set : 
HRDS) が ある 。 
VSAM フ ァイル [virtual stora 互 6 acCeSS file] 
仮想 記憶 の も と で 、 索引 順次 編成 (ISAM) に 相当 する デー タ セ ッ ト を 直 
接 ア クセ ス す る こと の で きる ファ イル 。 記憶 形式 が 直接 アク セス 装置 の タ 
イプ に 依存 し な い 、 記憶 形式 、 ア クセ ス の 特徴 に 応じ た デー タ セ ッ ト が 選 
択 で きる な ど が VSAM の 特徴 で ある 。 
VTOC[valume table of contentSs] 
ファ イル 装置 内 の 記憶 空間 を 、 シ リン タダ 単位 、 ト ラッ ク 単 位 で 管理 する 
情報 を 記録 する 部 分 。 1 個 の ボリ ュー ム に 含ま れる すべ て の ファ イル の 情 
報 ( フ ァイル ラベ ル ) が 記録 され て いる 。 ボリ ュー ム 目 録 、 ボ リュ ー ム 目次 
と も いう 。VTOC を 見 て 、 ボ リュ ー ム 内 に ある ファ イル の 記録 状況 、 更 新 
状況 、 記 録 位 置 ( ト ラッ ク や シリ ンダ な ど )、 記 憶 領域 の 空き 状況 な ど を 把 
握 す る 。 VTOC の 位置 は 、 ボリ ュー ムラ ベル 内 の VTOC ア ドレ ス に より 知 
る こと が で きる 。 
VMAP に 比べ る と 実行 効率 を 優先 する 方 式 で ある 。 次 の よう な 特徴 が 
ある 。 
(1) 実際 の 記憶 媒体 の 構造 と ヒ フ ァイル の 構造 が 一 致し 、 処 理 目的 に か な っ 
た デー タ 配 置 が 可能 。 
(@) 管理 情報 は ボリ ュー ム ご と に その ボリ ュー ム に 書き 込ま れる の で 、 ボ 
リュ ー ム 単位 で 管理 で きる 。 
(3) ファ イル 管理 情報 は 、 フ ァイル サイ ズ の 大 小 で あま り 変 動 し な い 。 頻 





繁 に 拡張 され る ファ イル や 小 容量 ファ イル が 多い 場合 は 効率 が 悪い 。 


WANI[wide area network] 
コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク の ーー 形 態 で 、 事 業 所 間 や 企業 間 の コン ピュ ー 
タ を 加入 電話 網 や 公衆 網 を 使っ て 相互 接続 し た ネッ トワ ー ク 。 広域 ネッ ト 
ワー ク 、 広 域 網 と も いう 。 LAN と 異な り 、 網 を 提供 する 電気 通信 事業 者 に 
通信 料金 を 支払 う 。 ま た 、 国 内 の 異な る WAN の 相互 接続 、 別 の 国 の WAN 
と の 相互 接続 と いっ た 広域 網 間接 続 も 盛ん に な っ た 。 
Web 
イン ター ネッ ト や イン トラ ネッ ト 上 で ハイ パー テキ スト 情報 を や り と り 
する サー バ ソ フト ウェ ア 。 サ ー バ 管理 下 の HTML 記 述 に よる ハイ パー テキ 
スト ドキ ュ メ ント を 相互 に リン ク し た ペー ジ を 作成 し 、 ブ ラウ ザ か ら UHRHL 
を 指定 する こと に よっ て 欲し い ペ ー ジ 情報 を リン ク を た どり 順次 取り 出 
す 。WWW(World Wide Web) と も 呼ぶ が 、 イ ント ラ ネ ッ ト 環 境 で は 必 
ず し も World Wide で は な いた め Web と 読み か える 場合 も わる 。 スイ ス の 
CERN 研 究 所 が 1989 年 に 提案 ・ 開 発し た 。 そ の 後 、 利 用 者 の 増大 と と も 
に 製品 版 の Web サ ー バ を 数 多く 開発 し た 。 サ ー バ の 構築 に 比較 的 コン 
ピュ ー タ の 専門 性 を 要求 し な いた め 、 イ ンタ ーネット は この 技術 に よっ て 
一 般 に 普及 し た と 言え る 。Web の 原義 は 「 競 昧 の 巣 ] と 言う 意味 。 
WS[workstation] ( 同 ) ワ ー ク ステ ーション 
WWW[World Wide Web] 
スイ ス の CERHN で 1989 年 に 開発 され た 情報 検索 ・ 表 示 シ ステ ム の 名 
称 。 サー バシ ステ ム の ひと つ で 、 主 と し て 情報 発信 に 利用 され て お り 、 複 
数 の ファ イル を 関連 づけ て 扱え る 点 、 文 字 情 報 だ け で な く 音 声 、 画 像 、 動 
画 も 扱え る 点 で イン ター ネッ ト 上 の 代表 的 な 情報 検索 シス テム と な っ た 。 
情報 を ペー ジ と いう 単位 で 管理 し 、 関 連 す る ペー ジ を リン ク す る こと が 
で きる 。 リ ンク は 世界 中 に ある サー バ の ペー ジ に 行う こと も 可能 で ある た 
め 、 多 様 な 情報 提供 が で きる 。 ペ ー ジ の レイ アウ ト 情 報 や リン ク 情 報 を 記 
述 す る の が HTML と いう 言語 で ある 。( 関 )HTML 
WYSIWIS [what you see is what I seg] 
グル ー プ ウェ ア で 自分 と 相手 が 同じ も の を 見 る こと が で きる こと 。 
WYSIWYG を も じ っ て 名 づけ た スロ ー ガ ン 。 
WYSIWYG[what you see is what you et] 
ワー ド プ ロ セ ッ サ や 帳票 作成 プロ グラ ム の 処理 中 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 上 
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に 表示 し た 文書 や 帳票 を 、 そ の まま の 形式 で プリ ント アウ ト で きる 機能 。 
「 目 で 見 た も の が 手 に 入る ] と いう スロ ー ガ ン の 頭 文字 を 並べ た も の 。 ユ ー 
ザ に と っ て は 便利 な 機能 で ある 。 


XML[extensible markup languagge] 
WWW コ ン ソ ー シ ア ム (W3C) が 1997 年 頃 よ り 本 格 的 標準 化 を 検討 し 

て いる Web 用 マー クア ッ プ 言語 。 代 表 的 な Web 用 マー クア ッ プ 言語 の 
HTML と 同様 、SGML の サブ セッ ト で ある 。 利用 者 に よる 新た な 独自 タグ 
の 追加 機能 を 持つ こと が HTML と 大 きく 異な る 。 その タグ に 対応 し た 処理 
を 追加 する こと に より 、 よ り 高 度 で 目的 に か な っ た デー タ 交 換 が 可能 と な 
る 。 例 えば 、XML を 利用 する と 、 画 像 、 動 画 、 音 声 デ ー タ な ど を 含 お オン 
ライ ンカ タロ グ を 利用 者 の 環境 に 合わ せ た 形 で 効果 的 に 提供 で きる よう に 
な る 。 マ イク ロ ソ フト 、 ネ ッ ト ス ケー プ 、 サ ンマ イク ロ シ ス テム ズ な どの 
主要 な イン ター ネッ ト ソ フト ベン ダ が XML の 製品 化 に 力 を 入れ て いる 。 
( 関 )SGML 

XOR[exclusive OR] ( 同 )EOR 

XRIindex register] ( 同 ) イ ン デ ックス レジ スタ 


